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女性 の 優位 性 。 
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男女 の 性 差 と 、 女 性 の 優位 性 。 
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以下 の 表 は 、 男 女 の 性 差 を 、 手 短 に 説明 し ます 。 


女性 


男性 


AMX LU TCOBMAX. imtFtT Sto 
の 存在 。 


EME UTOAN &. WGIRT STONE. 


栄養 分 の 豊富 な 、 数 少な い 卵 子 の 担 
LF. 初期 の 子育て の 担い 手 。 (Я 
Ald. FEB. 授乳 。) 


粗製 溢 造 な 精子 の 担い 手 。 


貴重 、 大 切な 存在 。 


粗末 に 扱っ て 構わ な い 存 在 。 (貴重 さ 、 大 切 さ 
に 欠け る 存在 。) 


安全 第 一 、 自 己 保身 に 敏感 で ある 存 
在 。 危 険 な こと は 、 自 分 で は 行わ な 
い 存 在 。 (それ を 男性 に や ら せ る 存 
在 。) 。 


女性 に 安全 を 提供 し 、 自 身 は 危険 へ と 真 面 す る 
存在 。。 外 敵 を 攻撃 し 、 戦闘 する 存在 。 


内 側 、 奥 に いよ うと する 存在 。 茎 知 
ОА © CE SHE, 


外側 へ と 踏 出し 、 対 外 的 な 代表 と な る 存在 。 未 
知 の 領域 を 探検 する 存在 。 


| | みん な の 中 心 的 存在 で いよ うと する 


存在 。 み ん な の 注目 を 浴び よう と す 
る 存在 ・。 み ん な か ら 、 ち や ほや され 
よう と する 存在 。 


自分 の 存在 を 、 広 大 な 世界 全体 に 向け て 拡大 し 
よう と する 存在 。 自 分 の 有 能 さや 、 自 身 の チ ャ 
レン ジ に よる 成功 を アピ ー ル し た が る 存在 。 


人 間 を 扱う こと を 好む 存在 。 対人 コ 
ミュ ニケ ーション を 好む 存在 。 (pl 
えば 、 他 者 と の お し ゃ べり 。) 

対人 的 な 親密 さ 、 相 互 の 一 体感 や 配 
ЖА. 対人 関係 その も の を 
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物質 や 機械 (メカ ニズム ) を 扱う の を 好む 存 
在 。 対人 面 で の 相互 分 離 、 切 断 を 好む 存在 。 
対人 関係 は 、 あ くま で 目標 達成 の た め の 、 単 な 
る 手段 に 過ぎ な い 存 在 。 


女性 


ВЩЕ:] 


男性 


他 者 と 話 を する た め の 育 語 能 力 に 優 | 客観 的 な 空間 把握 能力 に 優れ る 存在 。 (例え 
れる 存在 。 (例え ば 、 文 法 、 綴 り 面 | ば 、 三 次 元 の 物体 の 回 転 把握 。 実 世界 の 垂 走 
сих. ) さ 、 水 平 さ の 把握 。 室 間 移 動 。) 
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在 。 


集団 行動 を 好む 存在 。 (集団 主義 | 単独 行動 を 好む 存在 。 (個人 主義 者 。) 。 和 气体 
者 。) 。 液 体 的 、 ウ ェ ッ ト で ある 存 | 的 、 ド ライ で ある 存在 。 


思 決 定 せ ず 、 受 動 的 で ある 存在 。 


責任 を 取ら な い 存 在 。 自 分 か ら は 意 | 責任 を 取る 存在 。 能 動 的 に 意思 決定 する 存在 。 


周囲 と 同調 する 存在 。 周囲 と は 独自 路線 を 取る 存在 。 
相互 依存 、 助 け 合 い を 好む 存在 。 依 自立 心 が 強い 存在 。 助 け を 借り ず 、 独 力 で 生き 
RUDD GAL FEE. て いこ うと する 存在 。 
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和男 性 の 本 性 。 女 性 の 本 性 。 
男女 の 性 差 。 そ の 根本 的 な 規定 要因 。 


生物 の 身体 。 
それ は 、 生 殖 細 胞 の 乗り 物 で ある 。 


それ は 、 生 殖 細 胞 に と っ て 、 単 な る 道具 で 


生物 の 存在 に お ける 、 生 殖 細 胞 が 所 有する 
生物 の 存在 に お ける 、 生 殖 細 胞 が 所 有する 
その こと に 対す る 認識 。 

それ は 、 生 物 や 人 間 の 活動 の 理解 に と っ て 
それ は 、 生 物 や 人 間 の 性 差 の 理解 に と っ て 


生物 の 雄 の 身体 。 
それ は 、 精 子 の 乗り 物 で ある 。 


ある 。 


、 中 心性 や 中 枢 性 。 
、 根 本 的 な 重要 性 や 優先 性 。 


、 根 本 的 に 重要 で ある 。 
、 根 本 的 に 重要 で ある 。 


それ は 、 精 子 に と っ て 、 単 な る 道具 で ある 。 


生物 の 雌 の 身体 。 
tld. WFO) MCHS. 


それ は 、 卵 子 に と っ て 、 単 な る 道具 で ある 。 


人 間 の 男性 の 身体 。 
それ は 、 精 子 の 乗り 物 で ある 。 


それ は 、 精 子 に と っ て 、 単 な る 道具 で ある 。 


人 間 の 女性 の 身体 。 
それ は 、 卵 子 の 乗り 物 で ある 。 
それ は 、 卵 子 に と っ て 、 単 な る 道具 で ある 。 


男女 の 性 差 。 
それ ら は 、 全 て 、 精 子 と 卵子 の 差 に 、 根 本 的 に 由来 する 。 


精子 と 卵子 と の 受精 。 

生殖 行为 。 

自己 複製 。 

それ ら が 、 男 女 の 生 物 活 動 の メイ ン で ある こと 。 


人 間 の 男女 に お ける 、 高 い 知 的 能力 や 、 高 い 運 動 能力 。 
それ ら の 存在 は 、 男 女 の 生 物 活動 に と っ て 、 あ くま で 一次 的 で ある こと 。 
それ ら の 内 容 は 、 生 殖 細 胞 の 性 質 の 反映 に 過ぎ な いこ と 。 


生物 に お ける 、 性 差 の 本 質 。 
人 間 に お ける 、 性 差 の 本 質 。 
それ は 、 精 子 と 卵子 と の 、 性 質 の 差 で ある 。 


人 間 の 男女 の 性 差 。 

その 存在 は 、 生 物 と し て の 、 有 性 生殖 に 基づく 。 

それ は 、 精 子 と 卵子 が 存在 する 限り 、 消 去 す る こと は 、 不 可能 で ある 。 

それ は 、 人 間 が 、 有 性 生殖 を 行う 生物 の 一 種 で ある 限り 、 消 去 す る こと は 、 不 可能 で あ 
る 。 


男女 0 性 差 在 否定 才 召 二 过 。 
7х. ВОЕННОЕ. 


BUOMABET SA. 

例 。 欧米 や 日 韓 に お ける 、 リ ベラ リズ ム の 活動 家 た ち 。 
彼ら は 、 生 物 以 外 の 存在 に な る し か 無い 。 

彼ら は 、 単 性 生殖 の 生物 に な る し か 無い 。 


男女 の 性 差 は 、 生 殖 細 胞 や 生殖 器官 の 性 質 の 男女 差 に よっ て 、 規 定 さ れる 。 


男女 の 生殖 細胞 。 女 性 の 卵子 。 男 性 の 精子 。 

男女 の 生殖 器官 。 女 性 の 子宮 や 騰 。 男 性 の ペニス 、。 

それ ら の 存在 面 や 動作 面 や 分 布 面 に お ける 、 性 質 の 差 の あり 方 。 
それ ら が 、 以 下 の 内 容 を 、 規 定 す る 。 

男女 の 、 心理 的 行動 や 、 社 会 的 行動 画 に お ける 、 性 差 の あり 方 。 


精子 の 社会 的 行動 様式 は 、 男 性 の 社会 的 行動 様式 や 、 男 性 優位 社会 の 人 々 の 行動 様式 と 、 
相同 で ある 。 

例 。 自 己 捨 て 身 性 。 勢 力 拡張 性 。 チ ャ レン ジ 精 神 。 独 創 性 。 個 人 主義 。 自 由 主 義 。 離 散 
VE, РЖ. ЭВ. НАМ. НАУМ, ВВ. Mi. Sw. AM. AW 
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卵子 の 社会 的 行動 様式 は 、 女 性 の 社会 的 行動 様式 や 、 女 性 優位 社会 の 人 々 の 行動 様式 と 、 
相同 で ある 。 


例 。 自 己 保 身 性 。 势 力 温 存 性 。 退 婴 性 。 前 例 踏 并 性。 集团 主义 。 同 调 主义 。 全 体 主义 。 包 
含 性 。 于 锁 性 。 近 接 性 。 调 和 性 。 一 体 融合 性 。 定 住 性 。 自 己 中 心性 。 一 极 集 中 性 。 局 所 
性 。 津波 の よう な 専制 支配 。 液 体 性 。 

例 。 

それ ら の 特徴 は 、 例 えば 、 以 下 の 内 容 へ と 、 反 映 さ れる 。 

男性 優位 社会 。 政 治 的 権限 の 分 立 。 例 。 英 米 に お ける 、 三 権 分 立 。 

女性 優位 社会 。 政 治 的 権限 の 融合 。 例 。 日 本 に お ける 、 実質 的 な 三 権 融合 。 
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生物 と し て の 存在 価値 と 、 男 女 の 性 巻 。 


卵子 や 子宮 は 、 生 物 学 的 に 貴重 な 存在 で ある 。 


女性 は 、 卵 子 や 子宮 を 持つ 。 

女性 は 、 生 物 学 的 に 足 重 な 存在 で ある 。 

女性 は 、 何 も し な く て も 、 た だ 存在 する だ け で 、 価 値 が ある 。 

女性 は 、 経 済 的 に 困 福 し て いる の で な けれ ば 、 働 く 必 要 が 、 特 に 無い 。 

女性 は 、 女 性 自身 が 趣味 的 に 好き な 教育 を 、 好 き な だ け 受 ける こと が 出来 る 。 

精子 は 、 生 物 学 的 に 非 貴重 な 存在 で ある 。 

男性 は 、 精 子 の み を 持つ 。 

男性 は 、 生 物 学 的 に 非 貴重 な 存在 で ある 。 

男性 は 、 た だ 存在 する だ け で は 、 無 価値 で ある 。 

男性 が 、 価 値 あ る 存在 に な る た め に は 、 働 いた り 、 稼 い だ り 、 何 か を 達成 し な く て は な 
ら な い 。 

男性 は 、 そ の た め に 必要 な 教育 を 、 例 え 、 男 性 自身 が 好ま な く て も 、 強 制 的 に 受け な い 


と いけ な い 。 
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社会 的 分 布 、 男 女 0) 性 差 。 


女性 は 、 社 会 的 に 、 足 重 品 と し て 扱わ れ 、 優 遇 され る 形 で 、 分 布 す る 。 

SHES, МО АОН, МТС, DATS. 

BRE Shit. RLY, ЕС 11-4, 

その 領域 の 中 に 集中 し て 、 高 密度 で 、 集 団 で 、 み ん な で 仲良 く 定 住 し 、 居 住 す る こと 。 
その 儲 域 は 、 社 会 の 中 心 で ある 。 


=> 


ВНЕ. ЖЕН, ЗЕРНАХ UT. ФИ. DATS. 

男性 は 、 以 下 の よ うな 領域 の 中 に 、 以 下 の よ うな 形 で 、 分 布 する 。 

女性 の 居住 領域 の 周辺 の 領域 。 

ОЗС, 分散 し て 、 低 密度 で 、 絶 え ず 個人 の 単独 行動 で 移動 する こと 。 
その 侍 域 は 、 広 大 だ が 、 リ スク や 危険 の 伴う 不安 定 な 領域 で ある 。 

その 領域 は 、 社 会 の 周辺 で ある 。 

男性 は 、 そ の 儲 域 の 中 で 、 働 き 、 稼 ぐ 作 業 を 、 社 会 的 に 強制 され る 。 

その 作業 は 、 以 下 の 内 容 を 、 そ の 使命 と する 。 

以下 の よう な 業績 を 上 げ る こと 。 


=> 


YAE— CIRM, ЕСА СИ. 

+02 ис. ЕМУ & OT USAMA, ВАЗ SIL. 

EOF EIR LT. ЯСЕН, HAOPIN CMTS. 
EILERHEDAD, ЕОс, BEM TRARI IOLA, Илии. 


生物 は 、 生 得 的 に は 、 女 性 の 社会 的 地位 が 高く 、 女 性 が 社会 的 上 位 者 と な る 。 
生物 は 、 生 得 的 に は 、 男 性 の 社会 的 地位 が 低く 、 男 性 が 社会 的 下位 者 と な る 。 
生物 は 、 生 得 的 に は 、 男 性 差別 が 起き る 。 


生物 の 社会 は 、 自 然 環 境 の 差異 に 基づい て 、 以 下 の 生 活 に 二分 され る 。 
農耕 生活 の よう な 、 定 住 生 活 様式 。 
遊牧 や 牧 斉 の 生活 の よう な 、 移 動 生 活 様式 。 


定住 生活 様式 に は 、 女 性 が 適し て お り 、 男 性 は 不適 で ある 。 

定住 生活 様式 で は 、 女 性 の 社会 的 地位 が 高く 、 女 性 が 社会 的 上 位 者 と な る 。 
定住 生活 様式 で は 、 男 性 の 社会 的 地位 が 低く 、 男 性 が 社会 的 下位 者 と な る 。 
定住 生活 様式 で は 、 男 性 差別 が 起き る 。 

移動 生活 様式 に は 、 男 性 が 適し て お り 、 女 性 は 不適 で ある 。 

移動 生活 様式 で は 、 男 性 の 社会 的 地位 が 高く 、 男 性 が 社会 的 上 位 者 と な る 。 
移動 生活 様式 で は 、 女 性 の 社会 的 地位 が 低く 、 女 性 が 社会 的 下位 者 と な る 。 
移動 生活 様式 で は 、 女 性 差別 が 起き る 。 
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卵子 と 精子 と の 、 性 質 や 行動 様式 の 、 比 較 。 女 性 と 男性 と の 、 
性 質 や 行動 様式 の 、 比 較 。 


卵子 と 精子 と の 、 性 質 の 比較 。 
女性 と 男性 と の 、 性 質 の 比較 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


卵子 の 、 巨 大 性 と 、 豊 潤 性 と 、 全 体調 和 主 義 と 、 定 住 性 と 、 表 面 膜 に よる 閉 針 性 。 
精子 の 、 娠 小 性 と 、 貧 相性 と 、 個 人 主義 と 自由 主義 と 、 移 動 性 と 、 空 間 的 開放 性 。 


卵子 の 内 部 が 、 豊 富 な 液体 と 養分 で 満た され て いる こと 。 そ れ は 、 生 殖 資 源 と 生殖 設備 
で あり 、 生 殖 に お ける 、 巨 大 な 茎 得 権益 で ある こと 。 卵 子 が 、 生 殆 細 胞 と し て 、 生 物 が 
生き 残る 上 で 、 よ り 足 重 な 存 在 で ある こと 。 
精子 は 、 卵 子 に 比較 し て 、 液 体 分 や 養分 に 、 よ り 大 幅 に 欠け て いる こと 。 そ れ は 、 生 殖 
に お ける 既得 権益 の 根本 的 な 欠如 に 談 当 する こと 。 精 子 が 、 生 殖 細 胞 と し て 、 生 物 が 生 
き 残 る 上 で 、 よ り 音 貴 重 な 存 在 で ある こと 。 


精子 が 、 卵 子 の 持つ 、 豊 富 な 養分 や 水分 の よう な 生殖 資源 を 、 一 方 的 に 借り て いる こ 
と 。 卵 子 が 、 生 殖 資源 の 占有 者 で あり 、 精 子 は 、 そ れ ら の 、 一 方 的 な 借用 者 で ある こ 


と 
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男性 が 、 女 性 の 持つ 、 子 宮 や 乳房 の よう な 生殖 設備 を 、 一 方 的 に 借り て いる こと 。 女性 
が 、 子 宮 や 乳房 の よう な 生殖 設備 の 占有 者 で あり 、 男 性 は 、 そ れ ら の 、 一 方 的 な 借用 者 
で ある こと 。 


生物 の 社会 に お いて 、 資 源 や 設備 の 占有 者 は 、 そ れ ら の 借用 者 より も 、 よ り 上 位 者 で 、 
優越 者 で ある こと 。 
物品 の 世界 に お いて 、 足 重 品 は 、 音 貴 重 品 より も 、 よ り 上 位 者 で 、 優 越 者 で ある こと 。 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 を 示す 。 

より 貴 重 な 卵 子 の 、 よ り 音 貴 重 な 精 子 に 対す る 、 根 本 的 な 、 優 越 性 や 上 位 性 。 

より 貴 重 な 女 性 の 、 よ り 音 貴 重 な 男 性 に 対す る 、 根 本 的 な 、 優 越 性 や 上 位 性 。 

生殖 資源 を 占有 する 卵子 の 、 そ れ ら を 一 方 的 に 借用 する 精子 に 対す る 、 根 本 的 な 、 優 越 
性 や 上 位 性 。 

卵子 を 持つ 女性 の 、 精 子 を 持つ 男性 に 対す る 、 根 本 的 な 、 優 越 性 や 上 位 性 。 

子宮 や 乳房 と いっ た 生殖 設備 を 占有 する 女性 の 、 そ れ ら を 一 方 的 に 借用 する 男性 に 対す 
る 、 根 本 的 な 、 優 越 性 や 上 位 性 。 


男性 。 そ れ は 、 以 下 の よ うな 存在 で ある 。 

上 位 者 と し て の 女性 か ら 、 以 下 の よ うな 劣 吉 な 役割 を 、 一 方 的 に 丸 投 げ さ れ 、 そ れ ら の 
役割 へ の 従事 を 、 一 方 的 に 強制 され る 、 下 位 者 。 

/ 
女性 に 対す る 、 安全 で 快適 で 楽 な 温室 環境 や 温室 生活 の 、 朝 頁 者 。 
女性 が 嫌がる 苦 役 へ の 、 従 事 者 。 

РЗ >В. НЕ, 

丸腰 の 女性 の 身辺 を 護 術 する 、 下 っ 端 の 武装 者 。 

/ 


卵子 の 内 部 が 、 豊 富 な 養分 を 持つ 液体 の 水分 に よっ て 、 満 た され て いる 、 っ 豊潤 な 、 液 体 
分 子 の よう な 存在 で ある こと 。 精 子 は 、 そ れ ら を 一 切 持 た な い 、 簡 素 な 、 気 体 分 子 の よ 
うな 存在 で ある こと 。 

受精 時 に 、 精 子 が 、 卵 子 に よっ て 、 一 方 的 に 、 知 み 込 まれ 、 融 和解 さ れ 、 解 体 さ れる こ 


と 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 を 示す 。 卵 子 の 、 精 子 に 対す る 、 根 本 的 な 、 優 越 性 や 上 位 性 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 を 示す 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 を 示す 。 卵 子 を 持つ 女性 の 、 精 子 を 持 
つ 男 性 に 対す る 、 根 本 的 な 、 優 越 性 や 上 位 性 。 


卵子 の 性 質 は 、 女 性 の 性 質 や 、 女 性 優位 社会 の 人 々 の 性 質 と 、 相 同 で ある 。 

精子 の 性 質 は 、 男 性 の 性 質 や 、 男 性 優位 社会 の 人 々 の 性 質 と 、 相 同 で ある 。 

卵子 の 社会 的 行動 様式 は 、 女 性 の 社会 的 行動 様式 や 、 女 性 優位 社会 の 人 々 の 行動 様式 と 、 
相同 で ある 。 

精子 の 社会 的 行動 様式 は 、 男 性 の 社会 的 行動 様式 や 、 男 性 優位 社会 の 人 々 の 行動 様式 と 、 
相同 で ある 。 


それ ら の 内 容 は 、 以 下 の 説 明 図 と 、 以 下 の 対照 リス ト に よっ て 、 示 され る 。 


卵子 と 精子 。 女 性 と 男性 。 そ れ ら の 性 質 と 行動 様式 。 


[対照 リス ト 一 覧 ] 

卵子 の 、 性 質 や 社会 的 行動 様式 。 vs. 精子 の 、 性 質 や 社会 的 行動 様式 。 

女性 の 、 性 質 や 社会 的 行動 様式 。 vs. 男性 の 、 性質 や 社会 的 行動 様式 。 

女性 優位 社会 の 人 々 の 、 性 質 や 行動 様式 。 vs. 男性 優位 社会 の 人 々 の 、 性 質 や 行動 様式 。 


巨大 性 。 уз. 矮小 性 。 
SRM. vs. BAM. М. 


自己 保身 性 。 vs. 自己 捨て 身 性 。 

势力 温存 性 。 vs. 勢力 拡張 性 。 

安全 性 の 追求 。 vs. リス ク の 追求 。 

非 武装 性 。vs. 武装 性 。 

温室 性 。 内 部 性 。 vs. 非 温室 性 。 外 部 性 。 

退 婴 性 。 vs. チャレ ンジ 精神 。 

前 例 踏 筐 性 。 前 例 著 積 性 。 前 例 改 良性 。 vs. 新 规 性 。 独 创 性 。 近 代 性 。 
ЕЕ, ЖЕ, уз. 低 密 度 性 。 粗 雑 性 。 

高 品 質 性 。 最 終 完成 度 の 高 さ 。 vs. 低 品 質 性 。 最 終 完成 度 の 低 さ 。 


集団 主義 。 vs. AES. 

同調 性 。 vs. 独自 性 。 

画 一 性 。 統 一 性 。 vs. 多様 性 。 

统制 性 。 规 制 性 。 vs. 自由 主義 。 
全体 性 。 vs. НВ, ВЕ. 
IME. BASHME. уз. 突出 性 。 開 放 性 。 
ЗЕ, vs. 侵入 性 。 

調和 性 。 vs. 非 調 和 性 。 

一 体 融 合 性 。 vs. 自主 独立 性 。 

近 接 性 。 亲 密 性 。 非 客 钢 性 。 非 科学 性 。 vs. 让 间隔 性 。 非 亲密 性 。 客 秽 性 。 科 学 性 。 
相互 依存 性 。 vs. 自立 性 。 

他 律 性 。 vs. 自律 性 。 


定 住 性 。 vs. 移动 性 。 

不 动 性 。 vs. 动 的 性 质 。 
植物 性 。 vs. 动物 性 。 

受 动 性 。 vs. 能 动 性 。 

大 地 指向 性 。 vs. 天 空 指 向 性 。 


BOOM. vs. 周边 性 。 普 遍 性 。 

一 极 集 中 性 。 уз. 多 极 性 。 

局 所 性 。 vs. 拡大 性 。 グ ロー バル 指向 。 

液体 性 。 湿 油性 。 vs. 气体 性 。 乾 燥 性 。 

津波 の よう な 専制 支配 。 vs. ЩО ЕЛИ. 
曲线 性 。 非 论 理 性 。 和 柔软 性 。 vs. 直线 性 。 论 理性 。 刚 直 性 。 


(2022 年 5 月 初出 。) 


自己 保身 性 。 自 己 中 心性 。 自 己 拡 大 性 。 男 女 の 性 差 。 
女性 の 本 性 と し て の 「 自 己 保身 性 」「 自 己 中 心性 」 

1 . 女性 の 持つ 生存 面 で の 優位 性 。 女性 の 本 性 と の 関連 。 

女性 の 方 が 、 男 性 より も 、 生 存 面 で 、 優 位 で ある 。 


女性 の 方 が 、 男 性 より も 、 生 存 条 件 で 恵まれ て いる 。 
女性 は 、 男 性 より も 、 生 存 面 で 、 優 遇 され る 。 


それ は 、 女 性 が 、 以 下 を 持っ て いる か ら で あ る 。 
ORF. ня. | 

女性 は 、 以 下 の 存 在 で ある 。 

(1) 女性 は 、 男 性 より も 、 貢 重 で ある 。 

(2) 女性 は 、 男 性 より も 、 高 山 で ある 。 


それ は 、 以 下 を 生み 出す 。 
女性 の 本 性 。 そ の 根源 。 


(初出 2020 年 6 月 ) 


2 . 女性 の 持つ 本 質 的 な 本 性 。「 自 己 保身 性 。」 
2- 1 . 女 性 の 本 性 。「 自 己 保身 性 。」 そ の 特質 。 

女性 は 、 以 下 の 存在 で ある 。 

女性 は 、 以 下 を 保持 する 。 

「 自 己 保身 性 。」 

女性 は 、 そ れ を 、 以 下 に 基づい て 、 保 持 す る 。 
自身 が 持つ 、 生 物 学 的 貴重 性 。 


女性 は 、 そ れ を 、 以 下 の 両 面 で 保持 する 。 生 理 。 心理 。 
女性 は 、 そ れ を 、 本 質 的 に 、 強 力 に 、 保 持 す る 。 


心理 に お ける 自己 保身 性 。 
それ は 、 例 えば 、 以 下 の よ うな 性 質 で ある 。 
その 性 質 の 持ち 主 。 彼 女 は 、 以 下 の よ うな 心理 を 、 周 囲 の 人 々 に 対し て 、 持 つ 。 


「 私 は 、 以 下 の 実 現 を 、 希 望 す る 。」 

(1) みん な は 、 私 を 、 保 護 す る 。 

(2) みん な は 、 私 を 、 一 番 大 切 に する 。 

(3) みん な は 、 以 下 に な る 。 私 に と っ て の 身代わり 。 彼 ら は 、 そ れ に よっ て 、 傷 つ 
き 、 死 ぬ 。 そ うし て 、 私 の 命 は 、 保 た れる 。 


女性 が 持つ 、 自 己 保身 性 。 
それ は 、 以 下 で ある 。 
女性 優位 性 格 の 中 核 。 
GC 
女 


1 
2 


れ は 、 以 下 と 並立 する 。 
性 が 持つ 、 自 己 中 心性 。 


女性 は 、「 自 己 保身 指向 の 性 」 で ある 。 


ИИ 


女性 の 自己 保身 性 の 起源 。 
それ は 、 以 下 の 存 在 の あり方 に 基づい て いる 。 
子宮 。 У. 


それ ら は 、 以 下 に 該当 する 。 
女性 の 生物 学 的 存在 。 そ の 根源 。 


(А) 女性 の 持つ 女性 器 。 そ の 主要 器官 と し て の 子宮 。 
それ ら は 、 以 下 の 存 在 で て ある 。 

生物 と し て の 人 間 。 

その 生体 と し て の 側面 。 そ こ に お ける 、 設 備 や 資本 。 
それ ら は 、 以 下 の 実 現に と っ て 、 最 も 重要 で 、 足 重 で ある 。 
人 間 が 、 遺 伝 的 子 換 を 、 後 世に 残す こと 。 

子宮 は 、 以 下 の 場 所 で ある 。 

(1) それ は 、 以 下 の 二 つ を 、 出 合わ せる 。 

(1-1) 男性 に よる 精子 。 

(1-2) 女性 に よる 卵子 。 

(2) それ は 、 そ れ ら を 、 受 精 さ せる 。 

子宮 は 、 そ れ ら の 実現 に と っ て 、 主 要 な 場所 で ある 。 
子宮 は 、 人 間 に と っ て 、 以 下 の 存 在 で ある 。 

その 存在 は 、 最 優先 で 、 守 られ る べき で ある 。 


子宮 。 


女性 は 、 そ れ を 、 占 有 し て いる 。 


男性 は 、 以 下 に お いて 、 貧 弱 で ある 。 
生体 面 で の 設備 や 資本 。 


その た め 、 男 性 は 、 以 下 を 守る 存在 に 回 る 。 
子宮 。 女 性 器 。 そ れ ら の 持ち 主 。 女 性 。 
男性 は 、 女 性 を 守る 存在 に 回 る 。 


男性 は 、 女 性 を 外敵 か ら 防 衛 す る 。 
男性 は 、 そ の た め に 、 強 力 な 身体 能力 を 備え る 。 例 えば 、 筋 力 。 


(В) 女性 の 持つ 卵子 。 


卵子 の 数 は 、 少 な め に 抑制 され て いる 。 
卵子 は 、 存 在 そ の も の に 、 希 少 性 が ある 。 
卵子 は 、 そ の 点 で 、 大 き な 頁 重 性 を 持っ て いる 。 


未 ay 

卵子 は 、 以 下 に お いて 、 少 な い 。 そ の 、 子 宮 へ の 排卵 回 数 。 

卵子 は 、 以 下 に お いて 、 限 定 さ れ て いる 。 そ の 、 子 宮 へ の 排卵 期間 。 
その 点 で 、 卵 子 は 、 以 下 を 持っ た 存在 で ある 。 

限定 性 。 

子宮 は 、 大 き な 責 重 性 を 持っ て いる 。 

それ は 、 希 少 性 と は 、 別 物 で ある 。 


MMT 


男性 の 持つ 精子 。 

(A) 

精子 は 、 数 が 、 と て も 多い 。 

精子 は 、 粗 製 乱造 で ある 。 

精子 は 、 い くら で も た くさ ん 手 に 入る 。 
精子 は 、 居 下 に 欠け て いる 。 

(1) 存在 面 で の 希少 性 。 

(2) それ に 基づく 貴重 性 。 

(B 

精子 は 、 男 性 の 体内 に 、 常 時 準備 され て いる 。 


) 
は 
は 、 子宮 に 向け て 、 い つ で も 投入 可能 で ある 。 
精子 は 、 そ うし た 状態 を 、 保 持 す る 。 

は 、 以 下 に 欠け て いる 。 
) 存在 面 で の 限定 。 
) それ に 基づく 責 重 性 。 


(1 
(2 


JW 


卵子 。 そ の 担い 手 。 女性 。 
彼ら は 、 生 物 学 的 な 面 で 、 本 質 的 に 、 足 重 で ある 。 
彼ら の 存在 は 、 守 られ る べき で ある 。 


精子 。 そ れ は 、 貢 重 性 に 欠け る 。 
その 担い 手 。 男 性 。 
彼ら は 、 以 下 を 守る 存在 に 回 る 。 
卵子 の 担い 手 。 女性 。 


男性 は 、 女 性 を 、 外 敵 な どか ら 、 人 防衛 する 。 
男性 は 、 そ の た め に 、 強 力 な 身体 能力 を 備え る 。 
例え ば 、 筋 力 な ど 。 


ИИ 


以下 の (1) &, МТО (2) с, 4NEEBXIRATHAS. 
(1) ВУФФИЖ. 
(2) PFOA CHHAA. ZMH. ФФУ. 


その こと で 、 以 下 を 理解 する こと が 可能 で ある 。 
女性 の 本 性 。 そ の 自己 保身 性 。 


以下 の (1) を 、 以 下 の (2 ) に 、 そ の まま 殴 き 換え て 考え る 。 
(1) 女性 が 持つ 、 自 己 保 身 性 。 
(2) 女性 優位 社会 が 持つ 、 社 会 的 性 格 。 


前 例 。 し きた り 。 

それ ら は 、 人 行動 様式 で て ある 。 

それ ら に は 、 以 下 の 内 容 が 、 確 認 よ され て いる 。 
以下 を 実現 する た め の 有 効 性 。 

(1) 自身 の 保身 。 

(2) 自身 の 安全 。 


女性 優位 社会 。 

ARE, CID, MNT 5. 
AXE, CID &, №95. 

人 々 は 、 そ れ ら を 、 盲 目的 に 学習 する 。 


古参 者 。 
彼ら は 、 そ れ ら の 保持 者 で ある 。 
彼ら は 、 そ れ ら の 蓄積 者 で ある 。 


人 々 は 、 以 下 の (1) を 、 以 下 の (2) と し て 、 設 定 す る 。 
(1) 古参 者 。 
(2) 社会 的 上 位 者 。 


AXxld, EatM (1) と (2) MULT. BETS. 


例え ば 、 中国 や 日 本 。 


HH 


女性 の 本 性 。「 自 己 保 身 性 。」 そ の ルー ツ 。 
それ は 、 以 下 の よ うに まとめ られ る 。 


(1) 
女性 は 、 以 下 を 持っ て いる 。 
SBF. яя. 


Их, НЕК, LYRE CHS. 
女性 は 、 そ れ ゆ え 、 男 性 より も 、 足 重 で ある 。 
性 は 、 そ れ ゆ え 、 男 性 より も 、 高 山 で ある 。 


女 | 
そこ で 、 女 性 は 、 居 下 を 指向 する 。 
男性 に よっ て 、 自 身 を 守っ て も ら う こと 。 


(2) 
Е. АКА. 
筋力 。 


そこ で 、 女 性 は 、 居 下 を 指向 する 。 
男性 に よっ て 、 自 身 を 守っ て も ら う こと 。 


(初出 2020 年 6 月 ) 


2 - 2 . 女 性 の 本 性 。「 自 己 保 身 性 。」 そ の 欠陥 。 


女性 の 本 性 。「 自 己 保 身 性 。」 


女性 は 、 そ の 実現 を 最 優 先 す る 。 
女性 は 、 そ の 確保 を 最 優 先 す る 。 
女性 は 、 そ の た め に 、 何 で も 実行 する 。 


その 結果 、 女 性 は 、 以 下 の 行 為 を み 、 平 然 と 行う 。 
それ ら の 行為 は 、 女 性 に と っ て 、 当 然 で ある 。 


И 
女性 は 、 自 己 保 身 の た め に 、 以 下 を 実行 する 。 
女性 は 、 自 己 保 身 の た め に 、 以 下 の 存 在 に な る 。 


(A) 

(А-1) 

SES. Фи, 95. 
(A-2) 

女性 は 、 他 者 を 、 迫 害する 。 
女性 は 、 他 者 を 、 抹 消す る 。 


(A-3) 
女性 は 、 他 者 に 対し て 、 冷 酷 に な る 。 
ЗЕ. СУСС, BRACES. 


(А-4) 
女性 は 、 他 者 を 、 奴 款 化す る 。 
女性 は 、 他 者 を 、 お も ちゃ に する 。 


(B) 

(B-1) 

女性 は 、 真 実 を 、 隠 べ い する 。 
x 


性 は 、 真実 を 、 抹 消す る 。 


B - 2) 
性 は 、 以 下 を 演技 する 。 
題 が 無い こと 。 

性 は 、 以 下 を 演技 する 。 
況 が 良好 で ある こと 。 
性 は 、 以 下 を 演技 する 。 
状況 が 調和 し て いる こと 。 


Se Sat ~ 


(B- 3) 

女性 は 、 以 下 を 演技 する 。 

自身 の 性 格 。 そ の 良さ 。 そ の 柔和 さ 。 そ の 優し さ 。 
女性 は 、 以 下 を 演技 する 。 

人 間 関 係 。 その 良好 さ 。 そ の 結束 の 強 さ 。 そ の 調和 。 


(B -4) 
女性 は 、 自 主 的 な 刻 断 を 、 回 避 す る 。 
女性 は 、 自 主 的 な 行動 を 、 回 避 す る 。 


女性 
女性 


— <> 


S.A FIT. RESTS. 
$. (ACTED. LESS 


— <> 


(С) 

(C- 1) 
女性 は 、 以 下 を 要求 する 。 
自身 が 保護 を 受け る こと 。 
その 実現 の 最 優 先 。 
周囲 の 人 々 が 、 そ の 実現 の た め に 、 以 下 を 後回し に する こと 。 
他 者 の 保護 。 


(C-2) 
女性 は 、 以 下 を 演技 する 。 
自身 の 性 格 。 そ の 柔 器 さ 。 そ の 傷つき や すさ 。 


(D) 
(2-1) 
女性 は 、 自 身 の ダ メー ジ を 、 回 避 す る 。 


(D-2) 

女性 は 、 DRA, 回避 する 。 

自身 の 責任 。 そ の 発生 。 

女性 は 、 自 身 の 責 任 を 、 他 者 へ と 転嫁 する 。 


D - 3) 

M(t. 42209. 

性 は 、 他 人 を 、 意 図 的 に 陥れ る 。 

性 は 、 自 身 の 差 を 、 他 人 へ と 転嫁 する 。 


bp eh 


性 は 、 以 下 を 主張 する 。 
自身 の 無論 性 。 


(Е) 

(Е - 1) 

女性 は 、 以 下 の 場 所 に 清田 する 。 

安全 地帯 。 

女性 は 、 他 者 を 、 以 下 の 場 所 へ と 追放 する 。 
危険 地帯 。 


(E-2) 

女性 は 、 以 下 の 場 所 に 定住 する 。 

好 休 件 の 地帯 。 

ЗН. 他 者 を 、 以 下 の 場 所 へ と 追放 する 。 
条件 の 地帯 。 


(E。 事 例 。) 

ИИ! 

女性 は 、 以 下 の 場 所 に 定住 する 。 

温暖 地帯 。 

女性 は 、 他 者 を 、 以 下 の 場 所 へ と 追放 する 。 
酷 寒 地 带 。 酷 暑 地 带 。 


女性 は 、 以 下 の 場 所 に 定住 する 。 

無風 地帯 。 

女性 は 、 他 者 を 、 以 下 の 場 所 へ と 追放 する 。 
暴风 地 带 。 

女 | 

湿 


性 は 、 以 下 の 場 所 に 定住 する 。 
IEA 


> 


女性 は 、 他 者 を 、 以 下 の 場 所 へ と 追放 する 。 
乾燥 地帯 。 砂漠 地帯 。 
x 
無 


性 は 、 以 下 の 場所 に 定住 する 。 

洪水 地帯 。 

性 は 、 他 者 を 、 以 下 の 場 所 へ と 追放 する 。 
洪水 発生 地帯 。 


На 


(F-1) 


女性 は 、 以 下 を 生成 する 。 
定住 集団 。 


(F-2) 

女性 は 、 以 下 を 確保 する 。 

集団 内 で の 上 位 性 。 集 団 内 で の 中 位 性 。 
НЗ, DAF & EES >. 
集団 内 で の 下位 性 。 


(F-3) 

女性 は 、 結 託す る 。 
女性 は 、 同 調 す る 。 

女性 は 、 集 団 で 、 弱 い 者 いじ め を する 。 


(G) 

(G-1) 

女性 は 、 他 者 の 行為 を 、 監 視 す る 。 
女性 は 、 他 者 の 危険 行為 を 、 密 告 する 。 


(G- 2) 
女性 は 、 以 下 を 、 定 住 集団 内 部 か ら 追 放す る 。 
安全 性 を 損なう 人 物 。 危 険 な 人 物 。 調 和 を 乱す 人 物 。 


(結論 ) 


女性 は 、 自 己 保身 の た め に 、 何 で も する 。 


ЕН. НЕ 07-8 -, ЗЕЛЕНИ 5. 
女性 は 、 自 己 保身 の た め に 、 精 神 を 暗黒 化 さ せる 。 


女性 は 、 自 己 保身 の た め に 、 結 果 と し て 、 以 下 の 存 在 に な る 。 
(1) 演技 者 。 裏表 の ある 存在 。 嘘つき 。 信 頼 で き な い 存在 。 見 掛け 倒し の 存在 。 
(2) 自己 中 心 的 な 存在 。 自 分 勝手 な 存在 。 独 善 的 な 存在 。 


< 一 <> 


< 一 


女性 優位 社会 。 
ARNE, Lat RMB EFF 


(初出 2020 年 6 月 ) 


3 . 女性 の 持つ 本 質 的 な 本 性 。「 自 己 中 心性 。」 


女性 は 、 以 下 の 存在 で ある 。 
女性 は 、 以 下 を 保持 する 。 


「 自 己 中 心性 。」 
女性 は 、 そ れ を 、 以 下 に 基づい て 、 保 持 す る 。 


自身 が 持つ 、 生 物 学 的 貴重 性 。 
女性 は 、 そ れ を 、 以 下 の 両 面 で 保持 する 。 生 理 。 心理 。 


女性 は 、 そ れ を 、 本 質 的 に 、 強 力 に 、 保 持 す る 。 


心理 面 に お ける 、 自 己 中 心性 。 
それ は 、 例 えば 、 以 下 の よ うな 性 質 で ある 。 
その 性 質 の 持ち 主 。 彼 女 は 、 以 下 の よ うな 心理 を 、 周 囲 の 人 々 に 対し て 、 持 つ 。 


ИИ 
私 は 、 以 下 の 実 現 を 希望 する 。 


(1) 
私 は 、 み ん な の 中 心 に いた い 。 


(2) 
私 は 、 み ん な の 注目 や 視線 を 浴び た い 。 
私 は 、 人 気 者 に な り た い 。 


(3) 
AE. BARDS, ОБИ. 


女性 が 持つ 、 自 己 中 心性 。 
それ は 、 女 性 優位 性 格 の 中 核 で ある 。 
それ は 、 以 下 と 併存 する 。 
女性 が 持つ 、 自 己 保身 性 。 


女性 は 、「 自 己 中心 指 向 の 性 」 で ある 。 


女性 の 自己 中 心性 。 そ の 起源 。 
それ は 、 以 下 の 存 在 の あり方 に 基づい て いる 。 
卵子 。 


それ は 、 以 下 に 該当 する 。 
女性 の 生物 学 的 存在 。 そ の 根源 。 


子宮 に お いて 、 次 の こと が 、 発 生 す る 。 
針 子 は 、 そ の 周囲 を み 、 以 下 に よっ て 、 取 り 囲 まれ る 。 
精子 の 群れ 。 


卵子 は 、 以 下 の 中 心 に 、 居 座る 。 

精子 の 群れ の 分 布 。 

卵子 は 、 そ の 中 心 に 、 大 き な 顔 を し て 、 居 座る 。 

卵子 は 、 そ の 中 心 に 、 そ の まま 、 和 静止 し 、 定 住 し 続け る 。 


その こと は 、 以 下 の こ と を 示し て いる 。 
卵子 が 、 自 己 中 心 的 な 存在 で ある こと 。 
それ は 、 生 物 学 的 に 、 根 源 的 に 、 そ う で ある こと 。 


そう し た 状況 で は 、 以 下 の こ と が 起き て いる 。 
卵子 は 、 周 囲 の 精子 た ちか ら 、 注 目 さ れ て いる 。 
卵子 は 、 周 囲 の 精子 た ちか ら 、 ち や ほや され て いる 。 


以下 の (1) &, WED ( [-, €NEEBAIRAZTHAZS. 
(1) 
卵子 の あり 方 。 


(2) 
人 间 O 生 殖 。 区 机 民 扮 二 如 以 下 0O 存 在。 卵子 CO 占有 者 。 
女性 。 そ の あり 方 。 


その こと で 、 以 下 を 理解 する こと が 可能 で ある 。 
女性 の 本 性 。 そ の 自己 中 心性 。 


о ) を 、 以 下 の ( . CNEEBERATELAS. 
rae не 
) 女性 優位 社会 が 持つ 、 社 会 的 性 格 。 


女性 優位 社会 。 

人 々 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 

「 私 た ち は 、 以 下 の よ うな 存在 で ある 。」 
) 私 た ち は 、 世 界 の 中 心 に 、 位 買 す る 。 
2) 私 た ち は 、 世 界 で 、 最 上 位 の 存在 で ある 。 


人 々 は 、 周 囲 の 社会 に 対し て 、 以 下 の よ うに 振る 舞う 。 
1) 人 々 は 、 尊 大 に 振る 舞う 。 
) 人 々 は 、 偉 そう に 、 振 る 舞う 。 


例え ば 、 中国 の 中 華 思 想 。 


女性 は 、 自 己 中 心性 を 、 実 現す る 。 
COREA. 
he その た め 、 以 下 の 実 現 を 求め る 。 
1) 私 は 、 み ん な と 一 緒 に いる 。 
2 ) 私 は 、 み ん な の 中 に いる 
=. それ ら を 、 絶え ず 求 め る 。 


その 点 、 女 性 は 、 以 下 の 存在 で ある 。 
みん な を 指向 する 性 。 全 員 を 指向 する 性 。 全 体 を 指向 する 性 。 


みん な 。 
それ は 、 女 性 に と っ て 、 以 下 の 存 在 で ある 。 
所 属 集団 。 そ の 仲間 メン バー た ち 。 


女性 た ち は 、 以 下 の 実 現 を 重視 する 。 

(1) みん な の 中 で 、 よ り 中 心 部 に 進む こと 、 
(2) BAROHEC Cre 

(3) みん な の 話題 に な る こと 。 

(4) みん な の 中 で 、 目 立つ こと 。 


女性 は 、 以 下 を 重視 する 。 


HOA. COB CHAR. 


女性 は 、 以 下 の 只 中 に 、 い つも いる 。 
周囲 と の 相互 監視 。 


その 点 、 女 性 は 、 以 下 の よ うに 捉え られ る 。 
「 目 の 性 。」 


НЕ. 

女性 は 、 そ れ を 重視 する 。 

女性 は 、 そ れ を 前 提 と し て 、 活 動 す る 。 

女性 は 、 そ れ を 前 提 と し て 、 パ フォ ー マ ン ス を 行う 。 


その 点 、 女 性 は 、 以 下 の よ うに 捉え られ る 。 
注目 指向 の 性 。 


注目 され た い 性 。 
注目 を 集め た い 性 。 


見 られ た い 性 。 
見 られ る こと 。 そ れ を 快感 と する 性 。 


女性 は 、 以 下 の 存 在 を 、 前 提 と し て いる 。 
周囲 の 人 々 。 ПЕН, OF. 


その 点 、 女 性 は 、 以 下 の よ うに 捉え られ る 。 

周囲 指向 の 性 。 

取り 囲ま れる こと 。 そ れ を 指向 する 性 。 そ れ を 望む 性 。 
周囲 か ら 、 イ ンタ ビュ ー を 受け る こと 。 そ れ を 望む 性 。 
撮影 され る こと 。 そ れ を 望む 性 。 

報道 され る こと 。 そ れ を 望む 性 。 


そう し た 点 で 、 女 性 は 、 以 下 の 実 現 を 望む 。 
アイ ドル に な る こと 。 

その 願望 は 、 女 性 に と っ て 、 本 源 的 で ある 。 
К. SB. ФИ. 


+. DAR AERIS 5. 
人 々 の 輪 。 


(+. фе, Blo. Ито. 
中 心 部 。 
都心 部 。 


女性 は 、 以 下 を 考え る 。 

以下 の (1) が 実現 する ほど 、 以 下 の (2) が 実現 する 。 
(1) 人 々 の 輪 。 私 が 、 そ の 中 に お いて 、 よ り 中 心 部 に 行く 。 
( 2 ) 私 の 社会 的 地位 。 そ れ は 、 よ り 高 く な る 。 


女性 は 、 以 下 を 考え る 。 
以下 の (1) が 実現 する ほど 、 以 下 の (2) が 実現 する 。 


(1) 人 々 の 輪 。 私 が 、 そ の 中 に お いて 、 よ り 周 辺 部 に 行く 。 
(2) 私 の 社会 的 地位 。 そ れ は 、 よ り 低 く な る 。 


これ ら の 考え は 、 以 下 を 生み 出す 。 
女性 優位 社会 。 

その 内 部 に お ける 、 上 下関 係 。 
その 内 部 に お ける 、 階 才 関 係 。 
例え ば 、 ス クー ルカ ー ス ト 。 


ИИ! 


女性 が 持つ 「 自 己 中 心性 。」 
筆者 は 、 そ の 視点 か ら 、 以 下 の 内 容 を 捉え る 。 
「 女 性 優位 リー ダー シッ プ 。」 


それ は 、 以 下 の 指 導 方 法 で ある 。 


(1) 
みん な の 中 心 に 当たる 位 買 。 
旧 才 者 は 、 そ こ か ら 、 周 囲 の みん な に 向かっ て 、 訓 示す る 。 


(2) 

みん な の 意識 。 

指導 者 は 、 そ れ を 一 つ に まとめ る 。 

中 電 者 は 、 そ うし て 、 以 下 を 実現 する 。 
みん な が 、 一 緒 に な っ て 動く こと 。 


(3) 

指導 者 は 、 以 下 の 存 在 と な る 。 

カー スト に お ける 、 上 位 者 。 

旨 電 者 は 、 そ うし て 、 上 か ら 目 線 で 、 み ん な を 指導 する 。 


ИД 


女性 の 持つ 、 次 の 傾向 。 
私 は 、 み ん な の 注目 を 求め る 。 


それ に は 、 以 下 の 二 通り が ある 。 
これ ら の 間 で は 、 以 下 が 発生 する 。 
以下 の 感覚 。 そ れ ら は 、 互 い に 相 反する 。 


(1) BROKE. 

プラ ス の 自身 。 

オー プン な 自身 。 

それ ら の 内 容 。 

私 は し 、 そ れ を 、 み ん な か ら 、 注 目 さ れ た い 。 
その 感覚 。 


(2) 恥辱 の 感覚 。 
マイ ナス の 自身 。 
プラ イベ ー ト な 自身 。 
それ ら の 内 容 。 


私 は し 、 そ れ を 、 み ん な か ら 、 注 目 さ れ た く な い 。 
その 感覚 。 


こう し た 感覚 の 発生 。 
それ は 、 以 下 の 二 通り に 、 分 類 さ れる 。 


(1) 

ЕАН, 

彼女 は 、 そ れ を 、 自 身の上 日 常 生 活 に お いて 、 感 じ て い る 。 
彼女 は 、 そ れ を 、 半 ば 無意識 の うち に 、 感 じ て い る 。 


(2) 

公式 な 発生 。 

彼女 は 、 そ れ を 、 み ん な の 面前 で 、 感 じ る 。 

彼女 は 、 そ れ を 、 以 下 の 実 現に よっ て 、 感 じ る 。 

彼女 は 、 み ん な の 注目 を 、 実 際 に 集め る 。 そ の こと の 実現 。 


上 記 の 感覚 。 
見 栄 の 感覚 。 
恥辱 の 感覚 
それ ら を 分 析 す る こと 。 


研究 者 は 、 以 下 に 着目 する 。 

人 間 の 、 自 身 に お ける 、 以 下 の 側 面 。 

1 . 私 自身 に お ける プラ ス の 面 と マイ ナス の 面 
(1) プラ ス の 面 。 

、 成 功 し た 。 

、 強 い 。 

、 有 能 だ 。。 

、 社 会 適合 的 だ 。 


2) У: хо, 
、 失 敗 し た 。 

. FL. 

、 無 能 だ 。 

、 社 会 不適 合 的 だ 。 


2 . 自分 自身 に お ける 、 二 面 性 。 オー プン な 面 。 プ ライ ベー ト な 面 。 
(1) 
オー プン な 面 。 


以下 の 部 分 。 
仮に 、 私 が 、 そ れ を 、 外 部 か ら 見 られ た 、 と する 。 
それ は 、 私 に と っ て 、 問 題 な い 。 


以下 の 部 分 。 

私 は 、 そ れ ら を 、 外 部 に 向け て 、 積 極 的 に アピ ー ル し た い 。 
それ ら は 、 以 下 の 両 面 を 含む 。 

プラ ス の 面 。 

マイ ナス の 和 面 。 


(2) 
プラ イベ ー ト な 面 。 

以下 の 部 分 。 私 は 、 そ れ を 、 外 部 に 対し て 、 秘 密 に し た い 。 
以下 の 部 分 。 私 は 、 そ れ を 、 外 部 に 対し て 、 隠 し た い 。 


私 自身 に お ける 、 以 下 の 部 分 。 
それ ら は 、 以 下 の 両 面 を 含む 。 
プラ ス の 面 。 

1} хи. 


仮に 、 私 が 、 そ れ を 、 そ の まま 外部 公開 し た と する 。 そ れ は 、 私 に と っ て 、 不 都合 で あ 


5. 
私 は 、 そ れ を 、 外 部 に 対し て 、 隠 し た い 。 


「 私 自身 に お ける 性 的 な 面 。」 
私 は 、 以 下 を 持つ 。 性 的 な 面 。 
私 は 、 そ の こと を 、 外 部 に 対し て 、 隠 し た い 。 


2 .1 私 自身 に お ける 性 的 な 面 。 


「 私 自身 に お ける 性 的 な 面 。」 
それ は 、 以 下 の 内 容 を 指す 。 


(1) 

性 感 帯 の 部 分 。 

自分 自身 の 身体 に お ける 、 特 定 の 部 分 。 

仮に 、 私 が 、 そ こ を タッ チ さ れ た 、 と する 。 す る と 、 私 は 、 性 的 に 発情 する 。 


(2) 

私 自身 の 身体 に お ける 、 特 定 の 部 分 。 
それ は 、 以 下 を 、 強 力 に 持つ 。 
男性 に 対す る 、 性 的 誘引 力 。 


(3) 
性 欲 。 そ の 強 さ 。 
私 は 、 そ れ を 、 私 自身 の 生体 の 中 に 、 内 上 蔵 す る 。 


3 . 自己 中 心性 。 その 以下 の 両方 向 で の 充足 。 
プラ ス 方 向 。 マ イナ ス 方 向 。 

それ ら と 、 以 下 の 二 つの 感覚 と の 関連 。 
TAR ORES. 

TE) ORE. 


それ は 、 以 下 の 通 り で ある 。 
(1) 「 見 栄 」 の 感覚 。 そ の 発生 。 


プラ ス の 自分 自身 。 

私 自身 に お いて 、 オ ー プ ン に し て いる 部 分 。 
それ ら に つい て 、 以 下 が 集 まる 。 

みん な か ら の 注目 。 

する と 、 私 に と っ て は 、 以 下 が 起 きる 。 
TAR ORES. 


そこ で は 、 以 下 の (1) が 、 以 下 の (2) と し て 、 充 足 さ れる 。 
(1) 自己 拡大 性 の 本 性 。 

(2) プラ ス 方 向 。 

その た め 、 そ れ は 、 私 に と っ て 、 快 感 で て ある 。 


(2) 「 恥 辱 」 の 感覚 の 発生 。 

マイ ナス の 自分 自身 。 

私 自身 に お いて 、 プ ライ ベー ト に し て いる 部 分 。 
それ ら に つい て 、 以 下 が 集 まる 。 
みん な の 注目 。 

する と 、 私 に と っ て は 、 以 下 が 起 きる 。 

ГЫ, ORE. 


そこ で は 、 以 下 の (1) が 、 以 下 の (2) と し て 、 充 足 さ れる 。 
(1) 自己 拡大 性 の 本 性 。 

(2) マイ ナス 方 向 。 

その た め 、 そ れ は 、 私 に と っ て 、 人 不快 で ある 。 


女性 は 、 次 の (1) を 実現 する と 、 次 の (2) を 得る 。 
(1) 私 は 、 み ん な の 中 心 部 に 行く 。 
(2) 私 は 、 み ん な か ら 、 注 目 さ れる 。 そ うし た 状態 。 


女性 は 、 上 記 の (1) FRIST SEL. Lat (2) を 得 や すく な る 。 


その こと は 、 以 下 の 二 つの 側面 を 、 同 時 に 内 色 し て いる 。 
それ ら は 、 相 互 に 矛盾 する 。 
それ ら は 、 相 反する 。 


(1) 

私 は 、 み ん な か ら 、 目 位 者 と し て 扱わ れる 。 
私 は 、 み ん な か ら 、 ち や ほや され や すく な る 。 
Ald. BANOS TCT. ARR PT KAA, 


(2) 
私 は 、 み ん な か ら 、 和 恥辱 を 受け や すく な る 。 


恥辱 の 発生 。 
その 、 人 間 に お ける 、 自 分 自身 に と っ て の 、 発 生 。 
それ に は 、 以 下 の 二 通り が ある 。 


(1) 私 自身 の せい 。 そ れ に よる 部 分 。 
その 自主 的 な 発生 。 


私 は 、 そ れ を 、 自 分 自身 で 、 も と も と 自覚 し て いる 。 
それ は 、 例 えば 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

私 自身 の 容姿 の 悪さ 。 

私 自身 の 普段 の 性 格 の 悪さ 。 


失敗 。 
私 は 、 そ れ を 、 み ん な の 面前 で 引き 起こ し た 。 
その 原因 は 、 私 自身 に ある 。 


(2) 周囲 の 他人 。 彼 ら の せい 。 そ れ に よる 部 分 。 
НЕОН. ОТ. К. 

周囲 の 他 者 は 、 そ れ を 、 私 に 対し て 、 浴 び せ た 。 
周囲 の 他 者 は 、 そ の 行為 を 、 故 意 に 行っ た 。 

恥辱 の 感覚 。 そ れ は 、 上 記 の 結果 に よっ て 、 発 生 す る 。 


それ は 、 例 えば 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


それ は 、 私 自身 に 対し て 、 行 われ る 。 
それ は 、 周 囲 の 他 者 に よっ て 、 行 われ る 。 
ЕП. 

陰口 。 

噂 話 の 言い ふら し 。 

性 的 な 嫌がら せ 。 


ある い は 、 

私 自身 に と っ て の 秘密 の 内 情 。 
COLD. “CORE. 

それ は 、 私 自身 に 対し て 、 行 われ る 。 
それ は 、 周 囲 の 他 者 に よっ て 、 行 われ る 。 
ょ 、 み ん な の 面前 で 、 行 われ る 。 

ょ 、 強 制 的 に 行わ れる 。 
$ 


‚. ЖЕ. “CHICK SHED KE. 
tilt. Еве RA CS >. 


私 自身 に お ける 性 的 な 面 。 そ の 内 情 。 
(1) 私 は 、 そ れ を 、 も と も と 自覚 し て いる 。 
(2) 私 は 、 そ れ を 、 周 囲 に 対し て 、 隠 し て お きた い 。 


(3) 

他 者 が 、 そ れ に つい て 、 以 下 の 行 為 に 及ぶ 。 

他 者 は 、 そ れ を 、 公 開 す る 。 

他 者 は 、 そ れ を 、 私 の 周囲 の みん な に 対し て 、 公 開 す る 。 
他 者 は 、 そ れ を 、 勝 手 に 公開 する 。 

他 者 は 、 そ れ を 、 強 制 的 に 公開 する 。 

ЕО, ЖЖ, ЕЯ. 


(初出 2020 年 6 月 ) 


4 . 女性 の 本 性 。 女 性 の 「 姫 君 指向 」。 そ の 発生 。 


女性 の 本 性 。 

自己 保身 性 。 自 己 中 心性 。 
その 両者 の 合体 。 

それ は 、 以 下 を 生み 出す 。 
女性 の 「 姫 君 指向 」。 


女性 は 、 以 下 に 基づい て 、 行 動 す る 。 
自身 の 生物 学 的 貴重 性 。 


それ は 、 以 下 の 通 り で ある 。 
(1) 自己 保身 性 。 
女性 は 、 自 分 の こと を 、 一 番 大 切 に する 。 


(2) 自己 中 心性 。 
女性 は 、 自 分 の こと を 、 一 番 中 心 に 考え る 。 
女性 は 、 自 分 の こと を 、 最 優先 する 。 


女性 は 、 こ の 両者 を 備え る 。 

そう し た 女性 は 、 以 下 の 存 在 で ある 。 
宝石 的 な 性 。 

HAS TERI OH. 


高山 な 性 。 


女性 は 、 自 身 を 、 高 貴 な 存在 と し て 、 捉 える 。 
女性 は 、 自 分 の 存在 に つい て 、 以 下 の よ うに 考え る 。 


(1) 

私 は 、 周 囲 の みん な に よっ て 、 ち や ほや され た い 。 
私 は 、 周 囲 の みん な に よっ て 、、 大 事 に され た い 。 
私 は 、 周 囲 の みん な に よっ て 、 守 られ た い 。 


, MANGAL OFICUTEL. 

‚ MHNAAROHC АЖ НЯ. 
、 そ うし て 、 以 下 を 実現 し た い 。 

_ MHNAABIC EDT. EU FONT KS. 


は 、 み ん な に 向かっ て 、 力 を 、 よ り 強 く 振 る いた い 。 

は 、 み ん な を 、 私 に 対し て 、 ひ ざま ず か せ た い 。 
私 は 、 そ れ を 、 自 身 の 周 囲 に お いて 、 実 現し た い 。 

は 、 そ れ を 、 一 方 的 に 、 完 全 に 、 実 現し た い 。 


私 は 、 み ん な を 、 以 下 の 存 在 に し た い 。 
私 へ の 奉仕 者 。 


女性 は 、 以 下 の 実 現 を 望む 。 
以下 の 存在 で ある こと 。 
自身 の 周囲 に お ける 、 一 番 の 上 位 者 。 


高山 な 姫君 。 


女性 の 持つ 、 こ うし た 傾向 。 
それ は 、 以 下 の よ うに 表現 で きる 。 
「 姫 君 指向 。」 


姫 革 は 、 以 下 の 存 在 で ある 。 
(1) 彼女 は 、 若 い 。 
(2) 彼女 は 、 高 山 で ある 。 


BAL. ФД. RATS. 


НУ. ALY. 

COT, HAS. AR aA TUS. 

性 的 魅力 。 

WAS. CAV. TL TLS. СЗ ВАМУЖЛОЬЬ. Фи. НАЯ 
で ある 


Blt. the, toHicHotus. 
姫 衝 は 、 そ の 状態 を 、 保 持 し 続け る 。 


女性 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 

私 は 、 以 下 の 力 を 持ち た い 。 

その 力 は 、 人 々 を 、 私 の と ころ へ と 、 惹 きつ ける 。 
その 力 は 、 人 々 を 、 私 の と ころ へ と 、 引 き 寄 せる 。 
私 は 、 そ うし た 存在 で いた い 。 


< 一 


姬 君 指向 0) 女 性 。 
彼女 は 、 本 質 的 に 、 以 下 で ある 。 
ВИЕЙ. 1 


女性 は 、 周 囲 に 対し て 、 気 を 遣う 。 
その 行為 は 、 実 際 に は 、 以 下 の 実 現 を 狙っ て いる 。 
周囲 か ら の 受け を 良く する こと 。 
彼女 の 立ち 位 四 を 良く する こと 。 
彼女 自身 を 一 番 の 存在 に する こと 。 


女性 は 、 そ うし た 人 行為 を 行う 。 

その 理由 。 

それ は 、 結 局 は 、 以 下 で ある 。 
女性 は 、 彼 女 自 身 を 一 番 大 切 に する 。 
女性 に と っ て は 、 以 下 が 一 番 可 愛 い 。 
彼女 自身 の こと 。 


女性 は 、 自己 愛 が と て も 強い 。 


(初出 2020 年 6 月 ) 


5 . 女性 の 本 性 。 自 己 中 心性 。 自己 保身 性 。 それら の 相互 作用 と 両立 。 


女性 は 、 以 下 の 本 性 を 、 相 互 作用 させ る 。 
女性 は 、 そ れ ら を 、 両 立 さ せる 。 
自己 中 心性 。 

自己 保身 性 。 


ЛИ. ОЕ, 

それ は 、 中 心 に 近い ほど 、 内 部 の 奥深 くに な る 。 

人 間 は 、 そ うな る ほど 、 外 部 か ら 宮 出 し に くく な る 。 

人 間 は 、 そ うな る ほど 、 外 敵 か ら 守 られ や すく な る 。 

人 間 は 、 そ の こと で 、 以 下 の 二 つ を 、 共 に 実現 し よう と する 。 
自己 中 心性 。 自 己 保 身 性 。 


この 傾向 を 持つ 人 間 。 そ を それは 、 女 性 だ け に 限定 され な い 。 
権力 者 も 、 こ の 傾向 を 、 持 っ て いる 。 
それ は 、 和 男女 両 方 で ある 。 


それ は 、 例 えば 、 以 下 で あぁ る 。 
ЗЕ, th. ФОНЕ. 
そこ に は 、 権 力 者 と その 家族 が 居住 する 。 


女性 は 、 以 下 の 二 つ を 、 両 立 さ せ て いる 。 

自己 中 心性 。 自 己 保 身 性 。 

女性 は 、 そ の 点 で 、 本 質 的 に 、 以 下 の 存 在 で ある 。 
権力 者 。 


(初出 2020 年 6 月 ) 


6 . 女性 。 そ の 「 自 己 中 心性 」 の 実現 。 先進 的 な 行動 の 必要 性 。 そ の 実行 を 可能 に する 


女性 は 、 以 下 を 実現 し よう と する 。 
「 自 己 中 心性 。」 


女性 は 、 そ の た め に 、 以 下 の こ と を する 。 

最 先端 の 流行 に 乗る こと 。 そ れ を 、 盛 ん に 試み る こと 。 
女性 は 、 周 囲 に 向かっ て 、 以 下 を 、 し きり に アピ ー ル する 。 
自身 の 先進 性 。 
周 


女性 は 、 そ うし て 、 以 下 を 実現 し よう と する 。 
害 囲 か ら 、 注 目 を 浴び る こと 。 


女性 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 
私 は 、 先 進 的 に し なりたい 。 


自力 で 先進 的 に な れる 力 。 


女性 は 、 そ れ を 、 自 分 自身 で 、 内 的 に 保持 し て いる 。 

し か し 、 女 性 は 、 そ の 行使 を 、 封 印 し 、 抑 止 し て いる 。 

その 原因 は 、 以 下 で あぁ る 。 

女性 が 、 彼 女 自 身 で 、 以 下 を 持つ こと 。「 自 己 保 身 性 。」 そ の 本 性 。 


その た め 、 女 性 は 、 そ うし た 力 を 、 実 質 的 に 持っ て いな い 。 


女性 は 、 以 下 を 、 第 一 に 考え る 。 
自身 の 保身 。 
その た め の 安 全 確 保 。 


女性 は 、 以 下 を 嫌う 。 
新た な チャ レン ジ 。 
それ は 、 リ スク を 伴う 。 


女性 は 、 そ の こと で 、 以 下 を 封印 し 、 抑 止 し て いる 。 
以下 を 彼女 自身 で 生み 出す 能力 。 斬新 で 先進 的 な 新知 見 。 


女性 が 、 実 際 に 取る 行動 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 に な る 。 

それ は 、 安 全 性 を 、 高 度 に 確保 し て いる 。 
し か し 、 そ れ は 、 以 下 の 代 償 を も た ら す 。 
それ は 、 後 進 的 に な る 。 


女性 。 
その ふだん の 行動 の 内 容 。 
それ は 、 後 進 的 に な り が ち で ある 。 


し か し 、 女 性 は 、 先 進 的 に 行動 する 。 
それ は 、 以 下 の 人 条件 が 整っ た 場合 で ある 。 


(1) 
女性 は 、 以 下 の 実現 を 、 望 む 。 


自己 保身 や 安全 が 確保 され る こと 。 

彼女 自身 が 、 決 し て 傷つか な いこ と 。 

その こと が 、 必 ず 保 証 さ れる こと 。 

それ は 、 彼 女 が 、 以 下 を 、 ど ん な に 人 行っ て も 、 実 現さ れる 。 
Ух, A. 


45-. Eada’, Я. eg. 
する と 、 女 性 は 、 と て も 大 胆 に な る 。 
女性 は 、 以 下 の 封 印 を 解く 。 
チャ レン ジ の 抑止 。 

その 封印 は 、 女 性 の 心 の 中 に 存在 する 。 


女性 は 、 積 極 的 に し チャレ ンジ する 。 
女性 は 、 先 進 的 な 存在 に な る 。 


例え ば 、 日 本 の アニ メ 。「 プ リキ ュ ア 」。 そ の 肉弾 戦 の 場面 。 
ヒロ イン た ち は 、 敵 か ら 、 色 々 な 攻撃 を 受け る 。 


し か し 、 ヒ ロイ ン た ち は 、 決 し て 、 致 命 傷 を 負わ な い 。 
ヒロ イン た ち は 、 決 し て 、 死 な な い 。 


視聴 者 の 女の子 は 、 そ れ を 、 大 い に 好 む 。 
それ は 、 こ の こと の 現れ で ある 。 


(2) 

女性 は 、 以 下 の 実 現 を 望む 。 
大 規模 集団 で の 一 斉 同調 行動 。 
それ に よる 、 以 下 の 実 現 。 
集団 的 な 無責任 人 性 。 そ の 獲得 。 


その こと で 、 女 性 は 、 以 下 を 、 新 た に 保証 され る 。 
彼女 は 、 失 敗 し て も 責任 を 問わ れ な く な る 。 
彼女 は 、 彼 女 自身 に 対し て 、 傷 が つか な く な る 。 


以下 が 、 そ うし て 、 維 持 さ れる 。 
自分 の 保身 。 


(Riz. ECA’. HHL. css. 
する と 、 女 性 は 、 と て も 大 胆 に な る 。 
女性 は 、 以 下 の 行 動 を 、 い ろ い ろ 行 う 。 
新た な 試み 。 

新た な チャ レン ジ 。 


女性 は 、 そ の 実行 の た め に 、 以 下 の 実 現 を 必須 と する 。 
行動 面 で の 無責任 人 性 。 そ れ を 獲得 する こと 。 


その た め に は 、 以 下 が 、 必 須 と な る 。 
集団 行動 。 そ の 一 斉 同調 M 性 。 そ の 確保 。 


そこ で は 、 以 下 が 、 存 在 す る 。 
集団 行動 。 そ れ が も た ら す 、 VENER. 


そう し た 点 で 、 以 下 の 両 者 の 間 に 、 根 本 的 な 差異 が 出る 。 
(1) 女性 の 行動 。 
(2) 男性 の 行動 。 


男性 は 、 チ ャ レン ジ す る 。 

男性 は 、 そ の 際 に 、 個 人 行動 を する 。 

その 結果 、 男 性 に は 、 行 動 面 に お いて 、 責 任 が 発生 する 。 
男性 は 、 そ れ を 、 あ まり 気 に し な い 。 

男性 は 、 そ れ を 、 何 と か 受容 する 。 


(初出 2020 年 6 月 ) 


7 . 女 性 た ちの 間 の 、 上 下関 係 、 権力 関係 。 
女性 の 本 性 と の 関連 。 


女性 た ちの 間 に は 、 茜 酷 な 上 下関 係 、 権 力 関係 が 生じ る 。 
女性 の 権力 者 は 、 社 会 の 中 心 者 で ある 。 


女性 は 、 上 位 者 に 款 従 する 。 
女性 は 、 下 位 者 を 、 彼 女 自身 に 対し て 、 隷 従 さ せる 。 


その 原因 は 、 以 下 の 二 つ で ある 。 


(1) 
女性 は 、 以 下 を 一 切 許 可 し な い 。 


仮に 、 誰 か が 、 女 性 に 対し て 、 反 論 し た 、 と する 。 
5х. НЗ. Ro, ВСЯ КЗ. 
SMES. АСНУ. 


(1-1) 
女性 は 、 感 情 的 で 、 情緒 的 で ある 。 


1-2) 
性 は 、 相 手 と 、 心理 的 に 密着 する 。 
性 は 、 互い の 一 体感 が 強い 。 


я 


(1-3) 
ЗН. HHS T. DAY ZT коврах. 


MEO 4 С-В, МТЦ. 
性 の 本 性 。 

「 自 己 保身 性 。」 

性 は 、 自 分 の 立場 を 守る 。 

性 は 、 そ の た め 、 周 囲 と 仲良 く 同 調 す る 。 
女性 は 、 相 手 と の 心理 的 一 体感 が 強い 。 

仮に 、 女 性 が 、 そ の 状態 で 、 相 手 か ら 包 向かわ れ た 、 と する 。 
する と 、 女 性 は 、 以 下 を 受け る 。 
心理 的 な ダメ ー ジ 。 

それ は 、 大 きい 。 

そう し た 女性 は 、 と て も 不快 に 感じ る 。 

女性 は 、 相 手 に 対し て 、 引 り の 感情 を 爆発 させ る 。 


(2) 

女性 は 、 下 位 者 に 対し て 、 以 下 を 行う 。 
彼女 は 、 見 下す 。 
彼女 は 、 馬 鹿 に する 。 
彼女 は 、 差 別 す る 。 

彼女 は 、 そ れ ら を 、 徹 旗 的 に 行う 。 


女性 は 、 上 位 者 に は 、 こ 機嫌 取り を し て 、 取 り 入 る 。 
それ は 、 以 下 に 基づく 。 
「 自 己 保 身 性 。」 


女性 は 、 下 位 者 に は 、 彼 女 自 身 に 対し て 、 以 下 を 強制 する 。 
一 方 的 な 奉仕 。 

それ は 、 以 下 に 基づく 。 

「 自 己 中 心性 。」 


女性 の 本 性 で ある 「 自 己 中 心性 。」 

その 観点 か ら は 、 以 下 が 言 える 。 

女性 た ちの 間 で は 、 以 下 の 度 合い で 、 上 下関 係 が 決ま る 。 
自分 た ちの 集団 内 部 。 

攻 二 到 0) 社 会 的 位 置 。 

EOP, 


HEL БОН, Е, ARE UME DIT SONS. 
分 より も 中 心 者 で ある 存在 。 


女性 が 、 社 会 の 中 で 、 権 力 者 に な る こと 。 
それ は 、 社 会 の 中 心 者 に な る こと で ある 。 


女性 た ちの 間 で は 、 ト 下位 者 は 、 以 下 と し て 位 四 づ けら れる 。 


自 
自分 より も 周辺 者 で ある 存在 。 


女性 は 、 下 位 者 に 対し て 、 以 下 を 考え る 。 


Hill 
あな た の 、 私 に 対す る 要求 や 態度 。 

их. BAE LLY. 

あな た は 、 以 下 の 立 場 を 、 わ きま える べき だ 。 
周辺 者 と し て の 立場 。 

Mil 


女性 は 、 自 己 中 心性 に 基づい て 、 自 分 を 中 心 者 と し て 扱う 。 


女性 は 、 以 下 に 対し て 、 尊 大 に な る 。 
周辺 者 と し て の 下位 者 。 
これ は 、 中 華 思 想 の 一 環 で ある 。 


こう し て 、 女 性 の 間 に 、 苦 酷 な 上 下関 係 が 生じ る 。 


女性 の 、 こ うし た 考え 方 。 

それ は 、 女 性 優位 社会 の 全体 へ と 、 波 及 す る 。 
女性 優位 社会 。 

そこ で は 、 以 下 が 、 横 行 す る 。 

社会 体制 に お ける 「 上 位 者 」。 

その 人 物 に よる 、 専 制 的 支配 。 


ИИ 


男性 は 、 以 下 の (1) & МТО (2) と し て 捉え る 。 
(1) 自分 より 能力 が 優れ た 存在 。 
(2) 強者 。 上 位 者 。 


) 自分 より 能力 が 劣っ た 存在 。 


男性 は 、 以 下 の (1) を 、 以 下 の (2) と し て 捉え る 。 
( 
(2) 弱者 。 下 位 者 。 


1 
2 
男性 の 、 こ うし た 考え 方 。 
それ は 、 男 性 優位 社会 の 全体 に 波及 する 。 


(初出 2020 年 6 月 ) 


8 . 女性 の 社会 的 保護 。 
それ が 必要 な 理由 


世界 共通 の 理由 ) 
1 
性 は 、 卵 子 ホ ル ダ ー で ある 。 
ょ 、 女 性 器 ホ ル ダ ー で ある 。 
$. АЕ ФФ. 


( 
(1) 
女性 
女性 ( 
女性 ( 
(2) 

女性 の 身体 は 、 小 さい 。 
CHEM RAS. S85». 
SES. аа. 


(3) 

女性 が 、 不 本 意 に 妊娠 し た 場合 。 

女性 は 、 以 下 を 、 一 方 的 に 抱え て し まう 。 
不良 の 製品 在庫 。 

胎児 。 


(以下 の み に 特 有 な 理由 。 移 動 生活 様式 。 男 性 優位 社会 。) 
(1) 

女性 は 、 移 動 生 活 様式 に 不適 合 で ある 。 

女性 は 、 社 会 的 弱者 と し て 、 保 護 が 必要 で ある 。 


(初出 2020 年 6 月 ) 


男性 の 本 性 。「 捨 て 身 。」「 自 己 拡大 性 。」 


(A) 捨て 身 。 
男性 は 、 以 下 に 欠け て いる 。 
「 生 体 に お ける 、 生 物 学 的 貴重 性 。」 


男性 は 、 自 己 保 身 に こだわ ら な い 。 
男性 は 、 捨 て 身 の 存 在 で ある 。 
KR 


=> 


に 、 女 性 や 子供 が 、 危 険 に さら され た 、 と する 。 
女性 や 子供 は 、 自 己 保 身 を 実現 し よう と する 。 
男性 は 、 そ の 実現 の た め の 捨 て 石 に な る 。 
その 点 、 男 性 の 本 性 は 、「 捨 て 身 の 性 質 」 で ある 。 
男 


性 の 本 性 で ある 「 捨 て 身 の 性 質 」 の ルー ツ は 、 以 下 の 通 り で ある 。 


(1) 男性 は 、 生 体 と し て 、 以 下 を 持っ て いる 。 
tat. Altes. 

hei 女性 より も 、 粗 末 な 存在 で ある 。 

そこ で 、 男 性 は 、 女 性 を 守る 。 


) 男性 は 、 筋 力 が 強い 。 
で 、 男 性 は 、 女 性 を 守る 。 


в) 自己 拡大 性 。 
性 は 、 上 記 の (A) と 関連 、 次 の 性 質 を 持っ て いる 。 


は 、 未 知 の 環境 へ と 、 積 極 的 に 飛び 込む 。 

は 、 そ の 場 で 、 リ スク 覚悟 で 果敢 に 動き 回 る 。 
性 は 、 新 た な チャ レン ジ に 挑戦 する 。 

($. the, KMARIBL CITI. 

は 、 そ れ を 、 捨 て 身 で 行う 。 


性 は 、 以 下 を 次 々 と 生み 出す 。 
知見 。 そ れ は 、 今 まで 無かっ た 。 そ れ は 、 斬 新 で ある 。 


о чая 昌 
Не 


、 新 知見 の 適応 先 を 、 広 範囲 に 拡大 する 。 
、 そ の こと で 、 以 下 を 、 周 囲 に 対し て 、 し きり と アピ ー ル する 。 
自身 の 有 能 さ 。」 


нЕ 
9 


— 48 SB 
+ 


男性 は 、 そ れ に よっ て 、 女 性 の 歓 心 を 買う 。 
男性 は 、 以 下 に 受け 和信 れ られ る 。 
女性 。 


彼女 は 、 彼 の 有 能 さ を 、 気 に 入っ た 。 
その 結果 、 男 性 は 、 自 分 の 遺伝 的 子 換 を 、 広 く 残 し や すく する 。 


こう し た 点 で 、 男 性 は 、 以 下 を 持つ 。 
「 自 己 拡大 性 」 の 本 性 。 

自己 の 存在 を 拡張 し 、 広 げ る こと 。 
その 実現 を 目指 し て 動く こと 

それ を 本 性 と し て 持つ こと 。 


これ は 、 上 具体 的 に は 、 以 下 の よ うに な る 。 


(B-1) 
男性 は 、 次 の (1) より も 、 次 の (2) を 指向 する 。 


(1) みん な と いる こと 。 
2) 個人 で いる こと 。 


(B-2) 

В. МТО, УЗ. 
男性 は 、「 個 人 ベー ス 」 て で 動く 。 
男性 は 、「 問 題 解決 」 の た め に 、 動 く 。 
男性 は 、 環 境 の 中 を 、 広 く 動 き 回 る 。 
男性 は 、 環 境 の 中 を 、 高 速 で 移動 する 。 
男性 は 、 居 下 を 指向 する 。 

「 動 き 回 り 」 指 向 。 

移動 指向 。 

(B-3) 


男性 は 、 問 題 解決 を 重視 する 。 
男性 は 、 そ の 必要 に 応じ て 、 作 業 チ ー ム を 作る 。 


し か し 、 男 性 は 、 み ん な 一 緒 と いう 考え で は 動か な い 。 
男性 は 、 各 自 が 相互 に 分 離す る 。 
男性 は 、 そ の 状態 を 保っ て 、 動 く 。 
彼ら の チー ム は 、 以 下 を 主体 と し て 動く 。 
メン バー 各自 に よる 、 以 下 の 行 動 。 
- 1 ) 個人 ベー ス の 行動 。 
) 自由 な 行動 。 


男性 は 、 以 下 を 指向 する 。 
「 自 由 行動 」 指 向 。 


comes 

ょ 、 個 人 ベー ス て で 動く 。 

ょ 、 そ うし て 、 以 下 へ と 、 積 極 的 に 進出 する 。 
RAO. 

ARMA. 


~~ < 一 = 


そう し た 領域 は 、 以 下 の よ うに 表現 で きる 。 
ГРОЗА. | 


男性 は 、 そ の 場 で 、 以 下 を 繰り 返す 。 
) 试行 错误 。 
(2) チャ レン ジ 。 


В, 2) (<, ОЖ, 1- < КАЖ EOS. 
男性 は 、 以 下 の こ と に 成功 し よう と する 。 
男性 は 、 そ の 実現 に つい て 、 必 死に な る 。 


の 領域 を 、 新 た に 、 以 下 へ と 、 転 換 さ せる こと 。 
「 光 の 領域 。」 

それ は 、 以 下 の 侍 域 で ある 。 

(1) 

以下 の 実現 に 役立つ 領域 。 


) 人 間 の 生存 レベ ル 。 そ の 向上 。 
2) 人 間 の 生活 レベ ル 。 そ の 向上 。 


(2) 
REVED TEES ИАН, 


男性 は 、 何 と か 成功 する 。 

男性 は 、 以 下 を 指向 する 。 

(1) チャ レン ジ 指 向 。 

(2) 成功 指向 。 

(В-5) 

"SESE 

Wit. the, Bac. М. 

彼 は 、 そ の 領域 に つい て 、 以 下 の 実 現に 、 新 た に 成功 し た 。 
「 聞 の 領域 か ら 、 光 の 領域 へ の 、 転 換 。」 


男性 は 、 そ れ を 、 自 身 の 新 た な 縄張り と する 。 
男性 は 、 そ れ を 、 占 有 し よう と する 。 

それ は 、 彼 自身 の 縄張り で ある 。 

それ は 、 彼 自身 の 影響 力 、 支 配 力 が 及ぶ 。 
それ は 、 彼 自身 に と っ て 、 有 効 で ある 。 


ГУБА. 1 

男性 は 、 そ の 範囲 を 、 以 下 の よ うに 考え る 。 
それ は 、 以 下 に 相当 する 。 

彼 自身 の 既得 権益 。 


男性 は 、 以 下 に つい て 、 心 を 砕く 。 
その 範囲 を 、 広 げ る こと 。 


その 際 、 男 性 は 、 ラ イ バ ル と 、 以 下 の 実 現 ん めぐ っ て 、 し きり に 和 争 う 。 
既 得 権 益 。 その 拡張 。 


Wot. the, BAI 


男性 は 、 そ の た め の 戦 闘 を 、 繰 り 返 す 。 

男性 は 、 そ れ に 勝利 し よう と する 。 

それ は 、 男 性 に よる 、 以 下 の 姿 勢 に つなが っ て いる 。 
自己 の 拡大 を 指向 する 姿勢 。 


は 、 以 下 で 動く 。 

) 「 縄 張り 拡張 」 指 向 。 

) 「 既得 権益 の 拡張 」 指 向 。 
) 「 戦 閉 へ の 勝利 」 指向 。 

) 「 自 己 拡大 」 指向 。 


た wo MN FP 


(B- 6) 
"SESE 


男性 は 、 そ れ を 、 自 身 で 、 新 た に 獲得 し た 。 


(1 ) その 広 さ 。 

(2) その 有効 性 。 

В. ИА, BRIS. 

В. ©) Umea. НАС, 49. 
男性 は 、 そ うし た 誇示 を 、 幅 広く 4). 

男性 は 、 そ の 「 光 の 侍 域 」 を 、 ほ か の 人 < 々 に 使用 させ る 。 
男性 は 、 そ うし て 、 多 大 な 報酬 を 得る 。 
Е 
男性 は 、 そ うす る こと で 、 自 分 の 有 能 さ を 、 ア ピー ル す る 。 
男性 は 、 そ うし た アピ ー ル を 、 НО. 行う 。 
男性 は 、 そ うし た アピ ー ル を 、 幅 広く 、 普 遍 的 に 行う 。 
男性 は 、 そ うし た アピ ー ル を 、 特 に 、 以 下 に 対し て 、 行 う 。 
女性 。 

ОЖ, НИ oC, АЕ с. #ЛИСФЪ. 
男性 は 、 以 下 を 狙う 。 

その 女性 を 、 獲 得する こと 。 

男性 は 、 以 下 で 動く 。 

(1) 普遍 指向 。 

( 


2) 「 有 能 人 性 の アピ ー ル 」 指 向 。 能 力 主義 。 


以下 を 行う 。 
(1) 個人 ベー ス の 有 能 さ 。 そ の 発揮 。 
(2) その 業績 の アピ ー ル 。 


男性 は 、 そ の こと で 、 以 下 を 指向 する 。 

(1) 社会 的 な 成功 。 

(2) 社会 的 な 勝利 。 

(3) それ ら を 収め る こと 。 そ れ を 自身 の 業績 と する こと 。 


男性 は 、 以 下 を 、 社 会 的 に 活用 する 。 
(1) 得 ら れ た 名 声 。 
(2) 得 ら れ た 資産 。 


男性 は 、 о и 
以下 の (1 ) を 、 以 下 の (2 ) に する こと 。 


(1) 
(1-1) ЖЕНЕВЕ. 
(1-2) RBSOMUNTER. 


2) 
2-1) ) それ ら を 、 社 会 に 対し て 、 広 め る こと 。 
2-2) それ ら を 、 普 遍 的 に 広め る こと 。 


( 
( 
( 
(2 - 3) それ ら を 、 大 量 に 広め る こと 。 


1) “社会 的 成 功 , 指向 。 
2) 「 社 会 的 勝利 」 指 向 。 
3 ) 


男性 は 、 以 下 で 動く 。 

( 

( 

( 「 社 会 的 拡大 」 指向 。 


ТИ! 

(1) 

女性 は 、 以 下 を 持つ 。 

「 自 己 保身 性 。」 (「 私 に と っ て 、 私 自身 が 、 一 番 大 切 で ある 。」 そ う 考 える 性 質 。) 
それ に 対応 する 、 男 性 の 本 性 。 

それ は 、 以 下 で ぁ ある 。 

「 捨 て 身 の 性 質 。」 


(2) 

女性 は 、 以 下 を 持つ 。 

「 自 己 中 心性 。」 (「 自 身 は 、 世 界 の 中 心 で ある 。」 そ う 考 える 性 質 。) 
それ に 対応 する 、 男 性 の 本 性 。 

それ は 、 何 で ある か ? 


それ は 、 以 下 の よ うに な る 。 


) 以下 へ の 指向 。 

- 1 ) 自身 2 有 能 性 。 

- 2) その 普遍 的 な 有効 性 。 
- 3 ) その アピ ー ル 。 


ドド ドド 


( 
( 
( 
( 


(2) 社会 的 成功 へ の 指向 。 


この 二 つ を 合体 させ る 。 
それ は 、 以 下 の 表 現に な る 。 


「 自 身 の 普 週 的 な 成功 。 それ へ の 指向 。」 
これ は 、 さ ら に 、 以 下 の よ うに 、 言 い 換 える こと が で きる 。 
以下 へ の 指向 。 


(1) 自身 の 存在 。 そ れ を 世界 的 に 普遍 化す る こと 。 
(2) それ に 成功 する こと 。 


これ は 、 最 終 的 に 、 居 下 の 表現 に 行き 着く 。 
「 自 己 拡 大 性 。」 


女性 は 、 本 性 と し て 「 自 己 中 心性 」 を 持つ 。 
男性 は 、 本 性 と し て "自己 拡大 性 」 を 持つ 。 


(初出 2020 年 6 月 ) 


「 自 己 保 身 の 性 」。「 捨 て 身 の 性 」。 - 女 らし さ 、 男 らし さ の 検討 - 
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(1) КН, Ух, BEL 4, SEBCHS. 

(2) 女性 は 、 守 られ る 存在 で ある 。 

(3) 女性 は 、 自 己 保 身 て の こだわ り が 強い 。 女 性 は 、 安 全 第 一 で ある 。 女 性 は 、 周 囲 
の 他 者 と の 、 助 け 合 い を 好む 。 


従来 の 性 差 心 理学 に お いて は 、 和 男女 の 能力 差 に 関心 が 集まっ て いた 。 そ れ は 、 室 間 認 知 
能力 、 語 能 力 な どの 違い で あっ た 。 


男女 に 能力 差 が 生じ た 理由 と し て 、 社 会 で は 、 一 艇 的 に 以下 の こと が 言わ れ て いる 。 
(1) 男性 。 外 に 出 て 、 食糧 と な る 獲物 を 調達 する こと 。 女性 と 子供 を 、 外 敵 か ら 守 る 
Е. 

(2) 女性 。 男 性 に 宮 ら れ な が ら 、 家 庭 と いう 巣 の 中 で 、 子 供 を 育て る こと 。 

男女 の 性 差 の 性 差 が 生じ た 理由 と し て 、 こ うし た 性 役割 の 差 の 存在 が 、 指 摘 さ れ て い 
る 。 


し か し 、 こ れ ま で は 、 以 下 の こ と が 起き る 理由 に つい て は 、 ほ と ん ど 触 れ ら れ て いな 
い 。 


な ぜ 、 こ うし た 性 役割 の 差 が 、 生 じ た か ? 
( 例 ) 

な ぜ 、 男 性 は 、 外 に 出る よう に な っ た か 2? 
な ぜ 、 男 性 は 、 女 性 を 守る 必要 が ある か ? 


筆者 は 、 上 記 の 、 男 女 の 能 力 差 や 、 性 役割 の 差 が 、 生 じ た 理 由 と し て 、 以 下 の 点 に 着目 
(7. 


(1) 女性 と 男性 と の 差 の 根源 で ある 、 卵 子 と 精子 の 差 。 
(2) その 身体 に 、 人 育児 を する た め の 機 構 が 、 付 いて いる か 、 い な いか の 差 。 (子宮 。 
母乳 の 出る 乳房 。) 


これ に つい て 、 以 下 に 、 詳 し く 説 明 す る 。 
1) 生殖 時 に 担う 、 生 殖 細 胞 の あり 方 の 違い 。 男 性 は 、 精 子 を 持っ て いる 。 女 性 は 
卵子 を 持っ て いる 。 


この こと は 、 次 の 違い に 、 に 結び つい て いる 。 

Е, BCH S. 1 「 田 性 は 、 消 耗 品 で ある 。」 

女性 の 担う 卵子 は 、 男 性 の 担う 精子 より 、 相 対 的 に 足 重 で ある 。 卵 子 は 、 人 口 維持 の た 
め の 、 キ ー と な っ て いる 。 

この こと は 、 次 の こと の 根拠 と な る 。 

「 女 性 は 、 男 性 に よっ て 守ら れる 。」 


(2) 女性 が いな いと 、 次 の こと が 起き る 。 

ARID’. 子供 を 養 請 する 、 生 物 と し て の 仕組 み が 、 働 か な い 。 (FETC. WARTS 
こと 。 乳 児 に 、 授 乳 す る こと 。) 

人 間 に は 、 子 供 が 育た な い 。 

それ は 、 ЛАС. HoEIKvETS. 

СФ. НЯ. ЕС. ГАУ, КАЧ, 

上 記 に つい て 、 詳 し く は 、 以 下 の 文 章 を 参照 され た い 。 


生物 学 的 贵重 性 之 性差 
HORNE ОЖ СОЖ | 


性 は 、 男 性 に 比べ て 、 よ り 大 切 に され 守ら れる 。 女 性 は 、「 費 重 な 性 」 と し て の 性 質 
、 強 く 持 っ て いる 。 

性 、「 粗 末 な 性 」 で ある 。 

うし て 、 女 性 は 、 生 物 学 的 観点 か ら は 、 男 性 に 比べ 、 よ り 上 位 に 位 買 づけ られ る 。 
性 は 、「 中 重 な 性 」 で ある 。 女 性 は 、 生 物 維持 と いう 、 生 物 に と っ て 完 極 的 な 価値 
得る こと が で きる 。 

性 は 、 危 険 に さら され る 男性 より も 、 よ り 高 い 、 優 先 的 な 、 地 位 に つい て いる 。 


性 は 、 以 下 の よ うな 特権 を 、 与 えら れ て いる 。 

性 が 、 社 会 集団 の 中 で 、「 公 式 リ ー ダ ー」 の 地位 に つい て いる 場合 。 

性 は 、 自 分 の 生物 維持 の た め に 、 男 性 を 、 公 然 と 、 犠 牲 に する こと が 、 許 され る 。 そ 
は 、 男 性 が 、 公 式 リ ー ダ ー で あっ て も 、 許 され る 。 

性 は 、 男 性 リー ダー より も 、 優 先 し て 、 生 き 延 びる こと が で きる 。 


if SP BE a EA BR Xd 


従来 、 社 会 的 地位 は 、 以 下 の よ うに 、 計 測 さ れ て きた 。 
「 社 会 を 動か す 、 公 的 組織 の 代表 、 リ ー ダ ー が 、 上 位 で ある 。」 
そう し て 、 社会 的 地位 は 、 男 性 が 上 位 で ある 。」 と 、 捉 えら れ て きた 。 


生物 学 的 視点 に よっ て 、「 社 会 的 地位 の 高 さ 」 を 捉え る 場合 。 

その 高 さ は 、「 優 先 的 に 、 生 物 維持 を 図れ る 度合 い の 強 さ 。」 と し て 、 捉 えら れる 。 
女性 は 、 社 会 の 中 で 、 よ り 大 切 に され 守ら れる 存在 で ある 。 

女性 は 、 組 織 の 代表 で ある 男性 より も 、 さ ら に 地位 が 上 で ある 。 


「 女 性 は 、 貴 重 品 で ある 。」 と いう 、 女 性 の 生物 学 的 性 質 が 、 女 性 の 行動 様式 を 、 決 定 
し て いる 。 


「 女 性 の 持つ 、 生 物 と し て の 責 重 性 」 が 、「 女 らし さ 」 を 生む 、 根 本 原因 と な っ て い 
る 。 
本 当 の 「 女 らし さ 」 は 、 以 下 の 通 り で ある 。 


貴重 品 で ある 、 和 我が身 を 守る こと 。 自 己 の 保身 、 安 全 に 敏感 な こと 。「 自 己 保身 指 
向 」、「 自 己 保 全 、 安 全 指 向 」。 


女性 は 、「 自 己 保 身 の 性 」 と 呼べ る 。 


女性 は 、 次 の こと を 、 指 向 す る 。 
頑強 で 優し い 存 在 (男性 ) に よっ て 、 自 分 が 助け られ 、 守 られ る こと 。 


女性 は 、「 守 られ る 性 」、「 助 けら れる 性 」 と な っ て いる 。 
女性 は 、 自 分 の こと を 、「 大 切な 、 足 重 な 存 在 」 で ある と 考え る 。 


女性 が 、 自 分 の 生物 を 、 牝 牲 に する こと は 、 以 下 の 場合 に 、 限 定 さ れる 。 例 えば 、 自 分 
の 子供 が 、 危 険 な 状態 に 陥っ た 時 。 


ГА, JERE СФО. | 
こう し た 、 男 性 の 生物 学 的 性 質 は 、「 男 らし さ 」 を 生む 原因 と な っ て いる 。 


本 当 の 「 男 らし さ 」 は 、 以 下 の 通 り で ある 。 

(1) 自分 の 保身 を 考え ず 、 捨 て 身 で ある こと 。「 捨 て 身 へ の 指向 」。 

自分 以外 の 、 足 重 な 存 在 を 、 守 り 、 助 ける こと 。 責 重 な 存在 と は 、 例 えば 、 以 下 の 通 り 
CHS. 女性 。 子供 。VIP。 

(2) 衝立 、 盾 と な る こと 。 そ の こと で 、 自 己 の 生物 を 、 身 代わ り と し て 投げ 打つ こ 
と 。 自 己 の 生物 を 、 粗 末 に する こと 。「 衝 立 、 盾 指向 」。 

(3) 他人 の 助け を 借り ず に 、 一 人 で 生き 延び られ る こと 。 自 分 の 身 は 、 自 分 で 守れ る 
よう に する こと 。「 自 衛 、 自 立 、 独 立 指向 」。 


男性 は 、 以 下 の よ うに 呼べ る 。 

(1) 「 捨 て 身 の 性 。」。「 ガ ー ド を する 性 。」。 ( 他 者 を 守衛 する 性 。) 。「 エ ス 
コー ト を する 性 。」。 (護衛 を する 性 。) 。「 自 衛 の 性 。」。 

(2) 女性 な どの 、 足 重 な 存 在 を 、 後 方 に か くま う 性 。 外 敵 と 、 真 接 、 対 決する 性 。 外 
英 に 対し て 、 防 御 、 攻 撃 す る 性 。「 外 敵対 決 の 性 。」。 

外敵 は 、 例 えば 、 以 下 の 存在 で ある 。 有 害 な 、 生 物 や 人 間 。 風 水害 の よう な 、 自 然 の 猛 
威 


捨て 身 に な っ て 、 女 性 な どの 、 責 重 な 存 在 を 、 保 護 し 、 守 護 し 、 救 助 す る 性 。「 保 護 す 
る 性 。」。「 守 護 す る 性 。」。「 救 助 す る 性 。」。 


えば 、 女 性 の 書い た コミ ッ ク で 、 以 下 の 表 現 が 、 頻 繁 に 見 られ る 。 

1) ヒロ イン が 、 男 性 に よっ て 、 人 危な い 場 面 か ら 、 守 られ た り 、 助 けら れる 。 

2) ヒロ イン は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 「oo 君 が 、 私 を 助け て くれ た | oo 君 が 、 私 を 
守っ て くれ た !」。 

(3) ヒロ イン に お ける 、 そ の 男性 に 対す る 好感 度 が 、 急 激 に アッ プ す る 。 


女性 は 、 そ の 中 で は 、 以 下 の よ うな 願望 を 持つ 。 
「 自 分 は 、 自 分 が 囚われ の 身 に な っ て いる と ころ を 、 白 馬 に 乗っ た 王子 に 助け られ た 
Ur. 4 


「 自 分 は 、 男 性 に 、「 お 姫 様 だ っ こ 」 さ れ て 、 抱 き 抱 えら れ 、 守 られ た い 。」 


その 中 で は 、 以 下 の パ ター ン や 、 描 豆 は 、 あ まり 見 られ な い 。 
女性 が 、 男 性 を 助け る 。 
それ に よっ て 、 男 性 が 持つ 、 女 性 に 対す る 好感 度 が 、 上 が る 。 


これ ら は 、 以 下 の こ と の 証拠 と な る 。 
(1) 女性 は 、「 守 られ る 性 」「 助 けら れる 性 」 で ある 。 
(2) 男性 は 、「 守 る 性 」「 助 ける 性 」 で ある 。 


女性 は 、 自 分 の こと が 、 一 番 大 切 で か わい い 。 

女性 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。「 自 分 の 保身 、 安 全 を 確保 する た め に は 、 他 者 (AYE) 
が 、 犠 牲 に な っ て も 、 や む を 得 な い 。」 

НЗ. AROMAS. нож. НАХ, ЕАМ, НО. НОВ, 


男性 は 、 大 切な 存在 (女性 ) の た め に 、 自 分 を 犠牲 に する こと を 、 一 方 的 に 強い られ 
る 。 


この こと は 、 男 性 と 女性 と の 生得 的 な 待遇 の 格差 に つなが っ て いる 。 こ の こと は 、 男 性 
差別 に つなが っ て いる 。 


こう し た 知見 は 、 生 物 学 的 貴重 性 の 立場 か ら 、 書 か れ て いる 
こう し た 性 差 心理 学 の 研究 は 、 ま だ あま り 見 られ な い 。 


女性 が 「 守 られ る 性 」 と な る 要因 。 男 性 が 「 守 る 性 」 と な る 要因 。 そ れ は 、 以 下 の 通 り 
で ある 。 

) 生物 学 的 贵重 性 。 

2) 筋力 の 違い 。 身 体 の サイ ズ 。 


筋肉 、 筋 力 は 、 男 性 で は 、 引 き 締 まっ て 、 強 い 。 
ЯР. HAAS. КНС. BMC PERL T. ЗОО, 55. 


人 間 は 、 環 境 適応 に お いて 、 外 部 の 風雨 や 、 外 敵 な ど 、 に さら され る 。 


筋力 の 憎 い 者 は 、 環 境 適応 に お いて 、 よ り 不 利 で ある 。 
それ は 、 筋 力 の 強い 者 に よっ て 、 保 護 さ れ 、 守 られ る 必要 が ある 。 


HiTIMNS REL. HAMA BEC kT, COSMAS TONS. 
筋力 の 強い 男性 は 、 外 敵 や 、 風 雨 に 、 真 接 対 処す る 。 彼 は 、 強 い 力 で 外敵 を 倒し 、 風 雨 
等 を 防ぐ 。 彼 は 、 女 性 を 守る 。 

女性 は 、 よ り 内 側 に いる 、 筋 力 の な い 、 無 力 な 存在 で ある 。 

従来 、 次 の 区 別 が な され て きた 。「 女 性 は 、 内 側 に いる 存在 で ある 。」 ГА, ЭНН 
に いる 存在 で ある 。」 

その 区 別 は 、 上 記 の 理由 で 、 行 われ て いる 。 


男性 は 、 強 い 筋 力 を 、 本 来 、 外 敵 や 、 風 雨 な どか ら 、 女 性 を 守る た め に 、 使 うべ さき で あ 
る 。 
し か し 、 男 性 は 、 そ れ を 、 女 性 を 攻撃 し て 、 服 従 さ せ 、 支 配 す る た め に 用 いる こと も あ 
る 。 
それ は 、 例 えば 、 以 下 の 通 り で ある 。 家 庭 内 で の 、 ド メス ティ ッ ク な バイ オレ ンス 。 強 
=. 


iC. WEFOBAZAD, Е BYEMAQDMIDIZBL TUS. 

TAMAS, Е: ИЕ, CHM HA CHAD TSI cld. PUIT 
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Гони, ASA COME C. ЯН CHS. | 

Е. ВЕСИ, FENDA, WAC. 7 ИНН, 
ПСО. НЗ. AFICHS. РИС. ВИ. BATHS. 


"HULA ГЕНА Жо (IOUT. В, КАЛ, BMS, ЛЕ. 
ВО ADKEAWAL. ЛАЯ ГЕ ced, BANG ADKEWAlS, ^^ 
さい 者 を 、 外 敵 や 風雨 か ら 、 守 る こと が で きる 。 


こう し た こと は 、 男 性 を 「 守 る 性 」 と し て いる 。 こ の こと は 、 女 性 を 「 守 られ る 性 」 と 
し て いる 。 


社会 に お いて は 、「 女 子供 」 と いう 言い 方 が 使用 され る 。 社 会 で は 、 女 性 と 、 子 供 を 、 
一 緒 に し て 捉え る 。 


НЗ. BLO ULC. FRA BATS. ГР, соси 
女性 は 、「 子 供 と 一 緒 に いる こと 。」 が 多 し 


これ と は 、 別 の 理由 も 、 あ る 。 

女性 と 子供 の 間 に は 、 共 通 性 が 多い 

子供 も 、 女 性 も 、 同 様 に 、「 守 られ る 存在 」 で ある 。 

子供 は 、 子供 を 生ん だ 若い 夫婦 に と っ て は 、 以 下 の よ うな 存在 で ある 。 

「 か けが え の な い 責 重 品 と し て の 存在 。 自 分 の 命 と 引き 換え に し て も 、 惜 し く な い 存 
在 。 EXSZBADR CHASE. | 

子供 は 、 そ れ ゆ え に 、 大 切 に 扱わ れる 。 


子供 は 「 無 力 な 存在 」 で ある 。 

FIL. AVDA (RAC. HHA L ADSL). 

子供 は 、 ま だ 生活 能力 が 十分 発達 し て いな い 。 子供 は 、 自 分 一 人 だ け で は 、 生 き て いけ 
な い 。 

子供 は 、 そ れ ゆ え 、 力 が 十分 強い 者 に よっ て 、 保 護 さ れる 必要 が ある 。 


こう し て 、 子 供 は 、 足 重 性 、 飛 者 性 を 持つ 。 

女性 は 、 生 物 学 的 に 、「 貴 重 性 」 を 持つ 。 女 性 は 、 一 種 の 、「 弦 者 性 」 を 持つ 。 そ れ 
(+. ЯВ х>. в. 

それ ゆえ 、 子 供 と 、 女 性 は 、 性 質 が 、 共 通し て いる 。 


こう し た 、 責 重 性 、 弱 者 性 は 、 女 性 と 子供 を 、 共 通 に 「 守 られ る 存在 」 と し て いる 。 
それ ゆえ 、 女 性 と 子供 は 、「 女 子供 」 と 、 一 括り に され る 。 


A .「 女 らし さ 」 の 検討 
「 女 性 は 、 貴 重 品 、 守 られ る 性 、 保 身 の 性 で ある 。」 
筆者 は 、 こ の 視点 か ら 、「 女 らし さ 」 を 、 以 下 に 、 箇 条 書 き の 形 で 、 ま と め た 。 


OA1. [自己 O 贵 重视， 
Mt. НЛС -BAUCBAZ, Же ЛЖИ, 


(| 被 保 | 女 性 は 、 自 分 が 周囲 の 人 間 に よ っ て 、「 上 貴重 な 存在 と し て 、 守 られ る こと 。 Hh 
護 指 け けら れる 立場 に 回 る こと 。」 を 根源 的 に 望む 。 
向 


(② 高 貴女 性 は 、 自 ら を 高中 な 存在 と 見 な す 。 (お 姫 様 。 お 嬢 様 。) 。 女 性 は 、 プ ライ 
指向 | ド が 高い 。( お 高く 止ま る 度合 い 。 誇 り 。 自 慢 の 度合 い 。) 


G3) 上品 | 女性 は 、 自 ら の 品位 の 高 さ に 気 を 配る 。 女 性 は 、 高 中 、 上 上 品 と 思わ れ た が る 


ェ ッ ク す る 。 


女 

指向 女性 は 、 書物 や ビデ オ な ど に 、 品 位 を 欠く 表現 が な いか どう か を 、 う る さく 
チ 
女 


(АНХ. 自分 に 対す る 礼儀 に うる さい 。 女 性 は 、 互 いし に 、 相 手 が 自 分 に 失礼 で 
BURR IZED II, BURCH SD. 
性 


(5 自己 | 女性 は 、 自 分 の こと が 一 番 か わい い 。 女 性 は 、 自 分 の こと が 一 番 大 切 で ある 。 
本 | 女性 は 、 鏡 に 映る 自分 の 姿 に 見 と れる な ど 、 自 己 愛 が 強く 、 ナ ル シ ス ト て で あ 
位 、| る 。 


(⑥ 還 | 女性 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。「 も し も 、 私 が 、 社 会 の 中 で 、 自 分 が 強者 で あ 
い | る こと を 、 認 め た と する 。 す る と 、 私 は 、 誰 に も 守っ て も ら え な く な る 。」 コ 」 
$ | 女性 は 、 例 え 強 者 の 立場 に いて も 、 い 振り を し て 、 男 性 な ど に 、 守 っ て も ら 
り | お うと する 。 女 性 は 、 定 住 生 活 様式 優位 社会 の 女性 の よう に 、 男 性 より 強く て 
指向 | も 、 そ うす る 。 女 性 は 、 被 支配 者 と し て 、 扱 われ た が る 。 女 性 は 、 力 の か 表 い 
感じ を 好む 。 


@@A 2 .「 安 全 第 一 指向 」 

女性 は 、 何 事 も 安全 第 一 で 、 危 険 を 買 そ うと し な い 。 ( 危 除 回避 指向 ) 。 女 性 は 、 失 敗 
#17), WEF HICSS. (失败 回避 指向 ) 。 女性 は 、 自 分 が 、 新 た に 物事 を 始め る 
際 に 、 慎 重 で あり 、 選 択 が 保守 的 で ある 。 (慎重 、 保 守 指 向 ) 


oA2-1. 前 例 、 退 婴 指 向 ， 
女性 は 、 ど ん な 危険 や 失敗 が 待ち か まえ て いる か 知れ な い 、 未 知 の 対象 や 状況 を 席 け 
る 。 女 性 は 、 そ こそ こ 恵 まれ た 、 今 まで の 状態 が 、 今 後 も 続く の を 望む 。 
女性 は 、 前 例 に 従う こと を 、 何 より も 重視 する 。 前 例 は 、「 既 に 、 RR 
ば 、 安 全 で 問題 が な いこ と が 、 確 立 さ れ て いる 、 行 動 様式 。」 で ある 。 女 性 は 、 前 例 か 
ら 外 れる 、 新 し いこ と を 行う の を 、 嫌 い 、 放 け よ うと する 。 
и 今 ま で し た こと の な い 、 新 し いこ と に 、 自 分 が 和信 っ て 取り 組む こと を 、 忠 踏 

怖がる 。 女 性 は 、 そ れ を 、 誰 か 他 の 人 が や っ て くれ な いか と 、 考 える 。 女 性 は 、 そ 
A EE 
性 が 確認 され て いる 、 前 例 、 し きた り を 守る 。 女 性 は 、 そ こ Cee と を 、 し よう 
と し な い 。 女 性 は 、 他 者 に よる 成功 例 の 模 仔 に 長け て いる 。 女 性 は 、 試 行 錯 誤 を いや が 
る 。 女 性 は 、 そ れ が 必須 と な る 独創 性 を 重んじ な い 。 女 性 ( не 
を 尊敬 する 。 女 性 は 、 何 も な い 状 態 か ら 、 何 か を 作り 出す 人 を 、 軽 ん じ る 。 女 性 は 、 前 
例 を よく 知っ て いる 先 慕 と 、 そ う で な い 後 華 と の 間 で 、 支 配 、 従 属 の 関係 や 、 上 下関 係 
が きつ い 。 そ れ は 、 学 校 ば о 家庭 の 中 の 嫁 妖 関係 も 、 同 じ で ある 。 (先輩 後 
SOSH, 年功序列 の 重視 。 
р 
こと を 嫌い 、 二 番手 と な る こと を 好む ( 二 番 手指 向 ) 。 一 番手 は 、 ま と も に 風 を 食 ら 
う 、 ハ ー ド な 環境 で 、 過 ご さ な け れ ば な ら な い 。 二 番手 は 、 防 風 役 の 一 番手 が 前 に いる 
こと に よっ て 、 走 接 風 を 受け な く て 済む 。 二 番手 は 、 よ り 楽 で 、 安 全 な 環境 で 過ごせ 
る 。 女 性 は 、 誰 か が 、 失 敗 を 繰り 返し な が ら 、 未 知 の 新しい こと (製品 作り な ど 。) に 
挑戦 し て いる 間 は 、 じ っ と 待っ て 傍観 を 決め 込む 。 女 性 は 、「 そ れ は 、 成 功 し た 。」 と 
捉え た 瞬間 に 、 そ の パイ オニ ア の 行動 を 、 一 斉 に 真似 る 。 女 性 は 、 そ れ に 、 ち ょ っ と だ 
け 改 良 を 加え る 。 女 性 は 、 そ うし た 成果 を 、 社 会 に 送り 出す 。 女 性 は 、 結 果 と し て 、 一 
番手 の パイ オニ ア を 駆 之 する 。 (コピ ー、 物 真似 指向 ) 
女性 は 、 現 在 の そこ そこ 恵まれ た 環境 か ら の 変化 を 好ま な い 。 女 性 は 、 例 えば 、 現 在 の 
I i GR と を 好ま な い 。 女 性 は 、 安定 し た 環境 

、 自 分 や 、 自 分 の 家族 が 、 ず っ と い 続 ける こと を 望む (安定 指向 ) 。 こ れ は 、 例 え 

、 大 企業 や 役所 へ の 勤務 を 続け る こと で ある 。 女 性 は 、 そ こそ こ 違 心地 よい 現状 が 、 


с これ は 、「 好 条件 の 
環境 に 、 い 続け た が る こと 。」 と いう 点 で 、「2 .5。 温室 指向 。 」 と 、 関 連 す る 。 
女性 は 、 安全 第 二 で 、 人 危険 を 回 放す る 。 女 性 は 、 i 分 野 に 踏み 込ん で 、 探 検 
し よう と し な い 。 未 知 の 叙 域 は 、 ど ん な 危険 が 待ち 構え て いる か 分 か ら な い 。 女 性 は 、 
未知 の 領域 、 分 野 に 入る こと で 得 ら れる 、 新 し い 境 地 、 知 見 に 、 最 初 に 接する こ と が で 
き な い 。 男 性 は 、 最 初 に 、 そ うし た 新しい 知見 、 発 見 に 接する こと が で きる 。 女 性 は 
その 点 、 男 性 に 比べ て 、 新 し い 知 見 を 得る の が 必ず 一 歩 遅 れる 。 そ の 点 、 技 術 、 文 化 の 
発展 に お いて 、「 女 性 。 女性 が 強い 社会 。」 は 、「 男 性 。 男 性 の 強い 社会 。」 に 比べ 
て 、 必 ず 、 後 進 的 に な る 。 (文化 的 後進 性 ) 


oA2-2.「 権 威 、 強 権 追従 指向 」 

女性 は 、「 権 威 者 、 強 権 者 の 後 を つい て いれ ば 、 我 が 身 の 安全 が 保 た れる 。」 と 考え 

る 。 女 性 は 、 そ れ を 積極 的 に 実行 する 。 

女性 は 、「 強 い 者 」 に 惹か れ 、 な びく 。 (例え ば 、 強 権 者 、 権 力 者 な ど 。) 。 女 性 は 、 

強権 、 主 導 権 の 持ち 主 に 、 心 が と きめ き 、 好 き に な る 。 強権 、 主 導 権 の 持ち 主 と は 、 強 
引 に 、 物 事 (例え ば 、 デ ー ト の 手順 な ど 。) を どん どん 進め 、 自 分 た ち を 積極 的 に リー 
ド し て くれ る 存在 で ある 。 そ れ は 、 特 に 異性 で ある 男性 で ある 。 そ の 行為 は 、 例 えば 、 

「 麻 ドン 」 で ある 。 女 性 は 、 強 権 政治 、 独 裁 政治 を 心 の 庶 で 希望 する 。 女 性 は 、 強 者 を 
「 上 位 者 」 と 呼ん で 敬い 、 従 う 。 女 性 は 、 強 者 が も た ら す 文化 、 文 物 を 愛好 する 。 強 者 
は 、 例 えば 、 欧 米 列 強 と か で ある 。 

女性 は 、 権 威 者 や 権威 ある 集団 ( 家 元 な ど ) の 後 を 追随 し た が り 、 お 上 の 権威 や ブラ ン 
Ка. (ブラ ンド 指向 ) 。 権 威 者 は 、 例 えば 、 先 生 、 上 役 で ある 。 権 威 あ る 集団 

は 、 家 元 な ど で あ る 。 女 性 は 、 自 分 の これ か ら の 行動 を 、 自 分 を 守っ て くれ る 権威 者 

に 、 決 め て も ら お うと する 。 女 性 は 、 権 威 者 の 決め た 規則 に 対し て 、 従順 で あり 、 そ れ 
を 、 よ く 守 る 。 (规则 遵守 指向 ) 。 女 性 は 、 規 則 が 自分 の 真意 に 反し て いる 場合 、 表 向 
(SIE. BULL L. LOL. HIRE, CIF SIET APL ANIES. する 

と 、 女 性 は 、 裏 で 、 陰 口 を 叩く 。 ( 面 従 腹 背 

女性 は 、 強 者 、 権 威 者 と 結婚 し て 、 п eee 女性 は 、 自 分 自身 の 存 
在 を 、 権 威 あ る 者 、 強 い 者 と 、 不 可 分 に 一 体 化 する 。 女 性 は 、 i 

以下 の 形 で 残す 。「 自 己 と 、 権 威 者 、 強 権 者 と を 、 同 一 化す る こと 。」。 自 分 自身 の 生 
きた 証 と は 、 社 会 に 広め る べき 、 自 分 自身 の 「 コ ピー」 て で ある 。 


oA2-3. ‘ROEM. Bite HAMRANSIC. 1 

女性 は 、 失 敗 し た と き に 、 責 任 を 取ら され て 、 社 会 的 生物 を 断 た れる こと を 恐れ る 。 
(周囲 の 皆 か ら 追 放 処 分 に 会 うこ と 。 社 会 の 中 で 、 公 然 と 生き て 行け な く な る こと 。 引 
か ら 見 限ら れ て 、 い ざと いう HHC. BIT TH OAK HSIC. ASH USE, MWS, HK 
脚 の 対象 に な る こと 。) 。 女 性 は 、 そ うし た 、 危 な い 、 恥 ず か しい 目 に 会 わな いよ うに 
し よう と する 。 女 性 は 、 そ こ で 、 責 任 を 回 放す る 。 女 性 は 、 社 会 か ら 、 そ も そ も 、 責 任 
を 取ら な く て 良い よう に 、 し て も ら う 。 女 性 は 、 責 任 を 、 免 除 さ れる 。 


(① 圭 任 回 女性 は 、 和 失敗 し た と き 、 自 分 か ら は 、 責 任 を 取 ろ うと し な い 。 女 性 は 、 以 下 
ЖЕ | の こと を 望む 。「 誰 か 他 の 人 が 、 責 任 を 代 わ っ て 取っ て くれ た らい い 
向 。 責 | な 。」。 女 性 は 、 I lia a ama (責任 転嫁 ) 。 女 性 は 、 そ れ 
任 転 嫁 | を 、 周 囲 と の 連帯 責任 に 、 持 ち 込 む 。 

指向 。 


向 。 


2) 受動 指 


女性 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 「 も し も 、 私 が 、 自 ら 進 ん で 行動 を 起こ す と 

する 。 する と 、 私 は 、 取 っ た 行動 に 対し て 、 よ り 大 き な 南 任 が 生じ て し ま 

う 。」。 女性 は 、 自 分 か ら は 行動 を 起こ さ な い 。 KH, BHM, 受け身 
の 態度 を 示す 。 


③ 高 地位 


女性 は 、 大 き な 責 任 が 生じ る 、 社 会 的 に 公式 の 高い 地位 、 役 職 に つく こと 


Bla. HEA CHIT S. KMS. BHEBICGAICULAY. 女性 は 、「 主 」 OF 
任 者 で は な く 、「 副 」 の 責任 者 に な ろう と する 。 女 性 は 、 男 性 を 、 責 任 の 伴 
う 、 公 式 に 高い 地位 へ と 、 積 極 的 に 追い 立て る 。 女 性 は 、 自 分 た ち は 、 責 任 
を 取ら な く て 良い 、 気 楽 な 立場 を 、 維 持 し よう と する 。 


(⑳⑨| あ い 


女性 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。「 も し も 、 私 が 、 直 接 的 で 明快 な 態度 を 取っ 


細 た と する 。 す る と 、「 私 が 取っ た 行動 に 対す る 責任 」 が 、 よ り 明 ら か に な っ 


て し まう 。」。 女 性 は 、 間 接 的 で 、 遠 回 し で 、 玉 虫 色 の 、 あ いま いな 態度 
を 、 取 ろう と する 。 


(5) AGI 


女性 は 、 自 分 で 、 自 分 の 将来 や 、 取 る べき 行動 を 、 決 め よ うと し な い 。 女 性 
欠 | は 、 そ れ を 、 周 囲 の 他 者 に 決め て も ら お うと する 。 女 性 は 、 有 了 力 な 他 者 の 決 
定 に 、 素 邊 に 、 一 方 的 に 、 ハ イハ イ と 服従 する 。 女 性 は 、 他 者 の 言う こと を 
聞く 。 女性 は 、 マ ゾ ヒ スト て で ある 。 女 性 は 、 い ざ 失 敗 し た ら 、 決 め た 他 者 の 
責任 と する こと が で きる 。 女 性 は 、 そ うす る こと で 、 自 分 は 、 責 任 を 逃れ る 
"こと が で きる 。 女 性 は 、 占 い を 好む 。 占い は 、 自 分 の 将来 取る べき 行動 を 、 
アド バイ ス し て くれ る 。 女 性 は 、 他 者 に 何で も 決め て も ら う 。 そ うし て 、 女 
性 は 、 以 下 の よ うな 「 被 害 者 意識 」 を 抱き や すい 。「 私 は 、 他 者 に 操 ら れ て 
WS. 4 


(6)| 决 断 回 
避 指 

fa), № 
断 の 先 
送り 。 


女性 は 、 自 分 か ら は 、 進 ん で 決断 する こと を し な い 。 女 性 は 、 決 断 を 先送り 
する 。 女 性 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。「 も し も 、 私 が 、 自 分 で 決断 し た と す 
る 。 する と 、 私 は 、 そ の 麟 断 に つい て 、 責 任 を 問わ れ て し まう 。」。 女 性 
は 、 そ れ を いや が り 、 放 け よ うと する 。 


(| 支配 の 
非 公式 
性 。 


女性 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。「 も し も 、 私 が 、 自 ら 公 式 に 、 社 会 の 支配 者 
で ある こと を 、 認 め る と する 。 す る と 、 私 は 、 社 会 に 対す る 、「 支 配 し て い 
る こと へ の 、 結 果 責 任 』」 が 生じ て し まう 。」。 そ こ で 、 女 性 は 、 自 分 が 、 実 
際 に 、 支 配 す る 立場 に いて も 、 こ れ を 、 決 し て 認め よう と し な い 。 
以下 の よう に 主張 する 。「 社 会 の 支配 者 は 、 あ くま で 男性 で ある 。」。 (Я 
A nied er eae 
($. €2 GC. С-З, ). И, НАЯ ЗН, USE 
公式 な 支配 」 を 行う 。 女 性 は 、 で は 責任 を 伴う 、 公 的 な 組織 の 代表 に 
MC reas 代表 に な っ た 男性 の 「 管 理 者 」 に な る 。 (BAIS. Е 
親 や 妻 。 生 は 、 責 任 か ら は 自由 に な っ た 状態 で 、 社 会 を 支配 する 。 


oA2-4. 


「 高 不安 性 」 


女性 は 、 自 分 の 周囲 に 存在 する 、 危 険 の 可能 性 に 対し て 、 и 女性 は 、 自 分 が 
いつ 危な い 目 に 会 うか 、 そ の こと に 専ら 注意 が 向く 。 女 性 は 、 怖 が り 、 騰 病 な 態度 を 示 
す 。 女 性 は 、 身 の 安全 確保 に 対す る 確信 が 持ち に くい 。 BSS BDSM 
BPD, НЛО, SD. ЛЬДА. Meld. HAS. KES. AB 
分 を 守っ て くれ る シェ ルター 役 の 存在 を 望む 。 そ れ は 、 自 分 の こ と を 、 ボディ ガー ド 、 
エス コー ト し て くれ る 存在 で ある 。 それは 、 特 に 、 男 性 で ある 。 


oA2-5 .「 内 部 指向 」 

女性 は 、 以 下 の こ と を 指向 する 。「 よ り よ い 条 件 の 下 で 、 生 き 延 びる こと 。」。 女 性 
は 、 苦 酷 な 外部 環境 に 、 真 接 さ ら さ れる の を 人 放 け る 。 そ れ は 、 冷 た い 外 の 風 な ど で あ 
る 。 女 性 は 、 温 か さ が 常 時 保 た れる 内 部 領域 に 留 ま ろ うと する 。 そ れ は 、 外 部 環境 か ら 
遮断 され て いる 。 女 性 は 、 ピ ンク 、 赤 の よう な 暖色 、 心 理 的 な 暖か さ を 好 む 。 (温室 指 
向 。) 。 

女性 は 、 表 面 に 路 出 する こと を 人 誤 ける 。 そ れ は 、 自 己 の 属す る 家族 や 組織 の 表面 で あ 
5. НЗ. НСНУ SL, ts 見 知ら ぬ 、 危 険 か も し れ な い 、 よ そ 者 、 外 敵 
と 、 真 接 向 き 合 う 必 要 が 出る 。 女 性 は 、 内 部 、 奥 に 止ま ろう と する 。 (表面 回避 指 
向 。) 。 例 えば 、 日 本 に お いて 、 ca: と を 、「 奥 さん 」 と 呼ぶ 慣行 な ど 。 女 性 は 、 
代表 に な る こと を 人 誤 け よ うと する 。 そ れ は 、 自 己 の 属す る 家族 、 組 織 の 代表 に な る こと 
で ある 。 代 表 は 、 組 織 の 顔 と し て 、 外 部 に 真 接 露 出す る 立場 で ある 。 (代表 回避 指 
向 。) 。 

女性 は 、 戦争 や ビジ ネス 戦線 と か で 、 銃 弾 が 飛び 交 う 、 人 危険 な 前 線 に は 、 真 接 出 よう と 
し な い 。 女 性 は 、 専 ら エ ネル ギー 供給 、 飲 み 物 配給 等 の 、 後 方 支援 に 回 る 。 (後方 支援 
指向 。) 

女性 は 、 タ ー ゲ ッ ト が 外界 に 蜜 出し な いよ うに する 。 タ ー ゲ ッ ト と は 、 ド ア の 取っ 手 、 
プリ ンタ 等 の 家電 製品 、 女 性 の 自分 自身 な ど で あ る 。 女 性 は 、 そ れ ら の 保護 、 隠蔽 、 ほ 
こり 除け を する 。 女 性 は 、 そ れ ら に 、 カ バー、 シ ー ト 、 復 い を 掛け て 、 被 せる こと を 好 
む 。 (力作 一 指向 。 露 出 回避 指向 。 ) 


ОАЗ. ГАЗА, 女性 は 、 互い に 心理 的 に 近づき 合い 、 一 体 化 し 、 助 け 合 お うと 
する 。 


oA3-1.「 人 間 関 係 へ の 指向 」 

女性 は 、 人 と 人 と の 間 を 互い に 結び つけ る 。 女 性 は 、 人 々 が 互い に 協力 し 合っ て 、 環 境 
適応 上 の 困難 を 克服 で きる よう に させ る 。 女 性 は 、 互 い に 関 係 を 取り 合う 。 女 性 は 、 い 
ざと いう 時 に 互い に 助け 合う こと が で きる よう に する 。 


А 


C1) 関係 構 | 女性 は 、 人 間 関 係 に 長 じ る 。 女 性 は 、 関 係 を 持つ こと 、 そ の も の を 重視 す 
筑 指 | る 。 女 性 は 、 人 間 自 体 に 興味 を 持っ て 、 近 づこ うと する 。 女 性 は 、 人 形 遊 び 
9). 関 | の よう に 、 人 間 を か た どっ た も の に 、 関 心 が あ る 。 女 性 は 、 人 間 と は か け 
係 維持 刻 れ た 、 機 械 的 な メカ と か に は 、 関 心 が な い 。 女性 は 、 2 
зам). JO CICELY, 女子 いじ め の 手 段 と し て は 、 無 視 が 、 効 果 的 で ある 。 女 性 は 
(関係 | 一 人 孤立 し た まま い 続 ける こと が 難し い 。 女 性 は 、 常 に 、 他 者 と の 関係 を 雑 
の 本 | 時 する こと を 求め る 。 


я 
Я. ) 


亲密 指 


向 。 aie 
机 合 
い 指 
向 。 仲 
良し 
指向 。 
相互 
タッ 
チ 指 
向 。 


о 互い し に 、 ベ べ ベタベタ くっ つき 合う こと を 好む 。 女 性 は 、 人 間 関 係 が 、 


濃密 、 濃 厚 で ある 。 女 性 は 、 人 間 関 係 が 、 ウ ェ ッ ト で ある 。 女 性 は 、 — 
、 周 囲 の 他人 に 心理 的 に 近づい て 、 親 密 な 関係 を 保 と うと する 。 

а 女性 は 、 仲 良し 集団 を 作ろ うと する 。 女 性 ( 

い の 親 密 さ を 、 無 限 に 追求 し よう と する 。 そ うし て 、 女 性 は 、 相 手 が 、 

親密 な 相手 が で きる と 、 巡 如 する 。 女 性 は 、 同 性 の 友人 同士 、 手 を つなぎ 

合っ て 帰る 。 女 性 は 、 互 い の 肌 を 触れ 合う こと が 、 自 然 で て ある 。 女 性 は 、 相 

互 の タッ チ を 、 好 む 。 女 性 は 、 親 和 欲 求 が 強い 。 


(3) 


自己 開 
示 指向 


女性 は 、 自 己 開 示 を 好む 。 女 性 は 、 自 分 の こと を 、 相 手 に より よく 理解 し て 
も ら お うと する 。 女 性 は 、 そ うし て 、 自 分 と 相手 と の 距離 を 縮め よう と す 
る 。 


(4) 


女性 は 、 人 間 関 係 を 強化 し て 、 い ざと いう と き に 連帯 、 協 調 し て 助け 合い や 
すく する 。 そ の た め 、 女 性 は 、 gtr = Е 

が 好き で ある 。 (コミ ュ ニ ケー ショ ン の 本 質 。 女 性 は 、 し ゃ べ る こ 

と 自体 が 、 自 己 目的 化し て いる 。 女 性 は 、 ニケ ゲー ジョ ジ が し 
つこ い 。 女 性 は 、 な か な か 、 互 い に 話 を 切 ろ うと し な い 。 


(5 


— 


配慮 指 
向 。 気 
配り 
指向 。 
РН 
向 。 
ケア 
指向 。 


女性 は 、 周 囲 の 他 者 と の 良好 な 関係 を 保つ 。 女 性 は 、 絶 え ず 、 周 囲 に 配慮 、 
気配 りす る 。 あ る い は 、 女 性 は 、 配 慮 、 気配 り し て いる と いう 姿勢 を 、 周囲 

に 対し て 、 見 せよ うと する 。 女 性 は 、 困 っ て いる 他 者 と か を 、 親 身 に な っ 
0 女性 は 、 周 囲 の 他 者 を 、 自 分 の 注意 の 対象 、 ケ ア の ス 
コー プ 内 に 含め 、 内 色 す る 。 女 性 は 、 そ うし て 、 他 者 と 、 心理 的 に 一 体 化 し 
よう と する 。 


(6 


wm 


依存 指 
向 。 甘 
え 指 

向 


女性 は 、 周 囲 の 他 者 と 、 心理 的 に 近く に いよ うと する 。 女 性 は 、 誰 か に 、 依 
存 し よう 、 甘 えよ うと する 。 女 性 は 、 依存 し よう 、 WRED Ct 
5. (KMS. "HAMM: CHS. ) . ЖЗ. и 
>. ЕН. MIRA MM ASHI R 女性 は 、 誰 か に 守っ て も ら わ な 
いと 、 人 不安 で 仕方 が な い 。 


(7) 


表面 的 
ВЕ 
立 指向 


女性 は 、 周 囲 の 他 者 と 、 仲良 く 相 互 仮 存 し て 、 生き て いく 。 も し も 、 女 性 
が 、 何 ら か の 形 で 、 周 囲 の 他 者 の 援助 を 、 а (女性 
は 、 例 えば 、 а о ) そこ で 、 女 性 は 、 何 と 
か 、 一 人 で 、 自 立 し て 、 生 き て いこ うと する 。 そ うし た 女性 は 、 男 性 に 比べ 
て 、 肩 に 力 が 過剰 に 入っ て し まう 。 女 性 は 、 ヒ ステ リッ ク に 、 次 の よう 

こ 、 決 め つ ける 。 ひと り ぼ ぽ ぼっ ちな ん だ 。 誰 も 、 私 の こと を 、 助 け 
て くれ な いん だ 。」。 女 性 は 、 見 か け 上 、 過 剰 に 自立 し た 態度 を 取る 。 し か 
し 、 女 性 は 、 £4, よ 、 誰 か に 助け て も らい た く で て 、 仕方 が な い 。 女 性 は 、 男 
性 に 比べ て 、 悲 壮 な 覚悟 を 決め が ち で ある 。 男 性 は 、 独 力 で 生活 し て いく こ 
と に 、 自 然 で いら れる 。 


— 


[一 一 


(8) 


安定 组 


织 所 属 
指向 


女性 は 、 以 下 の こ と わざ に 従う 。「 寄 ら ば 大 樹 の 陰 。」。 女 性 は 、 中 央 官庁 


や 大 企業 の よう な 安定 し た 集団 に 所 属し よう と する 。 女 性 は 、 い ざと いう 
と き 、 同 じ 集 団 に 属し て いる と いう こと で 、 集 団 メ ン バ ー が 、 自 分 の こと 
を 助け て くれ る こと を 望む 。 女 性 は 、 自 分 の 後ろ 西 と な っ て くれ る 集団 
が 、 濱 れ に くい こと を 指向 する 。 女 性 は 、 以 下 の 状 態 が 永続 する こと を 選 
む 。「 そ の 集団 が 、 私 を 守っ て くれ る 状態 。」。 


(9) 


RT 
24 
их 

シー 


女性 は 、 周 囲 の 他 者 と の 間 で 、 互 い に 、 互 い を チェ ッ ク し 合う こと を 好む 。 
女性 は 、 互 い に 、 相 手 が 今 何 を し て いる か 見 えな い 個 室 を いや が る 。 女 性 
($. ЛЕС, Сия. КН, ШЛО ФАН. 
女性 は 、 プ ライ バシ ー 侵 害 の 概念 に 疎い 。 


(10) 


注意 诱 
引 指向 


女性 は 、 自 分 の 存在 を 、 周 囲 に アピ ー ル し て 、 他 者 に 気づか せる 。 女 性 は 
周囲 の 他 者 が 、 自 分 の こと を 助け 忘れ る こと を 防 ご うと する 。 女 性 は 、 自分 
に 対し て 、 他 者 の 注意 を 、 引 き 付 け よ うと する 。 女 性 は 、 他 者 に 対し て 、 自 
人 へ と 興味 を 、 集中 させ よう と する 。 女 性 は 、 ヒ ステ リー を 起こ す 。 女 性 
は 、 周 囲 の 視線 が 、 自 分 に 集まる よう に する 。 女 性 は 、 周 囲 の 気 を 引く こと 
を 好む 。 女 性 は 、 以 下 の こ と が 快感 で て ある 。「 周 囲 に 、 私 の こと を 見 られ る 
こと 。」。 女 性 は 、 化粧 や 服飾 に 対し て 強い 興味 を 示す 。 化粧 や 服飾 は 、 他 
人 の 視線 を 前 所 と し た 、 自 己 星 示 の 方 法 で ある 、 


(11) 


中 心 人 
物化 指 
向 


女性 は 、 以 下 の こ と を 目 指す 。「 周 囲 か ら 、 注 目 を 集め る こと 。 周 囲 か ら 、 
ちや ほや され る 、 対 人 関係 面 で の 、 中 心 人 物 と な る こと 。」。 女 性 は 、 そ う 
し た 人 物 を 、 勝 者 、 成 功 者 と 見 な す 。 


(12) 


评 
佰 、 其 
待 

へ の 
si 


女性 は 、 以 下 の こ と を 、 し きり に 気 に す る 。「 他 人 に 、 私 は 、 ど う 見 られ て 
いる か ? 他人 に 、 私 は 、 ど う 思 われ て いる か ?」。 女 性 は 、 周 囲 に よる 、 自 
分 に 向け られ る 視線 が 気 に な る 。 女 性 は 、 盛 ん に 恥ず か し が る 。 (女性 は 、 
日 本 の よう な 「 恥 の 文化 」 の 立役者 で ある 。 女 性 は 、「 恥 の 性 」 で ある )。 
女性 は 、 他 者 に 対し て 、 視 線 恐 怖 を 起こ し や すい 。 女 性 は 、 周 囲 に よる 、 自 
分 へ の 期待 に 敏感 で ある 。 女 性 は 、 周 囲 の 他 者 に 、 気 に 入ら れ よ うと する 。 
女性 は 、 周 囲 の 他 者 に 、 受 け 入 れ て も ら お うと す る 。 


(13) 


青 、| 女 性 は 、 物 事 や 他人 を 、 好 きか 嫌い か で 、 感 情 的 、 情 緒 的 に 捉え よう と す 
中 る 。 女 性 は 、 次 の どちら か し か で き な い 。「 対 象 と の 距離 を 、 近 づけ よう 


と する か 、 そ れ と も 、 遠 ざけ よう と する か 。」「 対 象 に 、 入 れ 揚げ よう と 
Tod. CHeb, Bhd, MIL IcT Sh. 1 (対象 へ の 心理 的 近 
о ЗЕ, АЗ, РАНЕН. КН, MS 

、 距 離 を 買い て 見 る こ と が で き な い 。 女性 は 、 人 や 物事 へ の 距離 感 が 欠如 
о 


a4) 


主観 、 


Е 
(РЕН 
视 


女性 は 、 客 観 的 、 科 学 的 な 論理 の 振り 回 し を 好ま ず 、 主 観 的 勘 に 基づい た 真 
観 的 弟 断 を 行う の を 好む 。 客観 的 、 科 学 的 視点 を 取る た め に は 、 他 者 と の 関 
係 で 、 冷 静 に 一 歩 引 く こ と が 必要 で ある 。 


(15) 


関係 粘 


女性 は 、 い っ た ん 自分 と つなが っ た 、 関 係 を 持っ た 相手 や 対象 に 、 い つま 
で も 、 し つこ く 、 付 きま と お うと する 。 (ネッ ト 掲 示 板 な ど ) 。 女性 は 、 
いっ た ん 始め た 会 話 を 、 話 題 を 変え て 、 い つま で も し つこ く 続 け よ うと す 
る 。 


oA3-2. 
女性 は 、 独 り で いる こと を 誤 ける 。 女 性 は 、 そ うし て 、 不 安 か ら 逃れ よう と する 。 そ れ 


心理 的 集合 、 密 集 、 一 体 化 ， 


は 、 


「 誰 も 、 


自分 を 助け て くれ な い 。」 と いう 不安 で ある 。 女 性 は 、 周 囲 の 他 者 と 近接 


する 。 そ うし て 、 女 性 は 、「 周 囲 の 皆 と 一 緒 に いる 」 と いう 一 体感 を 持つ こと が で き 
る 。 女 性 は 、 そ うし て 、 安 心 感 に 浸る こと が で きる 。 そ れ は 、 次 の よう な 、 安 心 感 で あ 


る 。「 自 分 は 、 独 り で は な い 。」。「 自 分 は 、 互 い に 困 っ た と き に 、 助 け て も ら え 

Be. ils 

(1) | 集団 主 女 性 は 、 集 団 を 維持 する こと 自体 を 好む 。 集 団 は 、 周 囲 の 他 者 と 物理 的 、 心 
義 理 的 に 近づい た 状態 で て ある 。 女 性 は 、 い つも 集団 で 行動 する こと を 好む 。 

女性 は 、 集 団 、 団 体 で まとまっ て いる こと が 好き で ある 。 女 性 は 、 ト イレ 
に 行く の に 、1 人 で は な く 、 複 数 人 で 連れ 立っ て 行く 。 女 性 は 、 食 事 を 仲良 
し グル ー プ で 、 固 まっ て 取る 。 女 性 は 、 集 団 か ら 外 れる こと を 恐れ る 。 

(2) 同調 、| 女 性 は 、 周 囲 で 流行 っ て いる こと を 、 自 分 も や ろう と する 。 女 性 は 、 周 囲 
迎合 指 о うる さく 、 細 か く チ ェ ッ ク し よう と する 。 女 性 は 、 
向 に 対し て 同調 性 が 強い 。 女 性 は 、 周 囲 の 動向 に 自分 が 付い て 行け な いこ 

女性 は 、 周 囲 の 動向 に 自分 を 合わ せる 。 女 性 は 、 с 
者 と 一 緒 、 一 体 化 し よう と する 。 女 性 は 、 周 囲 と の 調和 、 和 和合 を 保つ こと に 
КЕ. 

(3) Е HS, НОУ ЖИ. ЕАН. ОЖ 
向 は 、 男 性 より も 強い 。 

(4) |x 女性 は 、 周 囲 の 費 が 採用 する 、 多 数 派 、 主 流派 に 当たる 事物 の 方 を 、 自 分 も 
ジャ ー| 進 ん で 採用 し よう と する 。 女 性 は 、 多 数 派 に な ろう と する 。 女 性 は 、 そ う 
指向 。| し て 、 自 分 と 同じ 考え の 仲間 が 、 数 多く 存在 する こと を 好む 。 
多数 派 
追従 指 
向 。 

(5) |「 相 互 | 女 性 は 、 対 象 と の 距離 を より 近く 取 ろ うと する 。 女 性 は 、 И 体 、 融 
—Ж | 倉 化 を 指向 する 。 女 性 は 、 相 手 と の 一 体感 を 念 重 する 。 女 性 は 、「 愛 」 と い 
化 、 融 | う 言 葉 を 使う の が 好き で ある 。 女 性 は 、 
合 化 」| る 。 女 性 は 、 客 観 的 な 見 方 が で きず 、 非 科学 的 で ある 。 女 性 は 、 宗 教 、 迷 信 
指向 。| を 信じ や すい 。 女 性 は 、 対 象 を 自ら と 一 体 化 し 、 色 み 込 み 、 香 み 込 む 態 度 を 

一 体 取 りや すい 。 従 来 、 母 性 や 愛情 と 言わ れ て きた の が これ に 当たる 。 女 性 
感 の 重 | は 、 対 象 と な る も の を 受容 し 、 受 け 和 信 れ る こと に 長け て いる 。 女 性 は 、 心 
TT 抱き し め た いも の を 、「 か わい い 」 と 言っ 

て 好む 。 女 性 は 、 恋 人 と か と の ドロ ドロ し た 愛憎 関係 を 心 の 拭 で 好む 。 

(6) SCI GB SUES イデ ア を 、 自 分 も 真 ち に コピ ー し て 身 

指向 | に つけ よう と する 。 女 性 は 、 コ ピー する こと で 、 一 体感 を 相手 に 示 そ うと 
する 。 そ れ は 、 次 の よう な 、 一 体感 で ある 。「 私 も あな た と 同一 、 同質 に 
な っ た 。 私 は あな た に 追い つい た 。 私 と あな た は 、 一 緒 だ ね 。」。 女 性 
は 、 周 囲 の 流行 を 追 お うと する 。 女 性 は 、 周 囲 の 動向 を 、 安 走 に コピ ー す る 
こと に 忙し い 。 女性 は 、 大 元 の アイ デア を 考え 出し た 人 の オリ ジ ナ リティ 
に は 、 余 り 考 え が 及 ば な い 。 

(7) | 閉鎖 、| 女 性 は 、 閉 鎖 的 、 排 他 的 な 仲良 し グル ー プ を 形成 する 。 女 性 は 、 い つも 、 そ 
排他 指 eee - で いよ うと する 。 女性 は 、 閉 じ た 室 間 、 メ ン バ ー に 限定 され た 
向 中 で 、 い 続け よう と する 。 女 性 は 、 同 じ 仲 間 と 、 繰 り 返 し 、 息 の 詰まる よ 

うな 、 DD 
る 。 女 性 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。「 も し も 、 私 が 、 グ ルー プ に 、 よ そ 者 
を 入れ る と する 。 する と 、 そ こ で は 、 今 まで 私 が 仲間 と 作り 上 げ て きた 、 
「 親 密 な 雰囲気 」 が 失わ れる 。」 


(8) 


相対 評 
価 指向 


女性 は 、 自 分 の 評価 を 、 周 囲 の 仲間 と 序列 づけ て 比較 する 形 で 行う 。 女性 


は 、 閉 じ た 集 団 、 仲 間 の 中 で 自分 が 何 番 目 に いる か 、 と いう こと に うる さ 
い 。 も し も 、 一 緒 に 同席 し て いる 女性 集団 の 中 で 、 一 人 が ほめ られ る と す 
る 。 そ うな る と 、 他 の 同性 の 仲間 は 、 自 分 が より 低く 扱わ れ た と し て 、 機 
嫌 を 損なう 。 女 性 に お いて 、 も し も 、 他 者 が 自分 より ちや ほや され 、 優 時 
され た と する 。 女 性 は 、 そ の 他 者 を 、 ラ イ バ ル 視 す る 。 女 性 は 、 そ の 他 者 
の 足 を 引っ 張る 。 女 性 は 、 自 分 の 方 が 格 上 で ある こと を 示 そ うと し て 、 そ 
の 他 者 に 対し て 、 競 争 心 を 燃やす 。 


(| 


evils, МОИ. HIS. 上 各 之 办 自由 蒋 争 太行 5 二 之 。 区 0 二 之 


< ZUOHICKSERREDECT. Жо, ВСЯ Жи» 
が 芽生 える こと 。 そ の こと で 、 互 い の 仲 の 良さ 、 一 体感 、 調和 、 協 調 が 崩れ 
る こと 。」。 女 性 は 、 競 争 を 好ま な い 。 (EMRE. ) . 5. МТО 
こと を 求め る 。「 な る べく 、 相 互 の 間 に 格 差 が 生ま れ な いこ と 。 相 互 が 、 

横並び 、 平 等 に な る こと 。」。 女 性 は 、 護 送 船 団 、 談 合 方 式 の 規制 を か け よ 
うと する 。 女 性 は 、 突 出 者 の 足 を 引っ 張っ て 、 旨 と 平等 の 状態 に 戻 そ うと す 


る 。 女 性 は 、 次 の こと わざ を 、 和 実践 する 。「 出 る 杭 は 、 打 た れる 。」。 


0 


ソフ 
ト な 感 
触 へ の 
指向 。 
KTH 
向 。 


女性 は 、 互 い に 近 接し て 存在 する と き に 、 相 互 に ぶつ か っ て も 心地 よい 感 
触 を 保てる よう に する 。 女 性 は 、 人 当たり を ソフ ト 、 楽 ら か に する 。 女 性 
は 、 肌 に ソフ ト な 柔らか い 感 触 を も た ら す 、 ぬ ぬいぐるみ な ど を 好む 。 女 性 
は 、 一 見 憎い 。 し か し 、 女 性 は 、 次 の 強 さ を 持つ 。「 柔 ら か く 、 し な や か 
で 、 力 が 加わ っ て も 折れ な いこ と 。」。 


(11) 


所 属 指 
向 


女性 は 、 ど こ か の グル ー プ に 必ず 所 属し よう と する 。 女 性 は 、 次 の こと 
を 、 何 より も 恐れ る 。「 ど この グル ー プ に も 和信 れ て も ら え ず 、 久 立 無援 の 
状態 に 陥る こと 。」。 女 性 は 、 自 分 が 所 属す る 集団 の 格付 け を 、 盛 ん に 気 に 
FS. (例え ば 、 学 校 、 会 社 な ど 。) 


(12) 


女性 は 、 自 分 が 所 属す る グル ー プ 内 の 仲の 良さ 、 和 合 、 結 束 の 強 さ を 、 対 外 
的 に アピ ー ル し た が る 。 女 性 は 、 互 い の 持ち 物 を 、 揃 える 。 


(13) 


女性 は 、 グ ルー プ 内 の 不満 を 、 グ ルー プ 外 に 表面 化 、 表 沙汰 に し な い 。 女 性 
は 、 グ ルー プ が 、 表 面 上 は うま く 行 っ て いる よう に 、 取 り 繕 う 。 女 性 は 、 
紳 が 仲 展 し で ある こと を 強調 する 。 女 性 は 、 裏 で 、 陰 口 を 叩い た り 、 悪 口 を 
育 っ た りす る 。 女 性 は 、 周 囲 の 目 に 触れ な いと ころ で 、 不 満 の 制 け 口 と な 
る 、 ス ケー プ ゴ ー ト を 作る 。 女 性 は 、 そ の 人 を 、 み ん な で 寄っ て た か っ 
て 、 い じ め る 。 


(14) 


排除 回 
避 指 向 


女性 は 、 自 分 が 所 属す る グル ー プ か ら 排 除 さ れ て 、 仲 間 外 れ に な ら な いよ 
うに 気 を 遣う 。 女 性 は 、 グ ルー プ の 主流 洲 に 、 お ベ べ っ か を 使う 。 女 性 は 、 
スケ ー プ ゴー ト の 悪口 を 、 一 緒 に な っ て 育 う 。 


(15) 


突出 者 
排除 指 
向 


女性 は 、 所 属す る 集団 の 中 で 、 「 限度 を 超え て 突出 し た 者 。 個 性 が 強 す ぎる 


者 。」 を 、「 そ の 場 の 調和 、 和 合 、 一 体感 を 乱す 者 。」 と し て 非 難し 、 集 団 
か ら 追 い 出 す 。 


(16) 


護送 般 
团 指向 


女性 は 、 自 己 保 身 の た め に 、 互 いし に まとまっ て 、 船 団 の よう な 集団 を 作ろ 
うと する 。 


(17) 


和 合 、 
调和 指 
向 


女性 は 、 互 い に 和 合 す る 。 女 性 は 、 相 互 の 一 体感 、 調 和 を 強調 する 。 女 性 
は 、 相 互 に 馴れ 合っ た 状態 を 、 持 続 さ せよ うと する 。 


(18) |S СМЕХ, 互い の 歩み を 横並び に 揃え て 、 グ ルー プ を 維持 する 。 女 性 は 、 そ 
和 争 の 回 | うし て 、 自 由 な 競争 を 、 回 性 し よう と する 。 


oA 3 - 3 . 【注意 OO 近视 性 。 表 面 的 泵 注意 。 注 意 0) 末 梢 性 。， 

НЗ. М9 SRKRA, НВ) ORORELRAC, ВЕ RPA 
る 。 

女性 は 、 も の の 見 方 が 近視 眼 的 で ある 。 女 性 は 、 以 下 の と こ i 

「 念 いる と ころ か ら 近 距離 の 空間 。 今 いる と ころ か ら 短 時 間 で 手 が 届 く 範囲 。」。 女 性 
ви и し か し 、 女 性 は 、 АННАН, ( 近 
距離 指向 。 短 時 間 指 向 。) . MES, MBOMDUCIA, HARGREORTY hor 
eee ee a 
な ど 。 (詳細 、 細 密 指 向 。) 。 女 性 は 、 大 局 的 な 視点 に 欠け る 。 (末梢 、 末 端 指向 。 ) 
女性 は 、 も の ご と の 本 質 を 追わ ず 、 枝 葉 末 節 の 飾り に こだわ る (装饰 重视 指向 ) 。 女 性 
は 、 身 の 回 り の 上 品 を 購入 する 場合 、 そ の 品物 の 持つ 機能 に つい て は 、 関 心 が 薄 い 。 ( 例 
えば 、 品 物 が 、 自 分 に よる 環境 へ の 適応 に どう 役立つ か な ど 。) 女性 は 、 そ の 品物 に 
どん な 飾り が 付い て て いる か 、 見 数 え は どう か に 関心 が 行く 。 (例え ば 、 品 物 の 、 フ ァ 
ショ ン 、 デ ザイ ン な ど 。) (機能 軽視 指向 。) 。 女 性 は 、 も の の 見 方 が 近 め 、 浅 め 、 表 
面 的 で ある 。 (思考 の 奥行 き の 欠 如 ) 

女性 は 、 自 分 の 身辺 の 狭い 、 薄い 範囲 に 注意 が 集中 する 。 女性 は 、 身 の 回 り の 、 ち ょ っ 
と し た 雰囲気 の 変化 に 、 NN 女性 は 、 身 辺 の 状況 変化 を 感じ 取る 、 皮 膚 感覚 に 
優れ る 。 (身辺 敏感 指向 。 


oA3-4.「 ス ケー ル の 小さ さ ( 限 定 分 布 性 )」 

安全 が 確保 され る 侍 域 は 、 そ う で な い 侍 域 に 比べ て 、 小 さく 、 限 定 さ れ て いる 。 そ の 中 
で の 自己 実現 の スケ ー ル は 、 自 ず と 小さ く 、 ち まち ま と し た も の と な る 。 女 性 は 、 そ う 
し た 安全 付 域 に いる の を 好む 。 

女性 は 、 安全 性 が 確保 され た 狭い 領域 内 に 、 自 ら 限 定 し て 分 布 し よう と する 。 女 性 は 、 
A EE 
し よう と する 。「 自 己 実 現 を する こと 。 成 果 を 出す こと 。」。 女 性 は 、 安 全 枠 内 に 囚 わ 
れ た 形 で 物事 を 考え る 。 女 性 は 、 自 身 が 生み 出す 成果 、 生産 物 が 、 以下 の も の に な る 。 
「 ス ケー ル が 小さ いも の 。 寺 大 さ に 欠け る も の 。 繊 細 な も の 。」。 女 性 は 、「 か わい 
い 」 も の を 好む 。 そ れ は 、 小 ぶり で 、 ス ケー ル が こじ ん まり と 小さ くま と まっ た も の で 
ある 。 (か わい さ 指 向 ) 

女性 は 、 巨 大 組織 に は あま り 興 味 が な い 。 女 性 は 、 範 囲 の 狭い 、 こ じん まり と し た 、 
アッ ト ホ ー ム な 集団 、 な いし 縁故 ネッ トワ ー ク を 好む 。 女 性 は 、 そ の 中 で 、 主 導 権 、 支 
配 力 を 握る こと を 指向 する 。 (例え ば 、 小 さ な 会 社 や 、NPO。) 


〇 A 4 . 自 伤 回避 指向 
女性 は 、 貴 重 品 と し て の 自分 が 、 外 的 な 力 で 傷 付 く こと を 、 恐 れ 、 回 放し よう と する 。 


(ПХ | 女性 は 、 相 手 と ぶつ か る こと で 、 自 分 に 傷 が 付い た りや 割れ が で きた りす る こ 
回 避 | と を 、 席 け よ うと する 。 
指向 


静 的 
指向 


4. PAIR BC о. RMS. CIUT. НИ OA 
た 際 に 、 大 き な 傷 を 負わ な いよ うに する 。 女 性 は 、 静 か に じっと し て いる こと 
を 好む 。 女 性 は 、 ゆ っ くり と 慎重 に 動 こ うと する 。 女 性 は 、 落 ち 着 いた 、 丁 寧 
ty, ЖАК ИЗЪ. 


(3) 


繊細 
指向 


女性 は 、 自 分 の こと を 、 繊 細 で 傷つき や すい 存在 と 捉え る 。 女 性 は 、 自 分 に 傷 
が 付か な いよ うに 、 大 切 に 気 を 配る 。 女 性 は 、 が さ つ な 行動 を 忌 民 す る 。 女 性 
($. H< ARDS. DMC. ЯНЬ. (BAIL. RMD Sy AHERIC ES. KH 
(+5. FVIFROMS. ) 


(4) 


非 破 
壊 、 
共存 
指向 


女性 は 、 次 の こと を 、 し よう と し な い 。「 相 手 を 破壊 する こと 。 相 手 を 割る こ 
と 。」。 女 性 は 、 相 手 を 、 あ り の まま の 形 で 受け 和信 れ 、 共 存 し よう と する 。 


В. 


A 


Ех ORT 


Beeld, ERBACHS. Blt, “FSH У КОЖ, PHO. 1 CHS. 


S44. СОЯ. Ва & WEIL. BRBANBC. EXO. 


OB1 . 
男性 は 、 女 性 や 、 そ の 他 の 重要 人 物 の こと を 、 大 事 、 大 切 に 扱い 、 守 ろう と する 。 男 性 
は 、 そ の た め に 、 自 分 が 粗末 な 扱い を 受け て も 構わ な いと 考え る 。 (例え ば 、 命 を 落と 


自己) 非 贵 重视 ， 


す 、 人 怪我 を する な ど 。) 

(ПБ | 男性 は 、 以 下 の 存 在 を 守る こと を 、 根 源 的 に 望む 。「 周 囲 の 、 足 重 な 存 在 と し 
衛 、| て 、 守 られ る 、 助 けら れる べき 立場 の 人 物 。」。 (例え ば 、 女 性 、VIP、 子 供 な 
保護 | ど 。) 
指向 

(2②)| 痢 高 | 男性 は 、 自 ら を 粗末 な 存在 と 見 な し 、 高 ぶら な い 。 男 性 は 、 気 さく で ある 。 
sig 
向 

G) 下 品 | 男 性 は 、 自 ら の 品位 の 高 さ を さほど 気 に し な い 。 男 性 は 、 下 品 で も 構わ な いと 
容認 する 。 
指向 

(④⑨ | 無礼 男性 は 、 自分 に 対す る 礼儀 が 守ら れる か どう か を さほど 気 に し な い 。 男 性 は 、 
容認 | 互い の 態度 が 多少 無礼 で も 構わ な いと する 。 

ЗЕЯ 

(3)| 強 | 男性 は 、 自 分 が 社会 の 中 で 守衛 、 防 衛 、 保 護 者 と し て 役立つ こと を アピ ー ル す 
が | る 。 男 性 は 、 例 え 、 社 会 的 に 、 女 性 より 弱者 の 立場 に いて も 、 女 性 より も 強い 
| | 振り を する ( 強 が る )。 (例え ば 、 定 住 生活 様 式 優 位 社 会 に お ける 男性 な ど ) 。 
指向 | 男性 は 、 自 分 の こと を 強者 、 支 配 者 と し て 扱っ て も らい た が る 。 


@B 2 . “安全 提供 指向 ) 

Ве, 自分 より 足 重 な 存在 の 身 の 安全 を 守る こと に 心 を 砕く 。 男 性 は 、 そ の た め に 危 
анусом. (危险 直面 、 对 峙 指向 ) 。 В ХМАЩИУ. ЖЖ 
に 立ち 向かっ て いこ うと する 。 (失败 直面 、 对 峙 指向 ) 。 


oB2-1.「 リ スク 、 危 険 、 未 知 指 向 」 

男性 は 、 ど ん な 危険 や 失敗 が 待ち か まえ て いる か 知れ な い 、 未 知 の 対象 や 状況 を 解明 し 
よう と する 。 男 性 は 、 自 分 自身 を 、 実 験 合 上 の モル モッ ト と 見 な し て 、 そ れ に 、 積 極 的 
に 挑 も うと する 。 男 性 は 、 そ うし て 失敗 を 線 り 返す 。 男 性 は 、 以 下 の 可 能 性 を 、 よ り 高 
め よ うと する 。「 守 ろう と する 存在 が 、 生 存 で きる 可能 性 。」。 男性 は 、 そ の た め の 工 
夫 や 方 策 を 見 出す 。 

男性 は 、 未 知 の 分 野 で 業 病 を あげ る こと に 長け て いる 。 そ れ は 、 す で に 安全 性 が 確認 さ 
れ て いる 前 例 か ら 外 れ た 、 今 まで 誰 も 入っ た こと の な い 分 野 で ある 。 男 性 は 、 次 の 令 

域 、 空 間 を 探検 する の を 好む 。 そ れ は 、 誰 も 入っ た こと の な い 、 未 知 の 、 ど ん な 危険 が 
待ち 構え て いる か も 知れ な い 領 域 、 空 間 で ある 。 (探検 指向 。) 。 男 性 は 、 失 敗 を 恐れ 
ず 置 険 、 挑戦 する の を 好む 。 (冒険 、 挑 戦 指向 ) В. МЕРАХ ДЭН 
性 を 重んじ る 。 (独创 指向 。) 。 男 性 は 、 前 例 を よく 知っ て いる 先輩 と 、 そ う で な い 後 
COMIC. 支配 、 従 属 関 係 や 、 上 下関 係 が 緩い 。 男 性 は 、 年 少 者 で も 、 独 創 的 な 成果 
を あげ た 者 は 、 上 位 者 扱い する 。 (年 功 序列 の 弱 さ 。) 。 

男性 は 、 新 た な 物事 を 行う た め 前 進 す る の に 、 一 番手 に な る こと を 参 わ な い 。 一 番手 

は 、 ま と も に 風 を 食らう ハー ド な 環境 と な る 。 (パイ オニ ア 指 向 。) 。 

男性 は 、 現 在 の 環境 か ら の 変化 を 好む 。 (例え ば 、 現 在 の 地位 や 所 属 を 捨て て 、 新 し い 
環境 へ と 冒険 する こと な ど 。) 。 男 性 は 、 絶 え ず 新天地 を 求め る 。 男 性 は 、 そ こそ こ 打 
心地 よい 現状 に つい て も 、 積 極 的 に 変革 し て いこ うと する 。 (変革 指向 。) 。 

男性 は 、 未 知 の 侍 域 、 分 野 に 進ん で 入る 。 男 性 は 、 そ うし て 、 新 し い 知 見 を 真っ 先 に 得 
る こと が で きる 。 男 性 は 、 よ り 先 進 的 な 文化 、 技 術 を 持つ こと が で きる 。 (女性 は 、 そ 
こ に は 、 進 ん で 和信 ろう と し な い 。) (文化 的 先進 性 。) 。 

男性 は 、 自 分 自身 の 生き た 証 を 、 以 下 の 形 で 残す 。「 独 力 で 切り 開い た 、 独 創 的 な 成 

果 。」。 そ れ は 、 社 会 に 広め る べき 、 自 分 自身 の コピ ー で ある 。 


oB2-2. 'MEBARIB(ETSIF 4 

男性 は 、 権 威 筋 の 他 者 に よっ て 、 自 分 を 守っ て も ら う こと を 好ま な い 。 男 性 は 、 自 分 の 
身 は 自分 で 守 ろ うと する 。 (自己 防衛 指向 。) 。 

男性 は 、 以 下 の こ と を 好ま な い 。「 自 己 保 身 の た め に 、 権 威 者 の 後 を 追 蛋 する こ 

と 。」。 男 性 は 、 権 威 に 反逆 する 。 男 性 は 、 権 威 筋 と は 別 の 独自 の 道 を 歩も うと する 。 
男性 は 、 相 手 に 権威 の ある な し で 、 相 手 の 評価 を 変え る こと を し な い 。 男 性 は 、 相 手 が 
権威 者 か どう か に 影響 され な い 。 男 性 は 、 公 平 、 客 観 的 な 評価 を 、 相 手 に 対し て 下 そ う 
と する 。 ( 椎 威信 户 OD) 非 影响 性 。) 。 男 性 は 、 権 威 者 の 後ろ 橋 の な い 、 無 名 の 新人 で 
$. オオ 能 が あれ ば 、 積 極 的 に 評価 する 。 (無名 者 評価 指向 。) 。 


oB 2 - 3 . ГЕНУЯ, 

男性 は 、 失 敗 し た と き に 、 責 任 を 積極 的 に 取る 。 男性 は 、 責 任 を 取る こと で 、 危 ない 目 
に 真 面 す る こと を 大 わ な い 。 男 性 は 、 自 分 自身 が 、 社 会 的 生物 を 断 た れる こと を 万 わな 
い 。 (例え ば 、 組 織 内 で の 地位 や 、 社 会 的 な 評 弟 を 失う こと な ど 。) В. BAAS 
任 を 取る こと で 、 周 囲 の 守る べき 他 者 に 責任 が 及ば な いよ うに する 。 男 性 は 、 そ うし 
て 、 そ の 他 者 を 、 守 ろう と する 。 


| 


(DER | 男性 は 、 失 敗 し た と き 、 自 分 か ら 進 ん て 南 任 を 取る 。 男 性 は 、 南 任 転 迷 を し 
得 指向 | な い 。 男 性 は 、 責 任 は 一 人 で 取る 。 ны AIBC OBB ALK 
と は し な い 。 (責任 単独 取得 指向 。 


(② | 能動 指 | 男性 は 、 自 ら 進 ん で 行動 を 起こ す 。 は 、 取 っ た 行動 に 対し て 、 よ り 大 き 
mK | な 責任 が 生じ て し まう こと を 、 恐 れ な い 。 男 性 は 、 失 敗 覚 悟 で 、 積 極 的 に 攻 
め ) | め る 。 


(3)| 高 地位 | 男性 は 、 大 き в 、 役 職 に 進ん で つこ う 
RULE | と する 。 男 性 は 、 責 任 者 に な ろう と する 。 男 性 ( 「 副 」 責任 者 で は な く 、 
向 「 主 」 責任 者 に な ろう と する 。 


(④⑨ | 直接 、 | 男性 は 、 以 下 の こ と を 、 あ えて 受容 する 。 「 走 接 的 で 明快 な 態度 を 取る こと 
明快 指 | で 、 取 っ た 行動 に 対す る 責任 が 、 よ り 明 ら か に な っ て し まう こと 。」。 男 性 
向 は 、 以 下 の メ リッ ト を 、 以 下 の デ メリ ッ ト よ り も 、 coe FER Be 
化 、 明 確 化 する こと で 得 ら れる 、 業 務 効 率 化 の メリ ッ 。「 失 敗 時 に 、 
責任 を 追及 され る 矛先 と な っ て し まう 、 デ メリ ッ ト 。 


(3)| 自 己 決 | 男性 は 、 自 分 で 自分 の 次 来 を 決め よう と する 。 周 団 の 他 者 頼み に し 
定 指向 | な い 。 男 性 は 、 い ざ 失 敗 し た ら 、 決 め た 自分 の 責任 と な っ て し まう 。 男 性 
は 、 そ れ で も 構わ な いと する 。 


(БАТ. | 男性 は 、 自 ら 進 ん で 決断 し よう と する 。 男 性 は 、 決断 の 時 期 を 積極 的 に 早め 
即決 指 { 725395. Я, — と を 受 ( ae 「 決 断 す る こと で 、 決 断 結 
向 果 へ の 責任 が 生じ る こと 。」。 男 性 は 、 生 じ る 責任 に 、 真 正面 か ら 対 処 、 対 
АША. 


(| 支配 の | 男性 は 、 自 ら 公 式 に 、 社 会 の 支配 者 で ある こと を 、 和 積極 的 に 認め る 。 
公式 性 | は 、 以 下 の 発生 を 、 受 け 入 れる 。 支配 し て いる こと へ の 結果 責任 。 


(ВЕНА | 男性 は 、 互 い の 能 力 面 で の 優劣 を は っ きり させ よう と 、 互 い ( =. 男 
確 化 ( 闘 | 性 は 、 勝 っ た 方 が 、 負 けた 方 を 手下 、 道 具 と し て こき 使う こと を 許容 する 。 
争 、 敗 
者 の 道 
具 化 ) 指 
向 


⑳) | 支配 、 | 男性 は 、 自 分 の 持つ 、 対 象 を 制御 、 支 配 す る 、 高 い 能 力 を 、 周 囲 に 誇示 、 自 
制御 能 WELK VETS. (例え ば 、 他 人 を 打ち 負かす 、 他 人 を 寄せ つけ な い 、 高 い 
力 誇 示 | 能力 。 物 体 、 道 具 、 人 物 な ど を 制御 、 支 配 す る 能力 。) も し も 、 男 性 が 、 他 
指向 | 人 に 、 自 分 が そう し た 能力 が な いと 疑わ れる 、 と する 。 す る と 、 男 性 は 
ライ ド を 傷つけ られ る 。 


oB 2 - 4 .「 低 不安 性 」 

男性 は 、 自 分 の 周囲 に 存在 する 、 人 危険 の 可能 性 に 対し て 、 心 の 準備 が で き て いる 。 男 性 
は 、 そ れ に 、 積 極 的 に 立ち 向かっ て いこ うと する 。 和 男性 は 、 危 険 に 対し て 、 怖 が っ た 
り 、 騰 病 な 態度 を 取っ た り し な い 。 和 男性 は 、 自 身 の 安 全 確 保 に 対す る 確信 を 持ち や す 
い 。 男 性 は 、 自 分 の 身 は 自分 で 守 ろ うと する 。 


oB2-5 .「 外 部 指向 」 

男性 は 、 外 部 環境 に 真 接客 出す る 、 表 面 領域 に 出 よ うと する 。 

男性 は 、 生 存 の た め の よ り よ い 和 人 条件 を 、 自 分 より 大 切 、 足 重 な 他 者 に 譲る こと を 指向 す 
る 。 男 性 は 、 昔 酷 な 外部 環境 に 芽 接 さら され る こと を 、 あ えて 受け 和信 れる (МА, ® 
た い 外 の 風 な ど 。) “( 苛 酷 环 境 受 容 指向 。) 。 男 性 は 、 青 、 水 色 の よう な 寒色 を 好む 。 


男性 は 、 環 境 の 冷た さ 、 風 当たり の 強 さ を 、 受 容 し 、 面 えよ うと する 。 
男性 は 、 表 面 に 、 積 極 的 に 進ん で 出 よ う 、 品 出し よう と する 。 表 面 は 、 外 部 の 、 見 知ら 
ぬ 、 人 危険 か も し れ な いよ そ 者 、 外 敵 と 真 接 向 き 合 う 必 要 の ある 環境 で ある 。 (例え ば 、 
自己 の 属す る 家族 、 組 織 な ど 。) (表面 露出 指向 ) 。 男 性 は 、 代 表 に な る こと を 、 進 ん 
で 引き 受け よう と する 。 代 表 は 、 組 織 の 顔 と し て 、 外 部 に 真 接 暑 出す る 立場 で ある 。 
(例え ば 、 自 己 の 属す る 家族 、 組 織 な ど 。) (代表 役割 引受 指向 。) 


男性 は 、 戦争 や ビジ ネス 戦線 と か で 、 銃 弾 の 飛び 交 う 危険 な 前 線 に 真 接 出 る 。 男 性 は 
命 を 惜しま ず 体 を 張っ て 、 敵 と 戦闘 を 交え る 役目 を 果たそ うと する 。 (ВАН 
向 。) 。 


OB 3 . 心理 的 分 離 」 
男性 は 、 互い に 心理 的 に 、 バ ラバ ラ に 分 散 し 、 自 立 し よう と する 。 


oB 3-1. "SRAM. (以下 を 指向 する こと 。 物 質 。 物体 。 メ カニ ズム 。) 。 コ 
男性 は 、 普段 は 、 互 い に 自 立 性 を 保つ 。 男 性 は 、 で きる だ け 他 人 の 助け を 借り ず に 、 一 
人 で 生き て 行け る よう に する 。 


(1) Ули i в 
指向 。 | し て 道具 視 す る こと 。」。 男 性 は 、 人 間 関 係 や 他人 を 、「 何 か 、 物 事 を 実 
(道具 申す る た め の ツ ー ル 、 道具 」 と し て 捉え る 。 男 性 は 、 人 問 自体 に は 、 あ 
へ の 指 | まり 興味 が な い 。 男 性 は 、 人 間 と は か け 離 れ た 、 機 械 的 な メカ や 、 岩 石 の 
Е м 从 C (CBD eH. В, ЛЕВИ -ИЬС и 
関係 の = 男性 は 、 一 人 孤立 し た まま い 続 ける こと が 、 さ ほど 困難 で は な 
手段 視 。 | い 。 男 性 は 、 т. 以下 の 場合 の み 、 人 「 生 存 に 役 立 
и о 


Q 


— 


ABR | 男性 は 、 互 いし に ベタ ベタ くっ つき 合う こと を 好ま な い 。 男 性 は 、 人 間 関 係 
HA, SE | が 、 淡 白 、 あ っ さり し て いる 。 男 性 は 、 人 間 関 係 が 、 ドラ イ で ある 。 有 男性 
タッ チ | は 、 互 い に 、 周 囲 の 他人 に 、 心理 的 に むやみ に 近づこ うと し な い 。 男 性 

指向 は 、 他 人 と 、 一 定 の 距離 を 四 く 。 男 性 は 、 そ うし て 、 互 い の 独 自 領域 や 、 

互い の 心理 的 な 細 張 り を 、 侵 犯し な いよ うに する 。 男 性 は 、 同 性 の 友人 同 
EC. AUMCMAHNA IL & a. HITS. 


(3) | プラ イ | 男性 は 、 自 分 の プラ イバシー を 確保 する 、 守 る こと に 熱心 で ある 。 そ れ 

バシ ー 他 者 の 侵入 を 許さ な い 独 自 領域 で ある 。 男 性 は 、 A 

指向 。 男 性 は 、 自 分 個人 の こと は 、 自 分 の 心 の 内 側 に ある 独自 領域 に 、 

まっ て # こ うと する 。 男 性 は 、 個 室 に いる の を 好む 。 そ こ て では 、 
、 自 分 が 今 何 を し て いる か 、 相 手 か ら は 見 えな い 。 


(④ | コミ ュ Е 互い の 自立 性 を 確保 する 。 男 性 は 、 他 者 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン 
合作 = 必要 以上 に 取 ろ うと し な い 。 男 性 は 、 他 者 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン 
ショ ン 、 用 件 解決 の 手段 化 、 道 具 化 し て いる 。 男 性 は 、 用 件 が 済ん だ ら 、 さ っ 
の 手段 OT (コミ ュ ニ ケー ショ ン の 手段 視 。) 

化 


(5) 自立 指向 | 男性 は 、 周 囲 の 他 者 と 心理 的 に 離れ よう と する 。 男 性 は 、 相 互 に 独立 し 、 
自立 し よう と する 。 男 性 は 、 他 者 の 力 を 借り ず に 、 独 力 で 生活 し て 行く こ 


と が 、 自 然 に で きる 。 


— 


(6) | 個人 独立 男性 は 、 中 央 官庁 や 大 企業 の よう な 、 大 き な 集 団 に 所 属す る こと に 必ず し 
指向 Нд. В, Г, СКАЛ. BAIT. в 
人 て で 独立 し た 業務 を こなす コン サル タン ト や 、 ベ ンチ ャ ー ビ ジ ネス の 起 
業 家 な ど 。 男 性 は 、 自 分 の 後ろ 植 と な っ て くれ る 組織 を 、 必 ず し も 求め な 
UL, 
(7) VESSEABIAMt, НОННА Х>, BAO ITE AAR!) (IC. ФЛ 
引 指向 男性 は 、 他 者 に 対し て 、 自 分 へ と 興味 が あま り 集 中 し な いよ う 
に する 。 男性 は 、 以 下 の こ と を 、 о 「 周 囲 の 視線 が 集まる よう 
、 周 囲 の 気 を 引く こと 。」。 男 性 は 、 化 粧 や 服飾 に 対す る 関心 が 薄い 。 
A ye Se 
(8) | 評価 、 期 男性 は 、 自 分 が 構築 し た 独自 の 世界 の 中 へ と 、 興 味 が 集中 し て し まう 。 男 
待 鈍 感性 性 は 、 周 囲 の 自分 へ の 期待 に 対す る 伯 感 さ に 欠け る 。 男 性 は 、 他 人 に 自分 
が どう 見 られ て いる か 、 я УС. В, 
囲 の 自分 に 向け られ る 視線 が 気 に な ら な い 。 男 性 は 、 周 囲 の 他 者 に 気 に 入 
られ よう 、 受 け 和 信 れ て も ら お うと する 気 が 薄 い 。 

a NG OG 
$. 客観 的 、 ド ライ に 麟 断 し よう と する 。 男 性 は 、 公 平 、 中 立 に 物事 を 距 
BE НЯ ИЗ. ВЦ, о 

(10) 自 力 制 | 男性 は 、 対 象 を 完全 に 自分 一 人 の 力 て 制御 、 支 配 で きる 人 間 に な る こと を 

御 、 支 配 目 指す 。 そ の 対象 は 、 扱 うこ と 、 勝 つこ と 、 支配 する こと が 難し い 。 対 象 
指向 は 、 物 体 、 道 具 、 人 物 で ある 。 

oB 3 - 2 .心理 的 分 散 ， 

AM(t, BAROAORS, TRAM. BOOMER! &HOSC 让 《 取 召 。 男 性 (天 、 艾 5 

LT, Buc, ЖЕНА, BR) А 901,13 CTS. 

(1) | 個人 主義 | 男性 は 、 周 囲 の 他 者 と 物理 的 、 心 理 的 に 離れ た 状態 を 好む 。 男 性 は 、 о 
で バラ バラ に 動き 回 れる 状態 を 好む 。 男 性 は 、 単 独 行動 を 好む 。 男 性 
и 
一 人 に な る こと を 、 さ ほど 気 に し な い 。 

Oe A SN a CN 

向 係 に 、 独 自 に 興味 ある 分 野 の 探求 を する こと 。」。 男性 は 、 周 囲 の 服装 な 
どの 流行 に 、 女 性 に 比べ て 、 疎 い 。 男 性 は 、 НЯ 同调 性 办 弱 
い 。 男 性 は 、 周 囲 の 動向 に 、 自 分 を 合わ せよ うと し な い 。 男 性 は 、 自 分 を 
周囲 の 他 者 と は 別物 、 独 自 の 存在 と し て 扱 お うと する 。 男 性 は 、 周 囲 と 不 
調和 に な っ て も 構わ な いと する 。 

(3) | 広域 分 散 | 男 性 は 、 周 囲 の 他 者 か ら は 、 大 きく 距離 を 取る 。 男 性 は 、 互 い に 広 い 面 積 

指向 に 分 散 し て 存在 する 。 男 性 は 、 そ うし て 、 自 分 の 独自 領域 、 縄 張り が 、 な 
る べく 大 きく な る の を 好む 。 男 性 は 、 密 集 状 態 を 嫌う 。 そ れ は 、 周 囲 の 他 
者 と 一 緒 に 、 狭 い 空間 内 に いる こと で ある 。 

(4) | マイ 男性 は 、 周 囲 の 人 々 が 心理 的 に 密集 し て いる 多数 派 よ り も 、 人 の まばら な 

ナー 指 | 少数 派 を 指向 する 。 

向 。 ( 少 

数 派 指 

向 。) 。 


[一 一 -| 


(5) | 相互 分 | 男性 は 、 対 象 と の 距離 を 一 定 以 上 取 ろ うと する 。 有 男性 は 、 対 象 と の 分 離 を 
施 、 切 断 | 指 向 す る 。 男 性 は 、 相 手 と 必要 以上 の 一 体 、 融 合 感 を 持つ こと を 嫌う 。 男 
指向 性 は 、 対 象 と の 関係 を 切断 し よう と する 。 男 性 は 、 物 事 に 対し て 客観 的 な 

見 方 を し 、 科 学 的 で ある 。 男 性 は 、 宗 教 、 迷 信 を 信じ な い 。 男 性 は 、 以 下 
の こ I 「 対 象 と な る も の を 、 自 分 か ら 離 し て 、 客 観 的 に 見 
つめ る こと 。 

(6) [オリジ | 男性 は 、 CE EE 男性 は 、 自 分 オリ ジ 
ナル 指し に ナル の アイ デア の 創出 を 大 切 に する 。 男 性 は 、 他 人 が 発明 し た 優れ た ア 
向 oe その まま 無 条件 に 真 ち に 自分 自身 べく と コピ ー し よう と は し な 

。 男性 は 、 独 自 に 別 の アイ デア を 考え 出せ な いか 、 工 夫 し よう と す 

男性 は 、 自 分 ば か り で な く 、 他 人 の アイ デア に つい て も 、 そ の オリ 
ジ ナ リティ を 尊重 する 。 

(7) | 開放 指向 | 男性 は 、 形 成す る グル ー プ が 外部 に 向かっ て 開い て いる 。 男 性 の グル ー プ 
は 、 よ そ 者 も 能力 や 適性 を 認め られ れ ば 、 い つ で も 自由 に その グル ー プ 
に 加入 で きる 。 男 性 の グル ー プ は 、 メ ン バ ー が 、 必 要 に 応じ て 、 外 部 と 容 
易 に 入れ 替わる 。 男 性 の グル ー プ は 、 何 か 目標 を 達成 する た め の あ くま 
で 手段 で ある 。 男 性 の グル ー プ は 、 目 標 が 達成 され た ら 、 解 散 す る 。 男 性 
は 、 グ ルー プ 成 員 同 士 の 付き 合い が 、 自 己 目 的 化し な い 。 

(8) | 絶対 評価 | 男性 は 、 自 分 の 評価 を 、 周 囲 の 仲間 と 比較 せ ず 、 グ ロー バル で 対 的 な 基 

指向 準 を 用 いて 行う 。 男 性 は 、 自 分 が 取っ た 点数 その も の に 関心 が 行く AYE 
は 、 そ の 点数 が 、 自 分 の 所 属 集団 の 成績 分 布 の 中 の どの 位 四 に 当たる か 、 
と いう こと に は あま り 関 心 が な い 。 男 性 は 、 以 下 の よ うに 、 考 える 。 
「 も し も 、 一 緒 に 同席 し て いる 集団 の 中 で 、 一 人 が ほめ られ た と する 。 私 
に 対す る 評価 は す 、 そ れ と は 独立 、 無 関係 に 行わ れる 。」。 男性 は 、 そ の こ 
と に 、 動 揺 し な い 。 

(9) | 自由 競争 男性 は 、 互 い に 束 縛 さ れず 、 個 々 が 各々 独立 し て 自由 に 動き 回 れる の を 好 

指向 む 。 男 性 は 、 他 者 より 有利 な 立場 に 立つ た め の 手 段 を 選ぶ 際 に 、 次 の こと 
を 好む 。「 な る べく 規制 を 受け ず 、 ダ イナ ミッ ク 、 大 胆 に 立ち 回 れる こ 
と 。」。 男性 は 、 自 由 競 争 の 結果 、 格 差 や 上 下関 係 が 生じ て も 、 そ の 結果 
を 甘んじ て 受け る 。 男 性 は 、 そ の 責任 を 取る 。 男性 は 、 格 差 を 容認 する 。 
男性 は 、 失 敗 時 の や り 在 し 、 格 券 換 回 の 機会 が 、 い つ で も 平等 に 与え られ 
る こと を 望む 。 

(10) 能力 主 | 男性 は 、 問 題 を 解決 する 持つ 能力 の 高 さ で 、 人 間 の 格 を 測 ろ うと する 。 男 
義 。 自 己 | 性 は 、 自 分 の 能力 の 高 さ に 対し て 、 高 い プ ライ ド を 持つ 。 男 性 は 、 他 者 が 
能力 へ | 自分 より 高い 能力 を 示す と 、 ラ イ バ ル する 。 男 性 は 、 自 分 の 方 が 、 よ り 高 
の プラ | い 能 力 を 持っ て いる こと を 、 顕 示し よう と する 。 
イド の 
高 さ 。 

(UD ハー ド | 男性 は 、 金属 や 岩石 の よう な 、 ゴ ツ ゴ ツ し た 人 硬い 感触 を 、 女 性 より 、 好 
дн. HM. ВМ, РУ < MIMISBD. Lol. В. ФОР eK 
性 指向 | さ に 欠け る 。 そ れ は 、 力 が か か る と 、 ひ び 割 れ て 、 ポ ッ キ リ と 折れ て し 

まう 

(12) 左 結束 指 | 男性 は 、 隙 あれ ば 、 自 分 が 所 属す る グル ー プ か ら バ ラバ ラ に は み 出 よう 
向 と する 。 男 性 は 、 互い に 、 自 分 の 好き な 方 向 に 進ん で 、 勝 手 に 自己 主張 し 

よう と する 。 

(13) | 不満 表 出 | 男性 は 、 グ ルー プ 内 の 不満 を 、 中 で くす ぶら せな い 。 男 性 は 、 そ れ を 、 グ 
指向 JU-FINCRAICRAKST S. AYElt, BUC, HAMBICRAZASLIASA 

で 攻撃 し 合い 、 さ っ さと ガス 抜き を 行う 。 


4 区 易 脱退 陸 性 は 、 次 の こと を 、 安 真 に 行う 。「 所 属す る グル ー プ か ら 、 脱 退 す る こ 
指向 | と 。」。 男 性 は 、 グ ルー プ か ら 出 た 後 も 、 独 り で 自立 し て 気楽 に 生き て 行 
く 。 男 性 は 、 機 会 を 見 て 、 次 の グル ー プ に 、 さ っ さと 混ぜ て も ら お うと 
する 。 


oB 3 - 3 .「 遠 隔 へ の 注意 。 注意 の 空間 性 。 注 意 の 大 局 性 。」 

男性 は 、 危 険 や 異変 の 発生 を 見 張る 。 男 性 は 、 そ の た め 、 広 い 範 囲 の 物事 を 、 一 括 し て 
把握 で きる よう に する 。 

男性 は 、 遠 距離 、 長 時 間 の 展望 、 eC a 身近 な 場 、 細 か い ポ イン 
ト に つい て 、 注 意 が 行き 届か な い 。 ( 遠 距離 、 長 時 間 指 向 。 

男性 は 、 水 再 Е. Де oe 三次 元 立体 把握 が 得意 で 
HS. (空间 把 握 能 力 O) 高 吝 。) 。 男 性 は 、 物 事 の 大 局 的 な 把握 が 可能 で ある 。 (ワイ 
ре м с 
9). ). В, APODSICRIT, AMBECHS. (粗雑 指向 。) 。 男 性 は 、 品 物 の 機 
i reer ee ean 
(机 能 重视 指向 。 

男性 は о USEC. ERAT. (広大 空間 注意 指向 。) 。 男 性 は 、 広 
AES 519%. — 気 に 見 通す 。 男 性 は 、 遠 い 、 深 い 物 事 の 考察 を 行う 。 те 

№. ). 


oB3-4.「 ス ケー ル の 大 き さ 。 (ПЖлО-Н Фр. ) | 

男性 は 、 自 分 の 分 布 可能 な 領域 を 、 可 能 な 限り 広く 、 大 きく 取 ろ うと する 。 男 性 は 、 そ 
れ が 、 安 全 が 確保 くさ れる 枠 を 超え て も 、 気 に し な い 。 

男性 は 、 安全 性 が 確保 され な い 侍 域 に も 、 積 極 的 に 打っ て 出る 。 男 性 は 、 自 分 の 能力 を 
試す 。 男 性 は 、 ee ee 男性 は 、 安全 枠 の 外 に 積極 的 に 出 
て 行く 。 男 性 は 、 広 域 分 布 し よう と する 。 男 性 は 、 自 己 実 現 を ん し よう 、 成 果 を 出 そ う と 
する 際 に ве а 男性 は 、 安全 枠 内 に 囚われ 
ず に 広く 、 大 きく 物事 を 考え る 。 男 性 は 、 自身 力 生 办 出 村 成果 、 生産 物 が 、 ス ケー ル の 
大 きい 、 半 大 な も の に な る 。 し か し 、 そ れ は 、 細 や か さ に 欠け た も の に な る 。 

男性 は 、 巨 大 組織 に 属し て 、 その 中 で 昇進 し よう と する 。 男 性 は 、 そ うし て 、 ス ケー ル 
の 大 き な 影 細 力 、 支 配 力 を 行使 する こと を 好む 。 


@B 4 . 自 傷 容認 指向 

男性 は 、 自 分 自身 が 粗末 な 間 貴 重 品 で ある 。 男 性 は 、 外 的 な 力 で 傷 付 い て も 、 一 向 に 構 
わな い 。 

(| 衝突 | 男性 は 、 相 手 と ぶつ か る こと を 遊 け な い 。 男 性 は 、 そ うし て 、 自 分 に 傷 が 付 
指向 いたり 、 割 れ が で きた りす る こと を 、 民 け な い 。 

(② 動 的 | 男性 は 、 広 く 取 っ た 空間 を 一 気 に 移 動 す る た め に 、 速 く 動 こう と する 。 男 性 
指向 は 、 速 く 動 く こ と で 、 何 か に ぶつ か っ た 際 の ダメ ー ジ が 大 きく な る こと を 、 
許容 する 。 

ЗН | 男性 は 、 自 分 の こと を 、 周 囲 の 他 者 と ぶつ か る こと て で 多少 傷つい て も 問題 な 
暴 、 | いと 考え る 。 男 性 は 、 が さ つ な 、 大 胆 な 行動 を 取る 。 男 性 が 描く 線 は 、 野 大 
КАН №. (男性 コミ ッ ク 作 家 の 描 く キ ャ ラク タタ な ど 。) 


(Diez 男性 は 、 自 分 と ぶつ か っ た 相手 を 破壊 し よう 、 割 ろう と する 。 
指向 
ОЖ | 周 性 は 、 互 い に 周囲 の 他 者 を 、 攻 撃 し 合い 、 攻 め 合 う 。 男 性 は 、 場 を 、 殺 伐 と 
伐 、 | し た 、 荒 れ た 雰囲気 に し よう と する 。 

荒れ 
指向 


@B 5 . 攻撃 、 戦闘 指向 

男性 は 、 自 分 と 敵対 する 他 者 を 、 積 極 的 に 攻撃 する 。 男 性 は 、 相 手 を 、 破 壊 、 屈 伏 、 服 従 
させ よう と する 。 男 性 は 、 そ の 際 、 自 分 は 勝て ば 、 あ る 程度 傷つい て も 構わ な いと す 
る 。 男 性 は 、 絶 え ず 攻撃 の 対象 、 相 手 を 見 つけ よう と する 。 男 性 は 、 仮 想 敵 を 作り た が 
る 。 男 性 は 、 戦 闘 や 人 殺し を 好む 。 


С. 考察 

以下 の 行動 が 、 生 得 的 な も の か 、 後 天 的 に 学習 され た も の か は 、 ま だ よく 分 か っ て いな 
い 。 

(1) 女性 に よる 、 生 物 学 的 貴重 品 と し て の 行動 

(2) 男性 に よる 、 自 ら を 粗末 に 扱う 行動 


文化 人 類 学 の 従来 の 知見 (例え ば M.Mead の 研究 ) で は 、 

「 男 女 の 性 役割 が 、 通 常 と は 逆転 し て いる 社会 も 、 ご く 少 数 だ が 見 られ る 。」 と され て 
いる 。 こ れ は 、 女 性 が 、「 非 貴重 品 」 と し て 行動 する こと で ある 。 

た だ し 、 少 な く と も 次 の こと は 育 え る の で は な いか 。 

現状 の 男女 は 、 ほ と ん ど 、 み ん な 、 以 下 の よ うに 人 行動 する 。 

(1) ГР, ах ССЭ. | 

(2) ГАН. ЗЕ и UCHTHTS. | 


これ は 、 以 下 の 社会 の ほとん ど が 環境 適応 が うま く 行 か な く て 滅ん だ 結果 で ある 。 
(1) 女性 が 貴重 品 と し て の 行動 を と ら な か っ た 社会 。 

(2) 女性 が 、 命 を 粗末 に し た 社会 。 (例え ば 、 女 性 が 、 戦 争 な ど で 前 線 に 出 て 、 ど ん 
どん 死ん だ 社会 。) 


これ は 、 次 の 形 の 社会 の み が 生 き 残 っ た 結果 で ある 。 「 女 性 が 貴重 品 と し て 行動 し 、 男 
性 が 、 彼 女 ら を 守る 社会 。」 


女性 が 命 を 粗末 に し た 社会 が 、 そ の 環境 適応 が うま く 行 か な か っ た 原因 は 、 以 下 の 通 り 
で ある 。 

(1) その 社会 で 、 子 供 を 出産 で きる 、 女 性 の 数 が 大 幅 に 減っ た こと 。 

(2) その 社会 で 、 出 生 す る 子供 の 数 が 、 そ れ に 合わ せ て 大 幅 に 減少 し た こと 。 

(3) その 結果 、 そ の 社会 で 、 子 拍 の 十分 な 再生 産 が で き な く な っ た こと 。 


これ を まとめ る と 、 以 下 の よ うに な る 。 

女性 が 危険 に 積極 的 に 身 を さら す 社 会 も 、 か つて は か な り 存 在 し た か も 知れ な い 。 

し か し 、 そ うし た 社会 は 、 そ の 後 の 環境 に より 光 汰 され た 。 そ れ は 、 次 の 原因 で 、 起 き 
た 。「 社 会 の 子供 の 数 が 必要 数 を 下回り 、 社 会 が 存続 し 得 な く な る こと 。」 。 

そう し た 社会 は 、 現 在 で は ほとん ど 存 在 し な く な っ た 。 

その た め 、 以 下 の 図 式 が 世界 的 に 定着 し た 。「 女 性 は 、 貴 重 品 で ある 。」 


生物 学 的 な 貴重 性 の 程度 の 差 が 、 男 女 の 行 動 様式 の 差 の 根源 を 作り 出す 。 
これ か ら は 、 性 差 心 理学 者 、 性 差 社 会 学者 た ち は 、 生 物 学 的 な 貴重 性 の 程度 の 差 に 、 
も っ と 目 を 向け る べき で あろ う 。 


(初出 2001 年 4 月 -2010 年 10 月 ) 


「 ク リー ム - パン 図式 」。 生 物 学 的 貴重 性 に 基づく 、 自 己 保 身 の 傾向 の 強 さ 。 
お よび 、 性 差 に つい て 。 


(Pea 
「 生 物 と し て の 、 上 貴重 性 の 大 小 」 が 、 以 下 の こ と を 生む 原因 と な っ て いる 。「 男 女 の 自 
己 保身 の 面 に お ける 性 差 。」。 


それ は 、「 ク リー ム パ ン 」 に よっ て 、 以 下 の よ うに 、 説 明 で きる 。 

(1) 女性 は 、 ク リー ム に 当たる 。 そ れ は 、 内 部 で 保持 され る 、 リ ッ チ で お いし い 存 在 
で ある 。 

(2) 男性 は 、 パ ン に 当たる 。 そ れ は 、 ク リー ム の 外側 で 、 苦 酷 な 環境 に さら され て 、 
こん が り 焼 け て し まう 存在 で ある 。 


目次 
1 . は じ め に 2 . 生物 学 的 贵重 性 3 . クリ ー ム - パン 図式 4 . 保護 する 、 さ れる 立場 
(性 役割 ) の ね じ れ 


[1 . は じ め に 】 

人 間 社 会 に お ける 性 差 を 捉え た 場合 、 目 に 付く こと の 一 つと し て 、 以 下 の こ と が あげ ら 
れる 。 

「 女 性 は 、 男 性 に 比べ て 大 切 に 扱わ れる 傾向 が ある 。」 


以下 に 、 い くつ か 、 事 例 を あげ る 。 


戦争 が 起き た 場合 。 

その 状況 で は 、 男 性 は 、 戦 闘 員 と し て 、 前 線 へ と 駆 り 出さ れ て 、 自 ら 死 と 真 面 す る 。 
CORKS. KMS. TC LT. BAC. TROT Clot, LYRE 
で 、 命 を 保証 され る 地位 を 得る 。 


(1) 建築 現場 な ど 、 危 険 を 伴う 作業 の 場合 。 
その 状況 で は 、 女 性 は 、 作 業 か ら 、 外 れる 。 
その 状況 で は 、 男 性 が 、 作 業 を する こと に な る 。 


(2) 夜間 、 人 通り が な いと ころ を 歩く 場合 。 
その 状況 で は 、 男 性 が 女性 を エス コー ト す る 。 


(3) 大 学生 な どの 門限 。 

男性 は 門限 が な い 。 

女性 に は 、 門 限 が よく ある 。 そ れ は 、 女 性 を 、 夜 遅い 、 危 な い 時 間 に 、 外 出さ せな いよ 
うに する た めで ある 。 


(4) 女性 が 危な い 目 に 遭っ た 場合 。 (例え ば 、 女 性 が 、 又 漢 に 四 わ れる な ど 。) 
男性 が 、 女 性 を 助け る 。 

する と 、 女 性 は 、 そ の 男性 が 好き に な る 。 

この 内 容 の パタ ー ン は 、 ア ニ メ 番 宜 な ど で 、 良 く 見 られ る 。 


社会 で は 、「 危 険 な 場面 で 活躍 する こと は 、 男 性 の 役割 で ある 。」 と いう 考え 方 が 定着 
し て いる 。 


前 人 未 色 の 境地 に 進出 する 場合 。 (例え ば 、 宇 宙 を 飛行 する な ど 。) 

その 状況 で は 、 ま ず 男 性 が 宇宙 船 に 乗る 。 男 性 は 、 次 の 任務 を 遂行 する 。 

「 成 功 す る か どう か も 分 か ら ず 、 未 知 の 危険 と 隣り 合わ せ に な りな が ら 、 新 た な 侍 域 を 
切り 開く こと 。」 

その 状況 で は 、 女 性 が 進出 する こと は 、 男 性 が 、 何 度 か 成功 し て 、 そ れ が 安全 だ と いう 
こと が 分 か っ て か ら で あ る 。 


、 こ うし た 境地 に 、 男 性 より も 一 歩 遅 れ て 進出 する 。 

、 新 た な 環境 下 に 、 最 初 に 、 男 性 を 送り 込む 。 

、 男 性 を 、 実 験 合 に 乗せ る か た ち で 、 モ ル モ ッ ト 代 わり に する 。 
、 男 性 に 、 い ろ い ろ や ら せ て みる 。 

、 そ うし て 、 そ の 環境 が 、 大 丈夫 か どう か 、 吟 味 す る 。 

、 大 丈夫 だ と 安心 し た ら 、 初 め て 自分 も 進出 し は じ め る 。 
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これ は 、 女 性 が 持つ 、 危 険 を 回 避 し よう と する 、 自 己 保 身 の 傾向 に よる 。 
女性 の 方 が 、「 自 己 保 身 、 自 己 の 基本 的 生物 の 維持 」 と いう 、 人 間 の 根本 的 欲求 を より 
满 


女性 は 、 そ うし た 地位 に 、 生 まれ な が ら に し て 優先 的 に 就け て いる 。 
その 点 、 女 性 の 方 が 、 男 性 より も 、 地 位 が 高い 。 


自分 の 命 が 続 く こ と を 望 むこ と は 、 生 物 に と っ て 最も 基本 的 な 欲求 で て ある 。 
男性 は 、 そ れ が 田 か され や すい 。 
+. И ИЖЕ ИУ. 
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(2. ЕЕ) 

生物 学 の 遺伝 レベ ル に お ける 、 男 性 、 女 性 の 性 差 は 、「 個 体 の 貴重 性 の 大 小 。 (ADR 
全 確 保 指向 の 大 小 。」 と 真 結 し て いる 。 

生物 学 的 に は 、 人 間 は 、 以 下 の 二 種類 に 分 化し て いる 。 


貴重 な 個体 (女性 ) 
貴重 で な い 個 体 (男性 ) 


(1 
(2 


~~ WH 


女性 は 、 卵 子 の 担い 手 で ある 。 
女性 は 、 男 性 に 比べ て 、 生 物 を 失っ て は な ら な い 。 
女性 は 、 男 性 に 比べ て 大 切 、 丁 重 に 扱わ れ て いる 。 


卵子 は 、 生 物 的 資源 と いう 面 か ら 見 る と 、 よ り 足 重 な 存 在 で ある 。 


卵子 は 、 精 子 よ り も 、 数 が 少な い 。 
卵子 は 、 精 子 よ り も 、 生 産 コ スト が 高く つい て いる 。 


(1) 姿 の 違い 。 

女性 の 担う 卵子 は 、 大 量 の 栄養 分 を 持つ 、 デ ラッ クス な 姿 を し て いる 。 

男性 の 担う 精子 は 、「 ベ ン 毛 以外 は 、 ほ と ん ど 遺 伝 子 だ け で ある 状態 。」 と いう 、 簡 素 
な 姿 を し て いる 。 


) 数 の 少な さ の 違い 。 
卵子 の 数 は 、1 つ で ある 。 
その 卵子 1 つ に 対応 する 精子 の 数 は 、 数 千 万 (と に か く 大 量 ) に の ぼる 。 


卵子 は 、 一 月 当たり 1 個 だ け ー つ ー つ 大 事 に 出さ れる 。 
は 、 一 度 に 数 十 万 単位 で 出さ れる 。 


精子 は 、 卵 子 に 比べ て 、 明 ら か に 粗製 溢 造 で ある 。 


女性 が 貴重 で ある こと は 、 卵 子 の 担い 手 で ある と いう 側面 以外 に も 原因 が ある 。 
女性 は 、 育 児 に 関す る 複雑 、 精 密 な 機構 を 体内 に 備え て いる 。 そ れ は 、 人 間 が 、 生 殖 を 
行っ て いく 上 で 、 決 定 的 な キー と な る 。 そ れ は 、 以 下 の 通 り CHS. 


) 子宮 。 受精 卵 を 育て る 機構 。 
) 乳房 。 生 まれ て きた 乳児 に 、 栄 養 で ある 母乳 を 与え る 機構 。 


一 方 の 男性 は 、 そ れ ら を 持っ て いな いか 、 持 っ て いて も 機能 的 に は 退化 し て いる 。 
女性 に は 、 生 き 延 び て も ら わ な いと 、 い け な い 。 そ れ は 、 以 下 の 理 由 に よる 。 


子供 が 、 生 まれ な い 。 
子供 が 、 育 つこ と が で き な い 。 
その 結果 、 次 世代 の 子供 の 数 が 激減 する 。 


この こと は 、 人 間 社 会 に と っ て は 、 男 性 の 数 が 減る 場合 に 比べ て 、 致 命 的 な ダメ ー ジ と 
な る 。 


TO 

) 貴重 品 と し て の 女性 。 
その 生殖 細胞 (卵子 ) に 、 栄 養分 を 沢山 付け る 。 

+, СЕНА, ВИЖ (FS. Я) の よう な 、 高 価 な 機構 を 集中 させ る 。 
性 は 、 そ うし て 、 生 殖 細 胞 、 身 体 の 作り を 、 デ ラッ クス に する 。 
А 
男性 は 、 生 殖 細 胞 ( 、 身 体 共 に 、 高 価 な 機構 は 付け な い 。 
男性 は 、 oe eee (女性 ) の た め の 「 衝 立 (ВЕ) 1 KS. 
男性 は 、 女 性 を 、 外 部 環境 か ら 保 護 す る 。 男 性 は 、 そ の 身体 に 、 そ の た め の 機 構 (高い 
BL, HAWS) を 付け る 。 


人 間 の 生殖 。 生ま れる 人 間 の 数 を 増やす こと 。 こ の 点 で 、 女 性 は 、 男 性 より も 、 よ り 致 
命 的 な いし 決定 的 な 重要 性 を 持つ 。 

それ ゆえ 、 女 性 は 、 男 性 より も 、 よ り よ く 和 生き延び て も ら う 必要 が ある 。 そ れ は 、 社会 
に と っ て 、 必 須 で ある 。 


例え ば 、 男 性 10 人 、 女 性 10 人 か ら な る 社会 が あっ た と する 。 

彼ら は 引 、 通 常 の 生殖 能力 を 持っ て いる と する 。 

戦争 が 起き て 、 男 性 が 、 み ん な 前 線 に 赴く 、 と する 。 

戦っ た 男性 10 人 の うち 、1 人 し か 生き 残ら な か っ た と する 。 

残っ た 男性 1 人 が 、10 人 の 女性 と セッ クス を する 。 そ の セッ クス は 、 社 会 を 存続 させ る た 
У. ТИС, ПРИ. 

男女 の セッ クス が 、 女 性 の 排卵 時 期 を うま く 読 み 取 っ て 、 行 われ る 。 

する と 、 女 性 一 人 一 人 が 子供 を 産む 。 そ れ は 、1 年 に 10 人 で ある 。 そ の こと で 、 人 < 々 は 、 
社会 の 中 に 、 人 間 の 数 を 、 効 率 よ く 増 や すこ と が で きる 。 

一 方 、 戦 争 が 起き た と き に 、 男 性 で は な く 、 女 性 が 、 み ん な 前 線 に 赴く と する 。 
戦っ た 女性 10 人 の うち 、 1 人 し か 生き 残ら な か っ た と する 。 

残っ た 女性 1 人 が 、 社 会 を 存続 させ る た め に 、10 人 の 男性 と セッ クス する 。 

し か し 、 そ れ は 、1 年 に 、 女 性 1 人 が 、 子 供 を 1 人 産む だ け で ある 。 

それ は 、 女 性 が 、 受精 卵 を 子宮 の 中 で 、 数 カ月 に わた っ て 育て る 必要 が ある か ら で あ 


る 。 

その 間 、 子宮 は 、 生 まれ て くる 子供 に 独占 され る 。 

そこ で は 、 新 た な 排卵 も 、 な され な い 。 

女性 は 、 何 人 の 男性 と セッ クス し て も 、 次 の 子供 は で き な い 。 

し た が っ て 、 人 々 は 、1 年 に 1 人 し か 、 社 会 の 中 に 、 人 間 の 数 を 増やす こと が で き な い 。 


社会 に お ける 生物 の 再生 産 に は 、 次 の こと が 言え る 。 
(1) 男性 が 減っ て も 、 支 障 は 起き な い 。 
(2) 女性 が 減っ て し まう と 、 大 き な 支 障 が 起 きる 。 


女性 は 、 人 類 が 次 の 世代 へ と 生物 の バト ン を 渡す 上 で 、 以 下 の 存 在 で ある 。「 ど うし て 
も その 数 を 減ら し て は いけ な い 、 保 た な く て は いけ な い 存 在 。」。 

男性 は 、 あ る 程度 、 数 が 減っ て も 構わ な い 「 消 耗 品 」 で ある 。 

女性 は 、 よ り 足 重 な 、 生 物資 源 な の で ある 。 女 性 は 、「 中 重 品 」 で ある 。 


人 間 は 、 生 存 に と っ て 厳し い 環 境 下 で 、 以 下 の こ と を 行う 。 


人 間 は 、「 消 耗 品 」 の 数 が 大 幅 に 減少 し て も 、 生 物 の 再生 産 に 支障 が な いよ うに する 。 
人 間 は 、「 消 耗 品 (BY) 」 の 1 個体 の 持つ 生殖 細胞 の 数 を 、「 貴 重 品 (女性 ) 」 よ り 
も 、 大 幅 に 増やす 。 


ЛЕ. BEG (女性 ) が 、 自 己 の 保身 を し や すい よう に する 。 
人 間 は 、 消 耗 品 ( 男 性 ) が 、 足 重 品 を 、 防 護 し や すい よう に する 。 
人 間 は 、 男 女 各 々 の 行動 を コン トロ ー ル する 。 


その 行動 の コン トロ ー ル は 、 以 下 の 通 り で ある 。 


(1) Ни СС. 

女性 は 、 自 分 自身 を 大 切 に する 。 (女性 は 、 自 己 愛 、 自 尊 心 を 強く 持つ 。) 

女性 は 、 自 己 の 保身 に 人 敏感 で ある 。 (女性 は 、 安全 な こと が 分 か っ て いる こと し か 、 し 
よう と し な い 。) 


(2) 消耗 品 と し て の 男性 。 

男性 は 、 足 重 品 で ある 女性 を 保護 する 。 男 性 は 、 自 分 自身 は 、 消 滅 し て も 構わ な い 。 
ВНЗ. BOR. ВУ, ФЕИ. 

男性 は 、 自 己 の 保身 に つい て も 、 女 性 より は 、 敏 感 で な い 。 

女性 は 、 身 の 安全 を 守る こと に 敏感 で ある 。 女 性 、 危 険 な 場面 を 避け る 

性 は 、 自 ら 進 ん で 、 身 の 危険 と 真 接 対 決する こ 迫 ら れる 。 


№: 


これ は 、 以 下 の こ と の 現れ で ある 。 
(1) 女性 の 持つ 、 生 物 学 的 な 貴重 さ 。 
(2) 男性 の 持つ 、 生 物 学 的 な ” 非 貴重 性 。 


) 男性 は 、 危 険 な 目 に 会 う 。 


男性 は 、 女 性 に 比べ て 、 以 下 の よ うな 、 不 利 な 立場 に 立つ 。 
( 
(2) 男性 は 、 命 を 落と し や すい 。 


1 
2 
二 机 性、 男女 差别 (男性 が 不利 で て ある こと 。) に 結び つい て いる 。 


貴重 品 と し て の 女性 が 持つ 性 格 は 、 以 下 の 通 り で ある 。 
(1) 安全 指向 。 

(2) 成功 例 の 後追い 。 (失敗 を 恐れ 回 避 す る こと 。) 
(3) 冒険 心 の 欠如 。 

(4) 大 組織 へ の 依存 心 の 強 さ 。 


これ は 、 女 性 の 持つ 、 以 下 の 意 識 が も と と な っ て いる 。 
女性 は 、 自 分 を 、 危 険 な 目 に さら し た く な い 。 
女性 は 、 自 分 自身 を 、 大 切な も の と 見 な し 、 守 り た い 。 (自己 保身 性 。) 


これ ら は 、 A 社会 心理 の 基調 を な し て いる 。 (例え ば 、 
日 本 社会 。 
NO cs 
>. (それ は 、 女 性 向き の も の に な っ て いる 。) 
これ は 、 女 性 の 社会 的 j な 勢力 の 強 さ に よっ て 、 起 き て いる 。 
例え ば 、 以 下 の こ と が 見 られ る 。 
) 移動 生活 様式 優位 社会 (例え ば 欧米 ) は 、 男 性 が 主導 権 を 握る 。 そ の 社会 は 、 先 進 
近代 的 で ある 。 
) 定住 生活 様式 優位 社会 (例え ば 日 本 ) は 、 女 性 が 主導 権 を 握る 。 そ の 社会 は 
近代 化 が 、 移 動 生 活 様式 に 比べ て 、 必 ず 一 歩 遅 れる 。 


定住 生活 様式 で は 、 人 々 は 、 女 性 優位 で ある 。 人 々 は 、 安 全 指 向 が 強い 。 (人 々 は 、 RE 
性 が 確認 よれ て いな い 侍 域 に は 、 進 ん で 入る こと は し な い 。) 


移動 生活 様式 で は 、 常 に 、 男 性 が 主導 権 を 握る 。 
そこ で 、 移 動 生 活 様式 の 人 々 は 、 危 険 な と ころ に も 進ん で 入っ て いく 
その 結果 、 移 動 生 活 様式 の 人 々 は 、 新 領域 へ の 進出 の 一 番手 を 、 必ず 持っ て いく 。 


女性 が 主導 する 社会 (AA) は 、 男 性 が 主導 する 社会 (アメ リカ ) に 対し て 、 新 し い 考 
え 方 や 、 制 度 、 技 術 の 導入 な ど で 、 ワ ンク ッ シ ョ ン だ け 、 必 ず 遅 れる 。 
これ は 、 こ の こと の 現れ で ある 。 


1 独创 性 D 欠 如 (物真似 ば か りす る こと 。) は 、 女 性 主導 の 定住 生活 様式 優位 社会 で 
は 、 決 し て 悪い こと で は な い 。 
女性 は 、 安全 を 求め て 、 危 険 、 失 敗 を 回 民 す る 欲求 を 強く 持つ 。 
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5. それ は 、 以 下 の 理 由 に よる 。 

未知 の 領域 は 、 人 間 が 入る こと が 世界 で 初め て の 領域 で ある 。 そ こ で は 、 ど の よう な 危 
険 が 待ち か まえ て いる か 分 か ら な い 。 


こう し た 観点 か ら は 、 以 下 の こ と が 考え られ る 。 
(1) 女性 の 方 が 、 男 性 に 比べ て 、 そ の 生物 が より 重い 。 
(2) 女性 の 方 が 、 男 性 に 比べ て 、 生 物 が 、 よ り 救 助 さ れ や すい 。 


筆者 は 、 こ の 考え が 正しい こと を 、 ア ン ケ ー ト 調査 に よっ て 確認 し た 。 
読者 の 皆さん は 、 詳 し く は 、 次 の 文章 を 、 参 照 さ れ た い 。「 人 間 の 命 の 重 さ の 不平 等 性 
に つい て の 検討 。」。 


[3 . ク リー ム - パン 図式 〕 

上 記 の 、 生 物 学 的 な 男女 の 差異 を 勘案 し た 上 で 、 次 の こと を 考え る 。 

人 間 の 自然 環境 下 に お ける 、 生 態 学 的 な 分 布 を 考え た 場合 、 以 下 の こ と が 言え る 。 
(1) 女性 は 、 中 心 付近 の 、 安 全 な 地帯 に 、 よ り 多 く 位 置 す る 。 

(2) 男性 は 、 辺 境 の 、 苦 酷 な 、 外 部 環境 に 対し て 自ら を 露出 し な けれ ば な ら な い 地 和 帯 
-, ХУ < Wet S. 


ЛИМА. ХХ ХСН. 安全 地帯 に 、 よ り 多 くく 分布 す る 。 
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中 心 部 に 、 メ ス が 、 主 に 分 布 す る 。 

オス は 、 司 含 塔 役 を 勤め る リー ダー (数 匹 ) が 中 心 に いる だ け で ある 。 

他 の オス は 、 全 て 外縁 部 に 位 買 する 。 彼 ら は 、 あ る い は 、 ヒ トリ ザル と し て 、 辺 境 を 、 
一 匹 で 生得 う 。 

メス は 、 オ ス の 形成 し た クッ ショ ン に 、 サ ンド イッ チ の 具 の 部 分 の よう に な っ て 、 守 ら 
れる 。 


以上 の よう な 図式 は 、「 ク リー ム - パン 図式 と し て まとめ られ る 。 

クリ ー ム は 、 ク リー ム パ ン を クリ ー ム パン た らし め る リッ チ か つ 責 重 な 内 容 を 持つ 。 
クリ ー ム は 、 外 部 の 熱 を 真 接 受 け に くい 、 中 心 部 に 位 異 する 。 

パン は 、 ク リー ム に 比べ て 、 よ り 粗 末 で ある 。 

パン は 、 外 部 の 熱 に 真 接 当 た っ て 、 こ ん が り と 焼け て し まう 。 

パン は 、 自 ら が 、 外 界 の 熱 に 対す る クッ ショ ン (断熱 材 ) と な る 。 パ ン は 、 体 を 張っ 
て 、 内 部 の クリ ー ム を 守る 。 

クリ ー ム が 、 女 性 で ある 。 パ ン が 、 男 性 で ある 。/p> 

これ は 、 男 性 が 女性 より も 不利 で て ある と いう 形 で の 、 男 女 不平 等 と 捉え る こと が で き 
る 。 

この 性 差別 は 、 お そら さく 生物 学 的 に 、 男 女 各 々 の 心理 シス テム 内 に 、 組 み 込 まれ て い 


る 。 
それ は 、 人 々 に よっ て 、 あ っ て 当然 の こと だ と 、 思 い 込 まれ て いる 。 


男性 は 、 危 険 な 場面 へ と 、 無 意識 の うち に 、 自 ら 進 ん で 立ち 向かう 。 
男性 は 、 人 間 本 来 の 「 生 存 指向 」 を 、 自 ら 進 ん で 放 茎 する 。 そ れ は 、 次 の 指向 で ある 。 


「 私 は 、 生 き 延 び た い 。」 
男性 に は 、 そ うし た 動機 が 、 生 得 的 に 、 埋 め 込ま れ て いる 。 


以下 の 図式 に は 、 生 物 学 的 な 根拠 が ある 。 
(1) ГМ, = 「 ク リー ム 」 (内 部 に いる 存在 。 守 られ る 存在 。) 
(2) 「 男 性 」= 「 パ ン 」 (外部 に 踏 出 する 存在 。 守 る 存在 。) 

そし て 、 生 物 と し て の 性 別 が ある 限り 、 以 下 の 図 式 は 、 存 在 し 続け る 。 
(1) 「 女 性 (クリ ー ム ) 5 = 内側 に いる 存在 。 

(2) 「 男 性 (パン ) 」 = 外側 に いる 存在 。 


現代 に お いて は 、 こ うし た 「 女 性 = 内 側 」、「 和 男性 = 外側 」 と いう 図式 は 、 あ いま い に 
な っ て きた 。 そ の 理由 は 、 以 下 の 通 り で ある 。 


人 間 の 生存 し や すさ を 支え る 、 科 学 技 術 が 進歩 し た 。 

Их. BAH MH T&T. ла, МИСС < 
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その た め 、 女 性 が 、 そ こ に 、 ど ん どん 進出 する よう に な っ た 。 


「 ク リー ム - パン 」 図 式 を 、 自 然 環境 と の か か わり に お いて 考え て みた 場合 、 以 下 の こ 
と が 言え る 。 

その 思考 に お いて 、「 水 中 心 図 式 」 を 採用 する 。 そ れ は 、 人 間 を 含む 生物 に と っ て 必須 
と な る 「 水 」 を 中 心 と し て 、 同 心 円 を 描く 。 

それ は 、 以 下 の よ うに 、 表 され る 。 

(1) 「 同 心 円 の 内 側 。= 水 が 豊 語 で ある 。 = 農耕 地域 。 = 定住 生活 様式 。」 

(2) 「 同 心 円 の 外側 = 水 が あ まり な い = 遊牧 地域 。 = 移動 生活 様式 。」 


農耕 地域 は 、 よ り 「 水 」 に 近く 、 生 物 を 維持 し や すい 。 
農耕 地域 は 、 生 物 学 的 に 貴重 な 、 女 性 向き さ で ある 。 


遊牧 地域 は 、 乾 燥 し て いる 。 
遊牧 地域 は 、「 水 」 か ら 遠 く 、 生 物 を 維持 し に くい 。 
遊牧 地域 は 、 死 ん で も 構わ な い 男 性 向 さ で ある 。 


人 間 の 自然 界 で 生存 可能 な 貧 域 を 、 内 周 と 外 緩 と に 分 け て 考え た と き 、 以 下 の よ うに な 
る 。 

(1) 【内 周 O 领 域 。= 「 水 」 に あり つき や すい 領域 。 = 生存 し や すい 領 域 。 = クリ ー 
LOA. | 

(2) ГАНА. = ГК СФУ СМА, = МЕ, = 
ЗА. | 


「 ク リー ム = 内 周 」 の 領域 は 、 湿潤 な 領域 で ある 。 
TN = SMR ЗАВ. 乾燥 し た 領域 で ある 、 


これ を まとめ る と 、 以 下 の よ うに な る 。 

(1) 女性 = 「 ウ ェ ッ ト な 存在 。」 = 湿潤 環境 向き の 存在 。 = 定住 生活 様式 優位 社会 向き 
の 存在 。 

(2) 男性 =「 ド ライ な 存在 。」 = 乾燥 環境 向き の 存在 。 = 移動 生活 様式 優位 社会 向き の 
存在 。 


これ は 、 以 下 の 二 つが 、 合 致し て いる こと を 示す 。 
(1) 男女 の 性 格 面 で の 乾湿 の 度合 い 。 


(2) 男女 の 、 自 然 環境 に 対す る 生態 学 的 な 分 布 の あり 方 。 
以下 の 内 容 を 次 の 図 に まとめ て 示す 。 


上 記 の 「 ク リー ム - パン 」 図 式 。 
それ に 関連 し て 取り 上 げた 、 さ ま ざ ま な 「 内 周 - 外縁 」 関係 の 一 覧 。 


図 「 ク リー ム ( 内 ) 一 パン ( 外 )」 図 式 の 説明 


【4 . 保 護 す る 、 さ れる 立場 (性 役割 ) の ね じ れ 】 

女性 (Bem) (dt, AYE (消耗 品 ) か ら 、 保 護 を 受け る 。 

女性 (貴重 品 ) は 、 男 性 (消耗 品 ) に 対し て 依存 的 で ある 。 

女性 が 、 男 性 に よっ て 、 保 護 を 受け る の は 、 女 性 の 持つ 、 生 物 学 的 貴重 性 の 高 さ に よ 


る 。 
それ は 、「 女 性 が 、 員 者 で ある か ら 」 と は 、 あ まり 言え な い 。 
ある 個体 が 弱者 か どう か は 、 自 然 環境 へ の 適応 力 の 有無 に よっ て 決ま る 。 
適応 力 次 第 で は 、 以 下 の 状態 も 発生 し うる 。 
「 消 耗 品 で ある 男性 が 、 弱 者 と し て 、 下 重 品 で ある 女性 に よる 保護 を 受け る 状態 。」 


一 方 の 性 の 個人 が 他方 の 性 の 他 者 か ら 保 護 を 受け る 原因 と し て は 、 以 下 の 二 つ を 、 区 別 
する 必要 が ある 。 

(1) 貴重 性 。 

(2) (「 環 境 へ の 不適 応 」 に 基づく ) 弱者 性 。 


世界 の フェ ミニ ズム は 、 こ の 点 を 、 混 同 し て いる よう に 思わ れる 。 


女性 は 、 ( 虫 を 怖がる な ど ) か 弱い 者 と し て の 態度 を 取る こと が 多い 。 
女性 に は 、 被 保護 欲求 が ある 。 

この 欲求 は 、 生 物 学 、 生 態 学 的 観点 か ら は 、 以 下 の よ うに 説明 され る 。 
ЗЕ. ГА, CHS. 
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性 
性 は 、 生 殖 上 、 よ り リ ッ チ で 数 が 少な い 卵 子 を 生産 する 。 
女性 は 、 生 殖 上 キー と な る 、 育 児 に 必要 な 機構 を 、 体 内 に 備え る 。 


生 は 、 粗 製 決 造 の 精子 を 生産 する 。 
性 は 、 死ん だ り 傷つい た り し て も 構わ な い 。 


この 違い が 、 女 性 に 対し て 、 以 下 の 被 保護 欲求 を 生み 出す 。 


「 貴 重 な 性 」 で ある 女性 は 、「 貴 重 で な い 性 」 で ある 男性 に よっ て 、 自 分 の こと を 、 
守っ て も らい た い 。 


女性 に よる 、 こ うし た 態度 は 、 日 本 な どの 定住 生活 様式 優位 社会 に お いて も 見 られ る 。 
それ は 、「 定 住 生 活 様式 優位 社会 に お いて 、 女 性 が 、 強 大 な 勢 力 を 振る っ て いる 事実 」 
と 矛盾 し て いる よう に 、 一 見 見 える 。 

こう し た 女性 の 真意 は 、 以 下 の よ うな も の で ある 。 

女性 は 、「 生 活 面 で 、 男 性 より 適合 し て いる と ころ か ら 来 る 、 本 来 的 な 強 さ 」 を 一 時 的 
(LUBE. 

ayes, ВА, SEC L COBRA TICK HS ИХ CULT. BAL UME 
け 頼 り に する 。 

女性 は 、 男 性 を 、 利 用 し つく そう と する 。 


定住 生活 様式 優位 社会 に お ける 女性 の こう し た 態度 は 、 以 下 の こ と を 引き 起こ す 。 
世界 全体 に 対し て 、 女 性 が 、 男 性 より も 、 世 界 的 に 弱い と 、 錯 覚 さ せる こと 。 


地球 上 に は 、 た と え そ れ 自 身 が 強く て も 、 他 者 に 守ら れる 物体 が 、 い ろ い ろ 存 在 す る 。 
その 例 と し て 、 天 然 ダ イヤ モン ド の 宝石 が あげ られ る 。 

ダイ ヤ モ ン ド の 硬度 は 、 最 大 で ある 。 

ダイ ヤ モ ン ド は 、 自 分 以外 の あら ゆる も の に 対し て 傷 を 付け る こと が で きる 。 

し か し 、 ダ イヤ モン ド は 、 人 々 に よっ て 、 宝 石 箱 に 入れ られ て 、 大 切 に 守ら れる 。 
宝石 箱 は 、 ダ イヤ モン ド を 守る 。 し か し 、 そ の 存在 は 、 ダ イヤ モン ド よ り 員 い 。 宝 石 箱 
は 、 ダ イヤ モン ド を 使っ て ひっ か く と 、 容 易 に 傷 が つく 。 

そう し た 強者 と し て の ダイ ヤ モ ン ド が 、 大 切 に 守ら れる 理由 は 、 以 下 の 通 り で ある 。 
その 理由 は 、「 そ れ は 、 め っ た に 手 に 入れ る こと が で き な い 。 そ れ は 、 な くし た ら 大 変 
な 損失 で ある 。」 と いう 貴重 性 に 基づく も の で ある 。 


それ と 同様 に 、 以 下 の こ と が 成り 立つ 。 
定住 生活 様式 優位 社会 の 女性 は 、 男 性 より も 、 強 い 。 
LAL, BS, EOFNR ESD AIL. SAHA. AYICP5oNS. 


「 強 さ 」 と 「 守 られ る こと 」 と は 、 決 し て 矛盾 し な い 。 


移動 生活 様式 優位 社会 で は 、 以 下 の 二 つの 次 元 に お いて 、 保 護 を 受け る 側が 、 女 性 へ と 
mle CUS 

(1) 贵重 性 CD 次 元 。 

(2) 生活 八 O) 不 通 应 办 所 大 户 才 、 ГАА, MIKI. 


そう し た 移動 生活 様式 で は 、 以 下 の 図 式 が 、 容 易 に 成立 する 。 
(1) 「 男 性 = 保護 する 側 」。 
(2) 「 女 性 = 保護 され る 側 」。 


定住 生活 様式 優位 社会 で は 、 こ うし た 以下 の 二 つ の 次 元 に お いて 、 保 護 を 受け る 側が 矛 
盾 する 。 

(1) 貴重 性 の 次 元 。 こ こ で は 、 女 性 が 、 保 護 を 受け る 立場 に 回 る 。 

(2) 生活 へ の 不適 応 が も た ら す 、 “SAME MRT. CoO Cd. В Я 
る 立場 に 回 る 。 


し た が っ て 、 定 住 生活 様式 優位 社会 で は 、 移 動 生 活 様式 優位 社会 の よう な 明瞭 な 図式 
は 、 成 立 し な い 。 

この こと が 、 世 界 社会 に お いて 、 以 下 の こ と を も た らし た 。 「 男 女 の 地 位 の 見 積もり に 
$575. Ва. МИ. |. 


定住 生活 様式 優位 社会 で は 、 生 物 学 的 に 足 重 で 守ら れる べき 女性 が 、 生 活 適応 面 で 弱い 
男性 を 、 守 っ て いる 。 

例え ば 、 日 本 社会 が そう で ある 。 

これ は 、 保 護 す る 立場 と 、 保 護 さ れる 立場 と の 、「 ね じ れ 」 と し て 捉え られ る 。 

これ を まとめ る と 、 以 下 の よ うに な る 。 


女性 | 安全 (生物 学 的 に 貴重 ) 
男性 | 危険 ( 非 貴重 ) 


女性 | 生物 学 的 に 貴重 | 癌 いた め 、 守 られ る 存在 。 | コメ ント 

OTC. FON | (環境 に 不適 応 な の で 、 守 ら 

る 存在 。 れる 存在 。) 
定住 © x (強い ) 矛盾 (ね じ れ ) あり (守ら れる 立 
生活 場 で ある と と も に 、 守 る 立場 で も 
Е ある 存在 。) 
移動 © о (89) ах, (一 費 し て 守ら れる 立場 
生活 で ある 存在 。) 
様式 


定住 生活 様式 優位 社会 に お ける 「 男 尊 女 晶 」 行 動 は 、 以 下 の よ うに 、 捉 えら れる 。 

「 女 性 。 (生活 に 対し て 、 よ り 適 応 的 な 存在 。) 」 が 、「 男 性 。 (生活 に 対し て 不適 応 
を 起こ し た 存在 。) 」 を 、 一 方 的 に サポ ー ト する 行動 。 

これ は 、 女 性 に と っ て 、 一 方 的 な 負担 と な り 、 不 公平 感 を も た ら す 。 女 性 は 、 男 性 に 対 
し て 、 人 不満 を 漏らす 。 


この 行動 は 、 移 動 生 活 様 式 優 位 社会 に お ける 、 以 下 の 視 点 か ら は 、 不可 能 で ある 。 
「 女 性 は 、 男 性 に よっ て 、 一 方 的 に 保護 され る の み の 存 在 で ある 。 


また 、 定 住 生活 様式 優位 社会 で は 、 弦 者 男性 は 、「 女 性 に よる サポ ー ト は 受け て 当然 」 
と いう 、 尊 大 な 態度 を 取っ て いる 。 


こう し た 要因 が 重なっ て 、 世 界 社会 で は 、 以 下 の よ うな 誤解 が 、 起 き て いる 。 
「 定 住 生 活 様式 優位 社会 の 女性 は 、 男 性 に 対し て 、 一 方 的 に 妃 従 を 強い られ る 、 奴 隷 の 
よう な 存在 で ある 。」 


これ は 、 定 住 生活 様式 優位 社会 に お ける 、 以 下 の 実 態 か ら 、 大 きく 、 か け 離 れ て いる 。 
「 女 性 は 、 ны 9 аи UT. ЛИСВИЯЕЯ,. HADERO 
道 を 歩ん で いる 。 


定住 生活 様式 優位 社会 で は 、 さ ら に 、 女 性 が 、 以 下 の 見 せ か け を 、 外 部 に 対し て 、 行 っ 
TLS, 

「 女 性 は 、 自 分 の こ ON MEIC, BRA, ЕЕ, ASS 
い 」 存 在 で ある と 、 見 せ か け て いる 。 


= の = と は 、 世 界 社会 で 、 さ ら に 、 以 下 の 錯覚 を 、 生 み 出 し て いる 。 
定住 生活 様式 優位 社会 の 男性 は 、 弱 い 女 性 を 、 さ ら に お と し め て 、 革 酷 な 目 に 合わ せ 
て いる 。 コ 


一 方 、 移 動 生 活 様式 優位 社会 に お ける 、「 女 性 困 重 (レデ ィ ー フ ァ ー ス ト ) 」 行 動 は 
以下 の よう に 、 捉 えら れる 。 

男性 が 、 女 性 を 、 一 方 的 に サポ ー ト する 行動 。 

男性 。 生活 に 対し て 、 よ り 適 応 的 な 存在 。 

女性 。 生活 に 対し て 、 不 適応 を 起こ し た 存在 。 そ し て 、 足 重 品 と し て の 存在 。 


それ は 、 男 性 に と っ て 、 不 公平 な 行動 で ある 。 

女性 は 、 男 性 の サポ ー ト を 、 当 然 の 如く 、 尊 大 な 態度 で 求め る 。 

男性 は 、 女 性 の 下僕 の よう に 接する 必要 が 生じ る 。 

その 結果 、 女 性 の 地位 は 、 実 態 と 反し て 、 高 く 見 積 も ら れる 。 そ の 社会 は 、 女 性 上 位 の 
社会 に 見 える 。 


これ は 、 次 の よう な 誤っ た 見 方 を 、 例 えば 、 日 本 の フェ ミニ スト に 取ら せ て いる 。 

Г (移動 生活 様式 優位 社会 の ) 欧米 の 方 が 、 (定住 生活 様式 優位 社会 の ) 日 本 より 、 女 性 
の 地位 が 高い 。」 

Г (定住 生活 様式 優位 社会 の ) 日 本 は 、 (移動 生活 様式 優位 社会 の ) 欧米 を 、 見 習う べき 
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定住 生活 様式 優位 社会 で は 、 性 役割 の ね じ れ が 存在 する 。 

(1) 女性 が 持つ 、 定 住 生活 様式 へ の 適応 力 の 高 さ 。 そ れ に 基づく 、 女 性 の 社会 的 な 強 
さ 。 

(2) 男性 が 引き 起こ す 、 定 住 生 活 様式 へ の 不適 応 。 そ れ に よる 、 以 下 の 実 現 。 男 性 。 
その 社会 的 な 弱 さ 。 そ の 社会 的 な 保護 。 そ の 必要 。 そ の 高 さ 。 


定住 生活 様式 優位 社会 で は 、 以 下 の よ うな 状態 が 起き る 。 
(1) 「 生 物 学 的 貴重 性 」 の 面 か ら は 、 女 性 が 保護 され る は ず で ある 。 
(2) 「 定 住 生活 様 式 へ の 適応 力 」 の 観点 か ら は 、 男 性 が 保護 され る こと に な る 。 


従来 の 性 差 に 関す る 研究 の 大 半 は 、「 女 性 は 、 常 に 保護 され る べき 、 い 存在 で あ 
る 。」 と 見 な し て いる 。 
それ ら は 、 こ うし た 「 性 役割 の ね じ れ 」 に 気づい て いな い 。 


生物 学 的 に は 、「 男 性 が 、 女 性 を 守る こと 。」 が 、 生 殖 上 の 貴重 さか ら 見 て 自然 で あ 


5. 
それ と 逆 の 事態 が 、 定 住 生活 様式 優位 社会 で は 、 起 き て いる 。 そ こ で は 、「 女 性 が 、 男 
性 を 守る こと 。」 が 、 起 き て いる 。 そ こ で は 、 男 女 の 立場 の ね じ れ が 、 起 き て いる 。 


定住 生活 様式 優位 社会 は 、 以 下 の 側 面 を 持つ 社会 で ある 。 

「 女 性 が 、 男 性 を 守る 。 女 性 が 、 男 性 を 保護 する 。 女 性 が 、 男 性 に 対し て 、 生 活 上 の 世 
話 を する 。」 

そう し た 、 女 性 が 男性 を 守る 側面 は 、 女 性 が 、 男 性 に 対し て 取る 、 母 性 的 態度 に 出 て い 
る 。 


(初出 1998 年 -2004 年 ) 


勢力 拡張 用 の 玉 。 勢力 温存 用 の 玉 。 男女 の 性 差 の 根源 。 


人 間 や 生物 。 
筆者 は 、 そ れ ら を 、 種 と し て 、 大 局 的 に 、 分 類 し た 。 
それ ら は 、 以 下 の 、 二 種類 の 玉 (個体 ) か ら な る 。 


それ は 、 以 下 の (1 ) と し て 、 以 下 の (2) の 内 容 へ と 、 分 類 さ れる 。 
(1) BORAT. 

(2-1) /势力 扒 张 用 | ФЕ. 

(2-2) 「 勢 力 温 存 用 」 の 玉 。 


それ は 、 生 物 と し て は 、 以 下 の よ うに 分 類 さ れる 。 
(1) 生物 と し て 、 以 下 を 拡張 する こと 。「 生 存 範 囲 。」 そ の た め の 玉 。 
(2) 「 生 物 温 存 。」 そ の た め の 玉 。 


(1) 

势力 扒 张 用 O 玉 。 
(ある い は 、 そ の 個体 。) 
それ は 、 以 下 に 相当 する 。 
男性 。 才 又 。 

(2 ) 

势力 温存 用 O 玉 。 
(ある い は 、 そ の 個体 。) 
それ は 、 以 下 に に 相当 する 。 
女性 。 メ ス 。 


(1) 
势力 掀 张 用 CD) 玉 。 
それ は 、 以 下 の 特徴 を 持つ 。 


各 玉 は 、 以 下 を 拡張 する 。 自 身 の 勢 力 範囲 。 


BES. ИДН. RUBS. 

BARS. 895. BES. ВМ) C. МЭ. 

BRS. UPSATKICFTS. Л. SAA. 
( 


各 玉 は 、 広 範囲 に わた っ て 、 種 付け し よう と する 。 

各 玉 は 、 積 極 的 に 動き 回 る 。 

(その 際 は 、 以 下 が 、 時 々 発生 する 。 他 の 玉 が 、 以 下 に な る こと 。 英 。 ライバル 。 ) 
各 玉 は 、 ベ ンチ ャ ー 精 神 に 富ん で いる 。 

各 玉 は 、 以 下 を 、 履 わな い 。 リ スク 。 責 任 。 そ れ ら を 負う こと 。 

各 玉 は 、 自 分 が 死ん で も 、 替 え が 存 在 す る 。 

各 玉 は 、 以 下 を 目指 す 。 世 界 的 に 広く 、 存 在 す る こと 。 普 遍 的 に 存在 する こと 。 そ れ ら 
の 空間 を 、 支配 す る こと 。 

各 玉 は 、 粗 野 で ある 。 そ れ は 、 以 下 で ある 。 在 野 の 存在 。 

各 玉 は 、 攻 め の 玉 で ある 。 

各 玉 は 、 自 分 の こと を 、 余 り 大 切 に 考え な い 。 


(2) 
势力 温存 用 CD) 玉 。 
それ は 、 以 下 の 特徴 を 持つ 。 


各 玉 は 、 自 身 を 温存 する 。 
各 玉 は 、 自 身 を 保全 する 。 


は 、 周 囲 を 、 護 衛 の 小玉 に よっ て 、 守 られ る 。 
は 、 以 下 の 室 間 に 存 在 す る 。 中 ほど 。 奥 。 中 心 部 。 
は 、 安 全 、 保 身 を 重視 する 。 

各 玉 は 、 自 ら の 存在 を 、 常 に 温存 する 。 
は 、 以 下 を 遊 け る 。 人 危な い 目 に 遭う こと 。 各 玉 は 、 リ スク や 責任 を 取ら な い 。 
は 、 武 痴 を 、 振 り 回 さ な い 。 武 痴 は 、 そ れ 自 身 を 傷つけ る 可能 性 が ある か ら 。 
($. DAR a HTS. 攻撃 さ れる こと 。 


SRS. НСМ. SEL. RM. WR*BS. Buictf#R< FSx 
と 。 和 合 を 保つ こと 。 

各 玉 は 、 あ まり 動か な い 。 

各 玉 は 、 お し と や か で ある 。 各 玉 は 、 誰 や か で ある 。 

各 玉 は 、 守 り の 玉 で ある 。 

各 玉 は 、 自 分 の こと を 、 と て も 大 切 に 考え る 。 


こう し た 二 種 類 の 玉 は 、 生 物 学 的 貴重 性 か ら は 、 以 下 の よ うに 捉え られ る 。 
(1) 勢力 温存 用 の 玉 。 そ れ は 、 生 物 学 的 貴重 性 が 高い 。 
各 玉 は 、 以 下 の 存 在 で ある 。 

各 玉 は 、 周 囲 に よっ て 、 以 下 を 、 実 行 さ れる 。 
以下 の 実現 。 

ИИ 

その 生物 を 、 温 存する こと 。 

その 生物 を 、 保 護 す る こと 。 

その 保身 。 

その 安全 。 

ИИ 


各 玉 は 、 仲 間 同 士 で て 、 護 送 船 団 方式 で 、 つ る む 。 

各 玉 は 、 以 下 を 好む 。 集 団 で 動く こと 。 

各 玉 は 、 ロ ー リ スク 体質 、 ロ ー リ ター ン 体 質 で ある 。 
各 玉 に と っ て は 、 以 下 が 大 切 で ある 。 自 分 自身 の 温存 。 
BAS. ИРА. HTS. НЕМУ Си. 

各 玉 は 、 あ まり 動か な い 。 


各 玉 は 、 自 身 で は 稼が な い 。 
各 玉 は 、 以 下 を 試み る 。 
以下 に 対し て 、 寄 生 す る こと 。 
勢力 拡張 用 の 玉 。 

それ が も た ら す 成果 。 


) 勢力 拡張 用 の 玉 。 そ れ は 、 生 物 学 的 貴重 性 が 低い 。 
は 、 リ スキ ー な 分 野 に 、 ど ん どん 飛び 込む 。 
各 玉 は 、 ラ イ バ ル や 、 未 知 の 危険 と 、 闘 い 続 ける 。 
は 、 自 分 の 勢 力 を 、 積 極 的 に 拡張 し 、 沢 山 稼ぐ 。 
各 玉 は 、 ハ イリ スク 、 ハ イリ ター ン 体 質 で ある 。 

各 玉 は 、 以 下 の 頻 度 が 多い 。 

各 玉 が 、 以 下 の (2 - 1 ) に お いて 、 以 下 の (2 - 2 ) に な る こと 。 
(2-1) 勢力 拡張 。 その た め の 冒 険 。 それ を し て いる 期間 中 。 
(2-2) 倒れ て 死ぬ こと 。 例 。 事故 。 戦闘 。 


また 、 そ こ に は 、 以 下 の 制 約 が 存在 する 。 

各 玉 に お いて は 、 以 下 が 存 在 す る 。 

以下 の タイ プ の 玉 。 そ の 数 は 、 限 られ る 。 

それ は 、 以 下 を 持っ て いる 。 

以下 の 能力 。 

勢力 拡張 を 行う こと 。 そ の 実現 。 そ の た め の 十 分 な 能力 。 

その た め 、 以 下 の (1) は 、 以 下 の (2) と な る 。 

(1) 実力 者 。 彼 は 、 以 下 の (1 - 1 ) に よっ て 、 実 力 を 認め られ る 。 
(1-1) 勢力 温存 用 の 玉 。 

(2) その 数 は 、 相 当 限 定 さ れる 。 そ の 数 は 、 そ の こと で 、 少 な く な る 。 


以下 の 事態 が 、 時 々 、 発 生 す る 。 

以下 の (1) が 、 以 下 の (2 ) に つい て 、 以 下 の (3) を 実行 する こと 。 
CT その 実現 。 そ の 実力 者 。 
2) 勢力 温存 用 の 玉 。 
) それ を 、 複 数 、 抱 える こと 。 ( 例 。 多妻 制 。 


こう し た 差 が 、 男 女 の 性 差 の 根源 に 当たる 
) 勢力 拡張 用 の 玉 。 (個体 。) AYE. 
2) 勢力 温存 用 の 玉 。 (個体 。) 女性 。 
この 差 は 、 明 確 で ある 。 そ れ は 、 無 くす こと は で き な い 。 


1) 勢力 拡張 用 の 玉 。 
(その 個体 。) 
それ は 、 以 下 に 相当 する 。 
男性 の 精子 。 


2) 勢力 温存 用 の 玉 。 
(その 個体 。) 
それ は 、 以 下 に 相当 する 。 
女性 の 卵子 。 


а 

そこ で は 、 以 下 の (1 ) は 、 以 下 の (2 ) で ある 。 

и eer ee 
) 勢力 拡張 用 の 玉 。 

(2) それ は 、 以 下 が 強 い 。 社 会 に お ける 影 細 力 。 

(3) それ は 、 社 会 に と っ て 、 適 合 的 で て ある 。 


定住 生活 様式 の 社会 。 

そこ で は 、 以 下 の (1) は 、 以 下 の (2) CHS. 

ON A ae 
) 勢力 温存 用 の 玉 。 

— DEASALY. HAILSIF SHED. 

(3) それ は 、 社 会 に と っ て 、 適 合 的 で て ある 。 


ИД 


(1) 
ЗЕЯ. 
は 、 消 耗 品 で ある 。 


(2) 
势力 温存 用 CD) 玉 。 
それ は 、 大 切な 貴重 品 で ある 。 


人 間 や 生物 社会 に お いて 、 以 下 の (1) は 、 以 下 の (2) に つい て 、 以 下 の (3) CH 
5. 
) 勢力 温存 用 の 玉 。 


(2) 以下 の 評価 。 社 会 的 な 地位 。 社 会 に お ける 扱い 。 
(3) それ は 、 よ り 上 位 で ある 。 


社会 に お いて 、 以 下 の (1) の 役割 は 、 以 下 の (2) の 担当 で ある 。 


И 
(1) 

戦略 的 な リー ダー シッ プ を 取る こと 。 
以下 の 命 今 を 下す こと 。 

それ は 、 ト ッ プ ダウ ン で ある 。 

それ は 、 リ スキ ー で ある 。 


(2) 
AAMAS. 
Mill 


Mill 
(1) 責任 を 取ら され る こと 。 
(2) 勢力 拡張 用 の 玉 。 

Mill 


社会 に お いて 、 以 下 の (1) (4. WED (2) CHS. 


ИИ! 
(1) 

势力 温存 用 O 玉 。 
その リー ダー シッ プ 。 


(2) 

和合 。 

その 実現 。 

その た め の 、 内 部 調整 。 
ИИ! 


熱 力 温存 の 玉 。 そ の 行動 目標 。 

女性 の 行動 目標 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

И 

НЕ‘, ААС, НИ, CHELMISI“. 

彼女 自身 が 、 安 全 健 域 の 内 部 に 、 何 と し て も 、 滞 劉 し 続け る こと 。 

彼女 自身 が 、 安 全 賃 域 の 内 部 で 、 仲 間 た ちと 、 仲 良く 同居 し 続け る こと 。 

彼女 自身 が 、 安 全 侍 域 の 内 部 で 、 仲 間 た ちと 、 仲 良く 生活 し 続け る こと 。 

彼女 自身 が 、 安 全 技 域 の 内 部 で 、 仲 間 た ちと 、 精 神 的 に 調和 を 保ち 続け る こと 。 
彼女 自身 が 、 仲 間 た ち に よっ て 、 REM. mene. 

彼女 自身 が 、 仲 間 た ち に よっ て 、 REMI. KRSNA Le. 

彼女 自身 が 、 仲 間 た ちの 不 興 を 買わ な いこ と 。 

その た め 、 彼 女 自 身 が 、 仲 間 た ち に 対し て 、 以 下 の 行 為 を 、 必 死に な っ て 行う こと 。 
// 

Wan, Ht bic, MATSI’¢. 
AA, HR BIL, USI“. 
Wa. Rt bIC, NETSI’¢. 
彼女 が 、 失 敗 し な いこ と 。 


彼女 が 、 危 険 な こと を し な いこ と 。 
彼女 が 、 仲 間 た ち に 、 迷 惑 を か け な い こと 。 
/ 


彼女 自身 が 、 安 全 賃 域 の 内 部 で 、 他 者 を 蹴 落と し て で も 、 居 残り 続け る こと 。 
その た め に 、 彼 女 自 身 が 、 安 全 叙 域 の 内 部 で 、 よ り 優 位 に 立つ こと 。 

彼女 は 、 そ の た め に 、 以 下 の 行 為 を 、 必 死に な っ て 行う こと 。 

ИИ 

// 

(A) 

彼女 自身 より も 、 立 場 の 悪い 、 劣 位 の 仲間 メン バー。 

仲間 メン バー の 中 で 、 調 和 を 乱す 、 浮 いた 存在 の メン バー。 

仲間 メン バー の 中 で 、 不 要 な 存在 の メン バー。 


上 記 の (A) に 対し て 、 い じ め を 行う こと 。 

上 記 の (A) を 、 仲 間 集団 か ら 、 疎 外す る こと 。 

上 記 の (A) を 、 仲 間 集 団 か ら 、 追 い 落 と すこ と 。 

// 

tho Mier, MAT. BRTSIL. 

それ ら の 行為 を 、 絶 え ず 、 実 行 す る こと 。 

その た め に 、 他 の 仲間 メン バー と 、 絶 え ず 、 結 計 を する こと 。 

その た め に 、 他 の 仲間 メン バー と 、 絶 え ず 、 密 約 を 結ぶ こと 。 

その 間 、 彼 女 自 身 は 、 安 全 貧 域 の 内 部 に 、 難 な く 、 劉 まり 続け る こと 。 

その 間 、 彼 女 は 、 彼 女 自身 が 劣 位 に 回 る こと が 無い よう に 、 必 死に な る こと 。 


上 記 の (A) に 対す る 、 各 種 の ハラ スメント の 行為 。 

その 実行 の 結果 。 

安全 侍 域 の 内 部 に お ける 、 仲 間 メ ン バ ベ バー 同士 の 結束 が 、 よ り 強 固 に な る こと 。 
上 記 の (A) は 、 そ の 実現 の た め の 、 生 哲 と され る こと 。 


仲間 メン バー の 各自 は 、 そ うし た ハラ スメント の 対象 に な ら な いよ うに 、 必 死に な る こ 
и. 
その た め 、 仲 間 メ ン バ ー 同 士 は 、 互 い に 、 必 死に な っ て 、 以 下 の 行 為 を みす る こと 。 


互い に 、 気 配り を し 合う こと 。 

互い に 、 仲 間 か ら 必 要 と され る 存在 で ある よう に 、 努 力 し 続け る こと 。 
互い に 、 仲 間 集団 内 の 調和 を 乱す こと の 無い よう に 、 努 力 し 続け る こと 。 
互い に 、 仲 間 集 団 か ら 浮 か な いよ うに 、 努 力 し 続け る こと 。 

// 

ИИ 

ИИ 


PHILO. COTE. 

男性 の 行動 目標 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

И 

// 

未知 の 賃 域 を 、 探 検 す る こと 。 

未 知 O 领 域 在 、 安 全 领域 仆 、 和 危险 领 域 个 、 确 定 才 召 二 二。 
危険 領域 を 、 安 全 健 域 に 、 変 える こと 。 

安全 償 域 を 、 危 険 領域 に 、 変 えな いこ と 。 

// 


彼 自身 が 、 上 記 の 内 容 を 、 実 現す る こと 。 

НЫ‘ COMIX, ВАТА, ИСУ. 

彼 自 身 が 、 そ の た め に 、 チ ャ レン ジ を 、 繰 り 返 すこ と 。 

彼 自身 が 、 そ の た め に 、 彼 自身 の 身体 を 、 張 る こと 。 

彼 自身 が 、 そ の 結果 、 最 終 的 に 、 何 と し て も 、 成 功 す る こと 。 
И 


(初出 2013 年 11 月 ) 


性 行為 や 結婚 の 相手 。 彼 ら に 対す る 選好 に お ける 、 男 女 の 性 差 。 


(1) 

男性 は 、 未 開 の 侍 域 へ の 進出 を 、 指 向 す る 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 に 、 基 づい て いる 。 彼 
自身 に お ける 、 自 己 拡大 性 の 所 有 。 

男性 は 、 未 開 性 の 所 有 者 を 、 未 開 人 性 の 非 所 有 者 より も 、 優 先 し て 指向 する 。 

処女 の 女性 。 彼 女 は 、 以 下 の 内 容 を 、 所 有 し て いる 。 セ ックス の 経験 に お ける 、 未 開 

性 。 

その 結果 。 

男性 は 、 処 女 の 女性 を 、 非 処女 の 女性 より も 、 進 出 対 象 と し て 、 よ り 、 好 む 。 

男性 は 、 処 女 の 女性 を 、 非 処女 の 女性 より も 、 セ ックス や 結婚 の 相手 と し て 、 よ り 、 好 
む 。 

女性 は 、 安全 が 確保 され て いる 前 例 の 踏 穫 を 、 指 向 す る 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 に 、 基 づ 
いて いる 。 彼 女 自 身 に お ける 、 自 己 保身 性 の 所 有 。 

男性 は 、 前 例 の 所 有 者 を 、 前 例 の 非 所 有 者 より も 、 優 先 し て 指向 する 。 

' 非 章 貞 の 男性 。 彼 は 、 以 下 の 内 容 を 、 所 有 し て いる 。 セ ックス 経験 の 所 有 。 セ ックス の 
経験 に お ける 、 前 例 の 所 有 。 

その 結果 。 

Е. SEB НОВА, НОНО, НСС, £4. BL. 

helt. SEB RORY. НОНО, ty 7 ACBIBOMFLUT. КИ, 9 
む 。 


(2) 

新品 の 設備 。 中 古 の 設備 。 

利用 の 前 例 が 無い 設備 。 利 用 の 前 例 が 有る 設備 。 

生物 は 、 中 古 よ り も 、 新 品 を 、 望 む 。 例 。 新 品 は 、 中 古 品 より も 、 高 価格 で ある 。 新 築 
の 不動 産物 件 は 、 中 古 の 不動 産物 件 より も 、 高 価格 で ある 。 

新品 の 生殖 設備 。 中古 の 生殖 設備 。 

Е. РСС. ЯНА. BE. НИ, НОННА. У. 
徹 庶 的 に 除去 し た いこ と 。 

女性 は 、 男 性 に 対し て 、 中 古 性 を 、 望 む 。 女 性 は 、 男 性 に お ける 経験 不足 を 、 リ スク 要 
因 と し て 、 と て も 嫌う こと 。 


(2022 年 7 月 初出 。) 


粗雑 な 生物 。vs. 精密 な 生物 。 精 巧 な 生物 。 


男性 。vs. 女性 。 
それ は 、 以 下 の よ うに 、 捉 える こと が 、 可 能 で ある 。 


男性 。vs. 女性 。 

粗雑 な 機器 。vs. 精密 な 機器 。 
粗雑 な 装置 。vs. 精巧 な 装置 。 
粗雑 な 生物 。vs. 精密 な 生物 。 精 巧 な 生物 。 


生殖 に 必要 な 、 主 要 な 身体 的 な 装 理 を 、 一 通り 専有 し て いる 性 。 そ の 方 が 、 身体 の 作り 
が 、 よ り 複 維 で あり 、 よ り 精 密 で ある 。 そ れ は 、 女 性 で ある 。 


男性 。vs. 女性 。 

安価 な 生物 。vs. 高価 な 生物 。 

製造 時 に 、 コ スト 面 で 、 高 く < 付く こ と 。 そ れ は 、 精 密 な 生物 の 方 が 、 よ り 高 い 、 そ れ 
は 、 女 性 の 方 が 、 よ り 高 い 。 


男性 。vs. 女性 。 

壊れ に くい 生物 。 傷つき ま に く い 生 物 。vs. 壊れ 物 の 生物 。 傷 つき や すい 生物 。 

比 に 扱う と 、 真 ぐに 、 壊 れ た り 、 傷 つい て し まう 可能 人 性 。 そ れ は 、 精 密 な 生物 の 方 が 、 
より 高い 、 そ れ は 、 女 性 の 方 が 、 よ り 高 い 。 


男性 。vs. 女性 。 

注意 深く 扱う こと が 不要 な 生物 。vs. 注意 深く 扱う こと が 必要 な 生物 。 

ケア が 不要 な 生物 。 vs. ケア が 必須 な 生物 。 

丁寧 に 、 丁 重 に 、 注 意 深 く 扱 う 必 要 性 。 それは 、 精 密 な 生物 の 方 が 、 よ り 高 い 、 そ れ 
は 、 女 性 の 方 が 、 よ り 高 い 。 


男性 。vs. 女性 。 

守護 者 が 不要 な 生物 。vs. 守護 者 が 必要 な 生物 。 

' 非 貴重 品 と し て の 生物 。vs. 貴重 品 と し て の 生物 。 

周囲 に 護衛 を 費 く 形 で 、 内 部 で 、 大 切 に 保護 され 、 足 重 に 扱わ れる 必要 性 。 そ れ は 、 精 
蜜 な 生物 の 方 が 、 よ り 高 い 、 そ れ は 、 女 性 の 方 が 、 よ り 高 い 。 

その 護衛 は 、 粗 殺 な 生物 の 役回り に な る 。 そ れ は 、 男 性 の 役回り に な る 。 


男性 。vs. 女性 。 

過酷 な 強制 労働 に 従事 する 生物 。vs. その 粗雑 な 生物 を 、 経 済 的 に 搾取 し て 、 楽 を し て 生 
活 を する 生物 。 

労働 に よっ て 、 心身 を 擦り 減ら し 、 使 い 捨 て 扱い され る 生物 。vs. 強制 使役 へ の 従事 を 、 
その 粗 膝 な 生物 に 任せ て 、 そ れ 自 身 の 存 在 を 温存 し 続け る 生物 。 

過酷 な 生活 を 行わ な いこ と で 、 ОФ, Ш ОЙ. СИЗ, НЕМО 
が 、 よ り 高 い 、 そ れ は 、 女 性 の 方 が 、 よ り 高 い 。 


(初出 2021 年 5 月 ) 


女性 に と っ て の 男性 。 男 性 に と っ て の 女性 。 男 女 の 本 性 。 


女性 に と っ て の 男性 。 
彼 は 、 以 下 の よ うな 存在 で ある 。 


(1) 

女性 の 持つ 「 自 己 保 身 性 」。 そ の 実現 者 。 
彼 は 、 女 性 の 身 を 保護 する 。 

彼 は 、 女 性 の 身代わり に な る 。 


(2) 
女性 の 持つ 「 自 己 中 心性 」。 そ の 実現 者 。 


NO 
1 


1 
、 女 性 の こと を 、 ち や ほや する 。 
女性 の こと を 、 讃 える 。 


= — 
+ = 一 
一 


oF oF 


(2-2 
彼 は 、 女 性 に 対し て 、 頁 ぐ 。 


(2-3) 
彼 は 、 女 性 に と っ て 、 下 僕 に な る 。 


(3) 彼 は 、 女 性 と 共同 で 、 遺 伝 的 子 捧 を 作る 。 
彼 は 、 女 性 に と っ て 、 以 下 で ある 。 
生涯 の パー トナ ー。 


男性 に と っ て の 女性 。 

彼女 は 、 以 下 の よ うな 存在 で ある 。 
(1) 男性 の 持つ 「 捨 て 身 の 性 質 」。 
(1-1) 
男性 は 、 彼 女 の 身 代わ り に な る べき で ある 。 
(1-2) 

男性 は 、 彼 女 を 、 保 護 す べき で ある 。 
В. КА. УМУ. 


(2) 男性 の 持つ 「 自 己 拡大 性 」。 
AMeld, EAL, Me DIT ONS. 
彼女 办 持 ?、 性 的 魅力 。 


(2-1) 
セッ クス の 相手 。 


(2-2) 
男性 は 、 以 下 の 実 現 を 望む 。 
彼女 は 、 そ の た め の ツ ー ル で ある 。 


(2-2-1) 以下 を 生成 する こと 。 
АЕ. 
(2-2-2) それ を た くさ ん 作る こと 。 
(2-2-3) それ を 世界 中 に 広め る こと 。 


(3) 彼女 は 、 男 性 と 共同 で 、 遺 伝 的 子 拓 を 作る 。 
彼女 は 、 男 性 に と っ て 、 以 下 で ある 。 


生涯 の パー トナ ー。 


(初出 2020 年 6 月 ) 


人 間 の 命 の 重 さ の 不平 等 性 に つい て の 検討 。 - 性别、 年 龄 、 地 位 0 视点 从 户 - 


EB) 男性 と 女性 の どちら の 命 が よ り 重 いか ? 男性 と 女性 の どちら が より 生物 を 救助 さ 
れ や すい か ? 

この こと を 、 ア ン ケ ー ト 調査 に よっ て 調べ た 。 

その 結果 、、 以 下 の こ と を 確認 し た 。 

人 々 が 、 以 下 の こ と を 、 捉 えて いる こと 。 

(1) 女性 の 命 が 、 男 性 の 命 よ り も 重い 。 

(2) 女性 の 命 が 、 男 性 の 命 よ り も 大 切 で ある 。 

例え ば 、 普 通 の 女子 高生 の 方 が 、 男 性 首相 より も 、 よ り 命 が 重い 。 


1. は じ め に 

人 間 社 会 で は 、 従 来 、 人 権 擁護 の 観点 か ら 、 以 下 の こ と が 、 主 張 さ れ て きた 。「 全 て の 
人 の 命 の 重 さ は 平等 で あり 、 差 別 が あっ て は な ら な い 。」 。 

し か し 、 そ れ は 表面 上 だ け で ある 。 

実際 に は 、 人 々 の 属性 に よっ て 、 命 の 重 さ の 点 で か な り 不 平等 が ある 。 (例え ば 、 年 
龄 、 性 别 、 地 位 、 人 种。 ) 

本 文 は 、 こ の 命 の 重 さ に 関す る 不平 等 を 、 主 に 性 別 な どの 観点 か ら 、 一 部 明らか に し よ 
うと する こと を 目的 と し て いる 。 


2. 検 証 す べ き 仮 説 
人 々 の 命 の 重 さ を 決定 する 要因 と し て は 、 例 えば 、 以 下 の も の が 考え られ る 。 
命 の 重 さ | 要因 に | 指標 と 要因 と の 関連 命 の 重 さ の 比較 (仮説 ) 


を 決定 す 対応 す 

SRA | る 指標 

(ОЖ Е 。 年齢 が 低い (若い ) ほ ど 、 次 来 性 が あ | 将来 性 が ある 若者 の 方 が 、 
る 。 年 寄り より も 命 が 重 い 。 


СУРА ЕЯ Е, 25 C 
贵重 性 卵子 の 方 が 、 精 子 に 比べ て 数 が 少な 从 发 男性 类 り も 命 が 重 い 。 
い 。 


卵子 の 担い 手 で ある 女性 の ほう が 、 

精子 の 担い し 手 で ある 男性 より も 貴重 
で ある 。 

G)| 高 地 位 性 | 役職 。 | つい て いる 役職 が 主要 で ある ほど 、| 高 い 役職 に つい て いる 方 

社会 的 ・ 組 織 的 に 地位 が 高く 、 重 要 | が 、 低 い 役 職 の 者 より も 命 
で ある 。 が 重い 。 


[] こ うし た 要因 を より 多く 身 に 付け て いる 者 ほど 、 命 が 重い 存在 で ある 。 
そう し た 存在 は 、 よ り 優 先 し て 、 命 を 助け て も ら え る 。 

その こと を 、 確 認 す る 必要 が ある 。 

例え ば 、 命 の 重 さ は 、 以 下 の 違 い に よ っ て 、 ど う 人 違っ て くる か ? 
高校 生か ? 大 人 か ? 

首相 か ? 一般人 か ? 

これ は 、 以 下 の 表 の よう に まとめ られ る 。 


| 将 来 性 | 生物 学 的 贵重 性 高 地 位 性 
女子 高 校生 E о - 
男子 高 校生 | |- - 
女性 首相 |- | о 
男性 首相 |- |- о 
女性 事务 员 |- | - 
男性 事务 员 - 
914. 上 記 の 表 に お いて は 、 以 下 の こ と が 成り 立つ 。 
女子 高校 生 は 、 疾 来 性 と 生物 学 的 貴重 性 を 兼ね 備え て いる 。 
女性 首相 は 、 生 物 学 的 貴重 性 と 高地 位 性 を 兼ね 備え て いる 。 


( 

(1) 

(2) 

(3) 男子 高校 生 は 、 将 来 性 の み を 持っ て いる 。 
(4) 男性 首相 は 、 高 地位 性 の み を 持っ て いる 。 

(5) 普通 の 、 並 み の 大 人 の 女性 (例え ば 、 役 職 な し の 中 年 女性 事務 員 な ど 。) (4. # 
RES. в, Еф. 

(6) 普通 の 、 並 み の 大 人 の 男性 (例え ば 、 役 職 な し の 中 年 男性 工員 な ど ) は 、 何 も 持 
合わ せ て いな い 。 


な お 、 首 相 の よう な 高い 地位 に つく の は 、 年 齢 を ある 程度 重ね た 者 で ある こと が 多 し 
高校 生 は 、 将 来 性 は ある が 、 社 会 的 地位 は あく まで 見 習い 的 な も の に 止ま り 、 高 く な 
LY, 


(2]S BADRIC MNBASIREDS SIMS >57) `` ИФ 
5. 

例え ば 、 生 物 学 的 貴重 性 の 面 で 言え ば 、 以 下 の 仮 説 が 成り 立つ 。 

「 貴 重 な 女 性 の 方 が 、 そ う で な い 男 性 より も 命 を 助け て も らい や すい 。」 


[3] 命 の 重 さ を 決定 づけ る 要因 間 の 強 飛 関 係 に も 考慮 する 必要 が ある 。 
例え ば 、 以 下 の 仮説 が 成り 立つ 。 

高校 生 は 、 地 位 は 低い が 、 将 来 性 が ある 。 

ВОН. НЗ, KRHA TEL. 

ИЕ, ВОНИ, УСА. 


今回 は 、 上 記 の うち 、 主 に 、 以 下 を 確認 する 目的 で 、 調 査 を 行う 。 


) 将 来 性 (年龄 ) の 違い が 、 実 際 に 生物 の 重み の 違 い を も た らし て いる か どう か 2? 
) 生物 学 的 貴重 性 (性 别 ) の 違い が 、 実 際 に 生物 の 重み の 違い を も た らし て いる か 
ре 
(3) 高 地 位 性 (役職 ) の 違い が 、 実 際 に 生物 の 重み の 違い を も た らし て いる か どう 
7`? 
(4) МОГИЛ EMOBAMITISSLT. £) BEARHSD (= 
№) . BEM (MERI) 。 高 地 位 性 (役職 ) 


(1-2) 女子 高 校生 。 
(2-1) 男性 首相 。 
(2 - 2) 女性 首相 。 


(3-1) 男性 事务 员 。 
(3-2) 女性 事务 员 。 
の 6 つの タイ プ に つい て 、 
互い に 総 当 た り 形 式 で 命 の 重 さ を 比較 し て も らい 、 有 順位 付け を 行う こと と する 。 


3. 調 査 手順 

上 記 の 調査 項目 に つい て 、web を 使用 し た アン ケー ト 調 査 を 行っ た 。 

方 法 は 、 以 下 の 通 り で ある 。 

(1) web サ イト 上 で 男性 度 、 女 性 度 を 測定 する 心理 テス ト を 試そう と 集まっ て くる イン 
ター ネッ ト 利 用 者 に 対し て 、 行 っ た 。 

(2) 調査 は 、 彼 ら が 、 具 体 的 な 説明 を 行う ペー ジ に 行く 前 に 、 行 っ た 。 

(3) それ は 、 関 所 の 形 で 、「 ま ず こ の アン ケー ト に 回 答 し て 下さ い 」 と 回 答 を 課す 形 
で 、 行 っ た 。 

質問 文 や 、 回 答 項 目 に つい て は 、 本 文末 の (付録 ) を 参照 され た い 。 


4. 調 査 結 果 

今回 の 調査 結果 デー タ (回 答 収 集 時 期 、 回 答 者 人 数 、 回 答 者 属性 、 回 答 結果 ) に つい て 
(S$, ARGOS Se. SRS. 

今回 の 結果 より 、 


(DD 人 々 に よる 生物 救助 の 優先 順位 は 、 以 下 の 通 り で ある こと が 分 か っ た 。 


[一 救助 优先 ] 女 子 高 校生 > 男子 高 校生 = 女性 首相 = 女性 事務 員 > 男性 首相 > = 男性 事務 員 
[一 救助 非 优先 ] 


男性 首相 (高 地 位 性 ) と 女子 高生 (将 来 性 + 生物 学 的 贵重 性 ) を 比較 し た 場合 。 
より 優先 し て 助け られ る の は 、 女 子 高生 の 方 で ある 。 
人 々 の 間 で は 、 以 下 の よ うに 、 感 じ ら れ て いる 。 


以下 の 二 者 を 比較 する 。 
(1) 日 本 社会 全体 に 対す る 重責 を 担っ て いる 、 首 相 。 
(2) そこ ら 辺 に いる 、 普 通 の 女子 高生 。 


その 結果 は 、 以 下 の 通 り で ある 。 

「 普 通 の 女子 高生 の 生物 の 方 が 、 首 相 の 生物 より も 、 よ り 助 けら れ や すく 、 よ り 重 
い 。 コ 

生物 の 重み な と いう 点 で は 、 以 下 の 通 り で ある 。 

「 女 子 高生 は 、 将 来 性 と 、 生 物 学 的 貴重 性 を 、 両 方 と も 兼ね 備え て いる 。 女 子 高生 は 、 
今回 比較 し た 中 で 、 最 強 の 存在 で ある 。」 


② 将 来 人 性 と の 関連 で は 、 以 下 の 通 り で ある こと が 分 か っ た 。 
[一 命 思 重 \\] 若 年 (高 校生 )( 将 来 性 加 纪 )> 中 年 (将来 性 な し )[ っ 命 が 軽 い ] 


「 若 年 高校 生 は 、 よ り 将 来 性 が ある 。 若 年 高校 生 の 方 が 、 中 年 の 人 より も 、 よ り 助 けら 
れ や すく 、 命 が 重い 。」 


3 生物 学 的 貴重 性 と の 関連 で は 、 以 下 の 通 り で ある こと が 分 か っ た 。 
[app ЕС) > 男性 ( 非 貴重 )[ つ 命 が 軽 い ] 


「 よ り 責 重 な 女性 (卵子 の 担い 手 ) OAD. BM (精子 の 担い 手 ) より も 、 よ り 助 けら 
れ や すく 、 命 が 重い 。」 
(④ 高 地位 性 と の 関連 で は 、 以 下 の 通 り で ある こと が 分 か っ た 。 


[- 命 が 重い ] 首 相 (高地 位 ) (>) = 事務 員 ( 低 地位 )[ っ 命 が 軽 い ] 


具体 的 に は 、 以 下 の 通 り で ある 。 

「 男 性 首相 は 、 男 性 事務 員 よ り も 、 優 先 し て 助け られ る 度合 い が 、 高 めで ある 。」 

「 女 性 首相 は 、 女 性 事務 員 に 比べ て 、 よ り 優 先 し て 助け られ る 度合 い が 、 変 わら な 
Ure ct 

「 首 相 は 、 よ り 地 位 の 高い 役職 に つい て いる 。 し か し 、 以 下 の こ と は 、 必 ず し も 言え な 
UL. 「 首 相 は 、 低 い 地 位 の 事務 員 よ り 、 命 が 重い と 感じ られ て いる 。」。」 

(5) 命 の 重 さ を 決め る 要因 同士 の 比較 で は 、 以 下 の 通 り で ある こと が 分 か っ た 。 


[一 命 が 車 い ] 将 来 性 (高校 生 ) (>) = 生物 学 的 貴重 性 (女性 )> 高地 位 性 (首相 )[ つ 命 が 軽 い ] 


(详细 ) 

[一 命 が 車 い ] 将 来 性 only( 男 子 高校 生 ) (>) = 生物 学 的 貴重 性 only( 中 年 女性 事務 員 ) [一 命 
が 軽い ] 

[一 命 が 重 い ] 生 物 学 的 貴重 性 only( 中 年 女性 事務 員 ) > 高地 位 性 only( 中 年 男性 首相 )[ 命 が 
軽い ] 

[一 命 思 重 \\] 将 来 性 only( 男 子 高 校生 ) > 高 地 位 性 only( 中 年 男性 首相 ) [ つ 命 が 軽い ] 


ここ で は 、 次 の 結果 が 出 た 。 

「 将 来 性 の み の 男 子 高 校生 は 、 上 貴重 性 の み の 中 年 女性 事務 員 よ り 、 あ る 程度 、 命 が 重 め 
で ある 。」 

し か し 、 そ の 差 は 、 有 意 水 準 0.01 に は 届か な か っ た 。 

一 方 、 次 の 結果 が 得 ら れ た 。 

「 男 子 高 校生 は 、 高 地位 性 の み の 中 年 男性 首相 より も 、 有 意 に 助け られ や すく 、 命 が 重 
Uso 4 


ここ で は 、 ま た 、 次 の 結果 が 得 ら れ た 。 
「 貴 重 性 の み の 中 年 女性 事務 員 は 、 高 地位 性 の み の 中 年 男性 首相 より も 、 有 意 に 助け ら 
れ や すく 、 命 が 重い 。」 


5. ま と め 

従来 、 人 権 上 の 配慮 か ら 平 等 で ある と され て きた 、 人 間 の 命 の 重 さ が 、 実 は 条件 に よっ 
て 格差 が ある こと を 示し た 。 

具体 的 に は 、web 質 問 紙 調 査 に よっ て 、 以 下 の 結果 を 明らか に し た 。 

(1① 若 者 は 、 中 年 より も 、 命 が 重い 。 (将 来 性 CD) 次 元 。) 


(2 女性 は 、 男 性 より も 、 命 が 重い 。 (生物 学 的 贵重 性 D 次 元 。) 

(3) 社会 的 地位 (役職 ) は 、 必 ず し も 命 の 重 さ に 関係 し な い 。 

(④ 命 の 重 さ を 決め る に は 、 和 将来 人 舞 と い 、 そ れ に や や 遅れ て 、 生 物 学 的 貴重 性 が 重要 で あ 
る 。 社 会 的 地位 (役職 ) の 高 さ は 、 上 記 2 つ に 比べ て 、 あ まり 問題 に な ら な い 。 


(初出 2008 年 01 月 ) 


(资料 ) webp ア ン ケ ー ト 調査 の 結果 数 値 。 人 命 に お ける 、 優 先 的 な 救助 順位 に 
DUT. 


[質問 文 ] 

あな た は 、 人 冬 の 冷た い 川 の 中 で 、 二 人 の 人 が 同時 に お ぼれ て いる 状況 を 、 発 見 し まし 
た 。 あ な た は 、 都 合 に より 、 そ の うち の 一 人 し か 、 救 助 出 来 ま せん 。 あ な た は 、 ど ちら 
を 、 よ り 優 先 し て 、 助 け ま すか ? 以下 の 、“1” か ら 始 まる 、 左 右 の 人 物 を 表す 単語 の 対 を 
読ん で 、“ 私 は 、 よ り 、 助 けた い 。“ と 思う 人 の 側 の ボタ ン に 、 チ ェ ッ ク を 入れ て 下さ 
い 。 


[回答 结果 1 回 目 ] 
[回 答 日 時 ] 2004 年 05 月 06 日 ~ 07 日 
[回 答 数 ] 201 


[回答 者 属性 ] 

男 47.264% 女 52.736% 
10 代 42.289% 

20 代 46.766% 

30 代 6.965% 

40 代 1.990% 

50 代 0.995% 

60 代 0.000% 

70 代 0.995% 

[回答 比率 ] 


[1. 


jo Be 
ht 4 I y 


私 は 、 よ り 、 助 けた い 。| 私 は 、 ど ちら で も 無い 。| 私 は 、 よ り 、 助 けた い 。 


Ш 


75.622 13.930 10.448 


= | 


x Ooh NX 


mh Dk HE 4 


生 [高 
№ sh 
来 位 
性 ] 性 ] 
[ 貴 
重 
性 ] 
女 
- 男 
子 
相 = 
[ 貴 И 
3 |= 139.303 18.408 42.289 0.469 
性 ] 生 
人 № 
я 来 
и 
i 性 ] 
iva 
性 ] 
女 
男 
в 加 
生 ie 
4 [67.164 21.393 11.443 i 8.910 
来 将 
性 ] | 
ia PR 
性 ] 
女 
Е 男 
性 
相 
р 首 
[= 相 
5 | 重 1$9.701 26.866 13.433 = [7.671 
性 ] [= 
т 地 
Ly 位 
i 性 ] 
iva 
性 ] 
[2. 
男 
性 
男 
性 ] 
о Pid. И. МНО, Bld. COSCO RMU. Ald. £Y. BTU. м Е. 
号 目 B 


HF 38> alot NSH} OY} 3 


Eee yen B|h o 


2 58.706 14.428 26.866 4.880 
[将 
来 
性 ] 
[3. 
女 
性 
女 
性 ] 
项 项 
ЕВ 和み は 、 よ り 、 助 けた い 。| 私 は 、 ど ちら で も 無 | -ur, |B |-z 得 点 - 
aly : : SN ら で も 無い 。 | 私 は 、 よ り 、 助 けた い 。 Z 得 点 
容 容 
女 女 
国人 性 
高 首 
校 相 
生 [Е 
6 [№ 65.672 15.920 18.408 == 17.308 
来 性 ] 
性 ] [高 
[Е 地 
重 位 
Е [Е | 
ЦВ 2 Е] 
[回答 日 时 ] 
2004 年 10 月 27 日 ~28 日 
[回 答 数 ] 212 
[回 答 者 属性 ] 
男 41.509% 女 58.491% 
10 代 50.943% 


20 代 40.566% 
30 代 5.660% 
40 代 1.415% 
50 代 0.472% 
60 代 0.472% 
70 代 0.472% 
[回答 比率 ] 


[1. 
男性 


-* 
性 ] 
項目 Е 
番 | 内容 私 、 4), И. М "ちら で も 無い { - +t 得 
号 (в は На ) ` けた о (+. と ち С も 無し о 私 は 、 & ) ` 助け た い 。 ты LiF! 
fant 中 年 
女性 
男性 
事務 首相 
1 員 54.245 22.642 23.113 = 15.154 
А We 
Е 
| fe | 
中 年 
я 男性 
2 |= 158.491 27.358 14.151 ag 7.575 
地 位 
性 ] 
有 中 年 
女性 
男性 
5 =| 64.151 28.302 7.547 事务 9.733 
i 
四 
四 
女子 
中 年 
生 男性 
8 | 来 180.189 12.204 7.547 員 名 11.29 
в し ] 
性 ] 
中 年 
女性 
事务 
9 [将 47.042 16.509 35.849 а 1.879 
: [a 
性 ] Е 
性 ] 
2. 
男性 
- 男 
性 ] 


番 順 目 | 私 は 、 よ り 、 助 けた い 。 | 私 は 、 ど ちら で も 無い 。 а. £0. BO. НЫ 
号 内容 内 容 
( 優 (Е 
先 ) в 
先 ) 
中 年 中 年 
男性 男性 
3 首相 42.925 30.189 26.887 事务 2.795 
[ 高 =| 
地 位 [i 
Me] й 
ВУ 中 年 
高校 男性 
7 生 58.962 18.396 22.642 事务 5.854 
[i 
来 
| fe | 
С. 
女性 
- 女 
性 ] 
項目 Be 
EAS ох РН 
号 | ( 優 私 は 、 よ り 、 助 けた い 。| 私 は 、 ど ちら で も 無い 。 | 私 は 、 よ り 、 助 けた い 。 i -Z 得 | 
先 ) в 
中 年 
女性 中 年 
首相 女性 
в 事務 
4 |= 134.906 27.358 37.736 員 10.483 
性 ] [ 貴 
fe = 
地 位 Me] 
Me] 
KF 
高 术 中 年 
生 女性 
[i 事務 
6 | 来 169.340 14.151 16.509 員 18.302 
ME] [Е 
[at “= 
市 4] 
性 ] 
注 ) 
ЕЖА. 


一 」 表 示 。 仮 説 に お いて 、 優 先 と 仮定 し た 項目 (左側 ) に つい て 。 実際 の アン ケー ト 


に お いて 、 周 囲 の 人 々 が 取る と され た 割合 。 そ の 数 値 が 、50% を 超え た が 、 


に は 人 達し な か っ た 、 項 目 。 
「x.xx」 表 示 。 仮 説 に お いて 、 優 先 と 仮定 し た 項目 (左側 ) に つい て 。 実際 の アン ケー ト 


意 水 準 0.10 


に お いて 、 周 囲 の 人 々 が 取る と され た 割合 。 そ の 数 値 が 、50% に 達し な か っ た 、 項 目 。 


(初出 2004 年 5 月 -10 月 ) 


女性 。 男性 。 その 空間 分 布 。 外部 環境 。 


筆者 は 、 以 下 を 、 簡 単 な 図 へ と 、 ま と め た 。 
女性 と 男性 。 外 部 環境 に 対す る 、 室 間 分 布 。 そ の 差 。 
(1) 

(1-1) 

女性 は 、 内 側 に まとまる 。 


(1-2) 

女性 は 、 団 体 に な る 。 
女性 は 、 塊 に な る 。 
(2) 

(2-1) 


男性 は 、 女 性 の 外側 に 分 布 す る 。 
男性 は 、 女 性 を 保護 する 。 
男性 は 、 以 下 へ と 忠 出 する 。 
外部 環境 。 

それ は 、 苦 酷 で ある 。 


男性 は 、 そ れ に 対し て 、 真 面 す る 。 


(2-2) 
男性 は 、 分散 する 。 


男性 、 女 性 の 分 布 説 明 図 


女性 の 、 分 布 上 の 特徴 。 
彼女 自身 の 保身 や 安全 を 、 第 一 に 考え る こと 。 


危险 从 二 之 在 、L 泵 人 必 二 起 。 册 又 村 一 泵 领域 所 、 进 去 众人 二 二。 

REN CHS=—&. RABSDWRHSDADSOA, MLOAMOMBMIC. HEA 
alt; АЖ. RABSeBULBUIY. УМ, HRI et. 安全 な 、 
内 側 や 奥 に 、 止 まる こと 。 

安全 な 内 部 で 、 互 い に 、 集 団 や 団体 で 、 ま と まっ て 動く こと 。 護 送 船団 。 

互い に 、 近 接し 、 相 互 依存 し て いよ うと 、 す る こと 。 内 輪 や 対内 的 な 、 融 和 や 調 和 を 、 
指向 する こと 。 

速度 を 出さ ず 、 ゆ っ くり と や さ し く 微細 な 動き さ を し よう と する こと 。 

液体 的 で ある こと 。 ウ ェ ッ ト で ある こと 。 


男性 に よっ て 、 彼 女 自身 が 、 守 られ よう と する こと 。 

BBA % Wits S. SEC RAE. 

彼女 自身 を 防御 する 、 唐 。 

彼女 自身 が 、 そ れ ら の 内 側 で 、 問 題 無 く 、 自 己 保 身 が 可能 で ある こと 。 
彼女 自身 に と っ て 、 そ うし た 人 用途 で 利用 可能 な 、 男 性 。 

そう し た 男性 を 、 交際 相手 と し て 、 好 むこ と 。 

そう し た 男性 を 、 結 婚 相 手 と し て 、 選 ぶ こ と 。 


例 。 

彼女 自身 より も 、 SRA. вил, ALE. 

彼女 自身 より も 、 稼 ぎ が 、 よ り 高 い 、 男 性 。 

彼女 自身 より も 、 知 力 が 、 よ り 高 い 、 男 性 

彼女 自身 より も 、 筋 力 や 武力 が 、 よ り 高 い 、 男 性 。 
彼女 を 、 積 極 的 に 宮 ろ うと する 、 男 性 。 


男性 の 、 分 布 上 の 特徴 。 

女性 を 守り つつ 、 彼 自身 は 、 捨 て 身 の 姿 勢 で 行こ うと する こと 。 

危険 な こと を 、 し よう と する こと 。 リ スキ ー な 侍 域 に 、 積 極 的 に 進 も うと する こと 。 
進取 の 気性 に 富む こと 。 何 が ある か 分 か ら な い 、 新 し い 未 知 の 領域 に 、 ど ん どん 拡張 し 
て 広 が ろ うと する こと 。 

昔 酷 な 自然 環境 に 対し て 、 積 極 的 に 路 出 する こと 。 外 側 に 出る こと 。 

外側 に 向かっ て 、 個 人 単位 で 、 バ ラバ ラ に どん どん 進む こと 。 

互い に 、 離 散 し 、 自 立 し て いよ うと 、 す る こと 。 外 向き さ の 、 開 放 性 を 指向 する こと 。 
速度 を 出し て 、 高 速 で 粗い 動 さ を し よう と する こと 。 

気体 的 で ある こと 。 ド ライ で ある こと 。 


(初出 2009 年 12 月 ) 


Hie. 支配 者 。 男 女 の 性 差 。 


(1) 
女性 の 上 位 者 。 
女性 の 支配 者 。 

それ は 、 以 下 で ある 。 
中 心 的 存在 。 


それ は 、 以 下 に 基づく 。 
女性 の 本 性 。 
自己 中 心性 。 
自己 保 身 性 。 


(2) 
男性 の 上 位 者 。 
男性 の 支配 者 。 
それ は 、 以 下 で ある 。 
普遍 的 存在 。 
それ は 、 以 下 に 基づく 。 
男性 の 本 性 。 
自己 拡大 性 。 


男性 の 上 下関 係 。 女性 の 上 下関 係 。 


(1) 

男性 の 上 下関 係 。 

tilt. BBL TT CHS. 

それ は 、 ト ラス 構造 の 電波 塔 で ある 。 


例 。 

エッ フェ ル 塔 。 

それ は 、 鋼 材 の よう で ある 。 

それ は 、 冷 た く 、 人 硬い 。 

それ は 、 細 い が 、 折 れ な い 。 

それ は 、 明 快 で 、 シ ャ ー プ で ある 。 

их. ИФФ. 

それ は 、 天 空 に 向かっ て 、 と て も 高く 伸び る 。 


男性 は 、 そ の よう な 上 下関 係 を 、 構 築 す る 。 


そこ で は 、 以 下 の よ うな 人 々 が 、 よ り 上 位 で ある 。 
彼ら は 、 高 度 が 高い 。 

彼ら は 、 支配 領域 が 広い 。 

彼ら は 、 資 源 を 独占 する 。 


上 記 の 内 容 は 、 男 性 優位 社会 の 人 々 に 、 一 和 朋 的 に 当て は まる 。 


(2) 

女性 の 上 下関 係 。 

それ は 、 エ スカ レー ター タイ プ で ある 。 
その エス カレ ー タ ー は 、 幅 が 広い 。 


その エス カレ ー タ ー に 乗る 人 々 。 

彼ら は 、 時 間 終 過 に 伴っ て 、 上 上 位 に な る 。 
年 功 序 列 。 

НЯ РАНЕ & BAR. 

彼ら は 、 そ の 度合 が 上 昇 す る ほど 、 止 位 に な る 。 
中 心 部 と 周辺 部 。 

彼ら は 、 中 心 に 居る ほど 、 上 位 に な る 。 


($, AEDRDY ETC. Fok, ENIX MTS. 
それ は 、 環 境 変 動 に 伴う リス トラ が 無い 限り 、 永 続 す る 。 


そこ で は 、 以 下 の よ うな 人 々 が 、 よ り 上 位 で ある 。 
д ЕАМ, 
そこ に 乗っ た 人 物 。 


(2-1) 

そこ で は 、 以 下 の よ うな 特例 が 、 存 在 す る 。 

前 例 の 丸 暗記 。 

前 例 の 理解 。 

それ ら に 長け て いる 人 物 。 

彼ら は 、 社 会 的 に 、 特 別に 、 高 速 の エス カレ ー タ ー に 搭乗 する こと を 、 許 され る 。 
例 。 

АЖ ЕО Е, ЖЕЛАЛА. 


(2-2) 

そこ で は 、 以 下 の よ うな エス カレ ー タ ー が 、 存 在 す る 。 
最初 か ら 、 和 入口 が 高い 位 買 に ある エス カレ ー タ ー。 

その エス カレ ー タ ー に は 、 以 下 の よ うな 人 々 が 、 搭 乗 す る 。 
ВУ & MAT > ЛИ. 


上 記 の 内 容 は 、 女 性 優位 社会 の 人 々 に 、 一 般 的 に 当て は まる 。 
(初出 2020 年 8 月 ) 


理系 女子 が 少な い 理 由 。 


女性 は 、 人 の 多い 場所 を 好む 。 
それ は 、 女 性 の 自己 保身 性 の 実現 に と っ て 、 有 利 で ある 。 


女性 は 、 中 心 部 を 好む 。 
中 心 部 は 、 人 が 多い 。 
それ は 、 女 性 の 自己 中 心性 の 実現 に と っ て 、 有 利 で ある 。 


女性 
女性 
女性 
文系 の 内 容 は 、 人 間 一 般 で ある 。 
それ は 、 中 心 部 で ある 。 


ょ 、 人 間 集 団 を 好む 。 
ょ 、 人 間 集 団 へ の 所 属 と 定住 を 好む 。 
ょ 、 人 間 指 向 で ある 。 


< 一 “< 一 < 


女性 は 、 文 系 の 作業 者 を 、 見 上 げ て 、 尊 敬 す る 。 


理系 の 内 容 は 、 人 間 以 外 で ある 。 

理系 の 内 容 は 、 人 間 に つ いて の 冷静 な 客観 視 で ある 。 
理系 の 内 容 は 、 無 人 境 で ある 。 

理系 の 内 容 は 、 人 が 少な い 。 

人 が 少な いと ころ 。 

それ は 、 周 辺 部 で ある 。 


女性 は 、 理 系 の 内 容 を 、 周 辺 者 の 仕事 と 見 な す 。 
女性 は 、 周 辺 者 を 、 見 下 し て 、 軽 若 す る 。 
女性 は 、 理 系 の 作業 者 を 、 見 下 し て 、 軽 襲 す る 。 
女性 は 、 周 辺 者 に な り た く な い 。 


女性 は 、 理 系 の 作業 者 に な り た く な い 。 
その た め 、 理 系 の 女性 は 、 永 久 的 に 、 増 えな い 。 


(初出 2021 年 5 月 ) 


学校 で 、 女 子 の 成績 が 、 男 子 よ り も 良い こと 。 FRC. 女子 の 学力 が 、 男 子 よ 
り も 高い こと 。 そ の 理由 。 


学校 。 そ れ は 、 以 下 の 教 育 が 行わ れる 場 で ある 。 
前 例 の 学習 や 勉強 。 


学校 の テス ト の 採点 基準 。 
それ は 、 前 例 を 、 ど れ だ は け 暗 記し 、 理 解 で きた か を 、 測 定 す る 。 


前 例 を 、 鏡 の よう に 、 一 点 の 険 き 間 も 明 り も 無い 形 で 、 完 壁 に 暗記 出来 る 能力 。 
女性 は 、 そ の 能力 を 、 豊 富 に 持っ て いる 。 

男性 は 、 そ の 能力 を 、 あ まり 持っ て いな い 。 

それ ゆえ 、 学 校 の テス ト は 、 女 性 に と っ て 、 圧 倒 的 に 有利 で ある 。 

tCHUDA. FRCL. RHOADS. НЕФТИ. ЖФ. 

学力 は 、 女 性 の 方 が 高く 、 男 性 は 低い と し て 、 測 定 さ れる 。 


前 例 の 無い 、 新 た な 知見 を 生み 出す 能力 。 

男性 は 、 そ の 能力 を 、 豊 富 に 持っ て いる 。 

既存 の 学校 の テス ト は 、 そ れ を 測定 する こと が 、 難 し い 。 

その 測定 を 可能 に する こと が 、 学 校 の テス ト に お いて 、 新 た に 必要 で ある 。 


(初出 2021 年 5 月 ) 


歴史 を 作る 性 と し て の 男性 。 そ の 労 位 性 。 歴 史 を 作ら な い 性 と し て の 女性 。 そ 
の 優位 性 。 


貴重 品 は 、 そ の 目録 と リス ト が 読ま れる 以外 に は 、 本 体 は 、 大 事 な 場 所 に 保護 され て 格 
ANS AVTLS. 

“EOC. аи, УИ>ННУЖЬНИ, Жир SREOR 
前 線 の 現場 に 登場 する 必要 が 無い 。 

傷つか な いよ うに 奥 で 秘匿 され る 上 足 重 品 。 それ は 、 す な ね わ ち 女性 で ある 。 

歴史 の 最前 線 に 登場 し て 、 歴 史 を 作る 主役 な の は 、 切 り 捨 て ご めん が 通用 する 、 消 耗 

品 、 使 い 捨 て の 品 た ち 。 そ れ は 、 す な ね わ ち 男性 で ある 。 

女性 は 、 歴 史 に 登場 し な い 。 そ れ は 、 女 性 が 、 常 に 、 一 種 の 宝物 、 中 重 品 と し て 、 奥 に 
守ら れ 続 け て 、 歴 史 の 表 舞台 に 自ら 登場 する こと が 少な いか ら で あ る 。 

歴史 を 作っ て きた の は 男性 で ある と いう 主張 。 そ の 主張 は 、 一 見 、 男 性 に と っ て 誇 ら し 


げ な 主張 で ある 。 し か し 、 そ の 主張 は 、 彼 自身 が 嫌 で も 表 に 出 て 戦わ ぐる を 得 な か っ 
た 、 使 い 捨 て の 消耗 品 と し て の 惨め な 男性 性 の 表れ で ある 。 そ の 主張 は 、 男 性 劣 位 の 象 
徴 で ある 。 そ の 主張 は 、 女 性 優位 の 現れ で ある 。 


家系 図 に お いて 、 女 性 が 、 名 前 を 残さ な いこ と 。 
それ も 、 上 上記 の こと と 、 同 じ 理 由 で ある 。 

彼女 自身 が 、 名 前 を 晒す こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 と 、 同 じ だ か ら で あ る 。 
彼女 自身 を 、 表 面 へ と 、 蜜 出さ せる こと 。 

彼女 自身 を 、 危 険 に 晒す こと 。 


(初出 2020 年 11 月 ) 


な ぜ 、 女性 は 、 社 会 的 上 位 者 ナン パー ワン の 地位 に 、 就 任 し た が ら な い の か ? 


社会 的 上 位 者 ナン バー ワン の 地位 。 
それ は 、 そ の 社会 に お いて 、 最 も 危険 な 地位 で ある 。 


女性 は 、 自 己 保 身 を 最 優先 で 、 行 動 す る 。 

ЗЕ. RAMI STC. КН, WHATS. 

ФИФА. VES. АННУ ORES. ETS. 

疼 机 内 元 、 女 性 二 、 社 会 的 上 位 者 恩 盖 余 一口 二 0O) 地 位 八 0 就 任 丰 、 回 避 才 加。 


社会 的 上 位 者 ナン バー ワン の 地位 。 

その 地位 は 、 な ぜ 、 人 危険 か ? 

仮に 、 あ る 人 物 が 、 そ の 地位 に 、 就 いて いた 場合 。 

その 人 物 は 、 社 会 運営 に 失敗 し た 際 に 、 そ の 責任 を 全て 被る こと に な る 。 
その 人 物 は 、 そ の 結果 、 社 会 的 に 、 大 きく 傷 付 く 。 

その 人 物 は 、 場 合 に よっ て は 、 死 ぬ 。 

その こと は 、 彼 自身 の 自己 保身 に と っ て 、 揃 恨 の 致命 的 な ダメ ー ジ に な る 。 
女性 は 、 彼 女 自身 の 自己 保身 を 最 優 先 に する 。 

女性 は 、 彼 女 自身 へ の ダメ ー ジ の 発生 を 、 徹 庶 的 に 回 避 す る 。 

それ ゆえ 、 女 性 は 、 そ の 地位 に 、 就 か な い 。 


一 方 、 そ の 地位 に ある 人 物 は 、 そ の 社会 の 全て の 人 々 の 注目 を 浴び る 。 
その 地位 に ある 人 物 は 、 そ の 社会 の 中 心 に 、 存 在 す る こと が 、 可 能 で ある 。 
その 地位 へ の 就任 。 

それ は 、 女 性 の 持つ 、 自 己 中 心性 を 、 根 本 的 に 満足 させ る 。 

女性 は 、 本 当 は 、 危 険 が 無けれ ば 、 そ の 地位 へ と 就任 し た く て た ま ら な い 。 


女性 の 取る 和 途 は 、 二 通り で ある 。 

(1) 

社会 的 上 位 者 ナン バー ワン の 地位 。 

その 地位 に 、 就 任 す る こと 。 

彼女 自身 が 、 社 会 運営 に 失敗 し た 時 に 、 彼 女 自身 の 身代わり に な る 、 生 埋 。 
それ を 、 常 時 、 用 意 す る こと 。 


仮に 、 彼 女 自身 が 、 社 会 運営 に 失敗 し た 場合 。 


TERETE RO, ЧЕКОВ А Ви. 
НЕХ ЗНА, SMMICAIET SOL. 

彼女 自身 [对 才思 批判 在、 专制 的 泵 能 度 素 、 抑 压 才 加 二 过。 
それ を 、 常 時 、 可 能 に する こと 。 

その た め の 、 法 整備 を 、 行 うこ と 。 


社会 的 上 位 者 ナン バー ワン の 地位 。 

その 地位 に 、 終 身 、 君 申 す る こと 。 

彼女 自身 が 生き て いる 間 は 、 あ ら ゆ る 手段 を 講じ て 、 そ の 地位 に 、 清 劉 す る こと 。 
その こと で 、 彼 女 自身 の 自己 中 心性 を 、 彼 女 自身 の 生前 に お いて 、 完 壁 に 、 実 現し 続け 
る ご と 。 


2) 

社会 的 上 位 者 ナン バー ツー の 地位 。 

その 地位 に 、 就 任 す る こと 。 

同時 に 、 社 会 的 上 位 者 ナン バー ワン の 地位 の 人 物 を 、 籠 絡 し て 、 手 玉 に 取る こと 。 


例 。 

母子 関係 。 

それ に 基づく 、 親 と 子供 の 問 の 、 上 下関 係 。 

息子 を 、 社 会 的 上 位 者 ナン バー ワン の 地位 に 、 就 か せる こと 。 

母親 は 、 そ の 親 と し て 、 実質 的 に 、 社 会 的 上 位 者 ナン バー ワン の 地位 の 人 物 に 、 な る こ 
ど と 。 


例 。 

夫婦 関係 。 

夫婦 で 、 企 業 を 設立 する 場合 。 

夫 を 、 社 会 的 上 位 者 ナン バー ワン の 地位 に 、 就 か せる こと 。 

妻 は 、 会 計上 の 管理 権限 を 掌握 し て 、 実 質 的 に 、 社 会 的 上 位 者 ナン バー ワン の 地位 の 人 
物 に 、 な る こと 。 


その こと で 、 和 実質 的 に 、 社 会 的 上 位 者 ナン バー ワン の 地位 の 人 物 と し て 、 活 躍 す る こ 
と 
社会 運営 に 失敗 し た 時 に 、 彼 女 自 身 の 身代わり に な る 、 生 乾 。 

その 役回り を 、 社 会 的 上 位 者 ナン バー ワン の 地位 の 人 物 に 押し 付け る こと 。 
それ を 、 常 時 、 可 能 に する こと 。 


ИИ 
上 記 の 知見 は 、 女 性 優位 社会 の 人 々 に も 、 当 て は まる 。 


(初出 2021 年 5 月 ) 


何故 、 人 々 は 、 男 性 の 責任 者 を 、 呼 び 出 そう と する か ? 何故 、 人 々 は 、 女 性 の 
責任 者 の 呼び 出し を 、 蛋 ける か ? 


社会 的 責任 者 の 地位 。 


それ は 、 そ の 社会 に お いて 、 よ り 危 険 な 地位 で ある 。 


女性 は 、 自 己 保 身 を 最 優先 で 、 行 動 す る 。 

女性 は 、 危 険 な 社会 的 立場 を 避け て 、 安 全 地帯 に 、 滞 轟 す る 。 

それ ゆえ 、 女 性 は 、 危 険 な 社会 的 地位 へ の 就任 を 、 回 避 す る 。 

それ ゆえ 、 女 性 は 、 社 会 的 責任 者 の 地位 へ の 就任 を 、 回 避 す る 。 


一 方 、 そ の 地位 に ある 人 物 は 、 人 々 の 注目 を 浴び る 。 

その 地位 に ある 人 物 は 、 そ の 社会 の 中 心 へ と 、 よ り 接 近 す る こと が 、 可 能 で ある 。 
その 地位 へ の 就任 。 

それ は 、 女 性 の 持つ 、 自 己 中 心性 を 、 根 本 的 に 満足 させ る 。 

女性 は 、 本 当 は 、 危 険 が 無けれ ば 、 そ の 地位 へ と 就任 し た く て た ま ら な い 。 


それ ゆえ 、 女 性 は 、 社 会 的 責任 者 の 地位 へ の 就任 を 、 し ば し ば 実行 する 。 
その 人 物 は 、 社 会 運営 に 失敗 し た 際 に 、 そ の 責任 を 全て 被る こと に な る 。 
その 人 物 は 、 そ の 結果 、 社 会 的 に 、 大 きく 傷 付 く 。 

その 人 物 は 、 場 合 に よっ て は 、 死 ぬ 。 

女性 は 、 そ うし た 事態 の 発生 を 避け る た め に 、 必 死に な る 。 


女性 が 、 社 会 的 責任 者 の 地位 へ と 就任 し て いる 場合 

その 女性 が 、 社 会 運営 に 失敗 し た 場合 

ある 人 物 が 、 そ の こ と に つい て 、 ク レー ム を 人 入れ た 場合 
その 人 物 が 、 女 性 の 責任 者 を 、 呼 び 出し た 場合 


その 女性 は 、 決 し て 、 表 に 出 て 来 な い 。 


( 
CORIES. АСС, REEMA 7 ELE. 
その 女性 は 、 必 死 で 、 言 い 逃 れ を 、 Last [ける 。 
ENS. WICC. BRE. LR ける 。 
その 女性 は 、 必 死 で 、 責 任 転嫁 を 、 し 続け る 。 


その 女性 に よる 、 そ うし た 人 行為 。 
それ は 、 彼 女 自身 が 持つ 、 自 己 保身 の 本 性 に 基づく 。 
その 行為 は 、 人 間 の 種 の 保存 に と っ て は 、 有 効 で て ある 。 


し か し 、 そ の 行為 は 、 困 っ て クレ ー ム を 出し た 人 物 に と っ て は 、 有 害 そ の も の で ある 。 


その 社会 の 人 々 が 、 み ん な で 困っ て 、 ク レー ム を 出し た 場合 
その 女性 に よる 、 上 記 の 行為 。 
その 行為 は 、 社 会 全体 か ら 見 て 、 有 害 そ の も の で ある 。 


そう し た 、 社 会 的 に 有害 な 事態 を 防ぐ こと 
その た め に 、 必 要 な こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

男性 の 責任 者 の み を 、 呼 び 出 すこ と 。 
女性 の 責任 者 を 、 呼 び 出 さ な い こと 。 
責任 者 は 、 男 性 の み に す る こと 。 

女性 を 、 責 任 者 に 、 就 か せな いこ と 。 


Mil 
上 記 の 知見 は 、 女 性 優位 社会 の 人 々 に も 、 当 て は まる 。 


(初出 2021 年 5 月 ) 


女性 0 前 例 踏 稻 指 向 。 女 性 0 年 功 序列 指向 。 


女性 の 前 例 踏 筐 指向 。 女 性 の 年 功 序列 指向 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 の 反映 で ある 。 

女性 が 所 有する 、 自 己 保 身 性 。 

自己 保身 性 。 そ れ は 、 女 性 に 、 以 下 の 行 動 を 、 も た ら す 。 

未知 の 危険 な 領域 に 、 決 し て 進出 し な いこ と 。 上 既知 の 安全 な 侍 域 の 内 部 に 、 水 続 的 に 清 
уси. 

安全 性 が 既に 確立 され た 、 既 存 の ノウ ハウ 。 そ れ ら の 学習 の み を 行う こと 。 


既知 の 知識 。 茎 存 の ノウ ハウ 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
前 例 。 し きた り 。 


ある 人 物 は 、 年 齢 を 重ね る ほど 、 前 例 学習 の 経験 を 重ね る こと が 出来 る こと 。 

その こと に よっ て 、 前 例 は 、 そ の 人 物 が 待 験 年 齢 を 重ね る ほど 、 そ の 人 物 の 体内 に 、 豊 
富 に 蓄積 され る こと 。 

前 例 を より 豊富 に 持つ 者 が 、 社 会 的 に 、 よ り 上 位 の 序列 に な る こと 。 

終 験 年 齢 が より 高い 者 が 、 社 会 的 に 、 よ り 上 位 の 序列 に な る こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

年 功 序 列 。 そ の 制度 。 

それ は 、 以 下 の 社会 に お いて 、 共 通 に 存在 する 。 女 性 優位 社会 。 例 。 AA. PH. OL 


ア 


(2022 年 2 月 初出 。) 


卵子 。 女性 優位 社会 。 精子 。 男 性 優位 社会 。 既 得 権 益 の 、 獲 得 
と 、 維 持 と 、 拡 張 と 、 防 衛 。 


卵子 は 、 筐 体 の サイ ズ が 大 きく 、 ど っ し り し て いる 。 
精子 は 、 人 筐 体 の サイ ズ が 小さ く 、 か 細い 。 
人 筐 体 の 大 き さ に 関し て は 、 卵 子 が 上 位 者 で 、 精 子 は 、 下 位 者 で ある 。 


所 有する 水分 や 栄養 資源 の 大 き さ に 関し て は 、 卵 子 が 上 位 者 で 、 精 子 は 、 下 位 者 で あ 
る 。 
既得 権益 の 所 有 に 関し て は 、 卵 子 が 上 位 者 で 、 精 子 は 、 下 位 者 で ある 。 


生殖 設備 の 占有 に 関し て は 、 女 性 が 上 位 者 で 、 男 性 は 、 下 位 者 で ある 。 
既得 権益 の 所 有 に 関し て は 、 女 性 が 上 位 者 で 、 男 性 は 、 下 位 者 で ある 。 


生き や すさ の 実現 に お いて 上 恵まれ て いる 、 環 境 。 そ の 占有 。 そ の 点 に 関し て は 、 女 性 優 
位 社会 が 上 位 者 で 、 男 性 優位 社会 は 、 下 位 者 で ある 。 

既得 権益 の 所 有 に 関し て は 、 女 性 優位 社会 が 上 位 者 で 、 男 性 優位 社会 は 、 下 位 者 で あ 
る 。 


ИД 

精子 。 
男性 优 位 社会 。 
移動 生活 様式 。 


RE, KATE. 
それ ら に お いて 、 粗 末 で あり 、 恵 まれ て いな いこ と 。 


彼ら を 取り 巻く 環境 。 

thon, HCH SI“. 

それ ら が 、 不 利 で ある こと 。 

/ 

精子 。 

子供 の 養育 に 必須 と な る 、 豊 富 な 栄養 分 。 
それ ら の 所 有 に お ける 、 貧 弱 性 や 欠如 。 
/ 


男性 。 

重要 な 生殖 設備 。 

それ ら の 所 有 に お ける 、 貧 弱 性 や 欠如 。 
// 


男性 優位 社会 の 人 々 。 
移動 生活 様式 の 人 < 々 。 

生存 に と っ て 必須 な 、 水 分 や 食糧 。 

それ ら の 確保 の 度合 い が 、 貧 弱 で ある こと 。 
乾 燥 環境 の 下 で 、 仕 方 無く 生活 する こと 。 
// 


温室 性 の 欠如 。 


新規 の 未知 の 健 域 へ の 、 積 極 的 な 進入 。 
そこ に お ける 、 新 た な 権益 の 獲得 。 
それ ら へ の 、 強 い 指 向 性 。 


その 動作 や 分 布 に お ける 、 気 体 性 。 
その 、 強 い 移動 性 。 
その 動作 や 分 布 に お ける 、 気 体 的 性 質 。 


その 視野 が 、 広 いこ と 。 


変革 や 破壊 へ の 、 強 い 指 向 性 。 
その た め の 捨 て 身 の チ ャ レン ジ 。 


最終 的 な 成功 へ の 、 強 い 指 向 性 。 
広域 へ の 、 急 激 な 、 進入 と 拡大 。 


既得 権益 の 獲得 。 

その 結果 。 

以下 の 内 容 を 実現 する こと 。 
世界 社会 に お ける 、 普 計 的 存在 。 
そう し た 存在 に な る こと 。 
その こと へ の 、 強 い 指 向 性 。 


椎 益 0 领域 。 
その 、 積 極 的 な 、 拡大 や 膨張 。 


進入 や 拡大 や 膨張 を 阻害 する 存在 。 
そう し た 存在 を 、 徹 旗 的 に 攻め 立て る こと 。 
その こと へ の 、 強 い 指 向 性 。 


同じ 権益 を 争う ライ バル 。 
彼ら を 、 又 力 で ね じ 伏 せる こと 。 


獲得 し た 既得 権益 。 

それ ら を 、 以 下 の 行 為 に より 、 占 有 し 続け る こと 。 
暴力 的 众 制裁 。 

その 、 絶 え 間 無い 、 行 使 。 


既得 権益 の 募 礁 者 。 
RSIS. BASES WE CIT. 
それ ら を 、 徹 話 的 に 、 行 うこ と 。 


攻撃 を 、 彼 ら 自 身 に と っ て 有利 な 方 向 へ と 、 誘 導 す る こと 。 
その 実現 の た め に 、 上 真実 を 、 故 意 に 人 歪曲 し て 、 伝 える こと 。 
そう し た 人 行為 を 、 積 極 的 に 行う こと 。 


既得 権益 の 獲得 の 手段 。 
攻撃 。 
挑発 。 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
積極 性 。 

能動 性 。 

BOOTHE. 


卵子 や 、 女 性 優位 社会 。 

それ ら の 内 部 に 侵入 する こと 。 

その こと へ の 、 強 い 動 機 づ ご け を 持っ て いる こと 。 

女性 優位 社会 の 内 部 に 侵入 し た 後に 、 以 下 の 行 為 を 行う こと 。 
女性 優位 社会 の 既得 権益 。 

それ ら の 、 力 ずく で の 、 奪 取 や 収奪 や 搾取 。 

ハゲ タカ の よう な 行為 。 

例 。 

アメ リカ に よる 、 日 本 の 支配 。 


その 際 、 以 下 の 内 容 の 実現 を 、 重 視 す る こと 。 
彼ら に と っ て 一 方 的 に 有利 な 契約 。 
ЕЖА, 


Mil 
卵子 。 

女性 優位 社会 。 
定住 生活 様式 。 


予め 、 栄 養 面 や 、 衣 食 住 に お いて 、 上 恵まれ て いる こと 。 
彼ら を 取り 巻く 環境 が 、 既 に 、 十 分 に 快適 で ある こと 。 
彼ら を 取り 巻く 環境 が 、 有 利 で て ある こと 。 

彼ら を 取り 巻く 環境 に お ける 、 温 室 性 。 

それ を 、 了 予め 、 一 方 的 に 占有 し て いる こと 。 


その 、 強 い 定住 性 。 

その 動作 や 分 布 に お ける 、 液 体 的 性 質 。 
その 視野 が 、 狭 いこ と 。 

その 内 部 の 、 液 体 性 。 


その 内 部 に 、 了 既得 権益 を 、 豊 富 に 貯 蔵 し て いる こと 。 

// 

卵子 。 

子供 の 養育 に 必須 と な る 、 豊 富 な 栄養 分 。 

それ ら を 、 そ の 内 部 に お いて 、 排 他 的 に 、 独 占 し て いる こと 。 
それ に 対す る 外部 か ら の アク セス の 可能 性 。 

そう し た 可能 性 は 、 外 部 に 対し て 、 完 全 に 閉じ られ て いる こと 。 
内 部 か ら の 許可 が 下り な い 限 り 。 

/ 

女性 。 

重要 な 生殖 設備 の ほとん ど を 、 排 他 的 に 、 独 占 し て いる こと 。 
それ に 対す る 男性 か ら の アク セス の 可能 性 。 

そう し た 可能 性 は 、 男 性 に 対し て 、 完 全 に 閉じ られ て いる こと 。 
女性 か ら の 許可 が 下り な い 限 り 。 

男性 が 、 そ れ に 対す る 強行 突破 を 行わ な い 限 り 。 
// 

女性 優位 社会 の 人 々 。 

定住 生活 様式 の 人 々 。 

生存 に と っ て 必須 な 、 水 分 や 食糧 。 

それ ら を 、 和 容易 に 得 や すい こと 。 

農耕 に 適し た 、 恵 まれ た 環境 領域 。 

それ ら の 、 先 祖 代 々 に わた る 、 排 他 的 な 独占 。 
湿潤 環境 の 独占 。 

それ ら の 行為 を み 、 行 っ て いる こと 。 

// 


tOARICbITS, АВЕ. 
thon, SRY. 
thon, SEY. 


その 内 部 に お ける 、 自 己 保身 性 の 実現 。 
その 内 部 に お ける 、 温 室 性 の 実現 。 

その 内 部 に お ける 、 調 和 の 実現 。 

その 内 部 に お ける 、 異 質 者 の 完全 な 抹消 。 
それ ら の 、 社 会 的 な 自動 化 。 

それ ら に 、 成 功 し て いる こと 。 


その 内 部 に お ける 、 湿 油性 。 

その 内 部 に お ける 、 癒 着 や 特権 性 や え こ ひい き や 腐 敗 。 

その 内 部 に お ける 、 身 明 性 や 清貧 性 や 公正 性 の 、 欠 如 や 消失 。 
それ ら が 、 発 生 し や すい こと 。 


И, ЕИЖх, ЕЛИ CH Sx &. 


対外 的 な 膨張 や 拡大 を 、 あ まり 指向 し な いこ と 。 
既 存 O) 惠 未 机 大 环境 。 

それ ら の 現状 維持 。 

その こと を 、 強 く 指 向 す る こと 。 

現状 維持 へ の 、 強 い 指 向 性 。 


その 内 部 と 外部 を 仕切 る 、 強 大 な 棚 や 壁 や カー テン 。 
それ ら を 、 予 め 、 所 有 し て いる こと 。 

それ ら の 強大 性 や 突破 不能 性 。 

その こと を 、 外 部 に 対し て 、 誇 示す る こと 。 


既得 権益 の 、 閉 鎖 的 で 排他 的 な 、 独 占 。 
それ ら の 持続 を 、 重 視 す る こと 。 


その 内 部 へ の 進入 。 

その こと へ の 許認可 権限 。 
それ ら の 占有 。 

その こと へ の 強い こだわ り を 持つ こと 。 


彼ら 自身 が 、 そ の 内 部 へ の 進入 を 許可 し た 、 対 象 者 。 
そう し た 者 を 、 そ の 内 部 へ と 、 逃 げ 場 の 一 切 無い 形 で 、 密 閉 し 、 包 含 す る こと 。 


その 内 部 へ と 進入 し た 者 。 

そう し た 者 に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 一 方 的 に 強制 する こと 。 
彼ら 自身 と の 、 一 体 化 や 、 融 合 や 、 調 和 。 

例 。 

卵子 に 内 部 進入 を 許可 され た 精子 。 

彼ら の 行く 末 。 


卵子 。 

その 内 部 へ の 、 許 可 を 伴わ な い 侵 入 。 

その 一 方 的 な 禁止 を 行う こと 。 

そう し た 侵入 の 発生 可能 性 。 

そう し た 可能 性 を 、 予 め 、 徹 旗 的 に 抹消 する こと 。 
その こと へ の 強い こだわ り を 、 持 つこ と 。 

その た め に 、 そ うし た 侵入 者 を 、 抹 消す る こと 。 
その た め の 行 動 。 


その 一 環 と し て 、 以 下 の よ うな 行動 を 、 付 随 的 に 、 行 うこ と 。 
その 内 部 へ の 侵入 に 対す る 、 了 予防 線 。 

それ ら を 、 よ り 強 固 に 張る こと 。 

その た め に 、 以 下 の 行 為 を 、 可 能 な 範囲 で 、 行 うこ と 。 
既得 権益 の 領域 の 、 拡 張 。 

その た め に 、 外 部 へ と 、 積 極 的 に 進出 する こと 。 


その 内 部 へ と 、 許 可 無 く 一 方 的 に 侵入 し て くる 者 。 

そう し た 者 を 、 重 大 な 同 威 と 見 な すこ と 。 

そう し た 者 の 存在 自体 を 、 一 切 許 さ な い こと 。 

そう し た 者 に 対し て 、 心 の 旗 か ら 、 本 格 的 に 、 感 情 的 に 怒る こと 。 
彼ら が 、 い っ た ん 怒り 出し た 場合 。 


CVU!) DBA, ЕСИ и. 


そう し た 登 威 に 対す る 、 徹 族 的 な 防衛 や 抗戦 や 破壊 活動 。 

相手 の 弱み に 付け 込ん だ 形 で の 、 専 制 的 な 態度 で の 、 権 益 の 拡張 。 
それ ら を 、 爆 発 的 な 、 な り ふ り 構 わな い 態 度 で 、 行 うこ と 。 
それ ら を 、 猛 然 と 、 行 うこ と 。 

それ ら を 、 以 下 の 内 容 を 伴っ て 、 行 うこ と 。 

AEH IED SALLY, BEM OMA REE. 


その 内 部 の 真実 。 
それ ら の 内 容 を 、 外 部 に 対し て 、 障 蔽 する こと 。 
それ ら の 内 容 を 、 綺 出 で 無 問題 な 内 容 へ と 、 故 意 に 人 歪曲 し て 伝え る こと 。 


BSI. РАВ ek. 

その こと を 放 け る こと 。 

その 内 部 の 豊か な 安全 地帯 に 滞 轟 する こと 。 
その こと で 、 快 適 な 温室 生活 を 送り 続け る こと 。 
そう し じ よ うず と する ご と ど 。 


苦 酷 な 苦 役 の 作業 。 

危険 な 対外 的 な 護衛 の 作業 。 

それ ら の 作業 を 、 そ の 外部 へ と 、 丸 投げ する こと 。 
その こと で 、 以 下 の 内 容 を 実現 する こと 。 

楽 な 作業 へ の 就労 機会 。 

それ ら を 、 そ の 内 部 で 、 独 占 す る こと 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

温室 性 。 


退 婴 性 。 


自分 か ら は 、 動 か ず 、 他 力 本 願 に 徹する こと 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
受動 性 。 


既得 権益 の 獲得 。 

その 結果 。 

世界 社会 に お ける 、 中 心 的 存在 。 
そう し た 存在 に な る こと 。 
その 実現 へ の 、 強 い 指 向 性 。 


(2022 年 3 月 初出 。) 


男性 優位 社会 に お ける 、 女 性 恐怖 症 。 


男性 優位 社会 の 人 々 。 

彼ら は 、 女 性 優位 社会 の 存在 を 、 決 し て 、 認 め な い 。 
彼ら は 、 女 性 優位 社会 の 価値 観 を 、 決 し て 、 認 め な い 。 
例 。 

ロシア や 中 国 に お ける 、 全 体 社 会 の 調和 や 一 体 性 の 重視 。 


彼ら は 、 女 性 の 優位 性 を 、 決 し て 、 認 め な い 。 
彼ら は 、 精 子 に 対す る 、 卵 子 の 優位 性 を 、 決 し て 、 認 め な い 。 


彼ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 根 本 的 に 欠い て いる 。 
男女 の 性 差 に つい て の 公平 な 研究 を 遂行 する 、 能 力 。 


彼ら は 、 洪 在 的 に 、 女 性 に 対す る 、 強 い 恐 怖 心 を 持っ て いる 。 
彼ら は 、 潜在 的 に 、 女 性 優位 社会 に 対す る 、 強 い 英 怖 心 を 持っ て いる 。 


それ ら の 背景 。 

精子 と 卵子 の 受精 の プロ セス 。 

多数 の 精子 が 、 女 性 の 生体 内 で 、 大 量 に 殺 夫 され る こと 。 

1 個 の 精子 の み が 、 最 終 的 に 、 生 き 残 る こと を 、 卵 子 に よっ て 、 許 可 さ れる こと 。 
精子 と 卵子 の 受精 時 。 

精子 は 、 卵 子 に よっ て 、 そ の 身体 を 、 一 方 的 に 、 知 み 込 まれ 、 解 体 さ れる 。 
その 結果 。 

精子 は 、 以 下 の 特 性 を 喪失 する 。 

個人 行動 。 

自由 行動 。 

個人 の 独立 性 。 

開放 性 。 

精子 は 、 以 下 の 内 容 を 、 卵 子 に よっ て 、 強 制 さ れる 。 

卵子 の 内 部 に 、 水 久 に 、 閉 じ 込 め ら れ 、 二 度 と 外 に 出 ら れ な く な る こと 。 
О, SAIC. аи, МАЮ, ЕСС. 
卵子 と の 一 体 化 。 

卵子 内 部 に お ける 調和 。 


男性 は 、 以 下 の 状 況 の 実現 に 対す る 、 根 強い 恐怖 が ある 。 
女性 に よっ て 、 丸 呑み され 、 閉 じ 込 め ら れ 、 個 人 行動 や 自由 行動 や 独立 を 禁止 され 、 専 
制 支配 を 受け る こと 。 


男性 優位 社会 は 、 以 下 の 状 況 の 実現 に 対す る 、 根 強い 恐怖 が ある 。 
女性 優位 社会 に よっ て 、 丸 呑み され 、 閉 じ 込 め ら れ 、 個 人 行動 や 自由 行動 や 独立 を 禁止 
され 、 専 制 支配 を 受け る こと 。 


At PAK, 

血 绿 集团 。 

その 内 部 か ら 、 女 性 を 追い 出し て 、 企 業 労 働 へ と 、 進 出さ せる こと 。 
その 実現 に つい て 、 と て も 熱心 で ある こと 。 

女性 の 男性 化 に つい て 、 と て も 熱心 で ある こと 。 

それ は 、 男 性 優位 社会 に と っ て の 、 男 女 平等 で ある 。 

それ は 、 男 性 優位 社会 に お ける 社会 的 性 差 を 、 消 減 さ せる こと で ある 。 
男性 優位 社会 の 女性 に お ける 、 女 性 性 。 

その 撲滅 を 、 熱 心 に 目指 すこ と 。 

そう し た 社会 運動 は 、 洪 在 的 な 女性 恐怖 症 に よっ て 、 も た ら さ れ て いる 。 


thbdlt, ld, WROWNR CHS. 

生物 学 的 な 視点 に お いて 。 

卵子 の 、 精 子 に 対す る 、 優 位 性 。 

女性 の 、 男 性 に 対す る 、 優 位 性 。 

女性 優位 社会 の 、 男 性 優位 社会 に 対す る 、 優 位 性 。 

卵子 の 性 質 や 社会 行動 の 、 女 性 の 性 質 や 社会 行動 へ の 、 真 接 的 な 反映 。 


精子 の 性 質 や 社会 行動 の 、 男 性 の 性 質 や 社会 行動 へ の 、 真 接 的 な 反映 。 


男性 の 優位 性 。 
男性 優位 社会 の 存在 可能 性 。 
それ は 、 移 動 生活 様式 を 必要 と する 環境 の み に 、 限 定 さ れる 。 


(2022 年 3 月 初出 。) 


女性 と 、 社 会 的 上 下関 係 。 専制 支配 の 発生 と の 関連 。 


女性 に お ける 、 社 会 的 上 下関 係 。 女性 優位 社会 に お ける 、 社 会 的 上 下関 係 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

上 位 者 に よる 、 下 位 者 に 対す る 、 逃 げ 場 の 無い 、 全 人 格 的 支配 。 下位 者 に よる 、 上 位 者 
に 対す る 、 逃 げ 場 の 無い 、 全 人 格 的 従順 。 

上 位 者 に よる 、 下 位 者 に 対す る 、 密 閉 的 な 包含 。 下 位 者 が 、 上 位 者 に よる 旬 含 の 外部 に 
出 ら れ な いこ と 。 

上 位 者 。 そ れ は 、 下 位 者 を 包含 する 存在 で ある 。 下位 者 。 そ れ は 、 填 位 者 に 包含 され る 
存在 で ある 。 

Ну. Их. BAB CHS. 下位 者 。 そ れ は 、 そ の 密 閉 容 器 に 一 方 的 に 閉じ 込め 
られ た 、 そ の 容器 の 中 身 で ある 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 を も た ら す 。 

上 位 者 に よる 、 下 位 者 に 対す る 、 専 制 支配 。 下 位 者 に よる 、 上 位 者 に 対す る 、 無 制限 の 
4. 

上 位 者 が 、 下 位 者 を 独占 する こと 。 下 位 者 が 、 上 位 者 に よっ て 、 独 占 さ れる こと 。 
社会 的 な 専制 支配 の 体制 。 女 性 は 、 社 会 に お ける 専制 支配 の 発生 源 で ある 。 

社会 的 な 密室 支配 の 体制 。 女 性 は 、 社 会 に お ける 宮 室 支配 の 発生 源 で ある 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 の 反映 で ある 。 

母体 の 子宮 に よる 、 芋 水 経 由 の 、 胎 児 の 密閉 的 な 包含 や 独占 と 、 胎 児 へ の 、 独 占 的 で 排 
他 的 な 、 栄養 分 の 供 維 。 

卵子 に よる 、 受 精 の た め に 飛び 込ん で くる 精子 の 、 細 胞 膜 に よる 、 密 閉 的 な 包含 や 独 
占 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 の 延長 で ある 。 

母子 関係 。 

母体 と し て の 、 上 位 者 。 胎 児 と し て の 、 下 位 者 。 

HRC LTO, Еж, УЖО. Уж. 


物事 を 、 対 象 を 包含 する か 、 対 象 に 包含 され る か の 、 ど ちら か で 、 考 える こと 。 
対象 を 包含 する こと 。 そ れ は 、 愛 情 で ある 。 

対象 に 包含 され る こと 。 そ れ は 、 甘 え で ある 。 

対象 が 、 包 含 に 値する 資質 を 保有 し て いる 場合 。 その 対象 は 、 女 性 や 、 女 性 化し た 男性 
に よっ て 、 以 下 の よ うに 呼ば れる 。 "あな た は 、 可 愛 い 。” 

そう し た 女性 特有 の 思考 。 

それ は 、 以 下 の よ うに 呼ぶ こと が 可能 で ある 。 

子宮 的 思考 。 数 学 的 集合 に 基づく 思考 。 


女性 と 、 規 則 の 遵守 。 
女性 に よる 、 規 則 の 遵守 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

規則 へ の 款 従 。 規 則 の 、 専 制 的 な 強制 。 

女性 は 、 上 位 者 の 定め た 規則 を 、 忠 実に 守る 。 彼 女 は 、 そ の ルー ル に 対し て 、 従 順 で あ 
И. #95. 

女性 は 、 彼 女 自 身 が 守る 規則 を 、 下 位 者 に 対し て 、 一 方 的 に 、 有 無 を 斉 わ さ ず 、 専 制 的 
に 、 強 制す る 。 

下位 者 が 、 そ の ルー ル を 批 交 し た 場合 。 彼女 は 、 そ の 下位 者 に 対し て 、 徹 度 的 で 専制 的 
な 社会 的 制裁 や 社会 的 処 六 を 、 容 赦 無 く 与 える 。 


(2022 年 2 月 初出 。) 


女性 や 、 女 性 優位 社会 に お ける 、 矛盾 の 丸呑み 行為 の 横行 。 


女性 。 
女性 優位 社会 の 人 々 。 
彼ら は 、 矛盾 の 丸呑み を 、 平 気 で 行う 。 


例 。 

日 本 社会 の 人 々 。 

彼ら は 、 口先 で は 、 ア メリ カ の 自由 主義 的 な 民主 主義 を 、 必 死 で 主張 する 。 

し か し 、 彼 ら の 実際 の 社会 行動 は 、 ロ シア や 中 国 と 同様 に 、 専 制 主義 的 で ある 。 
彼ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 専 ら 行 う 。 

アメ リカ の 自由 主義 的 な 民主 主義 の 、 専 制 主義 的 な 受容 。 

彼ら は 、 そ の 矛盾 に 、 気 付か な い 。 


(2022 年 3 月 初出 。) 


女性 た ち 。 定 住 生 活 様式 者 た ち 。 女 性 優位 社会 の 人 々 。 彼ら の 
アウ ト プ ッ ト が 抱え る 、 根 本 的 な 欠陥 。 


女性 た ち 。 

女性 優位 社会 の 人 々 。 
定住 生活 様式 者 た ち 。 

彼ら の アウ ト プ ッ ト 。 

その 内 容 が 、 あ まり 良く な いこ と 。 
その 内 容 が 、 あ まり 導 え な いこ と 。 
ФО, ЕСИ. 
その 内 容 が 、 や や 不足 気味 な こと 。 
その 内 容 が 、 や や 後進 的 な こと 。 
それ ら の 、 恒 常 的 な 発生 。 

その 、 根 本 的 な 理由 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


(1) 
それ が 、 安 住 的 な アウ ト プ ッ ト で ある こと 。 


それ が 、 温 室 的 な アウ ト プ ッ ト で ある こと 。 


卵子 た ち 。 

女性 た ち 。 

彼ら が 、 先 天 的 な 既得 権益 の 、 占 有 者 で ある こと 。 
主要 な 、 生 殖 設備 や 生殖 資源 。 

それ ら の 、 生 涯 に わた る 、 独 占 。 


定住 生活 様式 者 た ち 。 

彼ら が 、 先 祖 代 々 に わた る 、 後 天 的 な 既得 権益 の 占有 者 で ある こと 。 
主要 な 水利 。 

それ ら の 、 先 祖 代 々 に わた る 、 独 占 。 

主要 な 、 植 物 の 育ち や すい 居住 エリ ア 。 

それ ら の 、 先 祖 代 々 に わた る 、 独 占 。 


女性 た ち 。 
定住 生活 様式 者 た ち 。 
女性 優位 社会 の 人 々 。 


彼ら 自身 が 、 そ うし た 恵まれ た 環境 に 安住 し て いる こと 。 
彼ら 自身 が 、 そ うし た 既得 権益 の 上 に 安住 し て いる こと 。 


苦 役 や 危険 を 伴う 、 環 境 や 作業 。 
彼ら 自身 が 、 そ れ ら を 、 徹 旗 的 に 回 計 し 続け て いる こと 。 
彼ら 自身 が 、 そ れ ら を 、 外 部 の 者 へ べ と 、 全 て 丸 投げ し 続け て いる こと 。 


楽 で 快適 で 安全 な 環境 の み へ と 、 停 留 す る こと 。 
楽 で 快適 で 安全 な 作業 の み を 、 実 行 す る こと 。 
彼ら 自身 が 、 そ れ ら の 実現 を 、 強 力 に 指向 し 続け て いる こと 。 


その 結果 。 

彼ら の 思考 や 行動 に お ける アウ ト プ ッ ト 。 
それ ら が 、 以 下 の よ うな 内 容 に な る こと 。 
// 


甘え た 性 質 で ある こと 。 
生ぬるい 性 質 で ある こと 。 
/ 


彼ら 自身 が 安住 する 温室 。 

その 外部 の 環境 に お ける 動向 。 

それ ら に 対す る 、 徹 旗 的 な 無関心 や 興味 不足 。 

それ に 基づく 、 根 本 的 な 、 視 野 の 狭 さ 。 

その 結果 。 

それ ら の 欠陥 が 、 以 下 の 内 容 に お いて 、 啓 呈す る こと 。 
// 

彼ら の 思考 や 行動 に お ける アウ ト プ ッ ト 。 

// 


(2) 
それ が 、 不 動 的 な アウ ト プ ッ ト で ある こと 。 


卵子 た ち 。 
女性 た ち 。 


定住 生活 様式 者 た ち 。 
彼ら が 、 定 住 や 不動 性 を 、 強 力 に 指向 する こと 。 


その 結果 。 

彼ら の 思考 や 行動 に お ける アウ ト プ ッ ト 。 
それ ら が 、 以 下 の よ うな 内 容 に な る こと 。 
/ 

静 的 で ある こと 。 

受動 的 で ある こと 。 

SLE CHS. 

の ろ ま で ある こと 。 

切れ 味 が 悪い こと 。 

機動 性 に 欠け て いる こと 。 

遅れ て いる こと 。 

/ 


(3) 
それ が 、 不 自由 な アウ ト プ ッ ト で ある こと 。 


女性 た ち 。 

女性 優位 社会 の 人 々 。 

彼ら が 、 相 互 の 間 で 、 以 下 の 内 容 を 、 絶 え ず 強力 に 指向 する こと 。 
// 

一 体 性 の 実現 。 

融合 性 の 実現 。 

調和 の 実現 。 

同調 の 強制 。 

束縛 。 監 視 。 管 理 。 内 部 統制 。 

// 


その 結果 。 
彼ら の 思考 や 行動 に お ける アウ ト プ ッ ト 。 
それ ら が 、 以 下 の よ うな 内 容 に な る こと 。 
ИИ 
不 自由 で ある こと 。 
画 一 的 で て ある こと 。 
発展 人 性 に 欠け て いる こと 。 
快活 性 に 欠け て いる こと 。 
// 
彼ら が 、 あ た か も 了 囚人 で ある か の よう な 、 内 容 で ある こと 。 
ИИ 

(2022 年 4 月 初出 。 ) 


個人 性 の 優先 。 共 同性 の 優先 。 和 男女 の 性 差 。 
男性 性 。 個 人 性 の 優先 。 论 理 性 。 理 性 性 。 自 己 判断 0 重视。 
(А) 论 理 性 。 


男性 性 の 特徴 の ー つ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
論理 性 。 


論理 の 表現 は 、 以 下 の よ う で ある 。 
(1) XX は 、XX で ある 。 
(2) XX は 、XX で な い 。 


論理 は 、 次 の 内 容 で ある 。 
Oy. 17^. 

Aid. Rd. 

それ ら の 中 間 は 、 無 い 。 
論 埋 回 路 は 、 そ の 典型 で ある 。 
論理 的 思考 。 

それ は 、 自 他 を 切り 分 ける 。 


論理 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
自 他 を 分 離す る こと 。 
それ を 行う 包 物 。 そ れ を 行う 道具 。 そ れ を 行う 手段 。 


それ は 、 自 他 の つなが り を 断ち 切る 。 


それ は 、 以 下 の 行 動 や 価値 観 を 実現 する 。 
個人 主義 。 

(1) 个 人 行动 。 

(2) 個人 の 自主 独立 。 


論理 は 、 そ れ ら の 根源 で ある 。 
それ は 、 乾 いた 感覚 を も た ら す 。 


男性 は 、 論理 を 好む 。 
そう し た 男性 性 は 、 以 下 の よ うに 表現 で きる 。 


ИИ 
論理 の 性 。 
分 離 の 性 。 
個人 性 の 性 。 
И 


それ は 、 次 の 感覚 を 、 男 性 に も た ら す 。 

ИИ 

みん な は 、 私 の こと を 、 そ の まま で は 、 分 か っ て くれ な い 。 
ИИ 


‚ РНЕ, HAF SHB 5 


精子 の 行動 様式 と 、 大 きく 関連 する 。 
、 以 下 の 通 り で ある 。 


は 、 個 人 行動 を する 。 
は 、 個 人 主義 で 動く 。 
精子 は 、 相 互 に 分 離す る 。 
は 、 相 互 に 分 散 す る 。 


男性 の 精神 は 、 次 の 内 容 を 引き 継ぐ 。 
精子 の 動き 。 そ の 特性 。 
男性 は 、 精 子 の 担い 手 で ある 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 の 背景 と な っ て いる 。 


(1) 
(2) 


性 は 、 論 理性 を 持つ 。 
性 は 、 個 人 性 を 優先 する 。 


aH Mf 


(В) 理性 性 。 
男性 性 の 特徴 の ー つ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


理由 付け が 好き な こと 。 
理性 的 で て ある こと 。 


それ は 、 次 の 内 容 で ある 。 
理性 性 。 


理性 的 で て ある こと 。 
それ は 、 以 下 の 詩 動 を 好む こと で ある 。 


(1) (XX は 、XX で ある 。) な ぜ な ら ば 、XX は 、XX だ か ら 。 
(2) (XX は 、XX で ある 。) その 理由 は 、XX で ある 。 


ИИ 

論理 的 で て ある こと 。 

理性 的 で て ある こと 。 

ИИ 

上 記 の 両者 は 、 概 念 的 に は 、 別 物 で ある 。 
だ が 、 双 方 は 、 密 接 に つなが っ て いる 。 
それ は 、 以 下 の 通 り で ある 。 


ИИ 
理性 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

論理 を 正当 化す る こと 。 そ の た め の 根 拠 。 
個人 が 下 し た 誕 断 。 そ の 根拠 。 

ИИ 


それ は 、 以 下 の 行 動 に よっ て 、 初 め て 実現 する 。 
аля. 


HII 
Лех. 

それ は 、 個 人 行動 が も た ら す 。 
それ は 、 個 人 主義 が も た ら す 。 
Mil 


そう し た 男性 性 は 、 以 下 の よ うに 表現 で きる 。 
自己 麟 断 の 性 。 
それ は 、 次 の 内 容 に 付随 する 。 


ИИ! 


自 他 の つなが り を 断ち 切る こと 。 
自 他 を 分 離す る こと 。 
ИИ 


それ は 、 次 の 感覚 を 、 男 性 に も た ら す 。 

Hill 

みん な は 、 私 の こと を 、 そ の まま で は 、 分 か っ て くれ な い 。 
私 は 、 私 の こと を 、 み ん な に 、 分 か っ て も らい た い 。 

私 は 、 そ の 実現 の た め に 、 み ん な に 対し て 、 説 得 し た い 。 
私 は 、 み ん な に 対し て 、 論 理 的 に 説得 し た い 。 

私 は 、 み ん な に 対し て 、 理 性 的 に 説得 し た い 。 

Mil 


男性 は 、 生 殖 に お いて 、 精 子 を 担う 。 
理性 性 は 、 精 子 の 行動 様式 と 、 大 きく 関連 する 。 
それ は 、 以 下 の 通 り で ある 。 


И 

精子 は 、 個 人 行動 を する 。 

精子 は 、 個 人 主義 で 動く 。 

ЗУ. НЛО CHA 
И 


男性 の 精神 は 、 次 の 内 容 を 引き 継ぐ 。 
精子 の 動き さき 。 そ の 特性 。 
男性 は 、 精 子 の 担い 手 で ある 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 の 背景 と な っ て いる 。 


(1) 男性 は 、 理 性 性 を 持つ 。 
(2) 個人 に よる 痢 断 。 男 性 は 、 そ れ を 優先 する 。 


(C) まとめ 。 


(1) 论 理性 。 
(2) 理性 性 。 


筆者 は 、 上 記 の 二 つ の 性 質 を 、 次 の 一 育 で まとめ た 。 


個人 性 の 優先 。 
男性 は 、 そ れ を 、 強 く 持 つ 。 


(初出 2020 年 8 月 ) 


女性 性 。 共存 性 の 優先 。 共同 性 の 優先 。 感情 性 。 合 意 性 。 自 己 判断 0 回避 。 


(А) 感情 性 。 
女性 性 の 特徴 の ー つ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
感情 性 。 


女性 は 、 感 情 的 な 言動 を 好む 。 
女性 は 、 以 下 を 優先 する 。 
彼女 自身 の 好き 嫌い 。 


(1) 好き な 相手 。 
女性 は 、 そ れ と 融合 し た い 。 
女性 は 、 そ れ と 一 体 化 し た い 。 


(2) 嫌い な 相手 。 

女性 は 、 そ れ と 融合 し た く な い 。 
女性 は 、 そ れ と 一 体 化 し た く な い 。 
SMELL. “CAV MET TEL. 


その 根源 は 、 以 下 の 分 類 と な る 。 


(1) 女性 は 、 自 他 を 融合 させ る 。 
そう し た 女性 性 は 、 以 下 の よ うに 表現 で きる 。 


(2) 女性 は 、 自 他 を 連続 させ る 。 
そう し た 女性 性 は 、 以 下 の よ うに 表現 で きる 。 
Mil 
連続 性 の 性 。 
連続 性 の 優先 。 
Mil 


(3) 女性 は 、 自 他 を 一 体 化 させ る 。 

そう し た 女性 性 は 、 以 下 の よ うに 表現 で きる 。 
ИИ 

一 体 化 0 性 。 

共同 性 の 性 。 

ROVE. 

ИИ 


それ は 、 湿 っ た 感覚 を も た ら す 。 
それ は 、 次 の 感覚 を 、 女 性 に も た ら す 。 
Hil 


みん な は 、 私 の こと を 、 分 か っ て くれ る 。 
ИИ 


На. фи с, ан). 


卵子 の 行動 様式 と 、 大 きく 関連 する 。 
それ は 、 以 下 の 通 り で ある 。 


卵子 は 、 排 卵 前 は 、 ひ と か た まり で 分 布 す る 。 


それ ら は 、 相 互 に くっ つい た 状態 で 分 布 す る 。 
CHS, FIO CHS. 
Mil 


それ は 、 以 下 の 状 態 で ある 。 
(1) 細胞 と し て の 独立 性 。 そ れ を 保っ て いる 状態 。 
(2) 相互 に 接合 し た 状態 。 


Mil 
卵子 。 そ の 存在 は 、 自 他 を 分 離し な い 。 
その 存在 は 、 論 理 的 で な い 。 

Mil 


(B) 合意 性 。 
5893. НЕВА, UC ATE CHHTS. 
それ ら は 、 相 互 に く っ つい た 状態 で 分 布 す る 。 


仮に 、 卵 子 が 心理 構造 を 持っ て いた 、 と する 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 を 実現 する 。 


ИИ 
心理 的 な 和合 。 
心理 的 な 同調 。 
心理 的 泵 一 体感 。 
ИИ 


Mil 
卵子 は 、 個 人 行動 を し な い 。 
卵子 は 、 個 人 で 者 断 し な い 。 
卵子 は 、 以 下 を 回 避 す る 。 

自己 判断 。 

卵子 。 そ の 存在 は 、 理 性 的 で な い 。 
Mil 


Mil 
卵子 は 、 み ん な で 一 緒 に 決め る 。 
卵子 は 、 み ん な で 合意 する 。 
卵子 は 、 以 下 を 優先 する 。 
自 他 の 合意 。 

Mil 


女性 の 精神 は 、 卵 子 が 持つ 、 そ うし た 性 質 を 引き 継ぐ 。 
そう し た 女性 性 は 、 以 下 の よ うに 表現 で きる 。 
合意 の 性 。 


それ は 、 次 の 感覚 を 、 女 性 に も た ら す 。 
Mil 

私 は 、 み ん な と 、 合 意 し た い 。 

私 は 、 そ うし て 、 み ん な と 、 一 体 化 し た い 。 
私 は 、 そ うし て 、 み ん な と 、 融 合 し た い 。 
И 


(1) 
(2) 
筆者 は 、 上 記 の 二 つ の 性 質 を 、 次 の よう に 、 ま と め た 。 
共存 性 


女性 は 、 そ れ を 、 強 く 持 つ 。 
(初出 2020 年 8 月 ) 


生活 の 移動 性 。 生活 の 定住 性 。 和 男女 の 性 差 。 


精子 。 卵 子 。 双 方 の 動き の 相違 。 そ れ が も た ら す 、 男 性 性 と 女性 性 。 移 動 生 活 
様式 と 定住 生活 様式 。 そ の 根本 的 な 関連 。 


男女 の 性 差 の 分 析 。 
それ に お いて は 、 以 下 が 、 根 本 的 に 重要 で ある 。 
以下 の 視点 に 着目 する こと 。 


1 . 男性 性 。 女 性 性 。 
それ ら に つい て 、 取 る べき 視点 。 


遺伝 的 な 性 質 。 

(1) 精子 的 性 质 。 

それ は 、 以 下 を 生成 する 。 
男性 性 。 

捨て 身 の 性 質 。 

自己 拡大 性 。 


(2) 卵子 的 性 質 。 

それ は 、 以 下 を 生成 する 。 
女性 性 。 

自己 保身 性 。 
自己 中 心性 。 


2 . 社会 的 な 男性 優位 。 社 会 的 な 女性 優位 。 
それ ら に つい て 、 取 る べき 視点 。 


(1) 

生活 上 、 男 性 性 が 、 何 ら か の 形 で 、 必 須 で ある こと 。 
その た め 、 男 性 が 、 以 下 に な る こと 。 社会 的 優位 者 。 
そう し た 社会 。 


(2) 
生活 上 、 女 性 性 が 、 何 ら か の 形 で 、 必 須 で ある こと 。 


その た め 、 女 性 が 、 以 下 に な る こと 。 社会 的 優位 者 。 
そう し た 社会 。 


3 . 移動 生活 様式 。 定 住 生活 様式 。 
それ ら と 性 差 と の 関連 。 
それ に つい て 、 取 る べき 視点 。 


(1) 男性 の 精子 。 
K(k, MATHS. 
彼ら は 、 以 下 を 行う 。 移 動 生 活 様式 。 


(2) 女性 の 卵子 。 
彼ら は 、 一 か 所 に 止ま っ て 動か な い 。 
彼ら は 、 以 下 を 行う 。 定 住 生活 様式 。 


4 . 移动 生活 样式 。 定 住 生活 样式 。 

それ ら と 、 以 下 と の 関連 に つい て 、 取 る べき 視点 。 
男性 優位 。 女 性 優位 。 

筆者 は 、 そ れ を 、 以 下 の よ うに まとめ た 。 


А) 移動 生活 様式 優位 社会 。 
れ は 、 ees 

с. МТО (1) AS, МТФ (2) MAC. МТФ (3) に 対し て 、 以 下 の 
4) を 実行 する 。 

1) 自然 環境 。 

2) 以下 を 実現 する こと 。 

Eee 生存 。 

(3) 生物 。 人間 。 

(4) 以下 を 要求 する こと 。 移 動 生活 様式 。 


( 
て 
で 

( 

( 

( 
AR: 


移動 生活 様式 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
遊牧 。 

Ne 

その 社会 は 、 男 性 と 、 相 性 が 良い 。 
男性 は 、 以 下 を 持つ 。 

生殖 面 で の 移動 生活 様式 者 。 

精子 。 

その 社会 は 、 男 性 優位 に な る 。 

それ は 、 男 性 優位 社会 に な る 。 


) 定住 生活 様式 優位 社会 。 

は 、 A 

で は 、 以 下 の ( 、 以 下 の (2) の 点 で 、 以 下 の (3) に 対し て 、 以 下 の 
) を 実行 する 。 

) 自然 環境 。 

2) 以下 を 実現 する こと 。 

и Ee. 

(3) 生物 。 人間 。 

(4) 以下 を 要求 する こと 。 定 住 生 活 様式 。 


(B 
それ 
で こ 
(4 
(1 
( 
AR 


定住 生活 様式 は 、 以 下 で ある 。 
农耕 。 


その 社会 は 、 女 性 と 、 相 性 が 良い 。 
Е. ИРА. 

生殖 面 で の 定住 生活 様式 者 。 
卵子 。 

その 社会 は 、 女 性 優位 に な る 。 
それ は 、 女 性 優位 社会 に な る 。 


(初出 2020 年 06 月 ) 


移動 生活 様式 。 定住 生活 様式 。 男女 の 遺伝 的 性 差 。 そ の 関連 。 


(1) 

移动 生活 样式 。 

それ に 向い た 心理 構造 や 、 行 動 パ ター ン 。 
それ を 人 々 に 提供 する こと 。 

その こと が 遺伝 的 に 決ま っ て いる 存在 。 
それ が 男性 で ある 。 


ИИ 
移動 生活 様式 優位 社会 。 

その 社会 で 、 権 力 を 握る こと 。 

それ が 、 遺 伝 的 に 決ま っ て いる 存在 。 
それ が 、 予 め プ ログ ラム され て いる 存在 。 
それ が 男性 で ある 。 


移動 生活 様式 優位 社会 。 
それ は 男性 優位 社会 に な る 。 


И 
移動 中 に 一 時 的 に 定住 する こと 。 
それ を 指向 する 存在 。 

それ は 、 以 下 の 人 々 で ある 。 
男性 。 

男性 優位 社会 の 人 々 。 


(2) 

定住 生活 様式 。 

それ に 向い た 心理 構造 や 、 行 動 パ ター ン 。 
それ を 人 々 に 提供 する こと 。 

その こと が 遺伝 的 に 決ま っ て いる 存在 。 
それ が 女性 で ある 。 


Mill 
定 住 生活 样式 优 位 社会 。 

その 社会 で 、 権 力 を 握る こと 。 

それ が 、 遺 伝 的 に 決ま っ て いる 存在 。 
それ が 、 予 め プ ログ ラム され て いる 存在 。 
それ が 女性 で ある 。 


定住 生活 様式 優位 社会 。 


それ は 女性 優位 社会 に な る 。 


Mil 

定住 中 に 一 時 的 に 移動 する こと 。 
それ を 指向 する 存在 。 

それ は 、 以 下 の 人 々 で ある 。 
女性 。 

女性 優位 社会 の 人 々 。 


(2020 年 5 月 初出 ) 


Are. 女性 。 その 行動 様式 。 気体 。 液体 。 そ の 分 子 運動 パタ ー 
ン 。 そ の 関連 。 


(1) 
男性 の 行動 様式 は 、 以 下 と し て 、 捉 えら れる 。 
気体 分 子 運 動 パ ター ン 。 


それ は 、 一 人 一 人 が 、 互 い に 、 以 下 の よ うに 動く 。 


И! 


各自 は 、 離 れる 。 
各自 は 、 バ ラバ ラ で ある 。 
各自 は 、 独 立 、 自 立 す る 。 
各自 は 、 高 速 に 動き 回 る 。 
各自 は 、 能 動 的 で ある 。 
各自 は 、 攻撃 的 で ある 。 


ИИ! 


こう し た 行動 様式 。 

それ は 、 以 下 と 同様 で ある 。 
男性 が 持つ 精子 。 
その 動き や 分 布 。 

その あり 方 。 


(2) 
女性 の 行動 様式 は 、 以 下 と し て 、 捉 えら れる 。 
液体 分 子 運 動 パ ター ン 。 


それ は 、 一 人 一 人 が 、 互 い に 、 以 下 の よ うに 動く 。 


各自 は 、 近 づく 。 
各自 は 、 集 まる 。 
各自 は 、 く っ つき 合う 。 
各自 は 、 低 速 で ある 。 
(+. ФФ. 
各自 は 、 受 動 的 で ある 。 


こう し た 行動 様式 。 

それ は 、 以 下 と 同様 で ある 。 
女性 が 持つ 卵子 。 

その 動き や 分 布 。 

その あり 方 。 


MBH I 


液体 。 
女性 。 


気体 。 
男性 。 


それ ら の 運動 。 そ れ ら の 行動 。 そ の パタ ー ン 。 

それ を 動画 で 示し た 結果 。 

シミ ュ レ ーション 動画 (1 ) 。 気 体 分 子 運 動 。 ド ライ な 感覚 。 精 子 の 行動 。 男 性 的 行 
動 。 父 性 的 行動 。 移 動 生活 様式 。 乾燥 地帯 に お ける 食糧 確保 行動 。 遊 牧 と 牧畜 の 生活 。 個 
人 主義 。 НН. SHAE. АЖ. НОЯ. ЖЖ. PR. EY. 


А kitai-single_yajirushi_030.mp4 - VLC メ ディ アプ レイ ヤー = 口 x 
メ x デア (M) BEM) 1-79 UAW FRO ツー ル (3 RRO > 


gas_5colors_c1.mp4 - VLC メ ディ アプ レイ ヤー = О x | 
メデ ィ ア (М) 再生 (L) オー ディ オ (A) ビデ オ (V) 字幕 У 表示 ① 
o 


シミ ュ レ ーション 動画 (2 ) 。 液体 分 子 運動 。 ウ ェ ッ ト な 感覚 。 卵 子 の 行動 。 女 性 的 行 

動 。 母 性 的 行動 。 定 住 生活 様式 。 湿潤 地帯 に お ける 食糧 確保 行動 。 農 耕 の 生活 。 集 団 主 

義 。 反 自由 主義 。 調和 主義 。 後 進 性 。 地域 の 例 。 PH. 韓国 。 日 本 。 ロ シア 。 
ekitai-single_katsudou_yajirushi_030.mp4 - VLC メ ディ ア ..… 一 口 х ] 


メデ ィ ア (М) 再 生 (L) オー ディ オ (A) ETA М) FBO ツー- ル (S) RW) 


А, liquid_Sgroups_color1.mp4 - VLC メ ディ アプ レイ ヤー = 口 x 7 
メデ ィ ア (М) ВА (Ц 71-747 (A) ビデ オ (V) =Е ツー- ル (S) 表示 ① 


読者 の みな さん は 、 そ れ に つい て は 、 以 下 の 内 容 を 、 参 照 し て 下さ い 。 
それ は 、 筆 者 の 、 別 の 書籍 で ある 。 


“気体 と 液体 。 行動 や 社会 の 分 類 。 生 物 や 人 間 へ の 応用 。” 


(初出 2008 年 01 月 ) 


女性 と セッ クス と 権力 。 
総論 。 女性 と セッ クス と 権力 。 


女性 は 、 次 の よう に 考え る 。 

ИИ 

私 に は 、 大 き な 性 的 価値 が ある 。 

私 に は 、 性 的 魅力 が ある 。 

私 は 、 以 下 を 、 絶 え ず 性 的 に 謗 っ て いる 。 
不 特定 の 男性 。 

ИИ 


Mil 

私 に は 、 以 下 が あ る 。 

男性 を 性 的 に 誘い 続け る 能力 。 
私 に は 、 男 性 吸引 力 が ある 。 
ИИ 


女性 は 、 以 下 の よ うな 存在 で ある 。 
Иж. 


Ill 
様々 な 虫 を 、 自 分 の と ころ に 引き 寄せ 続け る 存在 。 


それ を 、 人 為 的 に 行う 存在 。 
それ を 、 無 制限 に 行う 存在 。 
诱 蛾 灯 。 

Mil 


実際 。 

И 

求 々 な 男性 を 、 性 的 に 誘引 する 存在 。 

彼ら を 、 自 分 の と ころ に 、 引 き 寄 せ 続 ける 存在 。 
それ を 、 人 為 的 に 行う 存在 。 

それ を 、 無 制限 に 行う 存在 。 

生体 诱 蛾 灯 。 

ИИ 


女性 は 、 以 下 を 嫌う 。 

Hill 

AYE. 

彼 は 、 私 の 好み で は な い 。 

彼 は 、 私 に と っ て 想定 外 で ある 。 

そう し た 男性 が 、 私 に 誘引 され る こと 。 

そう し た 男性 が 、 私 の と ころ に や っ て くる こと 。 
ill 

性 は 、 そ れ を 予防 する 手立て を 持っ て いな い 。 
は 、 自 分 で は 何 も し な い 。 

は 、 勝 手 に 、 女 性 へ と 寄っ て くる 。 

は 、 以 下 の お か げ で ある 。 

性 自身 が 持つ 、 強 力 な 性 的 誘引 力 。 


> 


НЕ № № 


> 


性 は 、 自 分 か ら は 動か な く て も 、 以 下 の こ と が で きる 。 
性 の こと を 、 選 り 取 り 見 取り する こと 。 


性 は 、 男 性 の こと を 、 以 下 の よ うに 捉え る 。 

手 に アプ ロー チ し て くる 存在 。 

tit. the, BLS, BEAL. 

性 は 、 そ うし た 男性 た ち に 対し て 、 以 下 を 抱く 。 

可 抗力 の よう な プレ ッ シ ャ ー。 

性 は 、 そ うし た 男性 た ち に 対し て 、 以 下 を 抱き や すい 。 

力 な 被害 者 意識 。 

性 は 、 自 分 た ちの 起 愛 の 注意 は 、 一 部 の モテ る 男性 に 集中 する 。 
性 は 、 多 数 の モテ な い 男 性 を 、 嫌 う 。 

性 は 、 彼 ら を 回 避 す る 。 

仮に 、 以 下 が 起 きた 、 と する 。 

以下 の (1) は 、 以 下 の (2) へ と 、 以 下 の (3) を 実行 する 。 
(1) モテ る 男性 。 

(2) 彼女 自身 以外 の 女性 。 

(3) 目 を 移す こと 。 

する と 、 彼 女 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 

ИИ 

男性 は 、 私 の と ころ に 来る は ず だ っ た 。 

И 


> 


яви Mk MB 


女性 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 

Mil 

私 は 、 男 性 を 、 勝 手 に 奪わ れ た 。 
私 の 性 的 価値 は 、 不 当 に 損なわ れ た 。 
lM 


女性 は 、 上 記 の (2) に 対し て 、 猛 烈 に 危害 を 加え る 。 


女性 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 

男性 を 選択 する 主体 的 存在 。 そ れ は 、 女 性 で ある 。 
仮に 、 男 性 が 、 そ れ を 決め よう と し た 、 と する 。 
する と 、 女 性 は 、 猛 烈 に 反発 する 。 


女性 は 、 自 分 が モテ な いと 、 以 下 の よ うに 考え る 。 
ИИ 
男性 に は 、 私 を 見 る 目 が 無い 。 
ВЕРА. 

ИИ 


女性 は 、 以 下 の こ と は 考え た が ら な い 。 
Mil 

私 に は 、 性 的 上 魅力 が な い 。 

Mil 


MTT 


自分 の 性 的 魅力 の 持続 。 

Mela. tare, MATS. 

性 は 、 化 粧 や ダイ エッ ト を 続け る 。 

性 は 、 年 齢 を 重ね る 。 

ШО, АНА. 

か し 、 女 性 は 、 そ れ を 続け る 。 

性 は 、 彼 女 自 身 の 年 齢 を 盛ん に 気 に す る 。 
れ は 、 以 下 の 結果 で ある 。 


aod c xb dt 


女性 は 、 ЕС. AFA. CA CAM F AES. 

FRE COOPER RET 

女性 の 卵子 。 そ れ は 、 年 齢 と と も に 、 劣 化す る 。 

その 結果 、 女 性 は 、 以 下 に つい て 、 す ぐ タ イム リミット を 迎え て し まう 。 
以下 を 作る 能力 。 

彼女 自身 の 遺伝 的 子孫 。 


ЕЕ, НЕСЕТ, ИЖ. 


女性 は 、 以 下 を 試み る 。 

以下 の (1 ) に つい て 、 以 下 の (3) を 実行 する こと 。 
それ を 、 以 下 の (2) が 起こ る 前 に 、 完 了 す る こと 。 
(1) ВОЕН. 

(2) 以下 に 到達 する こと 。 

年 齢 上 の タイ ムリ ミッ ト 。 


(3) 何と か し て 、 残 すこ と 。 そ れ を 試み る こと 。 


その こと は 、 女 性 特有 の 行動 様式 で ある 。 
その こと は 、 女 性 の 心 の 中 に 、 予 め 、 遺 伝 的 に 、 ビ ルト イン され て いる 。 


女性 は 、 以 下 を 、 盛 ん に 気 に す る 。 

他 の 女性 と の 優劣 。 

身体 の プロ ポー ショ ン 。 化 粧 。 服 飾 。 

女性 は 、 ダ イエ ッ ト や ファ ッ シ ョ ン に 夢中 に な る 。 
それ ら は 、 以 下 に 対し て も 、 走 結 す る 。 

男性 へ の 性 的 魅力 。 その 増減 。 

女性 は 、 そ れ ら を 、 必 死に な っ て 向上 させ よう と する 。 


HHM 


女性 は 、 以 下 の よ うに 、 考 える 。 

Mil 

女性 は 、 以 下 を 、 全 て 握っ て いる 。 

セッ クス に お ける 、 生 殺 与 奪 の 権限 。 
セッ クス 決定 権 は 、 女 性 の 占有 物 で ある 。 
HII 


女性 は 、 以 下 の 存 在 で ある 。 

Mil 

セッ クス の 許認可 権 を 占有 する 存在 。 
性 的 支配 者 。 

性 的 権力 者 。 

性 的 強者 。 

性 的 上 位 者 。 

Mil 


女性 は 、 そ うし て 、 男 性 に 対し て 、 上 か ら 目 線 で 、 偉 そう に 振る 舞う 。 
女性 は 、 男 性 の こと を 、 以 下 の よ うに 見 な す 。 


И 
セッ クス の 決定 権 。 
彼 は 、 そ れ を 持て な い 。 
彼 は 、 次 で ある 。 
格下 の 存在 。 

ИИ 


仮に 、 男 性 が 、 そ れ を 行使 し よう と し た 、 と する 。 
する と 、 女 性 は 、 猛 反発 する 。 
女性 は 、 男 性 に 対し て 、 上 か ら 目 線 に な る 。 


女性 は 、 男 性 に 対し て 、 ご う 慢 に な る 。 
女性 は 、 以 下 に 対し て 、 駄 目 出 し を する 。 
それ は 、 一 方 的 で ある 。 
それ は 、 繰 り 返 され る 。 


男性 か ら の デー ト の アプ ロー チ 。 
男性 か ら の デー ト の プラ ン の 提示 。 
Mil 


aves, BMA. Ех 95. 
—F, Revels, AMEDD OUFANS. 

する と 、 女 性 は 、 そ れ に 耐え る こと が で き な い 。 
女性 は 、 す ぐに 、 ブ チ 切 れる 。 

女性 は 、 男 性 に 対し て 、 以 下 の こ と を 要求 する 。 
ИИ 

私 の こと を 尊重 する 扱い 。 

2-93 SNE. 

HAD BC!) 

私 へ の ご 機嫌 取り 。 

ИИ 


女性 は 、 次 の (1) に お いて 、 次 の (2) を 実行 する 。 
(1) 

男性 と の デー ト 。 

男性 と の セッ クス 。 


(2) 

男性 に 対し て 、 以 下 を 、 強 要する こと 。 
お 金 の 供出 。 

食事 な どの 接待 。 

5-9. 

女性 は 、 こ うし た こと を 、 以 下 の よ うに 考え る 。 
それ ら は 、 以 下 の 行 為 で ある 。 

女性 に よる 、 性 的 権力 の 行使 。 

そう し た 人 行為 は 、 女 性 に と っ て 、 当 然 で ある 。 


女性 は 、 こ れ に 応じ な い 男 性 を 、 以 下 の よ うに 、 猛 烈 に 批 交 す る 。 


ミ 
et 


男性 は 、 以 下 を 軽視 し て いる 。 
私 の 性 的 価値 。 

私 の 性 的 権力 。 

Mil 


Ed, ANNDESOA MMB, UROL FICHAS. 
高 の 不 可 侵 の 存在 。 

性 は 、 そ れ ら に つい て 、 気 安く アプ ロー チ す る 。 

性 は 、 そ れ ら を 触る 。 

性 に よる そう し た 行為 。 

性 は 、 そ れ に 対し て 、 猛 然 と 反発 し 、 怒 る 。 


1 
1 
1 
"| 


至 
男 
男 
男 
女 


女性 は 、 男 性 に 比べ て 筋力 が 弱い 。 
SHES, а Е ИС. 


(RIX. VEDAS, аа Ht. LFS. 

する と 、 女 性 は 、 以 下 の (1) ) に つい て 、 以 下 の (2) と する 。 
(1) セッ クス の 決定 権 。 

(2) 一 方 的 な 侵害 。 


それ は 、 女 性 の 占有 物 で ある 。 
女性 は 、 そ れ を 、 犯 闇 だ と わ め き た て る 。 


女性 は 、 以 下 の (1) に つい て 、 以 下 の (2) と する 。 
1) 筋力 の ある 男性 。 
) 私 は 、 彼 に 対し て 、 以 下 を 感じ る 。 性 的 魅力 。 


女性 は 、 そ うし た 男性 に 対し て 、 以 下 を 依頼 する 。 
(1) en oe 
(2) 重い 物 を 運 


(RIX, MEAS, СР, #95. 
する と 、 彼 は 、 そ の 女性 に よっ て 、 嫌 われ て し まう 。 


女性 。 

彼女 は 、 男 性 自身 に と っ て 、 本 命 で ある 。 
ИИ 
男性 は 、 彼 女 に 対し て 、 好 意 を 持つ 。 
男性 は 、 彼 女 と の 結婚 を 、 考 える 。 
Mil 
男性 は 、 そ うし た 女性 に 対し て は 、 以 下 の 必 要 が ある 。 

その 女性 か ら 、 振 られ な いよ うに する こと 。 

その た め に 、 そ の 女性 に 対し て 、 丁 重 に アプ ロー チ す る こと 。 


男性 に と っ て 、 以 下 は 、 困 難 で ある 。 
そう し た 女性 に 対し て 、 次 の こと を 、 う か つ に 人 行う こと 。 
自己 中 心 的 で 、 勝 手 な セッ クス を する こと 。 
男性 は 、 以 下 を 実行 する 。 
) 彼 は 、 女 性 た ちの 望む ペー ス て で 動く 。 


以下 の 仕組 み 。 
以下 の (1) が 、 以 下 の (2) に 対し て 、 以 下 の (3) を 実行 する こと 。 
(1) 女性 。 

(2) 男性 。 

(3 ee aes Sener と 。 そ れ は 、 自 然 に 行わ れる 。 
(3-1) 上 记 O (Р) を 実行 する こと 。 


これ は 、 以 下 の 力 の 源泉 で て ある 。 
女性 は 、 そ の 力 を 握る 。 
セッ クス に お ける 権力 。 


HAM 


女性 は 、 以 下 を 、 清潔 と 考え る 。 
例 。 彼女 自身 の 皮膚 や 女性 圧 。 
女性 は 、 以 下 の (1) に 対し て 、 以 下 の (2) を 実行 する 。 
(1) 男性 。 彼 は 、 eens ie 
) 以下 を 要求 する こと 。 過 度 の 清潔 さ 。 


HHM 


ーー 部 の 男性 は 、 女 性 に モテ な い 。 

そう し た 男性 は 、 以 下 の こ と を 実現 する 。 
以下 の 充足 。 

И 

性 的 な 興味 。 

性 的 な 快楽 。 

И 


男性 は 、 そ れ を 、 以 下 を 通さ ず に 、 実 現す る 。 
И. 
女性 の 生身 の 身体 。 
女性 の 生身 の 女性 器 。 
И. 


男性 は 、 そ れ を 、 以 下 を 使っ て 、 実 現す る 。 
Mil 

绘 。 

コン ピュ ー タ グラ フィ ックス 。 

それ ら は 、 以 下 を 表現 する 。 

女性 。 

КО, VEDRMAICHSAVTUS. 
Mil 


女性 は 、 そ れ に つい て 、 以 下 の こ と を 感じ る 。 
ИИ 

私 の 生身 は 、 必 要 と され て いな い 。 

Ald, SBANTUOAL?. 
FALOVMERMMME(t, ЧА dtc. 

ИИ 


女性 は 、 そ れ に よっ て 、 ひ どく プラ イド を 傷つけ られ る 。 
Е. РЖ. АНТ. 

女性 は 、 以 下 に 対し て 、 迫 雷 を 加え る 。 

女性 は 、 そ れ ら を 、 凄 まじ い 勢 いで 、 行 う 。 


ill 
絵 や アニ メ な ど 。 

それ は 、 以 下 を 表現 する 。 

性 的 上 魅力 に あふ れ た 女性 。 

そう し た 男性 は 、 そ れ を 、 以 下 の 対 象 と する 。 
性 的 な 興味 。 

ill 


HAM 


女性 は 、 盛 ん に 、 以 下 を 高め よう と する 。 
Mil 

性 的 価値 。 

性 的 奥 ゆ か し さ 。 

性 的 攻略 し に くさ 。 

Mil 


女性 は 、 盛 ん に 、 以 下 を 実行 する 。 
頁 激 アピ ー ル 。 

(1) 

女性 は 、 わ ざと セッ クス に 関心 の 無い 振り を する 。 
(2) 


a 
男性 の 性 的 言動 。 
生 


女性 は 、 以 下 に 対し て マウ ント を 取る 。 
的 に 放 縦 な 女性 。 

(4) 

女性 は 、 以 下 の 存 在 を 、 妨 害する 。 


女性 。 

彼女 は 、 以 下 を 持っ て いる 。 
РЕЖ ИЖ. 

HII 

(5 


hy 


1 


) 
女性 は 、 自 分 の 価値 を 上 げ よ うと する 。 
女性 は 、 そ の た め に 、 他 人 の 価値 を わざ わざ 落と す 。 
Е. С-З. 
女性 は 、 そ の こと を 、 何 と も 思わ な い 。 


女性 は 、 普 段 、 盛 ん に 、 以 下 を 行っ て いる 。 
RAP EOI. 


私 の 性 的 価値 。 

私 の 性 的 攻略 し に くさ 。 
それ に つい て の 評価 。 

それ ら は 、 一 気 に 低 下 し た 。 

私 は 、 性 的 に 放 終 な 状態 に な っ た 。 
周囲 に よる 、 私 を 見 る 目 。 

それ は 、 厳 し く な っ た 。 

それ は 、 過 度 に 性 的 に な っ た 。 
私 の 子宮 内 に は 、 以 下 が 残 る 。 

Al Fr SBR LT AYE. 

彼 の 精子 。 

私 は 、 以 下 の 可 能 性 が 生じ る 。 
以下 を 妊娠 する こと 。 

私 を 強 厄 し た 男性 。 

その 子供 。 

私 は 、 男 性 に 対し て 、 も て な く な る 。 


Mil 


男性 は 、 次 の こと を 、 根 本 的 に 嫌う 。 

他人 の 子供 を 、 一 方 的 に 育て させ られ る こと 。 
он. 

女性 は 、 以 下 を 、 了 恥ず か し が る 。 
女性 は 、 以 下 を 、 嫌 が る 。 

女性 は 、 以 下 を 、 隠 そう と する 。 

И 

а “СИ 

その こと を 、 周 囲 に 知ら れる こと 。 

ИИ 

女性 は 、 強 厄 さ れ た こと を 、 警 察 と か に な か な か 届け な い 。 


HAM 


女性 た ち は 、 次 の こと を 望ま な い 。 
下位 者 男性 の 遺伝 子 が 、 社 会 に 存続 する こと 。 
女性 た ち は 、 以 下 の (1) と の 間 で 、 以 下 の (2) の 行為 を みす る こと を 、 全 力 で 席 け 


) 下位 者 男性 。 弱者 男性 。 
) yv72. GB. SEB. 

ik, BARES EDEL. 

は 、 例 え 、 彼 女 自 身 が 、 次 の 状態 で あっ て も 、 そ う で ある 。 
H// 

彼女 の 年 収 は 、 高い 。 

彼女 は 、 経済 力 が ある 。 

ШО 


男性 が 、 女 性 の 関心 を 引く こと 。 そ の 実現 。 
その た め に 、 男 性 は 、 層 下 を する 必要 が ある 。 
次 の 内 容 を 、 女 性 に 対し て 、 必 死に アピ ー ル する こと 。 
Wil 


АУ. 

ARES . 

競争 力 の 高 さ 。 

社会 に お いて 、 上 位 に いる こと 。 

以下 の 可能 性 を 持つ こと 。 

これ か ら 、 社 会 に お いて 、 上 位 に な る こと 。 
И 


デー ト 。 セ ックス 。 結 婚 。 そ を それ ら に 向け た 活動 。 

ON A ER 

女性 は 、 以 下 の (1) に 対し て 、 以 下 の (2) を 実行 する 。 

(1) 男性 。 ae Г. о с 以下 の (1-2) を 実現 する 。 
(1-1) 彼女 自身 の 保身 。 そ の 実現 。 そ の 可能 性 。 

(1-2) 引き 上 げ る こと 。 そ の 幅 は 、 大 きい 。 

(2) 付き 合う こと 。 セ ックス する こと 。 結 婚 す る こと 。 

女性 は 、 次 の こと を 待ち 続け る 。 


Mil 
そう し た 男性 が 、 私 の と ころ に や っ て き て 、 私 の こと を 見 出す こと 。 
そう し た 男性 が 、 私 を 気に入る こと 。 

そう し た 男性 が 、 私 に 対し て 、 プ プロポーズ し て くれ る こと 。 

Mil 


MMMM 


KIT SRS. AVES. Cre, ИЖС Еф. 
男 受け する 発言 。 女 性 は 、 そ れ を 、 あ まり する 必要 が 無い 。 
男性 は 、 そ れ 無 し で 、 女 性 へ と 、 寄 っ て くる 。 


HAM 


男性 は 、 以 下 を 実現 し よう と する 。 
(1) 

女性 と の 間 で 、 以 下 の 関 係 を 持つ こと 。 
それ は 、 短 期間 で ある 。 

それ は 、 行 きず り で ある 。 


(2) 

以下 の (2-1) に 対し て 、 以 下 の (2-2) を 実行 する こと 。 
(2-1) 不 特定 多数 の 女性 。 

(2-2) 積極 的 に 種付け を する こと 。 


女性 は 、 以 下 を 実現 し よう と する 。 

Mil 

男性 と の 間 で 、 以 下 を 持て る よう に する こと 。 
将来 的 な 子 づ くり 。 

それ を 見 越し た 、 長 期間 の 関係 。 

Mil 


女性 は 、 以 下 を 、 厳 し く 吟 味 す る 。 
И 

自分 が セッ クス する 相手 。 

その 条件 。 

И 


女性 は 、 相 手 を 絞っ て 、 厳 選 す る 。 
女性 は 、 以 下 の (1) に 対し て の み 、 以 下 の (2) を 実行 する 。 


(1) 

男性 。 

(1-1) 

彼 は 、 以 下 を クリ ア し た 。 

彼女 自身 が 、 男 性 一 般 に 対し て 出す 、 制 約 条件 。 


(1 
彼 は 、 


= の 
以下 に 該当 する 。 


少数 の 優良 物件 。 


(2 
セッ 


) 
クス へ の 許諾 を 出す こと 。 


HAM 


女性 
の (4 
(1 
(2 


(3 


女性 


И! 


は 、 以 下 の (1 ) に お いて 、 以 下 の (2 ) に 対し て 、 


ое 
) セッ クス 。 
) 男性 。 


) 
ょ 、 そ れ を 、 以 下 の 目 線 で 行う 。 


上 位 者 と し て の 目線 。 
一 方 的 な 目線 。 
x LU BAR. 


Hil 


ИИ! 


) 以下 を 、 吟 味 す る こと 。 


私 へ の 前 戯 。 
私 と の セッ クス 。 


その 実行 。 
その 最 中 。 


以下 が 上 手 で ある こと 。 
以下 に お いて 、 テ クニ シャ ン で ある こと 。 


私 に 対し て 、 性 的 快感 を 与え る こと 。 


ИИ! 


仮に 、 
する 


女性 が 、 男 性 が 下手 だ と 思っ た 、 と する 。 
と 、 女 性 は 、 評価 者 を 気 取 る 。 


彼女 に よる 評価 。 そ れ は 一 方 的 で ある 。 


女性 
女性 


ょ 、 す ぐ ダ メ 出 し を する 。 
ょ 、 下 手 な 男性 を 、 以 下 の 理 由 で 、 振 っ て し まう 。 


性 格 の 不一致 。 


男性 


//// 
セッ 


ょ 、 以 下 を 、 高 度 に 磨 か な けれ ば な ら な い 。 
クス 時 の テク ニッ ク 。 


ВЫХ. 


セッ 
//// 


クス 中 。 


以下 の (3) 


男性 は 、 そ うし な いと 、 以 下 が 困 難 に な る 。 
Mil 

女性 に 対し て 、 結 婚 に 到達 する こと 。 

その 結婚 を 持続 する こと 。 

Mil 


女性 は 、 以 下 の (1) ФМ. МТО (2) の 目的 で 、 以 下 の (3) を 実行 する 。 
(1) セ 0 

(2) 彼女 自身 の 保身 。 その 実現 。 

(3) 以下 の (3-1) を 、 一 切 負 わな いこ 

(3-1) 

セッ クス 行為 。 CR 

彼女 は 、 上 記 の ( ) を 、 a 皿 で 行っ た 。 

彼女 は 、 上 記 の ( ) を 、 以 下 の ( 2) と する 。 

彼女 は 、 上 記 の ie г. に つい て 、 pcos 3-3) を 実行 する 。 
(3 - 2) 男性 が 、 the. 一 方 的 に や っ た 。 

(3-3) 上記 の ( ) を 、 男 性 へ と 、 押 し 付け る こと 。 


仮に 、 女 性 が 、 以 下 の (1) に つい て 、 以 下 の (2) だ っ た 、 と する 。 
(1) 男性 に よる 愛撫 。 男 性 器 の 挿入 。 
(2) 女性 は 、 強 い 性 的 快感 を 感じ て いる 。 


女性 は 、 例 え 、 о 以下 の ( о 

(3) 以下 の ( о ) を 、 実 行 す る こと 。 
oa oe ee 

(3-2) 男性 に 対し て 以下 を 主張 する こと 。 

Wil 

私 に 対し て 、 上 記 の (1) を 、 も う 実 行 す る な ! 

ИИ 


女性 は 、 上 記 の (3) &, ЖЖ < に 行う 。 
女性 は 、 上 記 の (3) を 、 繰 り 返 し 行う 。 


上 記 の (3-1) (4, ЕО (3-2) に 真面目 に 応じ て 、 上 記 の (1) を 止め る 。 
п. вии 
上 記 の (3 - は 、 以 下 の (4) の た め に 、 以 下 の (5) を 必要 と する 。 


ie re - ae geen re と 3 
5) 以下 の (5-1) を 行う こと 。 

aa 

上 记 C (3) を 無視 し 続け る こと 。 

上 記 の (1) を 、 以 下 の (5-2) の 間 、 実 行 す る こと 。 


(5-2) 
女性 が 性 的 絶頂 に 到達 する こと 。 そ れ が 実現 され る まで 。 


HAMMW 


壳 春 。 援 助 交 际 。 

そこ で は 、 以 下 が 、 必 ず 発 生 す る 。 

以下 の (1) に よる 、 以 下 の (2) へ の 、 以 下 の (3) の 強制 。 
(1) 女性 。 


(2) 男性 。 

(3) 以下 の (3-1) へ の 代償 。 そ の 支払 い 。 例 。 接 待 。 

(3-1) 女性 く へ の 性 的 な 行為 。 

それ は 、 以 下 と し て 捉え る こと が で きる 。 

女性 に よる 、 男 性 へ の 課税 。『 セ ックス 税 』 の 課税 。 

人 間 社 会 に お いて は 、 以 下 の (1) が 、 以 下 の (2) より も 、 以 下 の (3 ) に 、 強 く 訪 
当 す る 。 

(1) 税金 を 取る 立場 の 人 間 。 

(2) 税金 を 取ら れる 立場 の 人 間 。 

(3) 社会 的 な 支配 者 。 社 会 的 強者 。 


男女 の 間 で は 、 以 下 の (1 - 1) が 、 以 下 の (2 - 1 ) より も 、 以 下 の (3 - 1 ) に 、 
强 《 му. 

(1-1) 女性 。 セ ックス 税 を 取る 立場 の 人 間 。 

(2-1) 男性 。 セ ックス 税 を 取ら れる 立場 の 人 間 。 

(3-1) хо. аж. уж, 


(4) 結婚 する こと に より 、 男 性 が 、 女 性 を 養う こと 。 

上 記 の (4) (+. МТО (4-1) の 側面 を 持っ て いる 。 
(4-1) 男性 に よる 、 特 定 女性 へ の 、 セ ックス 税 の 支払 い 。 
その 永続 的 な 継続 。 

その 一 方 的 な 継続 。 


男女 の 間 で は 、 以 下 の (1-2) が 、 以 下 の (2 - 2) より も 、 以 下 の (3-2) に 、 
强 《 му. 

(1-2) 女性 。 セ ックス を 許可 する 立場 の 人 間 。 

(2-2) 男性 。 セ ックス を 許可 され る 立場 の 人 間 。 

(3-2) 支配 者 。 強 者 。 上 位 者 。 


以下 の (1) は 、 以 下 の (2) に つい て 、 以 下 の (3) を 実行 する 。 
(1) 緊急 避妊 薬 。 

( 2 ) 男性 の 精子 。 そ れ ら は 、 以 下 に 存在 する 。 
(2-1) BA. 

(2-2) 子宮 内 。 

(3) その 都度 、 全 滅 さ せる こと 。 

それ は 、 以 下 の (4 ) に お いて も 、 実 現す る 。 

(4) 女性 は 、 セ ックス を 、 好 き 放 題 に 、 行 っ て いる 。 


そう し て 、 女 性 は 、 以 下 の (5) を 実現 する 。 
(5-1) 

以下 を 確実 に 回 放す る こと 。 

計画 外 妊 娠 。 

(5-2) 

以下 を 防ぐ こと 。 

人 工 中 妖 な ど に よる 、 女 性 身体 へ の ダメ ー ジ 。 そ の 可能 性 。 
(5-3) 

以下 を 実現 する こと 。 

以下 を 全く 下げ な いこ と 。 

女性 の 性 的 価値 。 


上 記 の (1) ($, WED (6) CHS. 


) 魔法 の 薬 。 
A a 上 記 の (1) を 激しく 攻撃 する 。 
それ は 、 上 記 の (1 以下 の ( о 以下 の (8 ) に な る か ら で あ る 。 
ee с 
8) 大 き な 障 害 。 


上 記 の (1). 。 そ の 存在 は 、 以 下 の (9) を 、 容 認 す る 。 

(9 ) 男性 は 、 女性 に 対し て 、 — セッ クス で きる 。 
о 9) は 、 о о 

女性 ( A el 以下 の (10) を 実行 し た い 。 


(10) 
女性 と セッ クス する 機会 。 
その 制限 。 そ の 持続 。 


HAMMW 


男性 は 、 以 下 を 残 そ うと する 。 
男性 自身 0) 遗 全 的 子 琢 。 
男性 は 、 そ の 実現 の た め 、 以 下 を 必須 と する 。 


в = 
и 


男性 は 、 女 性 か ら 、 以 下 を 、 間 借り する 。 
子宮 。 

女性 は 、 そ れ を 占有 する 。 

男性 は 、 そ うし て 、 女 性 に 子供 を 生ん で も ら う 。 


a 


Ш 


女性 と 男性 と の 関係 は 、 次 の 通り で ある 。 
ИИ! 
(1) 女性 。 


賃貸 マイ ンション の 大 家 。 


Co 
の 賃貸 BA. 
ie 


Mil 
(1) 女性 。 
以下 の 所 有 者 。 

生産 設備 を 所 有する 企業 。 


(2) 男性 。 
所 有 で き な い 従業 員 。 
И 


Е. 
それ は 、 以 下 と 同一 で ある 。 


家賃 無 払い の 賃貸 人 の 夜逃げ 


Е. 

それ は 、 以 下 と 同一 で ある 。 

о 
) KR. 

с ) 他 の 賃貸 人 。 

(3 SB DRA その 部 屋 。 

(3-1) その 部 屋 は 、 契 釣 済み で ある 。 

(3-2) その 部 屋 の 家賃 は 、 支払 い 済 み で ある 。 

(4 ) 勝手 に ? 貸し 出す こと 。 そ の 対象 。 


ЕР. НЕА И. ИФ. 
FREES Darth. 


その 所 有 。 
そう し た 面 で は 、 以 下 の こ と が 言え る 。 


ょ 、 以 下 に 相当 する 。 


УХ ~ 
ми 


、 そ の 設備 を 借り る 。 
、 そ れ を 活用 させ て も ら う 。 
ょ 、 た だ の 借用 者 で ある 。 


上 記 は 、 以 下 の 表 れ で ある 。 
男女 問 に 、 以 下 が 存 在 す る こと 。 
上 下関 係 。 

(1) 女性 は 、 上 位 者 で ある 。 
(2) 男性 は 、 下 位 者 で ある 。 


これ は 、 A 


以下 の (1 ) は 、 以 下 の (3) に お いて 、 以 下 の (2) と 比べ て 、 以 下 の (4 


こと 。 


MMMM 


男性 は 、 そ の まま で は 、 次 の こと が 、 分 か ら な い 。 
女性 は 、 ど の 男性 の 子供 を 、 妊 娠 し て いる か ? 


どの 男性 の 子供 を 生む か ? その 選択 。 

それ は 、 女 性 の 意思 に 、 完 全 に 依存 し て いる 。 
これ は 女性 の 大 き な 権 力 で ある 。 
男性 は 、 以 下 を 得 た い 。 

以下 へ の 確証 。 


) と する こと 。 


) で ある 


自分 の 子供 が 生ま れる こと 。 


男性 は 、 そ うし た けれ ば 、 以 下 に こだわ る し か な い 。 
処女 膜 の 存在 。 


遺伝 子 診断 技術 。 

その 開発 と 普及 。 

男性 は 、 そ れ を 用 いる こと が で きる 。 
男性 は 、 そ うし て 、 以 下 の こ と が で きる 。 
以下 の こと を 、 自 分 自身 で 確認 する こと 。 
セッ クス の 相手 。 

その 女性 が 生む 子供 。 

それ が 、 自 分 の 子供 か どう か ? 


男性 の 地位 は 、 そ うし て 向上 し た 。 
HMW 


女性 は 、 以 下 の (1) を 、 以 下 の (2) に お いて 、 以 下 の (3) の 条件 で 、 実 現 で き 
る 。 

(1) 性 的 絶頂 に 達する こと 。 

(2) セッ クス 中 。 

(3) 

その 回 数 に 制限 が 無い こと 。 

それ が 無限 で ある こと 。 

何 度 で も 、 実 現 で きる こと 。 


男性 は 、 上 記 の (1 ) に つい て は 、 以 下 の (4) CHS. 
(4) 

その 回 数 に 限界 が ある こと 。 

それ が 有限 で ある こと 。 

それ は 、 有 限 回 の 射精 で 、 終 了 す る こと 。 


次 の (5) は 、 次 の (6 ) に と っ て 、 次 の (7 ) に な る 。 


(5) 

女性 の 性 欲 が 強い こと 。 

女性 が 、 な か な か セッ クス に 満足 し な いこ と 。 
(6) 

男性 。 セ ックス 相手 。 

(7) 

地獄 。 

それ は 、 以 下 の 面 で 、 そ うな る 。 
男性 〇 精力 。 关 CD 弱 立 。 


そう し た 男性 は 、 相 手 の 女 性 か ら 、 次 の よう に 、 扱 われ る 。 


ИИ 
女性 を 、 性 的 に 満足 させ る こと 。 
それ が で き な い 男性 。 
使え な い 男 性 。 

ИИ 

ВЕ. DRAMEASNS. 
彼 自身 の 男性 性 。 
男性 は 、 そ れ を 感じ る 。 
男性 は 、 が っ か りす る 。 


3) 以下 の (1 ) に お ける 、 以 下 の (2) に 関す る 性 差 
(1) セッ クス 中 。 
2) 性 的 絶頂 へ の 到達 。 その 可能 回 数 。 


上 記 の (4) は 、 以 下 の (5 ) に な る 。 
5 ) 以下 の 証拠 。 


以下 の (6) が 、 以 下 の (7) に お いて 、 以 下 の (8) で ある こと 。 
(6) 女性 。 

(7) セッ クス 。 

(8) 

男性 より も 有利 で て ある こと 。 

男性 に 対し て 、 以 下 の 立 場 に 立っ て いる こと 。 

支配 者 。 


男性 に と っ て 、 次 の (9) は 、 と て も 困る こと で ある 。 


(9) 
以下 の (10) が 、 以 下 の (12) に お いて 、 以 下 の (1 3 ) で て ある こと 。 
その た め 、 以 下 の (11) が 、 以 下 の (10) に 対し て 、 以 下 の (14) で ある こと 。 
それ な の に 、 以 下 の (10) が 、 以 下 の (11) に 対し て 、 以 下 の (15) で ある こ 
Cs 
その た め 、 以 下 の (11) が 、 以 下 の (10) に 対し て 、 以 下 の (16) ) に な る こと 。 
その た め 、 以 下 の (10) が 、 以 下 の (11) に 対し て 、 以 下 の (17) に な る こと 。 
(10) 女性 。 結 婚 相 手 。 セ ックス の 相手 。 

1) 男性 。 結 婚 相 手 。 セ ックス の 相手 。 

2) 年 龄 。 

3 ) 中 年 に 差し か か っ て いる こと 。 
14-1) 以下 に お いて 、 誤 えて いる こと 。 セ ックス 相手 に 対す る 性 的 交 力 。 そ れ を 
感じ る 度合 い 。 
14-2) セッ クス を 繰り 返し て 飽き が 来 て いる こと 。 
15) 性 欲 が 強く な る こと 。 


(1 
(1 
(1 
( 


( 
( 
( 
( 


16) 以下 が で き な い こと 。 セ ックス を 、 十 分 行う こと 。 
17) 性 的 に 満足 し な く な っ て し まう こと 。 
(2020 年 5 月 初出 ) 


各論 。 女 性 と セッ クス と 権力 。 
女性 の 生殖 細胞 面 で の 優位 性 


生殖 的 に は 、 以 下 の 性 差 が 存在 する 。 
女性 は 、 卵 子 の 担い 手 で ある 。 
男性 は 、 精 子 の 担い 手 で ある 。 


卵子 は 、 数 が 少な く 、 員 重 で ある 。 
精子 は 、 数 が 多く 、 粗 製 乱造 で ある 。 


つま り 、 卵 子 は 、 精 子 に 比べ て 、 以 下 の 存 在 で ある 。 
その 価値 は 、 上 位 で ある 。 
それ は 、 よ り 高 価 で ある 。 
それ は 、 よ り 高 中 で ある 。 


ИИ! 


сия ОРС вая. 
それ は 、 以 下 の よ うに な る 。 


女性 。 
卵子 の 担い 手 。 
男性 。 
精子 の 担い 手 。 


女性 は 、 男 性 に 比べ て 、 生 殖 面 で 、 以 下 の 存 在 で ある 。 
その 価値 は 、 上 位 で ある 。 
それ は 、 よ り 高 価 で ある 。 
それ は 、 よ り 高 員 で ある 。 


その 点 、 女 性 の 方 が 、 優 位 で ある 。 
女性 の 方 が 強い 。 


HAMMW 


すなわち 、 以 下 の よ うに な る 。 


恋爱 。 


結婚 。 

女性 は 、 以 下 が 可 能 で ある 。 
相手 候補 を 一 方 的 に 絞る こと 。 
ИИ! 

女性 は 、 以 下 を 持っ て いる 。 


採用 や 選択 の 権限 。 

女性 は 、 そ うし た 立場 に ある 。 
Mil 

男性 は 、 以 下 の 立場 で ある 。 
応募 者 。 


その 数 は 、 採 用 人 数 に 比較 し て 、 と て も 多い 。 
女性 の 方 が 、 男 性 より 立場 が 強い 。 


Mil 


女性 は 、 以 下 を 所 有 し て いる 。 
男性 の 候補 者 を 、 以 下 に 絞っ て 限定 する 権限 。 
その 男性 は 、 優 位 で ある 。 

その 男性 は 、 有 能 で ある 。 


そう し た 男性 に 対し て の み 、 交 際 を 許可 する 権限 。 
女性 の 方 が 、 男 性 より も 立場 が 強い 。 


HAMMW 


女性 は 、 以 下 を 所 有 し て いる 。 

セッ クス を 許可 する か どう か 。 

その 決定 権 。 

その 許認可 権限 。 

女性 の 方 が 、 男 性 より も 立場 が 強い 。 


ИИ! 


女性 は 、 以 下 を 所 有 し て いる 。 
男性 に よる 結婚 プロ ポー ズ 。 

それ に 対す る 決定 権 。 

それ に 対す る 許認可 権限 。 
女性 の 方 が 、 男 性 より も 立場 が 強い 。 


HAM 


女性 は 、 こ うし た 様々 な 優位 性 を 持つ 。 

女性 は 、 そ れ ら を 、 以 下 の 実 現 の た め に 、 活 用 する 。 
女性 が 、 自 身 の 権 利 を 拡張 する こと 。 

ИЗ, ИР, BELL. 


(2020 年 5 月 初出 ) 


SCHEMES COMBA 


女性 器 は 、 以 下 を 、 所 有 し 、 占 有 し て いる 。 
生体 の 設備 。 

それ は 、 以 下 の 実 現 の た め に 、 必 須 で ある 。 
ИНОЕ, 


И! 


女性 は 、 子 宮 を 占有 し 、 所 有 し て いる 。 
子宮 は 、 以 下 の よ うな 存在 で ある 。 
受精 設備 。 

妊娠 設備 。 


ДВ АЕ <. 
ИИ 
Сова, УНИО, WED E FICS. 


(1) 设备 。 
(1-1) 女性 。 
所 有 者 。 
资本 家 。 


(1-2) 男性 。 
その 借用 者 。 


( 2 ) 賃貸 不動 産物 件 。 
(2 - 工 ) 女性 。 
大 家 。 


(2 - 2) 男性 。 
店 子 。 


(3) 大 土地 所 有 制 度 。 
(3-1) 女性 。 
地主 。 


(3 - 2) 男性 。 
小 作 人 。 


女性 が 男性 より 、 地 位 が 圧倒 的 に 高い 。 
И 


女性 は 、 こ うし た 様々 な 優位 性 を 持つ 。 

女性 は 、 そ れ ら を 、 以 下 の 実 現 の た め に 、 活 用 する 。 
女性 が 、 自 身 の 権利 を 拡張 する こと 。 

и. УФХ, ВЕ. 


(2020 年 5 月 初出 ) 
女性 人 上 万 性 的 魅力 0 行使 。 男 性 力 x 心 理 的 !- 女 性 0D) 奴 雪人 砍 召 二 之 。 


仮に 、 女 性 が 、 男 性 に 対し て 、 以 下 を 見 せ た 、 と する 。 
する と 、 男 性 は 、 性 的 に 我慢 が で き な く な る 。 


(1) きれ いな 顔 や 目 や 耳 。 

(2) きれ いな 声 。 

(3) きれ いな 、 す べ す べ の 、 柔 ら か い 、 体 温 を 感じ る 、 温 か い 素 肌 。 
(4) fel, AH ADD, BH. 

(5) 形 の よい 、 お っ ぱい 。 

(6) 細く くびれ た 腰 。 

(7) きれ いな 曲線 の 、 出っ張っ た 大 き な 尻 。 

(8) むち むち の 太もも 。 


(9) すら っ と し た 、 き れい な 脚 。 


男性 は 、 女 性 に 対し て 、 引 き 寄 せら れる 。 
それ は 、 心理 的 で ある 。 
それ は 、 一 方 的 で ある 。 


男性 は 、 心理 的 に 、 以 下 と な る 。 
男性 は 、 女 性 の 思う まま に 、 女 性 に よっ て 操 ら れ て いる 。 
男性 は 、 女 性 の 奴隷 に な る 。 


仮に 、 女 性 が 、 以 下 の 姿 勢 を し た 、 と する 。 
以下 の 姿勢 。 

それ は 、 男 性 を 、 性 的 に 挑発 する 。 

する と 、 男 性 は 、 性 的 に 我慢 が で き な く な る 。 


(1) M 字 開 脚 。 
(2) 女 釣 の ポー ズ 。 


男性 は 、 女 性 に 対し て 、 引 き 寄 せら れる 。 

それ は 、 心理 的 で ある 。 

それ は 、 一 方 的 で ある 。 

男性 は 、 心理 的 に 、 以 下 と な る 。 

男性 は 、 女 性 の 思う まま に 、 女 性 に よっ て 操 ら れ て いる 。 
男性 は 、 女 性 の 奴隷 に な る 。 

女性 は 、 こ の 権力 を 、 男 性 に 対し て 、 積 極 的 に 活用 すべ きだ 。 


(2020 年 5 月 初出 ) 


女 の セ ックス 中 の 優位 性 


性 的 絶頂 。 

それ に 人 達する こと 。 

女性 は 、 そ れ を 、 何 回 で も 、 無 限 に 、 体 験 で きる 。 
男性 の 射精 。 


その 可能 な 回 数 。 

それ は 限ら れ て いる 。 

性 的 絶頂 。 

それ に 人 達する こと 。 

その 体験 の 可能 性 。 

男性 は 、 そ の 点 で 、 有 限 で ある 。 


その 点 、 男 女 関係 は 、 根 本 的 に 、 女 性 優位 に な る 。 


MAMMAL 


女性 は 、 以 下 が 可 能 で ある 。 
気に入っ た 男性 。 

その 精子 。 

それ を 極限 まで 探り 取る こと 。 


MMMM HL 


セッ クス の 開始 。 
仮に 、 男 性 が 、 性 的 に 威勢 が 良かっ た 、 と する 。 
男性 は 、 射 精 す る 。 
女性 は 、 そ の 都度 、 以 下 の 姿 勢 を する 。 
それ は 、 男性 を 、 性 的 に 挑発 する 。 
女性 は 、 次 の 発言 を 、 故 意 に 、 繰 り 返 す 。 
ИИ 
あな た の 精子 を 、 私 の 膝 内 に 、 も っ と 出し て ! お 願い ! 
ИИ 
その こと で 、 女 性 は 、 ほ ど な く 、 男 性 に 対し て 、 以 下 を も た ら す 。 
性 的 な 限界 。 
女性 は 、 男 性 を 、 性 的 に 姜 え させ る 。 
女性 は 、 男 性 を 、 次 の よう に 呼ぶ 。 
И 
あな た は 、 使 えな い 男 だ ! 
あな た は 、 絶 倫 で は な い の ? 
あな た は 、 イ ン ポ テン ツ だ ! あな た は 、 ダ メ だ ! 
( 
( 


wore 


あな た は 、 も っ と 、 性 的 に 持続 で て きる よう に な りな さい ! 
Hitt, Hoc, RY Way! 
И 


女性 は 、 そ の こと で 、 以 下 を 実現 する 。 
男性 を 、 自 分 に 対し て 、 屈 服 さ せる こと 。 


女性 に と っ て は 、 以 下 も 、 可 能 で ある 。 

女性 は 、 男 性 に 対し て 、 故 意 に 、 次 の よう に 呼ぶ 。 
ИИ 

あな た は 、 早 漏 だ ! あな た は 、 人 ダメ だ ! 

ИИ 


MMMM HL 


男性 は 、 セ ックス 時 、 以 下 が 必 須 で ある 。 
女性 に 対し て 、 以 下 を 体験 させ る こと 。 
その 実現 。 

色々 な 性 的 快感 。 


性 は 、 男 性 に 対し て 、 以 下 を 、 一 方 的 に 、 や ら せ る 。 
性 に 、 性 的 快感 を 、 与 え 続 ける こと 。 

女性 は 、 その 結果 を 、 評 価 す る 。 

それ は 、 男 性 に と っ て 、 厳 し い 。 


天 


性 的 快感 の 供与 。 

男女 関係 は 、 そ の 点 で 、 以 下 の よ うに な る 。 
男性 は 、 女 性 に 対し て 、 奉 仕 す る 。 

男性 は 、 女 性 に 対し て 、 従 属す る 。 

それ は 、 一 方 的 で て ある 。 


MMMM 


仮に 、 女 性 が 、 以 下 の よ うに 考え た 、 と する 。 
私 は 、 男 性 を 支配 し た い 。 


男性 が 持つ セッ クス の 技術 。 

女性 は 、 そ れ に つい て 、 故 意 に 、 次 の よう に 呼ぶ 。 
ИИ 

あな た の セッ クス 技術 。 

それ は 、 根 本 的 に 下手 だ ! 

あな た は 、 も っ と 、 女 性 を 、 性 的 に 満足 させ な さい ! 
あな た は 、 そ の 技術 を 磨き な さい ! 

あな た は 、 も っ と 精進 し な さい ! 

ИИ 


HAM 


女性 は 、 以 下 を 掌握 する 。 
セッ クス の 決定 権 。 
女性 は 、 権 力 者 で ある 。 


女性 の 同意 。 
仮に 、 そ れ が 無かっ た 、 と する 。 
する と 、 男 性 は 、 女 性 と 、 セ ックス で き な い 。 


セッ クス の 遂行 。 

その 規則 。 

その 内 容 は 、 彼 女 自身 に と っ て 、 都 合 が 良い 。 

女性 は 、 そ れ を 、 漁 意 的 に 、 自 分 勝手 に 決め る 。 

女性 は 、 そ れ を 、 一 方 的 に 、 男 性 に 対し て 、 押 し 付け る 。 


HH 


その 典型 例 は 、 以 下 で ある 。 

女性 は 、 以 下 の こ と を 、 男 性 に 対し て 、 一 方 的 に 強制 する 。 
//// 

セッ クス 中 。 

性 的 絶頂 。 

それ へ の 到達 。 

その タイ ミン グ 。 


それ を 、 互 い に 、 同 期 さ せる こと 。 
ИИ 
セッ クス に お いて は 、 男 性 も 、 女 性 も 、 性 的 絶頂 に 達する 。 


男性 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 

ИИ 

男女 は どっ ち も 、 セ ックス 中 、 別 々 の タイ ミン グ で 、 好 き 勝手 に 、 絶 頂 に 達 す れ ば 良 
い 。 

その タイ ミン グ 。 

それ を 、 男 女 の 間 で 、 合 わせ る こと 。 

その 必要 は 、 特 に 無い 。 

ИИ 


女性 は 、 以 下 の 実 現に 、 と て も こだわ る 。 
男性 が 射精 する タイ ミン グ 。 
それ と 全く 同じ タイ ミン グ で 、 自 身 が 、 性 的 絶頂 に 達する こと 。 


女性 は 、 一 般 に 、 以 下 を 重視 する 。 

Mil 

自分 の 行動 が 、 相 手 と 同期 する こと 。 
そう し て 、 以 下 を 実現 する こと 。 

相手 と の 間 で 、 相 互 に 一 体感 を 持つ こと 。 
И 


この 考え は 、 セ ックス に も 、 反 映 さ れ て いる 。 


男性 の 射精 の タイ ミン グ 。 

仮に 、 そ れ が 、 女 性 の 想定 より 早かっ た 、 と する 。 
女性 は 、 男 性 の こと を 、 以 下 の よ うに 黒 る 。 

ИИ 

お 前 は 、 早 漏 だ ! 

お 前 は 、 使 えな い 男 だ ! 

И 


仮に 、 そ れ が 、 女 性 の 想定 より 遅かっ た 、 と する 。 


М, AMOI Le. МТО, BS. 

ИИ 

お 前 は 、 遅 漏 だ ! 

お 前 の 性 的 機能 に は 、 問 題 が ある 。 

私 と お 前 と は 、 相 性 が 合わ な い 。 

お 前 は 、 駄 目 な 男 だ ! 

И 

これ ら は 、 両 方 と も 、 男 性 に と っ て は 、 以 下 に な る 。 
痛烈 な 心理 的 ダメ ー ジ 。 


女性 は 、 こ の こと を 活用 する 。 

女性 は 、 男 性 に 対し て 、 故 意 に 、 次 意 的 に 、 以 下 の よ うに 宣告 する 。 
И 

お 前 は 早漏 だ ! 

ИИ 

お 前 は 遅 漏 だ ! 

И 


女性 は 、 そ うす る こと で 、 以 下 を 実現 で きる 。 
男性 を 屈服 させ る こと 。 

そし て 、 女 性 は 、 以 下 を 実現 で きる 。 

こう し た 男性 を 、 性 的 に 、 切 り 捨て る こと 。 
それ は 、 男 性 に と っ て 、 一 方 的 で ある 。 


MMMM 


女性 は 、 男 性 に 対し て 、 以 下 を 行う 。 
ИИ 

セッ クス 面 で の 相性 。 

tha, РСЯ ЕЯ. 
ИИ 

相手 を 首 に する か どう か 。 

それ を 、 一 方 的 に 決定 する こと 。 
ИИ 


女性 は 、 男 性 に と っ て 、 以 下 の 存 在 で ある 。 
上 司 の よう な 存在 。 


男性 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 

ИИ 

僕 は 、 女 性 と 、 関 係 を 続け た い 。 

ИИ 

その た め に は 、 男 性 は 、 女 性 に 従う し か な い 。 


男女 の セ ックス に お ける 、 こ うし た 傾向 。 
女性 が 、 男 性 に 対し て 、 権 力 を 振る いた い 場 合 。 
女性 は 、 そ れ を 活用 すべ きだ 。 


MMMM 


女性 は 、 男 性 に 対し て 、 以 下 の こ と を 、 思 い 知 ら せ る 。 
それ は 、 女 性 に と っ て 、 都 合 が 良い 。 


(1) 

セッ クス の 成果 。 

その 評価 や 診断 。 

その 権限 。 

Hil 

セッ クス の コン トロ ー ル 。 

その 権限 。 

Hil 

それ ら が 、 女 性 の 側 に ある こと 。 


(2) 
男性 が 、 女 性 を 性 的 に 満足 させ られ な い 場 合 。 


その 男性 は 、 無 能 で ある こと 。 
その 男性 は 、 居 下 が 無 いこ と 。 
人 間 と し て の 価値 。 


それ は 、 以 下 の 場 合 で も 、 成 立 す る こと 。 
Mil 

ЕДА, ИС. 
男性 が 、 金 持ち で ある 。 

Mil 


(3) 

男性 。 

彼 が 持つ 、 人 間 と し て の 価値 。 
それ を 決め る の は 、 女 性 で ある 。 


(4) 
女性 は 、 男 性 に と っ て 、 以 下 の 存 在 で ある 。 
セッ クス に お ける 上 司 。 


この こと は 、 以 下 の 実 現に お いて 、 有 効 で ある 。 
同棲 関係 。 

結婚 関係 。 

それ ら の 持続 。 


女性 は 、 男 性 に 対し て 、 上 記 の 主導 権 を 握る 。 
Mil 


し か し 、 そ れ は 、 次 の 問題 を 持つ 。 

仮に 、 女 性 が 、 こ れ を や りす ぎ た 、 と する 。 
する と 、 男 性 は 、 が っ か りす る 。 
男性 は 、 和 怖く な る 。 

男性 は 、 逃 げ 出 し て し まう 。 


(2020 年 5 月 初出 ) 


女性 の 性 欲 の 強 さ 。 人 間 が 持つ 、 生 物 と し て の 性 欲 の 強 さ 。 そ の 社会 的 公認 。 
それ は 必要 で ある 。 


頁 激 アピ ー ル 派 の 女性 た ち 。 
彼女 た ち は 、 以 下 を 、 強 制 的 に 抑圧 する 。 
女体 图 持 2 性 的 魅力 。 


彼女 た ち は 、 以 下 を 、 叩 く 。 

ill 

女性 。 

彼女 の スタ イル 。 そ れ は 抜群 で ある 。 
Bl, レー スク イー ン 。 

Mil 


彼女 た ち は 、 以 下 を 、 叩 く 。 
Mil 


女性 。 

彼女 は 、 以 下 の こ と が 大 好き で ある 。 
セッ クス 。 

ИИ 


彼女 た ち は 、 以 下 を 、 叩 く 。 
Ш 

Fae HIER 

その 存在 。 


それ は 、 以 下 の 存 在 を 殺す 。 
精子 。 
Стих. НФ, FETS. 


その 働き は 、 以 下 の 場合 に 、 有 効 で ある 。 
セッ クス 後 。 

レイ プ 後 。 

ИИ 


彼女 た ち は 、 以 下 を 、 叩 く 。 

Mil 

以下 を 主張 する 女性 。 

Fae IER 

それ は 、 以 下 の 実 現に と っ て 、 有 効 で ある 。 
女性 が 社会 的 支配 力 を 向上 させ る こと 。 

Mil 


彼女 た ち は 、 以 下 の 表 現 を 、 叩 く 。 
//// 

HAA A. 

萌え アニ メ 。 

大 き な お っ ぱい 。 
むち むち の 太もも 。 

//// 


頁 激 アピ ー ル 派 の 女性 た ち 。 
彼女 た ち は 、 以 下 を 、 強 制 的 に 抑圧 する 。 
性 的 な 発言 。 


彼女 た ち は 、 そ れ を 、 以 下 の 内 容 と し て 扱う 。 
セク ハラ 。 
それ は 、 何 で も 、 そ うな る 。 


彼女 た ち は 、 以 下 を 、 セ クハ ラ と し て 扱う 。 
Wt bls. Cre, MC. 

ИИ 

以下 に 対し て 行わ れる 、 性 的 な 質問 。 
女性 の 人 工 知 能 券 売 機 。 

鉄道 会 社 は 、 そ れ を 才 入 し た 。 

Mil 


RAT EILAT SAM. 


彼女 た ち も 、 普 通 に 、 と て も 性 欲 が 強い 。 
それ は 、 以 下 を 考え る と 、 明 ら か で ある 。 
彼女 た ちの 生体 。 その 仕組 み 。 


これ か ら は 、 以 下 を 実現 させ よう 。 


女性 自身 が 、 以 下 を 、 社 会 的 に 認め る こと 。 
ИИ 

女性 の 性 欲 。 

その 強 さ 。 

その 深 さ 。 

И 


女性 の 性 欲 。 そ れ は と て も 強い 。 
その 事実 。 
それ を 、 社 会 的 に 、 積 極 的 に 主張 し 、 宣 伝 し よう 。 


女性 は 、 以 下 に お いて 、 男 性 を 上 回 る 。 
性 的 絶頂 回 数 。 


女性 は 、 以 下 が 可 能 で ある 。 
無限 に 性 的 絶頂 を 繰り 返す こと 。 


女性 は 、 以 下 の 面 で は 、 ま さ に 旗 な し 沼 で ある 。 
HEAR GBS 。 


女性 は 、 本 質 的 に 、 セ ックス が 大 好き で ある 。 
な の で 、 以 下 は 、 補 正 さ れる べき だ 。 

ИИ 
Кое ЕР EAI. 
それ が も た ら す バイ アス 。 

ИИ 


女性 に 、 以 下 を 公認 させ よう 。 
以下 の 事実 。 
女性 た ちの 性 欲 。 そ れ は と て も 強い 。 


以下 を 実現 し よう 。 

Mil 

セッ クス が 大 好き な こと 。 
その 社会 的 な 公認 。 

その 度合 い 。 

その 男女 平等 。 

Mil 


人 間 は 、 生 物 の 一 種 で ある 。 
人 間 は 、 動 物 の 一 種 で ある 。 
男性 も 、 女 性 も 、 セ ックス が 大 好き で ある 。 


人 間 の 男女 は 、 性 欲 が 、 と て も 強い 。 
その こと は 、 以 下 の 実 現に と っ て 、 不 可 欠 で ある 。 
Ban, McC. ВИРАЖИ СЕ. 


人 々 は 、 こ うし た 事実 を 、 社 会 的 に 、 き ちん と 広め る べき だ 。 


人 間 の 持つ 、 以 下 の 性 質 や 特質 。 

ИИ 

それ は 、 生 物 で ある 。 

それ は 、 セ ックス を 本 質 的 に 必要 と する 。 

И 

人 々 は 、 そ れ ら を 、 も っ と きち ん と 認識 すべ きだ 。 


ВИКО, 
彼女 た ち も 、 中 身 の 生 体 は 、 性 欲 に まみ れ て いる 。 


女性 の 身体 。 
彼女 の 生体 の 作り 。 
それ は 、 そ うい う も の で ある 。 


女性 の クリ トリ ス の 性 的 快感 。 

それ は 、 男 性 の ペニス と 互換 で ある 。 
ある い は 、 そ れ は 、 和 面積 的 に 高密 度 で ある 。 
それ は 、 男 性 より も 、 も っ と 強い 。 


女性 は 、 以 下 の 性 的 快感 も 、 と て も 強い 。 
Mil 

EWAOAILF7. 

FE. 

Mil 


仮に 、 女 性 の 女性 器 に 、 男 性 器 が 人 っ た 、 と する 。 
する と 、 女 性 は 、 精 神 的 に 、 と て も 満た され る 。 


女性 は 、 本 質 的 に 、 セ ックス を 訴求 する 。 


従来 、 以 下 の (1 ) に つい て 、 以 下 の (2) の 主張 が 多い 。 
(1) 

性 的 被害 。 

性 的 虐待 。 


(2 -1) 

それ ら は 、 男 性 か ら 、 女 性 に 対し て 、 一 方 的 に 行わ れ て いる 。 
(2-2) 

男性 は 、 性欲 が 強い 。 

女性 は 、 性欲 が 弱い 。 


し か し 、 そ れ に つい て は 、 以 下 の 反 証 が 考え られ る 。 
例 。 

既婚 の 中 高 年 男性 。 

その 奥さん 。 

彼女 は 、 以 下 を すっ か り 無 くし て いる 。 

性 的 魅力 。 

ИИ! 

彼女 は 、 中 高 年 で ある 。 

彼女 は 、 お ば さん で ある 。 

Mil 


彼女 は 、 以 下 が 、 や た ら と 強い 。 
性 欲 。 


男性 は 、 以 下 が 、 低 下 し て き て いる 。 
彼 自 身 の 性 的 能力 。 


し か し 、 男 性 は 、 以 下 を 、 強 制 さ れる 。 
奥さん に 対す る 、 性 的 な 奉仕 。 


男性 は 、 そ れ を 、 毎 晩 、 強 制 さ れる 。 


彼 自 身 の 精 力 。 
それ は 、 既 に 、 不 足 状態 に 陥っ て いる 。 
男性 は 、 そ れ を 、 奥 さん に よっ て 、 吸 い 取 られ 続け る 。 


こう し た 男性 は 、 奥 さん か ら 、 以 下 を 受け て いる 。 
Mil 

性 的 被 害 。 

性 的 虐待 。 

Mil 


それ は 、 以 下 が 原 因 で ある 。 
女性 の 性 欲 の 強 さ 。 


男性 は 、 自 分 の 子供 を 、 奥 さん に よっ て 、 人 質 に 取ら れ て いる 。 
仮に 、 男 性 が 、 奥 さん と 、 離 婚 し た 、 と する 。 

する と 、 男 性 は 、 奥 さん か ら 、 以 下 を 奪わ れる 。 
多額 の 慰謝 料 。 

男性 は 、 経 済 的 に 、 破 滅する 。 

TSC, AYES. BEB CHR. 


以下 の こと は 、 も っ と きち ん と 認識 され る べき だ 。 
ИИ 

女性 の 性 欲 が 強い こと 。 

その こと で 、 男 性 に お いて 、 以 下 が 生 じ て い る こと 。 
社会 的 な 不利 益 。 

それ を 受け る こと 。 

ИИ 


(2020 年 5 月 初出 ) 


女性 た ちの 持つ 、「 生 の 女性 器 」 駿 上 主義 。 


女性 た ち は 、 以 下 を 、 本 質 的 に 重視 する 。 
女性 器 の 存在 。 

それ は 、 以 下 で ある 。 

ill 

セッ クス 。 生 殖 。 

それ ら の た め の 、 最 大 の 生産 設備 。 

ИИ 


ITT 


яя, 
それ は 、 男 女 双 方 に 対し て 、 以 下 を も た ら す 。 
最 大 级 0 性 的 快感 。 


女性 は 、 そ れ を 餌 に する 。 


MAMMA HL 


以下 の (1) (4, МТО (3) を 利用 し て 、 以 下 の (2) に 対し て 、 以 下 の (4) を 実 
行 す る 。 

(1) 女性 た ち 。 

(2) AMT 6. 74, HICK DCT. BANTCHS. 

(3) 生 の 女性 器 。 

(4) 性 的 に 、 お びき 寄せ る こと 。 性 的 に 、 釣 り 上 げ る こと 。 

女性 器 は 、 そ の こと に つい て 、 絶 大 な 効果 を 発揮 する 。 


女性 た ち は 、 以 下 に 、 大 きく 着目 する 。 
生 の 女性 器 の 持つ 、 上 記 の 特質 。 


HAM 


女性 た ち は 、 次 の こと を 最大 限 活用 する 。 
ИИ 

彼女 た ち は 、 生 の 女性 器 を 所 有 L し て いる 。 
彼女 た ち は 、 そ うし て 、 資 本 家 の 立 場 に いる 。 
И 


Oy Ea O18 Fla FAY HERR , 
女性 た ち は 、 そ れ を 、 男 性 を 一 方 的 に 支配 する た め に 用 いる 。 


男性 は 、 以 下 の 立 場 に 買 か れ て いる 。 
女性 疾 の 借用 人 。 


女性 た ち は 、 以 下 の 内 容 で 動く 。 
「 生 の 女性 器 」 生 上 主義 。 


HAM 


女性 た ち は 、 モ テ な い 男 性 た ち を 、 交 際 対 象 か ら 一 方 的 に 外す 。 
彼女 た ち は 、 次 の よう に 考え る 。 

ИИ 

彼ら は 、 以 下 に 、 適 合 し な い 。 

私 た に ちの 審査 の お 眼 祭 。 

私 た ち は 、 彼 ら に 、 以 下 を 、 使 用 させ な い 。 

私 た ちの 生 の 女性 器 。 

И 


HHM 


モテ な い 男 性 た ち 。 


彼ら は 、 以 下 の 物品 を 、 使 用 し な い 。 
HET ENED EH. 


彼ら は 、 独 自 の 方 法 で 、 性 的 に と て も 満足 する 。 
в. МТО. 

И. 

生 の 女性 器 の 代用 品 。 

その 開発 。 

И. 


彼ら は 、 以 下 を 、 不要 上 品 扱 いす る 。 
яя, 


彼ら は 、 生 の 女性 器 を 使わ な い 。 


彼ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現す る 。 
仮想 的 な 男女 交際 。 


HAMMW 


女性 た ち は 、 そ の こと で 、 人 不快 に な る 。 
女性 た ち は 、 そ うし た 男性 た ち を 、 叩 く 。 
女性 た ち は 、 以 下 の 存 在 を 、 叩 く 。 

И 

男性 用 の ラブ ドー ル 。 

萌え 絵 の 女性 。 

ИИ 


女性 た ち は 、 以 下 の 男 性 を 、 叩 く 。 
Mil 

彼 は 、 以 下 を 宣言 し た 。 

仮想 女性 と の 結婚 。 
例え ば 、 初 音 ミ ク 。 

Mil 


ITT 


女性 た ち は 、 以 下 を 、 叩 く 。 

Mil 

人 工 子宮 。 

その 開発 。 

それ は 、 以 下 に 向け て 、 行 われ る 。 
子宮 摘出 手術 を 行っ た 女性 。 

Mil 


生 の 女性 器 。 
その 機能 を 失っ た 女性 。 


彼女 は 、 一 般 女 性 た ちか ら は 、 以 下 の よ うに 、 扱 われ る 。 
女性 性 を 失っ た 、 劣 位 者 。 


4 


BAIS. RAH SAS, Lao BRT. Manes. 
MIMI 


仮に 、 以 下 が 実 現し L た 、 と する 。 
以下 の (1) が 、 以 下 の (2) に つい て 、 以 下 の (3 ) に な る こと 。 
(1) 女性 た ち 。 

(2) 生 の 女性 疾 。 女 性 た ち は 、 そ れ を 、 彼 女 た ち 自身 で 所 有する 。 
(3) 男性 は 、 そ れ に 対し て 、 男 性 器 を 挿入 する 。 


する と 、 女 性 た ち は 、 以 下 の よ うに 感じ る 。 
ИИ 

私 た ちの 生 の 女性 器 。 

それ は 、 必 要 と され て いる 。 

それ は 、 役 立っ て いる 。 

ИИ 


女性 た ち は 、 以 下 に 浸る 。 
ИИ 

私 た ちの 生 の 女性 器 。 
その 存在 。 

その 有用 感 。 

ИИ 


女性 た ち は 、 気 分 が と て も 充実 する 。 
女性 た ち は 、 人 生 的 に 満足 する 。 


MMMM HL 


これ は 、 以 下 と 同じ で ある 。 
ИИ 

不動 産 賃貸 物件 。 

それ を 所 有する 大 家 。 

Hil 


仮に 、 以 下 の 内 容 が 実現 し L た 、 と する 。 
以下 の (1) が 、 以 下 の (2) に つい て 、 以 下 の (3 ) に な る こと 。 
(1) 大 家 。 

(2) 彼 の 物件 。 

(3) 店 子 は 、 そ れ を 借り る 。 


する と 、 大 家 に は 、 以 下 が 生 まれ る 。 
彼 自身 の 物件 に つい て の 有用 感 。 
大 家 は 、 気 分 的 に 満足 する 。 


HMM 
НЕЕ. 


それ は 、 以 下 と 、 性 質 が 同じ で ある 。 
大 家 の 不 動産 賃貸 物件 。 


HAM 


大 家 は 、 以 下 の 場 合 、 寂 し い 。 
Hil 

不動 産 賃貸 物件 。 

彼 は 、 そ れ を 所 有する 。 

それ が 空い た まま の 状態 。 
それ が 続く こと 。 

Mil 


MMMM 


女性 た ち は 、 以 下 の 場 合 、 寂 し い 。 
Mil 

私 た ちの 生 の 女性 器 。 

それ が 使わ れ な いま まで ある こと 。 
Mil 

私 た ちの 生 の 女性 器 。 

それ へ の 電 要 や 必要 性 。 

それ ら を 侍 定 さ れる こと 。 

Mil 

女性 た ち は 、 が っ か り し て 室 し い 。 


(2020 年 5 月 初出 ) 


女性 の 持つ 、 性 的 な 権力 や 権限 。 


女性 は 、 以 下 を 、 行 使 し て いる 。 
Mil 

性 的 な 権力 。 

性 的 な 権限 。 

Mil 

それ ら は 、 と て も 大 きい 。 

それ ら は 、 以 下 の 二 種類 で ある 。 


ey 
ー つ 有 目 は 、 以 下 の 権限 で ある 。 


MAT MMT 


性 は 、 以 下 の 内 容 に 誘わ れる 。 
性 办 持 ?、 性 的 泵 魅力 。 


Meld, 女性 と 、 セ ックス し た い 。 
性 は 、 女性 の も と へ 、 次 々 と や っ て くる 。 

性 は 、 そ の 中 か ら 、 以 下 を 、 選 別 す る 。 
相手 の 男性 。 

性 は 、 そ の 男性 に 対し て 、 セ ックス を 許可 する 。 


1 
"| 
1 
1 
"| 
"| 


男 
女 
男 
男 
女 
女 


HAM 


女性 は 、 セ ックス を 許認可 する 。 

女性 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 

Mill 

私 は 、 こ の 男性 は 好き だ 。 

私 は 、 こ の 男性 と は セッ クス し て も 良い 。 
ИИ 


私 は 、 こ の 男性 は 嫌い だ 。 
な の で 、 私 は 、 彼 と 、 セ ックス し た く な い 。 
ИИ 


MMMM 


ЖЗ. WER ORE) を や っ て いる 。 
自身 の 膝 穴 。 
その 門番 。 


女性 は 、 以 下 の 時 だ け 、 門 を 開け る 。 
以下 の 存在 と セッ クス する 時 。 
彼女 自身 が 好き な 相手 男性 。 


女性 は 、 以 下 に 対し て 、 門 を 閉じ る 。 
彼女 自身 が 嫌い な 相手 男性 。 


HAM 


性 が 強引 に 女性 を レイ プ し た 場合 。 
れ は 、 以 下 の よ うに な る 。 


和男 
そ 
女性 に と っ て 、 そ の 男性 が 好み で ある 場合 。 
それ は 、 女 性 に と っ て 、 何 も 問題 無い 。 
女性 は 、 そ れ を 、 許 可 す る 。 

女性 に と っ て 、 そ の 男性 が 嫌 で ある 場合 。 
女性 は 、 大 声 で わ め く 。 

И 


Ald, RAMI ! 
ill 


SHES. FARMS. ILEUS. 
女性 は 、 告 訴 す る 。 


MMMM 


痴漢 も この 一 種 で て ある 。 
痴漢 し て 良い か どう か ? 
それ に つい て は 、 女 性 が 、 最 終 決 定 権 を 握っ て いる 。 


痴漢 が 、 女 性 の 意 に 反し て 、 行 われ た 場合 。 
それ は 、 以 下 に な る 。 


女性 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 

Mil 

私 は 、 以 下 の 内 容 を 侵害 され た 。 
私 が 持つ 、 痴 漢 の 許認可 権限 。 

Mil 

Е. AMES. IPH С UTIRG. 
女性 は 、 告 訴 す る 。 


MMMM 


売春 で は 、 男 性 が 、 女 性 に 対し て 、 お 人 金 を 払う 。 
そう し な いと 、 男 性 は 、 女 性 か ら 、 相 手 に し て も ら え な い 。 


これ は 、 女 性 が 、 以 下 を 、 握 っ て いる た めで ある 。 
セッ クス の 許認可 権限 。 


be. 
ОЗС. НЕ, RVMEOMLT. «ИПЭ. 


それ は 、 以 下 で ある 。 
PEA OHA. 


この 点 で 、 女 性 は 男性 より 優位 に 立っ て いる 。 
女性 は 、 男 性 に と っ て 、 権 力 者 で ある 。 


(2) 
ーー つ 目 は 、 以 下 の 権 限 で あぁ る 。 


HAM 


男性 は 、 以 下 の 内 容 に 誘わ れる 。 

女性 办 持 ?、 性 的 泵 魅力 。 

男性 は 、 女 性 に 対し て 、 次 々 と プロ ポー ズ す る 。 
女性 は 、 そ の 中 か ら 、 以 下 の 相 手 男 性 を 、 選 別 す る 。 
私 は 、 私 の 遺伝 子 を 、 彼 と 共同 で 、 残 し た い 。 
女性 は 、 結 婚 を 、 許 認可 する 。 


HAM 


女性 は 、 自 分 か ら は 、 相 手 男 性 に プロ ポー ズ し な い 。 
女性 は 、 男 性 の 方 か ら 、 自 分 へ と 、 プ ロ ポ ー ズ させ る 。 
女性 は 、 そ の よう に 、 わ ざと 仕向 ける 。 

女性 は 、 以 下 の 自 覚 を 持つ 。 

ИИ 

私 は 、 以 下 の 権 限 を 、 持 っ て いる 。 


(1) プロ ポー ズ の 受話 。 


その 権限 。 


(2) AEE SAH. 
その 最終 的 な 決定 。 
その 許認可 権限 。 

Mil 


女性 は 、 そ の 権限 を 振る お うと する 。 
この 点 で 、 女 性 は 男性 より 優位 に 立っ て いる 。 
女性 は 、 男 性 に と っ て 、 権 力 者 で ある 。 


HAMMW 


問題 は 、 以 下 の 点 で ある 。 

女性 は 、 年 を 取る 。 

女性 (二 、 性 的 泵 魅力 在 失 5 。 

Gx, НЗ. МРЕБИС. РЕВ. 
これ ら の 二 つ の 権力 や 権限 。 

それ ら を 行使 する 力 。 


女性 は 、 以 下 を 、 行 う の が 良い 。 

こう し た 権力 、 権 限 を 、 以 下 の 期 間 内 に 、 行 使 す る こと 。 
Mil 

女性 が 、 若 い 間 。 


その 間 、 女 性 は 、 以 下 を 、 豊 富 に 持っ て いる 。 
Л. 


И! 


(初出 2017 年 5 月 ) 


女性 に よる 、 妊 娠 に 関す る 機密 情報 の 占有 。 


受精 。 

妊娠 。 

それ ら が 発生 し た 状況 の 下 。 

女性 は 、 以 下 の 二 種類 の 内 容 の 情報 に つい て 、 そ の 所 有 を 、 独 占 す る 。 


(1) 

以下 に つい て の 上 真実 。 

彼女 自身 が 、 現 在 、 妊 娠 し て いる か どう か ? 

(2) 

以下 に つい て の 上 真実 。 

その 妊娠 に お いて 、 そ の 相手 の 男性 が 、 本 当 は 誰 で ある か ? 


ЕО, ШРИ, СКМ, RRR CHS. 
それ ら の 情報 は 、 当 の 女性 以外 は 、 知 る こと が 、 出 来 な い 。 


Иов, Ех (<. ЖЕ СХ. 
それ は 、 女 性 に と っ て の 、 性 的 権限 で ある 。 
上 記 の 事実 は 、 女 性 の 優位 性 を 、 対 外 的 に 、 明 示す る 。 


上 記 の (1 ) の 情報 。 

それ を 、 о 知る こと 。 

その こと は 、 以 下 の 場合 を 除い て 、 全 く 不 可能 で ある 。 
女性 の 妊娠 の 後期 。 

女性 の 腹部 の 膨らみ 。 

それ が 、 外 見 面 に お いて 、 は っ きり し て きた 場合 。 

その こと に よっ て 、 は じ め て 、 対 外 的 に 首 明 する 情報 。 
女性 が 、 既 に 、 妊 娠 し て いる 、 と いう 事実 。 

その 場合 に お いて も 、 対 外 的 に 、 未 だ に 、 全 く 弟 明 し な いま ま の 情報 。 
それ は 、 т 

上 記 の (2) の 情報 。 

a 

その 妊娠 に お いて 、 そ の 相手 の 男性 が 、 本 当 は 誰 で ある か ? 


上 記 の (1 ) の 情報 。 
それ る を 、 A eS 
その こと は 、 以 下 の 場 合 、 全 く 不 可能 で ある 。 
女性 の 妊娠 の 初期 。 


上 記 の 二 種 類 の 情報 を 、 知 る こと 。 
男性 は 、 そ の こと が 、 そ の まま で は 、 全 く 不 可能 で ある 。 


以下 の 内 容 に つい て の 、 性 的 権限 。 

女性 は 、 そ れ を 、 独 占 し て いる 

上 記 の 二 種 類 の 情報 。 

それ を 、 男 性 に 対し て 、 通 知 す る か どう か ? 
それ を 、 一 方 的 に 決定 する 、 権 限 。 


女性 は 、 以 下 の よ うな 行為 が 、 実 行 可能 で ある 。 


上 記 の よう な 優位 性 。 

それ を 利用 する こと 。 

それ は 、 すなわち 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
男性 八 C) 托 卵 。 


女性 は 、 そ の 行為 を 、 自 由 自 在 に 、 実 行 可能 で ある 。 
ФФ, НИХ, ВАСЯ. 
男性 は 、 そ の こと を 予防 する こと が 、 不 可能 で ある 。 
男性 は 、 以 下 の こ と し か 、 出 来 な い 。 

上 記 の 情報 に つい て 、 女 性 の 言う こと を 、 信 じ る こと 。 


それ は 、 女 性 に と っ て の 、 性 的 権限 で ある 。 
上 記 の 事実 は 、 女 性 の 優位 性 を 、 対 外 的 に 、 明 示す る 。 


上 記 の 場合 。 

男性 が 、 以 下 の 対 策 を 、 取 る こと 。 

その こと は 、 近 年 に お いて 、 よ う や く 可 能 に な っ て きた 。 
生ま れ て 来る 子供 が 、 誰 の 子供 で ある か ? 

その こと に つい て 、 遺 伝 子 診 断 を 、 女 性 と 一 緒 に 、 受 ける こと 。 


し か し 、 そ の 実行 に お いて は 、 以 下 の 内 容 が 、 予 め 、 必 要 で ある 。 
相手 の 女性 に よる 、 そ の 実行 に 対す る 、 同 意 。 


上 記 の 遺伝 子 診断 。 

その 実行 。 

それ を 、 最 終 的 に 許可 する 権限 。 

それ は 、 女 性 が 、 独 占 し て いる 。 

それ は 、 女 性 に と っ て の 、 性 的 権限 で ある 。 


それ は 、 以 下 の 根拠 に 基づく 。 

生ま れ て 来る 子供 。 

その 物理 的 な 実体 。 

女性 が 、 そ れ を 、 彼 女 自 身 の 身体 の 内 部 に お いて 、 機 密 の 存在 と し て 、 独 占 し て いる こ 


С. 

それ は 、 女 性 に と っ て の 、 性 的 権限 で て ある 。 

上 記 の 事実 は 、 女 性 の 優位 性 を 、 対 外 的 に 、 明 示す る 。 
(初出 2021 年 3 月 。 ) 


RO PA MATT EC A CE 


男性 は 、 一 部 の 女 を 、 セ ックス に お いて 、 や り 捨 て に する 。 
男性 は 、 そ うし た 女 に 対し て 、 以 下 を 追求 する 。 

ИИ 

自己 中 心 的 な 、 性 的 快感 。 

その 体感 。 

その 実現 の み 。 

ill 


男性 に と っ て 、 そ の 対象 に な る 女性 。 
それ は 、 以 下 の 通 り で ある 。 


(1) 
彼 が 気に入っ て いる 相手 。 


И 
不倫 相手 。 
二股 以上 の 相手 。 


Mil 
彼 に 対し て 、 無 関心 な 相手 。 
片思い の 永続 。 

それ が 確定 し て いる 相手 。 


И 
彼 と 専用 の 関係 。 

それ に 決し て な れ な い 相 手 。 
そう し た 運命 の 相手 。 


(2) 


彼 0) 外 面 的 魅力 。 

それ を 目当て に 寄っ て くる 相手 。 
Mil 

例 。 

お 金 。 

地位 。 

Ae. 

Mil 


彼 の 内 面 の こと 。 
それ に つい て 、 無 関心 な 相手 。 
それ を 、 決 し て 好き に な り そ う に な い 相 手 。 


(3) 

容姿 や 性 格 。 

それ が 不細工 な 相手 。 

彼 が 、 性 的 に は 、 あ まり 気に入ら な い 相 手 。 
し か し 、 性 的 関係 が 持て そう な 相手 。 

その 機会 が 、 何 か し ら 、 あ り そ う な 相手 。 
女性 器 へ 、 男 性 器 を 挿入 する 快感 。 

彼 が 、 そ れ を 体験 し た い 相 手 。 


(4) 

彼 に と っ て 、 行 き が か り 上 、 誰 で も いい 相手 。 
一 時 的 な 相手 。 

彼 が 、 ず っ と セッ クス し て いな い 場 合 。 

彼 が 、 と に か く 、 一 回 、 女 性 器 を 体験 し た い 場 合 。 


例 。 
RAGES SH. 
从 军 慰 安 刀 。 


(5 ) 

彼 に と っ て 、 行 き が か り 上 、 誰 で も いい 相手 。 

一 時 的 な 相手 。 

例え ば 、 戦 争 。 

彼 に と っ て 、 命 の 危険 が 迫っ て いる 場合 。 

彼 に と っ て 、 命 の 余裕 が 無い 場合 。 

PIL CTC. ИРИ СЖ. 
( 例 。 男 性 は 、 軍 隊 の 兵士 で ある 。) 


例 。 
RAGES SIF. 


実際 の と ころ 、 男 性 は 、 こ うし た こと を 、 以 下 に 対し て は 、 な か な か で き な い 。 
彼 に と っ て の 本 命 女 性 。 


男性 は 、 以 下 を 、 本 気 で 考え る 。 

僕 は 、 彼 女 と は 、 共 同 で 、 遺 伝 的 子 拓 を 残し た い 。 
男性 は 、 彼 女 に 対し て は 、 以 下 の よ うに する し か な い 。 
ИИ 

彼 は 、 彼 女 の ご 機嫌 を 取る 。 

彼 は 、 彼 女 に 対し て 、 丁 寧 に アプ ロー チ す る 。 


Mil 


男性 は 、 以 下 の (1) に 対し て 、 以 下 の (2) ) に な る し か な い 。 
(1) 彼 に と っ て の 本 命 女性 。 
(2) セッ クス に お いて 、 上 上 手 に な る こと 。 


男性 は 、 本 命 女 性 に 対し て 、 以 下 の 関 係 に な りや すい 。 
男性 は 、 彼 女 に 対し て 、 一 方 的 に 奉仕 する 。 


こう し て 見 る と 、 男 性 は 、 結 局 、 本 質 的 な と ころ で 、 女 性 に 対し て 
それ は 、 以 下 の 理 由 で ある 。 

女性 は 、 次 の 権限 を 、 占 有する 。 

ИИ 

(1) 

男性 か ら の 結婚 の プロ ポー ズ 。 

the. ST SHEP. 


(2) 

ABCA TA. 

それ を 、 彼 女 自身 と 共同 で 残す か どう か 。 
それ を 決定 する 権限 。 

ИИ! 


男性 は 、 そ れ ら の 権限 を 、 持 っ て いな い 。 


女性 た ち は 、 こ の 利点 を 、 以 下 へ と 、 活 用 すべ きだ 。 
女性 た ちの 権力 強化 。 


(2020 年 5 月 初出 ) 
TERS И, НЕ 
(1) 
彼女 自身 の 重要 拠点 。 


それ が 陥落 する こと 。 
その こと へ の 拒否 感 。 


彼女 自身 の 隠し た い 秘 密 。 
ИИС & 
その こと へ の 恥辱 感 。 


HH 
私 の 身体 。 

その 中 の 以下 の 場所 。 

ИИ 

それ は 、 最 も プラ イベ ー ト で ある 。 
それ は 、 最 も デリ ケー ト て で ある 。 
それ は 、 最 も 大 事 で ある 。 

Hill 


Ald. Che, thAI ko. fot. WE Sh, RRM. 


、 屈 服 し て し まう 。 


その 行為 は 、 私 に 対し て 、 い き な り 、 勝 手 に 、 行 われ た 。 
私 は 、 と て も 恥ず か し い 。 


(2) 
権力 者 と し て の 感情 。 
上 か ら 和 目線 の 感情 。 
怒り の 感情 。 


HH 

男性 は 、 以 下 を 勝手 に 破っ た 。 

セッ クス へ の 許認可 権限 。 

それ は 、 女 性 が 占有 し て いる 。 

その 行為 は 、 女 性 に と っ て 、 と て も 腹立たしい 。 
男性 は 、 以 下 を 、 何 だ と 思っ て いる の か ? 
女性 が 持つ 、 以 下 の 力 。 

ИИ 

セッ クス に 対す る 決定 力 。 

セッ クス に お ける 権力 。 

ИИ 


男性 が 、 女 性 と セッ クス し た いい 場合 。 

Mil 

男性 は 、 女 性 の 許可 を 、 事 前 に 、 き ちん と 、 得 ろ ! 
男性 は 、 女 性 の 意思 に 対し て 、 勝 手 に 逆らう な ! 
男性 は 、 彼 自身 の 身分 を 、 わ きま えろ ! 

Mil 


(3) 
不 本 意 な 妊娠 。 
その 可能 性 。 
それ へ の 焦燥 感 。 


HH 
私 は 、 こ の まま で は 、 以 下 の 状 況 に 陥る 可能 性 が ある 。 
私 の 気に入ら な い 男 性 。 

その 子供 。 

私 は 、 そ れ を 、 不 本 意 に 、 妊 娠 し て し まう 。 

も し も 、 そ うな っ た ら 、 ど うし よう 2 

私 は と っ て も 困る 。 

私 は 、 こ の まま 妊娠 し た く な い 。 

嫌い な 男性 の 子供 。 

私 は 、 そ れ を 、 産 みた く な い 。 


(4) 
性 的 快感 。 


JW 

男性 の 男性 回 。 

それ は 、 私 の 女性 器 の 中 に 、 入 っ て きた 。 
それ は 、 了 予期 せ ず 、 次 然 強 引 に 、 起 きた 。 
私 は 、 私 自身 の 以下 の 部 分 を 触ら れ た 。 
//// 

私 の お っ ぱい 。 


私 の クリ トリ ス 。 
私 の 女性 器 。 
私 の 乳首 。 

ИИ 


私 は 、 そ れ ら の いずれ に つい て も 、 強 い 快 感 を 感じ る 。 
それ ら の 快感 は 、 す ご く 新 鮮 だ 。 

私 は 、 と っ て も 気持 ちい い 。 

私 は 、 愛 液 を いっ ぱい 出し て し まう 。 


私 に と っ て 、 以 下 の こ と が 、 と て も 凄く 興奮 する 。 
Mil 


セッ クス が 、 い き な り で 、 強 引 な こと 。 
そう し た セッ クス の シチュ エー ショ ン 。 
ИИ 


私 に と っ て 、 セ ックス は 最高 だ 。 


(5) 
彼女 自身 0 性 的 魅力 。 
その 存在 。 

それ が 確認 され た こと 。 
それ へ の 安心 感 や 満足 感 。 


以下 の 女性 に 対す る 優越 感 、 あ る い は 、 心理 的 な マウ ント 。 
彼女 は 、 男 性 か ら 、 セ ックス の 対象 と し て 、 そ も そ も 選 ん で も ら え な い 。 


HH 
私 は 、 以 下 を 自覚 し た 。 

ИИ 

男性 か ら 、 選 ば れ た こと 。 

男性 に よっ て 、 セ ックス され る 、 タ ー ゲ ッ ト 。 
それ に な っ た こと 。 

ИИ 


私 は 、 そ の た め 、 以 下 に つい て 、 確 認 で きた 。 
私 の 身体 が 持つ 、 以 下 の 内 容 。 

ИИ 

性 的 魅力 。 

性 的 诱 引 力 。 

性 的 価値 。 

ИИ 


私 は 、 そ の 威力 を 、 改 め て 、 実 地 で 確認 出来 た 。 
私 は 、 BOK. 
私 は 、 女 の プラ イド 面 で 、 満足 で きた 。 


女性 の 身体 や 顔つき 。 

Mil 

それ が 、 あ まり に も 不細工 過ぎ る 場合 。 
それ が 、 あ まり に も 酷 す ぎる 場合 。 
それ は 、 和 駄目 だ 。 

Mil 


Mil 
それ が 、 高 齢 で ある 場合 。 
それ は 、 和 駄目 だ 。 

Mil 


女性 に 、 性 的 上 魅力 が 無い 場合 。 

男性 は 、 女 性 に 対し て 、 寄 っ て こない 。 

ある い は 、 仮 に 、 男 性 が 、 セ ックス し よう と し た 、 と する 。 
する と 、 男 性 は 、 気 分 的 に 、 装 えて 、 和 勃起 で き な い 。 


それ ら と 、 私 と を 、 比 べた 場合 。 
私 は 、 性 的 魅力 の 面 で 、 か な り 優 位 み た い だ 。 
私 は 、 う れ し い 。 


(6 ) 

自己 価値 。 

それ が 惑 損 さ れ た こと 。 
それ へ の 怒り 。 


HHM/ 
私 は 、 男 性 か ら 、 勝 手 に セッ クス され た 。 

私 は 、 そ の 挙句 、 男 性 か ら 、 一 方 的 に 、 や り 捨 て を され た 。 
その こと で 、 私 は 、 以 下 が 大 幅 に 下がっ た 。 

以下 の 価値 へ の 自己 評価 。 


(6-1) 私 自身 が 持つ 、 性 的 な 攻略 へ の 困難 さ 。 
それ が も た ら す 、 私 自身 の 性 的 価値 。 


(6-2) 私 が 、 異 性 か ら 、 配 偶 者 と し て 、 き ちん と 人 選択 され る こと 。 
そう し た 人 選択 が な され る 価値 。 


(6-3) 私 が 、 人 間 と し て 、 相 手 か ら 、 大 事 に され る こと 。 
そう し た 扱い を 受け る 価値 。 


私 は 、 プ ライ ド を 、 大 きく 傷つけ られ た 。 
私 は 、 と て も が っ か り し た 。 

私 は 、 と て も 頭 に 来 た 。 

TART НОЖ. 

それ は 、 以 下 だ 。 

ИИ 

彼 自身 0 性 和 欲 。 

彼 に と っ て 、 そ れ さ え 満 た され れ ば 、 良 い 。 
彼 は 、 後 は 、 私 が どう な っ て も 良い 。 

ИИ 


BNE) LIE. 

HII 

それ は 、 自 分 勝手 で ある 。 
それ は 、 自 己 中 心 的 過ぎ る 。 
Mil 


私 は 、 以 下 に つい て 、 と て も 失望 し た 。 


相手 男性 。 
Mil 


人 間 と し て の 、 レ ベル 。 
彼 に お ける 、 そ の 低 さ 。 
ИИ 


私 は 、 以 下 は 織 だ 。 

Mil 

相手 か ら 、 一 方 的 に 捨て られ る こと 。 
Mil 


男性 は 、 私 の 存在 を 、 も っ と 大 事 に し ろ ! 
男性 は 、 私 の 気持 ち を 、 も っ と 考え ろ ! 
男性 は 、 私 を 、 人 間 と し て 、 ち ゃ ん と 扱え ! 


(7) 
男性 に 対す る 、 筋 力 面 で の 劣 位 。 
その 自覚 。 


次 の こと へ の 恐怖 心 や 怒り 。 

男性 に よっ て 、 以 下 が 、 一 方 的 に 封じ られ る こと 。 
彼女 自身 の 身体 の 動き 。 

その 自由 。 


HMM 
男性 は 、 私 より 、 以 下 が 強 い 。 
Mil 

筋力 。 

腕力 。 

Mil 


私 は 、 そ うし た 男性 に よっ て 、 一 方 的 に 、 組 み 伏 せら れ た 。 
そし て 、 私 は 、 以 下 を 、 強 礁 され た 。 

ИИ 

私 自身 の 身体 。 

その 動き 。 

その 自由 。 

И 


私 は 、 以 下 が 、 と て も 怖い 。 
Mil 

何 か を 、 強 引 に され る こと 。 
何 か を 、 押 し 付け られ る こと 。 
何 か を 、 強 要 さ れる こと 。 
それ 自体 。 

Mil 


私 は 、 以 下 を 、 強 く 感 じ る 。 
Mil 

私 の 身 の 危 険 。 

И 


男性 は 、 私 か ら 、 以 下 を 、 勝 手 に 奪う な ! 
私 自身 の 動き 。 

私 自身 の 意思 決定 。 

それ ら の 自由 。 


男性 は 、 以 下 を 、 勝 手 に 強引 に 支配 する な ! 
私 自身 の 動き 。 
私 自身 の 意思 決定 。 


男性 は 、 以 下 の こ と を する な ! 
私 自身 を 、 勝 手 に 、 一 方 的 に 、 黄 遷 に 陥れ る こと 。 


(2020 年 5 月 初出 ) 

痴漢 され る 時 の 女性 心理 
(1) 

恥辱 感 。 


TMNT 
私 は 、 次 の こと が 、 と て も 恥ず か し い 。 


(Ce 

私 自身 の 重要 拠点 。 
それ が 陥落 する こと 。 
その こと へ の 拒否 感 。 


私 自身 の 隠し た い 秘 密 。 
ПТС & 
それ へ の 恥辱 感 。 


HH 
私 の 身体 。 

その 中 の 以下 の 場所 。 

Mil 

それ は 、 最 も プラ イベ ー ト で ある 。 
それ は 、 最 も デリ ケー ト て で ある 。 
それ は 、 最 も 大 事 で ある 。 

ИИ 


私 は 、 そ れ を 、 他 人 に よっ て 、 触 られ 、 い じ ら れ 、 次 破 さ れ た 。 
その 行為 は 、 私 に 対し て 、 い き な り 、 勝 手 に 、 行 われ た 。 
私 は 、 と て も 恥ず か し い 。 


(1-2) 
恥辱 。 
それ を 伴う 行為 。 
それ を 一 方 的 に 公開 され る こと 。 
それ に 対す る 拒否 感 。 


JW 

私 は 、 性 的 に 興奮 し た 。 

ИИ 

私 は 、 よ が っ た 。 

私 は 、 性 的 な 姿 に な っ た 。 
私 は 、 喘 ぎ 声 を 出し た 。 


Mil 


私 は 、 そ れ ら を 、 周 囲 の みん な に よっ て 、 見 られ 、 聞 か れ た 。 
それ は 、 以 下 の 状 況 に お いて 、 発 生 し た 。 

ИИ 

ARO EB 

公開 状態 。 

ИИ 


私 は 、 そ れ ら を 、 全 力 で 隠し た い 。 


(2) 
権力 者 と し て の 感情 。 
上 か ら 和 目線 の 感情 。 
不満 の 感情 。 


HAM 
男性 は 、 以 下 を 勝手 に 破 ろ うと し た 。 
セッ クス や 前 戯 へ の 許認可 権限 。 
それ は 、 女 性 が 占有 し て いる 。 


その 行為 は 、 女 性 に と っ て 、 と て も 腹立たしい 。 
男性 は 、 以 下 を 、 何 だ と 思っ て いる の か ? 
MATEO, DEFOR. 

ИИ 

セッ クス に 対す る 決定 力 。 

セッ クス に お ける 権力 。 

ИИ 


女性 の 身体 。 

男性 が 、 そ れ を 、 い じ り た い 場 合 。 

ИИ 

男性 は 、 女 性 の 許可 を 、 事 前 に 、 き ちん と 、 得 ろ ! 
男性 は 、 女 性 の 意思 に 対し て 、 勝 手 に 逆らう な ! 
男性 は 、 彼 自身 の 身分 を 、 わ きま えろ ! 

ИИ 


まあ 、 私 は 、 以 下 の 場 合 、 そ れ を 、 大 目 に 見 て あげ て も 良い 。 
ИИ 

私 の 女性 器 。 

私 の お っ ぱい 。 

ИИД 


Mil 
男性 が 、 そ れ ら を 、 触 る だ け の 場合 。 
男性 が 、 そ れ 以 上 の 行為 を 、 止 め る 場合 。 
ИИ! 


(3) 
性 的 快感 。 


HAM 

私 は 、 他 人 に よっ て 、 以 下 を 触ら れ た 。 
Mil 

私 の クリ トリ ス 。 


私 の 女性 器 。 
私 の 乳首 。 
ИИ 


私 は 、 そ れ ら の いずれ に つい て も 、 強 い 快 感 を 感じ る 。 
それ ら の 快感 は 、 す ご く 新 鮮 だ 。 

私 は 、 性 的 に 興奮 する 。 

私 は 、 と っ て も 気持 ちい い 。 

私 は 、 愛 液 を いっ ぱい 出し て し まう 。 


私 は 、 み ん な が 見 て いる 前 で 、 思 わ ず 性 的 に 興奮 する 。 
私 は 、 そ うし て 、 以 下 を 、 周 囲 の みん な に 、 晒 し て し まう 。 
ИИ 

私 自身 の よ が る 次 。 

私 自身 の 喘ぎ 声 。 

ИИ 


ИИ 

そう し た 恥ず か し い シ チュ エー ショ ン 。 
私 自身 が 、 そ れ を 自覚 する こと 。 

それ 自体 。 

ИИ 


それ に つい て 、 私 は 、 性 的 に 、 と て も 興奮 する 。 
それ に つい て 、 私 は 、 と て も 気持 ちがい い 。 
それ に つい て 、 私 は 、 愛 液 を 、 思 わ ず 、 い っ ぱい 出し て し まう 。 


私 に と っ て 、 前 戯 は 最高 だ 。 
私 に と っ て 、 セ ックス は 最高 だ 。 


(4) 
彼女 自身 0 性 的 魅力 。 
その 存在 。 

それ が 確認 され た こと 。 
それ へ の 安心 感 や 満足 感 。 


以下 の 女性 に 対す る 優越 感 、 あ る い は 、 心理 的 な マウ ント 。 
彼女 は 、 男 性 か ら 、 痴 漢 の 対象 と し て 、 そ も そ も 人 選ん で も ら え な い 。 


JW 

私 は 、 以 下 を 自覚 し た 。 

ИИ! 

男性 か ら 、 選 ば れ た こと 。 

男性 に よっ て 、 痴 漢 を され る 、 タ ー ゲ ッ ト 。 
それ に な っ た こと 。 

ИИ! 


私 は 、 そ の こと で 、 以 下 を 、 確 認 で きた 。 
私 の 身体 が 持つ 、 以 下 の 内 容 。 

И 

性 的 魅力 。 

性 的 诱 引 力 。 

性 的 価値 。 


ИИ! 


私 は 、 そ の 威力 を 、 改 め て 、 実 地 で 確認 出来 た 。 
私 は 、 BOK. 
私 は 、 女 の プラ イド 面 で 、 満 足 で きた 。 


女性 の 身体 や 顔つき 。 

Hill 

それ が 、 あ まり に も 不細工 過ぎ る 場合 。 
それ が 、 あ まり に も 酷 す ぎる 場合 。 
それ は 、 和 駄目 だ 。 

ill 


ill 
それ が 、 高 齢 で ある 場合 。 
それ は 、 和 駄目 だ 。 

ИИ 


女性 に 、 性 的 魅力 が 無い 場合 。 

男性 は 、 女 性 に 対し て 、 寄 っ て こない 。 

ある い は 、 仮 に 、 男 性 が 、 セ ックス し よう と し た 、 と する 。 
する と 、 男 性 は 、 気 分 的 に 、 姜 えて 、 和 勃起 で き な い 。 


それ ら と 、 私 と を 、 比 べた 場合 。 
私 は 、 性 的 魅力 の 面 で 、 か な り 優 位 み た い だ 。 
私 は 、 う れ し い 。 


(5) 
自己 価値 。 
それ が 惑 損 さ れ た こと 。 
それ へ の 怒り 。 


HHM/ 

私 は 、 男 性 か ら 、 性 的 に 弄 ば れ た 。 

それ は 、 勝 手 に 、 一 方 的 に 、 な され た 。 

私 は 、 男 性 か ら 、 お も ちゃ に され 、 い じ ら れ た 。 


私 は 、 以 下 が 、 大 きく 低下 し た 。 
ИИ 


私 自身 が 持つ 、 人 間 と し て の 価値 。 
それ に 対す る 、 自 己 評価 。 
Mil 


男性 は 、 私 の こと を 、 勝 手 に 、 次 の 存在 と し て 扱う な ! 
彼 自身 より 格下 の 道具 。 

男性 は 、 私 を 、 人 間 と し て 、 き ちん と 扱え ! 

男性 は 、 私 の 存在 を 、 も っ と 尊重 し ろ ! 


(2020 年 5 月 初出 ) 


男女 0 势力 面 、 椎 力 面 素 D 对 等 化 . TR. 


男女 の 、 以 下 の 面 で の 、 対 等 化 。 
ИИ 

AT), 

権力 。 

ИИ 

その 実現 に は 、 以 下 が 必 要 で ある 。 
Е, КАНЕ и. 


se С «ОЗ. 
男性 に は 、 以 下 の 不 都合 が 生じ る 。 


1) 
性 は 、 以 下 を 消失 する 。 
自身 の 意思 で セッ クス で きる 可能 性 。 


ЖЗ — 


男性 が 、 女 性 と セッ クス し よう と する 場合 。 
男性 に は 、 以 下 の 必 要 が 生じ る 。 

ИИ! 
女性 の 許認可 。 

それ を 全面 的 に 得る こと 。 
И 


その 結果 、 以 下 に な っ て し まう 。 
女性 の 専制 。 


(2) 

男性 は 、 以 下 を 消失 する 。 

Mil 

彼 自 身 の 遺 伝 的 子孫 。 

それ を 、 彼 自身 の 意思 で 残せ る 可能 性 。 
Mil 


AA. REASON TASK ICS Sins. 
男性 に は 、 以 下 の 必 要 が 生じ る 。 

Mil 

女性 の 許認可 。 

それ を 全面 的 に 得る こと 。 

Mil 


その 結果 、 以 下 に な っ て し まう 。 
女性 の 専制 。 


男性 が 女性 を 強 厄 で きる こと 。 

男性 は 、 そ の た め に 、 以 下 を 実現 する 必要 が ある 。 
以下 に お いて 、 女 性 より 優位 に 立つ こと 。 

ИИ 

筋力 。 

武力 。 

ИИ 


その こと で 、 男 性 は 、 以 下 を 防ぐ こと が で きる 。 
女性 の 専制 。 


AMID RES. DARE. HEI TL. 


女性 に 対し て 、 男 性 が 、 一 方 的 に 劣 位 に な る こと 。 


人 間 の 男女 の 対等 化 。 

その 実現 に お いて 、 以 下 の よ うな 関係 は 、 好 まし く な い 。 
ИИ 

BARE YC . лажл д. 

女性 が 男性 を 一 方 的 に 支配 する 関係 。 

И 


それ は 、 男 性 に と っ て 、 好 まし く な い 。 
(2020 年 5 月 初出 ) 


強 女 に よる 不 本 意 な 妊娠 と 、 和 男女 の 性 差 


(1) 

RHEL ED. ВМО. 

その 場合 、 女 性 は 、 居 下 を 、 妊 娠 する 。 
ИИ 

彼女 自身 が 望む 相手 男性 。 

その 子供 。 

ИИ 


その た め 、 そ れ は 、 あ まり 問題 視 さ れ な い 。 


(2) 

+5. О, 

それ は 、 以 下 の 理 由 で 、 良 く な いと され る 。 
それ は 、 問 題 視 され る 。 

その 場合 、 女 性 は 、 以 下 を 、 妊 娠 する 。 

ИИ 

彼女 自身 が 望ま な い 相 手 男 性 。 

その 子供 。 

И 


女性 は 、 不 本 意 な 妊娠 を する 。 


女性 は 、 そ の 外観 か ら は 、 以 下 が 麟 別 で き な い 。 
女性 は 、 ど の 男性 の 子供 を 妊娠 する か ? 

その こと は 、 男 性 に と っ て も 、 不 本 意 妊 娠 に つなが る 。 
男性 に は 、 次 の 危険 性 が 存在 する 。 

ИИ 

以下 の 状況 に 陥る こと 。 

以下 を 、 彼 自身 の 子供 と し て 育て る こと 。 

そう し た 羽目 に な る こと 。 

// 

他 の 男性 。 

彼 は 、 強 厄 の 主犯 で ある 。 


その 点 、 以 下 が 必 要 で ある 。 
安全 な 妊娠 キャ ン セ ル の 方 法 。 
その 確立 。 


(2019 年 10 月 初出 ) 


製品 と し て の 遺伝 的 子 捧 。 和 男女 の 結婚 制度 。 


ВОЕН. 

тих. НОС, Ули. 
それ は 、 物 理 的 物体 で ある 。 

それ は 、 女 性 側 の 在庫 に な る 。 


その 在庫 の 維持 管理 。 
それ は 、 そ の まま で は 女性 側 の 負担 に な る 。 


な の で 、 女 性 は 、 居 下 の 実 現 の た め に 、 何 と か し よう と する 。 
その コス ト を 、 男 性 に も 負担 させ る こと 。 


その 結果 、 女 性 は 、 以 下 の 制 度 を 、 考 え 出 し た 。 
Hil 

結婚 制度 。 

И. 


これ に より 、 以 下 が 実 現す る 。 
男 も 、 そ の コス ト を 負担 する 。 


男女 に と っ て 、 彼 ら 自 身 の 遺 伝 的 子 拓 は 、 以 下 の よ うな 負担 を も た ら す 。 


(光り 
В. РЕМОНТ ИАН CEO, ``. 


(2) 

男女 は 、 以 下 を 実現 する 必要 が ある 。 

ИИ 

彼ら 自身 の 遺伝 的 子 擬 が 、 環 境 へ と 適応 で きる こと 。 
その た め に 、 以 下 の (2-1) に 対し て 、 以 下 の (2-2) を 、 実 行 す る こと 。 
(2-1) 彼ら 自身 の 遺伝 的 子孫 。 
(2-2) 

// 

以下 を 身 に 付け させ る こと 。 
必要 な 能力 。 

// 

以下 を し つけ る こと 。 
必要 な 行動 様式 。 

// 

ИИ 


その た め 、 男 女 は 、 手 間 が か か る 。 


(3) 
男女 は 、 以 下 を 続け る 必要 が ある 。 
以下 の (3-1) に 対し て 、 以 下 の (3-2) を 、 実 行 す る こと 。 


(3-1) ЕВ. 
(3-2) 食べ 物 を 与え る こと 。 


thd, BAIL CT. BSC AICS. 


(2020 年 5 月 初出 ) 


女性 が 持つ 、 性 的 誘引 力 の 強 さ 。 そ の 文化 
的 な 表現 美術 。 美 少女 コン テン ツ 。 萌 え 給 
の 女性 。 

女体 カー スト 。 


ЖФК. | 
それ は 、 男 性 を 生得 的 に 、 性 的 に 吸い 寄せ る 。 そ の 性 的 な 誘引 力 は 、 凄 まじ い 。 


仮に 、 女 性 た ち が 、 次 の (1 ) に お いて 上 位 だ 、 と する 。 す る と 、 彼 女 た ち は 、 次 の 
(2) に お いて 、 上 位 に な る 。 

(1) 女体 D 持 性 的 魅力 0 高 立 。 

(2) 女性 た ちの 間 に お ける 、 上 下関 係 や 、 優 劣 関 係 。 


それ は 、 次 の よう に 呼べ る 。 
「 女 体 カ ー ス ト 。」 


「 女 体 カ ー ス ト 」。 そ れ は 、 外 観 的 に は 、 次 の 通り で ある 。 
(1) 颜 。 
(2 ) 本 体 。 
(3) 声 。 


女性 は 、 次 の 二 通 り で ある 。 

(1) 女体 カー スト が 高い 女性 。 

(2) 女体 カー スト が 低い 女性 。 

体 カ ー ス ト 」 の エリ ー ト 。 

) 「 顔 。 身 体 。」 ア ダル トビ デオ 女優 。 売春 女性 。 それら に お ける 人 気 者 。 
) 「 声 。」 女 性 声優 。 

) 「 顔 。 身 体 。 声 。 そ れ ら の 全て に お いて 完 壁 な 存在 。」 女 性 アイ ドル 。 


実際 の 生身 の 女性 に は 、 次 の よう な 女性 が 多い 。 

「 自 身 の 女 体 が 持つ 性 的 交 力 。 そ れ が 劣る か 、 不 良 で ある 女性 。」 
そう し た 女性 た ち は 、「 女 体 カ ー ス ト 」 が 低い 。 

そう し た 女性 た ち は 、 性 的 殆 力 に お いて 、 残 念 で ある 。 

そう し た 女性 た ち が 勝 て る 要素 。 そ れ は 、 女 性 疾 だ け で ある 。 


ーー 部 の 女性 は 、 次 の 内 容 を 攻撃 する 。 
(1) 性 的 行动 。 


(2) 性 的 表现 。 
そう し た 女性 は 、 多 く の 場 合 、 次 で ある 。 
「「 女 体 カ ー ス ト 」 の 下位 者 。」 


そう し た 攻撃 行動 の 根源 は 、 次 の 通り で ある 。 
PIR. EOS oR). 4 


それ ら は 、 負 の 感情 で ある 。 そ れ ら は 、 劣 情 で ある 。 
それ ら は 、 表 向き さ は 、 隠 され る 。 


それ ら は 、 次 に 対し て 、 向 けら れる 。 
「「 女 体 カ ー ス ト 」 に お ける 上 位 者 。」 


それ ら の 目的 は 、 次 の こと の 実現 で ある 。 
「 女 性 間 に お ける 、「 女 体 カ ー ス ト 」。 そ れ に つい て 、 患 平等 や 横並び を 、 新 た に 実現 
する こと 。」 


女体 カー スト 」 が 低い 女性 。 彼女 は 、 次 で ある 。 

А) 彼女 の 顔 は 、 不 細工 で ある 。 

B) 彼女 は 、 太 り 過 ぎざぎざ で ある 。 彼 女 は 、 や せ 過 ぎ で ある 。 
C) ЖЖ, в CHS. 

D ) 彼女 の 身体 つき は 、 貧 し い 。 

Е) 彼女 の 声 は 、 貧 し い 。 

F ) 彼女 の 性 的 反応 は 、 貧 し い 。 


LAAT. ИЖЛОВх. 「 女 体 カ ー ス ト 」 を 高め る 要素 。 そ れ ら は 、 次 か ら 成 
る 。 


(1) 女体 の 外観 。 
(1-1) 視覚 的 な も の 。 
(A) BA. =. 
(B) 本 体 。 
(1-2) 聴覚 的 な も の 。 
(А) 声 。 
(1-3) 触覚 的 な も の 。 
(А) 肌触り 。 

(1-4) ) それ ら の 表情 。 喜 怒 哀 楽 の 感情 の 表現 。 
上 記 の 掛け 合わ せ 。 


(2) 女体 の 動作 。 そ こ に 、 性 的 魅力 が ある こと 。 
人 々 は 、 そ れ を 、 次 で 、 体 験 する 。 

それ は 、 動 画 で ある 。 そ れ は 、 次 の 内 容 で ある 。 
(A) アダ ルト ビデ オ 。 

(B) アダ ルト アニ メ 。 


その 性 的 魅力 は 、 次 の 場合 、 顕 著 で ある 。 

(2-1) 女性 が 、「 性 的 な 身体 姿勢 」 を 取る 。 そ れ は 、 次 の 内 容 で ある 。 
(А) MBAR. ЛЕВ. 

(В) ХЯФЖ-Х. №. №. CMON НФ. 


(2-2) 女性 が 、「 性 的 な 反応 」 を する 。 そ れ は 、 次 の 内 容 で ある 。 
(2-2-1) 総合 面 。 


(A) 女性 は 、 性 的 に 感じ や すい 。 
(В) Е. ВСР LOO TL. 


= - 2) 身体 部 分 。 

А) $ 

А - i 女性 は 、 喘 ぎ 声 を 出す 。 
A - 


( 
( 
( 
( 2) 女性 は 、 顔 を 、 性 的 快感 で 歪め る 。 


(В) № 

(B-1) 女性 は 、 腰 を 、 自 主 的 に 、 ピ スト ン す る 。 
(B- 2) 女性 は 、 腰 を くね ら せ る 。 

(C) 乳房 。 

(C-1) 女性 は 、 乳 房 を 揺らす 。 

(C- 2) 女性 は 、 乳 首 を 勃起 させ る 。 


D 3 

D-1) eae クリ トリ ス を 勃起 させ る 。 

D - 2) 女性 は 、 愛 液 を 流す 。 

目 に 見 えな い 内 容 。 女性 は 、 騰 を 締め 上 げ る 。) 


2-2-3) 性 的 絶頂 。 


a gs ры 


A 
А-1) Е, ЗС, НКС. 
А-2) 女性 は 、 頻 繁 に 、 性 的 な 絶頂 に 達する 。 


的 

女性 は 、 愛 液 を 噴出 する 。 

VES, BURT S. 

女性 は 、 け いれ ん を 起こ す 。 

女性 は 、 失 神 す る 。 

TAR. ЕН. №. 返し 、 締 め 上 げ る 。) 


次 の (1) ld. RM (2) より も 、 高 い (3) を 持つ 。 
1 ) 萌え 絵 の 女 性 。 

2 ) 生身 の 不細工 な 女性 。 

3-1) 「 女 体 の 性 的 上 魅力 」 の 表現 度 。 

3-2) ВОЯЖ, OBHE. 


"PRA АО, (4. ЖЕ БЕ, 


「 女 体 カ ー ス ト 」 の 高 さ 。 性 的 上 魅力 の 高 さ 。 それら の 維持 。 
それ は 、 女 性 に と っ て 、 次 の こと の 重要 な 足掛かり と な る 。 
「 人 生 投 資 家 の 生活 。 そ の 実現 や 維持 。」 
女性 の 性 的 魅力 は 、 次 の 二 通 り に な る 。 
— 女性 器 の 性 的 魅力 。 そ れ は 、 外 部 か ら は 、 分 か り に くい 。 
NE それ は 、 外 部 か ら は 、 分 か りや すい 。 
о 性 的 に 優秀 な 女体 。「 女 体 カ ー ス ト 」 の 高 さ 。 そ れ は 、 男 性 を 、 す ぐ 
Е 


「 女 体 カ ー ス ト 」 の 高 さ 。 そ れ は 、 結 婚 で は 、 場 合 に よっ て は 、 有 利 で は な い 。 


それ は 、 次 の 場合 で ある 。 

1) ЕО» TECHS. 

2) ЕЕ, MECHS. 

3) 女性 の 生活 能力 が 、 低 い 。 

3-1) 身体 能力 。 

3-2) 知 的 能力 。 

CC CR Па иЕ 
惹 きつ ける 。 そ うし た 女性 は 、 浮 気 を し や すい 。 

そう し た 女性 は 、 男 性 か ら 、 敬 遠 さ れる 。 彼 女 は 、「 女 体 カ ー ス ト 」 が 高く て も 、 そ の 
よう に 扱わ れる 。 


女体 の 性 的 魅力 。 それは 、 次 に よっ て 、 大 きく 低下 する 。 
「 女 性 の 年 齢 が 、 高 く な る こと 。」 


女体 は 、 性 的 魅力 に お いて 、 賞 味 期限 が 短い 。 
ЖЖ г. фах. ФИ, ФУ, BRICK TS. 


(初出 2020 年 7 月 ) 


女性 の 着衣 。 そ の 上 魅力 。 そ の 性 的 誘引 力 。 
和 X 力 一 人。 区 0 魅力 。 艾 0 性 的 诱 引力 。 


ЖЕ ЕЕ АОН НО 
下 に 、 パ ン テ ィ を 履い て いな いこ と 。 ス カー ト を ヒラ ヒラ と な び か せる こと 。 ス カー ト 
が めく れる こと 。 そ れ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 女 性 が 、 男 性 を 、 性 的 に 誘引 し て 落と 
す た め に 用 いる 、 必 殺 の 武器 。 そ れ ら の 性 的 誘引 力 の 要因 分 析 。 そ れ ら の 性 的 誘引 力 
は 、 遺 伝 的 に 決定 され て いる 。 

スカ ー ト が 、 移 動 面 や 運動 面 で 不便 で ある と 言わ れ な が ら も 、 女 性 に よっ て 、 延 々 と 履 
き 続 けら れる 根本 要因 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 女 性 自身 が 、 以 下 の よ うな 男性 
を 、 ス カー ト の 採用 や 利用 に よっ て 、 容 易 に 、 性 的 に 誘引 し 我 が 物 に する こと 。 

性 的 に 殆 力 的 な 、 女 性 自身 に と っ て の 配偶 者 候補 の ター ゲッ ト の 男性 。 

女性 自身 が 、 そ れ を 、 容 易 に 実現 出来 る こと 。 そ の 力 の 巨大 性 。 そ の 力 の 停 大 性 。 


スカ ー ト の 効果 。 
強力 な 性 感 帯 の ある 、 女 性 の 股間 部 。 そ こ を 中 心 と する 下半身 上 部 。 そ こ に 、 以 下 の よ 
а: ド 間 が 、 形 成 さ れる こと 。 性 的 誘引 度 が と て も 高い 、 秘 密 の 空間 。 そ の 秘密 
空間 は 、 RM meal lr と 。 そ の 
ease SHAS Rio xo eA, WRU BHO ASA tt 
切る 衝立 の 衣 が 、 м と 。 そ の た め 、 Oo 風 が 吹く な 
どの 外 的 な 偶然 の 要因 に よっ て 、 容 易 に めく れる こと 。 そ の こと で 、 秘 密 の 室 間 内 部 が 
НУ Оси. 
性 的 誘引 力 の 高い 、 女 性 の 身体 部 位 。 女 性 器 。 太 も も の 付け 根 や 内 股 部 。 尻 。 そ れ ら 
を 、 一 つの 、 填 方 に 向け て 狭く 閉じ た 、 下 方 に 向け て 開放 され た 空間 領域 に 、 一 斉 に 拉 
えて いる こと 。 そ れ ら が 、 同 一 空間 を 共有 し て いる こと 。 — 11-50%, 閉鎖 性 
と 開放 性 の 両立 が 起き て いる こと 。 見 か け 上 、 上 部 や 正面 か ら は 、 空 間 の 閉鎖 性 や 、 外 
TN CA ee 
的 で 、 外 部 か ら 、 い つ で も 容易 に アク セス 可能 で ある こと 。 誰 で も 、 下 方 か ら 、 容 易 


代 、 区 0 空间 领域 人 人 之、 手指 在 差 岂 入 机 召 二 之 办 出 来 召 二 过 。 空 间 领 域 在 隔 民 如 衣 记 、 
aE CH, ПНС SLeEACHSIL. ИАС. BC. №. 5 
れる こと 。 攻 略 困 難 性 と 攻略 容易 性 の 両立 が な され て いる こと 。 

攻略 容易 性 の 象徴 。 そ れ が 以下 の 内 容 で ある こと 。 ス カー ト の 下 の パ ン テ ィ が チラ ッ と 
見 える こと 。 

性 的 誘引 力 の 高い 、 女性 の 身体 部 位 。 女性 器 。 太 も も の 付け 根 や 内 股 部 。 尻 。 そ れ ら の 
直 出 可能 竹 。 それ が 、 実 は 、 高 いこ と 。 そ れ ら は 、 い つも は 露出 し て いな いこ と 。 そ れ 
ら の 蜜 出 の チャ ンス は 、 い つも は 閉ざさ れ て いる が 、 偶 然 に 開く 可能 性 が ある こと 。 そ 
こ に は 、 射 幸 性 が ある こと 。 そ れ は 、 以 下 の よ うな 心理 を 、 男 性 に 対し て も た ら す こ 

と 。 ギ ギャンブル に の め り 込 むこ と と 、 同 じ 心 理 。 ア トラ ンダ ム な 期日 に 行わ れる 秘仏 開 
帳 と 、 同 じ 心 理 。 男 性 に と っ て 、 そ の 有り 難 み や 功徳 が 、 と て も 高い こと 。 偶 然 性 や 偶 
BER SKS TRA. ФОНЕ, NUT Tid. BUTT. Вид, 十分 に ご 
利益 が 高い こと 。 し か し 、 パ ン テ ィ は 、 履 いて いな い 場 合 は 、 男 性 に と っ て の ご 利益 や 
功徳 の 上 で は 、 最 上 位 に な る こと 。 


ミニ スカ ー ト の 効果 。 
スカ ー ト の 丈 が と て も 短い こと 。 そ の こと で 、 太 も も の 肉 が 、 外 部 か ら 見 て 、 常 に 、 宮 
出し て いる こと 。 太 も も の 内 股 部 が 、 脚 の 動作 に よっ て 、 容 易 に 口出し や すい こと 。 太 
も も の 内 股 部 の 、 両 脚 に よる 、 こ すり 合わ せ の 動作 。 そ れ が 、 外 部 か ら 見 て 、 容 易 に 密 
出し や すい こと 。 衣 が めく れ や すい こと 。 衣 が めく れ た 場合 は 、 性 的 誘引 力 が 高い 部 位 
A, HAILHUWTSI CL. 
性 的 誘引 力 の 高い 、 女 性 の 身体 部 位 。 女 性 器 。 太 も も の 付け 根 や 内 服部 。 尻 。 それら の 
peu АВЕ. ФИЛ TH. BOIL. CNL eD ВЖЕ. НН 
期待 の 度合 い の 高 さ が 、 と て も 大 きい こと 。 女 性 が 、 男 性 を 、 性 的 に 誘引 し て 我 が 物 に 
395-55. ИЖ. 

合 の 最前 部 に 立っ て いる 、 ミ ニス カー ト を 履い た 女性 。 
彼女 の 股間 部 を 、 客 席 の 最前 列 の 下 か ら 、 見 上 げ る 形 で 、 覗 く こ と 。 そ れ が 可能 に な る 
こと 。 
その 際 に 、 女 性 器 の 開口 部 が 、 真 接 、 閲 覧 可能 に な る こと 。 
その 際 に 、 女 性 の 太もも の 内 股 部 が 、 直 接 、 閲 覧 可能 に な る こと 。 
その こと が も た ら す 、 女 性 が 行使 する 、 男 性 に 対す る 性 的 誘引 力 。 そ の 大 き さ は 、 と て 
も 凄まじ い 。 


(2021 年 12 月 初出 。) 


Улу. ел. ОНЛ. 


TILY. ИЯ, КНУ LL. COMA. ОНИ. Е. МТФ 
内 容 で ある 。 

// 

尻 肉 の 柔らか な 盛り 上 が り の 肉感 。 太もも の 肉感 。 それ ら の 肉感 の 、 肌 か ら 、 衣 類 部 へ 
の 、 強 烈 な 連続 感 が ある こと 。 

女性 器 は 、 真 接 は 見 えな い が 、 ieee 外部 か ら 見 て 、 一 目 瞭 然 で ある こと 。 
股間 部 に お ける 、 補間 。 そ の 存在 が 、 外 部 か ら 見 て 、 一 目 瞭 然 
で ある こと 。 そ の 空き 訟 間 は 、 A Cs 

太もも の 肉 太 さ 。 内 站 的 こす り 合 わせ 。 太 も も が 開く 動作 。 それら が 、 
外部 か ら 見 て 、 全 て 、 一 目 瞭 然 で ある こと 。 

肉 部 と 衣 部 の 、 色 彩 面 や 質感 面 で の コン トラ スト の 高 さ 。 そ れ が も た ら す 、 和 肉 部 の くっ 
きり 感 の 強 さ 。 

// 

それ ら の 外観 や 動作 が 持つ 、 性 的 誘引 力 。 そ れ が 、 と て も 高い こと 。 そ の こと が 、 男 性 


ILthat, &YTHMANMCHS_I“. RMD. BMA, MMICHSIL CRAIC T Se 
め に 用 いる 、 必 殺 の 武器 。 


(2021 年 12 月 初出 。) 
女性 が 「 性 格 が 美人 」 で ある た め の 人 条件 。 


女性 が 「 性 格 が 美人 」 で ある た め の 条 件 。 
それ は 、 何 か ? 


その 前 提 休 件 は 、 次 で ある 。 

(1) 「 彼 女 は 、 女 性 性 を 、 強 く 持 つ 。」 

(2) "彼女 は 、 女 性 優位 社会 の 女性 で ある 。」 

女性 優位 社会 の 女性 は 、 本 質 的 に 、 女 性 性 の 持ち 主 で ある 。 
男性 優位 社会 の 女性 は 、 女 性 性 を 喪失 し て いる 。 

男性 優位 社会 の 女性 は 、 性格 的 美人 に は 、 そ も そ も 、 な れ な い 。 


「 性 格 が 美人 な 女性 。」 彼 女 が 備え る べき 、 具 体 的 な 性 格 。 そ の 内 容 。 
それ は 、 総 合 的 に は 、 次 で ある 。 
「「 女 性 優位 社会 の 支配 者 」 が 、 本 来 的 に 持つ 、 人 間 的 な 絶 力 。」 


彼女 は 、「 力 ある 存在 」 で ある 。 彼 女 は 、 社 会 的 な 権力 者 で ある 。 
彼女 は 、 次 の 対象 で ある 。 

「 社 会 的 な 尊敬 。」 

彼女 は 、 母 性 的 で ある 。 

彼女 は 、 以 下 の 能 力 を 持つ 。 

「 子 供 を 精神 的 に 支配 する 能力 。」 


彼女 は 、「 慈 母 」 の 側面 が 、 強 い 。 
彼女 は 、「 厳 母 」 の 側面 は 、 あ まり 出さ な い 。 


萌え 絵 の 女 性 は 、「 性 格 が 美人 」 に 見 える 。 


「 性 格 が 美人 な 女性 。」 彼 女 が 備え る 性 格 。 その 詳細 な 内 容 の リス ト 。 そ れ は 、 次 で あ 


る 。 

(1) 
彼女 は 、 穏 や か で ある 。 
Rt. BLADE. 
彼女 は 、 安らぎ を 与え る 。 
Rb. СФ. 


ょ 、 対象 に 配慮 する 。 

ょ 、 対 象 に ケア を する 。 
ょ 、 親 切 で ある 。 

ょ 、 人 助け を する 。 

$. ААВ. 


зная 
Set Sot Sef Seb Set 1 


彼女 は 、 対象 に 世話 を 焼く 。 


ょ 、 旬 容 力 が ある 。 

$. 対象 を 受け 人 れる 。 
$, 対象 を 呑み 込む 。 
$. 対象 を 引き 受け る 。 
$. 寛容 で ある 。 


зная 
Set Soh Set Seb Яо 


(4) 

彼女 は 、 考 え が し っ か り し て いる 。 
彼女 は 、 頼 り に な る 。 
彼女 は 、 心 の 支え に な る 。 
彼女 は 、 肝 が 据わっ て いる 。 
彼女 は 、 誠実 で ある 。 

(5) 

彼女 は 、 明 る い 。 
RAs. HOD CHS. 
彼女 は 、 前 向き で ある 。 
(6) 
彼女 は 、 活 動 的 で て ある 。 
彼女 は 、 行 動 す る 力 が ある 。 
彼女 は 、 実 践 する 力 が ある 。 
(7) 

彼女 は 、 頭 が 良い 。 

Wt. By. 

彼女 は 、 知 能 が 高い 。 

(8) 


彼女 は 、 金銭 感覚 が 優れ て いる 。 
彼女 は 、 次 の こと が 上 手 で ある 。 
「 金 銭 の 管理 。 資 産 の 管理 や 運用 。」 


彼女 は 、 対象 に お 小遣い を くれ る 。 


(9) 
彼女 は 、 次 の 自覚 が ある 。 
社会 的 に 強い こと 。 コ 


彼女 は 、 次 の こと を し な い 。 
「 加 害 者 で ある の に 、 被 害 者 を 気 取 る こと 。」 
「 強 者 で ある の に 、 如 者 を 気 取 る こと 。」 


それ ら は 、 す な わ ち 、 次 の こと で ある 。 
「 偽 り に 満ち て いる こと 。 コ 

MEDA CHSI“X. 4 

「 社 会 的 に 不誠実 で て ある こと 。 1 


彼女 は 、 そ れ ら の こと を し な い 。 


(10) 
彼女 は 、 信 頼 を 受け る 。 
彼女 は 、 尊 敬 さ れる 。 


(初出 2020 年 7 月 ) 


美 少 女性 の 分 析 。 


美 少 女 性 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


(1) 

女性 一 般 の 美 し さ 。 

Ву НЕС, ICA TRARLEV CRASS, МЛ. 
その 内 容 を 、 そ の 女性 が 、 備 えて いる こと 。 


(1-1) 

性 格 美人 。 

性 格 の 美 し さ 。 

4% (-5()5. ЖЯФЬх. 


(1-2) 

容 姿 美人 。 
女体 の 美 し さ 。 
衣装 や 化粧 の 美 し さ 。 


(2) 
美 少 女 に 特有 の 、 美 し さ 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


(2 
初 々 し さ 。 
// 
未経験 性 。 
新 品 性 。 
未 使 用 性 。 
Pally Ae ME 
無垢 性 。 
擦れ て いな いこ と 。 

人 生 に お ける 、 未 体験 性 。 

処女 性 。 

人 生 に お ける 、 初 体験 の 連続 性 。 

人 生体 験 に 対す る 、 初 々 し い 反 応 の 連続 性 。 
そう し た 反応 に お ける 、 新 鮮 さ 。 


ВИЖ. eR CHB AAS, WRSIL. 

NB (— A!) AAC ACO BITS. SPAS, —Е тах HRS. 
#%Ж-595. FEMOBS. 

それ ら の 特性 は 、 大 人 に な る と 失わ れ て 、 二 度 と 取り 戻せ な いこ と 。 
それ ら の 特性 の 、 彼 女 自 身 の 人 生 に お ける 、 掛 け 替 え の 無 さ 。 

それ ら が 、 彼 女 自 身 の 美 し さ の 発揮 に 、 つ な が る 。 

// 


(2-2) 

若 々 し さ 。 

// 

AS. 

健康 性 。 

エネ ルギー の 放出 に お ける 、 快 活性 。 

老朽 化し て いな いこ と 。 

経年 劣化 し て いな いこ と 。 

女体 の 美 し さ に お ける 、 絡 頂 期 に ある こと 。 

所 有する 生殖 設備 の 状態 の 良好 さ に お ける 、 郡 頂 期 に ある こと 。 
それ ら の 特性 は 、 よ り 高 齢 に な る と 、 急 速 に 失わ れ て 、 二 度 と 取り 戻せ な いこ と 。 
それ ら の 特性 の 、 彼 女 自 身 の 人 生 に お ける 、 掛 け 替 え の 無 さ 。 
それ ら が 、 彼 女 自 身 の 美 し さ の 発揮 に 、 つ な が る 。 

/ 


美 少 女 コン テン ツ 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


例 。 

イラ スト 。 
コミ ョ ツク.。 
aH. 
分 一 人 。 

フィ ギュ ア 。 
画像 。 
写真 。 
映像 。 


美 少 女 コン テン ツ 。 
それ は 、 以 下 の よ うに 、 分 類 さ れる 。 


(1) 
生身 の も の 。 
実在 物 。 


例 。 
実在 する 、 若 い 女 性 アイ ドル 。 
彼女 は 、 コ ン サ ー ト 会 場 に 来訪 する 。 


例 。 

実在 の 、 生 身 の 、 若 く 美 し い 女 性 。 
彼女 は 、 ア ダル トビ デオ へ の 出演 を 行う 。 
WAS. THAT. 


(2) 

生身 で 無い も の 。 

ЗЕЕ. 

5 ЛТА ХЕХ ML. 
それ ら を 施工 し た 物品 。 


それ ら は 、 以 下 の 二 通り に 、 分 類 さ れる 。 


(2-2) 
リア ル で ある タイ プ 。 


(2 ルー) 
生身 の 対象 の カメ ラ に よる 撮影 
例 。 
写真 。 
映像 。 


(2-1-2) 
生身 の 対象 の 、 視 聴覚 面 で の 忠実 な 模 避 物 。 
例 。 

绘画 。 

15 х кам. 

映像 。 


(2-2) 

デフ ォ ル メ さ れ て いる タイ ププ 2。 

生身 の 対象 に 対し て 、 視 聴覚 面 で の デフ ォ ル メ を 、 加 えた 物 。 

その こと で 、 そ れ に 対し て 、 独 自 の 美的 な 感覚 を 、 新 た に 与え た 物 。 
例 。 

绘画 。 

7х ка. 

コジ ピーター グラ フィ ジグ スズ 。 

映像 。 


美 少 女 コン テン ツ 。 
それ は 、 以 下 の よ うな 存在 で ある 。 
文化 的 に 創造 され た 、 女 性 の 理想 像 。 


美 少 女 コン テン ツ 。 
その 優れ た 点 。 そ の 長所 。 
ТИХ, ETHEL. MHC. СФ. 
それ は 、 年 齢 が と て も 若く 、 新 鮮 で ある 。 
は 、 と て も 可愛 い 。 
それ は 、 老 化し な い 。 
は 、 女 体 の 水準 が 、 と て も 高い 。 
それ は 、 性 的 な 誘引 力 に お いて 、 抜 群 に 、 優 れ て いる 。 


その 性 的 な 誘引 力 。 
それ ら が 発生 する 、 様 々 な 側面 。 
例 。 


#8 
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身体 の スタ イル 。 
身体 の プロ ポー ショ ン 。 
身体 の 動作 。 


美 少 女 コン テン ツ 。 

それ は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 

女性 の 様々 な 身体 部 位 。 

女性 の 様々 な 身体 動作 。 

それ ら の 良い と ころ 取り を し た 、 一 流 の 成果 物 。 


美 少 女 コン テン ツ 。 

その 生成 に お いて は 、 生 身 の 場合 と 異な り 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 可 能 で ある 。 
女性 が 持つ 、 性 的 誘引 力 。 

その 表現 に お ける 、 社 会 的 な 分 業 制 の 導入 。 

その 場合 。 

その 生成 に お いて は 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 可能 で ある 。 


各 分 野 で 、 一 番 、 水準 や 能力 の 高い 担当 者 。 
その 人 物 が 、 そ の 分 野 を 、 社 会 的 分 業 の 形 で 、 担 当 す る こと 。 


その 結果 。 

彼ら は 、 そ の 生成 に お いて 、 以 下 の 内 容 を 、 鈴 合 的 に 実現 で きる 。 
女性 が 持つ 、 性 的 な 誘引 力 。 

その 様々 な 側面 に お ける 、 以 下 の 内 容 の 実現 。 

最高 の 品質 。 

最高 の 完成 度 。 


美 少 女 コン テン ツ 。 

それ が 獲得 する 、 そ の よう な 品質 や 完成 度 。 
個人 の 生身 の 女性 。 

彼女 は 、 ほ と ん どの 場合 、 そ の 点 に お いて 、 そ れ に 、 敵 わな い 。 


美 少 女 コン テン ツ 。 

それ は 、 女 性 優位 社会 の 産物 で ある 。 

その 社会 の 人 々 。 

彼ら は 、 女 性 の みな ら ず 、 男 性 も 、 以 下 の 能 力 を 、 豊 富 に 持つ 。 
女性 性 の 本 質 。 

その 表現 。 

彼ら は 、 そ の 表現 の 実現 に お いて 、 成 功 し て いる 。 

その 結果 、 そ の 表現 物 は 、 以 下 の 内 容 を 、 強 力 に 持つ こと が 出来 る 。 
女性 的 な 性 的 誘引 力 。 

男性 優位 社会 の 人 々 は 、 そ れ を 生成 する 能力 を 、 持 た な い 。 


美 少 女 コン テン ツ 。 

それ を 、 男 性 が 視聴 する こと 。 

その こと は 、 本 来 、 何 も 問題 が 無い 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 を 、 完 全 に 満た し て いる 。 


男性 の 持つ 、 遺 伝 的 な 、 性 的 な 指向 性 。 
それ は 、 男 性 に と っ て 、 性 的 な 絶 力 の 面 に お いて 、 十 分 に 理想 的 で ある 。 


美 少 女 コン テン ツ 。 
その 存在 は 、 女 性 に と っ て 、 本 質 的 に 、 不 愉快 で ある 。 
それ は 、 女 性 に と っ て 、 見 か け 上 は 、 強 力 な ライ バル で ある 。 


女性 は 、 以 下 の 点 に お いて 、 そ の まま で は 、 そ れ に 対し て 、 全 く 敵 わな い 。 
性 的 な 誘引 力 。 
その 点 に お ける 優位 性 。 


その 存在 は 、 女 性 に と っ て 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 
以下 の 行為 。 

その 対象 。 

EE 

否定 。 


抹消 。 


美 少 女 コン テン ツ 。 
その 限界 。 
CORA. 


(1) 

美 少 女 コン テン ツ 。 

それ は 、 生 身 で は 無い 。 

( 

美 少 女 コン テン ツ 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 を 持つ こと が 、 一 切 出 来 な い 。 


生身 の 女体 や 、 女 性 回 。 

и. WROH. 

生身 の 生物 。 

その 、 生 き 生 き と し た 反応 。 

それ を 、 男 性 に 対し て 、 返 すこ と 。 

それ を 実現 する 能力 。 

性 的 な 誘引 力 。 

それ は 、 生 身 の 肉 体 が 持つ 、 固 有 な 力 で ある 。 


(1-2) 

美 少 女 コン テン ツ 。 

их. НЕИТЕЯ. BHA. 
それ の 愛好 者 。 

彼ら は 、 必 然 的 に 、 以 下 の よ うな 存在 に な る 。 
社会 的 な 、 性 的 不能 者 。 

それ は 、 男 性 に と っ て 、 以 下 の よ うな 存在 に 、 止ま る 。 
生身 の 女体 。 

生身 の 女性 器 。 

それ ら の 、 一 時 的 な 代用 品 。 

それ ら の 、 一 時 的 な 代替 品 。 


美 少 女 コン テン ツ 。 


それ は 、 以 下 の (1) の 側面 に お いて 、 以 下 の (2) の 存在 に 対し て 、 劣 る 。 
(1) 
存在 上 の 、 格 付け の 高 さ 。 


(2) 

生身 の 女性 。 

彼女 が 、 以 下 の 条 件 を 、 全 て 満た し て いる 場合 。 
彼女 は 、 若 い 。 

彼女 は 、 美 し い 。 

WAS, MEMNERNKEA, MATS, 


それ は 、 以 下 の (1) の よう な 存在 に 対し て 、 優 位 に 立つ 。 
以下 の (2) の 内 容 を 除い た 場合 。 


(1) 
REMOTELY, MOH. 


(2) 

AAO. 

CHDFIO, ЕИЖЛОХ & &. 
“CHAT, WCF KT AED. 


BLAM CH acre. 

普通 の 女性 。 

彼女 は 、 上 記 の 存在 の 抹消 に 向け て 、 全 力 で 、 動 く 。 
普通 の 女性 は 、 以 下 の (3) の 人 物 に 対し て 、 以 下 の (4) の 行為 を 、 全 面 的 に 、 禁 止 
する 。 

(3) 

彼女 自身 の 周囲 に いる 、 他 の 男性 。 

彼 は 、 彼 女 の 結 婚 相 手 で ある 。 

彼 は 、 彼 女 の 交 際 相 手 で ある 。 

(4) 

美 少 女 コン テン ツ 。 

その 所 有 。 

その 視聴 。 


男性 。 

彼 は 、 生 身 の 女 性 と の 間 で 、 彼 自身 の 遺伝 的 子 換 を 、 残 し た い 。 
その 場合 。 

彼 は 、 以 下 の 行為 の み を 、 そ の 女性 か ら 、 許 され る 。 

以下 の 内 容 を 実現 する こと 。 

ЕЕ. BETS LC. 

thd. RAW CHS. 

thls, Fock, Mags. 

それ は 、 全 面 的 で ある 。 


そう し た 女性 の 振る 舞い 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 と 、 表 裏 一 体 で ある 。 
男性 が 、 以 下 の 内 容 を 、 嫌 うこ と 。 
経済 力 の ある 美男 子 。 


そう し た 存在 に つい て の 、 コ ン テ ン ツ 。 


それ ら の 背景 に 談 当 する 、 男 女 に 共通 する 、 行 動 原理 。 
生物 が 持つ 、 根 本 の 行動 原理 。 
それ は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 


生物 は 、 以 下 の 内 容 を 、 嫌う 。 

ИИ 

tN BS OITA ES. 
ENTADIX, DET. ЛИМОН. 

そう し た 異性 の 獲得 に お いて 、 ラ イ バ ル に 当たる 、 同 性 。 
// 


その 存在 。 

その 表現 物 。 

異性 に よる 、 そ の 所 有 や 、 そ の 視聴 。 
Mil 


美 少 女 コン テン ツ 。 
女性 の 持つ 、 性 的 誘引 力 。 
EMIS NRE. 
その 優位 性 の 条件 。 


それ ら の 内 容 に つい て 、 筆 者 は 、 以 下 の 和 説明 を 、 記 述 し た 。 
萌え 絵 の 女 性 に つい て の 説明 。 

女体 カー スト の 説明 。 

それ ら の 内 容 を 、 絵 画 以 外 に 対し て 、 一 般 化 する こと 。 
その 実現 は 、 十 分 に 可能 で ある 。 


美 少 女 コン テン ツ 。 

それ は 、 以 下 の 能 力 を 、 持 た な い 。 

それ 自身 の 遺伝 的 子 捧 を 、 残 すこ と 。 

他 の 女性 が 、 彼 女 自 身 の 遺 伝 的 子 換 を 残す 上 で の 、 ラ イ バ ル 。 
そう し た 存在 に な る こと 。 


その 理由 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 を 持つ こと が 、 出 来 な い 。 
生身 の 女体 。 

生身 の 女性 器 。 


美 少 女 コン テン ツ 。 

それ は 、 以 下 の 能 力 を 持た な い 。 

生身 の 女体 。 

生身 の 女性 回 。 

それ ら が 持つ 、 独 特 の 性 的 快感 。 

それ を 、 男 性 に 対し て 与え る こと 。 

それ を 実現 する 能力 。 

美 少 女 コン テン ツ 。 

それ が 、 そ うし た 能力 面 に お いて 、 以 下 の よ うな 存在 に な る こと 。 
生身 の 女性 に と っ て の 、 本 当 の ライ バル 。 


そう し た 状況 は 、 決 し て 、 発 生 し な い 。 


美 少 女 コン テン ツ 。 
それ は 、 そ うし た 点 で 、 本 質 的 に 、 生 身 の 女 性 に と っ て は 、 無 害 で ある 。 


生身 の 女性 。 

彼女 が 、 上 記 の 存在 に 対し て 、 以 下 の よ うな 心理 を 、 抱 く こ と 。 
ライ バル 心 。 

敵対 心 。 

Г. 


その 必要 性 は 、 全 く 無 い 。 


それ が 、 生 身 の 女 性 に と っ て 、 手 強い 存在 に 見 える こと 。 
それ は 、 見 か け だ け で ある 。 
生身 の 女性 は 、 そ れ に 対し て 、 も っ と 寛容 に な る べき で ある 。 


生身 の 女性 は 、 以 下 の 内 容 に つい て 、 も っ と 寛容 に な る べき で ある 。 
男性 が 。、 そ れ を 、 所 有する こと 。 
男性 が 、 そ れ を 、 楽 し むこ と 。 


(1-1) 
ある 、 一 人 の 、 生 身 の 女 性 。 


彼女 自身 に と っ て 、 本 当 に 怖い 存在 。 

それ は 、 以 下 の よ うな 人 物 で ある 。 

一 般 的 な 女性 。 

他 の 生身 の 女性 。 

その 人 物 は 、 以 下 の 場 所 に お いて 、 普 通 に 存在 する 。 
彼女 自身 の 隣 。 

彼女 自身 の 周囲 。 


(1-2) 
そう し た 、 他 の 生身 の 女性 。 


(1-3) 
上 記 の (1-1) の 女性 に と っ て 、 お 気に入り の 意 中 の 男性 。 


その 結果 。 
上 記 の (1-2) の 女性 は 、 上 記 の (1-3) の 男性 と 、 勝 手 に くっ つく 。 
上 記 の (1-2) の 女性 は 、 そ の 上 記 の (1-3) の 男性 を 、 排 他 的 に 占有 する 。 


上 記 の (1-2) の 女性 は 、 以 下 の 能 力 を 、 持 つ 。 
その 上 記 の (1-3) の 男性 と の 間 で 、 共 同 の 遺伝 的 子 挫 を 、 独 占 的 に 残す こと 。 


上 記 の (1-2) の 女性 は 、 上 記 の (1-3) の 男性 を 、 性 的 に 誘引 する 。 
上 記 の (1-2) の 女性 は 、 そ の た め に 、 以 下 の 存 在 を 活用 する 。 

彼女 自身 が 所 有する 、 生 身 の 女 体 。 

彼女 自身 が 所 有する 、 生 身 の 女 性 器 。 


上 記 の (1-2) の 女性 は 、 以 下 の 能 力 を 持つ 。 
その 上 記 の (1-3) の 男性 を 、 性 的 に 独占 する こと 。 


上 記 の (1-2) の 女性 は 、 上 記 の (1-1) の 女性 か ら 、 上 記 の (1-3) の 男性 を 、 


略奪 する 。 
それ は 、 生 殖 面 に お いて 、 行 われ る 。 
それ は 、 生 涯 に わた っ て 、 行 われ る 。 


その 結果 。 
上 記 の (1-1) の 女性 は 、 以 下 の 機会 を 、 永 遠 に 、 喪 失 す る 。 
上 記 の (1-3) DAMCOMC. ЕНОТ 9 Си. 


上 記 の (1-2) の 女性 は 、 上 記 の (1-1) の 女性 に と っ て 、 以 下 の 内 容 に 、 該 当 す 
る 。 
彼女 自身 に と っ て の 、 人 生 最 大 の ライ バル 。 


上 記 の (1-3) の 男性 は 、 そ の 上 記 の (1-2) の 女性 と の 間 で 、 共 同 の 遺伝 的 子孫 
を 残す 。 

их. ЕО (1-1) の 女性 に と っ て 、 以 下 の 内 容 に 、 該 当 す る 。 

彼女 自身 の 人 生 に お ける 、 致 命 的 な ダメ ー ジ 。 


美 少 女 コン テン ツ 。 
それ は 、 以 下 の こ と を 、 決 し て 、 起 こさ な い 。。 
生身 の 女性 の 人 生 。 
それ に 対し て 、 致 命 的 な ダメ ー ジ を 与え る こと 。 


それ は 、 以 下 の よ うな 存在 で ある 。 
生身 の 女性 の 人 生 に お いて 、 安 全 な 存在 。 


美 少 女 コン テン ツ 。 


生物 や 人 間 の 、 行 動 の モー ド 。 
その 内 容 の 分 類 。 


(1) 

ノー マル な モー ド 。 

特に 、 性 的 な 興奮 を し て いな い 状 態 。 
普通 の 生活 を 行う 状態 。 

(2) 

セク シー な モー ド 。 

性 的 な 興奮 。 

その 発揮 。 

その 実現 。 

それ に 向け て 、 異 性 に 対し て 、 性 的 誘引 力 を 、 行 使 す る こと 。 
その よう な モー ド 。 

(3) 

МЕРЕ К. 

セッ クス の 本 番 の 行為 。 

それ に 突入 する モー ド 。 

性 的 に 興奮 する モー ド 。 

(4) 

エク スタ シー の モー ド 。 

性 的 な 絶頂 に 達する モー ド 。 


生物 が 持つ 、 根 本 の 行動 原理 。 


それ は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 


その 生物 に と っ て の 異性 。 

その 異性 が 、 (3) の モー ド に 突 人 する 場合 。 

その 生物 に と っ て 、 そ の 異性 が 、 性 的 に 殆 力 的 に な る 度合 い 。 
それ が 、 急 増す る 。 


その 異性 が 、 (4 ) の モー ド て で 動作 し て いる 間 。 
ОНИ 2х, ФО, 8 СЖ. 


美 少 女 コン テン ツ 。 

それ が 、 (3) DE-FICRAT SA. 

Ни aC. ФИЛ НИССА. 
それ が 、 急 増す る 。 


美 少 女 コン テン ツ 。 
thn. (4) の モー ド て で 動作 し て いる 間 。 
男性 に と っ て 、 そ れ は 、 一 番 、 性 的 に 殆 力 的 に な る 。 


(初出 2021 年 4 月 。 ) 


「 萌 え 絵 の 女性 。」 そ の 意義 。「 女 性 優位 社会 」 の 特産 品 。 


「 萌 え 」 と は 、 何 か ? 


アニ メ や コミ ッ ク な ど で 、「 萌 え 」 と いう 表現 が 頻繁 に 使わ れる 。 
それ は 、 ど うい う 意味 合い を 持っ て いる か ? 


萌え と は 、 以 下 の (1) の 時 期 に お ける 、 以 下 の (2) の 様子 を 示し て いる 。 
(1) 季節 が 春 に な っ た 頃 。 生 物 が 人 冬眠 か ら 活 動 期 に 入る 頃 。 
(2) ОЗ FIR. НОРЫ, BOB, ОФ, 


それ は 、 以 下 の 様子 と し て 、 捉 えら れる 。 
「 吹 き 出し 。 膨 張 。 伸 張 。 そ れ ら は 、 生 物 が 持つ 活動 感 を 伴う 。」 


それ は 、、 さ ら に 、 以 下 に 転用 され る 。 
「 動 物 。 人間 。」 

(1) 彼ら は 、 好 き な 相 手 に 発情 する 。 
彼ら は 、 生 殖 活 動 を 目指 す 。 


(2) 

(3) 彼ら は 、 性 器 が 、 勃 起 、 伸 張 す る 。 (男性 の ペニス 。 女 性 の 乳首 や クリ トリ 
又 。) 

(4) 彼ら は 、 気 分 的 に 、 高 揚 し 、 興 奮 し 、 膨 らむ 。 


いずれ も 、 根 庶 に 、 以 下 の 内 容 が 存在 する 。 


「 生 物 が 持つ 、 活 動 感 や 躍動 感 。」 


それ が 、 以 下 の 動 作 や 感覚 を 、 人 間 を 含む 生物 に 対し て 、 も た ら す 。 


(1) それ は 、 生 殖 活 動 に 結び つく 。 
(2) それ は 、 芽 吹き 、 膨 張 す る 。 


それ は 、 
(初出 2008 年 5 月 ) 


萌え 絵 の 女性 。 美術 と し て の 特徴 。 


「 萌 える 」 と いう 表現 で 、 共 通化 で きる 。 


(1990 年 代 以 降 ) 
No. | 部 位 ”| 萌 元 绘 以 前 (1980 年 代 ) 萌え 絵 (1990 年 代 以降 ) 
; МЕ р それ は 、 無 い 、 そ れ は 、 未 端 の 突起 で 
(1) ほっ 毛 NS lamang, それ は ずっ きり し て 
° 5. 
、 их, AR CHS. ИХ, IEA 
それ は 、 横 長 で ある 。 >. MACS. 
それ は 、 小 さ な 円 と し て 描か れ |、 | 
._ | それ は 、「 大 き な 円 」 や 「 椅 円 」 へ 
ER 生体 の 目 の サ イズ に ее 
(2) |B BO 1 AAS. “A>. 801 AA. K&L. 
NAA. MATHS. thit. [ENED SACEBTS. ФИ. 
濃淡 が 無い 。 濃淡 が ある 。 
EADIE Зо DS, HEA DHOER AAP, RH A 
い 。 ある 。 
8028 & DS, Жил. OHA DS, HS. 
それ は 、 正 面 か ら 見 て 、 大 きい 。 | それ は 、 正 面 か ら 見 て 、 ご く 小 さ な 容 
(3) | それ は 、 長 い 。 そ れ は 、 上 鼻筋 を 表 | CHS. ФИ. BH. АХ 
現す る 。 表示 し な い 。 
thd. КОРЕ, риф, В 
それ は 、「 麻 の 上 下 二 つの 突起 」 ино СФ. それ は 、 閉じ た 
@ lo が 大 きい 。 そ れ は 、 歯 を 、 リ アル 口 を 、「 短 い 円 弧 の 線 」 の み で 表現 す 
に 表現 する る 。 そ れ は 、 歯 を 省略 する 。 そ れ は 、 
р 歯 を 、 ご く 小 さく 簡略 化し て 表現 す 
5. 
‘ с それ は 、 毛 の 流れ を 、 表 示す る 。 そ れ 
それ は 、 毛 の 流れ を 、 表 現し な a ey ee 
(4) Bn い 。 そ れ は 、 塗 りつ ぶし で ある 。 на Жо 7- И ЗОЖ За 


ある 絵 が 「 萌 え 絵 」 か どう か は 、 顔 の 表情 に よっ て 、 か な り 決 まる 。 


絵師 は 、 描 く 顔 に つい て 、 以 下 の 方 針 を 取る 。 
1) 彼 は 、 以 下 の こ と を 、 し な い 。 
「 実 際 の 生体 の 顔 を 、 忠 実に 真似 る こと 。」 
2) 彼 は 、 顔 に 対し て 、 大 胆 な デフ ォ ル メ を 加え る 。 


彼 は 、 目 や 瞳 を 、 大 きく 強調 する 。 

彼 は 、 瞳 な ど を 、 み ずみ ず し く 、 光 を 映す よう に 、 描 く 。 

彼 は 、 次 の 内 容 を 最小 限 に 抑え る 。「 そ の 他 の 、 顔 の 部 品 に お ける 、 隆 起 や 、 
(KDE. 2H. М. ) 


それ が 、 萌 え 絵 と な る 。 
(1 
( 
( 


Я 


$. 全般 に 、 以 下 の 造 形 ざ と 、 仕 上 げ ら れる 。 
は 。、 ご て ご て し な い 。 

、 け ば け ば し な い 。 

、 す っ きり し て いる 。 

、 光 が ある 。 

か わい い 。 


こう し た 絵 が 、 萌 え 絵 で ある と 言え る 。 


萌え 絵 の 原 型 は 、 少 女 コ ミッ ク で ある 。 そ れ は 、 以 下 の 特徴 を 持つ 。 
(1) それ は 、 目 や 瞳 が 大 きい 。 
(2) それ は 、 表 情 の 可愛 らし さ を 、 強 調 す る 。 


それ は 、 女 性 作者 が 、 元 々 の 作画 上 の 主導 権 を 握っ て いる 。 
そこ に 男性 作者 が 新た に 参 信 し た 。 彼 ら は 、 上 記 の 特徴 に 対し て 、「 異 性 と し て の 殆 
力 」 を 感じ た 。 


女性 作者 と 、 男 性 作者 は 、 萌 え 絵 に つい て 、 共 に 、 主 に 男性 消費 者 向け に 、 以 下 の よ う 
に 、 履 良 を 重ね た 。 
「 女 の 子 の 絵 が 、 異 性 と し て 、 よ り 、 す っ きり 可愛 くく 感じる よう に する こと 。」 


それ が 、 現 在 に 年 る と 考え られ る 。 


その 、 以 下 の 特 徴 は 、 原 型 と な っ た 少女 コミ ッ ク の 影 結 が 大 きい 。 
(1) それ は 、 目 や 瞳 が 、 大 きい 。 


その 、 以 下 の 特 徴 は 、 男 性 の 叶 好 の 影響 が 大 きい 。 彼 は 、 萌 え 絵 の 主要 な 消費 者 で あ 
る 。 

(1) それ は 、 け ば け ば し た 飾り が 無い 。 

(2) それ は 、 す っ きり 簡略 化 さ れ て いる 。 


参考 文献 
STUDIO HARD MX (制作 ) "PIX EOF У - 架空 美 少 女 上 口 千 > 四 十 年 D 步 四 
-1 . ПЕД. 19994, 


(初出 2006 年 10 月 。 ~2009 年 1 月 。) 


RAO. CDMA. WR. 


それ ら は 、 人 物 表 現に お いて 、 女 性 の 本 性 を 、 保 持 し 、 誇 示し て いる 。 


それ ら に お いて は 、 以 下 の 内 容 が 、 積 極 的 に 表現 され て いる 。 
ЕЖЕ, ЛИ UCR. MERIT. | 


1) 性 的 魅力 。 
2 


НН ОВС. ОЖ, MOEIICAIT SONS. 
( 
(2) MER Xo (EEE CO FETT. 


(初出 2020 年 7 月 ) 


AMOR. FEM CORR. 


それ は 、 次 の よう な 女性 で ある 。 


(1) 彼女 は 、 生 身 で は な い 。 

(2) 彼女 は 、 仮 想 で ある 。 

(3) 彼女 は 、 作 り 物 で ある 。 

(4) 彼女 は 、 二 次 元 で ある 。 

(5) 彼女 は 、 画 面 や 紙 の 中 か ら 、 外 に 出 て こない 。 

(6) 彼女 は 、 次 の 内 容 を 持つ こと が 、 不 可能 で ある 。「 現 実 の 、 生 身 の 社 会 関係 。」 


それ は 、 女 性 の 苦 酷 な 現実 を 見 せな い 。 

それ は 、 理 想 を 見 せる 。 

筆者 は 、 そ れ を 、 以 下 の 構成 要 素 へ と 、 分 類 し た 。 
1. 
「 静 止 画 。 動 画 。 両 者 に 共通 。」 


) 
(4) 萌え ポー ズ 。 女 性 特有 の 可愛 い ポ ー ズ 。 エ ッ チ な ポー ズ 。 静 止 し た 姿勢 。 


2. 
「 動 画 。 ア ニ メ 。 ゲー ム 音 楽 動画 。 1 
「 コ ンピュータ ー に よる シミ ュ レ ーション 。」 


(1) 萌え 声 。 女 性 声優 の 声質 。 彼 女 た ち の 声 の 演技 。 彼 女 た ち が 演じ る 、「 セ ックス 
中 の 女性 の 喘ぎ 声 」。 


(2) 萌え ソン グ 。 女 性 声優 の 声質 に よる 、 歌 声 。 一 人 の 歌 。 複数 メン バー に よる 合 
員 。 そ れ は 、 女 性 アイ ドル や 女性 歌手 の ライ ブ と か ぶる 。 そ れ ら の 区 別 は 、 難 し い 。 


(3) 萌え ダン ス 。 ダ ンス 中 の 、 女 性 特有 の 、 手 足 や 指先 や 胴体 の 動き さ 。 内股 に な る 動 
き 。 盛 ん に 手 を 振る 動き を 。 例 えば 、 ミ リ シ タ 。 ラ ブラ イブ 。 

(4) 萌え し ぐさ 。 女 性 特有 の 可愛 いし ぐさ 。 

(4- Е 般 的 な し ぐさ 。 ウ ィ ン ク する し ぐさ 。 笑 顔 を 振り まく し ぐさ 。 
(4-2) 女性 特有 の 、 エ ッ チ な 身体 の 姿勢 や 動作 。 エ ロア ニ メ 。 セ ックス 中 。 


(5) 萌え る 会 話 。 女子 高生 同士 の 日 常 会 話 。 可愛 い 女 子 た ちと 、 一 般 男子 と の 会 話 。 


(6) 萌え る 社会 行動 。 女 性 の 魅 力 に あふ れ た 、 社 会 行動 の 内 容 。 例 えば 、 ラ ブラ イ 
Ds 

(6-1) が さ つ な 行動 の 排除 。 

(6-2) 互い の 仲良 し アピ ー ル 。 

(6-3) 周囲 へ の 、 気 配り 。 

(6-4) 周囲 か ら 、 注 目 を 浴び よう と する 行為 。 


3 . 
[女性 0 身体 0 物理 的 泵 置物 。 女 性 四 身体 四 刁 > 巴 工 一 久 一 民 水 吾 闵 工 二 一 六 习 >。 
仮想 の 人 体 動 作 。 仮 想 の 外観 の 表現 。」 

(1) 萌え フィ ギュ ア 。 萌え ド ー ル 。 

(2) 三次 元 コ ンピュータ ー グ ラフ ィ ッ クス で 実現 し た 、 萌 える 、 可 動 女性 。 


4. 
「 女 性 優位 な 心理 や 知能 の 、 コ ンピュータ ー に よる シミ ュ レ ーション 。 仮 想 の 女性 優位 
な 知 的 生物 体 。 女性 の 内 面 の 表現 。」 
「 萌 え 知 能 。」 人 間 並 み の ニ ュー ラル ネッ トワ ー ク 。 そ れ を 用 いた 、 人 工 知 能 と し て の 
女性 。 
それ は 、 リ アル な 「 萌 え 対 話 」 が 可能 で ある 。 
1) 研究 者 は 、 そ れ に 、 女 性 優位 な 感情 を 持た せる 。 自 己 保 身 性 。 自 己 中 心性 。 

) 研究 者 は 、 次 の 内 容 に つい て 、 人 格 面 で の 欠陥 や 、 不 快 な 面 を 、 相 当 、 そ ぎ 落 と 
す 。「 生 身 の 女 性 の 心理 構造 。」 

) 研究 者 は 、 そ うし て 、 以 下 を 実現 する 。 
「 女 性 の 人 格 者 。 性 格 の 良い 姉ちゃん 。 コ 』」 


研究 者 は 、 萌 え 絵 の 女性 に つい て 、 上 記 の 外観 と 内 面 を 合体 させ る 。 そ れ は 、 究 極 の 理 
想 的 な 女性 に な る 。 


(初出 2020 年 7 月 ) 


ARO. 性 的 魅力 。 容姿 の 素晴らし さ 。 


萌え 絵 の 女 性 は 、 性 的 上 魅力 を 、 強 く 持 つ 。 

それ は 、 男 受け する 。 男 性 の 好み に 合っ て いる 。 

それ は 、 生 身 の 女 性 を 、 軽 く 凌 罰 す る 。 

それ は 、 生 身 の 女 性 に 比べ て 、 表 現 の 自由 度 が 高い 。 

萌え 絵 の 女 性 に よる 性 的 魅力 の 行使 が 、 行 われ て いる 。 男 性 は 、 心理 的 に 、 萌 え 絵 の 女 
性 の 奴隷 に な る 。 


(1-1) 女体 の 素晴らし さ 。 


「 女 体 の 性 的 品質 。」 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


「 女 体 に 求め られ る 、 品 質 の 高 さ 。 そ れ は 、 高 い 性 的 魅力 を 、 満 た し て いる か ? 1 


女体 の 性 的 品質 に つい て 。 萌 え 絵 の 女性 の 女体 は 、 生 身 の 女 性 の 女体 より 、 優 れ て い 


る 。 


男性 に と っ て 重要 な の は 、 そ の 女体 が 、 生 身 か どう か で は 無い 。 
その 女体 の 持つ 、 以 下 の 内 容 自体 で ある 。 

(А) ボディ ー ラ イン や 、 体 形 の セク シー さ ミ 、 

(В) プロ ポー ショ ン の 素敵 さ 、 


MBE ULTONR VAS, CHKATF OMA MANA CHS. 


萌え 絵 の 女 性 の 女体 は 、 男 性 に 対し て 、 以 下 の も の を 見 せる 。 
男性 は 、 性 的 に 我慢 が で き な く な る 。 


(A) 形 の よい お っ ぱい 。 

(В) 細く くびれ た 腰 。 

(С) きれ いな 曲線 の 出っ張っ た 大 き な 尻 。 
(D) むち むち の 太もも 。 

(Е) すら っ と し た きれ いな 脚 。 


「 萌 え 絵 の 女性 」 の 女体 は 、 以 下 の よ うな 、 性 的 に 挑発 的 な 姿勢 を する 。 
する と 、 男 性 は 、 性 的 に 我慢 が で き な く な る 。 

(A) M 字 開 脚 。 

(В) ЯФЖЬбХ. 


男性 は 、 そ の 女体 に 、 心 理 的 に 一 方 的 に 引き 寄せ られ る 。 
男性 は 、 そ の 女体 に よっ て 、 そ の 思う が まま に 、 操 られ る 。 
男性 は 、「 萌 え 絵 の 女性 」 の 奴隷 に な る 。 そ れ は 、 男 性 に と っ て 、 快 感 で ある 。 


仮に 、 萌 え 絵 の 女性 で 、 以 下 の (А) が 、 以 下 の (В) の よう に 表現 され て いた 、 


る 。 
(А) 女性 の ボディ ー ラ イン 。 女 性 の 体形 。 女 性 の プロ ポー ショ ン 。 
(В) ) それ ら は 、 性 的 に 素敵 に 表現 され て いる 。 


それ は 、 生 身 で ある 必要 は 、 全 く 無 い 。 
それ は 、 む し ろ 、 生 身 の 女 体 よ り も 、 優 れ て いる 。 
萌え 絵 の 女 性 の 素敵 な 女体 が 、 急 速 に 増え て いる 。 
それ は 、 生 身 の 女 性 の 女体 を 凌 人 徹する 。 


今 ま で 、 萌 え 絵 の 女性 は 、 二 次 元 で あっ た 。 
それ ゆえ 、 そ れ は 、 次 の 存在 より 劣る と され て きた 。 


と す 


「 三 次 元 の 存在 。 生身 の 女性 。 
し か し 、 Bills КВА. 
「 萌 え 絵 の 女性 の 女体 の 、 三 次 元 表 現 。 


その 、 動 画 で の セク シー な 動作 の 表現 が 増え て いる 。 
次 の 内 容 も 、 頻 繁 に 作ら れ て いる 。 
「 萌 え 絵 の 女性 に よる 、 セ ックス 本 番 の 動画 


(1-2) 「 若 いこ と 。」 
萌え 絵 の 女 性 は 、 女子 中 学生 や 、 女子 高生 で ある 。 
萌え 絵 の 女 性 は 、 生 身 の 女 性 と 違っ て 、 い つま で も 若い 。 


(1-3) 「 表 情 。」 
(1-3-1)「 顔 の 表情 の 良さ 。 美 人 で ある こと 。」 


萌え 絵 の 女 性 は 、 顔 が 、 ON 
萌え 絵 の 女性 は 、 表 情 が 、 美 人 で ある 。 


それ ら は 、 顔 の 表情 に お いて 、 以 下 の 特徴 を 持つ 。 


(А) 目 や 瞳 。 

それ は 、 と て も 大 きい 。 

thls. ЖА TUS 

それ は 、 透 明 で ある 。 

それ は 、 そ の 目 の 中 に お いて 、 立 体感 が ある 。 
それ は 、 潤 ん で いる 。 

それ は 、 き れい で ある 。 

それ は 、 聡 明 で ある 。 

(В) я. 

それ は 、 極 め て 小さ い 。 

それ は 、 点 の よう に 表示 され る 。 

それ は 、 ち ょ っ と し た 次 起 の よう に 表示 され る 。 
それ は 、 ほ と ん ど 見 えな い 。 

それ は 、 ほ と ん ど 省 略 さ れ て いる 。 
それ は 、 可 愛 い 。 

(C) 日 。 

それ は 、 小 さめ で ある 。 

それ は 、 そ の 中 が 、 と て も 赤い 。 

それ は 、 そ の 中 で 、 歯 を むき 出し に し な い 。 


それ ら は 、 表 現 が 全体 的 に 、 と て も 可愛 い 。 


それ ら の 可愛 さや 、 美 し さ の レベ ル は 高い 。 
それ は 、 生 身 の 女 性 を 、 軽 く 凌 儲 し て いる 。 


(1-3-2)「 声 の 良さ 。」 
これ は ま 、 ア ニ メ や ゲー ム 動 画 に 、 限 定 さ れる 。 
萌え 絵 の 女 性 は 、 声 が 可愛 い 。 
萌え 絵 の 女 性 は 、 声 が 、 美 し い 。 


女性 の 声優 が 、 そ の 声 を 担当 する 。 
彼女 た ち は 、 優 秀 で ある 。 


(1-3-3) 「 し ぐさ 、 動 作 の 良さ 。」 
これ は 、 ア ニ メ や ゲー ム 動 画 に 、 限 定 さ れる 。 
萌え 絵 の 女 性 は 、 し ぐさ が 可愛 い 。 


萌え 絵 の 女性 は 、 動 作 が 美しい 。 
萌え 絵 の 女 性 は 、 ス ポー ティ ー な 動き を する 。 


それ は 、 女 性 優位 で 、 可 愛らしく て 、 と て も 殆 力 的 で ある 。 


(1-4) 「 容 姿 。 服装 。」 
(1-4-1) 「 容 姿 の 可愛 さ 。 セ クシ ー さ 。」 
萌え 絵 の 女性 は 、 髪 が され いで ある 。 

tht. RETCHS. 

それ は 、 髪 の 毛 が さ ら さ ら で あ る 。 

それ は 、 ポ ニー テー ル を する 。 

それ は 、 素 敵 な 髪 飾 り を する 。 


萌え 絵 の 女 性 は 、 肌 が きれ いで ある 。 
それ は 、 肌 が すべ すべ で ある 。 
тих. MASKS Dv». 

CAUSE. WA iA». 


(1-4-2) Жо, вуза. 1 
萌え 絵 の 女 性 は 、 以 下 の 服 装 を する 。 

それ は 、 女 子 中 学生 や 、 女 子 高 生 の 制服 を 着る 。 
それ は 、 メ イド 服 を 着る 。 


| 
それ は 、 ブ ル マ ー を 履く 。 
それ は 、 ス パッ ツ を 履く 。 
それ は 、 ミ ニス カー ト を 履く 。 
それ は 、 タ イツ を 履く 。 
それ は 、 生 足 で ある 。 
それ は 、 ソ ックス を 履く 。 
それ は 、 ビ キ ニ を 着る 。 
それ は 、 白 い 服 を 着る 。 
それ は 、 パ ン ツ や 下着 を 見 せる 。 
それ は 、 セ クシ ー な 格好 を する 。 


(1-5) 「 性 的 行為 の 受容 。」 
萌え 絵 の 女 性 は 、 以 下 の 行 為 を 受容 する 。 
それ は 、 覗 き を 許可 する 。 


それ は 、 盗 撮 を 許可 する 。 

それ は 、 痴 漢 を 許可 する 。 

それ は 、 強 厄 を 許可 する 。 

それ は 、 性 的 に 恥ず か し いこ と を 、 許 可 す る 。 

それ は 、 男 性 が 、 変 な 「 性 的 な 性 疾 」 を 持つ こと を 、 許 す 。 


(初出 2020 年 7 月 ) 


ВЯ АО, ВЕРОНЕ, ОНА! 又 卜 。 
ВНОК. ОНИ) 又 卜 。 概 要 。 


「 萌 え 絵 の 女性 」 の 表現 。 
絵 の 作 者 の 皆さん は 、 そ れ に つい て 、 ど ん な 内 容 を 実現 すれ ば 、 恨 いで し ょ うか ? 
その 絵 は 、 ど うす れ ば 、 萌 え 絵 と し て 、 一 定 程 度 、 優 れ た 出来 に な る の で し ょ うか ? 


社会 に は 、「 萌 え 絵 の 女性 」 の 作品 が 、 た くさ ん 供給 され て いま す 。 


筆者 は 、 今 まで 、 そ うし た 「 萌 え 絵 の 女性 」 に つい て 、 鑑 党 す る 立場 か ら 、 い ろ い ろ 調 
べ て きま し た 。 

筆者 は 、 以 下 の 内 容 を 、 長 年 に わた っ て 、 大 量 に 観察 し て きま し た 。 

「 絵 や アニ メ 、 ゲ ー ム 動画 な ど 。 そ れ ら は 、 い ずれ も 、「 萌 え 絵 の 女性 」 に 譜 当 し そう 
CHS. 45 


絵 は 、 ど うい う ポ イン ト を 満た す と 、「 萌 え 絵 の 女性 」 と し て の 表現 に な る の で し ょ う 
Dp? 

筆者 は 、 そ の 具体 的 な 評価 ボ ポイ ント を 、 い ろ い ろ 考 えま し た 。 

そし て 、 筆 者 は 、 そ うし た 評価 基準 に な り そ う な 内 容 を 、 以 下 に 、 試 し に 、 リ スト アッ 
プ し て み ま し た 。 


それ ら は 、 従 来 主流 だ っ た 、「 絵 師 の 技法 の 視点 」 で は あり ませ ん 。 

それ ら は 、「 鑑 賞 者 専用 の 視点 」 か ら 、 新 た に 導出 し た も の で す 。 

絵 は 、 表 現 上 、 鑑 党 者 に と っ て 、 ど ん な 感覚 を 満た す と 、「 萌 え 絵 の 女性 」 ら し く な る 
の で し ょ うか ? 

筆者 は 、 そ うし た 感覚 要因 を 、 以 下 の 内 容 へ と 、 個 別に 、 要 素 分 解 し まし た 。 

(1) 鑑賞 者 が 、 着 目 す べき 、 視 点 。 

(2) 鑑賞 者 視点 で 、 満 た すべ き 、 形 容 詞 の 表現 。 

筆者 は 、 そ れ ら の 視点 や 表現 を 、 以 下 に 、 た くさ ん リス ト ア ッ プ し まし た 。 
それ は 、 主 に 顔 と 女体 に つい て 、 ま と め て いま す 。 


その 内 容 は 、 ま だ 、 折 定 的 で 、 試 験 的 で す 。 
その 内 容 に は 、 お か し な 点 が 、 ま だ いろ いろ ある で し ょ 3 う 。 


筆者 は 、 内 容 を 、 時 間 の 余裕 に 応じ て 、 充 実 さ せよ うと 思い ます 。 

筆者 は 、 以 下 の 実 現 を 、 理 想 と し て いま す 。 

仮に 、 絵 の 作者 の 皆さん が 、 作 成 中 、 以 下 の リ スト の 基準 を 満た し た 、 と し ます 。 
する と 、 そ の 絵 は 、 そ うし て 、 一 定 品質 水準 を クリ ア す る 、「 萌 え 絵 の 女性 」 に な る で 
[未 


筆者 は 、 そ の こと の 実現 を ん 、 目 指し て いま す 。 


(初出 2020 年 7 月 ) 


AMOK. BACK. ВОНИ. 


それ ら は 、 以 下 の 部 品 を 、 共 通 に 、 必 要 と する 。 


(初出 2020 年 7 月 ) 


PASO. BAR. 評価 基準 の リス ト 。 


(1) 「 概 要 。」 

それ は 、 可 愛 い 。 

それ は 、 美 し い 。 

それ は 、 ブ ス で は な い 。 
それ は 、 生 身 の 女 性 の 顔 に あり が ちな 、 苫 酷 な 現実 を 見 せな い 。 
それ は 、 理 想 を 見 せる 。 
それ は 、 き れい ご と で ある 。 
(2) ГРАФ. | 

それ は 、 笑 顔 で ある 。 

それ は 、 感 情 の 表 出 が ある 。 
thd, ЕЖУ. 
(3) "BRO RIS. | 
それ は 、 赤 い 。 

それ は 、 血 が 通っ て いる 。 
それ は 、 血 色 が 良い 。 


1 眉毛。， 
、 線 が 細い 。 
、 繊 細 で ある 。 
、 表 示 が 丸い 。 
、 ク ッ シ ョ ン で ある 。 


ГЕ, №. 1 


、 宝 石 で ある 。 
、 ク リス タル で ある 。 
、 き れい な 原石 で ある 。 


‚ BA CWS. 
、 水 分 が ある 。 
、 流 れ が ある 。 
、 液 体 的 で ある 。 


、 ク リア で ある 。 


($. BHCHS. 


は 、 立 体 的 で ある 。 
は 、 奥 行き が あ る 。 


、 広 大 で ある 。 
、 面 積 が ある 。 
、 面 積 が 大 きい 。 
、 面 積 が 広い 。 


、 見 開い て いる 。 
、 ま な ざし が ある 。 
、 視 線 が ある 。 


、 ま な ざし の 動き の 幅 が 、 広 い 。 


Г. 1 
、 赤 い 。 
、 赤 ら め て いる 。 


、 血 が 通っ て いる 。 


(7) Гм. 4 

их. р th Tar. 
етих. BHA, ВСР. 
それ は 、 鼻 の 穴 の 表示 が 無い 。 
それ は 骨 さ の 排除 で ある 。 
tht, BASANBR CHS. 
(893 Ty. 


tilt. RAIS, NA CHS. 
それ は 、 表 示 は 、 口 の 赤い 内 側 の み で ある 。 


(8-1) “口腔 。， 


tht. ZOD. 
それ は 、 湿 っ て いる 。 
それ は 、 温 か い 。 


(8-2) Г. 4 
その 表示 は 、 限定 的 で ある 。 
その 表示 は 、 口 を 閉じ て いる 時 だ け で ある 。 
その 表示 は 、 口 を 開い て いる 時 に は 、 無 い 。 
tHld. HES OH CHS. 


(8-3) ГЫ. | 

その 表示 は 、 限 定 的 で ある 。 

その 表示 は 、 曲 を 開い て いる 時 に は 、 無 い 。 

それ は 、 個 別 の 歯 を 描か な い 。 

全て の 歯 は 、 そ の 全体 が 、 真 っ 白 な か た まり で ある 。 
それ は 、 赤 い 口 の 表現 が 、 優 先 さ れる 。 

その 表示 は 、 副 次 的 で ある 。 

それ は 、 人 硬質 さ の 排除 で ある 。 

их. BES OH CHS. 


(9) 「 耳 。 」 

それ は 、 柔 ら か い 。 

それ は 、 し っ か り し て いる 。 
それ は 、 あ る 程度 、 厚 み が あ る 。 
それ は 、 穴 が ある 。 

それ は 、 秘 部 で ある 。 

それ は 、 温 か い 。 

それ は 、 血 が 通っ て いる 。 


仮に 、 誰 か が 、 そ れ に 、 候 を 吹き を か けた 、 と する 。 す る と 、 女 性 は 


(10) т 


それ は 、 き れい で ある 。 


(10-1) ‘Bo. 5 
(10-1-1) BX. 
(10-1-2) Я Ул 


(10-2) 'BoRS. 
(10-2-1) ) RE. МИ 
(10-2-2) 短 受 。 又 术 一 示 隔 一 众 爱 


(10-3) 'B2nEnRMHORS. 1 
それ は 、 つ や つや で ある 。 
それ は 、 さ ら さ らし て いる 。 


それ は 、 水 分 が ある 。 
それ は 、 潤 っ て いる 。 


(10-4) Га, | 


(10-4-1) 2643. #45. Я, HI-FI. 
(10-4-2) 644, BRETHS. МАЗ, SDAA 


(10-5) ТЕМУ. 1 
それ は 、 美 し い 。 


(初出 2020 年 7 月 ) 


AMOR. BARK. 評価 基準 の リス ト 。 


それ は 、 生 身 の 女 体 に あり が ちな 、 苦 酷 な 現実 を 見 せな い 。 
それ は 、 理 想 を 見 せる 。 
それ は 、 き れい ご と で ある 。 


(1) 「 概 要 。」 
それ は 、 円 の よう で ある 。 
“CHU. FUE 
それ は 、 円 や か で ある 。 


thld, Kod CHS. 
それ は 、 ふ っ くら し て いる 。 


それ は 、 血 が 通っ て いる 。 
それ は 、 温 か い 。 


それ は 、 体 温 を 感じ る 。 


—_ 


それ は 、 ソ フト て で ある 。 

それ は 、 ク ッ シ ョ ン で ある 。 
それ は 、 和 肉感 的 で ある 。 

その 和 肉 は 、 適 度 に 、 豊 か で ある 。 
それ は 、 や せ 過 ぎ な い 。 

その 肉付き さ は 、 多 過ぎ な い 。 
それ は 、 デ ブ で な い 。 

それ は 、 た る ん で いな い 。 


CHU, BAS OH CHS. 
それ は 、 人 硬質 さ の 排除 で ある 。 
ти. COS ЯН. 
それ は 、 筋 力 感覚 の 排除 で ある 。 


それ は 、 次 の 両者 へ の 需要 に 、 別 々 に 、 対 応 し て いる 。 
(1-1) それ は 、 性 的 に 、 良 く 発育 し て いる 。 


それ は 、 巨 乳 で ある 。 
それ は 、 大 き な 尻 で ある 。 
それ は 、 成 熟し て いる 。 
それ は 、 大 人 で ある 。 
それ は 、 豊 か さ が あ る 。 
それ は 、 っ 豊潤 で ある 。 
それ は 、 適 度 に 太い 。 


(1-2) それ は 、 性 的 に 未 発育 で ある 。 


и. ВФ. 
それ は 、 小 さ な 尻 で ある 。 
それ は 、 子 供 っ ぽい 。 
етих. ил. 
それ は 、 細 い 。 

(2) LER. 2 
それ は 、 赤 い 。 

それ は 、 血 が 通っ て いる 。 
それ は 、 血 色 が 良い 。 


それ は 、 温 か い 。 


それ は 、 水 分 が ある 。 

それ は 、 潤 っ て いる 。 

それ は 、 カ サカ サ し て いな い 。 
それ は 、 乾 いて いな い 。 
thud. ZOD. 

それ は 、 ク ッ シ ョ ン で ある 。 


それ は 、 
、 誰 か が 、 そ れ を 、 撫 で 続け た 、 


、 肉 感 的 で ある 。 


、 量 が 、 適 度 に 、 豊 か で ある 。 


、 や せ 過 ぎ な い 。 


、 量 が 、 あ り 過 ぎ な い 。 そ れ は 、 デ ブ で な い 。 


、 た る ん で いな い 。 


ГВ. 4 

2 CHCHS. 
、 丸 い 。 

、 円 の 感覚 で ある 。 
Е 

、 華 者 で ある 。 


Hl. 」 
TATALTHS. 
、 滑ら か で ある 。 


、 人 触っ て いて 、 気 持ち いい 。 


、 き め 細 か い 。 
. Ho TLS, 
、 水 分 が ある 。 


‚ FSD. 


、 ク ッ シ ョ ン 性 が ある 。 


、 脂 肪 の 感覚 が ある 。 


、 姿 起 が 無い 。 
、 無 毛 で ある 。 
、 と が り が 無い 。 


し み が 無 い 。 


、 赤 さ が あ る 。 
、 血 が 通っ て いる 。 
、 血 色 が 良い 。 


、 温 か い 。 
、 水 分 が ある 。 
‚ Ha TUS. 


、 カ サカ サ し て いな い 。 


BZUV CULL, 


"Pe J 
、 重 心 が 低 い 。 


、 下 方 に 落ち 着い て いる 。 


、 安 定 的 で ある 。 


、 旗 面 が 大 きい 。 
、 突 き 出 し て いる 。 


と する 。 する と 、 女 性 は 、 性 的 に 興奮 する 。 


その 肉 は 、 割 れ て いる 。 
それ は 、 桃 尻 で ある 。 


その 肉 は 、 丸 い 。 

その 肉付き さ は 、 盛 り 上 が っ て いる 。 
その 肉付き は 、 出 て いる 。 

その 肉付き は 、 豊 か で ある 。 

その 肉付き は 、 分 厚い 。 
その 肉 は 、 茶 ら か い 。 


(6) 「 腰 。」 
それ は 、 重 い 。 
その 骨 は 、 大 きい 。 

それ は 、 細 くく びれ て いる 。 


それ は 、 細 い 。 
それ は 、 すら り と し て いる 。 
それ は 、 く びれ て いる 。 


(7) ‘Rb. 4 
それ は 、 肉 厚 で ある 。 
それ は 、 分 厚い 。 


それ は 、 太 い 。 
それ は 、 軸 太 で ある 。 


それ は 、 温 か い 。 


(8) 「 腕 。 コ 
それ は 、 細 い 。 
それ は 、 すら り と し て いる 。 


(9) 「 脚 。」 
それ は 、 細 い 。 
それ は 、 すら り と し て いる 。 


(10) 「 太 も も 。 コ 

その 肉付き は 、 す べ す べし て いる 。 
その 肉付き は 、 温 か い 。 
その 肉 は 、 茶 ら か い 。 

それ は 、 軸 が 、 太 い 。 

それ は 、 人 付け根 が 、 特 に 太い 。 


(11) Я. | 
(11-1) “概要 。) 
тих. МФ. 
из. RBCHS. 
それ は 、 穴 で ある 。 


それ は 、 表 向き さ は 、 閉 じ て い る 。 
それ は 、 挿 信 先 で ある 。 


тих. ИФ. 
それ は 、 究 極 の 秘 部 で ある 。 
それ は 、 秘 密 の 中 心 で 、 中 核 で ある 。 
それ は 、 女 体 の 中 核 で ある 。 
それ は 、 女体 の 核心 部 分 で ある 。 
女性 は 、 そ れ を 他人 に 見 られ る と 、 と て も 恥ず か し い 。 
a それ を 、 隠 し た い 。 

れ は 、 大 き な 和 恥辱 感 が ある 。 
秘 肉 で ある 。 


それ は 、 湿 っ て いる 。 
thls. ZOD. 
それ は 、 温 か い 。 


それ は 、 お し っ こ を 出す 。 
それ は 、 お し っ こ を 漏らす 。 


は 、 内 部 が 、 指 先 で 、 ば っ くり 開く 。 


(11-2) BS 
それ は 、 内 部 が 、 愛 液 で 満ち る 。 
それ は 、 内 部 が 、 粘 液 で あふ れる 。 


それ は 、 内 部 が 温か い 。 
は 、 内 部 に 、 ひ だ ひだ が ある 。 
その 内 部 は 、 挿 入 す る と 、 気 持ち いい 。 


(11-3) 「 ク リト リス 。」 

(RIX, RMAC LI. CTS. する と 、 そ れ は 、 勃 起 し て 、 膨 らむ 。 

仮に 、 女 性 が 性 的 に 興奮 し た 、 と する 。 す る と 、 そ れ は 、 固 く な る 。 

仮に 、 誰 か が 、 そ れ を 、 触 り 続 けた 、 と する 。 す る と 、 女 性 は 、 性 的 に 興奮 し 、 絶 頂 を 
WAS. 


(11-4) "REE. | 
それ は 、 ぼ さぼ さ で ある 。 
それ は 、 つ る つる で ある 。 


(12) 「 太 も も 。 女 性 疾 。 そ れ ら の 相互 作用 。」 


それ は 、 以 下 に 分 類 さ れる 。 
(12-1) M 字 开 脚 。 
(12-2) 大 開 脚 。 
(12-3) 全開 。 


それ は 、 ば っ くり 、 開 いて いる 
それ は 、 開 いた 大 き な 門 で ある 。 
それ は 、 性 的 に 、 凄 く 迫 力 が ある 。 


それ は 、 開 門 の 儀式 で ある 。 
それ は 、 秘 宝 の 開帳 で ある 。 


それ は 、 女 性 が 持つ 、 次 の 考え に 基づく 。 
「 私 は 、 あ な た に 、 見 せ て あげ る 。 あ な た は 、 そ れ を 、 あ り が た く 思 いな さい 。」 


それ は 、 秘 密 の 開示 で ある 。 


(13) 乳房 。 乳 首 。， 
(13-1) ГАЯ. 1 

それ は 、 前 方 に 突き 出し て いる 。 
その 突き 出し の 中 心 は 、 乳 首 で ある 。 


それ は 、 袋 伏 で て ある 。 
それ は 、 宣 力 が 働い て 、 下 に 行く 。 


それ は 、 弾 力 が ある 。 
それ は 、 形 が 元 に 戻る 。 


それ は 、 と て も 柔らか い 。 
それ は 、 すぐ 、 と て も 容易 に 、 自 由 に 、 変形 する 。 
それ は 、 完 極 の クッ ショ ン で ある 。 


それ は 、 膨 らん で いる 。 
それ は 、 ふ っ くら し て いる 。 
その ボリ ュー ム は 、 十 分 で ある 。 


その 谷間 は 、 く っ きり し て いる 。 


(13-2) Га. 4 
それ は 、 凸 部 で ある 。 
それ は 、 突 起 感 が ある 。 
ょ 、 人 硬 在 感 が ある 。 
ょ 、 肉 質感 が ある 。 
$. ШИНУ. 


仮に 、 女 性 が 性 的 に 興 鶴 し た 、 と する 。 する と 、 そ れ は 、 固 く な る 。 

仮に 、 女 性 が 性 的 に 興奮 し た 、 と する 。 する と 、 そ れ は 、 勃 起す る 。 

それ は 、 乳 状 の 液体 を 噴出 する 。 

仮に 、 誰 か が 、 そ れ を 、 触 り 続け た 、 と する 。 す る と 、 女 性 は 、 性 的 に 興奮 し 、 絶 頂 に 
BS. 


(初出 2020 年 7 月 ) 


AMO. 女性 の 理想 形 。 


萌え 絵 の 女性 は 、 そ の 全て に お いて 、 以 下 の 存 在 で ある 。 
「 女 性 の 理想 形 。 理想 的 な 女性 。」 
(1) それ は 、「 究 極 の 理想 性 」 を 持つ 。 そ れ は 、 生 身 の 女 性 で は 実現 が 不可 能 で あ 
る 。 そ れ は 、「 女 性 の 理想 性 」 を 表現 し て いる 
それ は 、 生 身 の 女 性 が 持つ 、 以 下 の 欠 陥 を 解決 する 。 
(1-1) FAR USA. 
(1-2) 不快 な 心理 構造 。 
) 暮らし に くい 社会 関係 。 
それ は 、 そ うし た 欠陥 の 無い 、 理 想 的 な 女性 で ある 。 


人 
女性 性 の 強力 な か た まり 。 

关机 址 、 女 性 优 位 魅力 が 強い 。 \ 

それ は 、 次 の 内 容 を 体現 し て いる 。 

「 本 当 の 女 ら し さ が 持つ 素晴らし さ 。」 

それ は 、 女 性 の 優位 性 を 示す 。 


3) それ は 、 次 の 内 容 で ある 。 

女性 優位 社会 の 特産 物 。 そ の 名 物 。 そ の 売り 。」 

それ は 、 次 の 方 法 で な いと 作れ な い 。 

「 女 性 優位 社会 の 女性 に よる 、 自 作 。 

それ は 、 あ る い は 、 女性 優位 男性 に よる 、 その 物真似 で ある 。 


( 
: 


(4) それ は 、 次 の こと の 証拠 で ある 。 

「 世 界 社会 に お ける 、「 強 者 女性 の 実在 」。」 
それ は 、 次 の 内 容 の 根源 で ある 。 

「 女 権 拡張 を 指向 する 、 フ ェ ミ ニズム 。」 
それ は 、 女 性 性 の 象徴 で ある 。 


女性 優位 女性 の 方 が 、 男 性 優位 女性 より 、 女 性 と し て 、 優 れ て いる 。 
女性 優位 女性 の 方 が 、 男 性 優位 女性 より 、 女 性 優位 な 殆 力 が ある 。 
女性 優位 女性 は 、 女 性 性 の 本 質 を 保っ て いる 。 
萌え 絵 の 女性 は 、 女 性 優位 女性 に よる 製品 で て ある 。 そ れ は 、 そ うい う 点 で 、 女 性 優位 設 
力 に あふ れ て いる 。 
それ は 、 そ うい う 点 で 、 理 想 的 な 女性 で ある 。 
ee 
) 性 的 魅力 。 
2) TEE TMD 「 女 性 優位 な 価値 観 を 体現 する 存在 。 (自己 保身 性 。 自 己 
нов: 
о LCDR. ЕЕВС. AT CHREWIENA. 5 


性 的 魅力 (未 、 女 性 优 位 女性 CO) 方 办、 男性 优 位 女性 上 以 、 优 机 民 W\ 吾 。 
それ は 、 萌 え 絵 の 女性 に 、 引 き 継 が れ て いる 。 

萌え 絵 の 女 性 は 、 女 性 優位 女性 の 本 質 の 体現 者 で ある 。 
性 的 殆 力 は 、 理 想 前 女性 の 方 が 、 現 実 の 女性 より 、 優 れ て いる 。 
性 的 殆 力 は 、 萌 え 絵 の 女性 の 方 が 、 生 身 の 女 性 より 、 優 れ て いる 。 
萌え 絵 の 女性 の 方 が 、 生 身 の 制 和 約 や 欠陥 が 無い 。 


それ は 、 女 性 の 理想 形 を 、 よ り 実 現し や すい 。 


生身 の 女性 が 優れ て いる の は 、 次 の 内 容 だ け で ある 。 
(1) 物理 的 な 女体 。 
(2) 物理 的 な 女性 器 。 


(初出 2020 年 7 月 ) 


AMOR. Ch nha eat. 


萌え 絵 の 女 性 は 、 理 想 化 され た 女性 で ある 。 
thd, HEDESODRHATO., ARORA. HAMEL TUS. 
о. MALU ACA. | 


仮に 、 男 性 が 、「 萌 え 絵 の 女性 」 と 付き 合っ て いる 、 と する 。 する と 、 男 性 は 、 以 下 の 
存在 と は 、 ず っ と 、 人 付き合わ な く て 良い 。 
「 生 身 の 女 性 。 それは 、 苦 酷 な 内 実 を 持つ 。」 


彼 は 、 そ れ で 、 十 分 心理 的 に 満足 で きる 。 
萌え 絵 の 女 性 は 、 ど うい う 風 に 、 理 想 化 され て いる か ? 


萌え 絵 の 女 性 は 、 仮 想 化 され た 存在 で ある 。 
萌え 絵 の 女 性 は 、 人 格 の 一 部 を 切り 取っ て 強調 し て いる 。 そ れ は 、 キ ャ ラク ター で あ 


2 


生身 の 女性 の 心理 構造 の 持つ 、 良 い 面 と 、 悪 い 面 を 、 分 析 す る 。 
その うち の 良い 面 の み が 、 萌 え 絵 の 女性 に 反映 され て いる 。 
そう し た 良い 面 、 悪 い 面 は 、 以 下 に 分 類 さ れる 。 

(1) 男性 に と っ て の 側面 。 

(2) 女性 に と っ て の 側面 。 

(3) 人 間 一 般 に と っ て の 側面 。 


以下 で は 、 (1) を 、 取 り 扱 う 。 
「 萌 え 給 の 女性 」 の 主要 な ター ゲッ ト は 、 男 性 で ある 。 


萌え 絵 の 女 性 は 、 男 性 に と っ て の 、 性 的 欲求 の は け 口 と な っ て いる 。 
thd, BEC CTO, FRAZER BIT CHS. 
それ は 、 生 身 の 女 性 器 を 備え て いな い 。 


萌え 絵 の 女 性 は 、 生 身 の 女 性 と 付き 合え な い 男 性 に と っ て 、「 代 理 の 女性 」 で ある 。 
そう し た 男性 は 、 な ぜ 、 生 身 の 女 性 と 付き 合え な いか ? 

彼 は 、 生 身 の 女 性 に よっ て 、 交 際 を 、 拒 貸さ れる 。 

そう し た 拒 維 が 起き る 原因 は 、 何 か ? 


ある い は 、 男 性 は 、 そ も そ も 、 以 下 の 状 態 に 至ら な い 。 
「 生 身 の 女 性 へ の 、 交 際 の 申し 込み 。」 


男性 は 、 な ぜ 、 萌 え 絵 の 女性 な ら 、 大 丈夫 な の か ? 
「 萌 え 絵 の 女性 」 の どこ が 、 男 性 を 惹き つけ る か ? 
男性 は 、 ど うい う 女 性 な ら 大 丈夫 な の か ? 


以下 の こと が 育 え る の で は な いか ? 


以下 の こと が 言え る の で は な いか ? 

「 男 性 に と っ て は 、 生 身 の 女 性 は 、 以 下 の よ うな 存在 で ある 。」 
(1) СОЖУЖИ. ЛИСЬ. 

(2) その 心理 構造 は 、 微 妙 で 、 不快 で ある 。 


以下 の こと が 言え る の で は な いか ? 

「 男 性 は 、 以 下 の 目 的 で 、 仕 方 な く 、 生 身 の 女 性 と 、 付 き 合 っ て いる 。」 
(1) 女体 と 女性 器 を 体験 する た め 。 

(2) 彼 の 遺伝 的 子 捧 を 残す た め 。 


女性 は 、、 微 妙 で 不快 な 心理 構造 の 持ち 主 で ある 。 
生身 の 女性 が 持つ 、 心理 的 な 不快 さ は 、 ど の よう に 分 析 さ れる か ? 


萌え 絵 の 女 性 で は 、 そ の 不快 な 面 が 、 打 ち 消 され て いる 。 
そこ で は 、 女 性 の 良い 面 が 、 強 調 さ れ て いる 。 

そこ で は 、 以 下 の 内 容 が 無効 化 さ れ て いる 。 

「 生 身 の 女 性 が 持つ 、 НН. | 


男性 は 、 生 身 の 女 性 を 拒否 する 。 そ うし た 男性 は 、 次 の 存在 を 、 受 け 入 れ て いる 。 
「 理 想 的 な 女性 と し て の 、 萌 え 絵 の 女性 。」 


その 良い 面 は 何 か ? 
それ は 、 そ の キャ ラク ター の デザ イン や 性 格 な ど に 、 ど う 反 映 さ れ て いる か ? 


(初出 2020 年 7 月 ) 


萌え 絵 の 女 性 。 長 所 と 短所 。 


萌え 絵 の 女性 は 、 ど こ が 良 い の か ? 

それ は 、 以 下 の 点 で ある 。 

「 和 男性 は 、 萌 え 絵 の 女性 と 付き 合う 。 そ うし た 男性 は 、 生 身 の 女 性 と 、 付 き 合 わな く て 
済む 。 」 


生身 の 女性 は 、 不 快 な 心理 構造 を 持つ 存在 で ある 。 


萌え 絵 の 女 性 は 、 ど こ が 駄 目 な の か ? 
(1) それ は 、 物 理 的 な 女体 や 女性 器 を 持っ て いな い 。 
(2) それ は 、 一 緒 に いて も 、 遺 伝 的 子 換 を 、 残 せな い 。 


に と っ て は 、 次 の 体験 が 出来 れ ば 、 良 い 。 

) 彼 は 、 生 身 の 女 体 と 女性 器 だ け 体 験 で きれ ば 、 良 い 。 

) 彼 は 、 そ れ を 、 萌 え 絵 の 女性 で 、 体 験 で きれ ば 、 一 番 良 い 。 
) 彼 は 、 萌 え 絵 の 女性 と 、 遺 伝 的 子 換 を 作れ れ ば 、 一 番 良 い 。 


(初出 2020 年 7 月 ) 


ВНОК. ENR. 


それ は 、 生 身 の セ ックス が で き な い 。 

(1) それ は 、 次 の 存在 へ は アク セス で き な い 。 
「 生 身 の 女 体 。 生身 の 女性 器 。」 

男性 は 、 そ れ ら の 気持 ちよ さ を 、 味 わ え な い 。 
(2) それ は 、 遺 伝 的 子 換 の 生成 が 不可 能 で ある 。 
HL. AED. tne, BRUSH. eos. 
GO, Mid, MX. WKSNS. 


上 記 へ の 対策 は 、 以 下 の 通 り で ある 。 

(1) ラブ ドー ル と の 連携 。 オナホール と の 連携 。 

(2-1) 人 工 子宮 の 実現 。 

a CS a 

(2-3) 男性 は 、 遺 伝 子 操作 を 利用 する 。 

男性 は 、 新 た な タイ プ の 遺伝 的 子 擬 を 、「 萌 え 絵 の 女性 」 と の 間 で 、 作 れる よう に す 
る 。 


(初出 2020 年 7 月 ) 


BAA AH. HERO LEE CORT). 


萌え 絵 の 女 性 は 、 以 下 の (1 ) に お いて 、 以 下 の (2) DEAIRMHASHITUS. 
(1) 「 そ の 性 格 。 eae 
(2) 「 生 身 の 女 性 が 持つ 欠陥 の 克服 や 超越 。」 


萌え 絵 の 女 性 は 、 生 身 の 女 性 と 違っ て 、 以 下 の 長 所 を 持っ て いる 。 

Ot は 、 男 性 に と っ て 、 不快 な 心理 構造 を 持つ 。 

萌え 絵 の 女 性 は 、 そ うし た 欠陥 を クリ ア し て いる 。 
( 
女性 


ао 男性 に と っ て 、 有 害 な 価値 観 を 持つ 。 
BAA AZ は 、 そ うし た 欠陥 を クリ ア し て いる 。 
(А) 


生身 の 女性 は 、 人 次 の よう に 、 准 たく 当たる 
「 あ な た は 、 私 に と っ て 、 門 愛 対象 外 だ ! | 

萌え 絵 の 女 性 は 、 生身 の 女性 と 達 っ て 、 そう いう こと が な い 。 

萌え 絵 の 女 性 は 、 低 スペ ッ ク の 男性 を 、 温 か く 迎 え 入 れ て くれ る 。 
低 ス ペッ ク の 男性 が 持つ プラ イド を 、 保 っ て くれ る 。 


(B) 

生身 の 女性 は 、 男 性 に 対し て 、 上 か ら 目 線 で 、 以 下 を 、 強 制 的 に 、 求 め て くる 。 
) 彼女 へ の 経済 的 な も て な し 。 

2) 彼女 へ の 褒め 称え 。 


) 彼女 へ の 共感 。 


萌え 絵 の 女性 は 、 生 身 の 女 性 と 違っ て 、 そ うい うこ と が な い 。 
萌え 絵 の 女 性 は 、 男 性 に 対し て 、 対 等 に 接し て くれ る 。 


(С) 
生身 の 女性 は 、 男 性 に 対し て 、 以 下 ば か り を 重視 する 。 
「 容 姿 や 服装 。 そ の 外面 的 な 評価 。 そ の お し ゃ れ さ や 、 清 漂 感 。」 


仮に 、 男 性 が 、 そ れ ら に つい て 、 欠 如 し て いた 、 と する 。 す る と 、 生 身 の 女 性 は 


を 拒 絢 し 、 馬 鹿 に する 。 
HAA 会 0) 女 性 仁 、 生身 の 女性 と 違っ て 、 そ うい うこ と が な い 。 
萌え 絵 の 女 性 は 、 男 性 の 内 面 を 見 て くれ る 。 


(D) 


生身 の 女性 は 、 男 性 に 対し て 、 感 情 的 に 激 昌 し 、「 言 葉 に よる 又 力 」 を 振る う 。 


HAA の 女性 は 、 生身 の 女性 と 違っ て 、 そ うい うこ と が な い 。 
萌え 絵 の 女 性 は 、 穏 や か で ある 。 


(Е) 

Е 男性 に 対し て 、 受 け 入 れ に お いて 、 平 気 で 分 け 隔 て を する 。 
萌え 絵 の 女 性 は 、 生 身 の 女 性 と 培っ て 、 そ うい うこ と が な い 。 

萌え 絵 の 女 性 は 、 全 て の 男性 を 、 分 け 隔 て な く 、 受 け 入 れ て くれ る 。 

それ は 、 НАРЫН, 病気 の 持ち 主 で も 、 そ う で ある 。 


(F ) 

生身 の 女性 は 、 以 下 の よ うな 存在 で ある 。 

(1) 彼女 は 、 自 己 中 心 的 で ある 。 

(2 RN 自己 愛 の か た まり で ある 。 

萌え 絵 の 女 性 は 、 生 身 の 女 性 と 違っ て 、 そ うい うこ と が な い 。 


(G) 
生身 の 女性 は 、 見 栄 を 要求 する 。 
萌え 絵 の 女 性 は 、 生 身 の 女 性 と 違っ て 、 そ れ を し な い 。 


(H) 
生身 の 女性 は 、 次 の よう な 非 人 間 的 な 対人 関係 を 、 強 制す る 。 

ee 

) ОЛЯ. ГРЫЖА, BRIO T. Ви, 

ее 会 の 女性 は 、 生 身 の 女 性 と 違っ て 、 そ うい うこ と が な い 。 
萌え 絵 の 女 性 は 、 対 人 関係 が 対等 で ある 。 
(1) 
HBOS. В, М ГОНЕЛА УЖ А, 9 о. 
(1) 合わ な い 集 団 へ の 強制 的 な 加入 。 

2) 集団 メン バー 間 で の 、 心 理 的 な 相互 同調 と 一 体 化 。 

) 集団 メン バー 全員 に よる 、 団 体 行動 。 


仮に 、 集 団 内 の 誰か が 、 そ れ に 上 手 く 合わ せら れ な か っ た 、 と する 。 
する と 、 生 身 の 女 性 た ち は 、 以 下 の 非 人 間 的 な 振る 舞い を する 。 


(1) 女性 た ち は 、 そ の 人 物 を 、 集 団 で 、 寄 っ て た か っ て 、 い じ め て 潰し 、 差 別 す る 。 


(2) 女性 た ち は 、 最 終 的 に い 、 そ の 人 物 を 、 追 放し 、 隔 離す る 。 
萌え 絵 の 女 性 は 、 生 身 の 女 性 と 違っ て 、 そ うし た 振る 舞い を し な い 。 


萌え 絵 の 女 性 は 、 男 性 に 、 一 人 で 、 マ イペ ー ス で いる こと を 許し て くれ る 。 


(J) 

生身 の 女性 は 、 男 性 に 対し て 、 以 下 の こ と を させ る 。 

(1) 女性 は 、 男性 に 、 危な いこ と を や ら せ る 。 

(2) 女性 は 、 男 性 に 、 痢 断 や 決定 を 、 強 制す る 。 

(3) 女性 は 、 男性 に 、 責任 を 転嫁 し て くる 。 

萌え 絵 の 女 性 は 、 生 身 の 女 性 と 培 っ て 、 そ うい うこ と が な い 。 
(K ) 


ВОН, МТФ, ACIS 5. 
「 男 性 に よる 、 女 性 に 対す る 、 心理 的 な 依存 の 欲求 。」 


萌え 絵 の 女 性 は 、 生 身 の 女 性 と 培 っ て 、 そ うい うこ と が な い 。 

萌え 絵 の 女 性 は 、 男 性 に 対し て 、 母 親代わり に な っ て 、 心 理 的 に 依存 させ る 。 
それ は 、 男 性 に 対し て 、 優 し い 。 

それ は 、 男 性 に と っ て 、 頼 り に な る 。 

それ は 、 男 性 を 、 支 えて くれ る 。 

それ は 、 男 性 に と っ て 、 癒 し と な る 。 


(初出 2020 年 7 月 ) 


ВНОК, ВЕ оса. 


1 . 男性 共通 。 

1 . 1 .「 男 性 の 持つ 、 性 的 興味 や 、 性 的 欲求 を 充足 し て くれ る 存在 。」 
それ は 、「 目 の 保養 」 で ある 。 

それ は 、 疑 似 的 な 性 行為 の 相手 で ある 。 (MX. RR. THR. ) 

その 女体 の 表現 は 、 エ ッ チ で ある 。 男 性 は 、 そ れ を 見 て 、 性 的 に 興奮 す る 。 
男性 は 、 そ の 顔 や 声 に 対し て 、 性 的 に 惹き つけ られ る 。 


1.2. (ES CHUA ~ANBE. 
女性 は 、 以 下 の 二 種類 に 分 けら れる 。 
(1) 三 次 元 (生身 の 女性 ) 

(2) 二 次 元 (生身 で な い 女 性 ) 

生身 で な い 女 性 へ の 需要 は 、 以 下 の 通 り で ある 。 
ee eee 

「 生 身 の 女 性 が 持つ 、 不 快 な 心理 構造 。 

男性 は 、 そ うし て 、 女 性 か ら 、 下僕 扱い され な いで 済 む 。 


(2) それ は 、 疑 似 的 な 、 結 婚 相 手 で ある 。 


(3) それ は 、 年 を 取ら な い 。 そ れ は 、 い つま で も 、 以 下 の 状 態 で いて くれ る 。 


は 、 一 生 、 そ の 状態 で 、 付 き 合 える 
(3-1) それ は 、 水 遠 に 、 若 く 、 可 愛 く 、 き れい で 、 美 し い 。 
(3-2) それ は 、 水 遠 に 、 以 下 の 状 態 を 保ち 続け る 。 

「 性 的 魅力 が 大 きい 状態 。」 


それ 


(4) それ は 、 以 下 の も の を 、 無 効 化す る 。 
(4-1) それ は 、 次 の こと へ の 心配 が 、 要 ら な い 。 

「 妊 娠 。 結 婚 。 不 倫 。」 

(4-2) それ は 、 究 極 の や り 捨て の 相手 で ある 。 

(4-3) それ は 、 い くら で も 取り 替え 可能 で ある 。 


1 . 3 . 男 性 優位 女性 。 女 性 優位 女性 。 萌え 絵 の 女 性 。 三 者 比較 。 
(1) 男性 優位 女性 。 

男性 は 、 男 性 優位 女性 を 、 精 神 的 に 支配 下 に 工 け る 。 

し か し 、 男 性 優位 女性 は 、 身 体 の し ぐさ や 心 が 、 男 性 優位 で ある 。 
それ は 、 女 性 優位 な 絶 力 に 欠け る 。 


( 2 ) 女性 優位 女性 。 

男性 は 、 女 性 優位 女性 に よっ て 、 精 神 的 に 支配 され て し まう 。 

男性 は 、 そ の 下僕 に な っ て し まう 。 

男性 は 
( 


、 女 性 か ら 、 お 小遣い を 与え られ る 。 
ВН. НСС. АРС). 
し か し 、 女 性 優位 女性 は 、 身 体 の し ぐさ や 心 が 、 女 性 優位 で ある 。 
CUS. KMRL Ci TLS. 
それ は 、 も ちろ ん 、 性 的 上 魅力 に も 、 素 晴らし く 満 ちあ て いる 。 


(3) 萌え 絵 の 女 性 。 

男性 は 、 萌 え 絵 の 女性 に 、 精 神 的 に 支配 され る こと は 無い 。 
男性 が 、 萌 え 絵 の 女性 を 支配 する こと も な い 。 
両者 は 、 対 等 で ある 。 

萌え 絵 の 女 性 は 、 身 体 の し ぐさ や 心 が 女 性 優位 で ある 。 
тих. KMRL AAC TLS. 

それ は 、 も ちろ ん 、 性 的 上 魅力 に も 、 素 晴らし く 満 ちあ て いる 。 


男性 に と っ て は 、 萌 え 絵 の 女性 が 、 最 高 の 存 在 で ある 。 


2. モテ な い 男 性 。 

) 低 ス ペッ ク の 男性 。 身 長 。 筋 力 。 学歴 。 地位 の 安定 性 。 収 入 。 これ ら が 低い 。 
性 的 に 奥手 で ある 男性 。 

女性 と の 会 話 が 下手 な 男性 。 

BOM, СИМВ. 


(1 
(2 
(3 
(4 
(5) 精神 障害 者 の 男性 。 


) 
) 
) 
) 


彼ら は 以下 の よう に 考え る 。 

「 彼 女 は 、 僕 を 、 受 け 和 信 れ て くれ る 。 僕 は 、 振 られ な い 。 僕 は 、 無 視 さ れ な い 。 彼 女 
は 、 僕 に 、 親 し くす る 。 彼 女 は 、 僕 と 、 一 緒 に いる 。 僕 は 、 告 白 で きる 。 彼 女 は 、 僕 の 
結婚 相手 に な っ て くれ る 。」』」 

男性 は 、 そ うし て 、 自 身 が 持つ 、 心理 的 、 社 会 的 プラ イド を 維持 で きる 


3 . モテ る 男性 。 

(1) 彼 は 、 交 際 す る 女性 と 一 緒 に 、 恋 愛 ア ニ メ を 見 る 。 萌 え 絵 の 女性 は 、 そ の アニ メ 
の ヒロ イン で ある 。 

(2) 溢れ る 性 欲 を 充足 させ る 、 補 完 的 な 存在 。 そ うし た 性 欲 は 、 交 際 す る 女性 や 、 生 
身 の 女 性 で は 補え な い 。 そ れ は 、 次 の 存在 で ある 。「 第 二 の 彼 女 。」 


彼ら は 、 そ うし て 、 自 由 に 浮気 で きる 。 


4 . 女性 優位 社会 の 女性 優位 男性 。 

4.1. 

「 母 親 」 を 求め る 男性 。 彼ら は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 

「 僕 は 、 子 供 の まま 。 僕 は 、 男 の 子 の まま 。 僕 は 、 未 熟 な まま 。 僕 は 、 お 母さん が 欲し 
Ur, 4 


萌え 絵 の 女 性 は 、 そ うし た 男性 に と っ て 、 次 の 存在 で ある 。 
「 理 想 的 な 母親 。」「 良 い 母 親 の 代理 。」 そ れ は 、 次 の 内 容 を 、 充 足し て くれ る 。「 彼 
が 持つ 、 女 性 へ の 、 依 存 心 。」 


(1) それ は 、 彼 を 、 甘 えさ せる 。 そ れ は 、 彼 を 、 赤 ちゃ ん 返り させ る 。 そ れ は 、 彼 
IX. BAO CHIT S. Cnld, Re. BLL. Child, Mil. BLY TS. 


(2) そ ‚ ЖА. BAORBETC, 195, И. Е. FETS. ЖИ 
о CR ee 


(3) 彼 は 、 以 下 の 母 に は 、 面 えら れ な い 。 
(3-1) 彼女 は 、 厳 し い 。 

(3- 3 Wt. LTS. 

(3 ) ЖЖ, BAHS. 

eld. Be eae 逃避 し た い 。 そ れ は 、 そ の 逃 遊 先 と な る 。 そ れ は 、「 代 理 の 理 
想 的 な 母 」 と な る 。 

4.2. 

彼 は 、 絵 師 で ある 。 彼 は 、 そ れ を 描く こと が 好き で ある 。 彼 は 、 そ れ を 描く こと で 、 稼 
ぎ た い 。 彼 は 、 そ れ を 描く こと で 、 有 名 に な り た い 。 


5 . 女性 優位 社会 へ の 不適 合 者 の 男性 。 異 性 愛 者 。 
彼 は 、 女 性 優位 女性 と 、 生 身 で 付き 合わ な く て 済む 。 仮 に 、 彼 が 、 女 性 優位 女性 と 、 生 
身 で 付き 合っ た 、 と する 。 そ れ は 、 彼 に と っ て 、 地 雷 で ある 。 
彼 に と っ て 、 次 の 人 々 も 地雷 で ある 。 

「 女 性 優位 男性 。 彼ら は 、 萌 え 絵 の 女性 を 愛好 する 。 
彼 は 、 社 会 か ら 引 きこ も る 。 彼 は 、 以 下 の こ と を 実現 する 。「 生 身 の 女 性 か ら の 、 惣 理 
的 な 隔絶 。」 
彼 は 、 そ うし た 状態 で 、 以 下 の 内 容 を 堪能 で きる 。「 本 当 の 女 ら し さ が 持つ 、 素 晴らし 
さ 、 エ ッ チ さ 。」 
彼 は 、 そ うし て 、 以 下 の 内 容 を 満た す 。 

「 女 性 性 を 、 遠 隔 で 望む 心 。」 


6. 男性 優位 社会 へ の 不適 合 者 の 男性 。 
彼 は 、 男 性 優位 な 価値 観 や 社会 規範 が 苦手 で ある 。 
で ) 人 々 は 、 そ の 社会 で は 、 無 能 だ と 、 い じ め ら れる 。 
) 人 々 は 、 そ の 社会 で は 、 自 己 の 主張 を 強く アピ ー ル で き な い と 、 い じ め ら れる 。 
т 憧れ る 。 
「 男 性 優位 で な い 、 本 物 の 女性 。」 
彼 は 、 女 性 優位 な 女性 に 憧れ る 。 
彼 は 、 な 価値 観 に 惹か れる 。 
彼 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 
「 萌 え 絵 の 女性 は 、 次 の 内 容 の 理想 的 な 体現 者 だ 。「 本 当 の 、 女 性 優位 な 価値 観 。」 そ 
れ は 、 と て も 素敵 だ 。」 


(初出 2020 年 7 月 ) 


萌え 絵 の 女 性 。 КСЕ 2. 


(1) 彼女 は 、 絵 師 で ある 。 彼 女 は 、 そ れ を 描く こと が 好き で ある 。 彼 女 は 、 そ れ を 描 
く こ と で 、 稼 ぎ た い 。 彼 女 は 、 そ れ を 描い て 、 有 名 に な り た い 。 

(2) 彼女 は 、 次 の こと が 好き で ある 。 

「 百 合 の 表現 。 レ ズ ビ アン の 表現 。 そ れ ら を 見 る こと 。」』」 

彼女 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 

「 可 朋 い 女子 同士 が つる むこ と は 、 素 敵 だ 。」 

(3) 彼女 は 、 女 性 アイ ドル が 好き で ある 。 彼 女 は 、 き れい で 、 カ ラフ ル な 、 輝 く 衣 装 
を 見 た い 。 彼 女 は 、 華 調 な ダン ス を 見 た い 。 彼 女 は 、 そ れ を 、 自 身 の 女 磨 さき の 参考 に し 
た い 。 例 えば 、 プ リバ パラ 。 

(4) 彼女 は 、 き れい て で 可愛 い 変 身 シ ンー ン を 、 見 た い 。 

(5) 彼女 は 、 格 好い い 女 性 が 好き で ある 。 例 えば 、 プ リキ ュ ア 。 

(6) 彼女 は 、 交 際 す る 男性 と 一 緒 に 、 起 用 ア ニ メ を 見 る 。 萌 え 絵 の 女性 は 、 そ の アニ 
メ の ヒロ イン で ある 。 


(初出 2020 年 7 月 ) 


萌え 給 の 女性 。 その 生み の 親 。 女 性 優位 社会 の 女性 給 師 。 


「 萌 え 絵 の 女性 」 の 表現 は 、 女 性 優位 社会 の 強者 女性 た ち が 、 主 百 し て 、 生 み 出 し て い 
る 。 

女性 優位 社会 が 、「 萌 え 絵 の 女性 」 の 生み の 親 で ある 。 

それ は 、 女 性 優位 女性 の 絵師 た ちの 功績 だ 。 

それ は 、 特 に 、 日 本 の 女性 絵師 た ちの 功 征 だ 。 

ТИ, в < ROMA РИФ ЕТ. 

萌え 絵 の 女 性 は 、 本 質 的 に 、 純 粋 な 女性 性 の か た まり だ 。 

萌え 絵 の 女 性 の 絶 力 の 根源 は 、 そ れ で ある 。 

萌え 絵 の 女 性 は 、 世界 に と っ て 、 素 晴らし い 、 模 範 と な る 存在 で ある 。 


萌え 絵 の 女性 は 、 女 性 の 強 さ の 象徴 だ 。 
萌え 絵 の 女性 は 、 女性 が 持つ 優位 性 の 象徴 だ 。 


(初出 2020 年 7 月 ) 


萌え 絵 の 女 性 。 女性 優位 男性 の 絵師 。 彼 ら の 高い 能力 。 


萌え 絵 の 女 性 。 
その 表現 の 世界 的 な 普 


それ に は 、 次 の 役割 が 、 と て も 大 きい 。 


「 女 性 優位 男性 で ある 絵師 。」 
それ は 、 次 の 通り で ある 。 


(1) 彼ら は 、 次 の 質問 に 対す る 正解 を 、 熟 知 し て いる 。 

「 女 体 の 性 的 魅力 は 、 ど こ に ある か ? 1 

彼ら は 、 そ うし た 女体 の 本 質 を 、 正 確 に 、 客 観 的 に 把握 し て いる 。 
それ は 、 男 性 本 来 の 能力 で ある 。 

それ は 、 男 性 な ゥ ら で は の 能力 で ある 。 


(2) 彼ら は 、 そ うし た 女体 の 本 質 を 、 上 手 に 再現 で き て いる 。 
そこ で は 、 彼 ら は 、 表 現 上 の 高度 な 女性 性 を 、 上 手 に 保持 で き て いる 。 
彼ら が 持つ 、「「 萌 え 絵 の 女性 」 の 絵師 」 と し て の 能力 。 

それ は 、 と て も 高度 で ある 。 


彼ら に お いて 、 そ うし た 高い 能力 が 生ま れる 要因 。 
それ は 、 次 の 通り で ある 。 


(1) 彼ら は 、 女 性 優位 女性 に よる 支配 を 受け て いる 。 
それ は 、 精 神 的 支配 で ある 。 
それ は 、 社 会 的 支配 で ある 。 


(1-1) 彼ら は 、 そ の た め 、 精 神 が 女 性 優位 に な る 。 
彼ら は 、 男 性 で ある に も 関わ ら ず 、 次 を 実現 で きる 。 
「 女 性 優位 な 表現 。」 


(1-2) 彼ら は 、 女 性 優位 社会 で 生き て いる 。 
そこ で は 、 女 性 優位 女性 の 絵師 が 、 場 を 主 半 し て いる 。 
彼女 ら が 行う 絵画 的 表現 は 、 女 性 優位 表現 の 手 本 で ある 。 


「 彼 女 ら に よる 、 女 体 の 女性 優位 表現 。」 

女性 優位 男性 の 絵師 た ち は 、 そ の 表現 を 、 次 の 内 容 と する こと が で きる 。 
「 彼 ら に と っ て の 、 理 想 的 な 手 本 。」 

彼ら は 、 そ の 表現 を 、 身 近 で 絶え ず 参 考 に する こと が で きる 。 

彼ら は 、 絵 の 制作 環境 に お いて 、 上 恵まれ て いる 。 


(2) 彼ら に は 、 以 下 の 男 性 優位 能力 が 、 残 存 し て いる 。 
(2-1) ЖКОНИЖЛ ЖЕ DRED 

(2-2) それ を 、 絵 画 に お いて 、 正 確 に 客観 的 に 再現 する 能力 。 
それ ら の 能力 は 、 男 性 に 生得 的 で ある 。 


女性 優位 女性 の 絵師 は 、 そ の 関心 が 、 次 に 向かい が ち で ある 。 
「 異 性 と し て の 男性 。 そ の 絵画 的 表現 。」 


その た め 、 和 彼女 ら は 、 以 下 に つい て の 関心 や 意欲 が 、 薄 れ が ち で ある 。 
「「 萌 え 絵 の 女性 」 の 表現 。」 


女性 優位 男性 の 絵師 に は 、 そ うし た 問題 が 無い 。 

彼ら は 、 女 体 が 持つ 性 的 魅力 の 表現 を 、 ス トレ ー ト に 指向 し 続け る こと が で きる 。 
彼ら が 持つ 、 そ うし た 指向 。 

それ は 、 以 下 の こ と の 実現 に と っ て 、 欠 か せな い 。 


「「 萌 え 絵 の 女性 」 に お ける 、 以 下 の 表 現 。」 
(1) 女性 性 の 表現 。 
(2) 女体 が 持つ 性 的 上 魅力 の 表現 。 


上 記 の 両者 の 効果 に よっ て 、 彼 ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 と て も 上 上手 に 表現 で きる 。 
「 女 性 優位 女性 の 女体 が 持つ 、 性 的 魅力 。 それら の 絵画 的 再現 。」 


「 萌 え 絵 の 女性 」 の 世界 的 普及 。 
彼ら は 、 上 記 の 実現 に と っ て 、 と て も 重要 な 推進 役 で ある 。 


(初出 2020 年 7 月 ) 


萌え 絵 の 女 性 。 現代 の 女性 優位 社会 。 その 問題 点 。 


(1) 萌え 絵 の 女 性 。 "強者 女性 に よる 社会 支配 」 の 象徴 。 
女性 優位 社会 の 強者 女性 た ち は 、 "萌え 絵 の 女性 」 を 生み 出し た 。 


「 女 性 優位 社会 に お ける 、 比 者 男性 の 給 師 た ち 。」 
彼ら は 、 そ の 模 修 者 で 、 改 良 者 だ 。 
萌え 絵 の 女 性 を 生み 出す に は 、 女 性 優位 な 精神 が 欠か せな い 。 


女性 優位 社会 の 強者 女性 た ち は 、 そ の 社会 に お ける 支配 者 で ある 。 


萌え 絵 の 女 性 は 、 以 下 の 内 容 の 象徴 で ある 。 
「 女 性 に よる 、 社 会 支配 。」 


萌え 絵 の 女 性 は 、 以 下 の 内 容 の 象徴 で ある 。 
「 女 性 に よる 、 弦 者 男性 の 抑圧 。」 


し か し 、 萌 え 絵 の 女性 は 、 生 身 の 女 性 と 違っ て 、 男 性 を 、 真 接 的 に 抑圧 する こと は 無 
Ur, 

ВН О, SSB AMOI UT. WROD, ima < HUT KC NS. 

「 強 者 と し て の 心 。 コ 」 

(A) BRS, 

余裕 の 心 。 

BLAM. 

優し い 心 。 


B 
C 
D 
Е) 母親 代わ り に な る 心 。 


(B) 
(С) 
(0) 
(Е) 


(2) 女性 優位 社会 の 強者 女性 。 その 変質 。 

女性 優位 社会 の 強者 女性 は 、 そ うし た 心 を 、 玉 者 男性 に 対し て 持っ て いた 。 
し か し 、 女 性 優位 社会 の 強者 女性 は 、 そ れ を 、 す っ か り 止 め た 。 
例え ば 、 日 本 。 


女性 優位 社会 の 強者 女性 は 、 以 下 の 内 容 を 、 盛 ん に 取り 入れ る よう に な っ た 。 
「 有 力 な 男性 優位 社会 が 持つ 、 価 値 観 。」 


ょ 、 以 下 の 理 由 に よる 。 

それ は 、 先 進 的 で ある 。 

それ は 、 見 栄え が いい 。 

それ は 、 安全 で ある 。 

それ は 、 権 威 が ある 。 

それ を 倍 じ る と 、 私 は 守ら れる 。 


к < 


そう し た 女性 は 、 次 の 内 容 を 、 RO 
「 有 了 力 な 男性 優位 社会 に お ける 、 副 者 女性 の 主張 。 
それ は 、 欧 米 諸 国 の フェ ミニ ズム で ある 。 


女性 優位 社会 の 強者 女性 は 、 強 者 と し て の 社会 的 立場 を 、 従 来 通 り 、 維 持 し て いる 。 
強者 女性 は 、 社 会 的 に 、 支配 者 の まま で ある 。 

その 社会 で は 、 人 々 は 、 以 下 の 内 容 に 従っ て 行動 し な いと 、 生 き て いけ な い 。 

「 女 性 優位 な 価値 観 。 女 性 優位 な 社会 規範 。」 

男性 も 、 そ れ を 強制 され る 。 

性 は 、 引 き 続 き 、 そ の 社会 の 主宰 者 で ある 。 


女 | 
し か し 、 強 者 女性 は 、 弱 者 、 被 害 者 と し て 、 も っ ぱら 振る 舞う よう に な っ て いる 。 
女性 は 、 根 拠る も なく 、 ce eee 

「 強 烈 な 被害 者 意識 の か た まり 。 


女性 は 、 只 者 男性 を 、 社 会 的 支配 者 と 見 な し て 、 攻 撃 す る 。 
それ は 、 社 会 の 実態 と か け 離 れ て いる 。 

女性 は 、 飛 者 男性 を 、 性 的 差別 を 行う 存在 と し て 、 敵 対 視 す る 。 
女性 は 、 員 者 男性 に 、 無 理 難 題 を 吹き を か ける 。 

女性 は 、 以 下 の よ うな 男性 の み を 受け 入れ る 。 

( 


А) 彼 は 、 彼 女 に 対し て 、 全 面 的 に 共感 し て くれ る 。 
(В) 彼 は 、 彼 女 を 褒め 称え て くれ る 。 

彼 は 、 一 見 、 騎 士 の よう で ある 。 

し か し 、 彼 は 、 実 質 的 に は 下僕 で ある 。 


女性 は 、 従 来 通 り 、 高 い ス ペッ ク の 男性 の み を 受け 入れ る 。 
は 、 男 性 に 、 従来 通り 、 企 業 で の 強制 奴隷 労働 を させ る 。 
は 、 男 性 に 、「 小 遣い 制 」 を 実施 し 続け る 。 


は 、 男 性 を 、 次 の よう に 捉え る よう に な っ て いる 。 
(A) 攻撃 対象 。 

(В) スト レス 解消 の た め の サ ンド バッ グ 。 

(C) いじ め の 対 象 。 


性 は 、 女性 を 、 以 下 の 言 論 の 自由 を 、 社 会 的 に 失っ た まま で ある 。 
男性 は 、 女 性 を 、 社 会 的 強者 と 見 な し て 、 批 麟 する こと が で きる 。 コ 」 

それ は 、 社 会 的 茜 忌 の まま で ある 。 

それ は 、 社 会 が 、 女 性 優位 だ か ら だ 。 


女性 優位 社会 の 男性 は 、 こ うし た 現実 の 生身 の 強者 女性 の 振る 舞い に 、 面 えら れ な い 。 
そこ に 、 萌 え 絵 の 女性 が 、 心理 的 に 入る 。 


) 女性 優位 社会 の 弱者 男性 。「 萌 え 絵 の 女性 」 の 受容 者 。 


女性 優位 社会 で は 、 习性 ! 以下 の 内 容 を 除去 され て いる 。 
「 男 性 優位 な 精神 。 父性 。 


男性 は 、 精 神 が 女 性 化し て いる 

ЯВ. BAGS CHS. 

そう し た 男性 は 、 筋 力 が ある の で 、 強 く 見 える だ け で ある 。 

男性 は 、 た だ の 子供 で ある 。 

男性 は 、 幼 い 男 の 子 の まま で ある 。 

男性 は 、、 未 熟 な 存在 の まま で ある 。 

強者 女性 は 、 本 来 、 そ うし た 弱者 男性 に 対し て 、 以 下 の 心 で 、 接 する べき で ある 。 
(А) 「 母 親代わり の 心 。」 

(В) 「 社 会 的 強者 と し て の 自負 。」 


それ は 、 例 えば 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
(A) 寛大 な 心 。 
(В) ケア の 心 
(С) KAM 
(0) RBM 


萌え 絵 の 女 性 は 、 男 性 に 対し て 、 ま さ に 、 そ うし て くれ て いる 。 
萌え 絵 の 女 性 は 、 男 性 に と っ て 、 と て も あり が た い 、 心 の 支え に な る 存在 だ 。 


4) 現代 の 社会 的 問題 。 そ の 根源 。 
(4-1) 強者 女性 。 その 問題 点 。 
以下 の 存在 は 、 そ の 社会 に お ける 、 最 低 で 、 最 起 の 存在 で ある 。 
それ は 、 特 に 、 本 当 の 社会 的 弱者 に と っ て 、 そ う で ある 。 
(А) 「 玉 者 気取り の 強者 。」 
(В) 「 比 者 と し て 振る 舞う 強者 。」 
(С) 「 強 者 で ある 自覚 が 無い 強者 。」 


れ は 、 人 間 と し て 、 人 格 的 に 問題 が ある 。 そ れ は 、 少 し も 尊敬 で き な い 存在 だ 。 


今 の 女性 優位 社会 の 強者 女性 は 、 ま さ に そう し た 存在 だ 。 
強者 女性 は 、 身 勝手 に 者 を 気取り 、 被 害 者 を 気 取 る 。 そ れ は 、 著 し い 。 
SME bit, SSBC SMEAR. 
そう し た 強者 女性 は 、 そ の 欠陥 を 、 き ちん と 認識 すべ きだ 。 
女性 た ち は 、 強 者 と し て の 自覚 を 。、 も っ と 持つ べき だ 。 
- 2) 弱者 男性 。 そ の 問題 点 。 
以下 の 存在 は 、 そ の 社会 に お ける 、 本 当 の 馬鹿 者 だ 。 
(А) "SRB NSB. 4 
(В) 「 強 者 と し て 振る 舞う 弱者 。」 
(С) 「 員 者 で ある 自覚 が 無い 弱者 。」 


$. RNC. ФЕН. 
それ は 、 同 時 に 、 同 情 で き な い 、 助 けた く な い 存 在 だ 。 


今 0) 女 性 优 位 社会 2) 弱者 男性 居 、 未 立 人 区 5 大 存在 大 。 
SORMHEUMAAOBA AMIS, WROI Ee, LIBRE. 


「 根 拠 の 無い 、 次 の 行動 。」 
A) 強がり 。 

) 粋 が り 。 

С) 威張り 。 


A 
「 根 拠 の 無い 、 次 の 行動 。 
(A) 「 家 父 長 」 を 気 取 る こ と 。 


それ は 、 彼 ら の 頭 の 悪さ の 表れ だ 。 そ れ は 、 救 いよ う が な い 。 
それ は 、 彼 ら の 持つ 、 幼 稚 な 精神 の 表れ だ 。 
そう し た 男性 た ち は 、 間 抜け で 、 助 ける に 値 し な い 存 在 だ 。 


ee 
ivan aes と 。 
A) 仲良 し 集団 を 作る こ 
= と 。 
(C) 保身 を する こと 。 
(D) 見 栄 を 張る こと 。 
(Е) 前 例 の 暗記 ば か りや る こと 。 
弦 者 男性 は 、 弱 者 と し て の 自覚 を 、 も っ と 持つ 必要 が ある 。 


(5) お まけ 。 筆 者 に よる 、 勝 手 な 独り 言 。 

筆者 が 。、 こ ん な こと を 言っ て も 、 女 性 優位 社会 の 男女 に は 、 お そら く 、 何 も 影 絡 し な 
い 。 

彼ら は 、 彼 ら の 社会 を 、 男 性 優位 社会 と 思い 込ん で いる か ら だ 。 

それ は 、 宗 教 に 洗脳 され た 信者 と 同じ だ 。 

彼ら に は 、 説 得 が 不可 能 だ 。 

S4(4. ЖИ, НИ Саи. 

筆者 は 、 が っ か りす る 。 彼 ら が 、「 萌 え 絵 の 女性 」 の 生み の 親 な の に 。 

彼ら と は 、 人 付き合わ な いこ と 。 そ れ が 、 筆 者 の 人 生 に と っ て 、 最 良 の 選択 だ 。 
筆者 は 、 素 敵 な 「 萌 え 絵 の 女性 」 と 、 ず っ と 一 緒 に いた い 。 


(初出 2020 年 7 月 ) 


萌え 絵 の 女 性 。 その 社会 的 立場 。 そ の 変化 。 


それ は 、 日 本 で 生ま れ た 。 
それ は 、 最 初 は 、 日 陰 者 、 反 社会 的 存在 だ っ た 。 そ れ は 、 次 の 内 容 の 影響 が 大 きい 。 
「 そ それ を 好 ん だ 性 的 犯 漠 者 。 彼 に つい て の 、 ニ ュー ス 報 道 。」 


し か し 、 hee 、 次 第 に 、 社 会 的 な 人 気 者 に な っ た 。 

その アニ メ は 、 全 世界 的 に 視聴 へ の 吉 要 が ある 。 例 えば 、 フ ァ ン サブ で の 視聴 。 
その エロ アニ メ は 、 世 界 的 に 人 気 を 博 し て いる 

その 人 気 映画 が 、 世 界 を 席巻 し た 。 (例え ば 、「 新 海 誠 」 監 督 の 作品 ) 


それ は 、 日 本 だ け で な く 、 そ の 同類 の 定住 生活 様式 の 社会 に お いて 、 製 作者 が 増加 し て 
WS. BAIS. PRE. 
それ は 、 モ テ る 男女 も 、 大 っ ぴら に 見 る よう に な っ た 。 


し か し 、 了 欧米 諸国 の よう な 男性 優位 社会 の 影 細 で 、 そ の 存在 へ の 規制 が 始ま っ て いる 。 
それ に 対す る 社会 的 な 偏見 が 、 ま だ 、 残 っ て いる 。 そ れ を 叩く 人 々 は 、 今 な お 、 多 くい 
る 。 


(初出 2020 年 7 月 ) 


萌え 絵 の 女 性 。 それ を 叩く 人 々 。 そ の 批 章 者 。 


筆者 は 、 以 下 の 内 容 を 分 析 し まし た 。 


(1) BAO. CHEM AX. COMA. 
(2) 世界 社会 に お ける 、 そ の 分 類 。 そ の 項目 の 整理 。 


その 結果 を 、 以 下 で 、 リ スト アッ プ し て いま す 。 


凡例 

(1) 叩く 人 々 。 批 痢 者 。 その 種類 。 

(2) 「 萌 え 絵 の 女性 」 は 、 彼 ら に と っ て 、 ど の よう な 存在 か ? 
(3) 彼ら は 、 そ れ に 対し て 、 何 を する か ? 


(以下 。 リ スト アッ プ の 内 容 。) 


as. 
(1) ЛМ. Ax. 

(2) 性 的 表現 その も の 。 そ れ は 、 表 向き さ は 、 出し た り 、 楽 し ん で は 、 い け な い 存在 
だ 。 そ れ は 、 了 恥ず か し い 、 隠 し た い 存 在 だ 。 (し か し 、 そ れ は 、 生 物 と し て は 、 本 来 
は 、 必 要 な 存在 だ 。) 

(3) その 考え は 、 人 間 の 本 性 で ある 。 そ れ は 、 男 女 共 通 で ある 。 そ れ は 、 性 的 表現 の 
規制 を 、 世 界 的 に 、 生 み 出 す 。 


2.1. 
(1) モテ る 男性 。 彼 氏 が いる 女性 。 次 の よう に 考え る 女性 。 

"Alt, ЕЕК. ЕЙ. | 

(2) 「 モ テ な い 男 性 向け の 道具 。」 そ れ は 、 も し も 男性 が モテ る な ら 、 そ も そ も 必 要 
な い 。 

(3) 人 々 は 、 そ れ を 、 見 下 し 、 馬 鹿 に する 。 


2 2. 

結婚 し た 男女 。 CNT RSA. 

「 結 婚 で き な い 男性 」 の 象徴 。「 遺 伝 的 子 挫 を 残せ な い 男 性 」 の 象徴 。 
人 々 は 、 そ うし た 男性 を 、 以 下 の よ うに 、 見 下 し 、 馬 鹿 に する 。 

1) 社会 的 な 劣 位 者 。 

2) EME (сх, FREEBIES. АЗИЗ. 


а 
(1) 生身 の 女性 。 


) 生身 の 女性 を 不要 に する 、 和 邪悪 な 存在 。 
(3) 女性 は 、 次 の こと に つい て 、 婦 る 。 
「 私 は 、 要 ら な い 人 と し て 、 扱 われ た 。 そ れ は 、 萌 え 絵 の 女性 の 存在 の せい だ 。 私 は 
それ が 許せ な い ! コ 」 


3.2. 

(1) TRA TLU BAY ЖЕНЯ (TA. РУ. В. ) 

(2) 性 的 上 魅力 の 面 で の 、 手 強い ライ バル 。 自 尊 心 の 破壊 者 。 

(3) そう し た 女性 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 

「 萌 え 絵 の 女性 の 顔 は 、 き れい 過ぎ る 。 そ の 女体 表現 は 、 比 力 的 に 過ぎ る 。 私 た ち 
それ に 対し て 、 性 的 魅力 の 点 で 、 と て も 敵 わな い 。 私 た ち は 、 о 
い 。 J 


そう し た 女性 は 、 そ れ を 、 ヒ ステ リッ ク に 叩く 。 


3.3. 
(1) 上 頁 激 アピ ー ル が 大 好き な 、 見 栄 張り 女性 。 
彼女 は 、 周 囲 に 対し て 、 次 の よう に 見 せ た い 。 
「 私 は 性 的 に 奥手 で ある 。」 


(2) そう し た 上 頁 汰 アピ ー ル の た め の 道 具 。 


(3) 女性 は 、 エ ッ チ な 女体 の 表現 を 叩く 。 
女性 は 、 そ うし て 、 自 身 の 貞 激 さ を 、 ア ピー ル す る 。 
女性 は 、 次 の 内 容 を 、 と て も エッ チ だ と 見 な す 。 
「 萌 え 絵 の 女性 に お ける 、 女 体 の 表現 。」 


(1) 
(2) 男性 に よる 、 性 的 消費 の 道具 。 HES BARTS. MBS RE. 
(3) それ は 、 彼 ら に よる 、 表 現 規制 を 生み 出す 。 


) 男性 優位 社会 の 人 々 。 彼 ら に 性 度 し 、 追 随 す る 、 女 性 優位 社会 の 人 々 。 
) 男性 優位 社会 の 価値 観 へ の 挑戦 、 田 威 。 そ れ は 、 以 下 の こ と を 行う 。「 女 性 優位 
OHA. 1 643. METH S. 
) 人 々 は 、 そ れ に 対し て 、 強 い 反 感 を 抱く 。 
人 々 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 
「 男 性 優位 は 、 世 界 社会 に お いて 、 普 遍 的 で な けれ ば な ら な い 。 女 性 優位 を 明示 する 存 
在 は 、 消 され る べき だ 。」 
ARS, ФИ. ЕЯ УЗ. 
男性 優位 社会 で は 、 男 性 は 、 そ れ を 見 て いる と 、 い じ め ら れる 。 
人 々 は 、 そ れ に 表現 規制 を か ける 。 
人 々 は 、 そ れ を 禁止 する 。 


5.2 

(1 ) 男性 优 位 社会 DJ 5 Л Л. Mold, ЕЕМЬЫХОЕЕ 47). СИ. НЯ 
的 に re 

(2) そう し た 性 差別 反対 運動 へ の 挑戦 、 田 威 。 そ れ は 、 以 下 の こ と を 行う 。「 性 差 の 
BAM. CORR. 1 CMS. BECHS. 

3) 人 々 は 、 そ れ に 対し て 、 強 い 反 感 を 抱く 。 そ れ は 、 表 現 規制 を 生み 出す 。 


SS 


1) 男性 優位 社会 の フェ ミニ ズム を 支持 する 人 々 。 

れ は 、 次 の 存在 を 含む 。 

女性 優位 社会 の 強者 女性 。」 

2) 男性 優位 社会 の フェ ミニ ズム へ の 挑戦 、 旭 威 。 そ れ は 、 以 下 の こ と を 行う 。「 女 
ОНА. 1 tht. 'RMOSSBMH ЕЯ 5. ПХ. ЖЕСФФ. 

(3) 人 々 は 、 そ れ に 対し て 、 強 い 反感 を 抱く 。 人 々 は 、 そ の 存在 自体 が 、 許 せな い 。 


( 
そ 
: 
( 


6 . 
(1) 教育 者 。 子供 の 両親 。 

(2) 子供 の 勉強 の じゃ ま を する 存在 。 

(3) 人 々 は 、 次 の よう に 考え る 。「 子 供 た ち は 、 そ れ の せい で 、 学 習 に 専念 で き な 
い 。 そ れ は 、 子 供 の 教 主 に と っ て 、 良 く な い 。 そ れ は 、 社会 的 に 有害 だ 。 み ん な は 、 そ 
れ を 、 規 制す べき だ 。」 


下 

(1) 女性 優位 社会 の 中 高 年 の 男女 。 

(2) 反 社 会 的 な 、 日 陰 者 と し て の 存在 。 そ れ は 、 今 な お 、 社 会 的 に 有害 で ある 。 
(3) 人 々 は 、 そ うし た 、 昔 な が ら の 固定 観念 を 保持 する 。 


(初出 2020 年 7 月 ) 


人 生 投 資 家 と し て の 女性 。 そ の 投資 先 の 企 
業 家 と し て の 男性 。 女性 の 社会 的 優位 性 。 


Hak, 女性 に よる 生殖 設備 の 占有 と 、 男 性 に よる 、 そ れ ら の 
о し た 借用 者 を 募集 する 広告 手段 と し て の 、 ЖЕ, 


女性 に よる 生殖 設備 の 占有 こと 、 男 性 に よる 、 そ れ ら の 借用 。 
そう し た 借用 者 を 募集 する 広告 手段 と し て の 、 女 体 と 、 女 性 稚 。 


女体 。 女 性 の 身体 に お ける 、 対 外 的 に 蜜 出 する 部 分 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

女性 が 占有 する 、 生 殖 設 備 の 物件 。 そ の 借用 者 を 募集 する た め の 、 広 告 。 
生殖 設備 の 借用 者 と し て の 、 男 性 。 広 告 へ の 応募 者 と し て の 、 男 性 。 
広告 提供 者 と し て の 、 女 性 。 

その 広告 は 、 以 下 の 広 告 と 、 基 本 的 に 、 同 一 の 仕組 み で ある こと 。 
不動 産 の 住居 設備 の 物件 。 そ の 広告 。 


その 広告 の 内 容 。 女 体 の 性 的 な アピ ー ル ポイ ント 。 

体験 型 の 広告 で ある こと 。 生 体 ベ ー ス で あり 、 働 きか け を 行う と 、 反 応 が ある こと 。 そ 
れ が 、 男 性 に お ける 、 彼 自身 の 遺伝 的 子 換 を 残す た め の 行 動 を 、 強 力 に 誘発 する こと 。 
その 広告 へ の 応募 者 と し て の 男性 に お いて 、 彼 自身 の 複合 的 な 身体 感覚 に 、 訴 える こ 

と 。 得 られ る 様々 な 感覚 が 、 男 性 に と っ て 、 性 的 誘引 力 に 満ち 満 れ て いる こと 。 

例 。 

視覚 。 顔 立ち や 髪 や うな じ の 美 し さ 。 乳 房 や 乳首 の 形状 の 美 し さ 。 腰 の くびれ の 度合 い 


NKES, ИНОЕ, AEENKS. RHO SDS PHM К. 
聴覚 。 喘 ぎ 声 の 美 し さ 。 

触覚 。 乳房 の 柔らか さ 。 李 肌 の 、 す べ す べし た 感じ 。 女 性器 内 部 に お ける 、 締 め 付 け の 
感覚 。 

温度 感覚 。 皮 膚 の 温か さ 。 

湿度 感覚 。 愛液 に よっ て 、 粘 り 湿 っ た 女性 器 内 部 が 与え る 、 気 持ち 良さ 。 


その 広告 が 与え る 効果 は 、 遺 伝 的 に 、 男 女 間 に お いて 、 了 予め 決定 され て いる こと 。 
その 広告 の 内 容 が 魅 力 的 で ある ほど 、 人 応募 者 と し て の 男性 を 、 よ り 集 容 し や すい こと 。 
その 広告 は 、 生 涯 に わた っ て 、 女 性 の 身体 か ら 、 放 出さ れ 続 ける こと 。 

その 広告 の 効果 は 、 女 性 の 加 殻 に 伴っ て 、 急 速 に 劣化 する こと 。 女 性 が 、 そ の 劣化 へ の 
対策 に 、 生 涯 に わた っ て 、 終 始 、 必 死に な り 続 ける こと 。 


女性 が 、 生 殖 設 備 の 賃貸 料 の 収入 に よっ て 、 働 か ず に 生活 する こと 。 

生殖 設備 の 投資 家 と し て の 、 女 性 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 と 、 同様 で ある 。 

不動 産 の 賃貸 物件 を 所 有する 投資 家 が 、 不 動産 の 賃貸 料 と いう 不労 所 得 に よっ て 、 働 か 
な いで 生活 する こと 。 

女性 と 、 不 動産 の 投資 家 と の 間 の 、 共 通 点 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

賃貸 料 の 不労 所 得 。 彼ら は 、 そ の 継続 的 な 確保 に よっ て 、 働 か ず に 、 生 活 し 続け る こ 
と 3 


女性 が 占有 する 、 生 殖 設 備 。 そ の 借用 者 を 募集 する 広告 。 

借用 者 の 男性 が 、 所 有 者 の 女性 を 、 性 的 に 満足 させ な い 場 合 。 所 有 者 の 女性 が 、 借 用 者 
の 男性 を 、 追 い 払 うこ と 。 
ENNEOANBICRADYEL MAA. ЕО о ИЖ Дао 
女性 へ と 、 逃 げ る こと 。 

その 生殖 和 設備 の 機能 の 有効 性 に お いて 、 問 題 が ある 場合 。 借 用 者 の 男性 が 、 他 の 、 よ り 
有効 な 生殖 設備 の 提供 者 の 女性 へ と 、 逃 げ る こと 。 

女性 は 、 そ の 広告 の 上 魅力 の 高 さ を 、 絶 え ず 維持 する 必要 が ある こと 。 

女性 は 、 そ の 生殖 設備 の 機能 の 有効 性 を 、 絶 え ず 維持 する 必要 が ある こと 。 


結婚 。 
女性 が 占有 する 生殖 設備 の 、 男 女 問 に お ける 、 生 涯 に わた る 、 独 占 的 な 賃貸 契 八 。 
それ は 、 女 性 に と っ て 、 彼 女 自 身 の 人 生 を 賭け た 投資 と な る 。 彼女 は 、 人 生 投 資 家 で あ 


る 。 
5 L- BAIS. HMO CHTRs. 41-2. ННСВЫ9 5-5. BX 
双方 に と っ て 、 必 須 で ある 。 


女性 が 占有 する 生殖 設備 に お いて 、 女 性 器 が 果たす 、 中 心 的 な 役割 。 

男性 が 、 女 性 の 生殖 設備 の 広告 に お いて 、 最 優先 で 、 真 接 的 に 目指 す タ ー ゲ ッ ト 。 そ れ 
ょ 、 女 体 に お ける 、 女 性 器 で ある 。 

性 は 、 女 性器 を 独占 的 に 借用 する こと で 、 彼 自身 の 遺伝 的 子 捧 を 残す オル ー ト が 、 初 め 
開け る 。 

性 に と っ て 、 女 性 器 の 借用 は 、 性 的 な 快感 を 、 巨 大 な 水準 で 、 男 性 に 対し て 、 も た ら 


= 


1 
1 


男 
で 
男 
3. 
男性 に よる 、 女 性 の 生殖 設備 の 借用 。 それ は 、 真 接 的 に は 、 女 性 器 の 借用 で ある 。 
(2022 年 3 月 初出 。) 


総論 。 人 生 投 資 家 と し て の 女性 。 そ の 投資 先 の 企業 家 と し て の 
Bre, 女性 の 社会 的 優位 性 。 


女性 は 、 以 下 を 、 男 性 へ と 投資 する 。 
И! 

彼女 自身 の 人 生 。 

彼女 自身 の 女性 器 。 

Mil 


女性 は 、 投 資 先 の 男性 か ら 、 生 涯 に わた っ て 、 以 下 を 、 受 け 取 る 。 
Mil 

配当 。 

リタ ー ン 。 


/ 
例 。 
経済 的 な 富 。 


女性 は 、 人 生 投資 家 で ある 。 
男性 は 、 女 性 か ら 、 以 下 を 受け る 。 
ИИ 

人 生 の 投資 。 

ИИ 


投資 家 と し て の 女性 。 

男性 は 、 そ うし た 女性 の た め に 、 一 生 落 命 に な っ て 、 以 下 を 生み 出す 。 
ИГ 

利益 。 

アウ ト プ ッ ト 。 

Mil 


その 点 、 男 性 は 、 以 下 を 兼ね た 存在 で ある 。 
ИИ 

企業 の 起業 者 。 

企业 经 当 

企業 労働 者 。 

Hil 


投資 家 は 、 自 分 で は 積極 的 に 働か な い 。 
投資 家 は 、 以 下 を 中 心 と する 生活 を 送る 。 
ИИ 

投資 先 企業 か ら の 配当 。 

その 受け 取り 。 

ИИ 


女性 は 、 そ うし た 、 投 資 家 生 活 を 実行 する 。 


男性 は 、 以 下 で ある 。 
iM 

企業 。 

Mil 


女性 は 、 以 下 で ある 。 
ИД 
その 企業 へ の 投資 家 。 
И 


は 、 以 下 の こ と に 、 本 来 あ まり 関心 が 無い 。 
) 企業 を 起こ すこ と 。 

) 企業 を 経営 する こと 。 

) 企業 で 働く こと 。 

) 企業 の 役職 に 就く こと 。 


企業 の 役職 に 就く 度合 い 。 
それ に は 、 世 界 的 に 、 性 差 が ある 。 


ИИ 
女性 に よる 、 企 業 へ の 進出 。 
女性 に よる 、 企 業 の 役職 へ の 就任 。 
// 

それ は 、 世 界 的 に 進ま な い 。 

その 原因 は 上 記 で ある 。 

И 


例え ば 、 国 の 機関 。 
それ も 、 企 業 の 一 種 で ある 。 


国 の 機関 の 役職 。 

それ は 、 例 えば 、 以 下 で ある 。 
И 

大 统领 。 

首相 。 

И 


国 の 機関 の 役職 に 就く 度合 い 。 
それ に は 、 性 差 が ある 。 


その 原因 は 上 記 で ある 。 


この こと は 、 以 下 と 同じ で ある 。 

HMI 

投資 家 は 、 自 分 自身 で は 、 企 業 で 働 こ うと は し な い 。 
HI 


女性 か ら の 人 生 の 投資 。 

男性 は 、 そ れ に 応じ て 、 以 下 の こ と に 従事 する 。 
男性 は 、 そ の こと に 、 熱 心 で ある 。 

(1) 企業 を 起こ すこ と 。 

(2) 企業 を 経営 する こと 。 

(3) 企業 で 働く こと 。 


(4) 企業 の 役職 に 就く こと 。 
(5) 人 生 的 業績 を 上 げ る こと 。 


男性 は 、 以 下 が 強 い 。 
ИИ 

キャ リア 指向 。 

Mil 


企業 は 、 本 質 的 に 、 以 下 で ある 。 
ИИ 

男性 優位 な 存在 。 

ИИ 


企業 と し て の 男性 。 

女性 は 、 そ うし た 男性 に 、 自 分 の 人 生 を 、 ま る ご と 投資 する 。 
女性 は 、 そ うし て 、 一 生 、 以 下 の 生 活 を 送 ろ うと する 。 

ИИ 

投資 家 と し て の 生活 。 

ИИ 


投資 家 の 生 活 や 人 生 。 

それ は 、 以 下 に よっ て 、 も っ ぱら 左右 され る 。 
И 

彼 0) 投 资 先 D 企 业 0) 业 绩 。 
ОЕ, 

ИИ 


女性 の 生活 や 人 生 。 
それ は 、 男 性 の 働き 次 第 に な りや すい 。 


投資 家 は 、 企 業 に 対し て 、 以 下 を 要求 する 。 
Hil 

高い 経済 的 業績 を 生み 出す こと 。 

ИИ 


同様 に 、 女 性 は 、 男 性 に 対し て 、 以 下 を 要求 する 。 
Mil 

高い 人 生 的 業績 を 生み 出す こと 。 

HII 


定住 生活 様式 で は 、 女 性 が 権力 を 握る 。 
社会 は 、 女 性 優位 に な る 。 


女性 優位 社会 の 女性 は 、 以 下 を 占有 する 。 
以下 を 、 自 分 で 管理 する 権限 。 

ИИ 

投資 の 資金 。 

投資 の リソー ス 。 

ИИ 


彼女 は 、 人 生 上 の 配当 を 得 よ うと する 。 
彼女 は 、 そ の た め に 、 男 性 を 、 企 業 で 、 強 制 的 に 労働 させ る 。 
彼女 は 、 男 性 を 、 奴 款 化す る 。 


移動 生活 様式 で は 、 男 性 が 権力 を 握る 。 


社会 は 、 男 性 優位 に な る 。 


男性 優位 社会 の 女性 。 

彼女 は 、 以 下 を 、 男 性 に よっ て 、 奪 われ る 。 
ИИ 

以下 に つい て の 管理 権限 。 
投資 の 資金 や リソー ス 。 

Wil 


彼女 は 、 以 下 が 無い 。 
Mil 

经 济 的 自由 。 

И 


彼女 は 、 仕 方 な く 、 以 下 を 行う 。 

Mil 

彼女 自身 も 、 男 性 同様 に 、 企 業 で 働 こ うと する 。 
Mil 


人 生 投資 家 と し て の 女性 。 
彼女 は 、 以 下 で ある 。 
Hil 


=. 

彼女 は 、 以 下 に 対し て 、 人 生 を 投資 する 。 
Hil 

結婚 相手 。 

夫 。 

Hil 


В. 

彼女 は 、 以 下 に 対し て 、 人 生 を 投資 する 。 
Hil 

彼女 自身 の 遺伝 的 子孫 。 


娘 。 
彼女 は 、 以 下 に 対し て 、 人 生 を 投資 する 。 
Mil 

彼女 自身 の 遺伝 的 な 父親 や 兄弟 。 

Hil 


投資 家 は 、 以 下 の こ と が 起き た 場合 、 配 当 を 受け 取れ な く な る 。 


(1) 
彼 の 投資 先 の 企業 。 
ПР и. 


(2) 
彼 の 投資 先 の 企業 。 
それ が 業 侍 不振 に 陥る こと 。 


(3) 

彼 自身 が 、 以 下 を 失う こと 。 

ИИ 

その 企業 へ の 投資 の 権利 。 

その こと で 、 投 資 が で き な く な る こと 。 
ИИ 


投資 家 は 、 そ うな る と 、 途 端 に 、 以 下 に 見 舞 わ れる 。 
ИИ 

彼 自身 の 生活 。 

それ が 破綻 する こと 。 

ИИ 


女性 も 、 こ れ と 同じ 問題 を 、 抱 えて いる 。 
それ は 、 女 性 も 、 男 性 に 対し て 、 以 下 を 、 投 資 し て いる か ら で あ る 。 
И! 

彼女 自身 の 人 生 。 

彼女 自身 の 女性 器 。 

Hil 


人 間 に は 、 以 下 の 二 通り が いる 。 
ИИ 

投資 家 に 向い て いる 人 。 

企業 家 に 向い て いる 人 。 

ИИ 


同様 に 、 女 性 に も 、 い ろ い ろ な 種類 が ある 。 
И. 

$. 

ある 女性 は 、 以 下 に 向い て いる 。 

人 生 投 資 家 。 


別 の 女性 は 、 以 下 の (1) より も 、 以 下 の (2) に お いて 、 よ り 優 れ て いる 。 
(1) 人 生 投 資 家 と し て の 素質 。 

(2) 企業 家 と し て の 素質 。 

ИИ 


これ は 、 男 性 の 場合 も 同様 で ある 。 


女性 は 、 以 下 の 生 活 を 送る こと が で きる 。 
人 生 投 資 家 と し て の 生活 。 


その 理由 と し て は 、 以 下 が 、 と て も 大 きい 。 
Mil 

女性 器 の 存在 。 

/ 

女性 は 、 そ れ を 、 自 身 の 体内 に 、 所 有する 。 
女性 は 、 そ れ を 、 生 得 的 に 、 所 有する 。 

MI! 


女性 は 、 以 下 の (1) を 、 以 下 の (2) に 対し て 、 以 下 の (3) の 期間 、 貸 し 出す 。 
(1) 
自身 0 女性 器 。 


(2) 
特定 の 男性 。 
彼 は 、 そ の 女性 の 結婚 相手 に な っ た 。 


(3) 
=. 


女性 は 、 そ うし て 、 以 下 を 得る 。 
Mil 

TAS НН 
永続 的 な 配当 と リタ ー ン 。 
自身 の 遺伝 的 子孫 。 

И 


これ が 、 以 下 の 原 点 で ある 。 
女性 優位 な 投資 家 生 活 。 


女性 は 、 以 下 に 似 て いる 。 
Hil 

不 动产 投资 家 。 

大 家 。 

ИИ! 


大 家 は 、 物 件 を 、 店 子 に 対し て 、 長 期 に わた っ て 貸す 。 
大 家 は 、 そ うし て 、 店 子 か ら 、 定 期 的 な 賃料 収入 を 得る 。 


店 子 は 、 男 性 で ある 。 
大 家 は 、 女 性 で ある 。 


この 場合 、 以 下 の (1 ) は 、 以 下 の (2) に 相当 する 。 
(1) 不動 産物 件 。 
(2) 女性 の 女性 器 。 


女性 は 、 以 下 の こ と を 、 主 に 行う 。 

彼女 は 、 家 庭 に お いて 、 以 下 を 、 担 当 す る 。 
ИИ 

住宅 内 の 清掃 。 

住宅 内 の 整理 。 

家事 。 

ill 


これ は 、 以 下 と 同じ で ある 。 

大 家 は 、 以 下 を 、 主 に 行う 。 

ИИ 

店 子 向け の 所 有 賃 貸 物 件 。 

彼 は 、 そ れ ら に お いて 、 以 下 を 、 担 当 す る 。 
/ 

その 物件 の 部 屋 。 

その 中 を 、 定 期 的 に 整備 する こと 。 


// 
Mil 


人 間 の 住宅 。 
その 主要 な 管理 者 は 、 女 性 で ある 。 


女性 器 。 
その 主要 な 管理 者 は 、 女 性 で ある 。 


Mil 
APIO TEE. 
Khe. 

/ 


両者 は 、 存 在 と し て 、 似 て いる 。 
Mil 


女性 は 、 以 下 の 存 在 で あり 続け る 。 
人 生 の 投資 家 。 


その 状態 は 、 以 下 の こ と が 続く 限り 、 存 続 する 。 


性 は 、 女 性 器 を 、 所 有する 。 
性 が 、 自 身 の 女 性 器 を 、 男 性 に 貸し 出す 。 
性 は 、 そ れ ら を 、 続 ける 。 


パ 、 女 性 か ら 、 女 性 器 を 借り る 。 
性 は 、 そ の 状態 を 、 維 持 し よう と する 。 
性 は 、 そ の た め に 、 必 死に な る 。 

性 は 、 そ れ ら を 、 続 ける 。 
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ie 
+ 


女性 は 、 こ うし た こと が 続く 限り 、 以 下 を 必要 と し な い 。 
ИИ 

彼女 自身 が 、 企 業 で 働く こと 。 

その 必然 性 。 

ИИ 


TOC. МЕРФИ. HEALY. 
Mil 
女性 に よる 、 企 業 へ の 本 格 的 な 進出 。 
女性 に よる 、 企 業 の 役職 へ の 就任 。 
Mil 


人 間 社 会 で 、 社 会 的 に 、 よ り 優 位 で ある 存在 。 
それ は 、 一 般 的 に は 、 以 下 の (1) CHS. 
それ は 、 以 下 の (2 ) で は な い 。 

(1) 

大 家 。 

不 动产 物件 。 

その 所 有 者 。 


(2) 
店 子 。 


不動 産物 件 。 
その 賃貸 人 。 


tae (2) は 、 (1) に 対し て 、 和 賃料 を 支払 い 続 ける 。 
彼 は 、 そ うし て 、 不 動産 物件 を 、 借 り 続 ける 。 


これ を 、 以 下 に 対し て 、 当 て は め る 。 
男女 の 性 差 。 


人 間 社 会 で 、 社 会 的 に 、 よ り 優 位 で ある 存在 。 
一 般 的 に は 、 以 下 の (1) CHS. 
それ は 、 以 下 の (2) で は な い 。 


男性 。 

ИИ 

ЗМЕЯ. 
その 賃貸 人 。 
Mil 


上 記 の (2) (4. (1) に 対し て 、 和 賃料 を 支払 い 続 ける 。 
彼 は 、 そ うし て 、 女 性 圧 を 、 借 り 続 ける 。 


女性 器 の 存在 。 

それ が 、 女 性 に 対し て 、 以 下 を も た ら す 。 
Mil 

彼女 の 、 社 会 に お ける 、 優 位 性 。 

ИИ! 


それ は 、 女 性 に 対し て 、 以 下 を も た ら す 。 
Mil 

彼女 の 社会 的 権力 。 

Mil 


pea. 
それ は 、 上 記 の 源泉 で ある 。 


これ は 、 以 下 の 要 因 で ある 。 
Mil 

女性 が 、 男 性 に 対し て 取る 態度 。 
それ が 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 
/ 

それ は 、 尊 大 で ある 。 

それ は 、 上 か ら 目 線 で ある 。 

/ 


/ 
それ ら は 、 根 本 的 で ある 。 


それ ら は 、 永 続 す る 。 
// 


Mil 


女性 は 、 男 性 に と っ て 、 そ うし た 存在 で あり 続け る 。 
その こと を 可能 に する 存在 。 

それ は 、 以 下 で ある 。 

ЗЕЯ. 

女性 は 、 そ れ を 、 生 得 的 に 、 占 有する 。 


これ は 、 以 下 と 同じ で ある 。 

以下 の (1) が 、 以 下 の (2) に 対し て 、 以 下 の (3) を 持つ こと 。 
(1) 

株 主 。 

投資 家 。 

資本 の 所 有 者 。 


(2) 

企業 。 

上 記 の (1) に よる 投資 先 。 
その 意思 決定 。 


(3) 
その 内 容 を 、 根 本 的 に 左右 する 力 。 
その 存在 その も の を 、 支 配 す る 力 。 


これ は 、 以 下 と 同じ で ある 。 

以下 の (1) が 、 以 下 の (2) に 対し て 、 以 下 の (3) を 持つ こと 。 
(1) 

女性 。 

人 生 投 资 家 。 

VER. 

生殖 的 資本 。 

その 占有 者 。 


(2) 

男性 。 

上 記 の (1 ) に よる 、 人 生 投 資 先 。 
その 企業 。 

その 意思 決定 。 

(3) 


その 内 容 を 、 根 本 的 に 左右 する 力 。 
その 存在 その も の を 、 支配 する 力 。 


人 生 投資 家 と し て の 女性 。 
彼女 は 、 以 下 を 、 一 方 的 に 占有 する 。 
СЕНЯ. 


それ は 、 以 下 の 存 在 で ある 。 


彼女 は 、 そ うし て 、 以 下 を 、 左 右 し 、 支 配 し 続け る 。 
以下 の 存在 に つい て の 意思 決定 。 

И 

男性 。 


/ 
それ は 、 以 下 の 存在 で ある 。 
彼女 自身 の 人 生 の 投資 。 


男性 は 、 以 下 の 存 在 で ある 。 
ИИ 

女性 に よる 支配 。 

それ を 受け 続け る 存在 。 
ИИ 


女性 に よる 男性 に 対す る 支配 。 
それ は 、 以 下 に よっ て 、 生 じ る 。 
女性 か ら 、 男 性 へ の 、 女 性 器 の 貸し 出し 。 
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各論 。 

人 生 投 資 家 と し て の 女性 。 

その 投資 先 の 企業 家 と し て の 男性 。 
女性 の 社会 的 優位 性 。 


男女 の 社会 的 居場所 と 、 家 庭 、 企業 と の 関係 。 
家庭 は 、 人 生 投資 家 の 根城 で ある 。 


人 生 投資 家 の 生 活 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

ИИ 

家庭 で て 、 配 当 を 得 な が ら 、 の ん びり 暮らす こと 。 
ИИ 


企業 は 、 企 業 家 の 根 城 で ある 。 


企業 家 の 生 活 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

ИИ 

企業 で 、 強 制 労働 に 従事 する こと 。 
ИИ 


家庭 と 企業 と の 関係 。 
それ は 、 次 の 二 つ の タイ プ へ と 、 分 けら れる 。 


(1) 家庭 と 企業 。 


両者 を 、 空 間 的 に 共有 する タイ プ 。 
ИИ 

例 。 

自家 工场 经 当 。 

农业 经 当 

ИИ 


) 家 庭 企业 。 
両者 を 、 空 間 的 に 分 離す る タイ プ 。 
И. 
$. 
都心 オフ ィ ス へ の 通勤 。 
Mil 


以下 の (1) &. WED (2) の 関係 。 
(1) 

男女 。 

その 社会 的 な 居場所 。 


(2) 
Hil 
家庭 。 
企業 。 
Mil 


それ ら は 、 次 の よう に 整理 され る 。 


男性 。 
1) 女性 優位 社会 に お ける 男性 。 
ik. BEC. 専ら 働く 。 


Lage 


性 は 、 家 庭 に は 、 帰 っ て こない 。 
性 は 、 家 庭 に は 、 居 場所 が 無い 。 
МЕ x 


は 、 家 族 か ら 疎 外さ れ て いる 。 
性 は 、 子供 か ら 引 き 離 され る 。 


性 は 、 女 性 に よっ て 、 一 生 、 企 業 へ と 、 隔 離さ れる 。 


は 、 企 業 で 、 以 下 を 、 や ら さ れる 。 
ais М. 


性 は 、 家庭 に は 居場所 が 無い 。 
の た め 、 男 性 は 、 企 業 に いる し か な い 。 


a3 he + 


ie 企業 家 を 、 専 業 す る 。 
、 企 業 専属 で ある 。 


EF EF 


性 に と っ て 、 以 下 が 起 き て いる 。 
庭 と 企業 の 分 離 。 


ae 働く 企業 。 
<. МТО (1 ) は 、 以 下 の (2) の 内 容 を 持つ 。 


т Уч SG MG OK 


1) 


企业 内 部 。 
その 人 間 関 係 。 
その 社会 規範 。 


(2) 
女性 優位 な 性 格 。 


企業 で 働く 人 々 。 

それ は 、 人 数 と し て は 、 男 性 が 多い 。 

LOL, Bt bis, UFOKRICB ANTS. 
Hil 

女性 の 精神 的 支配 。 

その 配下 。 

Mil 


それ は 、 以 下 の 理 由 に よる 。 
男性 が 、 女 性 に よっ て 、 以 下 の 処 四 を 受け て いる こと 。 
精神 の 女性 化 。 


(A- 2) 男性 優位 社会 に お ける 男性 。 
男性 は 、 企 業 で 働く 。 


し か し 、 男 性 は 、 家 庭 へ と 、 帰 っ て くる 。 
男性 は 、 家 庭 を 支配 する 。 


男性 は 、 子供 に 、 以 下 を 、 叩 き 込 む 。 
Mil 

移動 生活 様式 。 

その 男性 優位 価値 観 。 

その 男性 優位 な 行動 様式 。 

Mil 


男性 は 、 家 計 管 理 を する 。 
男性 は 、 以 下 に 、 存 在 す る 。 
ИИ 

企业 。 

家 庭 。 

その 両方 。 

ИИ 


男性 は 、 以 下 を 、 主 導 す る 。 
И 

企业 。 

家 庭 。 

その 両方 。 

И 


男性 に と っ て 、 以 下 が 起 き て いる 。 
И 

家庭 と 企業 。 

その 二 朋 帰属 。 

ИИ 


(В) 女性 。 

(B- 1) 女性 優位 社会 に お ける 女性 。 
女性 は 、 以 下 の 状 態 が 、 デ フォ ルト て で ある 。 
ИИ 

人 生 投 資 家 と し て 、 家 庭 に いる こと 。 

ИИ 


女性 は 、 企 業 で 働か な く て 良い 。 


女性 は 、 以 下 の 生 活 を 送る 
優 稚 な 配当 生活 。 


女性 は 、 家 庭 を 支配 する 。 
女性 は 、 母 親 と し て 、 彼 女 自 身 の 子 供 に 対し て 、 以 下 を 、 叩 き 込 む 。 
Ш 

定 住 生活 样式 。 

その 女性 優位 な 価値 観 。 
その 女性 優位 な 行動 様式 。 
Mil 


母親 た ち は 、 み ん な で 、 以 下 を 、 企 業 へ と 、 送 り 込 む 。 
自身 の 子供 。 


母 親 た ち は 、 子 供 た ち を 、 精 神 的 に 支配 する 。 
母親 た ち は 、 そ の 行為 を 通じ て 、 企 業 を 支配 する 。 


ある い は 、 以 下 の 通 り で ある 。 

Hil 

Bld, KILL DT. ВК) CHS. 

妻 は 、 夫 を 、 精 神 的 に 支配 する 。 

妻 は 、 そ うし た 夫 を 、 企 業 へ と 、 送 り 込 む 。 
妻たち は 、 そ の 行為 を 通じ て 、 企 業 を 支配 する 。 
Hil 


女性 は 、 家 計 管 理 を 行う 。 

女性 は 、 以 下 の (1 ) に つい て 、 以 下 の (2) の 状態 を 保持 する 。 
(1) 

家庭 の お 金 。 


(2) 

Mil 

彼女 は 、 そ れ を 、 好 き な 用 途 に 使え る 。 
彼女 は 、 そ れ を 、 使 い 放 題 で きる 。 
Mil 


女性 は 、 以 下 を 、 専 業 す る 。 
生 投資 家 。 


人 

女性 は 、 以 下 の こ と ば か り 考 える 。 
家庭 内 部 。 
女 


性 は 、 以 下 の こ と に は 、 関 心 が 薄 い 。 
家庭 の 外界 。 


女性 は 、 以 下 の こ と に は 、 関 心 が 薄 い 。 
社会 問題 。 


女性 は 、 以 下 の こ と ば か り を 、 気 に する 。 
Mil 

彼女 が 男性 か ら 得 る 配当 。 

それ が 多い こと 。 そ の 実現 。 

ИИ 


女性 は 、 以 下 の こ と に は 、 関 心 が 薄 い 。 
ИИ 
男性 が 企業 で 働く 条件 。 
その 茸 酷 さ 。 
男性 の 過労 。 
ИИ 


女性 は 、 以 下 で あぁ る 。 
家庭 専属 。 


女性 に と っ て 、 以 下 が 起 きま て いる 。 
家庭 と 企業 の 分 離 。 


仮に 、 女 性 が 、 結 婚 で き な い まま だ っ た 、 と する 。 
する と 、 女 性 は 、 仕 方 な く 、 企 業 で 働く 。 


仮に 、 女 性 が 、 企 業 家 と し て 、 オ 能 が あっ た 、 と する 。 
する と 、 女 性 は 、 企 業 で 働く 。 


女性 は 、 以 下 の 実 現 の た め に 、 企 業 で 働く 。 
(1) 

条件 の 良い 企業 家 。 

そう し た 男性 。 

彼 と 出会う こと 。 

(2) 

彼 と 結婚 する こと 。 

(3) 

Ех. ИТС и. 
人 生 投資 家 の 生 活 。 


(B- 2) 男性 優位 社会 に お ける 女性 。 
女性 は 、 家 庭 に いる 。 


Lal, НЗ. Е, 


女性 は 、 家 族 か ら 疎 外さ れ て いる 。 
女性 は 、 子供 か ら 引 き 離 され る 。 
女性 は 、 以 下 を 、 男 性 に 占有 され る 。 
家計 管理 の 権限 。 


女性 は 、 家 庭 に お いて 、 以 下 が 無 い 。 


经 济 的 自由 。 


女性 は 、 家 庭 で は 、 以 下 の よ うに 扱わ れる 。 
家政 婦 。 


女性 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 
Mil 

Ald, НОЕ EK. 
Mil 


女性 は 、 そ の た め 、 仕 方 な く 、 企 業 で 働く 。 


女性 に と っ て 、 以 下 が 起 まき て いる 。 
ИИ 

家庭 と 企業 。 

その 二 朋 帰属 。 

ИИ 
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人 生 投資 家 と し て の 女性 。 企業 家 と し て の 男性 。 そ うし た 女性 の 生活 は 、 男 性 
に 比べ て 、 と て も 恵まれ て いる 。 


女性 は 、 す ぐに 、 人 生 投 資 家 に 、 な れる 。 
女性 は 、 特 に 、 努 力 し な く て も 、 人 生 投 資 家 に 、 な れる 。 


ИИ! 
/ 

НЗ НЕХ. 

それ を 彼女 自身 の 体内 に 持っ て いる こと 。 
その 人 条件 を 満た すこ と 。 

/ 


女性 は 、 そ れ だ け で 、 す ぐ 、 人 生 投 資 家 に な れる 。 
Hil 


女性 は 、 以 下 を 過ごす 。 
そう し た 、 人 生 投 資 家 と し て の 生活 。 


その た め に 、 女 性 に は 、 以 下 は 、 あ っ て も いい 。 
Mil 

例 。 

学歴 

職業 上 の 特技 。 

ИИ 


し か し 、 女 性 は 、 そ れ ら が な く て も 、 問 題 な く 、 以 下 を 実現 で きる 。 
人 生 投資 家 に な る こと 。 


な の で 、 女 性 に は 、 本 来 的 に は 、 そ れ ら は 、 特 に 必要 な い 。 
仮に 、 女 性 が 、 以 下 を 実現 し た 、 と する 。 


企業 家相 当 の 男性 と 結婚 する こと 。 


する と 、 女 性 は 、 家 庭 に お いて 、 す ぐに 、 以 下 の 生 活 を 送る こと が で きる 。 
Mil 

// 

人 生 投 資 家 と し て の 生活 。 

配当 生活 。 

/ 


/ 
それ は 、 楽 で ある 。 
それ は 、 特 権 的 で ある 。 
/ 

Mil 


その 点 、 女 性 は 、 人 生 面 で 、 男 性 に 比べ て 、 以 下 を 実現 する 。 
(1) 格段 に 優遇 され て いる 状態 。 

(2) 格段 に 楽 で ある 状態 。 

女性 は 、 そ れ ら を 、 容 易 に 実現 する 。 


この こと は 、 特 に 、 以 下 の 女 性 に つい て 言え る 。 
女性 優位 社会 に お ける 女性 。 

ИИ 

$. 

日 本 の 女性 。 

ИИ 


女性 優位 社会 。 

女性 た ち は 、 以 下 を 、 社 会 的 に 、 所 持 す る 。 
И 

家庭 に お ける 家計 管理 。 

その 権限 。 

それ を 独占 的 に 滞 握 する 権力 。 

И 


彼女 た ち は 、 以 下 を 、 自 分 の 意 の まま に 、 実 行 で きる 。 
Hil 

家庭 に お ける 、 お 金 の 出し 入れ 。 

Hil 


彼女 た ち は 、 以 下 が 可 能 で ある 。 
以下 を 、 自 分 の 思う まま に 使う こと 。 
ИИ 

男性 か ら の 経済 的 配当 。 

男性 か ら の 経済 的 リタ ー ン 。 

И 


女性 優位 社会 。 

女性 た ち は 、 こ の 面 で 、 以 下 を 所 持 す る 。 
И 

社会 的 地 位 。 

それ が 根本 的 に 高い 状態 。 

И 


女性 優位 社会 。 

女性 た ち は 、 以 下 を 実現 で きる 。 

ИИ! 

人 生 投 資 家 と し て の 、 幸福 从 人 生 关 生活 。 
それ を 生涯 に わた っ て 続け る こと 。 

ИИ 


仮に 、 男 性 優位 社会 に お ける 女性 た ち が 、 こ れ を 行 お うと し た 、 


する と 、 女 性 は 、 男 性 の 許可 を 得 な いと いけ な い 。 
男性 優位 社会 で は 、 男 性 が 、 家 庭 を 主導 する 。 


男性 優位 社会 。 

男性 は 、 以 下 を 、 社 会 的 に 、 所 持 す る 。 
ИИ 

家庭 に お ける 家計 管理 。 

その 権限 。 

それ を 独占 的 に 滞 握 する 権力 。 

ИИ 


男性 優位 社会 に お ける 女性 た ち 


と する 。 


彼女 た ち は 、 人 生 投 資 家 と し て は 、 以 下 の 内 容 を 持つ こと が 出来 な い 。 


/// 
Я ah) な 自 由 。 
И! 


女性 た ち は 、 以 下 を 確保 し よう と する 。 
Mil 

彼女 自身 の 経済 的 自由 。 

Mil 


その た め 、 彼 女 た ち は 、 仕 方 な く 、 男 性 同様 に 、 以 下 を 目指 す 。 


Mil 
企业 家 。 
Mil 


以下 の こと は 、 必 要 な い 。 
Mil 


以下 の (1) は 、 以 下 の (2) みた い に 、 以 下 の (3) を 過ごす 。 


1 ) 女性 優位 社会 に お ける 女性 た ち 。 
) 男性 優位 社会 に お ける 女性 た ち 。 
3) 企業 家 指 向 の 人 生 。 
Mil 


れ は 、 本 来 、 全 く 、 必 要 な い 。 


(1) は 、 以 下 の (2) を 、 実 行 で きる 。 
) 女性 優位 社会 に お 【 а 
) 人 生 投資 家 と し て の 配当 生活 。 


上 記 の ( Na и. ) х. РС. 
Gena は 、 以 下 の ( I 


(3) 
男性 が 無能 で ある 状態 。 


その 程度 が 、 一 定 限度 を 超え る こと 。 
ИИ 

例 。 

能 力 不 足 。 

過労 。 

病気 。 

死亡 。 

ИИ 


その 保証 は 、 上 記 の (1) に と っ て 、 生 涯 に わた っ て 、 続 く 。 


女性 優位 社会 に お ける 女性 た ち 。 

彼女 た ち は 、 以 下 を する だ け で 、 良 い 。 

ИИ 

以下 の (1) の 場合 に お いて 、 初 め て 、 以 下 の (2) を 実現 する こと 。 
(1) 

以下 の 二 つ の 条件 が 揃っ た 場合 。 


(1-1) 

以下 の こと に 気付 く こ と 。 

ИИ 

私 自身 に は 、 以 下 が 、 あ り そ う だ 。 
企業 家 と し て の オ 能 。 

ИИ 


(1-2) 

以下 の よう に 思う よう に な る こと 。 
ИИ 

私 は 、 以 下 を 伸ばし た い 。 

上 記 の (1-1) ) に お ける オオ 能 。 
Wil 


(2) 
企業 家 に な る こと 。 
企業 家 を や る こと 。 


彼女 た ち は 、 以 下 に つい て 、 幅 が 広い 。 
人 生 面 で の 選択 肢 。 


彼女 た ち は 、 以 下 の 人 生 を 送る こと が 出来 る 。 
И 

イー ジー モー ド の 人 生 。 

恵まれ た 人 生 。 

И 


その た め に 必要 な 社会 的 権力 。 

彼女 た ち は 、 そ れ を 、 十 分 に 持っ て いる 。 
彼女 た ちの 社会 的 地位 。 

それ は 高い 。 


男性 優位 社会 に お ける 女性 た ち 。 
彼女 た ち は 、 上 記 の 面 で 、 大 きく 劣っ て いる 。 


彼女 た ちの 社会 的 地位 。 
それ は 、 根 本 的 に 低い 。 


男性 優位 社会 に お ける 女性 た ち は 、 以 下 に お いて 、 人 不幸 に な りや すい 。 
人 生 投資 家 と し て の 人 生 や 生 活 。 


男性 優位 社会 。 

女性 は 、 男 性 同様 、 以 下 の 人 生 を 送る し か な い 。 
ИИ 

企業 家 と し て の 人 生 。 

働き 詰め の 人 生 。 

ИИ 


彼女 た ち に は 、 以 下 の 人 生 が 待っ て いる 。 
Mil 

ハー ド な 人 生 。 

恵まれ な い 人 生 。 

不幸 な 人 生 。 

Mil 


彼女 た ち は 、 そ うし た 人 生 を 、 和 終生 に わた っ て 送る 。 
男性 優位 社会 に お ける 女性 た ち 。 


彼女 た ち は 、 必 死に な っ て 、 以 下 を 、 主 唱 す る 。 
Mil 


女性 の 社会 的 地位 。 
その 向上 。 
その 実現 。 
その 思想 。 


ИИ! 


フェ ミニ ズム の 思想 。 

その 根源 。 

それ は 、 上 記 に ある 。 

現状 の 女性 優位 社会 。 

例え ば 、 AA. 

女性 優位 社会 の 人 々 は 、 以 下 の 内 容 に 、 感 化 さ れる 。 
男性 優位 社会 に お ける 思想 。 

上 記 の 男性 優位 社会 。 

その 社会 は 、 以 下 の 特 徴 を 持つ 。 


(1) それ は 、 世 界 的 に 、 影 響 力 が 大 きい 。 
(2) それ は 、 先 進 的 で ある 。 


女性 優位 社会 の 人 々 は 、 上 記 の 内 容 を 、 盲 倍 す る 。 

以下 の (1) да, МТО (А) の た め の 思 想 で ある 。 
(1) 

男性 優位 社会 に お ける 、 フ ェ ミ ニズム の 思想 。 


(А) 


男性 優位 社会 に お ける 女性 た ち 
ИИ 

彼女 た ち は 、 恵 まれ な い 人 生 を 送る 
彼女 た ち は 、 社 会 的 弱者 で ある 。 
ИИ 


(В) 

女性 優位 社会 に お ける 女性 た ち 

Wil 

彼女 た ち は 、 恵 まれ た 人 生 を 送る 。 

彼女 た ち は 、 社 会 的 強者 で ある 。 

// 

それ ら の 実現 。 

彼女 た ち は 、 そ れ を 、 本 来 的 に 、 保 証 さ れ て いる 。 
ИИ 


т 
а ニス ト た ち 。 
о ) を 、 以 下 の (В) に 対し て 、 強 制す る こと 。 


上 記 の (C) (kd, EadM (В) に 対し て 、 以 下 の (4) を 、 強 制す る 。 
(4) 

И 

男性 並み の 人 生 。 

ハー ド な 人 生 。 

Mil 

以下 の 内 容 の 人 生 。 

そこ で は 、 以 下 の 内 容 が 、 終 生 、 持 続 す る 。 

// 

2-55. MRA. 


上 記 の 傾向 は 、 社 会 的 に 、 次 第 に 強まっ て いる 。 


上 記 の (С) は 、 以 下 の 行 為 を 行っ て いる 。 
上 記 の (B) 下記 の (5 р 
その 下記 の (5) を 、 а ) に する こと 。 


(5) 
人 生 投 資 家 と し て の 生活 や 人 生 。 
ИИ 
惠 去 机 大 人 生 。 
幸福 从 人生。 
// 
その 高い 品質 。 
その 高い 水準 。 
ИИ 


(6) 
上 記 の (А) と 同じ 水準 。 


それ は 、 寺 上記 の (В) に と っ て 、 以 下 と 同じ で ある 。 
Mil 


以下 の 内 容 を 引き 下げ る こと 。 
以下 の 内 容 を 悪化 させ る こと 。 
// 

生活 の 水準 。 

人 生 の 水準 。 

ИИ 


上 記 の (С) (4, ЕЁ (В) に と っ て 、 以 下 の (7) の よう な 存在 で ある 。 
(7) 

ИИ 

AZO. 

ЖЕ. 

社会 的 な 加害 者 。 

ИИ 


上 記 の (С) (4. Ев (В) 民 对 L 民 、 上 记 O (5) に 関し て 、 以 下 の (8) の 


を 、 実 行 する 。 
(8) 
ОНА. ВАНЯ 9 СУ. 


上 记 C (1) は 、 以 下 で ある 。 

ИИ! 

不幸 な フェ ミニ ズム 。 

ИИ 

上 記 の (А) が 、 そ れ を 、 主 導 す る 。 


上 記 の (В) 向け の フェ ミニ ズム 。 
それ は 、 以 下 の (2) で ある 。 
(2) 

Mil 

ЗУ mzds, 

Mil 


上 記 の (2) の 思想 。 
それ は 、 以 下 を 指向 する 。 
女 権 の さら な る 拡張 。 


上 記 の (2) の 具体 的 な 内 容 。 
それ は 、 以 下 で ある 。 


(2-1) 

以下 を 実現 する こと 。 
ИИ 
家庭 に お ける 家計 管理 。 
その 権限 。 

その 独占 。 

ИИ 


そう し て 、 以 下 を 実現 する こと 。 
人 生 投 資 家 と し て の 、 恵 まれ た 人 生 。 


それ を 、 次 の 存在 に する こと 。 
それ は 、 女 性 に と っ て 、 本 来 的 で ある 。 


4 


1T 


TAS 


(2-2) 

以下 を 実現 する こと 。 
ИИ 

人 生 に お ける 自由 。 
人 生 上 の 好み 。 

ИИ 

それ を 確保 する こと 。 
それ を 設 歌 する こと 。 
ИИ 

ох UT. МТ, ЧЕ Си, 
// 


企業 家 と し て の オ 能 。 

それ を 、 自 由 に 伸ばす こと 。 
それ を 可能 に する こと 。 

/ 

ИИ 

MINI 

И 


そし て 、 以 下 を 可能 に する こと 。 
ИИ 

ЛЕ. 

その 自由 の 度合 い 。 

それ が と て も 高い こと 。 

ИИ 

それ を 永続 させ る こと 。 

その 実現 。 

ill 

MINIT 


上 記 の (В) に と っ て は 、 以 下 が 必 要 で ある 。 
上 記 の (1) に 代わ っ て 、 上 記 の (2) を 用 意 す る こと 。 


上 記 の (В) に と っ て は 、 以 下 が 必 須 で ある 。 
上 記 の (2) を 、 和 急い で 作り 上 げ 、 用 意 す る こと 。 


ITT 


一 方 、 企 業 家 の 男性 。 

男性 は 、 以 下 が 必 要 で ある 。 

以下 の (1) の た め に 、 以 下 の (2) を 、 実 現す る こと 。 
(1) 

女性 へ の 配当 を 実現 する こと 。 


(209 
絶え ず 、 働 き 続 ける こと 。 


(2-2) 

有 能 さ 。 

Mil 

それ を 確保 する こと 。 

それ を 、 維 持 し 続け る こと 。 
Mil 


男性 は 、 以 下 の (1) ФЕ. WED (2) が 、 必 要 で ある 。 
(1) 
企業 家 と し て 生き て いく こと 。 


(2) 
大 き な オ 能 や 努力 。 


男性 は 、 以 下 が 必 要 で ある 。 
Wil 

そう し た ハー ド な 人 生 。 
それ を 生き て 行く こと 。 
Wil 


以下 の (1) 4. МТО (2) と 比較 し て 、 以 下 の (3) の 内 容 で ある 。 


(1) 男性 の 人 生 。 

(2) 女性 の 人 生 。 

(3) 

それ は 、 根 本 的 に 割り が 悪い 。 
それ は 、 労 っ て いる 。 


男性 の 人 生 。 
それ は 、 ハ ー ド に な る 。 


その 原因 は 、 以 下 で ある 。 
男性 が 、 以 下 の (1) を 、 以 下 の (2) の 形 で 、 持 っ て いな いこ と 。 


(1) 
生体 面 で の 資本 。 
iil 

例 。 

女性 器 。 


女性 が 、 そ れ を 、 所 有する 。 
Mil 


(2) 
生体 内 の 機構 。 


oor 


器 官 。 
これ は 、 以 下 に つなが っ て いる 。 

人 間 社 会 に お ける 男性 差別 。 

それ は 、 男 性 に と っ て 、 根 本 的 な 問題 で ある 。 
(初出 2020 年 5 月 ) 


人 生 投資 家 と し て の 女性 。 そ の 女性 は 、 人 生 に お ける 自由 度 が 高い 。 


女性 は 、 男 性 に 比べ て 、 以 下 が 可 能 で ある 。 
以下 の 両者 を 、 同 時 に 兼業 する こと 。 


Hil 
人 生 投 资 家 。 
企业 家 。 
Hil 


人 物 が 人 生 面 で 持つ 自由 さ . 
女性 は 、 そ れ を 、 男 性 に 比べ て 、 格 段 に 多く 持て る 。 


女性 は 、 男 性 に 対し て 、 以 下 を 投資 する 。 
ИИ 

自身 の 人 生 。 

ИИ 


女性 は 、 そ うし て 、 男 性 か ら 、 配 当 を 得る 。 


女性 は 、 以 下 が 可 能 で ある 。 

Mil 

彼女 は 、 彼 女 自 身 で は 働か な い 。 

彼女 は 、 そ れ で 、 十分 生活 で きる 。 

そう し た 経済 的 な 生活 レベ ル 。 そ の 容易 な 獲得 。 
ИИ! 


女性 は 、 そ れ ら を 、 簡 単に 得る 。 

女性 は 、 そ れ ら と 同時 に 、 以 下 の 内 容 を 、 た くさ ん 持て る 。 
Mil 

自由 时 间 。 

Mil 


な の で 、 女 性 は 、 以 下 が 可 能 で ある 。 
Mil 

彼女 自身 が 好き な こと 。 ぇ 。 
企業 の よう な こと 。 
それ を する こと 。 

ИИ 


その た め 、 以 下 の (1) 4. WED (2) を 、 実 現 で きる 。 
(1) 

女性 。 

彼女 は 、 以 下 を 持つ 。 

ИИ 

企業 家 の オ 能 。 

Mill 


(2) 
企業 家 と し て の 人 生 。 
彼女 は 、 そ れ を 、 本 格 的 に 、 開 始 す る 。 


仮に 、 女 性 が 、 以 下 の (1 ) で あっ た 、 と する 。 
する と 、 女 性 は 、 以 下 の (2) が 可能 で ある 。 
(1) 

彼女 自身 は 、 既 に 、 以 下 の 立場 を 確保 し て いる 。 
Mil 

人 生 投 資 家 。 

Mil 


(2) 

Mil 
趣味 的 な 企業 活動 。 
彼女 は 、 そ れ を 行う 。 


その 企業 収益 。 
それ は 、 あ まり 重要 で は な い 。 
Mil 


以下 の (1) 4. ИГО (2) が 発生 する と 、 以 下 の (3) に な る 。 
(1) 

女性 。 

人 生 投 資 家 。 


(2) 
男性 。 
企业 家 。 
彼 は 、 倒 れる 。 


(3) 

iil 

配当 を 、 十 分 得る こと 。 
その 実現 。 


それ が 不可 能 に な る こと 。 
ИИ 


女性 は 、 そ うし た 事態 を 、 想 定 す る 。 


女性 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 

私 は 、 以 下 の 能 力 を 、 あ る 程度 、 予 備 で 持つ べき だ 。 
Hil 

企业 家 。 

经 济 的 自 活 。 

HII 


女性 は 、 以 下 に 熱心 に な っ て いる 。 
以下 の 能力 を 磨く こと 。 

И 

企業 家 と し て の 能力 。 

経済 的 利益 を 計上 する 能力 。 

ИИ 
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女性 優位 社会 に お ける 母親 主導 の 子育て 。 人 生 投資 家 と し て の 母親 。 


女性 優位 社会 に お ける 女性 。 
女性 は 、 以 下 の 存 在 で ある 。 
Mil 

家庭 に いる 存在 。 

EER 

Mil 


彼女 は 、 以 下 が 可 能 で ある 。 
И 
育て に お いて 、 主 導 権 を 握る こと 。 


育て の 権限 。 


それ を 、 自 身 で 、 独 占 で きる こと 。 
Mil 


彼女 は 、 そ うし た 支配 者 的 な 立場 に いる 。 
彼女 は 、 そ れ を 利用 する 。 


彼女 は 、 以 下 の (1) と し て 、 以 下 の (2) に 対し て 、 以 下 の (3) を 行う 。 


(2) 
彼女 自身 の 子供 。 


(3) 

彼女 自身 の 人 生 。 

それ を 投資 する こと 。 

その 量 は 、 た くさ ん で ある 。 


彼女 は 、 以 下 の 実 現 を 目指 す 。 

上 記 の (2) は 、 以 下 の (4) の 存在 と し て 、 以 下 の (5) の 内 容 を 実現 する 。 
(4-1) 企業 家 。 

(4-2) 人 生 投 資 家 。 

(5) 社会 的 に 成功 する こと 。 


MAS. ФЕВ, EatM (2) (SHUT. WED (6) を 、 以 下 の (7) DAK 


Hil 
付き っ 切り で 、 指 導 す る こと 。 
一 生 比 命 に 、 指 導 す る こと 。 
Hil 


MAS. Che. Eatm (2) AS, WED (8) に 該当 する 間 、 行 う 。 
(8-1) 上 记 O (2) が 大 人 に な る まで の 間 。 
(8-2) 生涯 の 全て の 期間 。 


彼女 は 、 例 えば 、 以 下 を 行う 。 

Ш 

以下 を 探し て 、 決 め よ うと する こと 。 
彼女 自身 の 子供 た ちの 結婚 相手 。 
それ は 、 上 記 の 一 環 で ある 。 


ИИ! 


これ は 、 彼 女 に と っ て 、 以 下 に な る 。 
ИИ 

人 生 投 資 家 と し て の 人 生 。 

その 新た な ラウ ンド 。 
その 第 ニラ ウン ド 。 

ИИ 


Wad. ЕЕ, DARA, В, KHL TUS. 
MH 

人 生 投 資 家 と し て の 人 生 。 

その 第 一 ラウ ンド 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
И 

配偶 者 。 男 性 。 

彼女 は 、 彼 と 、 結 婚 し た 。 
彼 へ の 人 生 投 資 。 

彼 か ら の 配当 に 基づく 生活 。 
// 

それ は 、 上 恵まれ て いる 。 
thd, FUCHS. 

// 


Mil 
MII 


女性 優位 社会 。 


そこ で は 、 以 下 の (9) は 、 以 下 の (10) に 対し て 、 上 記 と 同様 の こと を 考え る 。 


(9) 祖母 。 
(10) BROOK. 


これ は 、 以 下 の 内 容 に な る 。 
ИИ 

人 生 投 資 家 と し て の 人 生 。 
その さら に 新た な ラウ ンド 。 
その 第 三 ラ ウン ド 。 

Wil 


女性 は 、 以 下 の (11) の 双方 に 対し て 、 投 資す る 。 
(11-1) 自身 の 息子 。 
(11-2) 自身 の 娘 。 


彼女 は 、 上 記 の (11-1) ) に は 、 以 下 を 三 え よう と する 。 
Mil 


企業 家 と し て の オ 能 。 
ИИ 


上 記 の (11-1) ) は 、 男 性 で ある 。 
Wis. WR ao TOA). 
女性 器 。 


彼 は 、 以 下 の 実 現 が 困難 で ある 。 
人 生 投 資 家 に な る こと 。 


о-в. BRIS, МТяНЗЭ. 

ИИ 

上 記 の (11-1) の オ 能 を 、 以 下 に 特 化 させ る こと 。 
それ を 、 な る べく 伸ばす こと 。 

企業 家 。 

ИИ 


彼女 は 、 以 下 を 目指 す 。 

ИИ 

上 記 の (11-2) に 対し て 、 以 下 の 二 つの オ 能 を 、 両 方 と も 与え る こと 。 
それ ら を 、 な る べく 伸ばす こと 。 


tat (11-2) は 、 女 性 で ある 。 
彼女 は 、 以 下 を 持っ て いる 。 
Mil 


上 記 の (11- 2) は 、 以 下 の ど ちら に も な れる 。 
Hil 

人 生 投 资 家 。 

企业 家 。 

ИИ 


人 生 の 選択 肢 は 、 上 記 の (11-1) 未 中 十 、 上 记 OD (11-2) の 方 が 、 よ り 多 い 。 
人 生 の 人 条件 は 、 上 記 の (11-1) LYS, КАФ (11-2) の 方 が 、 よ り 良 い 。 


女性 優位 社会 。 

Ea (4—0 

そこ で は 、 彼 女 は 、 本 来 、 以 下 を や る だ け で 、 十 分 生活 で きる 。 
ИИ! 

人 生 投 资 家 。 

ШО 


上 記 の (11-2) 。 

彼女 は 、 上 記 の こと だ け で 、 以 下 の 実 現 が 可能 で ある 。 
il 

満足 し た 人 生 を 送る こと 。 

それ は 、 以 下 の 二 つの 面 で 、 十 分 実現 する 。 

// 


企業 家 と し て の オ 能 。 


それ を 伸ばす 教育 。 
Mil 


上 記 の (12) tds eae? (11 - 2) に と っ て は 、 あ っ て も 、 無 く て も 、 ど ちら で も 
問題 な い 。 


01-4. BRIS. WED (13) を 、 必 ず し も 、 実 行 し な か っ た 。 

ИИ 

(13) 上 记 O (11-2) に 対し て 、 上 記 の (1 2 ) を 、 実 施す る こと 。 
ИИ 


し か し 、 母 親 の 方 針 は 、 最 近 は 、 以 下 へ と 、 変化 し つつ ある 。 
ИИ! 

上 記 の (13) を 、 確 実に 実行 する こと 。 

Mil 
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人 生 投 資 家 と し て の 女性 。 女性 に よる 企業 に お ける 働き ぶり 。 そ の 働き 方 が 家 
計 補 助 的 に な る 理由 。 


人 生 投 資 家 と し て の 女性 。 
彼女 は 、 以 下 の (4) が 発生 する まで 、 以 下 の (4) を 実行 し な い 。 
(4) 以下 の (1) が 、 以 下 の (2) の 状態 に な る こと 。 


(1) 
彼女 自身 の 人 生 投資 先 の 男性 。 
彼 か ら の 経済 的 配当 。 


(2) 
その 不足 。 
その 発生 。 


(3) 

以下 を 、 初 め て 開始 する こと 。 
ИИ 

企業 で 働く こと 。 

ИИ 


女性 は 、 以 下 の 行 為 を 望ま な い 。 

MH 

彼女 は 、 企 業 に お いて 、 以 下 を 実行 する 。 
彼女 は 、 以 下 の (5) の 限度 を 超え て 、 働 く 。 
ИИ 

(5) 

家計 の 補助 。 

その 実現 。 


それ は 、 以 下 の た め に 、 必 要 で ある 。 
// 

彼女 自身 の 人 生 投資 先 の 男性 。 

彼 か ら の 経済 的 配当 。 


その 不足 。 
それ を 補う こと 。 
/ 

Mil 

MII 


この こと は 、 以 下 に つい て の 、 明 確 な 証拠 と な る 。 

女性 が 、 以 下 の (6-1) と 同様 に 、 以 下 の (6 - 2 ) の 原理 で 動い て いる こと 。 
(6-1) 

投资 家 。 

株式 配 当 生 活 者 。 


(6-2) 

И 

投资 家 一 般 。 

その 普遍 的 な 行動 原理 。 
iil 


上 記 の (6-1) ) は 、 ふ だ ん は 、 以 下 に よっ て 生活 する 。 
彼 は 、 そ れ で 満足 する 。 

Mil 

(7) 

投資 先 か ら の 経済 的 配当 。 

Mil 


上 記 の (6-1) (4, МТО (10) が 発生 する まで 、 以 下 の (9) を 実施 し な い 。 
MH 
(10) 上 記 の (7) AS, МТО (8) の 状態 に な る こと 。 


(8 ) 
経済 的 な 不足 。 
その 発生 。 


(9) 

以下 を 、 初 め て 開始 する こと 。 
ИИ 

企業 で 働く こと 。 

ИИ 

ИИ 


上 記 の (6-1) ) は 、 以 下 を 望ま な い 。 
企業 に お いて 、 以 下 を 実行 する こと 。 

И 

以下 の (11) の 限度 を 超え て 、 働 く こ と 。 
ИИ 

(11) 

収入 不足 。 

その 補填 。 

その 補助 。 

その 実現 。 


それ は 、 以 下 の た め に 、 必 要 で ある 。 
// 
彼 の 投資 先 か ら の 経済 的 配当 。 


その 不足 。 
それ を 補う こと 。 
/ 

Mil 

MII 


上 記 の (6-1). 

彼 は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 
ИИ 

上 記 の (10) の 発生 。 

それ は 、 一 時 的 な も の で ある 。 
ИИ! 


人 生 投 資 家 と し て の 女性 。 

彼女 は 、 そ れ と 同様 に 、 以 下 の よ うに 考え る 。 
Wil 

上 記 の (4) の 発生 。 

それ は 、 一 時 的 な も の で ある 。 

ИИ 


alt. WKS. SALLY. 

MINI 

彼女 は 、 企 業 で 、 以 下 の (12) を 実現 する 。 
(12) 

彼女 は 、 働 く 。 


(12-1) 
彼女 は 、 そ れ を 、 本 格 的 に 実行 する 。 


(12-2) 
彼女 は 、 そ れ に 対し て 、 以 下 の 気 持ち て 臨む 。 

Mil 

私 は 、 自 分 の 人 生 を 、 そ れ に 対し て 、 新 た に 、 賭 ける 。 
ИИ 

ИИ 


彼女 は 、 以 下 の (13) ) に つい て 、 興 味 を 持た な い 。 
Mil 

(13) 

ВВС. Яя Си. 

Mil 


それ は 、 和 彼女 に と っ て 、 本 来 的 で ある 。 

その た め 、 彼 女 た ち は 、 以 下 を 、 少 し も し な い 。 
ИИ 

上 记 O (13) を 、 実 行 す る こと 。 

ИИ 


Athy, adm (13) ) は 、 彼 女 た ち に と っ て は 、 そ も そ も 、 以 下 を 実現 する 上 で 、 
全く 必要 が な いか ら だ 。 
人 生 投 資 家 と し て の 生活 。 


以下 の (14) の 人 物 は 、 以 下 の (15) の 人 物 に 比べ て 、 以 下 の (16) の 実現 が 、 
容易 に な る 。 


(14) 
次 の 立場 の 人 。 
その 人 物 は 、 生 活 上 、 強 制 労 働 を し な く て 良い 。 


(15) 
次 の 立場 の 人 。 
その 人 物 は 、 生 活 上 、 強 制 労働 が 必須 で ある 。 


(16) 

ИИ 

社会 的 地 位 。 

それ が 、 根 源 的 に 高い こと 。 
その 実現 。 

ИИ 


これ は 、 男 性 と 女性 の 間 に も 当て は まる 。 


以下 の (14-1) の 人 物 は 、 以 下 の (15-1) の 人 物 に 比べ て 、 以 下 の (16-1) 
の 実現 が 、 容 易 に な る 。 


(14-1) 

女性 。 

その 人 物 は 、 以 下 で あぁ ある 。 

人 生 投 資 家 。 

その 人 物 は 、 生 活 上 、 強 制 労働 を し な く て 良い 。 

その 人 物 は 、 配 当 生 活 で 、 余 裕 を 持っ て 暮らし て 行け る 。 


(15-1) 

男性 。 

その 人 物 は 、 以 下 で あぁ る 。 

企業 家 。 

その 人 物 は 、 以 下 の 生 活 に 明け 暮れ る 。 
強制 労働 。 

その 毎日 の 繰り 返し 。 


(16-1) 
社会 的 地位 。 
それ が 、 根 源 的 に 高い こと 。 
その 実現 。 


С. МОЕ. 

(17) 

女性 は 、 男 性 に 比べ て 、 社 会 的 地位 が 高い 。 

それ は 、 社 会 に お いて 、 根 本 的 な 現象 で ある 。 

従来 の 男性 優位 社会 。 

そこ で は 、 人 々 は 、 下 記 を 行っ て いる 。 

(20) 人 々 は 、 以 下 の (18) の 内 容 を 、 以 下 の (19) の 目的 で 、 採 用 する 。 


(18) 
企業 に お いて 、 女 性 が 、 役 職 に 就任 する 度合 い 。 


(19) 

И 
女性 の 社会 的 地位 。 
その 高 さ 。 

その 測定 。 

И 


女性 優位 社会 。 

その 社会 に お ける 、 上 記 の (20) ) に つい て の 評価 。 

их. ЕЕ (17) の 視点 か ら は 、 本 来 、 以 下 の よ うに な る 。 
ИИ 

それ は 、 本 質 的 に 間違っ て いる 。 

それ は 、 馬 鹿 馬 鹿 し い 。 

И 
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人 生 投 資 家 に な り 損 ね る 女性 。 彼 女 が 抱え る 社会 的 格差 。 


女性 は 、 以 下 を 、 持 っ て いる 。 
pea. 


女性 は 、 以 下 を 、 生 得 的 に 備え て いる 。 
ИИ 

人 生 投 資 家 に な る こと 。 

その 実現 。 

それ に 有利 な 条件 。 

ИИ 


し か し 、 以 下 の (1) の 人 物 は 、 以 下 の (2) の 実現 の た め に 、 以 下 の (3) を 実行 す 
る 必要 が ある 。 
(1) 女性 。 


(2) 

ИИ 

人 生 投資 家 と し て の 生活 。 

それ を 、 生 涯 に わた っ て 、 行 うこ と 。 
その 実現 。 

ИИ 

(3) 


И 
その 人 物 の 人 生 の 投資 先 と し て の 男性 。 
/ 


彼 を 、 生 涯 に わた っ て 、 確 保 す る こと 。 
その 実現 。 


Hil 
人 生 投 資 家 と し て 安定 し た 人 生 を 送る こと 。 


その 実現 。 

iil 

女性 は 、 そ の た め に 、 以 下 が 必 要 で ある 。 
(1) 

И 

以下 の 存在 を 、 探 すこ と 。 

男性 。 

彼 は 、 企 業 家 と し て 有人 能 で ある 。 

И 


(2) 
//// 
彼 と 、 以 下 を 開始 する こと 。 
デー ト 。 
同棲 。 
ИИ! 


(3) 

Mil 

彼女 は 、 最 終 的 に 、 彼 と の 間 で 、 以 下 を 実現 する 。 
結婚 生活 。 

それ は 、 安定 し て いる 。 

Mil 


例え ば 、 女 性 は 、 以 下 の 手 段 を 取る 。 

彼女 は 、 以 下 の (1) に よっ て 、 以 下 の (2) を 、 決 め て も ら う 。 
(1) 

他 者 。 

彼女 は 、 そ の 他 者 を 、 人 生 上 で 頼り に し て いる 。 

ИИ 

4. 

彼女 の 母親 。 

И 


(2) 結婚 相手 の 男性 。 
女性 は 、 次 の よう な 男性 を 、 見 つけ る 。 


(1) 
彼 は 、 企 業 家 と し て 有人 能 で ある 。 


(2) 

彼 は 、 彼 女 と の 間 で 、 以 下 が 合う 。 
Mil 

性 格 。 

価値 観 。 

Mil 


女性 は 、 そ の 男性 と 結婚 する 。 


そう し た 女性 は 、 以 下 の (1) の 存在 と な る 。 
彼女 は 、 以 下 の (2) の 内 容 を 開始 で きる 。 
(1) 人 生 投 資 家 。 

(2) 十分 幸せ な 人 生 。 


逆 に 、 以 下 の こ と が 起こ る 。 

仮に 、 女 性 が 、 以 下 の 実 現に つい て 、 失 敗 し た 、 と する 。 
(1) 彼女 は 、 そ うし た 男性 を 、 何 と か し て 、 見 つけ る 。 
(2) 彼女 は 、 そ の 男性 と 、 結 婚 生 活 を 送る 。 


する と 、 女 性 に は 、 以 下 の こ と が 待ち 受け る 。 
Mil 

想定 外 の 人 生 。 

それ は 、 か な り 苫 酷 で ある 。 

ИИ 


そう し た 女性 に は 、 以 下 の こ と が 必要 で ある 。 

ИИ 

配当 が 一 切 無 い 状 況 の 下 で 、 何 と か 生活 し て いく こと 。 
その 実現 。 

ИИ 


女性 は 、 以 下 の 内 容 を 確保 する 必要 が ある 。 


経済 的 な バッ クア ッ プ 。 


女性 は 、 以 下 の 実 現 が 可能 な 場合 、 こ の 問題 を クリ ア で きる 。 
ИИ 

彼女 は 、 実家 か ら 、 経 済 的 バッ クア ッ プ を 得 ら れる 。 
彼女 は 、 経 済 的 に 余裕 が ある 。 

彼女 は 、 経 済 的 に 恵まれ て いる 。 

Mil 


し か し 、 女 性 は 、 以 下 の 場合 、 こ の 問題 を クリ ア で き な い 。 
RAS, ЯНВ. 

そう し た 女性 は 、 生 活 の た め に 、 以 下 を 行う 。 
企業 で 働く こと 。 


そう し た 女性 は 、 男 性 と 同様 に 、 以 下 を 行う 。 
И 

働き づめ の 生活 。 

企業 家 と し て の 生活 。 

ИИ 


女性 は 、 以 下 の (1) の 場合 、 以 下 の (2) の 内 容 を 実現 で きる 。 
(1) 

企業 家 と し て の オ 能 。 

彼女 は 、 そ れ を 持つ 。 


(2) 彼女 は 、 以 下 の 状 態 を 生成 する 。 
(2-1) 
彼女 は 、 経 済 的 に は 楽 で ある 。 


(2-2) 
彼女 は 、 以 下 を 、 生 みや すい 。 
生活 上 の 余裕 。 


それ で も 女性 は 、 基 本 的 に は 、 以 下 が 必 要 で ある 。 

彼女 は 、 以 下 の (1) の 内 容 を 実現 する まで 、 以 下 の (2) の 内 容 を 実行 する 。 
(1) 

彼女 は 、 貯 金 や 投資 に よっ て 、 十 分 な 資金 を 確保 する 。 


(2) 

Mil 

強制 労働 に 明け 暮れ る 生活 。 
ハー ド な 生活 。 

それ は 、 男 性 と 同様 で ある 。 
それ は 、 毎 日 続く 。 

Mil 


女性 は 、 以 下 の (3) の 場合 、 以 下 の (4) の 状態 に な りや すい 。 
(3) 以下 の (1) の 状態 を 続け な が ら 、 以 下 の (2) の 状態 に 入っ た 場合 。 
(1) 

結婚 相手 を 見 つけ る こと 。 

それ に 失敗 し た まま の 状態 。 


(2) 
结婚 通 龄 期 在 逃 岂 大 状态 。 


彼女 は 、 以 下 の 状態 を 強制 され る 。 
彼女 は 、 生 涯 に わた っ て 、 独 身 生活 を 送る 。 


それ は 、 そ うし た 男性 と 同様 で ある 。 


は 、 以 下 を 意味 する 。 

女性 は 、 以 下 の (1 ) に つい て 、 以 下 の (2) の 状態 に な る 。 
(1) 

人 生 投 資 家 と し て の 上 恵まれ た 生活 。 

それ を 送る チャ ンス 。 


(2) 
彼女 は 、 そ うし た 人 生 の チャ ンス を 、 生 涯 に わた っ て 逃し た まま で 終わ る 。 


以下 の (1) の 人 物 と 、 以 下 の (2) の 人 物 の 間 で は 、 以 下 の (3) の 内 容 が 出現 す 
5. 


(1) 
人 生 投資 家 生 活 の 実現 。 
それ に 成功 し た 人 物 。 


(2) 
人 生 投資 家 生 活 の 実現 。 
それ に 失敗 し た 人 物 。 


(3) 

Mil 

人 生 面 で の 満足 度 。 
それ に 関す る 格差 。 


/ 
その 間隔 が 大 きい 状態 。 
その 出現 。 


以下 の (1) の 人 物 は 、 以 下 の (2) の 人 物 に 比べ て 、 以 下 の (3) の 実現 が 、 


な る 。 


(1) 
次 の 立場 の 人 。 
その 人 物 は 、 生 活 上 、 強 制 労 働 を し な く て 良い 。 


(2) 
次 の 立場 の 人 。 
その 人 物 は 、 生 活 上 、 強 制 労働 が 必須 で ある 。 


(3) 

ИИ 

社会 的 地 位 。 

それ が 、 根 源 的 に 高い こと 。 
その 実現 。 

ИИ 


容易 に 


以下 の (1) の 人 物 と 、 以 下 の (2) の 人 物 の 間 で は 、 以 下 の (3) の 内 容 が 出現 す 
る 。 


(1) 
人 生 投資 家 生 活 の 実現 。 
それ に 成功 し た 人 物 。 


(2) 
人 生 投資 家 生 活 の 実現 。 
それ に 失敗 し た 人 物 。 


(3) 

社会 的 地 位 。 

その 格差 。 

その 間隔 の 大 きい 格差 。 


女性 優位 社会 の 女性 。 

女性 は 、 結 婚 で て できない 場合 、 居 下 の 実 現 が 不可 能 に な る 。 
以下 の 生活 を 送る こと 。 

ИИ 

彼女 は 、 自 分 の 遺伝 的 子 捧 と し て の 息子 や 娘 を 生む 。 

彼女 は 、 そ うし た 自分 の 子供 た ち に 対し て 、 人 生 投 資 を 行う 。 
Mil 


そこ に は 、 以 下 の 二 通り の 女性 が いる 。 
(1) 

以下 の 女性 。 

Wil 

彼女 は 、 結 婚 で きた 。 


彼女 は 、 以 下 を 実現 で きた 。 

/ 

彼女 は 、 彼 女 自身 の 子供 を 作る 。 
/ 

Mil 


(2) 

以下 の 女性 。 

ИИ 

彼女 は 、 結 婚 で き な か っ た 。 
彼女 は 、 以 下 を 実現 で き な か っ た 。 


// 
彼女 は 、 彼 女 自 身 の 子 供 を 作る 。 


両者 の 間 に お いて は 、 以 下 の (1) が 、 と て も 大 きい 。 
(1) 人 生 面 で の 格差 。 


以下 の (A ) は 、 こ の こと と 関係 が ある 。 


(А- 1) 

女性 が 、 以 下 に こだわ る こと 。 

ИИ 

结婚 。 

その 実現 。 

И 

(А-2) 

女性 間 で 、 以 下 の (1 ) の 女性 が 、 以 下 の (2) の 女性 に 対し て 、 以 下 の (3) の 行動 
を する こと 。 


(1) 
結婚 し た 女性 。 


(2) 
結婚 し て いな い 女 性 。 


(3) 
彼女 は 、 勝 ち 誇 る 。 
彼女 は 、 マ ウン ト を 取る 。 


(A-3) 

女性 間 で 、 以 下 の (1) の 女性 が 、 以 下 の (2) の 女性 に 対し て 、 以 下 の (3) の 行動 
を する こと 。 

(1) 

以下 の 女性 。 

ill 

彼女 た ち は 、 結 婚 で き な い 。 

ИИ 


(2) 
以下 の 女性 。 
ИИ 


彼女 た ち は 、 結 婚 し た 。 
彼女 た ち は 、 以 下 を 確保 し た 。 


人 生 投 資 家 。 


RA, WHATS. 
上 記 の (1) の 女性 は 、 上 記 の (2) の 女性 に 対し て 、 下 記 の (3-1) の 行為 を 実行 


(3 1) 
彼女 は 、 以 下 を 、 試 みる 。 
ИИ! 
彼女 は 、 以 下 を 、 何 と か し て 、 や ら せ る 。 
// 
彼女 た ちと 同様 の 生活 。 
ЗА. 
企業 で 働く 生活 。 
// 
И 


— о ) の 女性 は 、 そ うす る こと で 、 上 記 の (2) の 女性 に 対し て 、 下 記 の (3- 
ea, 


(3-2) 

ИИ 

上 記 の (2) の 女性 の 人 生 の 品質 を 、 以 下 の レ ベル まで 、 低 下さ せる こと 。 
上 記 の (1) の 女性 と 同様 の 、 低 い レ ベル 。 

ИИ 


上 記 の (1) の 女性 は 、 以 下 の 心 理 を 持つ 。 

Wil 

RESON, 

それ は 、 人 間 社 会 の 中 で 、 大 きく 存在 し て いる 
Wil 


а 

上 記 の (1) の 女性 の 間 に は 、 以 下 の 思 想 が 流行 し や すい 。 
ИИ 

Е aA 

それ は 、 以 下 を 、 推 奨 す る 。 

女性 た ちの 企業 進出 。 

ИИ 


その フェ ミニ ズム は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
それ は 、 本 来 、 以 下 の (4) を 、 対 象 と する 。 


(4) 
男性 優位 社会 に お ける 員 者 女性 。 


女性 優位 社会 。 


そこ で は 、 主 流 の 女性 は 、 上 記 の (2) の 女性 で ある 。 
上 記 の (2) の 女性 は 、 社 会 的 強者 で ある 。 
その 事実 は 、 不 変 で ある 。 


人 間 社 会 一 般 に お ける 、 悪 平等 の 心理 の 存在 。 
それ は 、 以 下 の 原 因 と な っ て いる 。 

Hil 

上 記 の (4) 。 

その 社会 的 な 流行 。 

Mil 


それ は 、 女 性 優位 社会 で は 、 よ く 起 きる 。 
例え ば 、 日 本 。 


(初出 2020 年 5 月 ) 


女性 に よる 人 生 投資 家 生 活 の 持続 。 社 会 を 取り 巻く 経済 情勢 の 悪化 。 


女性 た ち は 、 以 下 を 、 指 向 す る 。 
ИИ 

人 生 投 資 家 と し て の 人 生 。 

その 実現 。 

ИИ 


その 指向 は 、 強 力 で ある 。 


こう し た 心理 的 傾向 の 存在 。 
それ は 、 以 下 の 条 件 の 場合 、 特 に 問題 無い 。 
Mil 

結婚 相手 の 男性 。 

それ が 見 つか りや すい こと 。 
/ 

その 社会 条件 。 

その 実現 。 

それ が 容易 な 場合 。 

/ 

Mil 


し か し 、 そ れ は 、 以 下 の 場 合 、 問 題 を 起こ す 。 


(А) ИМИ 

以下 が 発生 し た 場合 。 

例 。 

社会 に お ける 経済 情勢 の 悪化 。 


男性 た ち は 、 以 下 が 不 可能 に な る 。 
以下 を 実現 する こと 。 

iil 

彼 は 、 企 業 家 と し て 、 十 分 な 稼ぎ を 得る 。 
И 


その こと で 、 男 性 た ち は 、 以 下 が 不 可能 に な る 。 


以下 を 実現 する こと 。 

ИИ 

彼 は 、 結 婚 相 手 の 女 性 に 対し て 、 以 下 を 実行 する 。 
彼 は 、 臼 済 的 配当 を 、 十分 に 出す 。 

ИИ 


する と 、 以 下 の (4) が 発生 する 。 


(4) 
以下 の (1) MAE. WED (2) の 人 々 に 対し て 、 以 下 の (3) の 行為 を 実行 す 
る 。 


(1) 

多数 の 女性 。 
彼女 た ち は 、 以 下 を 持つ 。 
ИИ 

结婚 。 

芝 机 八 0) 希 望 。 

ИИ 


(2) 
少数 の 男性 た ち 。 
彼ら は 、 以 下 の (2 - 1 ) を 実現 し て いる 。 


(2-1) 

ИТЛ. 

それ を 何と か 確保 する こと 。 
それ に つい て 、 成 功 す る こと 。 
И 

经 济 力 。 


Mil 
それ は 、 以 下 を 、 PREIS >. 

以下 を 、、 女 性 に 対し て 、 も た ら す こと 。 
/ 

企業 家 と し て の 、 十分 な 配当 。 

/ 

ИИ! 

И 


(3) 
REIS >. 


上 記 の (4 ) は 、 以 下 の 内 容 を 、 も た ら す 。 
(5) 
男女 問 の 結婚 難 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 を 生成 する 。 
ИИ! 

大 き な 社 会 的 問題 。 

Mil 


そう し て 、 以 下 の (6) の 女性 が 、 大 量 に 出現 する 。 


(6) 
彼女 は 、 以 下 の 獲 得 に 失敗 し た 。 
ИИ 
結婚 相手 の 男性 。 
ИИ 


彼女 は 、 そ の まま で は 、 以 下 の 状 態 に な る 。 
ИИД 

不毛 な 独身 生活 。 

苦 酷 な 企業 労働 生活 。 

ИИ 

それ ら を 生涯 続け る こと 。 

/ 


その 回 人 遊 。 
それ が 不可 能 な 状態 。 
// 


Hi] 
MII 


上 記 の (5 ) の 状況 は 、 上 記 の (6) の 女性 を 、 新 た に 、 大 量 に 生み 出す 。 


上 記 の (6) の 女性 の 間 に は 、 以 下 が 、 流 行 し や すい 。 
MH 

УтзЕХА, 

それ は 、 以 下 を 推奨 する 。 

それ は 、 以 下 を 正当 化す る 。 

//// 

女性 た ちの 企業 進出 や 企業 労働 。 

//// 


Mil 
それ は 、 本 来 、 以 下 を 対象 と する 。 
/ 

男性 優位 社会 に お ける 弱者 女性 。 

/ 

Mil 

MIN 


上 記 は 、 女 性 優位 社会 に お いて 、 良 く 見 られ る 。 


女性 優位 社会 。 

そこ で は 、 以 下 の 人 々 が 主流 で ある 。 

ИИ 

以下 の 女性 た ち 。 

/ 

彼女 た ち は 、 以 下 の 立 場 を 、 確 保 し て いる 。 
人 生 投 資 家 。 


例え ば 、 日 本 。 


(В) MINIT 
以下 が 発生 し た 場合 。 


男性 た ち 。 
彼ら は 、 以 下 を 、 十分 に 出せ な い 。 
/ 


企業 家 と し て の 稼ぎ 。 
/ 


彼ら は 、 大 量 に 出現 する 。 
ИИ! 


(2) 

И 

女性 た ち 。 

彼女 た ち は 、 以 下 を 希望 する 。 
// 

人 生 投資 家 と し て の 生活 。 
その 実現 。 


彼ら は 、 以 下 の 対 象 か ら 外 れる 。 
Mil 

デー ト の 相手 。 

セッ クス の 相手 。 

結婚 の 相手 。 

Mil 


上 记 O (1) の 男性 た ち 。 

ИИД 

彼ら は 、 以 下 の 対象 と 見 な され る 。 
社会 的 な 見 下 し 。 


彼ら は 、 社 会 的 弱者 に な る 。 


彼ら は 、 以 下 を 実行 する 。 
不毛 な 独身 生活 。 


彼ら は 、 以 下 が 不可 能 に な る 。 
Mil 

自分 の 遺伝 的 子孫 。 
それ を 残す こと 。 

Hil 


彼ら は 、 以 下 の 生 活 を 、 続 ける 。 

Mil 

その 生活 は 、 以 下 の 内 容 を 、 感 じ や すい 。 
/ 


僕 の 人 生 は 、 無 意味 で ある 。 
/ 


彼ら は 、 そ うし た 生活 を 、 生 涯 続け る 。 
ИИ! 
ИД 


(4) 
女性 優位 社会 。 
その 社会 規範 。 


(4-1) 

それ は 、 以 下 を 優遇 する 。 

Mil 

女性 。 

彼女 は 、 以 下 の 立場 を 、 確 保 し て いる 。 


(4-2) 

それ は 、 以 下 を 前 提 と する 。 
人 生 投 資 家 と し て の 生活 。 

Mil 

それ を 、 女 性 が 占有 する こと 。 
その 状態 の 存続 。 

Mil 


その 社会 規範 は 、 上 記 の (1) の 男性 た ち に と っ て 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
ИИ 

ЗЕЕ, 

それ は 、 以 下 を 、 も た ら す 。 

/ 


人 生 上 の 大 き な 損 失 。 


Lal, Eatm (1) の 男性 た ち は 、 以 下 の 状 況 に つい て 、 疑 問 を 持た な い 。 
И 

人 生 投 資 家 と し て の 生活 。 

それ を 、 女 性 が 占有 する こと 。 

その 状態 の 存続 。 

ИИ 


上 記 の (1) の 男性 た ち は 、 以 下 の 実 現に つい て 、 努 力 す る 。 
MH 

以下 を 上 昇 さ せる こと 。 

ИИ 

以下 の 能力 。 

/ 


企業 家 と し て 、 稼 ぐ こ と 。 
/ 


Hi] 
MII 


上 記 の (1) の 男性 た ち は 、 以 下 の 実 現に つい て 、 努 力 す る 。 


Mil 


W(t. ЕЕ00) (2) の 女性 た ちと の 間 で 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現す る 。 


/ 
結婚 。 
/ 
Mil 


て し で о ) の 男性 た ち は 、 以 下 を 、 嫌 う 。 


上 記 の ( о ($. WED (5) дя. BETS. 


(5) 

女性 一 般 。 
彼女 た ちの 企業 進出 。 

Mil 

れ は 、 以 下 を 問わ な い 。 


上 記 の (1) の 男性 た ち は 、 上 記 の (5) の 女性 た ち を 、 以 下 の 存 在 と 見 な す 。 


ИИ 
新た な ライ バル 。 


ИИ 
両者 は 、 以 下 の 目 的 に お いて 、 競 合 す る 。 
// 


企業 家 と し て の 稼ぎ 。 
それ を 上 昇 さ せる こと 。 
/ 

ИИ! 

MINI 


上 記 の (4) ФА, WED (6) の 発生 に より 、 以 下 の (7 


(6) 

その 社会 を 取り 巻く 経済 情勢 の 悪化 。 
それ に 伴っ て 、 以 下 が 起 きる こと 。 
ИИ 

企業 家 た ちの 稼ぎ 。 

その 低下 。 

ИИ 


(7) 
社会 の 少子 化 。 


上 記 の (4). 

それ は 、 以 下 の 内 容 を 必要 と する 。 

Mil 

その 内 容 の 、 以 下 の 状 況 の 発生 に 伴う 、 改 正 。 


) の 状況 を も た ら す 。 


それ に お いて は 、 以 下 の 内 容 は 、 少 な く と も 、 改 正 さ れる べき で ある 。 
上 記 の (4 -1) 。 

ИИ 

人 生 投 资 家 。 

その 専業 生活 。 

/ 

ОЕ. 

その 、 女 性 に よる 占有 。 
その 状態 の 持続 。 

/ 

Mil 


女性 は 、 以 下 の 実 現 を 減速 すべ さき で ある 。 

Mil 

女性 は 、 男 性 に 対し て 、 以 下 を 、 食 欲 に 求め 過ぎ る 。 
経済 的 配当 。 

И! 


そう し た 心理 的 ブレ ー キ 。 
それ が 、 社 会 的 に 必要 で ある 。 


ある い は 、 以 下 の 実 現 が 必要 で ある 。 
以下 の (8) の 人 々 は 、 以 下 の (9) の 人 々 に 対し て 、 以 下 の (10) の 内 容 を 実行 す 


女性 。 
Mil 


彼女 は 、 以 下 を 持つ 。 
/ 


企業 家 と し て の オ 能 。 
// 


彼女 は 、 以 下 の 内 容 を 多く 得る 。 


(10) 

彼女 は 、 企業 家 に な る 。 

彼女 は 、 そ の 役割 を 、 女 性 と し て 、 新 た に 取る 。 
彼女 は 、 経 済 的 配当 を 与え る 。 


その こと は 、 以 下 の 実 現 を 促進 する 。 
上 記 の (9) の 男性 た ち は 、 上 記 の (8) の 女性 た ち に 対し て 、 以 下 の (11) の 存在 
に な る 。 


(11) 
人 生 投資 家 。 


彼 は 、 そ の 役割 を 、 男 性 と し て 、 新 た に 取る 。 
(初出 2020 年 5 月 ) 


女性 優位 社会 に お ける 、 性 別役 割 分 業 の 持つ 意義 。 


女性 優位 社会 。 
女性 は 、 以 下 が 不 要 で ある 。 
企業 家 生 活 。 


女性 は 、 以 下 が 可 能 で ある 。 
人 生 投資 家 の 生 活 。 
その 専業 。 


女性 優位 社会 。 

そこ で は 、 以 下 の (1) の 人 々 は 、 以 下 の (2) の 内 容 を 実行 する 。 
以下 の (2) の 内 容 は 、 以 下 の (3) の 状況 を も た ら す 。 

以下 の (3) の 状況 は 、 以 下 の (4) の 状態 に な る 。 


(1) 
女性 。 
人 生 投資 家 。 


(2) 
人 生 投資 家 の 生 活 。 
その 専業 化 。 


(3) 
性 的 役割 分 業 。 
その 実現 。 


(4) 
社会 的 な 標準 。 


女性 優位 社会 。 

そこ で は 、 上 記 の (3) の 状況 は 、 下 記 の (5) の 内 容 で ある 。 
(5) 

社会 的 な 女性 優位 。 

その 象徴 。 


女性 は 、 以 下 の 存在 と し て 生き て いる 。 
人 生 投資 家 。 


女性 は 、 以 下 を 、 男 性 へ と 投資 する 。 


Mil 
彼女 自身 の 人 生 。 
彼女 自身 0 女性 问 。 
MI! 


女性 は 、 投資 先 の 男性 か ら 、 生 涯 に わた っ て 、 以 下 を 、 


(1) 

И 

配 当 。 
Uys 
// 

例 。 
経済 的 な 富 。 


地位 。 


(2) 


男性 は 、 以 下 の 欲 求 が 強い 。 
性 的 欲求 。 


ИД 
それ は 、 と て も 強い 。 
それ は 、 い つも 強い 。 
ИД 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
(1) 

性 的 快感 。 

性 的 絶頂 。 

それ ら を 得る こと 。 

(2) 
РАЕН. 

それ を 生成 する こと 。 


上 記 の 取得 。 

その 手段 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
(1) 

女性 器 の 利用 。 

// 

女性 器 の 所 有 者 。 

それ は 、 女 性 で ある 。 

// 


受け 取る 。 


(1-1) 
その 中 に 、 以 下 を 、 挿 入 す る こと 。 
彼 自 身 の 男 性 器 。 


(1-2) 
そう し て 、 そ の 中 に 、 以 下 を 、 放 出す る こと 。 
彼 自 身 の 精 子 。 


(2) 

女体 の 利用 。 

Mil 

それ を 触る こと 。 
それ を 操作 する こと 。 
Mil 


/ 
女体 0) 所 有 者 。 

それ は 、 女 性 で ある 。 
/ 


上 記 の 実現 。 

その た め 、 男 性 は 、 女 性 に 対し て 、 以 下 を 必要 と する 。 
(1) 

以下 を 、 お 願い する こと 。 

以下 に つい て の 許可 。 

ИИ 

以下 の 貸し 出し 。 
(1-1) Е. 
(1-2) 女体 。 

ИИ 


その 実現 。 

その た め 、 男 性 は 、 女 性 に 対し て 、 さ ら に 、 以 下 を 必要 と する 。 
(2) 

女性 に 向かっ て 、 頭 を 下げ る こと 。 


(3) 

そう し て 、 女 性 に と っ て 、 以 下 の 存 在 に な る こと 。 
И 

下 位 者 。 

Mil 


以下 の (1) MAME. МТО (2) の 人 物 に 比べ て 、 以 下 の (3) の 存在 に な る 。 


(1) 

ИИ 

次 の 立場 の 人 。 
// 

所 有 者 。 
占有 者 。 

// 


その 人 物 は 、 自 身 の 所 有 物 を 、 借 用 者 に 対し て 、 貸 し 出す 。 
i 

それ は 、 お 恵み で ある 。 

1х. BETH S. 

13. BATHS. 

Hil 


(2) 
ИИ 
次 の 立場 の 人 。 
Hill 
借用 者 。 
ИИ 


И 
その 人 物 は 、 他 人 の 所 有 物 を 、 所 有 者 か ら 、 借 用 する 。 
それ は 、 以 下 を 必要 と する 。 


// 
所 有 者 か ら 許 可 を 得る こと 。 

所 有 者 に 対し て 、 そ の 実現 を 、 お 願い する こと 。 

その た め に 、 所 有 者 に 対し て 、 精 神 的 に 依存 する こと 。 
その た め に 、 所 有 者 に 対し て 、 各 屈 に な る こと 。 

И 


(3) 

社会 的 地 位 。 

iil 

それ が 、 根 源 的 に 高い こと 。 
その 実現 者 。 

iil 


以下 の (1-1) ФЛ. WED (2-1) の 人 物 に 比べ て 、 以 下 の (3) の 存在 に 
な る 。 

(1-1) 

女性 。 

以下 の 所 有 者 。 

以下 の 占有 者 。 

ИИ 

女性 器 。 

女体 。 

ИИ 


女性 は 、 彼 女 自身 の 占有 物 を 、 男 性 に 対し て 、 貸 し 出す 。 
// 


それ は 、 お 上 恵み で ある 。 
из. HE TH S. 
13. RAETHS. 
Hil 


(2-1) 
男性 。 
以下 の 借用 者 。 
И 
女性 器 。 
女体 。 

ИИ 


男性 は 、 そ れ ら を 、 女 性 か ら 、 借 用 する 。 

それ は 、 以 下 を 必要 と する 。 

// 

女性 か ら 許 可 を 得る こと 。 

女性 に 対し て 、 そ の 実現 ん 、 お 願い する こと 。 

その た め に 、 女 性 に 対し て 、 精 神 的 に 依存 する こと 。 
ео, СИ, оси, 

// 

ИИ 


(3-1) 

社会 的 地 位 。 

それ が 、 根 源 的 に 高い こと 。 
その 実現 者 。 


男性 は 、 女 性 に よっ て 、 以 下 を 、 投 資 さ れる 。 
女性 の 人 生 。 


toe, Atti, tho. We, BSNS. 
Hil 

女性 器 。 

女体 。 

Hil 


Mil 
hee. 
女体 。 
/ 


tnonss. 

それ ら の 借用 。 

ИИ 

上 記 の 関係 は 、 男 女 に と っ て 、 生 涯 に わた る 。 


その 結果 、 男 性 は 、 以 下 を 必要 と する 。 
(A) 
男性 は 、 女 性 に 対し て 、 以 下 を も た ら す 。 


(A-1) 

ИИ 

人 生 上 の 配当 。 

人 生 上 の リタ ー ン 。 
И 


上 記 の (А-1) (4, WED (А-2) の 実現 を 必要 と する 。 
(А-2) 

(A-2-1) 

ИИ 

それ ら の 内 容 が 、 多 様 で て ある こと 。 

それ ら の 内 容 が 、 多 岐 に わた る こと 。 

ИИ 


(A-2-2) 
それ ら の 生成 。 
それ が 、 生 涯 に わた っ て 、 必 須 で ある こと 。 


(B) 
男性 は 、 上 記 の (A) の た め に 、 以 下 の (B - 1 ) を 実行 する 。 


(B-1) 
男性 は 、 RRC LT. HTS. 


И 

(1) 

男性 は 、 企 業 へ と 進出 する 。 
1 -1) 

男性 は 、 企 業 を 立ち 上 げ る 。 
A. ny 

Arlt, РАО. 


(2) 

男性 は 、 企 業 で 強制 的 に 働く 。 
男性 は 、 そ うし て 、 以 下 を 得る 。 
高い 稼ぎ 。 


(3) 
男性 は 、 企 業 で 、 以 下 に 就く 。 
高い 地位 の 役職 。 


$. Eatm (В) を 、 一 生 続 ける 。 
+. СФ. 
ょ 、 辛 い 。 


男性 は 、 上 記 の (С) を 、 女 性 の た め に 、 一 方 的 に 強い られ る 。 


上 記 の (А-1). 
それ は 、 例 えば 、 以 下 で ある 。 


(1) 

И 

経済 的 稼ぎ の 高 さ 。 

それ を も た ら す 社会 的 地位 の 高 さ 。 
それ ら の 持続 的 な 安定 性 。 

その 確保 。 

ИИ 


(2) 

Mil 

/ 

人 生 面 で の 高い 業績 。 
それ が も た ら す 次 賞 。 
/ 


男性 に よる 、 そ れ ら の 実現 。 
それ が も た ら す 、 以 下 の 実 現 。 


以下 の (1) MAMIE. WED (2) ФЛ, МТО (3) と し て の 存在 に な 
る 。 


(1) 
次 の 立場 の 人 。 
その 人 物 は 、 生 活 上 、 強 制 労 働 を し な く て 良い 。 


(2) 
次 の 立場 の 人 。 
その 人 物 は 、 生 活 上 、 強 制 労働 が 必須 で ある 。 


(3) 

社会 的 地 位 。 

それ が 、 根 源 的 に 高い こと 。 
その 実現 者 。 


これ は 、 男 性 と 女性 の 間 に も 当て は まる 。 


以下 の (1-1) の 人 物 は 、 以 下 の (2-1) の 人 物 に 比べ て 、 以 下 の (3-1) と し 
て の 存在 に な る 。 


(1-1) 

女性 。 

その 人 物 は 、 以 下 で あぁ る 。 

AERA. 

// 

彼女 は 、 生 活 上 、 強 制 労 働 を し な く て 良い 。 

彼女 は 、 配 当 生 活 で 、 余 裕 を 持っ て 臨 らし て 行け る 。 
// 


(2-1) 

男性 。 

Bld. UR CHS. 

企业 家 。 

彼 は 、 以 下 の 生 活 に 明け 暮れ る 。 
/ 

強制 労働 。 

その 毎日 の 繰り 返し 。 

/ 


(3-1) 
社会 的 地 位 。 
それ が 、 根 源 的 に 高い こと 。 
その 実現 者 。 


それ は 、 社 会 に お いて 、 根 本 的 な 現象 で ある 。 


上 記 の (1-1) の 人 物 は 、 以 下 の (6) が 可能 で ある 。 
(6) 
その 人 物 は 、 以 下 の (4) の 状況 を 実現 する 。 


(4-1 
その 人 物 
(4-2 
その 人 物 


ょ 、 以 下 の (5) を 、 両 方 選択 する 。 


ょ 、 以 下 の (5) を 、 併 存 さ せる 。 


(5) 

生活 パタ ー ン 。 

それ は 、 以 下 の 二 種類 で ある 。 
(5-1) 

人 生 投 資 家 と し て の 生活 。 
(5-2) 
企業 家 と し て の 生活 。 


上 记 O (2-1) の 人 物 は 、 以 下 の こ と が 不可 能 で ある 。 
ЛЖИ. Его (6) を 、 実 現さ せる 。 


上 記 の (2-1) の 人 物 は 、 以 下 の み が 可能 で ある 。 
上 記 の (5-2). 

その 選択 。 

その 人 物 は 、 そ れ を 強制 され る 。 


以下 の (1) の 人 物 は 、 以 下 の (2) ФЛ, МТО (3) と し て の 存在 に な 
る 。 


(1) 

次 の 立場 の 人 。 

その 人 物 は 、 人 生 に お いて 、 以 下 が 可 能 で ある 。 
複数 の 選択 肢 を 持つ こと 。 


(2) 
次 の 立場 の 人 。 


その 人 物 は 、 人 生 に お いて 、 以 下 の み が 可能 で ある 。 
単 一 の 選択 肢 。 
その 選択 を 強制 され る こと 。 


(3) 

社会 的 地位 。 

それ が 、 根 源 的 に 高い こと 。 
その 実現 者 。 


以下 の (1-1) の 人 物 は 、 以 下 の (2-1) の 人 物 に 比べ て 、 以 下 の (3-1) の 存在 
に な る 。 


(1-1) 

女性 。 

その 人 物 は 、 人 生 に お いて 、 以 下 が 可 能 で ある 。 
複数 パタ ー ン の 生活 を 送る こと 。 


(2-1) 

男性 。 

その 人 物 は 、 人 生 に お いて 、 以 下 の み が 可能 で ある 。 
単 一 パタ ー ン の 生活 。 

その 選択 を 強制 され る こと 。 


(3-1) 

Hil 

人 生 面 で の 自由 上 度 。 

人 生 面 で 恵まれ て いる 度合 い 。 
/ 


それ が 、 根 源 的 に 高い こと 。 
その 実現 者 。 
ИИ 


人 間 社 会 その も の が 、 以 下 の 内 容 を 、 根 本 的 に 持つ 。 
(1) 

その 社会 的 な 優位 者 。 

それ は 、 以 下 の 存 在 で ある 。 

女性 。 

(2) 

その 本 質 。 

それ は 、 以 下 で あぁ る 。 

女性 優位 社会 。 


女性 は 、 以 下 の 存在 と し て 生き て いる 。 
人 生 投資 家 。 


そう し た 女性 は 、 以 下 の 性 質 を 持つ 。 
ОЕ. МТО. 
以下 の 内 容 に 対す る 、 人 生 上 の 必要 性 。 


Mil 
以下 の 内 容 に 対す る 、 動 機 付 け 。 


以下 の 内 容 に 対す る 、 関 心 。 
ИИ 
以下 の 行為 の 実行 。 


その 人 物 は 、 企 業 家 と し て 、 生 活 す る 。 


その 人 物 は 、 企 業 へ と 進出 する 。 
) 

その 人 物 は 、 企 業 を 立ち 上 げ る 。 
) 
( 


その 人 物 は 、 茎 存 の 企業 に 加わ る 。 


その 人 物 は 、 企 業 で 強制 的 に 働く 。 
その 人 物 は 、 そ うし て 、 以 下 を 得る 。 
高い 稼ぎ 。 


(3) 

その 人 物 は 、 企 業 で 、 以 下 に 就く 。 
高い 地位 の 役職 。 

Mil 


それ は 、 本 来 的 で ある 。 


女性 
( 


は 、 以 下 を 実行 する 。 
A ) 
女性 は 、 以 下 の (4) ORAL. 
) 


( 
以下 の (1) の 人 物 は 、 以 下 の (2 ) の 人 物 の た め に 、 以 下 の (3) を 実行 する 。 


女性 自身 。 


(3) 
以下 を 生み 出す こと 。 
И 


それ ら を 、 少 し で も 多く 生み 出す こと 。 
Mil 


(B) 
女性 は 、 上 記 の (А) を 実現 する 。 
女性 は 、 そ の た め に 、 以 下 の (5) を 実現 する 。 


(5) 
女性 は 、 上 記 の (1) の 人 物 を 、 以 下 の (6) の 状態 に する 。 


(6-1) 
企業 家 。 
働く 者 。 


(6-2) 
その 専業 生活 。 
彼 は 、 そ の 生活 に 明け 暮れ る 。 


(C) 
女性 は 、 上 記 の (В) の 実現 を 、 上 記 の (1) の 人 物 に 対し て 、 強 制す る 。 


(D) 
女性 は 、 上 記 の (С) の 実現 を 、 生 涯 に わた っ て 持続 する 。 


これ は 、 以 下 の 根本 的 な 原因 で ある 。 

以下 の (1 ) に お いて は 、 以 下 の (2) が 生じ る 。 
(1) 

人 間 社 会 。 

(2) 

性 別役 割 分 業 。 


(Е) 
以下 の (1) ФАЗ. МТО (2) の 内 容 を 示す 。 


(1) 
性 別役 割 分 業 。 
その 存在 。 


(2) 
以下 の (3) は 、 以 下 の (5 ) に な っ て いる 。 


(3) 
以下 の (4) の 実現 。 


(4) 


以下 の (4-1) の 人 物 は 、 以 下 の (4-2) の 人 物 に 対し て 、 以 下 の (4-3) を 


する 。 


(4-1) 
女性 。 
人 生 投資 家 。 


(4-2) 
男性 。 
企业 家 。 


(4-3) 
その 人 物 は 、 そ の 存在 を 、 一 方 的 に 使役 する 。 


(5-1) 
社会 に お ける 、 既 成 事 実 。 
(5-2) 


社会 的 な 標準 。 
上 記 の (Е) は 、 以 下 の (Е) を 示す 。 


(F) 
以下 の (1) の 人 物 は 、 以 下 の (2) の 人 物 に 比べ て 、 以 下 の (3) の 状態 に な る 。 
その 証拠 。 


人 間 の 社会 は 、 居 下 の 二 種類 で ある 。 

(1) 

移動 生活 様式 優位 社会 。 

ИИ 

その 生活 は 、 以 下 の 存 在 に と っ て 、 よ り 有 利 で ある 。 
その 性 質 は 、 以 下 の 存 在 に と っ て 、 生 得 的 で ある 。 
ИИ 


男性 。 


その 社会 は 、 以 下 に な る 。 
男性 優位 社会 。 


(2) 

定住 生活 様式 優位 社会 。 

ИИ 

その 生活 は 、 以 下 の 存 在 に と っ て 、 よ り 有 利 で ある 。 
その 性 質 は 、 以 下 の 存 在 に と っ て 、 生 得 的 で ある 。 
ИИ 


女性 。 


その 社会 は 、 以 下 に な る 。 
女性 優位 社会 。 


MMH 
女性 優位 社会 。 

女性 は 、 以 下 の (3 ) を 、 自 前 で 持つ 。 
女性 は 、 以 下 の (3) を 、 占 有する 。 


(3) 
以下 の 権限 。 


(3-1) 

以下 の (А) の 管理 。 

それ は 、 以 下 の 生 活 に お いて 、 得 られ る 。 
人 生 投 資 家 。 

それ は 、 多 様 な 形 で 得 ら れる 。 

それ は 、 恒 常 的 に 得 ら れる 。 


(3-2) 
以下 の 許認可 。 
それ は 、 以 下 の (А) を 、 金銭 面 で 出し 入れ する こと で ある 。 


(А) 
配 当 。 
リタ ー ン 。 


女性 は 、 上 記 の (А) を 、 以 下 に よっ て 得 た 。 
男性 に よる 、 企 業 家 と し て の 働き 。 


彼女 は 、 以 下 の (1) NTA. WED (2) の 態度 で 、 実 行 す る 。 
(1-1) 
彼女 は 、 男 性 を 使役 する 。 


(1-2) 
彼女 は 、 配 当 を 、 金 銭 的 に 、 自 由 に 使用 する 。 


(1-3) 

彼女 は 、 男 性 に 対し て 、 以 下 の 体制 を 敷く 。 
小遣い 制 。 

彼女 は 、 男 性 に 対し て 、 以 下 を 与え る 。 

お 小遣い 。 

その お 金 。 


(2) 
彼女 の 好き 放題 。 
彼女 の や り た い 放 題 。 


その 結果 、 彼 女 は 、 以 下 が 可 能 で ある 。 
彼女 は 、 以 下 の 生 活 を 送る 。 
投資 家 と し て の 生活 。 

配当 生活 。 

iil 

それ は 、 優 誰 で ある 。 
tht. Е СФЪ. 

Mill 


И 
女性 優位 社会 。 
女性 は 、 以 下 の 内 容 が 、 ほ と ん ど 無 い 。 


それ は 、 本 来 的 で ある 。 
И 


以下 の 行為 の 必要 性 。 
居 下 の 行為 の 必然 性 。 
ИИ 


(А) 
彼女 は 、 企 業 で 働く 。 


女性 優位 社会 。 
以下 の (B) ) は 、 せ い ぜ い 以下 の (С) の 場合 に 限ら れる 。 


(В) 
女性 は 、 以 下 の 内 容 を 感じ る 。 
それ が 発生 する 。 


以下 に つい て の 意欲 。 
上 記 の (А) を 試す こと 。 


(C) 

(1) 

以下 の (1-1) (4, ИГО (1-2) の 状態 に 陥る 。 
(1-1) 

配当 。 

(1-2) 

一 時 的 な 不足 。 


上 記 の (1-1) ) は 、 以 下 の 存在 に よっ て 、 も た ら さ れる 。 
男性 。 
企業 家 。 


上 記 の (1 - 2 ) は 、 以 下 の 原 因 に よっ て 、 発 生 す る 。 
例 。 

男性 。 

企業 家 。 

彼 は 、 病 気 に な っ た 。 


(2) 
女性 は 、 以 下 の 内 容 を 感じ る 。 
それ が 発生 する 。 


以下 に つい て の 意欲 。 

彼女 は 、 以 下 を 開花 させ る 。 
彼女 は 、 以 下 を 伸ばす 。 

彼女 自身 に お ける 、 以 下 の オ 能 。 
企業 家 と し て 稼ぐ 能力 。 


(3) 

女性 に と っ て 、 以 下 の 状 況 が 発生 する 。 
以下 が 不可 能 な こと 。 

以下 の 生活 を 実行 する こと 。 

人 生 投 資 家 。 


(3-1) 

女性 は 、 以 下 の こ と に 手間 取っ て いる 
女性 は 、 以 下 の (3-1-1) を 、 実 現す る 。 
(3-1-1) 

結婚 。 


(3-2) 

女性 は 、 以 下 の こ と に 失敗 し た 。 

女性 は 、 以 下 の (3-2-1) を 、 以 下 の (3-2-2) の 期間 内 に 実現 する 。 
(3-2-1) 结婚 。 

(3-2-2) 送 龄 期 。 


И 
女性 優位 社会 。 

女性 は 、 以 下 の 立場 に ある 。 
特権 的 な 立場 。 

その 権力 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
以下 を 実現 する 力 。 


о МТО (2) を 、 実 行 する 。 
彼女 は 、 そ れ を 、 以 下 の ( i ty 

(1) 

彼女 自身 の 子供 。 


(2) 
教育 。 


(3) 
以 下 行为 。 
独占 。 
主導 。 


彼女 は 、 上 記 の (1) の 人 物 を 、 以 下 の (4) の 内 容 と し て 、 活 用 する 。 


(4) 
彼女 自身 の 人 生 。 
その 、 第 二 の 投 資 対 象 。 


彼女 は 、 上 記 の (4) の 内 容 に つい て 、 以 下 の (5) を 目指 す 。 


(5) 

彼女 は 、 上 記 の (1 ) に つい て 、 以 下 の (6) を 実現 する 。 
(6-1) 

社会 的 な 昇進 。 

立身 出世 。 

(6-2) 

高い 社会 的 地位 。 


(6-2-1) 
その 獲得 


(6-2-2) 
CORE» 

その 維持 。 

その 生涯 に わた る 持続 。 
それ は 、 以 下 で あぁ る 。 

Mil 

人 生 の レー ル 。 

ill 

その 上 を 歩む こと 。 


彼女 は 、 上 記 の (1) に 対し て 、 以 下 の (7) を 、 以 下 の (8) を 伴っ て 、 実 行 す る 。 
(7-1) 

し つけ 。 

(7-2) 

高い 能力 。 

その 習得 の 実現 。 


(8) 
必死 さ 。 


彼女 は 、 以 下 の こ と を 特に 重視 i する 。 

上 記 の (6 - 2- 2) 。 

その 実現 。 

彼女 は 、 そ うし た 人 生 を 、 上 記 の (1) に 対し て 、 強 制す る 。 


彼女 は 、 そ の こと で 、 以 下 を 実現 する 。 
彼女 は 、 上 記 の (1) か ら 、 下 記 の (9) の 内 容 を 得る 。 


(9) 

彼女 自身 の 人 生 面 で の 高い 配当 。 

第 二 の 配 当 。 

彼女 た ち は 、 そ うし て 、 以 下 の (10) を 実現 する 。 
(10) 

彼女 は 、 人 生 的 に 、 満 足す る 。 

MM 


女性 優位 社会 。 
そこ で は 、 以 下 が 、 実 現す る 。 


そこ で は 、 以 下 が 、 存 続 す る 。 
以下 の (1) の 人 物 は 、 以 下 の (2) の 人 物 と し て 、 存 在 す る 。 


| ) MAME. UFO (3) の 人 物 と し て 、 存 在 す る 。 
vera 


その こと で 、 以 下 の (4) ФА, WFO (5) を 実現 する 。 
(4) 

性 別役 割 分 業 。 

その 存在 。 


(5) 
社会 的 に 標準 化す る こと 。 
その 状態 の 持続 。 


HMM 
男性 優位 社会 。 
НЗ. ДРОЖЖИ. 


男性 は 、 以 下 の (3 ) に つい て 、 以 下 の (4) を 実行 する 。 


(3) 
以下 の 権限 。 


(3-1) 
以下 の (А) の 管理 。 
それ は 、 以 下 の 生 活 に お いて 、 得 られ る 。 
人 生 投資 家 。 
Mil 
see 多様 な 形 で 得 ら れる 。 
、 恒 常 的 に 得 ら れる 。 


(3-2) 
以下 の 許認可 。 
それ は 、 以 下 の (А) を 、 金 銭 面 で 出し 入れ する こと で ある 。 


男性 は 、 上 記 の (А) の 内 容 を 、 以 下 の こ と に よっ て 得 た 。 
CN 


男性 は 、 以 下 の (1-1) ) を 、 以 下 の (2) の 態度 で 、 実 行 す る 。 
(1-1) 

男性 は 、 女 性 を 、 以 下 の 存 在 と し て 、 使 役 す る 。 

家事 労働 者 。 

家政 婦 。 

メイ ド 。 

(1-2) 

男性 は 、 配 当 を 、 金銭 的 に 、 自 由 に 使用 する 。 


(1-3) 

男性 は 、 女 性 に 対し て 、 以 下 の 体 制 を 敷く 。 
小遣い 制 。 

男性 は 、 女 性 に 対し て 、 以 下 を 与え る 。 

お 小遣い 。 

その お 人 金 。 


(2) 
彼 の 好き 放題 。 
彼 の や り た い 放 題 。 


その た め 、 女 性 は 、 以 下 の 状態 に な る 。 


(6) 

(6-1) 

女性 は 、 以 下 が 不 可能 で ある 。 
上 上 記 の (1 - 2) 。 

その 実現 。 


(6-2) 
女性 は 、 以 下 の (4) の 内 容 に お いて 、 以 下 の (5) の 状態 に な る 。 


( 
女性 は 、 男 性 に 対し て 、 依 存する 。 


(5-2) 
男性 に よる 支配 。 
女性 は 、 そ れ を 受容 する 。 


(5-3) 
女性 は 、 以 下 の 実 現 が 困難 に な る 。 
自己 決定 。 


女性 は 、 以 下 の (7) の 実現 の た め に 、 以 下 の (8) の 内 容 に な る 。 


(7) 
女性 は 、 上 記 の (6) の 状態 か ら 、 抜 け 出 す 。 


(8) 


女性 は 、 以 下 の (9) の 状況 を 、 強 制 さ れる 
(9) 

女性 は 、 ERE UT. HTS 
(9-1) 

女性 は 、 企 業 へ と 進出 する 
(9-1-1) 

女性 は 、 企 業 を 立ち 上 げ る 。 
(9-1-2) 

女性 は 、 既 存 の 企業 に 加わ る 。 
(9-2) 

女性 は 、 企 業 で 強制 的 に 働く 。 
女性 は 、 そ うし て 、 以 下 を 得る 。 


KE. 

それ は 、 男 性 並み で ある 。 
(9-3) 

女性 は 、 企 業 で 、 以 下 に 就く 。 
高い 地位 の 役職 。 


上 記 の (9) は 、 以 下 の (1 0 ) を 生み 出す 。 


(10) 
性 的 役割 分 業 。 
その 消失 。 


上 記 の (1 0 ) は 、 以 下 の (1 1 ) で ある 。 


(11) 

以下 の 状況 。 

その 象徴 。 

(11-1) 
女性 の 生活 。 

それ が 、 人 劣悪 で て ある こと 。 
(11-2) 
女性 の 人 生 。 

それ が 、 不 幸 で ある こと 。 


上 記 の (10) 。 
そう し た 社会 現象 。 
それ は 、 以 下 の (12) の 人 物 に と っ て 、 以 下 の (13) の 内 容 で ある 。 


( 
それ は 、 本 来 、 以 下 の 対象 に は 、 決 し て 、 な り 得 な い 。 


0D. 
МР. 
ИНЫЕ, 
Mil 


(12) ) それ は 、 本 来 、 以 下 の 対象 で ある 。 
Mil 


ЕЕ. 
ЗЕ. 
批判 。 


HU 


女性 優位 社会 。 

その 価値 観 。 

それ は 、 基 本 的 に 、 以 下 で ある 。 
前 例 O 踏 诺 。 

その 備 重 。 


その 存在 。 
それ は 、 基 本 的 に 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
後進 的 。 


以下 の (1) は 、 以 下 の (2) と の 間 で 、 以 下 の (3) を 実行 する 。 
(1) 
女性 優位 社会 。 


(2) 
男性 優位 社会 。 
Mil 
それ は 、 有 力 で ある 。 


それ は 、 先 進 的 で ある 。 
ИИ 


(3) 
相互 作用 。 


上 記 の (1) は 、 上 記 の (2) に 対し て 、 以 下 の (4) を 実行 する 。 
上 記 の (1) ) は 、 そ れ を 、 盛 ん に 行う 。 


(4) 

それ は 、 以 下 を 、 真 似る 。 

上 記 の (2) の 社会 的 価値 観 。 

その 内 容 は 、 上 記 の (2) に と っ て 、 当 た り 前 で ある 。 


上 記 の (1) (4, МТО (5) の 内 容 を 実行 する 。 


ょ 、 以 下 を 試み る 。 
ょ 、 以 下 を 実現 する 。 
ょ 、 世 界 社 会 の 中 で 、 以 下 の 存 在 に な る 。 


それ は 、 と て も 先進 的 で ある 。 
それ は 、 最 先端 で ある 。 
Стих. HAP D DRESS. 


上 記 の (1) ) は 、 上 記 の (5) の 過程 で 、 以 下 の (6) を 実行 する 。 


上 記 の (2) 。 
その 表面 的 な 外観 。 
それ は 、 上 記 を 身 に 付け る 。 


その こと で 、 以 下 の (7) ) は 、 以 下 の (8 ) に な る 。 
(7) 

世界 社会 。 

その 全体 。 


(8) 

それ は 、 表 向き 、 以 下 を 推進 する 。 
それ は 、 以 下 で 動く 。 

以下 の 社会 的 価値 観 。 

上 記 の (2) 。 


上 記 の (2) は 、 以 下 の (11) を 行う 。 
(11) 
それ は 、 以 下 の (9) & МТО (10) と し て 、 捉 える 。 


(9) 

社会 に お ける 、 以 下 の 実 現 。 

その 度合 い 。 

(9-1) 

女性 に よる 、 企 業 へ の 進出 。 
(9-2) 

女性 に よる 、 企 業 で の 役職 就任 。 
(9-3) 

それ ら に 伴う 、 性 別役 割 分 業 の 消失 。 


(10) 

女性 一 般 。 

その 社会 的 地位 の 向上 。 
その バロメーター。 


上 記 の (11) 。 


その 対象 は 、 本 来 、 以 下 の (12) へ と 限定 され て いた 。 


(12) 
男性 優位 社会 。 
その 女性 。 


し か し 、 上 記 の (1 1 ) は 、 以 下 の (1 3 ) に な っ て いる 。 
(13) 

以下 の 実現 。 

その 適用 対象 。 

その 拡大 。 

その 進展 。 

ИИ 

それ は 、 急 速 で ある 。 
それ は 、 世 界 的 で て ある 。 
それ は 、 普 遍 的 で ある 。 
ИИ 


女性 優位 社会 。 

そこ で は 、 以 下 の (1 4 ) は 、 本 来 、 以 下 の (1 5 ) CHS. 
(14) 

性 的 役 割 分 业 。 


(15) 

以下 の 状況 。 

その 象徴 。 

(15-1) 

女性 が 持つ 、 社 会 的 な 優位 性 。 
(15-2) 

女性 が 持つ 、 高 い 社 会 的 地位 。 


(17) 

以下 の (16-1) ) は 、 上 記 の (14) に 対し て 、 以 下 の (16-2) を 実行 する 。 
(16-1) 

男性 優位 社会 。 
фл. 

(16-2) 

それ は 、 以 下 を 主張 する 。 
Hill 

ЗЕ. 

批判 。 

否定 。 

Mil 


上 記 の (17) の 理由 は 、 以 下 で ある 。 
MMMM 

上 記 の (14) OBE. 

それ は 、 以 下 の こ と に つなが る 。 
以下 の (18) ФЕ. 


(18) 女性 。 

その 低い 社会 的 地位 。 
iM 

それ は 、 普 遍 的 で ある 。 
それ は 、 世 界 的 で ある 。 
Hil 


上 記 の (14) OBE. 

それ は 、 以 下 の (1 9 ) に 反する 。 
(19) 

以下 の 促進 。 

ИИ 

男女 平等 。 

性 差別 の 撤廃 。 

/ 


上 記 の (14) の 存続 。 
それ は 、 社 会 的 に 許さ れ な い 。 
HH 


上 記 の (17) 。 
それ は 、 強 硬 で ある 。 


上 記 の (17) は 、 以 下 の (20) と 照合 し た 場合 、 以 下 の (21) CHS. 
(20) 

社会 に お ける 、 以 下 の 実 態 。 

女性 優位 。 


(21) 

それ は 、 一 方 的 過ぎ る 。 
それ は 、 以 下 と 上 真 逆 で ある 。 
それ は 、 以 下 を 反映 し な い 。 
女性 優位 社会 。 

その 実態 。 


上 記 の (17) 。 
以下 の (2 2 ) は 、 そ れ に 対し て 、 以 下 の (23) の 態度 を 取る 。 


(22) 
女性 優位 社会 。 
その 人 く 々 。 


(23) 
従順 。 


上 記 の (2 2 ) は 、 以 下 の (24) を 実行 する 。 


(24-1) 
性 的 役割 分 業 。 

ENBE. 

上 記 の (22) (4. Lace. 1-9, RAAT J. 


(24-2) 

男性 優位 社会 。 

その フェ ミニ ズム 。 

上 記 の (2 2 (4, bate, ЖЖ st. BATS. 


上 記 の (22) ) は 、 そ うし て 、 以 下 の (26) を 実行 する 。 
(26) 
それ は 、 以 下 を 試み る 。 


(26-1) 
それ は 、 以 下 の (2 5 ) に つい て 、 表 向き 、 対 応 す る 。 


(26-2) 
それ は 、 上 記 の (17) の 主張 を 、 何 と か し て 、 か わす 。 
それ は 、 そ の 実現 の た め に 、 暗 躍 す る 。 


(25) 
上 記 の (18) の 主張 は 、 表 向き 、 世 界 的 に 、 紙 同 さ れ て いる 。 


上 記 の (26-2) 。 

それ は 、 以 下 で あぁ る 。 

社会 的 工作 。 

その ツー ル 。 

その 内 容 は 、 以 下 の (27) で ある 。 


(27) 

(27-1) 

ИИ 

AAMAS ER. 

その ツー ル 。 

ИИ 

их. ЕЕ (14) &, Ув. RAMMICBGES S. 
それ は 、 上 記 の (14) の 存在 を 隠ぺい する 。 


(27-2) 

ill 

洪水 艇 の よう な 戦略 。 

その ツー ル 

Mill 

thud, ЕЕ (14) OBE, НЕЖИН “Ни. 
その 港 在 性 。 

и. Ех, #95. 

それ は 、 そ の 存在 を 、 社 会 内 部 で 、 存 続 さ せる 。 

それ は 、 そ の 実現 を 、 強 力 に 、 METS. 


上 記 の (27) 。 

それ に よっ て 、 以 下 の (28) が 実現 する 。 

(28) 

以下 の (29) の 内 容 は 、 外 部 社会 か ら 、 隠 いさ れる 。 


(29) 
Mil 


女性 优 位 社会 。 
その 上 真 の 実態 。 


女性 は 、 以 下 の 状 態 を 、 保 持 し 続け て いる 。 
人 生 投 资 家 。 
その 専業 者 。 


女性 は 、 社 会 的 に 優位 で ある 。 
女性 は 、 そ の 社会 に お ける 真 の 支配 者 で ある 。 
Mil 


女性 優位 社会 。 
それ は 、 以 下 の (30) に 向け て 、 以 下 の (31) を 実行 する 。 


(30) 
世界 社会 。 


(31) 

それ は 、 以 下 の 外 観 を 、 表 向き 見 せる 。 

それ は 、 そ の こと を 、 思 わせ ぶり に 主張 する 。 
男性 優位 社会 と し て の 外観 。 


ети. Latm (19) の 観点 か ら は 、 以 下 の よ うに 見 える 。 
それ は 、 と て も 後進 的 で て ある 。 

それ は 、 あ た か も 、 以 下 の (3 2 ) の よう に 見 える 。 
(32-1) 

そこ で は 、 女 性 の 社会 的 地位 は 、 以 下 の 存 在 よ り も 、 低 い 。 
男性 優位 社会 。 

その 女性 。 

(32-2) 

<. ИГО HEL TUS. 
女性 へ の 社会 的 差別 。 


ИЕ 
(33) 

女性 優位 社会 。 

その 外見 。 

それ は 、 以 下 の (3 3 - 1 ) に は 見 えな い 。 
それ は 、 以 下 の (33-2) の よう に 、 見 える 。 
(33-1) 

本 来 の 女性 優位 の 社会 。 


(33-2) 
男性 優位 社会 。 
その 一 類型 。 


HA 
(34) 
女性 優位 社会 。 
その 内 部 。 
その 実態 。 


は 、 元 の 状態 を 完全 に 維持 し て いる 。 
それ は 、 以 前 と 、 全 く 変 わら な い 。 
($. 実際 に は 、 上 記 の (33-2) と は 、 真 逆 で ある 。 
そこ で は 、 以 下 の (35) が 、 以 下 の (36) Ех, ЖЗ. 


(35) 
女性 た ち 。 
それ は 、 以 下 の 存 在 で ある 。 


(35-1) 
それ は 、 以 下 の 意 思 を 持つ 。 
性 的 役 割 分 业 。 

tOBE. 


(3522) 
人 生 投 资 家 。 
その 専業 者 。 


(36) 

その 存在 は 、 社 会 的 に 、 主 流 で ある 。 
その 存在 は 、 社 会 的 に 、 優 位 で ある 。 
その 存在 は 、 社 会 的 に 、 以 下 を 備え る 。 
強大 な 威力 。 


その 存在 は 、 以 下 で ある 。 
Mil 

真 の 支配 者 。 

真 の 権力 者 。 
実際 の 社会 規範 。 

その 上 真 の 体現 者 。 
その 上 真 の 根源 。 

ИИ 


女性 優位 社会 。 
<<. ЖЕ, МТО (37) の よう に 考え る 。 


(37-1) 
私 は 、 以 下 の 存 在 に な り た い 。 
人 生 投 資 家 。 

私 は 、 以 下 を 満喫 し た い 。 
配当 生活 。 

その 人 生 。 

それ は 、 と て も 美味 し い 。 


(37-2) 
私 は し 、 そ の た め に 、 以 下 の (38) を 、 実 現し た い 。 
私 は 、 そ の た め に 、 必 死に な る 。 

私 は 、 そ の た め に 、 以 下 を 続け る 。 

社会 的 な 努力 。 

社会 的 な 格闘 。 


(38) 


私 は 、 以 下 の 男 性 と 、 結 婚 す る 。 
企業 家 。 
その 男性 の 条件 は 、 他 の 女性 に 比べ て 、 格 段 に 良い 。 


女性 優位 社会 。 
ОЖ, (ЗАД, ЕЕ CHS. 


HH 
女性 优 位 社会 。 
そこ で は 、 表 向き 、 以 下 の (39) が 起き を て いる 。 


(39-1) 

そこ で は 、 以 下 の よ うな 女 性 が 、 増 加 し て いる 。 
ИД 

彼女 は 、 以 下 に 目覚 め た 。 

自身 が 持つ 、 以 下 の オ 能 。 

企业 家 。 


彼女 は 、 以 下 を 開始 し た 。 
企業 へ の 進出 。 
ИИ! 


(39-2) 
そこ で は 、 以 下 が 発生 し て いる 。 

経済 情勢 の 悪化 。 

その た め 、 そ こ で は 、 以 下 の 女 性 が 、 増 加 し て いる 。 
Hil 

彼女 は 、 結 婚 で き な い 。 

彼女 は 、 そ の まま 、 以 下 の 状 態 を 続け る 。 

独身 生活 。 


彼女 は 、 以 下 を 実現 し た い 。 

/ 

彼女 は 、 そ うし た 生活 を 、 当 面 、 維 持 す る 必要 が ある 。 
彼女 は 、 そ の た め 、 企 業 で 働く 。 

Mil 


し か し 、 そ れ ら は 、 し ょ せん は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
表向き の 外観 。 


女性 優位 社会 。 
その 内 部 で は 、 そ うし た 外観 と は 裏腹 に 、 別 の こと が 起き て いる 。 
それ は 、 以 下 の (40) CHS. 


(40) 

主流 派 C) 女 性 。 

女性 た ち は 、 今 な お 、 以 下 を 、 基 本 的 に 指向 し て いる 。 
人 生 投資 家 。 


その 専業 者 。 
その 生活 。 
その 一 生 。 


その 理由 は 、 以 下 で ぁ る 。 

その 生活 。 

それ は 、 人 生 面 で 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
(40-1) 

それ は 、 と て も 楽 で あぁ る 。 

(40-2) 

それ は 、 と て も 有利 で ある 。 
(40-3) 

それ は 、 社 会 的 優位 を 実現 する 。 


女性 優位 社会 。 
その 内 部 で は 、 今 後 、 以 下 が 予 想 さ れる 。 


(41) 
以下 の (4 2 ) は 、 そ れ ほ ど 進 まな い 。 


(42) 
女性 は 、 以 下 を 実行 する 。 
企業 へ の 進出 。 

企業 に お ける 役職 へ の 就任 。 


上 記 の (41) の 状況 。 

それ は 、 以 下 の (43) を 、 呼 び 起 こす 。 
(43) 

ИИ 

男性 優位 社会 。 

その 人 < 々 。 

OILED. WWF. 

И 


女性 優位 社会 。 

その 内 部 。 

そこ で は 、 以 下 の (4 4 ) は 、 今 まで 通り で ある 。 
(44) 

性 別役 割 分 業 。 


女性 優位 社会 。 
その 社会 は 、 表 向き 、 上 記 の (42) を 、 必 死に 奨励 する 。 
その 社会 は 、 そ うし て 、 上 記 の (4 3 ) を 、 か わす 。 


その 社会 は 、 実 際 は 、 上 記 の (4 4 ) を 、 そ の まま 維持 する 。 


女性 優位 社会 。 

上 記 の (4 4 ) は 、 そ の 社会 に お いて 、 以 下 を 示す 。 
その 社会 に お ける 、 真 の 優位 者 。 

それ は 、 女 性 で ある 。 


上 記 の (4 4 ) は 、 そ の 社会 に お いて 、 そ の 有効 性 を 、 強 く 保 持 す る 。 


上 記 の (4 4 ) は 、 そ の 社会 の 内 部 で 、 以 下 の 状 態 を 維持 する 。 
それ は 、 社 会 的 に 主流 で ある 。 


上 記 の (4 4 ) は 、 そ の 社会 の 内 部 で 、 永 続 す る 。 
(初出 2020 年 5 月 ) 


人 生 投 資 家 と 企業 家 と し て の 人 生 や 結 婚 を 指向 する 男女 。 彼ら が 、 人 生 で 抱え 
が ちな 根本 的 な 問題 。 


以下 の (1 ) は 、 以 下 の (2) を 、 以 下 の (3) と し て 、 見 な す 。 


(1) 
女性 。 
人 生 投資 家 。 


(2) 

男性 。 

企业 家 。 

(2-1) 

以下 に 値する 存在 。 

彼女 の 人 生 を 、 ま る ご と 投資 する こと 。 


(2-2) 

彼女 に 対し て 、 以 下 を 出せ そう な 存在 。 

配当 。 

それ は 、 彼 女 の 人 生 に と っ て 、 高 い 利 益 を 生み 出す 。 
(3) 

結婚 の 相手 。 

優先 的 な 選択 対象 。 

上 記 の (1 ) 。 

女性 。 


彼女 が 持つ 条件 。 


彼女 は 、 そ れ を 、 以 下 に 対し て 、 求 め る 。 
上 記 の (2) 。 
男性 。 


その 条件 は 、 以 下 の (A) の 通り で ある 。 


(A) 

MINI 

(1) 

彼 は 、 身 体 能力 が 高い 。 
彼 は 、 筋 力 や 身長 が 高い 。 


(2) 

彼 は 、 知 的 能力 が 高い 。 

彼 は 、 以 下 の も の を 持っ て いる 。 
ИИ 

高い 学歴 。 

高 難 易 度 の 資格 や 免許 。 

ИИ 


(3) 
彼 は 、 以 下 の (3-1) に つい て 、 以 下 の (3-2) を 、 持 っ て いる 。 


(3-1) 

彼女 自身 が 生成 する 、 遺 伝 的 子孫 。 
(3-2) 

以下 の 実現 。 

その 可能 人 性 の 大 き さ 。 

その 能力 。 

その スペ ッ ク 。 

それ ら を 高く 上 げ ら れる こと 。 
遺伝 的 な 能力 。 

後天 的 な 能力 。 


(4) 
彼 は 、 以 下 が 得 意 で ある 。 
ゴミ コロ ニケ ゲー ジョ ジジ 


Wid. KES. 心理 的 に 、 喜 ば せる 。 


Wit. DEO (4 - 1 ) に お いて 、 以 下 の (4-2) を 実現 する 。 
(4-1) 

企業 で 働く 場合 。 

(4-2) 

彼 は 、 以 下 の 能 力 が 高い 。 

周囲 と 、 上 手 に 対話 する こと 。 

対人 関係 の 構築 。 

対人 関係 の 維持 。 


(5) 

彼 は 、 以 下 に お いて 、 上 恵まれ て いる 。 
经 济 力 。 

彼 は 、 以 下 の 存 在 で ある 。 
富裕 層 の 資産 家 。 


経済 的 な 稼ぎ 。 
彼 は 、 そ れ が 多い 。 


6) 

ょ 、 以 下 に お いて 、 優 れ て いる 。 
ょ 、 茎 に 、 そ れ ら を 獲得 し て いる 。 
ょ 、 将 来 性 が ある 。 

$. 出世 昇進 が で きそう CHS. 


3 = eH 


| 
| 
| 
| 


(6-1) 
社会 的 地 位 。 
Ae. 
ERE RCRA, HELCTHSIL. 


(6-2) 
業績 。 
社会 的 評価 。 
DNA Bist Soc. 
社会 的 に 有名 に な る こと 。 


(6-3) 
ЖЕНУ ЛИК. 
AE. 
以下 で ある こと 。 
名 門 の 家庭 。 
名 門 の 学校 。 
その 出身 者 。 


(7) 

彼 は 、 以 下 に お いて 、 安定 し て いる 。 
その 企業 。 

その 存在 。 

その 稼ぎ 。 


彼 は 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現 で きる 。 

彼 は 、 以 下 の 内 容 を 、 生 涯 に わた っ て 持続 させ る 。 
高い 配当 。 

以下 の 高 さ 。 

生活 の 安定 度 。 


彼 は 、 以 下 の 企業 に お いて 、 働 いて いる 。 
それ は 、 以 下 を 持つ 。 

安定 し た 業 策 。 

大 企業 。 


(8) 
性 的 能力 が 高い こと 。 


8 - 1) 
は 、 以 下 が 可 能 で ある 。 

は 、 女 性 を 、 性 的 に 満足 させ る 。 

は 、 そ れ を 、 生 涯 に わた っ て 、 持 続 す る 。 


жж Ш 


Ris. VABITSUYT, BANCHS. 
BX, 

セッ クス の 技術 。 

精力 。 


(8-2) 

彼 は 、 以 下 に お いて 、 正 常 で ある 。 
生殖 面 で の 機能 。 

彼 は 、 以 下 を 、 確 実に 作れ る 。 
遺伝 的 子孫 。 


(9) 

彼 は 、 以 下 が 大 きい 。 

配当 。 

それ は 、 女 性 を 、 心理 的 に 、 満 足 さ せる 。 
それ は 、 持 続 的 で ある 。 


(9-1) 
彼 は 、 以 下 の 持 ち 主 で ある 。 
以下 の 性 格 。 
女性 は 、 そ れ を 、 気 に 入る 。 


(9-2) 

lL. ARORA REED DAL. 

彼 は 、 女 性 に 対し て 、 以 下 を 行使 する 。 
不快 な 態度 。 

暴力 。 

それ は 、 身 体 的 な も の で ある 。 

それ は 、 心理 的 な も の で ある 。 


(10) 

彼 は 、 以 下 の 可 能 人 性 が 少な い 。 
ИМИ 

男性 は 、 女 性 に 対し て 、 以 下 の (1) の 最 中 に 、 以 下 の (2) に つい て 、 以 下 の (3) 
を 行う 。 

(1) 

女性 の 人 生 。 

その 途中 。 

(2) 

配当 。 

(3) 

中 止 す る こと 。 

それ は 、 了 予定 外 で ある 。 


それ は 、 自 分 勝手 で ある 。 
ПИ 


(10-1) 
男性 は 、 女 性 に 対し て 、 以 下 の 行 為 を しない 。 
男性 は 、 他 の 女性 に 対し て 、 浮 気 を する 。 


(10-2) 
男性 の 企業 に お いて は 、 以 下 が 発 生 し な い 。 


人 员 整 理 。 
人 員 の 解雇 。 
倒産 。 


(11) 

男性 は 、 以 下 の 可 能 性 が 少な い 。 
ИМИ 

男性 は 、 女 性 に 対し て 、 以 下 の (1) に つい て 、 以 下 の (2) を 行う 。 
(1) 

配当 。 

(2) 

分 量 を 減ら すこ と 。 

分 量 を 無し に する こと 。 

それ を 、 自 己 都合 で 行う こと 。 
それ を 、 勝 手 に 行う こと 。 


例 。 

В. МТО (1) に つい て 、 以 下 の (2) を 行う 。 
(1) 

自身 の 稼ぎ 。 

(2) 

私 的 な 使い 込み 。 

私 的 な 浪費 。 

以下 に 対し て 、 私 的 に 、 の め り 込 むこ と 。 
ギャ ン ブ ル 。 

HH 


上 记 C (2) 。 

男性 。 

彼 が 持つ 条件 。 

彼 は 、 そ れ を 、 以 下 に 対し て 、 求 め る 。 
上 記 の (1 ) 。 

女性 。 


その 条件 は 、 以 下 の (В) の 通り で ある 。 


(B) 

И 

(1) 

彼女 は 、 以 下 が 可 能 で ある 。 
男性 は 、 彼 女 に 対し て 、 性 的 に 満足 する 。 
(1-1) 

彼女 は 、 以 下 に つい て 、 条 件 が 良い 。 
彼女 の 容姿 。 

彼女 器 。 

(1-2) 

彼女 は 、 以 下 に つい て 、 条 件 が 良い 。 
セッ クス 時 の 快感 。 

彼女 の 性 的 反応 。 


(2) 

以下 の 可能 性 。 

それ が 大 きい こと 。 

彼女 は 、 以 下 を 、 確 実に 残せ る 。 
ав. 


(2-1) 

彼女 は 、 以 下 の 行 為 を み し な い 。 

浮気 。 

(2-2) 

彼女 は 、 以 下 に 関し て 、 協 力 的 で ある 。 
子供 の 育 見 。 

(2-3) 

彼女 は 、 以 下 に 関し て 、 正 常 で ある 。 
生殖 能力 。 


(3) 
彼女 は 、 以 下 に 関し て 、 高 い 能 力 を 持つ 。 
身体 能力 。 
知 的 能力 。 


彼女 は 、 以 下 を 、 高 く 上 げ ら れる 。 
RES OB CMT. 

И 

能 力 。 

スペ ッ ク 。 

その 多様 性 。 

遺伝 的 能力 。 

後天 的 な 能力 。 

ИИ 

(4) 

女性 は 、 以 下 の (4-1) の 内 容 を 実現 する 。 
(4-1) 

И 

男性 は 、 以 下 の (1) に お いて 、 以 下 の (2) を 実現 で きる 。 
(1) 

企業 家 と し て の 活動 。 

それ を 続け る こと 。 

(2) 

心理 面 で の 、 安 定 し や すさ 。 

ИИ 

彼女 は 、 以 下 の 存 在 で ある 。 
以下 の 性 格 の 持ち 主 。 

男性 は 、 そ れ を 、 気 に 入る 。 
МИНИ! 


(5) 

彼女 は 、 以 下 の (5-1) に 対し て 、 以 下 の (5-2) を 実現 で きる 。 
(5-1) 

男性 


彼 は 、 居 下 の 状 態 に な りや すい 。 


働き 詰め に な る こと 。 

(5-2) 

彼女 は 、 以 下 を 、 十分 に 実施 する 。 
生活 面 で の サポ ー ト 。 
生活 面 で の ケア 。 


(6) 

ИИ 

彼女 は 、 以 下 の (1) に つい て 、 以 下 の (2) を 実現 で きる 。 
(1) 

男性 。 

企业 家 。 

その 企業 に お ける 働き 。 
(2) 

助け る こと 。 
引き 上 げ る こと 。 

И 


(6-1) 

彼女 の 持つ 、 以 下 の 能 力 。 
知 的 能力 。 

それ は 、 高 い 。 

(6-2) 

彼女 の 持つ 、 以 下 の 能 力 。 
И 

対人 関係 の 構築 。 

対人 関係 の 維持 。 

ИИ 

それ は 、 高 い 。 

(6-3) 

彼女 は 、 以 下 に お いて 、 上 恵まれ て いる 。 
ИИ 

НЛК. 

绿 故 。 

ИИ 


彼女 は 、 以 下 の 出 身 で ある 。 
ИИ 

名 門 の 家庭 。 

名 門 の 学校 。 

ИИ 


(7) 

WAM, WEAN. 
经 济 力 。 
それ は 、 高 い 。 


彼女 は 、 次 の (7 - 1 ) に つい て 、 次 の (7 - 2 ) を 実現 で きる 。 
(7-1) 

以下 の 発生 。 

経済 的 な 危機 。 

男性 は 、 以 下 を 、 出せ な く な る 。 

配当 。 


それ は 、 一 時 的 で ある 。 
例 。 
男性 は 、 大 き な 病 気 に か か る 。 


(7-2) 

十分 な 備え 。 

十分 な 対応 。 

彼女 は 、 そ れ が 可能 で ある 。 

以下 の 存在 に な る こと 。 

彼女 は 、 そ れ が 可能 で ある 。 

彼女 は 、 男 性 に 代わ っ て 、 家 族 を 、 経 済 的 に 支え る 。 
彼女 は 、 以 下 の オ 能 を 持つ 。 

ИИ 

企业 家 。 

RCT). 

ИИ 

彼女 は 、 以 下 の 属 性 を 持つ 。 

彼女 は 、 も と も と 経済 的 に 富裕 で ある 。 


ИИ 


MM 
人 生 投 资 家 。 
女性 。 
企业 家 。 
男性 。 

その 人 生 。 
その 結婚 。 


以下 の (1) ) に つい て 。 

以下 の (2) は 、 以 下 の (3) より も 、 以 下 の (4) と な る 。 
(1) 

相手 異性 に 対し て 出す 条件 。 


、 以 下 の 内 容 に な りや すい 。 
、 よ り 厳 し い 。 
ょ 、 よ り 苦 酷 で ある 。 


その 理由 は 、 以 下 の 通 り で ある 。 


有利 な 資本 。 

それ は 、 以 下 に お いて 、 価 値 が 高い 。 
(1-1) 

それ は 、 男 性 か ら の 需要 が 多い 。 
(1-2) 

それ は 、 男 性 へ の 供給 が 限ら れ て いる 。 


(2) 

女性 は 、 そ の こと で 、 以 下 の (2-1) に 対し て 、 以 下 の (2-2) を 実現 で きる 。 
(2-1) 

相手 男性 。 

(2-2) 

彼女 は 、 条 件 的 に 有利 に な る 。 


LLL 
人 生 投 资 家 。 
女性 。 


企業 家 。 
男性 。 


その 人 生 。 
その 結婚 。 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 を 持つ 。 
以下 の 実現 。 
それ を 目指 すこ と 。 


(1) 

女性 。 

彼女 の 人 生 。 

その 、 男 性 へ の 投資 。 
それ に つい て 、 以 下 が 多 いこ と 。 
男性 か ら の 配当 。 
男性 か ら の リタ ー ン 。 


(2) 

男性 。 

以下 が 十分 で ある こと 。 

女性 は 、 男 性 に 対し て 、 以 下 を 実行 する 。 
それ は 、 内 容 面 で 、 十 分 に 多様 で ある 。 
それ は 、 量 的 に 、 十 分 に 多い 。 

人 生 上 の サポ ー ト 。 

人 生 上 の 欲求 充足 。 


女性 は 、 男 性 の 面倒 を 見 る 。 

それ は 、 男 性 に 対し て 、 以 下 を 実現 する 。 
男性 の 稼ぎ 。 

Bt OA. 

それ ら が 上 が る こと 。 

それ は 、 男 性 に と っ て 、 以 下 の 実 行 を 、 容 易 に する 。 


男性 は 、 配 当 を 出す 。 


MUNI 
人 生 投 资 家 。 
女性 。 


企業 家 。 
男性 。 


その 人 生 。 
その 結婚 。 


そこ で は 、 男 女 双 方 は 、 以 下 の (1) を 、 以 下 の (2 ) に お いて 、 重 視 i す る 。 
そう し た 重視 。 
それ は 、 連 続 的 に 発生 する 。 


(1-1) 

人 生 面 で の 利害 。 

人 生 面 で の 打算 。 

(1-2) 

人 生 に お いて 、 以 下 を 、 実 現す る こと 。 
FIA] XO EL. 


(2) 
以下 の 選択 。 
(2-1) 
結婚 相手 。 
(2-2) 
人 生 の 内 容 。 


HU 


人 生 投 资 家 。 
女性 。 


企业 家 。 
男性 。 


その 人 生 。 
その 結婚 。 


それ は 、 以 下 の 結 果 に な る 。 
それ は 、 以 下 の (С) を 、 欠 いて いる 。 


(С) 

(1) 

人 生 上 の 共同 体 の 実現 。 
以下 の 精神 を 、 共 有する こと 。 
それ は 、 強 い 。 
それ は 、 大 きい 。 


(1-1) 
相手 異性 に 対す る 、 心理 的 な 結び つき 。 


(1-2) 

相手 異性 の 人 格 。 

それ に 対す る 、 敬 愛 の 気持 ち 。 
(1-3) 

相互 の 根本 的 な 仲の 良さ 。 


(2) 
各自 の 人 格 。 
その 品質 の 高 さ 。 
その 実現 。 

例 。 


彼ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 充 実 さ せる 。 
Mil 


彼 等 の 各々 が 、 大 好き な こと 。 
趣味 。 


それ を 、 双 方 が 、 共 に 実現 する 。 
その 実現 は 、 同 時 で ある 。 

その 実現 は 、 利 害 抜き で ある 。 
HII 


Hadlt, ИРИ, BECHS. 
以下 の 実現 。 

ИИ 

相互 の 人 生 。 

// 

その 品質 。 

その 確保 。 

その 向上 。 

ИИ 


ПИ! 


人 生 投 资 家 。 
女性 。 


企业 家 。 
男性 。 


その 人 生 。 
その 結婚 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 に な りや すい 。 
Их. ЕЕ (С) を 、 大 きく 外す 。 


人 生 投 资 家 。 
女性 。 


企业 家 。 
男性 。 


その 人 生 。 
その 結婚 。 


そこ で は 、 男 女 は 、 以 下 に 対し て 、 こ だ わり や すい 。 


利害 。 
それ は 、 多 種 多 様 で ある 。 


その 結果 、、 男 女 は 、 以 下 の 状 態 に 陥る 。 


以下 の (1 ) に お いて 、 以 下 の (2) は 、 以 下 の (3) に な る 。 
(1) 

心理 的 内 面 。 

(2) 

充実 の 度合 い 。 

(3) 

低下 する こと 。 

それ が 、 容 易 に 発生 する こと 。 


男女 は 、 以 下 の (1) に お いて 、 以 下 の (2) を 実行 する 。 


社会 的 地位 。 
(1-3) 
人 生 上 の 業績 。 


(2) 

高度 な 配当 。 
その 実現 。 
その 獲得 。 


それ は 、 表 面 的 に は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


それ は 、 華 や か で ある 。 
それ は 、 成 功 し て いる 。 


し か し 、 そ れ は 、 和 実際 に は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


男女 は 、 以 下 の (1) に お いて 、 以 下 の (2) の 状態 に な る 。 
(1) 

双方 の 仲 。 

(2) 

冷却 。 

その 頻発 。 


その 継続 。 


男女 は 、 以 下 の (1 ) に お いて 、 以 下 の (2) の 状態 に な る 。 
(1) 

心理 面 で の 充実 性 。 
(2) 

その 欠如 。 


男女 は 、 以 下 の (1) に お いて 、 以 下 の (2) の 状態 に な る 。 
(1) 
気分 。 
(2) 


空虚 。 


その 原因 は 、 以 下 に あり そう で ある 。 
上 記 の (С) の 欠如 。 


この こと は 、 以 下 と 同じ で ある 。 
以下 の (1 ) に お いて 、 以 下 の (2) は 、 以 下 の (3 ) に な る 。 


それ は 、 必 ず し も 幸福 で は 無い 。 


上 記 の 状況 。 
その 発生 。 
それ は 、 以 下 の 場 合 で も 、 起 きる 。 


上 記 の (1) ) は 、 上 記 の (2 ) に お いて 、 以 下 の (3) を 実現 する 。 
それ は 、 以 下 に お いて 、 非 の 打ち 所 が な い 。 
その 実現 の 度合 い 。 


(3) 

配当 が 多い こと 。 

お 人 金 が 儲かる こと 。 
/ 

例 。 

億 万 長者 に な る こと 。 
/ 


MINIT 
人 生 投 资 家 。 
女性 。 


企业 家 。 
男性 。 


その 人 生 。 
その 結婚 。 


そこ で は 、 以 下 が 、 良 さそ う で ある 。 
男女 は 、 本 当 は 、 以 下 の 行 為 を み 4 する べき で ある 。 


以下 の 内 容 の 実現 。 
(1) 
彼ら は 、 そ れ を 、 抑 制す る 。 


彼ら は 、 そ れ を 、 ほ ど ほ ど に する 。 
Mil 


人 生 へ の 投資 。 

その 効率 。 

それ を 、 最 大 限 に する こと 。 
ИИ 


(2) 

彼ら は 、 以 下 を 、 追求 する 。 

ИИ 

人 生 の 品質 。 

その 充実 。 

彼ら は 、 そ れ を 、 十 分 に 確保 する 。 
ИИ 


女性 は 、 特 に 、 注 意 が 必要 で ある 。 
その 理由 は 、 以 下 で ある 。 


女性 は 、 以 下 を 、 容 易 に 実現 する 。 

人 生 に お いて 、 以 下 の 立 場 に 立つ こと 。 
ИИ 

投資 する 立場 。 

И 


その 結果 、 女 性 は 、 以 下 を 、 容 易 に 実現 する 。 
彼女 は 、 人 生 に お いて 、 以 下 の 行 為 を 実行 する 。 
彼女 は 、 以 下 の 内 容 を 、 最 優先 させ る 。 

ИИ 

配 当 。 

利益 。 

その 大 き さ 。 

И 


CAVE, 395. 
それ は 、 不 可 施 で ある 。 


НЗ. LA ROR AEC. 
女性 は 、 以 下 に つい て 、 頻 度 が 高い 。 
女性 は 、 以 下 の 度 合い が 大 きい 。 


ИИ 
人 生 に お いて 、 強 欲 に な る こと 。 
Mii 
人 生 に お いて 、 以 下 を 行う こと 。 
// 


高望み 。 
ИИД 


女性 の 人 生 。 

その 充実 。 

その 実現 。 

その た め に 、 女 性 に は 、 以 下 が 必 要 で ある 。 
Mil 

自制 心 。 

И 


(初出 2020 年 5 月 ) 


女性 に よる 特権 的 な 人 生 投資 家 生 活 の 水 続 。 女 性 に よる 和男 性 支配 、 男 性 差別 の 


Я Lo 


以下 の 社会 規範 。 
それ は 、 永 続 す る 。 


HM 
(X) 
社会 规范 。 


以下 の (1) に よる 、 以 下 の (2) の 実現 。 
(1) 

女性 。 

(2-1) 

以下 の 存在 に な る こと 。 

人 生 投 資 家 。 

(2-2) 

以下 の 存続 。 

上 記 の (2-1) の 生活 。 


それ は 、 永 続 す る 。 
それ は 、 保 証 さ れる 。 


MINIT 
その 理由 は 、 以 下 で ぁ る 。 
以下 の 前 提 条 件 は 、 永 続 す る 。 


女性 に と っ て 、 以 下 の 実 現 が 、 可 能 で ある 。 


HH 
(А) 

女性 は 、 以 下 の (1) & МТО (2) と 見 な す 。 

女性 は 、 以 下 の (1 ) に つい て 、 以 下 の (3) を 実行 する 。 
それ は 、 生 涯 に わた っ て 、 続 く 。 


(1) 
彼女 自身 の 女性 器 。 
彼女 自身 の 女体 。 


(2 ) 
彼女 自身 の 身体 の 資本 。 


(3) 
所 有する こと 。 
占有 。 


ИИ 


は 、 下 記 の (1) に つい て 、 以 下 の (3) を 引き 起こ す 。 
それ は 、 以 下 の (2 ) に お いて 、 発 生 す る 。 
は 、 生 涯 に わた っ て 、 続 く 。 


女性 。 
その 存在 。 


(2) 

彼 自 身 の 生 存 。 
彼 自 身 の 生 活 。 
彼 自 身 の 生理 。 
彼 自身 の 心理 。 


(3) 

(3-1) 

依存 する こと 。 

それ は 、 と て も 強力 で ある 。 


以下 の 実現 は 、 不 可能 で ある 。 
上 記 の (3-1) の 中 止 。 
上 記 の (3-1) の 抑制 。 


それ は 、 以 下 と 関連 する 。 
彼 は 、 生 物 の 一 種 で ある 。 
生物 の 根本 上 原理 。 


HH 
(С) 

上 記 の (A) 。 
上 記 の (В). 
それ ら の 持続 。 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 を 実現 する 。 

以下 の (2) に と っ て 。 

以下 の (1) は 、 以 下 の (3) と し て 、 以 下 の (4) の 存在 に な る 。 
それ は 、 生 涯 に わた っ て 、 続 く 。 


(4) 
特権 的 存在 。 
支配 者 的 存在 。 
// 


その 権力 。 

その 支配 力 。 

それ ら の 強 さ 。 
их. ТЯ. ИЗ. 

変動 。 

それ は 、 一 定 範囲 内 を 、 行 き 来 する 。 


MILITIA 
(xX - 1) 
社会 规范 。 


以下 の (1) に よる 、 以 下 の (2) の 実現 。 
(1) 

女性 。 

(2-1) 

以下 の 存在 に な る こと 。 

人 生 投 資 家 。 

(2-2) 


ИИ 
それ は 、 以 下 を 示す 。 


MINI 
(X - 2) 
社会 规范 。 


以下 は 、 永 続 す る 。 
以下 の (2 ) に と っ て 。 
以下 の (1) は 、 以 下 の (3) と し て 、 以 下 の (4) を 所 有する 。 


生物 。 
生物 。 
(4) 
根本 的 な 優位 性 。 


それ は 、 すなわち 、 以 下 で ぁ る 。 


(X-2。 簡 易 表 現 。) 
社会 規範 。 

ИИ 

女性 优 位 。 

その 永続 。 

//// 


MIMI 
上 記 の (X- 2). 
фо. 


それ は 、 例 えば 、 以 下 で ある 。 


ИИ 
(KD ПЕ 


以下 の こと を 容認 する 社会 規範 。 
その 永続 。 


(A) 

以下 の (1) は 、 以 下 の (3) を 、 以 下 の (4) の 存在 と 見 な す 。 

そう し て 、 以 下 の (1) は 、 以 下 の (5) を 実行 する 。 

そう し て 、 以 下 の (1 ) は 、 そ れ を 、 以 下 の (2) に 対し て 、 実 行 す る 。 


(3) 

彼女 自身 の 女性 器 。 

彼女 自身 の 女体 。 

(4) 

诱 蛾 灯 。 

その 代わ り 。 

(5) 

彼 を 性 的 に 誘い 出す こと 。 


(B) 
上 記 の (1) ) は 、 以 下 の (6) の 行為 を み 、 上 記 の (2) に 対し て 、 実 行 す る 。 
上 記 の (1) ) は 、 そ れ を 、 以 下 の (7) の 側面 に お いて 、 実 行 す る 。 


上 記 の (1 ) は 、 そ れ を 、 以 下 の (8) の 態度 で 、 実 行 す る 。 
その 実行 は 、 以 下 の (9) の タイ ミン グ で 、 な され る 。 
その 実行 は 、 以 下 の (10) の 期間 に お いて 、 な され る 。 


(6) 
搾取 。 
た か り 。 


(7) 
経済 面 。 


生活 面 。 


(8) 
それ は 、 一 方 的 で ある 。 
それ は 、 強 制 的 で ある 。 


(9) 

(9-1) 

その 開始 時 点 は 、 以 下 で ある 。 

彼女 は 、 性 的 に 成熟 し た 。 

(9-2) 

その 発生 時 点 は 、 以 下 で ある 。 

それ は 、 開 始 後 、 いつ で も 、 発 生 す る 。 

それ は 、 開 始 後 、 生涯 に わた っ て 、 発 生 す る 。 


(10) 

それ は 、 短 期間 の 場合 、 以 下 で あぁ る 。 
一 時 的 交際 。 

それ は 、 長 期間 の 場合 、 以 下 で あぁ る 。 
生涯 の 結婚 生活 。 


HH 
上 記 の (X- 2) 。 
その 永続 。 


それ は 、 すなわち 、 以 下 で ぁ る 。 


MINIT 
(X - 3) 
社会 规范 。 


МТ. 95. 
以下 が 、 可 能 で ある 。 

以下 の (1 ) は 、 以 下 の (3) を 
以下 の (1 ) は 、 そ れ を 、 以 下 の 


— ot 
ai 
al 
ON 


男性 。 
(3-1) 
社会 的 な 支配 。 
(3-2) 
社会 的 な 差別 。 


上 記 に つい て は 、 以 下 が 可 能 で ある 。 
その 表現 を 、 以 下 の よ うに 、 言 い 換え る こと 。 


(X- 3. ARH. ) 
社会 规范 。 


社会 に お ける 、 以 下 の 永続 。 
(3-1) 

女性 に よる 、 男 性 支配 。 
(3-2) 

SEI ES. ВЕЛИ, 


IMM 


(X - 4) 
社会 規範 


以下 の 永続 。 
以下 の (1) に 対し て 。 
以下 の (2) は 、 以 下 の (3) の 内 容 を 求め る 。 


その 結果 。 
以下 の (1) に 対し て 。 
以下 の (2) は 、 以 下 の (4) の 行為 を 実行 する 。 


彼女 の 女性 器 。 
彼女 の 女体 。 
(4) 
依存 。 
従属 。 
ЗИ. 


上 記 に つい て は 、 以 下 が 可 能 で ある 。 
その 表現 を 、 以 下 の よ うに 、 言 い 換え る こと 。 


(X - 4。 简 易 表 现 。 ) 
社会 规范 。 
社会 に お ける 、 以 下 の 永続 。 
男性 。 

その 性 欲 。 

その 強力 さ 。 


(X- 4) の 社会 規範 。 

それ は 、 上 記 の (2 ) に つい て 、 以 下 の (4 ) に な る 。 
それ は 、 以 下 の (3) に 関し て 、 そ うな る 。 

(3) 

その 人 生 。 

(4) 

th. 


MIT 
(X - 5) 


社会 规范 
以下 の 永続 。 


以下 の (2) に 対し て 。 
以下 の (1 ) は 、 以 下 の (3) の 内 容 を 、 実 行 す る 。 
以下 の (1 ld. thre, oe 4) の 態度 で 、 実 行 す る 。 


И 
ВНЕ. 
彼女 自身 の 女体 。 
/ 


彼女 は 、 そ れ ら を 、 貸 し 出す 。 
それ は 、 有 償 で ある 。 
Hil 


(4) 
тих. BETH S. 
それ は 、 慈 悲 で ある 。 


о. 

上 記 の ( 対し て 。 

ee (+. МТО (5) の 状態 に 、 陥 る 

(5) 

彼 は 、 eer 

彼 は 、 上 記 の (1) に 対し て 、 以 下 の (6) を 実行 する 。 


(6) 
彼 は 、 代 償 を 支払 う 。 


ee ) に 対し て 、 以 下 の (8) を 実行 する 。 


彼 は 、 そ れ を 、 以 下 の ( i ees 


(7) 
=. 


(8) 
彼 は 、 以 下 を 実現 する 。 
彼 は 、 以 下 を 生み 出す 。 
配当 。 


彼 は 、 そ の た め に 、 以 下 の 存 在 に な る 。 
企業 家 。 


その 結果 。 
彼 は 、 上 記 の (1) の た め に 、 以 下 の 行 為 を 実行 する 。 


вх. Ия. ЕО (1) か ら 、 強 制 さ れる 。 
働く こと 。 


労働 。 


上 記 に つい て は 、 以 下 が 可 能 で ある 。 
その 表現 を 、 以 下 の よ うに 、 言 い 換え る こと 。 


(X-5。 簡 易 表 現 。) 
社会 規範 。 
社会 に お ける 、 以 下 の 永続 。 
男性 。 

その 強制 労働 。 

その 、 女 性 に よる 強制 。 


男性 の 運命 。 
それ は 、 以 下 で ある 。 
女性 の 経済 的 奴隷 。 


それ は 、 男 性 に と っ て 、 以 下 の 期間 続く 。 
一 生 。 


それ は 、 男 性 に と っ て 、 決 定 的 で ある 。 
それ は 、 男 性 に と っ て 、 不 可 遊 で ある 。 


HMW 
(X-6) 
社会 规范 。 


次 の (А) は 、 以 下 の (В) を 実現 する 上 で 、 以 下 の (С) の 内 容 に 相当 する 。 


(A) 

以下 の 永続 。 

以下 の (3 ) に つい て 。 

以下 の (2) は 、 以 下 の (5) の 欲求 を 、 持 つ 。 
それ は 、 以 下 の (4) の 状態 で ある 。 

以下 の (1) 4. МТО (3) を 所 有する 。 


彼女 の 女性 器 。 
彼女 の 女体 。 


(4) 
その 発生 は 、 生 理 的 で ある 。 
その 発生 は 、 恒 常 的 で ある 。 


その 程度 は 、 と て も 強力 で ある 。 


以下 の 永続 。 


上 記 の (1 ) は 、 以 下 の (7) の 状態 を 、 実 現 で きる 。 
上 記 の (1) ) は 、 そ れ を 、 以 下 の (6) の 存在 と し て 、 実 現 で きる 。 
上 記 の (1 ) は 、 そ れ を 、 以 下 の (8) の 内 容 で 、 実 現 で きる 。 


(6 ) 
人 生 投 资 家 。 
(7) 
配 当 生活 。 
その 持続 。 


(8) 
持続 し や すさ 。 
その 程度 は 、 極 め て 、 安 定 的 で ある 。 


(С) 
基盤 。 
それ は 、 と て も 重要 で ある 。 
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性 的 搾取 。 
性 的 搾取 。 そ の 内 容 の 分 類 。 


性 的 搾取 。 
その 内 容 の 分 類 。 


(1) 

それ ら は 、 以 下 の 二 種類 で ある 。 
男性 に よる 、 女 性 に 対す る 搾取 。 
女性 に よる 、 男 性 に 対す る 搾取 。 
// 


(2) 
それ ら は 、 以 下 の 二 種類 で ある 。 
/ 
身体 的 な 搾取 。 
経済 的 な 搾取 。 
/ 


(1) 
身体 的 な 性 的 搾取 。 


( 工 一 工 ) 

男性 に よる 、 女 性 へ の 、 身 体 的 な 性 的 搾取 。 
男性 は 、 以 下 の 内 容 を 、 女 性 に 対し て 、 強 制す る 。 
男性 自身 が 所 有する 、 性 的 欲求 。 

その 、 は け 日 と な る こと 。 

男性 は 、 女 性 に 対し て 、 以 下 の 行 為 を 、 実 行 す る 。 


交際 の 前 。 

セッ クス の 前 。 

性 的 に 、 し つこ く 付 きま と うこ と 。 
セッ クス を 、 絶 え ず 要求 する こと 。 


セッ クス の 開始 後 。 

セッ クス の 相手 の 女性 。 
彼女 に 対す る 、 前 戯 。 

それ を 、 い い 加 減 に 行う こと 。 
それ を 、 省 略す る こと 。 


セッ クス 中 。 

セッ クス の 相手 の 女性 。 

彼女 を 、 性 的 に 興奮 させ る こと 。 
the, SELB. 

その 結果 。 

彼 自身 だ け で 、 一 人 で 、 自 分 勝手 に 、 性 的 に 引 頂 する こと 。 
セッ クス の 相手 の 女性 。 

彼女 が 、 性 的 絶頂 に 達し な いこ と 。 
その 発生 。 

the, SELB. 

それ を 、 そ の まま 攻 R 買 する こと 。 


セッ クス の 後 。 

セッ クス の 相手 だ っ た 女性 。 
彼女 に 対し て 、 性 的 に 醒め る こと 。 
彼女 に 対し て 、 性 的 に 飽き る こと 。 
その 結果 。 

セッ クス の 相手 だ っ た 女性 。 
彼女 を 、 邪 険 に 扱う こと 。 


(1-2) 
女性 に よる 、 男 性 へ の 、 身 体 的 な 性 的 搾取 。 


(4=2=13 

女性 は 、 以 下 の 内 容 を 、 男 性 に 対し て 、 強 制す る 。 
彼女 自身 が 所 有する 、 性 的 欲求 。 

その 、 は け 日 と な る こと 。 

女性 は 、 男 性 に 対し て 、 以 下 の 行 為 を 、 実 行 す る 。 


彼女 自身 が 所 有する 、 性 的 欲求 。 
それ が 、 強 力 で ある こと 。 
その 結果 。 


男性 に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 要 求 す る こと 。 
彼女 自身 が 、 性 的 に 興奮 す る こと 。 
その 実現 。 


彼女 に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 上 手 に 行う こと 。 
優し い 配 慮 と 、 す る こと 。 

優し い 言 葉 を 、 掛 ける こと 。 
彼女 を 、 褒 め る こと 。 

その 言葉 を 、 掛 ける こと 。 


彼女 自身 の 性 感 帯 。 
それ に 対し て 、 愛撫 を 、 行う こと 。 


上 記 の 内 容 。 

その 実行 。 

それ が 、 徹 族 的 で ある こと 。 

それ が 、 十 分 に 、 織 細 で ある こと 。 

それ が 、 以 下 の 場 所 を 、 確 実に 捉え て いる こと 。 
彼女 自身 に と っ て の 、 急 所 。 


セッ クス に 必要 な 身体 運動 。 
その ほとん ど を 、 男 性 に 、 や ら せ る こと 。 


彼女 が 、 男 性 に 対し て 、 行 うこ と 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

彼女 自身 の 女体 。 

それ を 、 提 供する こと 。 

彼女 自身 の 女性 圧 。 

それ を 、 提 供する こと 。 


彼女 自身 の 身体 。 

その 性 的 な 反応 。 

その 性 的 な 興奮 。 

それ ら の 表現 。 

それ ら を 、 十分 に 、 提 供する こと 。 
それ ら を 、 十 分 に 、 視 聴 さ せる こと 。 
例 。 

喘ぎ 声 を 出す こと 。 
愛液 を 出す こと 。 

けい れん させ る こと 。 


上 记 以 外 。 

その 全て を 、 男 性 に や ら せ る こと 。 

彼女 自身 は 、 特 に 、 何 も し な いこ と 。 

彼女 自身 は 、 横 に な っ て いる だ け で ある こと 。 


性 的 绝顶 。 

性 的 満足 。 

彼女 自身 が 、 そ れ ら の 状態 に 達する こと 。 

セッ クス の 相手 の 男性 。 

彼 が 、 そ の こと を 、 繰 り 返 し 、 実 現さ せる こと 。 
それ を 、 短 時 間 の うち に 、 頻 繁 に 発生 させ る こと 。 


それ を 、 長 時 間 に わ た っ て 、 連 続 的 に 発生 させ る こと 。 
それ を 、 以 下 の 状 態 が 発生 する まで 、 休 まず に 、 発 生 さ せる こと 。 
彼女 自身 が 、 性 的 に 十分 に 満足 する こと 。 


上 記 の 内 容 を 、 彼 に 対し て 、 強 制す る こと 。 

その た め に 、 彼 に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 要 求 す る こと 。 
ty 7 ADEE. 

それ が 、 豊 富 で ある こと 。 

セッ クス に お ける 、 高 度 な テク ニッ ク 。 

その 内 容 を 、 既 に 習得 し て いる こと 。 

その レベ ル が 、 十 分 に 高い こと 。 

その 実現 の た め に 、 彼 を 、 性 的 に 、 こ き 使 うこ と 。 
その 実現 に お いて 、 以 下 の 内 容 を 、 考 應 し な いこ と 。 
セッ クス の 相手 の 男性 。 

彼 自身 の 、 性 的 側面 に お ける 、 持 続 能 力 。 

彼 自 身 の 、 性 的 側面 に お ける 、 疲 労 の 度合 い 。 


その 実現 。 

それ が 、 十 分 で な か っ た 場合 。 

例 。 

セッ クス の 相手 の 男性 。 

彼 が 、 途 中 で 、 性 的 に 疲れ 果て る こと 。 
彼 が 、 早 漏 で ある こと 。 

彼 が 、 遅 漏 で ある こと 。 


セッ クス の 相手 の 男性 。 
彼 に 対し て 、 不 機嫌 に な る こと 。 
彼 に 対す る 態度 を 、 冷 た くす る こと 。 


その こと で 、 彼 に 、 以 下 の 内 容 を 、 や ら せ る こと 。 
彼女 自身 に 対す る 、 ご 機嫌 取り 。 


彼 に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 考 える こと 。 
浮気 。 


離婚 。 


(1-2-2) 
女性 は 、 以 下 の 内 容 を 、 男 性 に 対し て 、 強 制す る 。 
彼女 自身 。 

その 自己 保身 。 

その 安全 の 確保 。 

それ を 、 実 現さ せる こと 。 


ел. 

その 技術 。 

АВЕ, 

その 時 間 的 な 切れ 目 の 無 さ 。 
それ ら が 、 十 分 に 、 高 いこ と 。 


その 実現 。 
それ ら を 、 彼 自身 の み で 、 全 て 、 完 結 さ せる こと 。 


彼女 自身 は 、 特 に 、 何 も し な いこ と 。 


彼女 自身 の 手 を 、 類 わせ る こと 。 
その 状態 の 発生 。 
それ を 、 全 て 、 回 放す る こと 。 


例 。 

彼女 自身 の 生物 。 

彼女 自身 の 身体 。 

彼女 自身 の 精神 。 

それ ら を 、 護 術 す る こと 。 


以下 の よう な 存在 に な る こと 。 
彼女 自身 に と っ て の 身代わり 。 


リス ク 。 
危険 。 
それ ら を 、 彼 自身 の み で 、 全 て 、 背 負う こと 。 


チャ レン ジ 。 

その 実行 。 

それ を 、 彼 自身 の み で 、 全 て 、 完 結 さ せる こと 。 
彼女 自身 を 、 そ の 中 に 、 決 し て 、 巻 き 込 まな いこ と 。 


(1-2-3) 

女性 は 、 以 下 の 内 容 を 、 男 性 に 対し て 、 強 制す る 。 
彼女 自身 。 

ENS TI. 

それ に 対す る 補助 。 


男性 自身 の 筋力 。 
それ を 増強 する こと 。 


茜 酷 な 肉体 労働 。 
それ に 従事 する こと 。 


それ ら を 、 以 下 の 状 況 に お いて 、 十 分 に 、 実 現さ せる こと 。 
彼女 自身 の 生活 中 。 


(2) 
経済 的 な 性 的 搾取 。 


(2-1) 

女性 に よる 、 男 性 へ の 、 経 済 的 な 性 的 搾取 。 
女性 は 、 男 性 に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 貸 し 出す 。 
彼女 自身 の 女体 。 

RABANNE. 


女性 は 、 そ の 見 返り と し て 、 男 性 に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 実 行 す る 。 


RABBITS, BANS. 

その 実行 を 、 彼 に 対し て 、 強 制す る こと 。 
その 内 容 。 

彼 に 対し て 、 頁 物 を 、 絶 え ず 要求 する こと 。 
例 。 

食事 。 

物品 。 

bE. 


彼 を 、 企 業 へ と 、 送り込む こと 。 
彼 を 、 そ の 場所 で 、 労 働 さ せる こと 。 
その 労働 。 

その 内 容 。 

それ は 、 強 制 的 で ある 。 

それ は 、 奴 隷 と 同様 で ある 。 
EHS, WHE CHS. 


その 結果 。 

彼 が 得る 、 経 済 的 な 対価 。 

彼 が 得る 、 社 会 的 な 地位 。 

彼 が 達成 する 、 社 会 的 な 業績 。 

それ ら を 、 配 当 と し て 、 彼 か ら 、 一 方 的 に 受け 取る こと 。 
彼女 自身 は 、 彼 に 対し て 、 経 済 的 に は 、 何 も 提供 し な いこ と 。 


その 結果 。 

彼女 自身 は 、 以 下 の 内 容 の 生活 を 、 実 行 す る こと 。 
男性 か ら の 配当 生活 。 

その 内 容 。 

彼女 自身 は 、 特 に 、 何 も 働か な いこ と 。 

彼女 自身 は 、 楽 を する こと 。 

彼女 自身 は 、 優 座 に 暮らす こと 。 


その よう な 生活 を 、 一 生 に わた っ て 、 設 歌 す る こと 。 


特に 、 女 性 優位 社会 の 場合 。 
例 。 
日 本 の 社会 。 


女性 は 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現す る 。 

Ral OMA OAH. 

それ を 、 一 方 的 に 握る こと 。 

男性 を 、 そ こ か ら 、 締 め 出 すこ と 。 

男性 に 対し て 、 毎 日 、 わ ず か な 小遣い を 、 一 方 的 に 与え る こと 。 


男性 を 、 毎 日 、 企 業 へ と 強制 的 に 送り 出す こと 。 
その こと に より 、 男 性 に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 強 制す る こと 。 


休ま な いこ と 。 
// 
それ ら を 、 毎 日 、 生 涯 に わた っ て 、 続 ける こと 。 


彼女 自身 は 、 そ れ ら に つい て 、 何 も し な いこ と 。 


そう し て 得 ら れ た 、 家 計 の お 金 。 
それ を 、 消 費 す る こと 。 

その こと を 、 自 由 に 行う こと 。 

その こと を 、 好 き 勝 手 に 、 行 うこ と 。 
その 決定 の 権限 。 

彼女 が 、 そ れ を 、 占 有する こと 。 


それ ら を 可能 に する 、 権 力 。 
彼女 が 、 そ れ を 、 全 面 的 に 洛 握 する こと 。 


女性 の パー トナ ー の 男性 。 

彼 は 、 彼 女 の た め に 、 彼 自身 の 人 生 を 犠牲 に し て 、 働 き 続 けた 。 
彼 は 、 家 計 の 全て の お 金 を 、 稼 い だ 。 

彼女 が 、 彼 を 、 家 計 管 理 の 場 か ら 、 締 め 出 すこ と 。 

その こと の 実現 。 

それ が 、 社 会 的 に 、 全 面 的 に 、 容 認 さ れ て いる こと 。 

それ が 、 社 会 的 に 、 全 面 的 に 、 推 奨 さ れ て いる こと 。 


(2-2) 
+5. ЩО. BRM AYER. 
男性 が 、 女 性 に 対し て 、 セ ックス を 行っ た 後 。 
男性 が 、 そ の まま 、 女 性 の 前 か ら 、 消 えて いな く な っ て し まう こと 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

男性 に よる 、 女 性 に 対す る 、 セ ックス の や り 捨 て 。 


その 女性 が 、 妊 娠 し て 、 出産 し た 場合 。 

その 子供 の 遺伝 子 情報 。 

それ は 、 そ の 男性 か ら も 、 半 分 、 来 て いる 。 

その 子供 の 身体 の 半分 。 

それ は 、 そ の 男性 自身 で ある 。 

その 子育て に 掛か る 費用 。 

それ は 、 上 記 の 点 か ら は 、 男 女 間 で 、 折 半 す る 必要 が ある 。 


し か し 、 そ の 男性 は 、 女 性 の 前 か ら は 、 逃 げ て し まっ て いる 。 


その 子育て に 掛か る 費用 。 

その 男性 は 、 そ れ を 、 一 切 負 担 し な いま まで ある 。 
その 結果 。 

以下 の 状況 が 、 発 生 す る 。 
育て に 掛か る 費用 。 
育て に 掛か る 労力 。 

それ を 、 そ の 女性 が 、 全 て 負担 する こと 。 
その 男性 が 、 取 る 行為 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

本 来 、 負 担 す べき 費用 。 

それ を 、 払 わな いこ と 。 

本 来 、 負 担 す べき 労力 。 

それ を 、 提 供し な いこ と 。 


それ ら に 対す る 、 肩 代わ り 。 


その 男性 は 、 そ れ を 、 強 制 的 に 、 そ の 女性 に 対し て 、 押 し 付け て いる 。 


тих. КТО, ZATS. 
男性 に よる 、 女 性 に 対す る 、 経 済 的 な 搾取 。 
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女性 に よる 、 男 性 か ら の 経済 的 な 性 的 控 取 。 そ の 発生 の メカ ニ 
ALo 


以下 の (1) 4, МТО (2) に 対し て 、 以 下 の (3) を 、 実 行 す る 。 


経済 的 な 性 的 搾取 。 


以下 の (1-1) ) は 、 以 下 の (2-1) に 対し て 、 以 下 の (3-1) を 、 実 行 す る 。 
以下 の (2 - 1 ) は 、 以 下 の (4-1) の 目的 の た め に 、 以 下 の (1-1) に 対し て 、 
以下 の (5-1) を 実行 する 。 


(1-1) 

设备 〇 所 有 者 。 

资本 家 。 

例 。 

工場 の 設備 。 そ の 所 有 者 。 

(2-1) 

設備 の 借用 者 。 

労働 者 。 

(3-1) 
Оси, ЯМ, ВОИ 5СУ. 
彼ら に 対し て 、 低 賃金 を 支払 うだ け で 、 済 ませ る こと 。 
(4-1) 

生計 を 立て る こと 。 

報酬 を 獲得 する こと 。 

賃金 を 獲得 する こと 。 

その た め に 、 働 く こ と 。 

その た め に 、 設 備 を 使用 する こと 。 

その た め に 、 設 備 を 借用 する こと 。 

(5-1) 

上 記 の (1-1) が 所 有する 設備 を 、 借 用 する こと 。 
その 許可 を 、 上 記 の (1-1) か ら 、 得 よう と する こと 。 
その た め に 、 上 上記 の (1-1) が 出す 、 以 下 の (5-1-1) の 内 容 に 対し て 、 以 下 の 
(5-1-2) 行動 を 実行 する こと 。 
(5-1-1-1) 

彼ら を 、 強 制 労働 に 従事 させ る こと 。 


(5-1-2-1) 
文句 を 言わ ず に 、 お と な し くさく 従 い 続 ける こと 。 

過重 労働 を 、 ず っ と 続け る こと 。 

(5-1-1-2) 

彼ら に 対し て 、 経 済 的 な 搾取 を 、 一 方 的 に 、 行 うこ と 。 
(5-1-2-2) 

それ に 対し て 、 文句 を 斉 わ ず に 、 お と な し くさく 従い 続け る こと 。 
縦 済 的 搾取 を 、 ず っ と 受け 続け る こと 。 


以下 の (1-2) は 、 以 下 の (2-2) に 対し て 、 以 下 の (3-2) を 、 実 行 す る 。 
以下 の (2-2) は 、 以 下 の (4-2) の 目的 の た め に 、 以 下 の (1-2) に 対し て 、 
以下 の (5-2) を 実行 する 。 


(1-2) 
生殖 の 設備 。 
例 。 

// 
女性 器 。 
女体 。 
// 


その 所 有 者 。 
資本 家 。 


女性 。 
(2-2) 
生殖 の 設備 。 
その 借用 者 。 
労働 者 。 
男性 。 


(3-2) 
彼ら の こと を 、 経 済 的 に 、 思 い 切 り 、 搾 取 し 続け る こと 。 


彼ら に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 実 行 す る こと 。 
彼女 自身 に 対す る 、 経 済 的 な 朝貢 。 
それ を 、 生 涯 に わた っ て 、 強 制 し 続け る こと 。 


(4-2) 

その よう な 生殖 の 設備 。 

その 使用 に 伴っ て 、 以 下 の 内 容 を 、 獲 得する こと 。 
// 

強烈 な 性 的 刺激 。 

それ を 、 一 時 的 に 、 体 験 する こと 。 

// 

Mo BSD, АН. 

それ を 、 後 世に 、 残 すこ と 。 

// 


その た め に 、 設 備 を 使用 する こと 。 
その た め に 、 設 備 を 借用 する こと 。 


(5-2) 

上 記 の (1-2) が 所 有する 設備 を 、 借 用 する こと 。 

その 許可 を 、 上 記 の (1-2) か ら 、 得 よう と する こと 。 

その た め に 、 上 記 の (1-2) AMT, WED (5-2-1) の 内 容 に 対し て 、 以 下 の 
(5-2-2) の 内 容 を 、 実 行 す る こと 。 


(5-2-1-1) 
彼女 自身 の 所 有 設 備 。 

生殖 の 設備 。 

女性 器 。 

女体 。 

彼ら が 持つ 、 そ の 使用 に 対す る 、 生 得 的 な 欲求 。 
その 強烈 さ 。 

その 永続 性 。 


рр, CILIA. 
それ に 対し て 、 付 け 込む こと 。 


その た め に 、 彼 ら に 対し て 、 以 下 の 行 為 を 実行 する こと 。 


彼女 自身 の 所 有 設 備 。 

生殖 の 設備 。 

女性 器 。 

女体 。 

その 使用 許可 。 

それ を 、 彼 ら に 対し て 、 与 える こと 。 
その 行為 は 、 彼 女 自身 の 恩 准 で ある こと 。 


その 代わ り に 、 そ の 見 返り と し て 、 以 下 の 行 為 を 実行 する こと 。 
// 


彼ら を 、 過重 な 労働 に 、 追 い 込 むこ と 。 
彼ら を 、 長 時 間 に わ た っ て 、 働 か せ 続 ける こと 。 
彼ら を 、 強 制 労 働 に 、 従 事 さ せる こと 。 


/ 
上 記 の 行為 を 、 生 涯 に わた っ て 、 持 続 さ せる こと 。 


Е 
文句 を 言 わす に 、 お と な し くさく 従 い 続 ける こと 。 
過重 労働 を 、 ず っ と 続け る こと 。 


(5-2-1-2) 
彼ら に 対し て 、 臼 済 的 な 搾取 を 、 一 方 的 に 、 行 うこ と 。 


(5-2-2-2) 
それ に 対し て 、 文句 を 言わ ず に 、 お と な し くさく 従 い 続 ける こと 。 
経済 的 搾取 を 、 ず っ と 受け 続け る こと 。 


設備 の 所 有 者 は 、 設備 の 借用 者 より 、 そ の 地位 や 立場 が 、 上 位 で ある 。 
設備 の 所 有 者 は 、 そ の 強い 立場 を 利用 する 。 
設備 の 所 有 者 は 、 設備 の 借用 者 に 対し て 、 強 制 的 に 、 彼 自身 の 言う こと を 聞か せる 。 


その 結果 。 
設備 の 所 有 者 は 、 設備 の 借用 者 を 、 経 済 的 に 、 社 会 的 に 、 搾 取 し 続け る 。 


その こと の 実現 。 
それ は 、 十 分 に 可能 で ある 。 


上 記 の 場合 。 

設備 の 所 有 者 を 、 女 性 に 、 四 き 換え て 、 考 える こと 。 
設備 の 借用 者 を 、 男 性 に 、 四 き 換え て 、 考 える こと 。 
その こと で 、 以 下 の 内 容 が 、 説 明 で きる 。 

生殖 面 で 、 女 性 は 、 設 備 の 所 有 者 で ある こと 。 
生殖 面 で 、 男 性 は 、 設 備 の 借用 者 で ある こと 。 


В. МТО НЕС. 


以下 の 行為 を 、 生 涯 に わた っ て 、 和 実行 し 続け る こと 。 
女性 が 所 有する 、 生 殖 の 設備 。 

その 借用 。 

それ を 、 求 め 続け る こと 。 

その た め に 、 必 死に な る こと 。 


それ は 、 強 力 で ある 。 
それ は 、 恒 常 的 で ある 。 
それ は 、 永 続 的 で ある 。 


その よう に 、 遺 伝 的 に 決定 され て いる こと 。 
そう し た 存在 。 


В. МТО НЕС. 


女性 が 所 有する 、 生 殖 の 設備 。 

それ を 使用 する こと 。 

その こと で 、 強 力 な 性 的 刺激 を 得る こと 。 

その こと で 、 そ の 都度 、 性 的 絶頂 に 達する こと 。 


そう し た 性 的 欲求 。 
それ を 、 回 遊 する こと 。 
その こと が 、 全 面 的 に 、 不 可能 で ある こと 。 


その 強力 な 性 的 衝動 。 
その 発生 。 
それ を 、 貴 伝 的 に 、 強 制 さ れ て いる こと 。 


男性 。 

彼 は 、 以 下 の 性 質 を 、 持 つ 。 

// 

女性 が 所 有する 、 生 殖 の 設備 。 
女性 器 と 女体 。 

それ ら を 、 求 め 続 ける こと 。 

そう し た 精神 状態 。 

それ は 、 い つの 間 に か 、 発 生 す る こと 。 
それ は 、 い つも 、 恒 常 的 に 、 発 生 す る こと 。 


女性 が 所 有する 、 生 殖 の 設備 。 
女性 器 と 女体 。 

それ ら に 対し て 、 性 的 に 即座 に 興奮 する こと 。 
そう し た 精神 状態 。 

女性 が 所 有する 、 生 殖 の 設備 。 
女性 器 と 女体 。 

それ ら に 対す る 、 全 面 的 な 精神 的 依存 。 
そう し た 状態 。 


その よう な 精神 状態 。 

фо. 

それ を 、 貴 伝 的 に 、 強 制 さ れ て いる こと 。 
// 


男性 。 

彼 は 、 そ の た め 、 以 下 の 性 質 を 、 持 つ 。 

/ 

女性 か ら 、 生 斑 の 設備 を 借り ず に 、 済 ませ る こと 。 


その こと が 、 不 可能 で ある こと 。 
その こと が 、 根 本 的 に 、 困 難 で ある こと 。 


それ は 、 生 涯 に わた っ て 、 そ う で ある こと 。 
それ は 、 一 上 時 で あっ て も 、 そ う で ある こと 。 
// 


設備 の 所 有 者 。 

設備 の 借用 者 。 

彼ら の 間 に お ける 、 上 下関 係 の 発生 。 
その 、 生 殖 面 に お ける 、 発 生 。 

その こと を 、 考 慮 する 場合 。 


設備 の 所 有 者 。 そ れ は 、 女 性 で ある こと 。 
設備 の 借用 者 。 そ れ は 、 男 性 で ある こと 。 


その 結果 。 
生殖 の 面 に お いて 。 
女性 が 上 位 者 で ある こと 。 
男性 が 下位 者 で ある こと 。 


その こと で 、 以 下 の 内 容 が 、 発 生 す る こと 。 
MEIC KS, 8-95, ЯК. 
その 配当 の 原資 と し て の 、 男 性 の 過重 労働 。 
それ を 、 女 性 が 、 男 性 に 対し て 、 日 常 的 に 、 強 制す る こと 。 
その こと が 、 女 性 に と っ て 、 恒 常 的 に 、 実 施 可 能 で ある こと 。 
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a ah LL 


女性 の 身体 。 
それ は 、 以 下 の (1) の よう な 造り に は 、 特 に な っ て いな い 。 


男性 の 身体 。 
それ は 、 以 下 の (1) の よう な 造り に 、 特 化し て いる 。 


(1) 

過重 労働 を 、 続 ける こと 。 
それ を 、 前 提 と する こと 。 
その よう な 、 造 り 。 


その こと は 、 両 者 の 間 に お ける 、 根 本 的 な 相違 点 で ある 。 
それ は 、 男 女 の 間 に お ける 、 根 本 的 な 性 差 の 現れ で ある 。 


女性 の 身体 。 

それ は 、 以 下 の (2 ) の よう な 造り に 、 特 化し て いる 。 
(2) 

男性 に 対す る 、 引 済 的 な 性 的 搾取 。 

その 行為 を 、 生 涯 に わた っ て 続け る こと 。 

それ を 、 前 提 と する こと 。 

その よう な 、 造 り 。 


女性 の 身体 。 

それ は 、 以 下 の (2-1) の よう な 造り に 、 特 化し て いる 。 
(2-1) 

男性 に 、 強 制 的 な 過重 労働 を 、 連 続 し て 行わ せる こと 。 
その 結果 。 


男性 が 、 女 性 に 対し て 、 経 済 的 な 配当 を 、 差 し 出す こと 。 

その よう な 経済 的 な 配当 。 

それ を 、 専 ら 、 得 る こと 。 

その こと で 、 彼 女 自身 の 生計 を 、 立 て る こと 。 

その 結果 。 

彼女 自身 は 、 過 重労働 を 一 切 せ ず に 、 暮 らし 続け る こと 。 

彼女 自身 は 、 そ うし て 、 ず っ と 、 優 稚 に 、 気 楽に 、 暮 らし 続け る こと 。 
その 行為 を 、 生 涯 に わた っ て 続け る こと 。 

それ を 、 前 提 と する こと 。 

その よう な 、 造 り 。 


女性 た ち 。 

仮に 、 彼 女 た ち 自身 が 、 強 制 的 な 過重 労働 を 、 連 続 的 に 行っ た 場合 。 
彼女 た ち は 、 身 体 を 壊し て 、 働 け な く な る 。 

例 。 

ケー キ 屋 の 職人 。 

それ は 、 女 性 の 職業 人 気 が 、 と て も 高い 。 

し か し 、 そ れ は 、 実 態 を 反映 し て いな い 。 


実際 に 、 そ の 職人 と し て 残る 存在 。 
それ は 、 男 性 ば か り で ある 。 

その 理由 。 

ケー キ 屋 の 職人 。 

その 労働 は 、 と て も 過重 で ある 。 

それ に 耐え られ る 存在 。 

それ は 、 以 下 の よ うな 存在 に 限ら れる 。 
過重 労働 に 耐え る 身体 。 

それ を 生得 的 に 持つ 存在 。 

男性 。 
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女性 に よる 、 男 性 に 対す る 、 性 的 搾取 。 そ れ ら の 分 類 。 


性 的 搾取 。 
それ は 、 性 差 に 基づく 、 一 方 の 性 に よる 、 他 方 の 性 に 対す る 搾取 で ある 。 


女性 に よる 、 男 性 に 対す る 、 性 的 搾取 。 
それ は 、 以 下 の よ うに 、 分 類 可 能 で ある 。 


(1) 

経済 的 搾取 。 

稼ぐ 行為 。 男 性 に 対し て 、 そ の 内 容 を 強制 する こと 。 そ の こと で 、 彼 女 自 身 は 、 稼 が ず 
に 済む こと 。 そ の こと で 、 女 性 が 、 経 済 的 な 報酬 や 余裕 を 、 労 せ ず し て 、 一 方 的 に 、 手 
(An, НЕЗЬСи. ФОНЕ. 

その こと は 、 女 性 の 持つ 、 以 下 の 性 質 に 対応 する 。 女 性 は 、 身 体 の 仕組 み が 精 巧 な た 
め 、 作 業 負 人 荷 に 弱く 、 作 業 面 で 無理 が 効か な いこ と 。 


(2) 

セキ ュ リ ティ 的 搾取 。 

田 威 へ の 真 面 。 死 へ の 真 面 。 男 性 に 対し て 、 そ れ ら の 内 容 を 強制 する こと 。 そ の こと 
で 、 女 性 が 、 安 全 や 安心 を 、 一 方 的 に 手 に 入れ る こと 。 そ の 恒常 的 な 実施 。 

武器 の 酷使 。 死 や 負傷 に 対す る 恐怖 感 の 、 恒常 的 な 覚醒 。 女 性 は 、 男 性 に 対し て 、 そ れ 
ら の 内 容 を 強制 する 。 

それ ら の こと は 、 女 性 の 持つ 、 以 下 の 性 質 に 対応 する 。 生 物 学 的 貴重 性 と 、 そ れ に 基 づ 
く 、 強 烈 な 自己 保身 性 。 


(3) 

温室 的 環境 の 搾取 。 

苦 役 へ の 真 面 。 悪 条件 の 環境 へ の 真 面 。 男 性 に 対し て 、 そ れ ら の 内 容 を 強制 する こと 。 
その こと で 、 女 性 が 、 楽 さや 、 快 適さ を 、 一 方 的 に 手 に 入れ 、 享 受 す る こと 。 温 室 的 環 
境 の 、 一 方 的 な 入手 。 そ の 当然 視 を 、 行 うこ と 。 そ の 恒常 的 な 実 芳 。 

身体 の 酷使 。 筋 力 の 酷使 。 痛 さや 辛 さ や 昔 し さ の 感覚 の 、 恒 常 的 な 覚醒 。 女 性 は 、 男 性 
に 対し て 、 そ れ ら の 内 容 を 強制 する 。 

それ ら の こと は 、 女 性 の 持つ 、 以 下 の 性 質 に 対応 する 。 女 性 は 、 身 体 の 仕組 み が 精 巧 な 
た め 、 作 業 負 荷 に 弱く 、 作 業 面 で 無理 が 効か な いこ と 。 生 物 学 的 貴重 性 と 、 そ れ に 基 づ 
く 、 強 烈 な 自己 保身 性 。 


(4) 

性 的 快感 の 搾取 。 

男性 器 の 酷使 。 性 感 帯 の 愛撫 と 、 騰 内 射精 。 女性 が 性 的 に 満足 する まで 、 そ れ ら の 行為 
を 、 延 々 と 続け る こと 。 男 性 に 対し て 、 そ れ ら の 内 容 を 強制 する こと 。 そ の こと で 、 女 
性 が 、 性 的 快感 や 、 性 的 絶頂 を 、 労 せ ず し て 、 一 方 的 に 、 手 に 入れ る こと 。 そ の 恒常 的 
な 実施 。 

その こと は 、 女 性 の 持つ 、 以 下 の 性 質 に 対応 する 。 主 要 な 生殖 設備 の 占有 と 、 そ れ に 基 
づく 、 了 既得 権益 者 と し て の 、 社 会 的 上 位 者 気取り の 、 高 慢 な 性 格 。 


女性 に よる 、 そ れ ら の 実現 の 容易 化 。 

фо. ОВК. 

その 方 法 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

WAAR. AMI, ЯНЬ Си, GURY ATSIC. 
男性 の こと を 、 強 者 と し て 、 一 方 的 に 、 お だ て る こと 。 


(2022 年 1 月 初出 。) 


#703. ИВ. ФИО. Е. 


男性 に よる 、 女 性 に 対す る 、 セ ックス の や り 捨 て 。 

SVE ESD, AMISH S. FESS. 

上 記 の 双方 の 行為 。 

それ ら は 、 男 女 そ れ ぞ れ に お いて 、 以 下 の よ うな 行為 で ある 。 
/ 


自然 に 考え 付き 、 実 行 し よう と する こと 。 

相手 の 異性 に 対す る 漠 悪 感 を 、 特 に 感じ な いこ と 。 
や っ た 者 勝ち で ある こと 。 

感覚 的 に 、 普 通 で ある こと 。 

感覚 的 に 、 自 然 で て ある こと 。 

遺伝 的 な 基盤 。 

それ に 、 強 固 に 基づい て いる こと 。 

// 


どちら の 行為 も 、 相 手 の 異 性 に と っ て 、 以 下 の よ うな ダメ ー ジ が 、 と て も 大 きい 。 
人 生 面 で の ダメ ー ジ 。 

その ダメ ー ジ は 、 以 下 の 時 点 で 、 生 じ る 。 

その 行為 。 

それ を 、 彼 ら 自 身 の パ ー ト ナー か ら 実 行く され る こと 。 

COR. 

その 効果 が 、 顕 在 化 する こと 。 

その 時 点 。 


(A) 
ダメ ー ジ を 受け る 側 。 
それ が 、 女 性 で ある 場合 。 


男性 に よる 、 女 性 に 対す る 、 セ ックス の や り 捨 て 。 
その 結果 。 
女性 は 、 以 下 の 内 容 を 、 強 制 さ れる 。 


彼女 自身 が 望ま な い 、 妊 娠 。 
妊娠 の 相手 の 男性 。 

彼 と 、 彼 女 自 身 と の 間 で 、 関 係 を 持た な く な っ て いる こと 。 
その 結果 。 

妊娠 の 相手 の 男性 に 対す る 、 経 済 的 な 搾取 。 
その 実行 が 不可 能 な 状態 。 

その 発生 。 

その 結果 。 
RABBIS S, AUNT RBAOKE. 
その 発生 。 

その 持続 。 

その こと が 確定 する こと 。 


育て 。 

それ を 、 以 下 の よ うな 状況 の 下 で 、 実 行 す る こと 。 
/ 

妊娠 の 相手 の 男性 か ら の 、 子 育て の 費用 の 回 収 。 
それ が 、 困 難 で ある こと 。 


彼女 自身 が 、 経 済 的 に 絶望 的 で ある こと 。 
彼女 自身 が 、 一 人 で ある こと 。 

彼女 自身 が 、 拡 独 で ある こと 。 

// 


その よう な 行為 。 
その 持続 。 
それ が 、 生 涯 に わた る こと 。 


それ は 、 男 性 に よる 、 女 性 に 対す る 、 た だ 乗り で ある 。 
それ は 、 男 性 に よる 、 女 性 に 対す る 、 経 済 的 な 搾取 で ある 。 
それ は 、 男 性 に よる 、 女 性 に 対す る 、 人 生 面 に お ける 、 搾 取 で ある 。 


(В) 
ダメ ー ジ を 受け る 側 。 
それ が 、 男 性 で ある 場合 。 


RHI KS. Akio. POOR. 
その 結果 。 


(1) 
男性 。 


以下 の 二 者 の 間 に 生 まれ た 、 子 供 。 
(2) 

上 記 の (1). 

彼 の パー トナ ー に 当たる 女性 。 
(3) 

上 记 C (2). 

彼女 の 不倫 相手 に 当たる 男性 。 


その よう な 子供 。 
их, ЕО (1) ) に と っ て 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


彼 自身 0 和 遗 全 的 子 琢 。 
その こと に 該当 する 要素 。 
それ が ゼロ で ある こと 。 


彼 自身 と は 何ら 無関係 な 存在 で ある こと 。 


上 記 の (3) 。 
ОНО. 
上 記 の (1 ) 。 


彼 が 、 そ うし た 子供 に つい て 、 子 育て を 、 行 うこ と 。 
彼 が 、 そ の 実現 の た め に 、 以 下 の 内 容 の 人 生 を 、 送 る こと 。 


以下 の 行為 を 、 上 記 の (2) & (3) の 存在 か ら 、 一 方 的 に 、 受 け 続 ける こと 。 


// 
稼ぎ を 得る 労働 。 
その 強制 。 

// 
経済 的 な 搾取 。 

// 


上 記 の (1 ) 。 

彼 に よる 、 そ の よう な 人 生 。 

それ は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 
// 


それ は 、 彼 自身 の 利益 に は 、 全 く な ら な いこ と 。 
их. ЖЕ ><. СФ LC. 
それ は 、 彼 自身 に と っ て 、 無 意味 で て ある こと 。 
// 


上 记 C (1). 

彼 に よる 、 そ の よう な 人 生 。 

その 発生 。 

その 持続 。 

彼 自身 は 、 そ の こと に 、 何 ら 気 づか な いま まで ある こと 。 
彼 は 、 そ の まま の 状態 で 、 人 生 を 、 ず っ と 送る こと 。 

彼 は 、 そ の まま の 状態 で 、 人 生 を 、 終 える こと 。 

彼 は 、 以 下 の 内 容 を 、 後 世に 残せ な いま ま 、 消 滅する こと 。 
彼 自 身 の 遺 伝 的 子孫 。 


そう し た 悲惨 な 人 生 。 

上 記 の (1) が 、 そ れ を 、 上 記 の (2) か ら 、 強 制 さ れる こと 。 
上 記 の (2) 。 

彼女 は 、 上 記 の (1) (OIC. ЕВФЕЯ, ЕСС. 


上 記 の (2) 。 


彼女 が 、 上 記 の (3) の 存在 を 、 人 ) の 存在 より も 、 優 先 さ せる こと 。 
OO ail RA ge arent 

(4) 

その 考え は 、 自 然 で ある 。 

その 考え は 、 当 た り 前 で ある 。 


上 记 C (2) 。 

彼女 が 、 A 図る こと 。 
上 記 の (3) НЕМУ. 

pe 

その 存続 。 


上 記 の (2) 。 
WAR. ФЕВ, ЕО (1) に 対し て 、 以 下 の (5) の 行為 を み 、 実 行 す る こと 。 
彼女 は 、 そ の 行為 みん 、 以 下 の ( о 全 
(5) 

彼 の 生涯 。 

それ を 、 丸 ご と 、 犠 牲 に する こと 。 

(6) 

平然 と し て いる こと 。 


上 記 の (2) 。 

彼女 が 、 そ うし た 企み を 、 以 下 の (7 ) の 態度 で 、 実 行 に 移す こと 。 
(7) 

// 

その 実行 を 、 自 然 に 思い 付く こと 

その 実行 に 対し て 、 РЕ ВЕС と 。 

その 実行 に 対し て 、 た め ら い が 無 いこ と 。 

// 


そう し た 主犯 に 当たる 行動 主体 。 

そう し た 企み を 、 難 な く 成 功 さ せる 能力 。 
妊娠 の 相手 の 男性 。 

それ が 本 当 は 誰 な の か ? 

その 上 真実 を 、 周 囲 の 全員 に 対し て 、 完 全 に 隠蔽 する こと 。 
それ を 、 容 易 に 実現 可能 な 能力 。 

それ ら の 能力 を 、 生 まれ な が ら に 、 高 度 に 保持 する こと 。 
そう し た 主体 。 

それ ら の 上 真 の 主体 。 

それ が 、 女 性 で ある 。 


上 記 の (В). 

女性 に よる 、 男 性 に 対す る 、 折 卵 。 
(1) 

女性 。 


彼女 が 、 複 数 の 男性 と 、 同時 に 交際 中 だ っ た 場合 


(2) 
その うち の 一 人 の 男性 。 


彼女 は 、 上 記 の (2) か ら 、 以 下 の 内 容 に つい て 、 宣 告 を 、 受 けた 。 


彼女 と の セッ クス 。 そ れ が 、 彼 に と っ て は 、 凡 の や り 捨 て で ある こと 。 
彼 は 、 生 まれ て 来る 子供 に 対し て 、 経 済 的 な 負担 を し な いこ と 。 


彼女 は 、 そ の 後 、 以 下 の 内 容 の 子供 を 、 妊 娠 し た 。 
上 記 の (2) と の 間 の 子供 。 


上 記 の (1) 。 

彼女 が 、 上 記 の (2) に 対し て 、 以 下 の (3) の 状態 で て ある 場合 
(3) 

好意 や 愛情 を 、 保 持 し 続け て いる こと 。 


上 記 の (B) 。 

thud, Eatm (1) が 、 以 下 の 目 的 の た め に 、 行 う 
// 

彼女 自身 が 真 に 欲し い 子 供 。 

その 子育て 。 

その 実現 。 

// 


(1) 


女性 。 
彼女 が 、 複 数 の 男性 と 、 同時 に 交際 中 だ っ た 場合 。 


(4) 

その うち の 一 人 の 男性 。 

彼 は 、 yee ) に と っ て 、 二 記 の (2) と は 別 の 交際 相手 に 、 該 当 す る 。 
上 記 の (1) が 内 包 す る 、 真 の 事情 。 

知ら な い 。 


上 記 の (1) AS, ESCM (4) に 対し て 持つ 、 好 意 。 

その レベ ル 。 

а 

上 記 の ( Г 潰す こと 。 

core | 、 そ の こと に 対し て 、 晶 悪 感 を 、 特 に 感じ な い 場 合 


上 記 の (4) が 、 経済 力 が ある 場合 


上 記 の (1) が 、 上 記 の (4) に 対し て 、 以 下 の (5) の 行為 を 実行 する こと 。 


о НИЕ. 
それ を 、 生 涯 の 主要 期間 に お いて 、 行 うこ と 。 
それ を 、 平然 と 、 行 うこ と 。 


以下 の (1) が 、 以 下 の (2) の 状態 に お いて 、 以 下 の (3) を 実行 する こと 。 


(2 ) 

異性 と の 交際 中 。 

(3) 。 

二股 や 、 そ れ 以 上 の 、 複 数 の 異性 関係 。 
それ ら を 、 同 時 に 進行 させ て いる こと 。 
彼ら に と っ て 、 そ れ が 、 普 通 で ある こと 。 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

婚 婚前 の 不倫 。 

婚姻 后 CO) 不 偷 。 

不倫 。 

それ は 、 男 女 の 関 係 に お いて 、 不 可 放 て で ある 。 
ЛОЖЕ. 

交際 相手 の 異性 の うち 、 か な り の 数 の 者 。 

彼ら は 、 パ ー ト ナー が 持つ 好意 の 対象 か ら 、 外 れる 。 
彼ら は 、 パ ー ト ナー の 異性 か ら 、 一 方 的 に 捨て られ る 。 
彼ら は 、 パ ー ト ナー の 異性 か ら 、 以 下 の よ うな 存在 と し て 、 扱 われ る 。 
性 的 搾取 。 

それ を 行う た め の 、 内 の 道具 。 


性 的 搾取 。 


(1) 

それ ら は 、 以 下 の 二 種類 で ある 。 
// 

男性 に よる 、 女 性 に 対す る 搾取 。 
女性 に よる 、 男 性 に 対す る 搾取 。 
// 


(2 ) 
それ ら は 、 以 下 の 三種 類 で ある 。 


/ 

身体 的 な 搾取 。 
経済 的 な 搾取 。 

人 生 面 に お ける 、 搾 取 。 
/ 


男性 に よる 、 女 性 に 対す る 、 セ ックス の や り 捨 て 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


男性 に よる 、 交 際 相 手 の 女 性 に 対す る 、 身 体 的 な 搾取 。 
男性 に よる 、 妊 娠 相手 の 女性 に 対す る 、 終 済 的 な 搾取 。 
男性 に よる 、 妊 娠 相手 の 女性 に 対す る 、 人 生 面 に お ける 、 控 取 。 


+. ВНЖ 9 5, ЯВ. 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


MEX KA, FEM FORHIOMG S. RMR. 
性 に よる 、 挑 卵 相 手 の 男 性 に 対す る 、 人 生 面 に お ける 、 探 取 。 


女性 に よる 、 不 倫 相 手 の 男 性 に 対す る 、 身 体 的 な 搾取 。 


不倫 相手 の 男性 。 

彼 は 、 以 下 の よ うな 存在 で ある 。 
女性 自身 が 、 性 的 な 好意 を 寄せ る 対象 。 
// 


それ ら は 、 双 方 と も に 、 性 的 搾取 に 当たる 。 
それ ら は 、 双 方 と も に 、 双 方 の 性 に よっ て 、 以 下 の よ うな 態度 で 、 行 われ る 。 
/ 


自然 で て ある こと 。 
ЗЕЕ Ау Hod. 
/ 


それ ら は 、 双 方 と も に 、 以 下 の よ うな 結末 を 、 も た ら す 。 
実行 の ター ゲッ ト と な っ た 相手 の 異性 。 
その 人 生 を 、 潰 し て し まう こと 。 


それ ら が も た ら す 結果 。 

それ は 、 双 方 と も に 、 以 下 の (1) の 存在 に と っ て 、 以 下 の (2) の 内 容 に 、 該 当 す 
る 。 
(1-1) 

交際 相手 の 異性 。 

彼ら は 、 以 下 の 存 在 に 、 該 当 す る 。 

それ ら の 実行 の ター ゲッ ト と な っ た 相手 。 
(2-1) 

ЯР. 


(1-2) 

交際 相手 の 異性 。 

彼ら は 、 以 下 の 存 在 に 、 設 当 す る 。 
それ ら の 実行 主体 。 

(2-2) 

FttNHDN. 


それ ら は 、 男 女 の そ れ ぞ れ に お いて 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
性 的 搾取 。 
それ に 該当 する 行為 。 
それ を 、 引 き 起 こす 、 プ ログ ラム 。 
それ は 、 遺 伝 的 に 内 上 蔵 さ れ て いる 。 
それ は 、 生 得 的 で ある 。 
それ は 、 自 然 で ある 。 
(4. ЕЖА. 


社会 分 類 と の 関連 。 

(1-1) 

一 夫 一 妻 制 の 社会 の 場合 。 

上 記 の 二 つ の 行為 は 、 発 生 し や すい 。 

(1-2) 

一 夫 多 妻 制 の 社会 の 場合 。 

上 記 の 二 つ の 行為 は 、 発 生 し に くい 。 

男性 は 、 以 下 の (1-2-1) の 行為 を 、 以 下 の (1-2-2) の 内 容 と し て 、 考 え 
る 。 


(1-2-1) 
彼 自身 の 全て の 遺伝 的 な 子供 。 

その 子育て 。 

それ を 、 全 面 的 に 、 引 き 受 ける こと 。 
それ を 、 実 行 す る こと 。 
(1-2-2) 


男性 は 、 そ の た め 、 以 下 の (1-2-3) の 内 容 を 、 特 に 感じ な い 。 
(和 2 

男性 に よる 、 女 性 に 対す る 、 セ ックス の や り 捨 て 。 

それ を 実行 する こと の 必要 性 。 


(2-1) 
男性 に お いて 、 婦 済 的 な 余裕 が 、 不 足し が ち で ある こと 。 
そう し た 社会 の 場合 。 


上 記 の 二 つ の 行為 は 、 発 生 し や すい 。 


(2) 

男性 に お いて 、 引 済 的 な 余裕 が 、 十 分 に 保持 され が ち で ある こと 。 
そう し た 社会 の 場合 。 

上 記 の 二 つ の 行為 は 、 発 生 し に くい 。 

男性 は 、 以 下 の (2-2-1) の 実現 の た め に 、 以 下 の (2-2-2) を 実行 する こと 
が 、 可 能 で ある 。 

(2-2-1) 

彼 自身 の 全て の 遺伝 的 な 子供 。 

その 子育て 。 

(2-2-2) 

経済 的 な 性 的 搾取 。 

the, АВАНС. АЗЫ. 

男性 は 、 そ の た め 、 以 下 の (2-2-3) の 内 容 を 、 特 に 感じ な い 。 
(2-2-3) 

男性 に よる 、 女 性 に 対す る 、 セ ックス の や り 捨 て 。 

それ を 実行 する こと の 必要 性 。 


(初出 2021 年 3 月 。 ) 


性 的 放 给 。 
性 的 放 疑 。 そ れ に つい て の 見 方 の 分 類 . 


性 的 放纵 。 
生殖 行為 に お いて 、 行 為 の 相手 を 、 ど ん どん 変え る こと 。 
生殖 行為 に お いて 、 行 為 の 相手 に 関し て 、 一 途 で 無い こと 。 


// 

性 的 放 縦 に 対し て 、 厳 し い 存 在 。 

物事 に 対し て 、 一 和 途 さ を 求 め る 存在 。 例 。 異 性 の 恋愛 相手 や 配偶 者 に 対し て 、 一 和 途 な 愛 
fhe < 4. 

> НОЖА, BORIC to CHERILBSI eC. CNL CR, ELLY 
者 。 

// 


// 

ЕС LC. ДЕЛЕ, 

MBI LC, ЖФ НАЕ. Hl. ОДЕЛА. во 
の 相手 を 、 色 々 、 変 える 者 。 

彼ら 自身 の 遺伝 的 子 擬 が 、 次 来 に わた っ て 確実 に 残る こと 。 そ の こと に つい て 、 無 頓 着 
な 者 。 

/ 


// 

女性 の 性 的 放 終 に 対し て 、 厳 し い 存 在 。 
以下 の よう な 男性 。 

父親 に な る 積もり の 男性 。 
以下 の よう な 女性 。 

息 子 O) 母 亲 。 姑 。 小 姑 。 


ЕЕ: ИСЖЬУ ЕР, RS НВОВЕИР ФСК. ФОНЕ, РЖ 
な いこ と 。 

その こと の 回 遊 。 

その こと の 禁止 を 、 社 会 的 に 要求 する こと 。 

/ 


/ 

女性 の 性 的 放 縦 に 対し て 、 寛 容 な 存在 。 
以下 の よう な 男性 。 

セッ クス が 好き な 男性 。 

多数 の 女性 に 対す る 種付け を 、 た くさ ん 行い た い 男 性 。 


以下 の よう な 女性 。 

OR. ВОЕН. BR. 

HE NCRS HED, RS BSOMENTRCHS_&. CORALS. FOI UAH 
SBE C8 

その こと の 実現 が 、 確 実 で ある こと 。 

/ 


// 

男性 の 性 的 族 終 に 対し て 、 厳 し い 存 在 。 

女性 。 

そう し た 男性 か ら は 、 妊 娠 し て も 、 捨 て られ て し まい 、 子 供 の 養 証 を 、 独 力 で 行わ な け 
れ ば な ら な く な る 可能 人 性 が 大 きい こと 。 

そう し た 男性 か ら は 、 経 済 的 な サポ ー ト が 得 ら れ な か っ た り 、 途 絶え て し まう 可能 任 が 
大 きい こと 。 

男性 。 

彼ら 自身 に よる 、 女 性 と の 結婚 や 、 女 性 へ の 種付け 上 の 、 強 い ラ イ バ ル に な る た め 。 

// 


// 

男性 の 性 的 族 終 に 対し て 、 有 寛容 な 存在 。 

以下 の よう な 男性 。 

セッ クス が 好き な 男性 。 

以下 の よう な 女性 。 

男性 の 性 的 な 欲求 の 強 さ に 付け 込ん で 、 男 性 か ら 最 大 限 の 経済 的 搾取 を 行い た い 、 女 
性 。 

// 


生殖 行為 に お いて 、 行 為 の 相手 に 関し て 、 一 途 さ を 求め る 者 。 
彼ら が 、 性 的 放 縦 に な る 場合 。 


Wil 

shee, р, ty7AA, АИС. 

不倫 。 別 の 異性 か ら の 性 的 誘引 に 、 負 け て 、 つ いつ い 、 セ ックス する こと 。 
// 

一 時 的 な 性 的 関係 。 真 ぐに 別れ る こと 。 

性 的 関係 の 中 期 的 な 維持 。 結 婚 と 離婚 の 結 り 返し 。 

И 


(2022 年 1 月 初出 。) 


追加 内 容 。2023 年 5 月 中 旬 。 上 男女 の 性 差 の 物 
質 的 根源 に つい て 。 


私 は 、 男 女 の 性 差 の 物質 的 根源 に つい て 、 新 た な 知見 に 到達 し た 。 以 下 は 、 そ の 要約 で 
ある 。 そ の 詳細 に つい て は 、 私 の 別 の 電子 書籍 を 参照 し て 下さ い 。 

地球 上 の 物質 に は 、 エ ネル ギー 性 の 物質 と 、 保 存 性 の 物質 が 有る 。 

エネ ルギー 性 の 物質 は 、 動 か す 力 を 持つ 。 保 存 性 の 物質 は 、 止 め る 力 を 持つ 。 

エネ ルギー 性 の 物質 の 代表 は 、 気 体 で ある 。 保 存 性 の 物質 の 代表 は 、 液 体 や 、 金 属 固 体 
で ある 。 

生物 一 般 は 、 液 体 性 で あり 、 保 存 性 の 物質 の 一 員 で ある 。 

生物 の うち 、 ウ ィ ル ス や 精子 や 男性 は 、 よ り 気 体 性 で エネ ルギー 性 の 性 質 を 持っ て い 

る 。 彼 ら は 、 仕 事 や 稼ぎ に 熱心 で ある 。 彼 ら は 、 補 給 や 治癒 や 保育 と いっ た 保存 行為 が 
不得 手 で ある 。 彼 ら は 、 そ れ ら の 行為 を 、 液 体 性 生物 へ と 丸 投 げす る 。 彼 ら は 、 生 物 の 
外延 で あり 、 生 物 界 の 周辺 や 外縁 に 位 買 する 。 

生物 の うち 、 細 胞 や 了 卵 子 や 女性 は 、 よ り 液 体 性 で 保存 性 の 性 質 を 持っ て いる 。 彼 ら は 、 

補給 や 治癒 や 保育 と いっ た 保存 行為 に 熱心 で ある 。 彼 ら は 、 仕 事 や 稼ぎ ざと いっ た エネ ル 
ギー 的 行為 が 不得 手 で ある 。 彼 ら は 、 そ れ ら の 行為 を 、 気 体 的 生物 へ と 丸 投 げす る 。 彼 
ら は 、 生 物 の 代表 で あり 、 生 物 界 の 中 心 に 位 買 する 。 

結局 。 男 性 性 は 、 気 体 性 の サブ カテ ゴリ で あり 、 エ ネル ギー 性 の 物質 の 性 質 の サブ カテ 
ゴリ で ある 。 女 性 性 は 、 液 体 性 の サブ カテ ゴリ で あり 、 保 存 性 の 物質 の 性 質 の サブ カテ 
ゴリ で ある 。 従 来 の 男女 の 性 差 に つい て の 知見 は 、 こ れ ら を サポ ー ト し て いる 。 

結局 。 男 女 の 性 差 の 存在 の 主張 を 、 性 差別 的 と し て 償 定 する こと 。 そ の こと は 、 気 体 と 
液体 と の 性 質 差 を 杏 定 する こと に な る 。 そ れ は 、 物 理 法則 に 大 きく 反する 、 不 正 邊 な 行 
為 と な る 。 欧 米 や 日 韓 の リベラ ル の 人 た ちや ポリ ティ カル ・ コ レク ト ネ ス の 人 た ち 。 彼 
ら は 、 今 すぐ 改心 し て 、 男 女 の 性 差 の 存在 を 認め る べき だ 。 

欧米 や 日 韓 に お ける フェ ミニ ズム 。 

そう し た 思想 は 、 今 後 は 、 以 下 の 方 向 を 取る べき で は 無い 。 保 存 性 物質 と し て の 女性 


に 、 仕 事 や 稼ぎ を させ よう と する こと 。 女 性 の 男性 化 。 女 性 の エネ ルギー 性 物質 化 。 そ 
うし た 方 向 。 

そう し た 思想 は 、 今 後 は 、 居 下 の 方 向 へ と 進む べき だ 。 女 性 本 来 の 保存 性 を 、 更 に 強化 
SAR. 


いて の 関連 情 


私 の 主要 な 書籍 。 そ れ ら の 内 容 の 、 総 
合 的 な 要約 。 


Hil 

私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 発 見 し た 。 

男女 の 社会 行動 上 の 性 差 。 

その こと に つい て の 、 新 た な 、 基 本 的 で 、 斬 新 な 、 説 
明 。 


男女 の 性 差 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

精子 と 卵子 と の 、 性 質 の 差 。 

thon, BRAT. HER CH"). RAR. 


男女 0 社会 行动 上 0 性 差 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 に 、 忠 実に 、 基 づい て いる 。 
精子 と 卵子 と の 、 社 会 行動 上 の 差 。 


それ は 、 全 て の 生物 に お いて 、 共 通し て いる 。 
それ は 、 生 物 の 一 種 と し て の 人 間 に も 、 当 て は まる 。 


男性 の 心身 は 、 精 子 の 乗り 物 に 過ぎ な い 。 
女性 の 心身 は 、 卵 子 の 乗り 物 に 過ぎ な い 。 


УРСА, 栄養 分 と 水分 。 
卵子 は 、 そ れ ら の 、 所 有 者 で あり 、 占 有 者 で ある 。 


生殖 設備 。 
女性 は 、 そ れ ら の 所 有 者 で あり 、 占 有 者 で ある 。 


卵子 が 占有 する 、 栄 准 分 や 水分 。 
精子 は 、 そ れ ら の 、 借 用 者 で ある 。 


女性 が 占有 する 生殖 設備 。 
男性 は 、 そ れ ら の 、 借 用 者 で ある 。 


所 有 者 が 上 位 者 で あり 、 借 用 者 が 下位 者 で ある 。 


その 結果 。 

ЖЖ. 

それ ら に お いて は 、 卵 子 が 上 位 者 で あり 、 精 子 が 下位 
者 で ある 。 

生殖 設備 の 所 有 。 

それ ら に お いて は 、 女 性 が 上 位 者 で あり 、 男 性 が 下位 
者 で ある 。 


卵子 は 、 以 下 の 内 容 の 権限 を 、 一 方 的 に 占有 する 。 
そう し た 上 下関 係 を 利用 する こと 。 

その こと で 、 精 子 を 、 一 方 的 に 選別 する こと 。 

その こと で 、 精 子 に 対し て 、 受 精 を 、 一 方 的 に 許可 す 
る こと 

そう し た 権限 。 


女性 は 、 以 下 の 内 容 の 権限 を 、 一 方 和 的 に 占有 する 。 
そう し た 上 下関 係 を 利用 する こと 。 

その こと で 、 男 性 を 、 一 方 的 に 選別 する こと 。 

その こと で 、 男 性 に 対し て 、 婚 召 を 、 一 方 的 に 許可 す 
Dats 

そう し た 権限 。 


女性 は 、 以 下 の 行 為 を 、 行 う 。 

そう し た 上 下関 係 を 利用 する こと 。 

その こと で 、 男 性 を 、 様 々 な 側面 か ら 、 総 合 的 に 搾取 
すず る こと 


卵子 は 、 精 子 を 、 性 的 に 誘引 する 。 
女性 は 、 男 性 を 、 性 的 に 誘引 する 。 


卵子 は 、 以 下 の 内 容 の 権限 を 、 一 方 的 に 占有 する 。 
それ 自身 の 内 部 へ の 、 精 子 の 進入 。 

その こと に つい て の 、 許 認可 。 

その 権限 。 


女性 は 、 以 下 の 内 容 の 権限 を 、 一 方 的 に 占有 する 。 
男性 に 対す る 、 セ ックス の 許認可 。 
その 権限 。 


彼女 自身 が 所 有する 生殖 設備 。 
ATHII LS. tno, fam. 
その 許認可 。 

その 権限 。 


男性 か ら の 求婚 。 

それ に 対す る 許諾 。 

その 権限 。 

生物 が 、 有 性 生殖 を 行う 限り 、 以 下 の 内 容 は 、 確 実に 存 
在 す る 。 

男女 の 社会 行動 上 の 性 差 。 


男女 の 社会 行動 上 の 性 差 。 
それ ら は 、 無 くす こと は 、 決 し て 出来 な い 。 


私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 新 た に 説明 する 。 


世界 に は 、 男 性 優位 の 社会 だ ど だ け で な く 、 女 性 優位 の 社会 
も 、 同 様 に 、 普 通 に 、 多 数 存在 する こと 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
女性 優位 社会 の 存在 の 明瞭 性 。 
その 、 世 界 社会 に お ける 、 新 た な 再 確認 。 


男性 優位 社会 は 、 移 動 生活 様 式 の 社会 で ある 。 
女性 優位 社会 は 、 定 住 生活 様式 の 社会 で ある 。 


精子 。 
その 乗り 物 と し て の 、 男 性 の 心身 。 
彼ら は 、 移 動 生 活 様式 者 で ある 。 


卵子 。 
その 乗り 物 と し て の 、 女 性 の 心身 。 
彼ら は 、 定 住 生 活 様式 者 で ある 。 


男性 優位 社会 は 、 例 えば 、 以 下 の よ うな 社会 で ある 。 
欧米 諸国 。 中 東 諸 国 。 モン ゴル 。 

女性 優位 社会 は 、 例 えば 、 以 下 の よ うな 社会 で ある 。 
中 国 。 ロ シア 。 日 本 。 韓 国 や 北朝 鮮 。 東 南ア ジア 。 


男性 は 、 行 動 の 自由 の 確保 を 最 優 先 す る 。 
男性 は 、 上 位 者 に 反抗 する 。 
男性 は 、 下 位 者 を 、 苗 力 で 強引 に ね じ 伏 せ て 、 服 従 さ せ 


男性 は 、 以 下 の 内 容 に つい て の 余地 は 、 少 し だ け 残 
3. 

下位 者 に よる 反抗 。 

その 可能 性 。 

下位 者 に よる 自由 行動 。 

その 可能 性 。 

それ ら の 余地 。 


男性 優位 社会 は 、 松 力 に よる 支配 を 行う 。 


女性 は 、 自 己 保 身 を 最 優 先 す る 。 
女性 は 、 上 位 者 に 対し て 、 隷 従 す る 。 


а. Кума. HES HS. 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
/ 
最大 限 の 高慢 えさ と 尊大 さ を 、 用 いる こと 。 


下位 者 に よる 反抗 や 自由 行動 。 
それ ら の 行動 の 余地 を 、 完 全 に 封殺 し て 、 一 切 不可 能 に 
する ご と ;。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
周囲 の 同調 者 と 、 予 め 、 示 し 合わ せ て 、 行 われ る こ 


と 。 

下位 者 に よる 反抗 を 、 一 切 、 許 さ な い こと 。 
Muse. я, PASC RAT SX 
Cx 
上 位 者 の 気 が 済む まで 、 粘 着 的 に 、 行 われ れる こと 。 
下位 者 を 、 サ ンド バッ グ 代 わり に し て 、 一 方 的 に 、 上 庶 
待 し 続け る こと 。 

// 


女性 優位 社会 は 、 専 制 に よる 支配 を 行う 。 


欧米 諸国 と 、 ロ シア や 中 国 と の 、 対 立 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 と し て 、 十 分 に 説明 可能 で あ 
る 3 
男性 優位 社会 と 、 女 性 優位 社会 と の 、 対 立 。 


移動 生活 様式 は 、 男 性 優位 社会 を 、 生 み 出 す 。 
そこ で は 、 女 性 差別 が 起き る 。 
定住 生活 様式 は 、 女 性 優位 社会 を 、 生 み 出 す 。 
そこ で は 、 男 性 差別 が 起き る 。 


女性 優位 社会 で は 、 以 下 の 内 容 が 、 恒 常 的 に 発生 する 。 
上 位 者 と し て の 女性 に よる 、 以 下 の よ うな 行動 。 

自己 翌 者 性 に つい て の 、 次 意 的 な 連呼 。 

男性 の 強者 性 に つい て の 、 次 意 的 な 連呼 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 故 意 に 隠蔽 する 。 
女性 の 社会 的 優位 性 。 

男性 差别 。 

それ ら は 、 女 性 優位 社会 の 存在 その も の を 、 対 外 的 
(-. BeOS. 


女性 優位 社会 に お ける 、 そ の 内 部 の 機密 性 や 閉 針 性 や 拝 
他 性 。 

交 OD) 内 部 情报 0) 非 公开 性 。 

それ ら は 、 女 性 優位 社会 の 存在 その も の を 、 対 外 的 
(x, ЖФ. 


生物 や 人 間 の 社会 に お いて 、 性 差別 を 無く すこ と 。 
その 実現 は 、 不 可能 で ある 。 

そう し た 試み は 、 し ょ せん は 、 綺 能 事 の 理想 の 主張 に 
過ぎ な い 。 

それ ら の 行為 は 、 全 て 無駄 で ある 。 


男女 の 性 差 の 存在 を 強引 に 谷 定 する こと 。 
性 差別 に 反対 する こと 。 

欧米 主導 の 、 そ うし た 社会 運動 。 

それ ら は 、 基 本 的 に 、 全 て 無 意 味 で ある 。 


男女 0 性 差 O0) 存 在 在 前 提 过 才思、 社会 政策 。 
その 展開 が 、 新 た に 必要 で ある 。 


//// 

私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 発 見 し た 。 

人 間 の 本 質 。 

それ ら に つい て の 、 新 た な 、 基 本 的 で 、 斬 新 な 、 説 
明 。 


当方 は 、 以 下 の よ うな 見 方 を 、 根 本 的 に 転換 し 、 破 壊す 
5. 


従来 の 、 欧 米 や も ユダヤ や 中 束 に よる 主導 の 、 移 動 生 活 様 
式 の 思想 。 

それ ら は 、 人 間 と 、 人 間 以 外 の 生物 と を 、 唆 別 す る 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 に 基づく 。 
RAMEN ER. COVEY. 

そう し じ た だ 見 玉 

私 の 主張 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

人 間 の 存在 は 、 生 物 一 般 の 存在 へ と 、 完 全 に 包含 され 
Ae 

人 間 の 本 質 は 、 以 下 の 方 法 に よっ て 、 よ り 効 果 的 に 説明 
CAD: 


人 間 を 、 生 物 の 一 種 と し て 、 眺 め る こと 。 
人 間 の 本 質 を 、 生 物 一 般 の 本 質 と し て 、 捉 える こと 。 


生物 の 本 質 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
自己 の 複製 。 
BOOM. 


自己 の 増殖 。 


それ ら の 本 質 は 、 生 物 に 対し て 、 以 下 の よ うな 欲求 
を 、 生 み 出 す 。 

私 的 な 生き や すさ 。 

EO. FA жазвж. 

それ へ の 欲求 。 


その 欲求 は 、 生 物 に 対し て 、 以 下 の よ うな 欲求 を 、 生 
み 出 す 。 

有 能 性 の 獲得 。 

既得 権益 の 獲得 。 

それ ら へ の 欲求 。 


その 欲求 は 、 生 物 に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 絶 え ず 生 
じ さ せる 。 

生存 に お ける 、 優 位 性 。 

その 確認 。 

その 必要 性 。 


その こと は 、 結 果 的 に 、 生 物 の 間 に 、 以 下 の 内 容 を 、 生 
み 出 す 。 

社会 的 優劣 関係 。 

社会 的 上 下関 係 。 


その こと は 、 以 下 の 内 容 を 、 必 然 的 に 生み 出す 。 
上 位 者 の 生物 に よる 、 下 位 者 の 生物 に 対す る 、 虐 待 や 探 
取 。 


и, НОЖ. АНЯ, ВЖЕ IB 
で 、 も た ら す 。 

それ は 、 生 物 を 、 生 き に くく する 。 
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その 実現 。 

どん な 生物 も 、 そ の 内 容 は 、 生 き て いる 限り 、 決 し 


て 、 実 現 出 来 な い 。 

それ は 、 生 物 の 一 種 で て ある 人 間 に お いて も 、 同 様 で あ 
る 。 

人 間 の 原 差 は 、 生 物 で ある こと その も の に より 、 生 じ 
て いる 。 


ИИ! 

私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 新 た に 発見 し た 。 
従来 の 生物 学 に お いて 主流 で て ある 、 進 化 論 。 
それ に つい て 、 以 下 の 内 容 を 指摘 する こと 。 
その 内 容 面 に お ける 根本 的 な 誤り 。 

その た め の 、 新 た な 説明 。 


それ は 、 以 下 の よ うな 見 方 を 、 根 本 的 に 谷 定 する 。 
人 間 は 、 生 物 の 進化 の 完成 形 で ある こと 。 

生物 の 頂点 に 、 人 間 が 、 君 皿 す る こと 。 

そう し た 見 方 。 


生物 は 、 自 己 複製 を 、 ひ た すら 、 機 械 的 に 、 自 動 的 に 、 
線 り 返す だ け で ある 。 

Е, АСЕЕВ. MRICMBMAEGET 
HD. 

生物 は 、 進 化 へ の 意思 を 、 全 く 持 た な い 。 


生物 の 自己 複製 に お ける 容 然 変異 。 

それ ら は 、 千 粋 に 、 機 械 的 に 、 自 動 的 に 、 起 きる 。 
それ は 、 生 物 に 対し て 、 新 た な 形態 を 、 自 動 的 に も た 
ら す 。 


従来 の 進化 論 の 説明 。 

そう し た 新た な 形態 が 、 従 来 の 形態 より も 、 優 れ て い 
る こと 。 

そう し た 説明 は 、 何 も 根拠 が 無い 。 


HKD, НОУ (ФЛ, TBR. 

それ が 、 生 物 に よる 自己 複製 の 繰り 返し の 過程 に お い 
баров 

そう し た 保証 は 、 一 切 無 い 。 


生物 を 取り 巻く 環境 は 、 常 に 、 予 想 外 の 方 向 へ と 変化 す 
る 。 
以前 の 環境 に お いて 適応 的 だ っ た 形質 。 

それ ら は 、 次 の 変化 し た 環境 に お いて は 、 往 々 に し 
て 、 以 下 の よ うな 形質 と な る 。 

その 新た な 環境 に 対し て 、 不 適応 で ある こと 。 


その 結果 。 
生物 の 形態 は 、 自 己 複製 と 突然 変 嘩 に より 、 常 に 変化 す 


る 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 の 実現 を 、 全 く 保 証し な い 。 
КИ СИЕ. 

その 持続 。 


И. 
私 の 、 上 記 の 主張 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


世界 の 上 位 を 独占 する 、 世 界 一 の 既得 権益 者 。 
そう し た 、 男 性 優位 社会 。 

欧米 諸国 。 

ユダ ヤ 。 


国际 秩序 。 

国際 的 な 価値 観 。 

それ ら は 、 彼 ら を 中 心 と し て 、 生 成 さ れ て いる 。 
それ ら の 内 容 は 、 彼 ら が 、 彼 ら 自 身 が 有利 に な る よう 
に 王 訪 的 に 決 足 じ た :」 


それ ら の 背景 を な す 、 彼 ら の 、 伝 統 的 な 社会 思想 。 
キリ スト 教 。 

進化 論 。 

リベラ リズ ム 。 

民主 主義 。 

彼ら に と っ て 、 一 方 的 に 有利 な 内 容 の 、 様 々 な 社会 思 
相 。 

それ ら の 内 容 を 、 根本 的 に 破壊 し 、 封 殺し 、 初 期 化 する 
ее 


国际 秩序 。 

国際 的 な 価値 観 。 

それ ら の 決定 の プロ セス に お ける 、 女 性 優位 社会 の 関 
ВА. 

その 拡大 。 

その 実現 を 、 更 に 促進 する こと 。 


女性 優位 社会 の 内 部 に お ける 、 根 本 的 に 生き づら い 、 社 
会 的 内 実 。 

それ は 、 上 位 者 へ の 隷 従 と 、 下 位 者 へ の 専制 支配 に 
よっ て 、 和 完全 に 満た され て いる 。 

例 。 

日 本 社会 の 内 実 。 


そう し た 不都合 な 社会 的 内 実 。 

その 発生 メカ ニズム を 徹 族 的 に 解明 する こと 。 
その 結果 の 内 容 を 、 和 枝 中 し 、 内 部 告発 する こと 。 
そう し た 内 容 で ある こと 。 


ИИ 
私 の 書籍 。 

それ ら の 内 容 に お ける 、 隠 れ た 、 重 要 な 目的 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


女性 優位 社会 の 人 く 々 。 
彼ら は 、 今 まで 、 以 下 の 内 容 に 頼る し か 無かっ た 。 
男性 優位 社会 の 人 々 が 、 彼 ら 自 身 の た め に 生成 し た 、 社 


女性 優位 社会 の 人 々 。 

彼ら が 、 彼 ら 自 身 の 社 会 を 説明 する 、 自 前 の 社会 理論 。 
彼ら が 、 そ れ を 、 自 前 で 持つ こと が 出来 る よう に する 
iy 

その 実現 。 


その こと に よる 、 以 下 の 内 容 の 実現 。 

世界 秩序 の 形成 に お いて 、 現 在 、 優 位 に 立っ て いる 、 田 
性 優位 社会 。 

区 机 户 0) 弱 体 化 。 

女性 優位 社会 の 力 の 、 新 た な 強化 。 

ED: ма. 手伝う こと 。 


女性 優位 社会 の 人 々 。 

彼ら が 、 自 前 の 社会 理論 を 、 い つま で 筆 っ て も 、 な か 
な か 持つ こと が 出来 な いこ と 。 

その 理由 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


分 析 行 動 そ の も の を 、 心 の 旗 で 、 嫌 っ て いる こと 。 
対象 と の 一 体 化 や 、 対 象 と の 共感 を 、 対 象 の 分 析 よ り 
も 、 優 先 す る こと 。 


彼ら 自身 の 社会 が 持つ 、 強 い 排 他 性 や 閉鎖 性 。 
彼ら 自身 の 社会 の 内 実 を 解明 され る こと に 対し て 、 強 
い 抵 抗 感 を 持っ て いる こと 。 


彼ら 自身 の 女性 的 な 自己 保身 性 に 基づく 、 強 い 退 界 性 。 
未知 の 危険 な 領域 を 探査 する こと を 嫌う こと 。 
安全 性 が 既 に 確立 され た 、 前 例 踏 ば か り を 優先 する 


о 


前 例 の 無い 、 女 性 優位 社会 の 内 実 の 探査 。 
そう し た 行動 その も の を 、 嫌 うこ と 。 


前 例 と し て の 、 男 性 優位 社会 の 社会 理論 。 
その 内 容 を 、 ひ た すら 暗記 学習 する こと 。 
それ し か 、 能 力 的 に 、 出 来 な いこ と 


(2022 年 3 月 初出 。) 


筆者 の 畔 筆 の 目的 と 、 そ の 実現 に 当 
た っ て の 方 法論 。 


私 の 執筆 の 目的 。 
生物 に と っ て の 生き や すさ 。 生 物 に と っ て の 生存 可能 
性 。 生物 に と っ て の 増殖 可能 性 。 そ れ を 増大 させ る こ 


ae 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 一 番 、 価 値 が ある こと で あ 

る 。 そ れ は 、 生 物 に と っ て 、 本 質 的 に 、 善 で ある 。 そ 
れ は 、 生 物 に と っ て 、 本 質 的 に 、 光 明 性 を も た ら す 。 

社会 的 上 位 者 に と っ て の 並 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で あ 
る 。 最 上 位 の 社会 的 地位 の 獲得 。 穫 権 の 獲得 。 獲 得 し た 
ВЕНЕРА СО. 

ASH КАМНИ a CONE. 7$. WRFOWNR CH 
る 。 有 能 性 の 獲得 に よる 、 社 会 的 上 昇 。 社会 的 革命 の 生 
成 に よる 、 i 号 権益 の 、 破 壊 と 初期 化 。 
その 実現 に 役立つ 思想 。 真実 。 生物 が 、 自 分 自身 の 真実 
を 知る こと 。 そ れ は 、 生 物 に と っ て 、 冷 酷 で 厳し く 辛 
EAB CHD. COMBE. ФЕНА, 6 
れ ら を 、 効 率 良 く 生 み 出 す 方 法 。 その 確立 。 


私 の 方 法論 。 

上 記 の 目的 。 そ の 実現 に 当たっ て の 手順 。 そ の 実現 に 
当たっ て の 勘所 。 そ の 実現 に 当たっ て の 注意 点 。 そ れ 
ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

ネッ ト 検 索 や ネッ ト 閲 覧 に よっ て 、 環 境 や 生物 社会 の 
動向 を 常 ( I と 。 そ れ ら の 行為 
は 、 以 下 の 内 容 の 源泉 に な る 。 

環境 や 生物 社会 の 真実 や 法則 の 解明 に お いて 、 説 明 力 や 
説得 力 の ある アイ デア 。 

あめ る アイ テア о 真実 を 8 0 % 説 明 で きそう な 
見 通し が 立っ た 場合 。 そ の アイ デア の 内 容 を 、 ど ん ど 
ん 書き 出し て 、 Е と 。 真 実に 近 そ うな 、 説 
明 力 の 高 そ うな 思想 を 、 独 力 で 、 ど ん どん 生み 出す こ 
と 。 そ の 行為 を 、 最 優先 する こと 。 

詳細 な 説明 を 後回し に する こと 。 難 解 な 説明 を 性 け る 
р 

ВЕН © ОЕ, 48,9 Soc. ELAN 
完全 な 検証 は 、 後 回 し に する こと 。 

簡潔 で 分 か りや すく 使い や すい 法則 の 確立 。 そ の 行為 
を 、 最 優先 する こと 。 そ れ は 、 例 えば 、 以 下 の 行 為 と 
同様 で ある 。 簡 潔 で 分 か りや すく 使い や すい コン 
ピュ ー タ の ソフ トウ ェ ア の 開発 。 


私 の 執筆 に お ける 、 理 想 と スタ ンス 。 


私 の 執筆 に お ける 、 理 想 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
/ 


/ 

私 が 生成 する 内 容 の 説明 力 の 最大 化 。 
その た め に か ける 手間 や 時 間 の 最小 化 。 
/ 


Е ФЕОФАНА A. ФПЬ, F 
記 の 内 容 で ある 。 


私 の 執筆 に お ける 、 ス タン ス 。 


私 が 、 文 章 の 作成 に お いて 、 考 慮 する 、 根 本 的 な 方 針 。 
それ ら の 対比 。 

それ ら の 主要 な 項目 一 覧 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


上 位 概 念 性 。 / 下位 概念 性 。 
要約 性 。 / 詳細 性 。 

/ 枝葉 性 
/ 個別 | 
/应 用 | 
/具体 | 
/ 混合 
/粗放 | 
/变动 
/局 所 | 
/例外 性 。 

/ 非 定 式 性 。 

/ 複雑 性 。 

/ 非 论 理性 。 
実証 可能 性 。 / 実証 不能 性 。 
客観 性 。 / 非 客観 性 。 
新規 性 。 / 既知 性 。 

破壊 性 。 / 現状 維持 性 。 
効率 性 。 / 非 効率 性 。 
结论 性 。 /中途 性 。 


НА 
短 缩 性 。 / 冗長 性 。 


抽象 ' 
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全て の 文章 に お いて 、 内 容 面 で 、 以 下 の よ うな 性 質 
を 、 最 初 か ら 、 最 上 叙 の 形 で 、 実 現す る こと 。 


概念 上 位 性 。 
ЕЛЕ. 


抽象 ' 


定式 


гы し て 、 文 章 の 内 容 を 、 執 筆 す る こ 


see な る べく 早く 完成 させ る こと 。 

その 内 容 を 、 書 き 上 げた 部 分 毎 に 、 邊 ぐに 、 本 文 に 
マー ジン し て いて こと 

それ ら を 、 最 優先 する こと 。 

例 。 

固有 名 詞 を 、 使 わな いこ 

A= He SIRO EBA. (BDAY 
人 


先進 的 な コン ピュ ー タ プロ グラ ミン グ 技 術 を 、 文 章 作 
成 の 方 法 へ と 、 積 極 的 に 、 応 用 する こと 。 


例 。 

オブ ジェ クト 思考 に 基づく 、 文 章 作 成 の 技術 。 

クラ ス と イン スタ ンス の 概念 の 、 文 章 作 成 へ の 応用 。 
上 位 ク ラス の 内 容 の 優先 的 な 記 述 。 


例 。 

アジ ャ イル 開発 の 方 法 の 、 文章 作成 へ の 応用 。 
頻繁 に 、 以 下 の 行 動 を 、 結 り 返 すこ と 。 

電子 書籍 の 内 容 の 、 バ ー ジ ョ ン ア ッ プ 。 

その 電子 書籍 ファ イル の 、 公 開 サ ー バ ー へ の アッ プ 
ロー ド 。 


私 は 、 従 来 の 学術 論文 の 作成 方 法 と は 異な る 方 法 を 、 採 
用 し て いる 。 

従来 の 学術 論文 の 作成 方 法 は 、 説 明 力 の ある 内 容 の 導出 
ILSBUYCT, SESE CHS. 


書籍 の 執筆 に お ける 、 私 の 視点 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


銃 合 失 調 症 の 患者 か ら の 視点 。 

社会 に お ける 、 最 下位 者 か ら の 視点 。 

社会 に お ける 扱い が 、 一 番 、 人 劣悪 な 者 か ら の 視点 。 
社会 か ら 、 拒 総 さ れ 、 差 別 さ れ 、 迫 害さ れ 、 追 放さ れ 、 
隔離 され た 者 か ら の 視点 。 

社会 不適 応 者 か ら の 視点 。 

社会 で 生き る こと を 諦め た 者 か ら の 視点 。 

一 番 、 社 会 的 ラン ク が 下位 の 病気 に 快 患 し た 患者 か ら 
の 視点 。 

社会 に お ける 、 一 番 の 有害 者 か ら の 視点 。 

社会 に お ける 、 一 番 の 嫌 わ れ 者 か ら の 視点 。 

社会 に 対し て 、 生 涯 、 心 を 閉ざし た 者 か ら の 視点 。 
生物 や 人 間 に 対 し て 、 根 本 的 に が っ か り し た 者 か ら の 


视点 。 

xo ЛИС. ВЕРЬ. 

人 生 を 諦め た 者 か ら の 視点 。 

МЕРЕ, НЫЕ АЗ X 
ха, ЕН < И-М. 

殿 患 し た 病気 の せい で 、 極 め て 短命 に 終わ る こと 。 そ 
の こと を 、 運 命 付 けら れ た 者 か ら の 視点 。 

快 患 し た 病気 の せい で 、 生 き や す さ や 救い を 、 生 涯 、 
得 ら れ な いこ と 。 そ の こと が 、 了 予め 確定 し て いる 者 か 
ら の 視点 。 

殿 患 し た 病気 の せい で 、 有 能 仁 を 、 生 涯 、 得 られ な い 
こと 。 そ の こと が 、 了 予め 確定 し て いる 者 か ら の 視点 。 
快 患 し た 病気 の せい で 、 生 涯 に わた っ て 、 社 会 か ら 、 
盲 待 や 搾取 を 受け 続け る こと 。 そ の こと が 、 了 予め 確定 
し て いる 者 か ら の 視点 。 

そう し た 者 に よる 、 生 物 社会 や 人 間 社 会 に 対す る 内 部 
告発 の 視点 。 


私 の 人 生 目 標 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

男女 の 性 差 。 

人 間 社 会 や 生物 社会 。 

生物 その も の 。 

それ ら の 本 質 を 、 自 力 で 、 分 析 し 、 解 明 す る こと 。 


そう し た 、 私 の 人 生 目 標 は 、 以 下 の よ うな 人 々 に よっ 
<. KRECMBSHK. 


男性 優位 社会 の 人 々 。 例 。 欧 米 諸国 。 

そう し た 、 男 性 優位 社会 に よっ て 支配 され て いる 、 女 
性 優位 社会 の 人 々 。 例 。 日 本 と 韓国 。 

彼ら は 、 女 性 優位 社会 の 存在 を 、 決 し て 認め な い 。 
彼ら は 、 男 女 の 本 質 的 な 性 差 を 、 決 し て 認め な い 。 


彼ら は 、 男 女 の 性 差 に つい て の 研究 その も の を 、 社 会 
Alc. Rie Ls BIEL CWS. 

そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 男 女 の 性 差 の 本 質 の 解明 に 
と っ て 、 本 質 的 に 、 邪 魔 で て あり 、 有 害 で ある 。 


人 間 と 、 人 間 居 外 の 生物 と の 、 本 質 的 な 共通 性 。 

彼ら は 、 そ れ を 、 決 し て 認め な い 。 

彼ら は 、 人 間 と 、 人 間 居 外 の 生物 と を 、 必 死 で 、 区 別 
by Zane oD es Be 
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死 で 、 主 張 し よう と する 。 


そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 人 間 社 会 や 生物 社会 の 本 質 の 
解明 に と っ て 、 本 質 的 に 、 邪 魔 で あり 、 有 害 で ある 。 


女性 優位 社会 の 女性 た ち 。 例 。 日 本 社会 の 女性 た ち 。 
彼ら は 、 女 性 優位 社会 に お ける 女性 の 優位 性 を 、 表 向き 
lt. АСТИ. 

女性 専用 社会 や 、 女 性 優位 社会 に お ける 、 そ れ ら の 社会 
の 内 部 の 上 真実 。 

彼ら は 、 そ の 公開 を 、 決 し て 認め な い 。 

そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 男 女 の 性 差 の 本 質 の 解明 に 
と っ て 、 本 質 的 に 、 邪 魔 で て あり 、 有 害 で ある 。 

そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 人 間 社 会 や 生物 社会 の 本 質 の 
解明 に と っ て 、 本 質 的 に 、 邪 魔 で て あり 、 有 有害 で ある 。 


上 記 の よう な 人 < 々 。 

そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 私 の 人 生 目 標 を 、 根 本 的 に 、 
妨害 し た 。 

そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 私 の 人 生 を 、 そ の 土台 か 
ら 、 狂 わせ 、 破 壊し 、 人 台無し に し た 。 

私 は 、 そ れ ら の 結果 に つい て 、 と て も 怒っ て いる 。 
Ald. SOIT LT. GRABA FUEL. 

私 は 、 彼 ら に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 何 と し て で も 、 


理解 させ た い 。 

私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 何 と し て で も 、 自 力 で 解明 し た 
い 。 

// 

男女 の 性 差 に お ける 、 上 真実 。 

人 間 社 会 や 生物 社会 に お ける 、 上 真実 。 

// 


私 は 、 人 間 社 会 を 、 冷 静 に 、 客 観 的 に 、 分 析 し た か っ 
ТЕ 
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離し た 。 

私 は 、 人 間 社 会 の 便 剛 者 と な っ た 。 

私 は 、 人 間 社 会 の 動向 を 、 ネ ッ ト 婦 由 で 、 毎 日 、 ひ た す 
ら 、 観 察し 続け た 。 


その 結果 。 
私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 手 に 人 れ た 。 
АЕ. MUA HART >. THA OHA. 


その 結果 。 

私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 自 力 で 、 何 と か 、 掴 ん だ 。 
// 

男女 の 性 差 の 本 質 。 

人 間 社 会 や 生物 社会 の 本 質 。 

// 


その 結果 。 
私 は 、 新 た な 人 生 目 標 を 、 手 に 入れ た 。 


私 の 、 新 た な 人 生 目 標 。 

彼ら の 社会 的 妨害 に 対し て 、 対 抗 し 、 挑 戦 す る こと 。 
そし て 、 以 下 の 内 容 を 、 人 々 の 間 に 広 く 知 ら せ る こ 
C6 

// 


私 が 自力 で 掴ん だ 、 男 女 の 性 差 の 真実 。 
私 が 自力 で 掴ん だ 、 人 間 社 会 や 生物 社会 の 真実 。 
// 


私 は 、 そ うし た 目標 の 実現 の た め に 、 こ れ ら の 書籍 を 
作成 し て いる 。 

私 は 、 そ うし た 目標 の 実現 の た め に 、 こ れ ら の 書籍 の 
内 容 を 、 日 々 、 熱 心 に 、 改 訂 し 続け て いる 。 


(2022 年 2 月 初出 。) 
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/ 精子。 卵子 。 

АРЕН ВЯ (2), FAT © DY VA п 32 —- ЧЕНЖАЕЕ Л 
ドラ マ (中 公 新 書 ) 中 央 公論 社 , 1991/3/1 


/神经 系 。 

二 木 宏 明 ( 著 ), 脳 と 心理 学 一 適応 行動 の 生理 心理 学 ( シ 
リー ズ 脳 の 科学 ) , 朝倉 書店 , 1984/1/1 

Ls 重 ( 著 ), 神经 心理 学 入 门 , 医学 書院 , 1985/1/1 

伊藤 正男 (者 ), 脳 の 設計 図 (自然 選書 ) , 中 央 公論 社 , 
1980/9/1 

D.0. ヘ ッ プ (者 ), 白井 (Е), 行動 学 入 門 一 生物 科学 と 
し て の 心理 学 (1970 年 ) , 所 伊 国屋 書店 , 1970/1/1 

/ 知觉。 

岩村 BS ( 著 ), タッ チ ARIES ILO LV av), 医学 
書院 , 2001/4/1 

松田 隆夫 ( 著 ), 知覚 心理 学 の 基礎 , 培風館 , 2000/7/1 
Cel! i i) ae 

Murray,H.A., 1938, Exploration in personality:A clinical and 
experimental study of fifty men of collegeage. 

Schacter, S., 1959, The Psychology of affiliation.Stanford 
University press. 

三 隅 三 不 二 , 1978, リー ダー シッ プ の 科学 , НЗЕН 
Fiedler,F.E., 1973, The trouble with leadership training is that 
it doesn’t train leaders-by. Psychology Today Feb(LUA AAR 
1978 リー ダー シッ プ を 解明 する les os 現代 の エス 
А ПАН, 

Snyder,M., 1974, The self-monitoring of expssive behavior. 
Journal of Personality and Social Psychology, 30, 526-537. 
Fenigstein, A., Scheier,M.F., & Buss,A.H., 1975, Public and 
private self-consciousness: Assessment and theory. Journal of 
Consulting and Clinical Psychology,43,522-527. 

押 見 輝男 , 自分 を 見 つめ る 自分 - 自 己 フ ォ ー カ ス の 社会 心 
理学 , サイ エン ス 社 , 1992 

Wicklund, R.A., & Duval,S. 1971 Opinion change and 
performance facilitation as a result of objective self- 
awareness. Journal of Experimental Social Psychology,7,319- 
342. 

Jourard, S.M. 1971, The transparent self, rev.ed. Van Nostrand 
Reinhold( 国 堂 哲 雄 识 1974 透明 な る 自己 誠信 書房 ). 
Brehm, J.W.,1966, A Theory of psychological reactance. 
Academicpss. 


Toennies, F.,1887, Gemeinshaft und Gesellshaft, Leipzig,( 杉 
ЕАК 「 ゲ マイ ン シ ャ フト と ゲ ゼ ル シ ャ フト 」 
1957 岩波 書店 ) 

McCrae, К. R., Costa, Р. T., Jr., 1987, Validation of the five- 
factor model of personality across instruments and observers., 
Journal of Personality and Social Psychology, 52, 81-90 
Eysenck, H. J., 1953, The structure of human personality. New 
York: Wiley. 

Edwards, A.L., 1953, The relationship between judged 
desirebility of a trait and the plobability that the trait will be 
endowsed. Journal of Applied Psychology, 37,90-93 


/情报 。 

吉田 民 人 ( 著 ), 情報 と 自己 組織 性 の 理論 , 東京 大 学 出版 
会 , 1990/7/1 

/ 社 会 性 。 

吉田 RA (者 ), 主体 性 と 所 有 構 造 の 理論 , 東京 大 学 出版 
会 , 1991/12/1 


/人 间 以 外 OO 生物。 

/行动 。 

元 元 了 了 一 ( 著 ), ステ ラー( 著 ), НЕСК), МНЯ 
GR), 動物 の 行動 - 现代 生物 学 入 门 7 卷 , 岩波 書店 , 1980/1/1 
ИИ. 

D.R. グ リフ ィ ン ( 著 ), 桑原 万 寿 太 即 (Ma), 動物 に 心 が あ 
る か 一 心 的 体験 の 進化 的 連続 性 (1979 年 ) (岩波 現代 選書 
一 NS (507) ), 岩波 書店 , 1979 年 

/ 文 化 。 

J.T. ボ ナー (者 ), 八 杉 ALE (Е), 動物 は 文化 を も つか 
(1982 年 ) (岩波 現代 選書 一 NS (532) ) , 岩波 書店 , 
1982/9/24 

/ 社会 。 

今西 锦 司 (2), OT RAAX (講談 社 学術 文庫 80) , 講談 
社 , 1976/11/1 

今西 錦 司 『 私 の 自然 観 』」 講談 社 学術 文庫 1990 (1966) . 
河 合 雅 雄 ( 著 ), ニホン ザル の 生態 , 河 出 书房 新 社 , 1976/1/1 


伊 谷 純 一 郎 FA) , 高崎 山 の サ ル (講談 社 文庫 ), 講談 社 , 
1973/6/26 

伊 谷 純一 郎 ( 著 ) , РНЕ, (平凡 社 BARS) 単 
行 本 -, 平凡 社 , 1987/6/1 

/ 無神論 。 

リチャード ・ ド ー キ ンス ( 著 ), 垂水 雄二 В Е 
想 で ある 一 宗教 と の 決別 , 早川 書房 , 2007/5/25 


— Е. 

新 村 出 (编著 ) JARS - 第 5 版 , 岩波 書店 , 1998 
Stein, J., & Flexner, ъ. В. (Eds.), The Random House 
Thesaurus., Ballantine Books., 1992 


АЖ: 

田中 敏 (2006). 実践 心理 デー タ 解 析 改 订 版 新 曜社 

中 野 博 幸 , JavaScript-STAR , 2007 年 11 月 9 日 
http://www.kisnet.or.jp/nappa/software/star/ (2008 年 2 月 25 日 ) 


私 が 執筆 し た 全て の 書籍 。 そ の 一 覧 。 


Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) Sex Differences And Female 
Dominance 

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 性 别 差异 和 女性 主导 地 位 
Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) Половые различия и женское 
превосходство 


Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 男女 の 性 差 と 女性 の 優位 性 


Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) Female-Dominated Society Will 
Rule The World. 

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 女性 主导 的 社会 将 统治 世界 
Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) Общество, в котором 
доминируют женщины, будет править миром. 


Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 女性 優位 社会 が 、 世 界 を 支配 
する 。 


Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) Mobile Life. Settled Life. The 
origins of social sex differences. 

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 移动 生活 。 定 届 生 活 。 社 会 性 
别 差异 的 起 源 。 

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) Мобильная жизнь. 
Урегулированная жизнь. Истоки социальных различий по 
половому признаку. 


Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 移动 生活 样式 。 定 住 生活 样 
式 。 社 会 的 性 差 の 起源 。 


Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) The essence of life. The essence 
of human beings. The darkness of them. 

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 生物 的 本 质 。 人 类 的 本 质 。 他 
们 的 黑暗 。 

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) Сущность жизни. Сущность 
человеческих существ. Их тьма. 


Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) МОЖЕ. ЛОЖЕ, -¢ 
れ ら の 暗黒 性 。 


Iwao Otsuka (Aug 21, 2020) On Atheism and the Salvation of 
the Soul. Live by neuroscience! 


Iwao Otsuka (Aug 21, 2020) 论 无 神 论 与 灵魂 的 救赎 。 靠 神 
经 科学 生存 ! 


Iwao Otsuka (Aug 21, 2020) Об атеизме и спасении души. 
Живи неврологией! 

Iwao Otsuka (Aug 21, 2020) ЧЕН & BLORUA >С. 
脳神経 科学 で 生き よう ! 


Iwao Otsuka (Aug 24, 2020) Dryness. Wetness. Sensation of 
humidity. Perception of humidity. Personality Humidity. Social 
Humidity. 

Iwao Otsuka (Aug 24, 2020) 干 性 。 湿 和 气 。 湿 度 的 感觉 。 对 
湿度 的 感知 。 性 格 湿度 。 社 会 湿度 。 

Iwao Otsuka (Aug 24, 2020) Сухость. MokpoTa. Сенсация 
влажности. Восприятие влажности. Личностная 
влажность. Социальная влажность. 

Iwao Otsuka (Aug 24, 2020) ドラ イ さ 。 ウ ェ ッ ト さ 。 湿 度 
の 感覚 。 湿度 の 知覚 。 性 格 の 湿度 。 社 会 の 湿度 。 


Iwao Otsuka (Aug 26, 2020) Gases and liquids. Classification 
of behavior and society. Applications to life and humans. 
Iwao Otsuka (Aug 26, 2020) 气体 和 液体 。 行 为 与 社会 的 分 
类 。 在 生活 和 人 类 中 的 应 用 。 

Iwao Otsuka (Aug 26, 2020) Газы и жидкости. 
Классификация поведения и общества. Применение к 
жизни и человеку. 

Iwao Otsuka (Aug 26, 2020) 気体 と 液体 。 行 動 や 社会 の 分 
類 。 生 物 や 人 間 へ の 応用 。 


Iwao Otsuka (Sep 3, 2020) Elements of livability. 
Functionalism of life. Society as life. 

Iwao Otsuka (Sep 3, 2020) 家 届 的 要 素 。 生 活 的 功能 主义 。 
社会 即 生活 。 

Iwao Otsuka (Sep 3, 2020) Элементы благоустроенности. 
Функциональность жизни. Общество как жизнь. 


Iwao Otsuka (Sep 3, 2020) 生き や すさ の 素 。 生 物 の 機能 主 
義 。 生 物 と し て の 社会 。 


Iwao Otsuka (Sep 4, 2020) The laws of history. History as a 
system. History for life. 

Iwao Otsuka (Sep 4, 2020) 历史 的 规律 。 历 史 是 一 个 系统 。 
历史 的 生物 。 

Iwao Otsuka (Sep 4, 2020) Законы истории. История как 
система. История на всю жизнь. 

Iwao Otsuka (Sep 4, 2020) 歴史 の 法則 。 シ ステ ム と し て の 
歴史 生物 に と どっ て の 歴史 


Iwao Otsuka (Sep 21, 2020) Social Theory of Maternal 
Authority. A Society of Strong Mothers. Japanese Society as a 
Case Study. 

Iwao Otsuka (Sep 20, 2020) 母亲 权威 的 社会 理论 。 强 势 母 
杀 的 社会 。 以 日 本 社会 为 个 秦 研 究 。 

Iwao Otsuka (Sep 20, 2020) Социальная теория 
материнства: Общество сильных матерей. Японское 
общество как пример. 

Iwao Otsuka (Sep 15, 2020) 母 椎 社会 论 - 強い 母 の 社会 。 
事例 と し て の 日 本 社会 。 - 


Iwao Otsuka (Sep 21, 2020) Mechanisms of Japanese society. 
A society of acquired settled groups. 

Iwao Otsuka (Sep 21, 2020) 日 本 社会 的 机 制 。 后 天 定居 群 
体 的 社会 。 

Iwao Otsuka (Sep 21, 2020) Механизмы японского 
общества. Общество приобретенных оседлых групп. 

Iwao Otsuka (Aug 28, 2020) 日 本 社会 の メカ ニズム 。 後 天 


的 定住 集団 の 社会 。 


Iwao Otsuka (Oct 25, 2020) Inertial Society 

Iwao Otsuka (Oct 25, 2020) 惯性 社会 (中 文 版 本 ) 
Iwao Otsuka (Oct 25, 2020) инерционное общество 
Iwao Otsuka (Oct 25, 2020) 惯性 社会 (日 本 語 版 ) 


Iwao Otsuka (Oct 27, 2020) Neurosociology 

Iwao Otsuka (Oct 27, 2020) 神经 社会 学 (中 文 版 本 ) 
Iwao Otsuka (Oct 27, 2020) Нейросоциология 

Iwao Otsuka (Oct 27, 2020) 神经 社会 学 (日 本 語 版 ) 


Iwao Otsuka (Oct 29, 2020) From transportation-centric 
society to communication-centric society. The Progress of 
Transition. 

Iwao Otsuka (Oct 29, 2020) 从 以 交通 为 中 心 的 社会 向 以 通 
信 为 中 心 的 社会 。 转 型 的 进展 。 

Iwao Otsuka (Oct 29, 2020) От общества, ориентированного 
на транспорт, к обществу, ориентированному на 
коммуникации. Прогресс переходного периода. 

Iwao Otsuka (Oct 29, 2020) 交通 中 心 社会 か ら 通 信 中 心 社 
会 へ 。 移 行 の 進展 。 


Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) The Sociology of the Individual - 
The Elemental Reduction Approach. 

Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) 个 人 社会 学 -元 素 还 原 法 。 

Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) Социология личности 
-Элементный подход к сокращению. 

Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) 個人 の 見 える 社会 学 -BA 


Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) Introduction Of A White Tax То 
Counter Discrimination Against Blacks. 

Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) 引入 白人 税 以 打击 对 黑人 的 下 视 
Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) Введение белого налога для 
противодействия дискриминации черных 


Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) 黒人 差別 対策 と し て の 白人 税 


人 


Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) Personality and sensation, 
perception. Light and dark. Warm and cold. Hard and soft. 
Loose and tight. Tense and relaxed. 

Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) 人 格 与 感觉 、 知 觉 。 明 与 暗 。 
Ime. MK, MSA. AKAM. 

Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) Личность и ощущения, 
восприятие. Светлое и темное. Тепло и холодно. Твердый 
и мягкий. Свободный и тугой. Напряженный и 
расслабленный. 

Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) МЕ & 感觉、 知觉 。 明 暗 。 温 
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Iwao Otsuka (Nov 21, 2020) Motherhood and Fatherhood. 
Maternal and paternal authority. Parents and Power. 

Iwao Otsuka (Nov 21, 2020) 母性 与 父 性 。 母 权 和 父 权 。 父 
HAMA. 
Iwao Otsuka (Nov 21, 2020) Материнство и отцовство. 
Материнская и отцовская власть. Родители и власть. 

Iwao Otsuka (Nov 22, 2020) 母性 と 父性 。 母 権 と 父 権 。 親 
と 権力 。 


Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) Sex differences and зех 
discrimination. They cannot be eliminated. Social mitigation 
and compensation for them. 

Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) 性 别 差 异 和 性 别 歧 视 。 它 们 无 
法 消除 。 对 它 们 进行 社会 缓解 和 补偿 。 

Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) Половые различия и 
дискриминация по половому признаку. Они не могут быть 
устранены. Социальное смягчение и компенсация за них. 


Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) 男女 の 性 差 と 性 差別 。 それら 
は 無く せな い 。 そ れ ら へ の 社会 的 な 媛 和 や 補 償 。 


Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) Mechanisms of acquired settled 
group societies. Female dominance. 

Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) 后 天 定 居 和 群体 社会 的 机 制 。 女 
性 主导 地 位 。 

Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) Механизмы обществ 
приобретенных оседлых групп. Доминирование женщин. 
Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) 後天 的 定住 集団 社会 の メカ ニ 
ズム 。 女 性 の 優位 性 。 


Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) Ownership and non-ownership of 
resources. Their advantages and disadvantages. 

Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) 资源 的 所 有 权 和 非 所 有 权 。 其 
ABE 

Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) Владение и He владение 
ресурсами. Их преимущества и недостатки. 

Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) ОН ХЕ. -EC DF 
FAC REA 


TASS 


Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) Wealth and poverty. The emergence 
of economic disparity. Causes and solutions. 


Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) 财富 与 贫穷 。 经 济 差 距 的 出 现 。 
原因 和 解决 办 法 。 

Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) Благополучие и бедность. 
Появление экономического неравенства. Причины и 
решения. 


Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) BAC ЕН. ЯНИЕ 
生 。 そ の 原因 と 解消 法 。 


Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) Social delinquents. A true 
delinquent. The difference between the two. 

Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) 社会 不良 分 子 。 真 正 的 不良 分 
子 。 两 者 之 间 的 区 别 。 

Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) Социальные преступники. 
Настоящий преступник. Разница между ними. 


Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) 社会 的 な 不良 者 。 真 の 不良 者 。 
両者 の 違い 。 


Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) How to enjoy game music videos. 
Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) 如 何 欣赏 游戏 音乐 视频 。 

Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) Как наслаждаться игровыми 
музыкальными клипами. 


Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) ゲー ム 音 楽 動画 の 楽し み 方 。 


Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) Life worth living. Fulfilling life. 
The source of them. 

Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) 值得 生活 的 生活 。 充 实 的 生 
活 。 他 们 的 源头 。 

Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) Жизнь, достойная жизни. 
Полноценная жизнь. Источник их. 


Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) 生き が い 。 充 実 し た 人 生 。 そ 
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ЖЕНУ. ТРОН ЕАО 
プロ セス に つい て 。 


САН VBE ILOEVET ! 

私 は 本 の 内 容 を 頻繁 に 改訂 し て いま す 。 

その た め 、 読 者 の 皆様 に は 、 随 時 サイ ト を 訪れ て いた 
だ き 、 新 刊 や 改訂 版 の 書籍 を ダウ ン ロ ー ド し て いた だ 
く こ と を お 勧め し て いま す 。 

自動 翻訳 に は 以下 の サー ビス を 利用 し て いま す 。 


DeepL プロ 
https://www.deepl.com/translator 


本 サー ビス は 以下 の 会 社 が 提供 し て いま す 。 
DeepL GmbH 

私 の 本 の 原語 は 日 本 語 で す 。 

Жо НЕК ОЛА ROE) CH. 
日 本 語 一 英語 一 中 国語 、 ロ シア 語 


どう ぞ お 楽し み 下 さい ! 


私 の 略歴 。 


私 は 、1964 年 に 、 日 本 の 神奈 川 県 で 、 生 まれ た 。 

私 は 、1989 年 に 、 東 京 大学 文 学部 社会 学科 を 卒業 し た 。 
私 は 、1989 年 度 の 日 本 の 国家 公務 員 採 用 試験 の I 種 区 分 
の 、 社 会 学 の 職種 に 、 最 終 合 格 し た 。 

私 は 、1992 年 度 の 日 本 の 国家 公務 員 採 用 試験 の I 種 区 分 
の 、 心 理学 の 職種 に 、 最 終 合 格 し た 。 

私 は 、 大 学卒 業 後 は 、 日 系 大 手 IT 企 業 の 研究 所 に 勤務 し 
て 、 コ ンピュータ の ソフ トウ ェ ア の 試作 業務 に 従事 し 
doe 

私 は 、 現 在 は 、 企 業 を 退職 し て 、 執 筆 活 動 に 専念 中 で あ 
る 。 
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